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第
一
章

七
戸
藩
の
創
設

第
一
節

南
部
政
信
家
譜

天
間
林
村
を
構
成
し
て
い
る
諸
村
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
は
七
戸
城
主
七
戸
隼
人
の
支
配
下
に
あ
り
、
七
戸
に
代
官
所
が
お
か
れ

て
か
ら
は
そ
の
支
配
下
に
お
か
れ
、
七
戸
と
は
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、
七
戸
藩
が
創
設
さ
れ
た
と
き
、
天
間
林
諸
村
は
当
然
七
戸
藩
領
に
組
み
こ
ま
れ
た
。

七
戸
藩
の
創
設
は
七
一
戸
を
中
心
と
す
る
地
方
に
さ
ま
ざ
ま
の
波
紋
を
投
げ
か
け
た
が
、
そ
の
最
大
の
も
の
は
天
間
林
諸
村
を
も
ま

き
こ
ん
だ
明
治
三
年
の
七
戸
通
百
姓
一
撲
で
あ
っ
た
。

こ
の
意
味
で
も
七
戸
藩
の
創
設
に
つ
い
て
は
詳
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
肝
心
の
七
戸
藩
創
設
の
時
期
に
つ
い
て

は
諸
説
が
あ
り
一
定
し
て
い
な
い
。

以
下
、
諸
説
を
紹
介
し
、
私
見
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
が
、
説
明
の
便
宜
上
、

ま
ず
、

の
ち
に
七
戸
藩
を
創
設
す
る
南
部
氏
の
歴

代
名
を
か
か
げ
、
そ
の
略
歴
を
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
な
ら
び
に
『
南
部
政
信
家
譜
』
(
盛
岡
中
央
公
民
館
蔵
)
等
に
よ
っ
て
示
し
て

み
よ
う
。

し

げ

の

ぷ

ま

さ

の

ぷ

申

ぷ

み

つ

の

ぶ

つ

h
y

申

ぷ

よ

し

申

ぷ

ち

か

の

ぷ

回

り

の

ぷ

た

み

の

ぷ

か

た

重
信
|
¢
政
信
l
e信
弥
I
d信
伝
|
@
信
喜
|
⑤
信
鄭
!
会
信
誉
|
企
信
民
1
喧
信
方

天

間

林

村

史

五
七
三



信③ {弥言② 政①
伝 {言

宝寛 寛延寛元"享 延享 宝 元天寛
暦延 延享保文 保 享イ呆 永 禄和文

三四二元七九 三七 一 七二八

六十そ初 九五三九間十子初疋ミ 正 問わ十お八十正初
月二の徳 月月月月五ーと 月五る二い月月月政
五月娘五 二二朔十月月な庸 八月こ月て二二六庸
日 二( 郎 七日日九十十る

、
日十と十新十十日

、

初日牧
、

日二定日一七。五 死 ーと日回一六盛主
て遺野主 死の火よ日日 民E去日す采五呂日岡税
九跡河税 去丸消り督家初 ご同と 、致る地千部南 初 に
代を内

、
、のと火 て 年任。を石 めて部南

将 つ 守 実 年火な事場 八 主 七 改を三て生
軍ぐ英は 四をる 代 殿 九 めわ O 五れ二

家重 成の 部南
ー防 廻見

将
、

才 てか世代将 る九
オい 軍 主 、 ち で 世重

娘三 だ を =口t ヰ見 南賜兄軍
E島 ) 一

妻功 てコ 万E士丈ア
、

部わに綱 信
す を 世 は lこ と 主 三り当吉 グ〉
る 妻利 七よ め 謁 殿 、るに ~ ノ、

と視 戸り る す
、

世旗本 行謁 男
す二

記外 服時
る 実 信居、 信す

る男 lま とのる、
愛三 牧 のな戸斤

弥
信者頁 野 領り領
。〉

、
河 知 、グ〉

σ〉 娘羅 内 収納 寄う
終 紗 上τi丁「・ 合ち

等 英 σ〉に
、

臨 を 成 う列和
ん 賜 グ〉 ちす賀
で わ 五 か郡

養子
る 男 ら

、
、

五
と 政 千 戸

な 信 俵 郡
り (l) を 内

養 目易

第

五

編

近

代

五
七
四



天

間

林

村

史

イ言 ⑥ {言⑤ {言④
誉 都 喜

文 安 文文

" " 
文 寛 安 H 寛天明宝 { ヨ三

久政"政化 政政永 " 政明和暦 暦

二ハ y 五三 四二 二 二 五 八八八六 ムノ、

閏十十正十初 八十侯十十十初 九位十九八三五初
八二二月一徳 月 二 に 二 二 一 徳 月下二月月月月徳 月
月月月二月太 二月列月月月太 十肥月二一二二次 十
十二十一四郎 五二せ八四朔郎 五前十五七五日郎 五
一九六日日 日八ら日日日 日守日日日日遺 日
日日日家督 出主 死日れ南管家 江 主 死に 、 御 小 初 跡 主 手E
死多叙 生税 去従る部= 戸に 税 去叙将小普てを税 去
去年任 、任軍姓請十継 。

、の丹
年位五 六 て磨播 年す若組組代ぐ肥 年

年 勤 波 四世出 四 君のの将。前

五 労 守 六下利生守 八 (番支軍特守
八を オに敬 オ 家頭配家に オ
才以 従 (叙よ従 慶にと治四従
て五 十せり 五 妻 )すなにオ五

妻城主 位 ーら蔵 位 は にする謁、位

は 下 月れ米 下 南付むす蔵下
森 格

干播 ♀ 母
部属 る 米

佐と 母 信き 五母
渡 な は 二瞳す 石 は 起せ 千は
守る 近 日を南 のら 俵信
長 藤 とに分 部 娘れ 弥
国登 も任与 信 ての
伯 之 )ぜき起 西養
母助 妻られ の 城女
、寄 はれ 、 娘

後 用 水る合 勤
高佐 σ3 野 計 仕
縁 古良 監 し

物 万
d申'"、 十
普 千 九
σ) 石 日
娘 グコ 従

諸 五
五
七
五



信⑧
方

イ言⑦
民

明
治

" "四"" "ー

文
久

明
治
一
元

H

一一

月

四

雄
麿
、
実
は
南
部
四
一
世
利
恭
の
弟
、
安
政
五
年
五
月
十
二
日
生
れ
、
母
は
宗
家
家
臣
宮

治
兵
衛
の
娘

正
月
十
四
日
家
督

五
月
二
八
日
信
民
の
所
領
を
賜
わ
る

六
月
二
四
日
版
籍
を
奉
還
、
更
に
七
戸
藩
知
事
に
任
ぜ
ら
れ
る

七
月
十
一
日
従
五
位
に
叙
せ
ら
れ
る

廃
藩
置
県
に
よ
り
七
戸
藩
は
七
戸
県
と
な
り
、
信
方
は
七
戸
県
知
事
と
な
る

九
月
四
日
太
政
官
達
を
以
て
、
七
戸
、
八
戸
、
斗
南
、
黒
石
、
館
県
を
弘
前
県
に
合
併
す

九
月
二
三
日
県
庁
を
青
森
に
移
し
、
青
森
県
と
改
稽
す

十
一
月
旧
制
の
青
森
県
を
廃
し
、
十
二
月
新
制
の
青
森
県
が
誕
生
す
る

初
楳
五
郎
又
嘩
五
郎
、
実
は
宗
家
の
家
臣
南
部
左
近
信
也
の
示
四
子
で
南
部
三
八
世
利
済

の
養
子
、
南
部
家
四

O
世
利
剛
の
義
弟
、
美
作
守
、
従
五
位
下
、
母
は
宗
家
家
臣
横
浜
勇

之
助
の
娘

十
月
信
誉
の
遺
領
を
賜
わ
る

十
二
月
十
六
日
従
五
位
に
叙
せ
ら
れ
、
美
作
守
に
任
ぜ
ら
れ
る

二
月
南
部
四

O
世
利
剛
に
代
り
、
上
京
、
同
月
晦
日
竜
顔
を
拝
し
、
天
盃
を
賜
わ
り
、
京

都
内
裏
の
守
備
を
命
ぜ
ら
れ
る

十
二
月
宗
家
と
と
も
に
朝
敵
と
な
り
、
領
地
の
内
千
石
を
没
収
さ
れ
、
隠
居
を
命
ぜ
ら
れ
る

十
一
月
九
日
再
ぴ
従
五
位
に
叙
せ
ら
れ
る

正
月
二
九
日
、
再
三
願
出
て
位
記
を
返
上
す
る
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こ
の
略
歴
の
中
か
ら
、
七
戸
藩
創
設
の
時
期
を
考
え
る
に
当
つ
て
の
重
要
事
項
を
拾
い
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

七
戸
南
部
家
の
始
祖
は
寛
文
四
年
(
一
六
六
回
)
末
ま
で
七
戸
城
主
で
あ
り
、

そ
の
後
南
部
二
九
世
と
な
っ
た
南
部
重
信
の
六

男
政
信
で
あ
る
。

政
信
は
元
禄
七
年
(
一
六
九
四
)
兄
行
信
か
ら
和
賀
郡
、
二
戸
郡
内
で
五
千
石
の
新
田
を
与
え
ら
れ
、
幕
府
の
旗
本
と
な
っ
た

が
、
宝
永
三
年
(
一
七

O
六
)
領
地
を
宗
家
に
返
し
、
蔵
米
五
千
俵
取
り
の
身
分
と
な
る
。

政
信
の
跡
、
信
弥
、
信
伝
、
信
宣
口
を
経
て
、
五
代
信
都
の
代
、
文
政
二
年
(
一
八
一
九
)
末
、
利
敬
よ
り
蔵
米
六
千
石
を
加
増

さ
れ
、

一
万
一
千
石
の
諸
侯
に
列
せ
ら
れ
る
。

四

六
代
信
挙
一
回
の
代
、
安
政
六
年
(
一
八
五
九
)
末
、
城
主
格
と
な
る
。

五

七
代
信
民
、
文
久
二
年
(
一
八
六
二
)
信
誉
の
遺
領
を
賜
わ
る
。

一」

/¥ 

明
治
元
年
(
一
八
六
八
)
信
民
朝
敵
と
な
り
、
領
地
の
う
ち
千
石
を
没
収
の
上
、
隠
居
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

七

八
代
信
方
、
明
治
二
年
正
月
家
督
、
五
月
、
七
戸
地
方
一
万
三
百
八
十
四
石
を
受
け
る
。

J¥ 

信
方
、
明
治
二
年
六
月
版
籍
を
奉
還
、
改
め
て
七
戸
藩
知
事
と
な
る
。

第
二
節

七
戸
藩
創
設
に
関
す
る
諸
説

さ
て
、
二
応
正
史
と
さ
れ
て
い
る
以
上
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
の
に
対
し
、
七
戸
藩
創
設
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
諸
説
が
あ
る
。

先
ず
第
一
説
か
ら
紹
介
し
よ
う
。

天
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安
政
六
年
二
八
五
九
)
説

菊
池
悟
郎
著
「
南
部
史
要
』
明
治
四
十
四
年
刊

文
政
三
年
十
二
月
、
公
末
家
主
税
(
筆
者
註
、
信
都
)
に
禄
六
千
石
を
加
増
し
て
合
計
一
万
一
千
石
と
な
し
、
諸
侯
に
列

せ
し
め
ん
こ
と
を
幕
府
に
乞
ひ
て
許
可
せ
ら
る
、
二
十
八
日
、
主
税
播
磨
守
に
任
、
ず
:
:
:
:
:
:

安
政
六
年
十
二
月
二
十
九
日
、
末
家
南
部
丹
波
守
信
巻
一
口
を
城
主
格
と
な
さ
ん
こ
と
を
幕
府
に
請
ひ
て
許
可
せ
ら
る
、
依
て

北
郡
七
戸
の
地
を
割
て
そ
の
領
地
と
す
。

田
中
喜
多
美
編
「
岩
手
県
郷
土
史
年
表
』
昭
和
四
十
七
年
刊

文
政
二
年
(
末
家
南
部
主
税
の
諸
侯
加
列
を
出
願
許
可
さ
れ
、
七
戸
領
六
千
石
を
加
増
一
万
一
千
石
と
す
る
。
主
税
播
磨

守
と
な
り
江
戸
城
柳
の
間
詰
と
な
る
。
:
:
:
安
政
六
年
十
二
月
、
南
部
信
誉
(
麹
町
侯
信
都
の
跡
を
つ
ぐ
)
を
城
主
格
に

推
挙
し
、
幕
府
の
許
可
を
得
て
北
郡
に
七
戸
藩
を
創
る
。

秋
田
書
屈
刊
「
藩
史
事
典
』
昭
和
五
十
一
年
刊

七
戸
藩
、
外
様
、
居
城
・
青
森
県
上
北
郡
七
戸
町

元
禄
七
年
(
一
六
九
四
)
陸
奥
盛
岡
藩
主
南
部
行
信
の
弟
政
信
は
兄
か
ら
五
千
石
を
分
知
さ
れ
て
旗
本
と
な
り
、
江
戸
麹

町
に
屋
敷
を
構
え
た
。



文
政
二
年
(
一
八
一
九
)
、
五
代
目
の
信
都
は
本
藩
の
利
敬
か
ら
七
戸
領
六
千
石
を
加
え
ら
れ
、

一
挙
に
一
万
一
千
石
を
領

し
て
大
名
に
列
し
た
。

そ
の
子
信
誉
一
回
は
安
政
六
年
(
一
八
五
九
)
城
主
格
と
な
っ
て
陸
奥
北
郡
に
七
戸
藩
を
創
出
し
以
後
、
信
民
、
信
方
と
続
い

て
廃
藩
置
県
に
至
っ
た
。

四

新
人
物
往
来
社
刊
「
藩
史
総
覧
』
昭
和
五
十
二
年
刊

七
戸
藩
(
陸
奥
田
青
森
県
)
(
盛
岡
新
田
藩

歴
代
藩
主

南
部
信
都
信
誉
l
l
信

民

信

方

江
戸
時
代
後
期
よ
り
、
盛
岡
藩
か
ら
蔵
米
一
万
一
千
俵
を
与
え
ら
れ
て
立
藩
し
た
外
様
極
小
藩
。

明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
、
七
戸
藩
と
改
称
す
る
ま
で
は
、
盛
岡
新
田
藩
と
称
し
た
。

文
政
二
年
(
一
八
一
九
)
、
家
禄
五
千
俵
(
盛
岡
藩
収
納
の
内
の
蔵
米
)
の
寄
合
南
部
信
都
が
、
宗
家
南
部
利
敬
(
盛
岡
藩

主
)
よ
り
の
蔵
米
に
よ
っ
て
六
千
石
を
分
与
さ
れ

一
万
一
千
石
高
(
蔵
米
一
万
一
千
俵
、
領
知
高
に
換
算
し
て
一
万

千
石
)

の
諸
侯
に
列
し
て
立
藩
し
た
。

(
筆
者
註
、
こ
の
時
立
藩
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
七
戸
藩
で
は
な
い
)

な
お
、
分
知
は
、
の
ち
に
蔵
米
を
土
地
に
改
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
領
知
は
七
戸
(
上
北
郡
七
戸
町
)
周
辺
と
考

え
ら
れ
る
。
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南
部
氏
は
信
都
の
あ
と
、
信
挙
一
7
信
民
(
宗
家
利
済
の
五
男
)
・
信
方
(
宗
家
利
剛
の
三
男
)
と
藩
主
に
な
り
、
安
政
五
年

(
一
八
五
八
)
(
註
、
安
政
六
年
が
正
し
い
)
信
誉
の
と
き
か
ら
城
主
格
に
列
し
、
翌
年
陣
屋
地
を
北
郡
三
本
木
村
に
て
与

え
ら
れ
、
陣
屋
を
営
築
し
た
。

明
治
元
年
、
信
民
が
奥
羽
列
藩
同
盟
に
加
わ
っ
た
た
め
、

一
千
石
を
滅
封
さ
れ
、

一
万
石
(
内
高
〈
実
高
〉

一
万
三
一
百
八

十
五
石
)
と
な
っ
た
。

な
お
、
南
部
氏
は
参
勤
交
代
を
行
わ
な
い
定
府
大
名
で
あ
る
。

明
治
四
年
廃
藩
と
な
り
、
七
戸
県
・
弘
前
県
を
経
て
、
青
森
県
に
編
入
さ
れ
た
。

五

岩
手
県
立
図
書
館
蔵
『
七
戸
藩
主
南
部
氏
略
歴
』

安
政
五
年
十
二
月
(
筆
者
註
、
安
政
六
年
の
誤
り
)
、
利
済
の
子
美
濃
守
よ
り
信
挙
一
三
乞
以
て
城
主
格
と
な
さ
ん
こ
と
を
陳
せ

し
に
、
累
年
の
勤
労
上
に
聞
え
た
り
と
て
、
十
一
一
月
廿
九
日
其
請
を
許
さ
る
。

初
政
信
の
新
田
五
千
石
を
分
た
る
る
や
、
宗
家
封
内
陸
奥
郡
(
筆
者
註
、
郡
は
国
の
誤
り
か
)
和
賀
郡
村
崎
野
村
及
二
戸

郡
浄
法
寺
村
の
地
を
領
せ
ら
れ
し
か
ど
も
、
此
年
凶
荒
に
遭
ひ
、
歳
入
給
せ
ず
、
地
亦
避
限
に
あ
る
を
以
て
、
信
濃
守
行

信
の
子
備
後
守
信
恩
の
世
に
当
り
、
代
ふ
る
に
菓
米
を
以
て
せ
ん
こ
と
を
請
ひ
し
か
ば
、
宝
永
三
年
よ
り
後
は
歳
入
を
分

っ
て
其
禄
と
せ
し
に
、
城
主
格
を
許
さ
れ
し
翌
年
二
月
朔
日
、
幕
府
よ
り
陣
屋
地
を
宗
家
の
封
内
よ
り
受
く
べ
き
命
あ
り

け
れ
ば
、
陣
屋
地
を
北
郡
三
本
木
村
に
受
け
、
後
七
戸
の
城
主
と
な
し
、
か
く
て
信
誉
文
久
二
年
間
八
月
十
一
日
を
以
て



卒
す
。

:
:
・
信
民
を
養
ふ
て
子
と
な
し
、
嘉
永
二
年
五
月
六
日
信
誉
の
嗣
と
な
せ
り
。

(
信
民
)
安
政
三
年
六
月
朔
、
始
め
て
将
軍
家
に
謁
し
、
父
卒
せ
し
年
(
筆
者
註
べ
文
久
二
年
)

の
十
月
、
其
遺
領
を
賜

る
(
信
民
)
明
治
元
年
奥
羽
連
合
の
事
を
以
て
利
剛
と
共
に
朝
謹
を
受
け
、
位
階
を
罷
め
ら
れ
、
退
老
せ
し
か
ば
、
利
剛
の

子
利
恭
の
二
弟
信
方
を
養
ふ
て
其
家
を
嗣
が
し
め
ん
こ
と
を
願
ひ
し
に
、
同
二
年
正
月
十
四
日
、
年
十
二
に
て
家
名
を
続

か
し
め
ら
れ
、
其
年
五
月
廿
八
日
、
信
民
が
所
領
を
賜
り
ぬ
。

此
年
六
月
廿
四
日
版
籍
を
返
し
奉
り
し
に
、
又
七
戸
藩
知
事
の
命
を
蒙
り
て
、
同
七
月
十
一
日
従
五
位
に
叙
せ
ら
る
。

ム

/¥ 

盛
岡
中
央
公
民
館
蔵
『
南
部
政
信
家
譜
』
・
:
内
容
全
く
五
に
同
じ

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
く
安
政
六
年
説
を
と
る
諸
論
の
間
に
も
、
微
妙
な
意
見
の
相
違
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
分
か
り
ゃ
す
く
す
る

た
め
に
、

一
ら
ん
表
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。
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諸
説
と
も
文
政
二
年
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
正
し
い
。
し
か
し
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
こ
の
時
受
け
た
六
千
石
の
加
増
は
蔵
米
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
意
味

で
は
四
説
が
最
も
正
確
な
記
述
で
あ
る
。

②
盛
岡
新
田
藩
立
藩
の
時
期
に
つ
い
て

四
説
は
、
文
政
二
年
、
諸
侯
に
列
せ
ら
れ
た
時
を
も
っ
て
盛
岡
新
田
藩
が
立
藩
さ
れ
た
と
し
、

の
ち

(
年
代
不
詳
)
七
戸
周
辺
を

領
地
と
し
た
、
と
い
う
。

明
治
二
年
七
戸
藩
が
創
設
さ
れ
る
以
前
、
信
都
ま
た
は
信
挙
一
口
家
は
、
『
盛
岡
新
田
藩
』
も
し
く
は
「
盛
岡
内
分
」
と
称
さ
れ
た
と
も

い
わ
れ
る
が
、

い
つ
か
ら
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
か
は
明
か
で
な
い
。

ま
た
四
説
に
、

七
戸
周
辺
を
領
地
と
し
た
、

と
い
う
の
は
、
安
政
六
年
十
二
月
十
五
日
付
の
『
陸
奥
国
南
部
盛
岡
領
郷
村
高
辻
帳
』

末
尾
に
「
右
之
内

壱
万
千
石

当
時
南
部
丹
波
守
(
筆
者
註
、
信
誉
)

右
者
当
丹
波
守
六
代
以
前
主
税
(
筆
者
註
、
政
信
)
江
元

禄
七
年
奉
願
五
千
石
内
分
仕
候
処
、
不
作
ニ
付
宝
永
三
年
御
老
中
江
相
達
、
新
田
引
上
、
納
米
を
以
遣
来
之
候
。
其
後
丹
波
守
父
播

磨
守
(
筆
者
註
、
信
都
)
江
文
政
二
年
、
右
高
五
千
石
江
蔵
米
六
千
石
相
増
、
都
合
一
万
千
石
高
ニ
仕
度
旨
、
高
祖
父
大
膳
大
夫
奉

願
候
処
、
願
之
通
被
仰
付
、
遣
之
来
候
。
以
上
。
南
部
美
濃
守
(
筆
者
註
、
南
部
第
四
十
世
利
剛
)

松
平
右
京
亮
殿

松
平
対
馬

守
殿
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
し
て
も
明
か
に
誤
り
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
文
政
二
年
(
一
八
一
九
)

か
、
そ
の
少
し
後
年
ど
こ
ろ
か
、
安
政
六
年
(
一
八
五
九
)
十
二
月
十
五
日
の
段
階
に
至

っ
て
も
、
信
誉
の
-
万
一
千
石
は
、
土
地
で
は
な
く
蔵
米
で
支
給
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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③
城
主
格
と
な
っ
た
時
期

安
政
五
年
説
(
四
説
・
五
説
・
六
説
)

と
同
六
年
説
(
一
説
・
二
説
・
一
二
説
)

と
が
あ
る
。

七
戸
南
部
政
信
家
の
家
譜
に
つ
い
て
は
、
盛
岡
市
中
央
公
民
館
蔵
の
『
南
部
政
信
家
譜
」
も
し
く
は
、

そ
れ
と
同
文
の
「
七
戸
南

部
政
信
家
譜
」
が
最
良
の
資
料
と
目
さ
れ
、
岩
手
県
立
図
書
館
蔵
の
『
七
戸
藩
主
南
部
氏
略
歴
』
も
こ
れ
に
よ
っ
た
も
の
と
見
な
さ

れ
、
新
人
物
往
来
社
刊
の

『
藩
史
総
覧
』
も
こ
れ
ら
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
安
政
五
年
説
を
と
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
安
政
六
年
の
誤
記
で
あ
る
こ
と
は
、
南
部
藩
の
日
記
で
あ
る
『
雑
書
」
、
『
覚
書
』
、
『
御
用
人
所
雑
書
』
等

に
、
信
挙
一
回
城
主
格
拝
命
の
時
期
を
、
安
政
六
年
十
二
月
廿
九
日
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
右
日
記
に
は

左
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

高
延
元
年
(
安
政
七
年
)
「
御
側
雑
書
』

高
延
元
年
正
月
廿
七
日

風

太
守
様
(
盛
田
註
:
・
盛
岡
藩
四
十
世
南
部
利
剛
)
旧
臓
廿
九
日
(
盛
田
註
・
:
安
政
六
年
十
二
月
廿
九
日
)
御
老
中
方
御
連

名
之
依
御
奉
書
、
南
部
丹
波
守
殿
(
盛
田
註
:
・
南
部
信
誉
)
御
同
道
、
西
丸
江
御
登
城
被
遊
候
処
、
丹
波
守
殿
家
格
の
儀
一
」

付
御
内
願
之
趣
者
、
不
容
易
筋
一
一
候
得
共
、
年
来
格
別
出
精
相
勤
候
付
、
別
段
之
思
召
を
以
、
城
主
格
被
仰
付
旨
、
被
為

蒙
仰
候
段
、
江
戸
δ
申
来
之
。
(
以
下
略
)



寓
延
元
年
(
安
政
七
年
)
正
月
七
日
『
覚
書
』

省
略
(
御
側
雑
書
と
同
文
)

高
延
元
年
(
安
政
七
年
)
正
月
廿
七
日

丹
波
守
城
主
格
被
仰
付
旨
江
戸
よ
り
申
来
る
。

右
に
付
来
ル
廿
九
日
御
歓
可
被
仰
付
候
事
。

安
政
七
年
正
月
廿
八
日
『
御
用
人
所
雑
書
」
:
・
後
出

こ
れ
ら
三
つ
の
藩
日
記
に
よ
り
、
信
誉
一
が
城
主
格
を
拝
命
し
た
の
は
、
安
政
六
年
十
二
月
廿
九
日
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
り
、

」
の
点
だ
け
に
つ
い
て
い
え
ば
、

一
説
・
二
説
・
一
ニ
説
が
正
し
い
。

し
か
し
、
こ
の
安
政
六
年
に
、

一
説
の
よ
う
に
七
戸
を
領
地
と
し
た
り
、
二
説
三
説
の
よ
う
に
七
戸
藩
を
創
設
し
た
り
、

四
説
・

五
説
・
六
説
の
よ
う
に
、
陣
屋
地
を
三
本
木
に
受
け
た
か
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
多
大
の
疑
問
が
残
る
し
、
ま
た
、

五
説
、
六
説

が
、
信
誉
が
後
に
七
戸
城
主
と
な
っ
た
と
い
っ
て
い
る
の
も
、
こ
れ
を
証
す
べ
き
資
料
は
な
い
。

そ
こ
で
、
次
に
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
考
証
し
て
み
た
い
。

④
安
政
六
年
に
信
誉
の
領
地
も
し
く
は
陣
屋
地
が
確
定
し
た
か

天
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③
の
末
尾
で
述
べ
た
よ
う
な
説
は
、
南
部
藩
『
御
用
人
所
雑
書
』
に
出
て
い
る
、
老
中
脇
坂
中
務
大
輔
の
南
部
美
濃
守
(
盛
田
註

:
・
盛
岡
藩
四
十
世
利
剛
)
へ
の
書
付
だ
け
を
見
て
、

そ
れ
が
遵
守
さ
れ
た
も
の
と
誤
認
し
た
た
め
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
次
に
、
誤
認
の
原
因
と
な
っ
た
老
中
脇
坂
中
務
大
輔
の
書
付
を
示
そ
う
。

丹
波
守
家
格
之
儀
ニ
付

内
願
之
趣
不
容
易
筋

候
得
共
年
来
格
別
出
精

相
勤
候
付

別
段
之

思
召
を
以
城
主
格
被

仰
付

南
部
美
濃
守
江

南
部
丹
波
守

年
来

格
別
出
精
相
勤
候
ニ
付

別
段
之

思
召
を
以
内
願
之
通



城
主
格
被
仰
付
候

事
ニ
付

其
方
領
分
中

一
而
相
応
之
陣
屋
地
割

渡
候
様
可
被
致
候

こ
こ
で
少
し
く
説
明
を
加
え
て
お
こ
う
。
七
戸
南
部
政
信
家
の
系
統
は
、

一
時
政
信
が
領
地
を
有
し
た
も
の
の
、
幕
府
の
許
可
を

得
て
、
宝
永
三
年
こ
れ
を
南
部
家
に
返
し
、
爾
来
、
信
弥
、
信
伝
、
信
喜
と
納
米
を
以
て
支
給
さ
れ
て
き
た
。

事
情
は
信
都
が
一
万
一
千
石
の
諸
侯
と
な
り
、

ま
た
信
誉
一
が
文
政
五
年
家
督
し
て
か
ら
も
全
く
同
じ
で
、
大
名
と
は
い
え
、
領
地

は
一
寸
も
無
く
、
江
戸
に
屋
敷
だ
け
を
貰
っ
て
い
る
盛
岡
藷
「
内
分
」
の
定
府
(
江
戸
詰
)

の
大
名
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
「
城
主
格
」
に
昇
格
し
た
と
も
な
れ
ば
、
少
く
と
も
、
「
陣
屋
」
す
な
わ
ち
「
館
」

l
ヤ
カ
タ
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
、
幕
府
は
、
信
品
呂
田
の
本
家
で
あ
る
盛
岡
藩
四
十
世
の
利
剛
に
対
し
、
陣
屋
地
を
建
て
る
べ
き
場
所
す
な
わ
ち
「
陣
屋

地
」
を
信
誉
に
支
給
す
る
よ
う
指
命
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
指
令
に
接
し
た
盛
岡
藩
は
非
常
に
慌
て
た
ら
し
い
。

陣
屋
地
を
支
給
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
は
、
館
を
建
て
る
場
所
だ
け
を
支
給
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、

一
万

一
千
石
に
相
当
す
る
領
地
を
も
支
給
せ
よ
、

と
い
う
こ
と
な
の
か
判
断
に
苦
し
ん
だ
。

端
的
に
い
う
と
、
盛
岡
藩
と
し
て
は
、
自
分
の
方
か
ら
願
い
出
て
信
誉
を
城
主
格
に
昇
格
さ
し
て
も
ら
っ
た
も
の
の
、
信
誉
に
対
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す
る
知
行
は
、
今
迄
通
り
、
蔵
米
(
実
際
は
一
部
金
で
あ
っ
た
)

で
支
給
し
た
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
盛
岡
藩
で
は
、
そ
う
い
う
願
を
内
に
こ
め
た
左
の
よ
う
な
伺
書
を
幕
府
に
差
出
し
た
。

安
政
七
年
二
月
十
四
日
附
日
記
(
実
際
の
提
出
日
は
正
月
四
日
で
あ
る
。
)

美
濃
守
末
家

南
部

丹
波
守

年
来
格
別

出
精
相
勤
候
ニ
付
別
段
之

思
召
を
以

内
願
之
通

城
主
格
被
仰
付
候
一
一
付

美
濃
守
領
分
之
内
ニ
而

棺
応
之
陣
屋
地
割
渡

候
様
可
被
致
旨
被
仰
渡

奉
畏
候
右
者
陣
屋
地
取
建

可
申
地
所
割
渡
候
儀
ニ
而

高
之
儀
者
唯
今
迄
之
通

美
濃
守
蔵
米
を
以



内
分
仕
置
候
儀
と
相
心
得

候
得
共

差
当
的
例
茂

無
御
座
候
儀
ニ
付

為
令?

此
段
御
内
慮
奉
伺
候

以
上

正
月
四
日

こ
の
要
旨
は
、
陣
屋
地
だ
け
を
支
給
し
て
、
知
行
は
、
従
来
通
り
蔵
米
で
支
給
、
内
分
の
取
扱
で
よ
ろ
し
い
で
す
ね
、

と
い
〉
フ
こ

と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
す
る
幕
府
の
回
答
は
、

丹
波
守

高
之
儀
ハ
是
迄

之
通
美
濃
守
蔵
米
を
以

内
分
仕
置

陣
屋
地
取
建
候

地
所
市
己
割
渡
候
様
可
仕
候

尤
陣
屋
地
出
来
致
し
候
上
ハ

天

間

林

村

史

五
八
九
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O

追
而
御
暇
相
願
候
心
得

ニ
可
罷
在
候
事

で
あ
り
、

お
〉
む
ね
盛
岡
藩
の
思
惑
通
り
と
な
っ
た
が
、
陣
屋
地
が
完
成
す
れ
ば
、

お
っ
て
お
暇
が
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か

ら
、
そ
の
心
得
を
し
て
お
く
よ
う
に
、

と
の
お
ま
け
が
つ
い
て
い
る
。

お
暇
云
々
は
、
今
迄
江
戸
詰
め
で
あ
っ
た
が
、
陣
屋
地
が
出
来
た
ら
、
其
処
へ
帰
る
よ
う
に
、

と
の
意
で
あ
る
。

先
に
み
た
多
く
の
説
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
安
易
に
読
ん
で
、
安
政
六
年
末
に
、
七
戸
領
が
決
定
し
た
り
、
陣
屋
地
が
三
本
木
に

造
ら
れ
た
り
、
七
戸
藩
が
出
来
た
と
し
た
り
、
あ
る
い
は
こ
の
少
し
後
に
七
戸
藩
が
出
来
た
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
掲
げ
た
資
料

は
、
陣
屋
地
を
何
処
か
に
設
け
よ
、

と
い
う
だ
け
で
、

そ
の
場
所
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

事
実
陣
匡
地
が
決
定
す
る
の
は
、
次
に
記
す
よ
う
に
数
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
、
領
地
の
割
渡
し
な
ど
は
い
ら
な
い
と
い
っ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
七
戸
藩
な
ど
、
こ
の
時
点
で
出
来
る
筈
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
は
一
体
七
戸
藩
は
い
つ
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
第
二
説
を
掲
げ
よ
う
。



(三)

文
久
三
年
二
八
六
=
一
)
説

岸
俊
武
編
「
新
撰
陸
奥
国
誌
」
・
:
明
治
九
年
脱
稿

前
略
j
i
-
-
丹
波
守
信
誉
勤
功
を
賞
せ
ら
れ
て
安
政
六
年
十
二
月
城
主
格
に
進
め
ら
れ
る
。

旧
来
常
府
に
て
在
所
な
し
。
此
所
地
所
申
出
べ
き
の
旨
に
付
、
文
久
三
年
九
月
、
(
信
民
)
(
盛
田
挿
入
)
七
戸
郷
三
本
木

を
乞
し
か
ば
南
部
家
よ
り
早
速
七
戸
近
相
加
て
一
万
一
千
石
の
地
を
分
割
し
た
れ
ど
も
、
一
非
薄
の
暖
野
、
殊
に
北
極
出
地

四
十
一
度
の
所
な
れ
ば
、
東
都
ゑ
は
百
七
十
余
里
を
隔
て
、
万
端
不
行
届
の
こ
と
な
る
に
依
り
、
押
て
宗
家
に
依
頼
し
、

内
外
の
入
費
尽
皆
彼
れ
に
託
し
、
公
私
を
賄
ひ
し
が
、
宣
計
ら
ん
。
去
卯
年
(
盛
田
註
・
:
慶
応
三
年
)
よ
り
隠
静
な
ら

ず。
江
戸
住
居
の
輩
己
が
引
遷
こ
と
に
成
、
嗣
美
作
守
信
民
も
家
族
盛
岡
に
移
り
、

三
の
郭
の
邸
中
に
居
れ
り
。
引
続
騒
乱

興
り
、
宗
家
は
了
に
城
地
を
滅
却
し
て
封
地
を
減
じ
て
更
に
十
三
万
石
の
地
を
玉
わ
り
、
信
民
も
此
際
に
当
り
、
順
逆
違

反
の
答
に
因
て
、
領
知
の
内
千
石
減
じ
、
隠
棲
す
べ
く
、
就
て
は
家
名
相
続
を
免
せ
ら
る
れ
ば
、
血
脈
の
者
申
出
べ
き
旨

を
添
う
し
、
雄
麻
呂
(
雄
麻
呂
は
守
家
美
濃
守
利
剛
三
男
、
信
方
と
い
ふ
。
信
民
の
養
子
)
を
付
し
、
次
に
盛
岡
は
松
代

藩
に
明
渡
し
、
信
民
の
家
族
は
左
所
へ
引
移
ぺ
き
に
、
移
る
べ
き
城
地
も
な
く
、
旦
丹
波
守
信
挙
一
口
城
主
格
を
命
ぜ
ら
れ
し

に
、
常
府
に

O
し
、
建
築
に
怠
り
、
七
戸
に
は
柳
の
仮
居
の
み
な
れ
ど
も
、
之
を
ば
早
速
明
渡
し
申
べ
き
や
。

信
民
は
家
督
を
免
さ
れ
ず
、
隠
居
の
身
分
、
進
退
公
裁
を
得
奉
ら
ん
と
伺
し
に
、
村
方
差
図
こ
れ
あ
り
し
に
よ
り
、
家
族

は
巳
六
月
(
明
治
二
年
)
六
月
下
旬
七
戸
に
移
住
し
、
同
七
月
五
日
、
江
戸
に
て
雄
麿
七
戸
藩
知
事
職
命
ぜ
ら
れ
、
同
八

天

問

林

村

安

五
九
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月
下
向
し
、
明
治
四
年
七
月
藩
制
を
廃
し
、
新
に
県
を
置
き
、
七
戸
県
と
称
す
。

同
年
九
月
五
日
、
弘
前
県
に
併
せ
て
、
同
月
青
森
県
と
な
り
、
同
十
二
月
二
日
支
庁
を
置
か
れ
、
同
六
年
三
月
十
二
日
支

庁
を
廃
し
て
大
区
役
所
を
置
き
、
青
森
県
に
属
す
。

『
七
戸
藩
支
配
地
之
次
第
申
立
書
』

前
略
:
:
:
丹
波
守
信
誉
依
勤
功
、
安
政
六
年
十
一
一
月
、
城
主
格
被
仰
付
候
。

元
来
内
分
常
府
事
柄
、
在
所
無
之
、
当
惑
罷
在
候
。

折
柄
在
所
可
申
出
之
旨
御
達
有
之
、
文
久
コ
一
年
九
月
、
北
郡
七
戸
郷
三
本
木
之
儀
申
立
候
。

其
初
早
々
、
宗
家
ヨ
リ
七
戸
近
郷
相
加
、
壱
万
千
石
割
渡
候
得
共
、
右
薄
地
四
十
一
度
之
場
所
、
東
京
へ
百
七
十
余
畢
相

隔
、
仕
送
向
行
届
不
申
故
、
内
々
押
而
宗
家
江
頼
談
仕
、
一
ヶ
年
米
三
千
五
百
俵
、
但
四
斗
三
升
入
、
入
金
コ
一
千
五
百
両
之

仕
送
、
其
外
公
務
不
時
入
費
邸
中
大
破
繕
等
宗
家
ヨ
リ
賠
有
之
、

j
i
-
-
故
ニ
分
地
ノ
分
ハ
宗
家
自
用
ニ
致
置
候
事
ニ
御

座
候
。

後略・・・・・・

三
新
渡
戸
伝
「
新
渡
戸
伝
一
生
記
』
一
二
三
頁

/
/
/
/
/
 

明
治
三
年
一
月
廿
二
日
:
:
:
美
作
守
殿
(
盛
田
註
信
民
)
旧
験
御
沙
汰
に
、
領
地
の
内
千
石
御
取
上
、
隠
居
被
仰
付
候
事



に
候
へ
ば
、
同
人
領
地
は
有
之
、
且
先
日
林
へ
の
尋
に
(
盛
田
註
:
:
:
南
部
藩
受
取
入
権
判
事
林
半
七
の
質
問
に
対
す
る

伝
の
回
答
の
意
)
別
封
(
盛
田
註
、
盛
岡
藩
直
轄
領
以
外
の
領
地
の
意
味
)
の
儀
相
答
ひ
候
え
ば
疑
無
之
事
に
候
問
、
美

作
守
殿
在
所
へ
差
越
候
儀
、
権
判
事
申
出
候
様
仕
度
、
段
々
再
三
申
上
候
。

御
家
老
中
御
得
心
相
成
、
今
日
伝
友
次
郎
罷
越
候
。

(
盛
田
註
・
:
別
封
云
々
の
件
は
、
『
新
渡
戸
伝
一
生
記
」
一
二
二
貝
に
、
林
権
判
事
が
「
別
封
は
何
郡
に
在
之
候
哉
」
と
問

う
た
の
は
対
し
、
伝
が
「
南
部
遠
江
守
八
戸
城
、
三
戸
郡
・
九
戸
郡
外
紫
波
郡
五
千
石
、
都
合
弐
万
石
、
南
部
美
濃
守
、

北
郡
三
本
木
、

一
高
千
石
在
之
候
」
と
答
え
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
但
し
、
こ
こ
に
南
部
美
濃
守
(
盛
田
註
・
:
美
濃
守

は
盛
岡
藩
主
利
剛
の
こ
と
で
あ
る
」
と
あ
る
の
は
、
明
ら
か
に
美
作
守
(
信
民
)

の
誤
記
で
あ
る
。
)

林
へ
何

南
部
美
作
守
家
筋
之
儀
は
、
本
五
千
石
旗
本
の
所
、
文
政
度
一
寓
千
石
内
分
仕
り
、
常
府
御
奉
公
仕
来
候
処
、
去
辰
(
明

治
元
年
)
之
形
勢
柄
、
美
作
守
家
族
迄
罷
下
り
、
二
一
ノ
丸
の
内
屋
敷
在
之
、
右
に
住
居
申
候
。

最
前
安
政
六
年
十
二
月
、
城
主
格
被
仰
付
候
得
共
、
内
分
常
府
故
在
所
無
之
故
可
申
出
、
度
々
御
沙
汰
有
之
、
文
久
三
年

九
月
、
北
郡
三
本
木
と
申
立
御
居
申
候
。

早
速
城
地
取
建
可
申
処
、
常
府
な
る
事
、
殊
に
本
家
不
勝
手
故
其
僅
差
置
候
。

天

間

林

村

史

五
九
三
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且
北
郡
は
薄
地
故
、
右
土
地
の
収
入
に
て
公
務
難
及
、
南
方
上
地
収
納
に
準
じ
、
金
米
に
て
仕
送
、
同
人
領
地
は
本
家
自

由
罷
在
候
処
、
前
文
の
次
第
に
罷
成
候
処
、
昨
年
の
一
件
(
盛
田
註
:
・
戊
辰
の
役
に
朝
敵
と
な
っ
た
こ
と
)
に
付
、
美
作

守
領
地
の
内
千
石
御
取
上
、
隠
居
被
仰
付
、
血
脈
の
者
可
申
上
御
達
に
付
、
彦
太
郎
三
弟
雄
麿
(
信
方
)
申
上
候
。

只
今
迄
家
督
御
沙
汰
無
之
候
。
(
盛
田
註
・
:
雄
麿
は
す
で
に
一
月
十
四
日
に
家
督
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
報
せ
は
ま
だ
と

ど
い
て
い
な
い

然
に
三
ノ
丸
屋
敷
近
く
明
渡
に
付
、
美
作
守
儀
は
、
三
本
木
は
普
請
前
に
候
問
、
同
領
の
内
七
戸
に
は
少
々
仮
屋
御
座
候

の
問
、
当
分
此
所
へ
引
移
し
申
度
候
得
殿
、
家
督
治
定
不
申
内
隠
居
進
退
如
何
可
在
之
候
哉
。

林
答
ひ

家
督
被
仰
付
ず
候
共
、
御
引
移
り
の
儀
は
不
苦
候
。

二
月
十
六
日
、
七
戸
城
南
部
雄
麿
様
御
領
地
に
相
成
候
儀
御
触
在
之
候
事

四
月
九
日
、
雄
麿
様
御
領
地
高
壱
万
の
内
、
六
千
五
百
品
川
七
石
一
斗
五
升
七
戸
通
不
残
、
三
千
四
百
五
十
二
石
八
斗
五
升

五
戸
通
相
坂
村
、
折
茂
村
、
犬
落
瀬
村
、
下
田
村
、
天
ヶ
森
村
、
奥
瀬
村
、
切
田
村
、
沢
田
村
の
内
被
何
出
候
。



四

明
治
三
年
『
知
藩
鹿
日
記
」
六
月
十
九
日
付

七
戸
藩
支
配
所
七
戸
五
戸
之
内
七
戸
郷
之
儀
は
、
天
正
年
中
迄
弐
千
三
百
石
之
地
所
ニ
而
、
宗
家
一
族
之
臣
七
戸
彦
五
郎

知
行
罷
在
候
処
、
同
十
九
年
国
中
騒
乱
之
閥
、
依
反
逆
断
絶
仕
、
其
後
一
族
之
内
、
七
戸
隼
人
知
行
申
付
置
候
処
、

一
子

無
之
ニ
付
、
宗
家
信
濃
守
利
直
五
男
を
以
、
七
戸
隼
人
重
信
と
相
改
、
名
跡
相
続
罷
有
候
処
、
寛
文
四
甲
辰
年
、
宗
家
実

兄
山
城
守
重
直
死
去
、

一
子
無
之
、
七
戸
隼
人
重
信
宗
家
相
続
被
成
候
ニ
付
、
其
後
追
々
両
度
迄
取
立
候
得
共
、
イ
大
死
等

ニ
而
相
続
無
之
、
依
之
七
戸
郷
之
儀
は
追
而
名
跡
取
立
候
心
得
を
以
、
宗
家
手
元
預
地
と
仕
置
候

右
様
、
古
来
之
土
俗
僻
遠
地
ニ
御
座
候
得
は
、
租
税
之
規
矩
未
定
之
場
所
も
不
少
候
得
共
、
前
件
之
通
、
手
元
預
地
之
儀

一
も
候
得
は
、
自
然
改
メ
等
も
不
仕
、
其
億
二
成
来
候
。

然
ル
処
、
当
知
事
祖
父
丹
波
守
信
挙
一
目
安
政
六
己
未
年
、
数
年
依
勤
功
、
旧
幕
S
城
主
格
被
命
候
処
、
是
迄
内
分
常
府
ニ
而
、

在
所
無
之
候
ニ
付
、
文
久
三
突
亥
年
、
当
所
を
以
陣
屋
地
と
申
立
、
追
々
地
割
、
増
高
共
六
千
七
百
石
井
五
戸
郷
之
内
十

四
ヶ
村
四
千
三
百
石
、
合
テ
一
万
千
石
引
請
候
得
共
、
遠
路
仕
送
方
寓
端
不
都
合
之
儀
茂
有
之
、
宗
家
江
悉
皆
願
仕
、
金
米

を
以
仕
向
相
続
罷
者
候
処
、
去
々
辰
年
世
上
形
勢
ニ
付
、
信
民
井
家
族
一
同
盛
岡
江
罷
下
り
居
候
所
、
宗
家
之
儀
は
白
石
城

江
轄
地
相
成
候
ニ
付
、
在
所
七
戸
江
移
住
致
度
段
、
其
頃
盛
岡
江
出
張
有
之
林
権
判
事
ニ
及
尋
問
候
処
、
不
苦
旨
差
図
ニ
付
、

去
巴
六
月
隠
居
信
民
井
家
族
引
移
、
知
事
儀
は
東
京
詰
合
ニ
付
、
其
後
御
暇
賜
り
、
同
八
月
、
七
戸
江
下
着
仕
候

前
文
次
第
二
付
、
支
配
地
之
儀
は
、
反
別
租
税
収
納
取
調
判
然
不
仕
候
ニ
付
、
早
速
地
押
改
メ
可
申
所
、
去
歳
凶
荒
ニ
付

不
能
其
儀
、
遅
々
罷
有
候

天

間

林

村

史

五
九
五
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就
而
は
作
毛
豊
熟
ニ
も
候
ハ
ハ
、
当
秋
ヨ
リ
明
年
迄
尤
民
害
不
相
成
様
、
厳
敷
取
締
申
付
、
支
配
所
地
押
仕
度
、
此
段
御

間
届
被
成
下
度
奉
存
候
、
以
上

六
月
十
九
日

七
戸
藩
知
事

按
察
府

御
中

(岡

文
久
三
年
説
批
判

以
上
、
文
久
三
年
説
を
と
る
四
つ
の
説
は
、
文
久
三
年
九
月
に
在
所
(
大
名
の
政
庁
の
所
在
地
)
を
三
本
木
と
幕
府
に
報
告
し
、

七
戸
近
郷
を
加
え
て
領
地
も
決
定
し
た
が
、
こ
の
地
は
江
戸
を
遠
く
離
れ
、
不
便

か
つ
生
産
の
あ
が
ら
な
い
土
地
な
の
で
、
従
前

通
り
、
本
家
が
ら
金
米
の
支
給
を
受
け
、
信
民
の
領
地
は
本
家
の
自
由
に
任
か
せ
た
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
、
徳
川
幕
府
に
服
属
し
て
い
た
大
名
を
諸
俸
、

そ
の
領
地
も
し
く
は
支
配
組
織
を
「
藩
」
と
い
っ
た
。

信
民
も
文
久
三
年
に
壱
万
千
石
の
領
地
を
貰
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
名
目
的
に
は
藩
が
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
か
ら
、

応
文
久
三
年
説
を
支
持
し
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
も
し
藩
名
を
付
け
る
と
す
れ
ば
、
当
然
陣
屋
地
が
お
か
れ
る
筈
の
三
本
木
村
の
名
を
と
っ
て
「
三
本
木
藩
」
と
す
べ
き

で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
文
久
三
年
以
降
も
、
諸
説
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
三
本
木
に
陣
屋
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
し
、
こ
れ
ら
の
地

方
は
幾
多
の
他
の
資
料
が
示
す
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
七
戸
代
官
所
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。



も
ち
ろ
ん
南
部
信
民
が
明
治
二
年
六
月
以
前
に
こ
の
地
方
に
藩
主
と
し
て
来
た
こ
と
は
一
度
も
無
か
っ
た
し
、
ま
た
こ
の
地
方
に

住
ん
で
い
る
御
給
人
も
、
盛
岡
藩
の
御
給
人
で
あ
っ
て
信
民
の
御
給
人
で
は
な
か
っ
た
し
、
こ
の
領
民
に
と
っ
て
の
藩
主
は
信
民
で

は
な
く
盛
岡
藩
主
利
剛
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
れ
ば
、
文
久
三
年
説
を
仮
り
に
一
応
承
認
す
る
と
し
て
も
、

そ
れ
は
、
名
目
だ
け
に
と
ど
ま
り
、
形
式
的
に

も
、
実
質
的
に
も
、
藩
の
実
態
は
無
か
っ
た
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
体
ど
う
し
て
こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
疑
問
を
解
く
鍵
は
、
『
新
渡
戸
伝
一
生
記
」

の
、
先
に
引
用
し
た
文
の
中
に
、

は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。

当
時
新
渡
戸
伝
は
、
郡
奉
行
と
し
て
盛
岡
に
在
り
、
南
部
藩
領
地
の
「
御
引
渡
御
用
係
り
」
を
勤
め
て
い
た
。

先
に
引
用
し
た
『
新
渡
戸
伝
一
生
記
』
に
「
美
作
守
殿
旧
臓
御
沙
汰
に
、
領
地
の
内
千
石
御
取
上
げ
、
隠
居
被
仰
付
候
事
に
候
へ

ば
、
同
人
領
地
は
在
之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
分
る
よ
う
に
、
伝
は
南
部
美
作
守
信
民
の
領
地
の
内
千
石
を
没
収
す
る
と
い
う
政
府
の

命
令
に
非
常
に
驚
い
た
。

信
民
に
領
地
が
あ
る
と
い
う
事
な
ど
聞
い
た
こ
と
は
無
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
命
令
は
、
南
部
藩
と
南
部
信
民
と
の
関
係
、
南
部
信
民
の
知
行
の
実
情
を
知
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
出
た
も
の
で
あ
っ
た
。

非
凡
な
政
治
家
で
あ
っ
た
伝
は
、
巧
み
に
そ
れ
を
利
用
し
た
。

幸
い
、
文
久
三
年
に
信
民
の
陣
屋
地
を
三
本
木
と
幕
府
に
報
告
し
て
い
る
事
実
は
あ
っ
た
。

陣
屋
地
が
あ
れ
ば
、
領
地
も
あ
る
と
思
う
の
が
当
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。

天

間

林

村

史

五
九
七



第
五
編

近

代

五
九
八

そ
こ
で
伝
は
、
急
逮
信
民
領
壱
万
千
石
を
三
本
木
を
含
む
七
戸
地
方
に
仮
設
し
、
こ
れ
を
、

八
戸
藩
領
と
と
も
に
「
別
封
」
と
し

て
報
告
し
、
三
本
木
の
陣
屋
は
普
請
が
出
来
て
い
な
い
が
、
七
戸
に
は
仮
屋
が
あ
る
か
ら
、

ま
ず
隠
居
を
命
ぜ
ら
れ
た
信
民
を
移
す

こ
と
と
し
、
林
擢
判
事
の
了
承
を
得
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
一
連
の
作
震
に
よ
り
、
信
民
は
文
久
三
年
以
降
、
藩
主
の
地
位
に
あ
っ
た
も
の
と
確
認
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

伝
は
、
翌
月
一
月
二
十
三
日
、
早
速
信
民
を
訪
ね
事
の
次
第
を
報
告
、
な
お
知
行
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
次
の
と
り
き
め
を
し
て

いザ
h
v

。「
二
十
三
日
、
美
作
守
殿
へ
罷
出
、
御
直
談
に
、
三
本
木
御
城
地
の
次
第
、
七
戸
仮
御
住
居
、
半
七
聞
届
の
儀
申
上
候
。
此
上
は

只
今
の
通
御
仕
向
二
千
俵
。
金
三
千
三
百
両
御
仕
切
事
思
召
さ
れ
候
様
、
七
戸
通
取
扱
は
御
代
官
に
て
取
計
可
申
、
新
田
御
開
御
高

増
は
思
召
次
第
、
馬
漁
事
に
よ
り
専
ら
白
石
へ
御
仕
向
被
成
候
事
に
御
心
得
被
下
度
申
上
、
御
承
知
の
事
」

す
な
わ
ち
信
民
の
七
戸
仮
住
居
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
知
行
は
従
前
通
り
盛
岡
藩
か
ら
金
米
で
支
給
し
、
七
戸
地
方
は
こ
れ
ま
た

従
前
通
り
七
戸
代
官
に
て
治
政
を
と
る
、

と
い
う
こ
と
に
し
た
。
実
際
の
信
民
(
こ
の
時
は
実
は
信
民
は
隠
居
を
命
ぜ
ら
れ
、

月

十
四
日
、
信
方
が
家
督
を
継
い
で
い
る
の
だ
が
、
そ
の
し
ら
せ
が
盛
岡
に
到
着
し
た
の
は
一
月
晦
日
で
あ
る
)
あ
る
い
は
信
方
に
対

す
る
処
遇
は
、
江
戸
詰
か
ら
盛
岡
住
居
に
変
っ
て
い
た
も
の
が
、
七
戸
に
住
居
す
る
こ
と
に
な
っ
た
以
外
に
は
、
何
の
変
化
も
な
か

っ
た
。こ

れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
文
久
三
年
説
は
、
新
渡
戸
伝
の
作
為
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
そ
の
他
の
文
久
三
年
説

に
も
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。



さ
て
、
以
上
の
論
述
か
ら
分
る
よ
う
に
、
筆
者
は
、
こ
の
文
久
三
年
説
を
究
極
的
に
は
承
認
す
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
根
拠
は
す
で
に
一
部
述
べ
た
が
、
次
に
原
資
料
に
よ
っ
て
そ
れ
を
示
そ
う
。

①
信
民
の
陣
屋
地
は
い
つ
、

ど
こ
に
定
め
ら
れ
た
か
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
南
部
政
信
家
が
諸
侯
に
列
せ
ら
れ
た
の
は
五
代
信
鄭
の
代
文
政
二
年
で
あ
り
、
城
主
格
に
昇
格
し
た
の
は
六

代
信
誉
の
代
安
政
六
年
十
二
月
一
一
十
九
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
城
主
格
と
は
一
体
ど
う
い
う
地
位
を
指
す
の
か
述
べ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

大
名
の
地
位
に
は
色
々
な
分
け
方
が
あ
り
、
徳
川
将
軍
家
に
対
す
る
親
疎
の
関
係
に
よ
っ
て
、
親
藩
・
外
様
と
分
け
、
江
戸
城
中

に
お
け
る
詰
所
が
何
処
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
格
式
の
上
か
ら
云
っ
て
大
廊
下
詰
・
溜
間
詰
・
帝
鑑
間
詰
・
柳
間
詰
・
雁
間
詰
・
菊

間
詰
・
無
席
の
八
等
級
に
分
類
さ
れ
、

ま
た
領
地
の
大
小
も
し
く
は
城
地
の
有
無
に
よ
っ
て
、
国
持
(
国
主
)
・
国
持
並
(
准
国
持
)
・

城
持
(
城
主
)
・
城
持
並

城
主
格
)
・
無
城
(
邑
主

の
五
等
級
に
分
類
さ
れ
た
。

こ
こ
に
城
主
格
と
い
う
の
は
、
陣
屋
に
住
み
、
城
を
有
し
な
い
が
、
そ
の
格
式
が
、
城
を
有
す
る
城
主
に
準
ず
る
も
の
を
指
し
た
。

諸
侯
と
な
っ
て
か
ら
の
南
部
政
信
家
は
、
こ
の
地
位
で
い
う
と
、
外
様
大
名
で
あ
り
、
柳
間
詰
で
、
無
城
の
大
名
で
あ
っ
た
が
、

安
政
六
年
、
城
主
格
に
昇
格
し
た
わ
け
で
あ
る
。

外
様
の
柳
聞
詰
で
あ
る
こ
と
に
は
変
化
が
無
か
っ
た
が
、
代
々
江
戸
詰
で
あ
り
、
陣
屋
地
も
持
っ
て
い
な
い
信
誉
に
陣
屋
地
を
持

た
せ
た
い
と
思
っ
た
幕
府
は
、
本
家
で
あ
る
盛
岡
藩
主
利
剛
に
対
し
、
陣
屋
地
を
支
給
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。

利
剛
は
そ
れ
を
承
諾
し
た
も
の
の
、
直
ち
に
そ
れ
を
実
行
に
移
さ
な
か
っ
た
。
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そ
れ
が
、
実
行
さ
れ
た
の
は
、
第
二
説
に
よ
る
と
、
安
政
六
年
か
ら
四
年
後
の
文
久
三
年
九
月
、
信
挙
一
日
の
次
の
七
代
信
民
に
対
し

て
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
盛
岡
藩
の
日
記
で
あ
る
『
雑
書
」

お
よ
び
『
覚
書
』

の
陣
屋
地
決
定
の
日
次
は
少
し
く
こ
れ
と
異
な
る
。

陣
屋
地
を
支
給
せ
よ
と
幕
府
に
命
ぜ
ら
れ
で
も
す
ぐ
そ
れ
を
実
行
し
な
か
っ
た
盛
岡
藩
が
、
こ
の
年
に
な
っ
て
三
本
木
を
陣
屋
地
と

決
定
(
決
定
は
し
た
が
、
現
実
に
支
給
し
た
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
)

し
た
理
由
は
、
今
迄
ず
っ
と
、
江
戸
詰
の
犬
名
で
あ
っ
た

諸
侯
が
、
文
久
二
年
の
幕
政
改
革
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
在
所
へ
下
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
の
で
、
信
民
も
文
久
三
年
幕
府
の
許
可
を

得
て
、
在
所
に
下
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

文
久
三
一
年
六
月
一
一
一
日
付
『
御
側
雑
書
』

ニ南
付部

御需
国守

宅堅
御信
下民

死語

程昨
居年
被盟
百官 3乙

実長
御仰

暇~
儀定
御付
願之
被面
成々
候在

処屯
勝相
手越
次候
第儀

意願
候次
様第
可御
被暇
致可
候型
日ム

田

御被
指仰
図出
有候

之
候
段
、
御
同
所
御
家
老
申
出
之

六
月
一
一
日

こ
こ
に
昨
年
の
御
変
革
と
は
、
文
久
二
年
間
八
月
二
十
二
日
、
幕
府
が
、
参
勤
交
代
の
制
に
大
変
革
を
加
え
た
こ
と
を
い
う
も
の

で
あ
る
が
、
江
戸
詰
の
大
名
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
指
令
が
あ
っ
た
。



文
久
二
年
間
八
月
二
十
二
日
、
「
続
徳
川
実
紀
』

一
、
定
府
之
面
々
在
所
江
相
越
候
儀
。
願
次
第
御
暇
可
被
下
候
。

尤
諸
役
当
之
儀
ハ
。
別
紙
在
府
之
割
合
之
以
。
可
被
仰
付
候
事

さ
て
、
信
民
は
、
こ
れ
よ
り
先
、
盛
岡
藩
主
利
剛
の
名
代
と
し
て
京
都
に
上
り
、
内
裏
の
守
備
に
当
っ
て
い
た
が
、
文
久
三
年
五

月
六
日
、
許
さ
れ
て
京
都
を
出
立
、
同
二
十
一
日
江
戸
に
着
き
、
六
月
二
日
、
国
元
へ
下
る
許
可
を
幕
府
よ
り
得
、
十
日
江
戸
を
立

ち
、
六
月
二
十
四
日
に
盛
岡
へ
着
き
、
既
に
四
月
二
十
一
日
先
着
し
て
い
た
内
室
の
住
居
し
て
い
る
六
日
丁
の
仮
屋
へ
落
着
い
た
が

や
が
て
七
月
二
十
日
、
毛
馬
内
典
膳
元
屋
敷
へ
引
越
を
命
ぜ
ら
れ
、

八
月
二
十
七
日
に
引
越
し
て
い
る
。

こ
う
な
っ
て
く
る
と
、
盛
岡
藩
で
も
、
先
の
約
束
も
あ
り
、
信
民
の
陣
屋
地
を
決
定
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

こ
の
こ
と
に
関
し
、
盛
岡
藩
日
記
『
覚
書
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

文
久
三
年
八
月
六
日
『
覚
書
」

一
、
南
部
美
作
守
殿
江

御
陣
屋
地
之
儀

北
郡
三
本
木
村
之
内
ニ
而

被
遣
候
事
一
一

公
辺
江
此
度
御
届
被
遊
候

天

間
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御
含
ニ
御
座
候

此
段

御
心
得
ニ
申
上
候
旨

今
日

御
登
城
の
節
御
達
申
之

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
『
覚
書
』

の
記
述
は
先
の
第
二
説
の
文
久
三
年
九
月
、

三
本
木
を
陣
屋
地
と
し
た
、

と
い
う
の
と
日
次
に

お
い
て
少
し
く
食
い
違
う
が
、
文
久
四
年
三
月
十
六
日
付
の
同
『
覚
書
』

お
よ
び
「
御
側
雑
書
」

は
ま
た
、

八
月
六
日
附
の
記
事
と

異
な
る
記
述
を
し
て
い
る
。

文
久
四
年
三
月
十
六
日
『
覚
書
』
・
『
御
側
雑
書
』

南
部
美
作
守
殿

先
達
而
丹
波
守
殿

(
筆
者
註
、
丹
波
守
は
先
代
信
誉
)

城
主
格
被
仰
付
候

ニ
付
陣
屋
地
北
郡

三
本
木
村
之
内
ニ
而

弐
万
坪
被
遣
候
旨

公
辺
江
御
届
被
篤

済
候
事



こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
陣
屋
地
を
三
本
木
と
決
定
し
た
の
は
文
久
コ
一
年
八
月
六
日

あ
る
い
は
そ
の
少
し
前
)

で
あ
り
、

そ

の
敷
地
面
積
を
弐
万
坪
と
決
定
し
た
の
が
、

そ
の
翌
年
の
三
月
十
六
日
(
あ
る
い
は
そ
の
少
し
前
)

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
文
久
四
年
三
月
十
六
日
の

『
覚
書
』
に
は
、
こ
の
こ
と
を
盛
岡
城
中
の
全
役
人
を
は
じ
め
、
諸
士
・
諸
医
・
寺
社
・
国
々
に

ま
で
触
れ
る
よ
う
指
示
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

第
二
説
の
文
久
三
年
九
月
説
は
、

ど
こ
か
ら
出
て
き
た
の
か
、

よ
る
べ
き
原
資
料
を
見
出
せ
な
い
が
、
強
い
て
間
違
で
あ
る
と
き

め
つ
け
る
必
要
も
な
い
と
思
う
。

さ
て
、

そ
れ
で
は
実
際
に
三
本
木
に
陣
屋
が
構
築
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

②
三
本
木
村
に
果
し
て
陣
屋
が
構
築
さ
れ
た
か

三
本
木
村
に
南
部
信
民
の
陣
屋
地
を
決
定
し
た
と
い
う
こ
と
を
在
々
に
ま
で
触
れ
る
よ
う
指
示
し
た
と
文
久
四
年
三
月
十
六
日
の

「
覚
書
』

は
記
し
て
い
る
が
。
三
本
木
に
陣
屋
地
が
あ
っ
た
と
か
、

ま
し
て
や
陣
屋
が
構
築
さ
れ
た
と
い
う
話
は
、

三
本
木
(
現
十

和
田
市
)

や
七
戸
町
地
方
の
古
老
の
誰
も
が
知
ら
な
い
。

先
に
引
用
し
た
「
新
渡
戸
伝
一
生
記
』
に
あ
る
よ
う
に
、
明
治
二
年
の
段
階
で
も
、
三
本
木
に
陣
屋
は
構
築
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

構
築
さ
れ
な
い
理
由
と
し
て
、
新
渡
戸
伝
は
、
①
信
民
が
常
府
で
あ
る
こ
と
。
②
本
家
盛
岡
藩
の
財
政
が
窮
乏
し
て
い
る
こ
と
、

③
北
郡
は
農
業
生
産
力
が
低
く
、

そ
こ
か
ら
の
税
収
で
は
藩
の
経
営
が
不
可
能
な
こ
と
、
④
従
っ
て
金
米
で
支
給
し
、
信
民
の
領
地

は
盛
岡
藩
で
自
由
に
経
営
し
た
こ
と
等
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
理
由
を
詳
細
に
批
判
す
る
こ
と
は
紙
数
が
許
さ
な
い
の
で
簡
単
に
述
べ
る
が
、
①
の
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、
文
久
三
年

天

間

林

村

史

。
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以
降
信
民
家
は
常
府
(
江
戸
詰
)

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
『
新
渡
戸
伝
一
生
記
』
の
、
右
の
文
の
少
し
前
に
、
『
領
地
の
内
千
石
御
取
上
、
隠
居
被
仰
付
事
に
候
へ
ば
、
同
人
領
地
は

有
之
:
:
:
』
と
あ
る
の
は
、
信
民
の
領
地
な
ど
、
あ
る
と
は
思
っ
て
も
見
た
こ
と
が
無
い
の
に
、

そ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か
、

と

い
う
意
に
解
せ
ら
れ
る
か
ら
、
④
の
理
由
中
、
信
民
の
領
地
は
盛
岡
藩
で
自
由
に
経
営
し
て
き
た
、
と
い
う
の
は
、
林
権
判
事
に
対

す
る
外
交
策
上
の
報
告
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
伝
自
身
、
信
民
の
領
地
の
無
い
こ
と
も
、
陳
屋
の
無
い
こ
と
も
熟
知
し
て
い
た
の
で

あ
る
。領

地
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
幕
府
に
も
報
告
し
、
在
々
に
ま
で
達
せ
ら
れ
た
三
本
木
陣
屋
の
構
築
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
伝
の
云

う
理
由
の
他
に
、

せ
っ
か
く
盛
岡
ま
で
下
っ
て
き
た
信
民
で
あ
っ
た
が
、
三
本
木
に
弐
万
坪
を
遣
す
と
の
命
が
あ
っ
た
数
ヶ
月
後
の

文
久
四
年
八
月
十
二
日
、
老
中
牧
野
備
前
守
公
用
人
よ
り
、
出
府
の
指
令
が
届
い
た
た
め
、
同
年
九
月
七
日
、
盛
岡
発
江
戸
に
向
い
、

そ
の
後
、
盛
岡
藩
主
の
代
理
と
し
て
御
留
守
警
衛
役
、
新
い
宿
関
門
勤
番
、
数
寄
屋
橋
御
門
番
、
再
び
御
留
守
警
衛
役
等
を
つ
と
め
、

慶
応
四
年
二
月
二
十
三
日
、
数
寄
屋
橋
御
門
番
を
免
ぜ
ら
れ
、
同
年
三
月
四
日
、
江
戸
発
、
同
二
十
一
日
盛
岡
に
着
き
、

四
月
二
十

四
日
、
会
津
征
討
軍
応
援
軍
の
先
勢
の
指
揮
官
と
な
っ
た
が
、

一
転
し
て
、
盛
岡
藩
の
奥
羽
列
藩
同
盟
加
盟
に
同
調
す
る
な
ど
、
幕

末
維
新
の
動
乱
の
火
中
に
入
っ
た
た
め
、
陣
屋
の
構
築
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

論
述
が
非
常
に
複
雑
に
な
っ
た
が
、
結
論
的
に
云
え
ば
、
領
地
を
持
た
な
い
藩
は
あ
り
得
な
い
が
、
文
久
三
年
、
信
民
の
陳
屋
地

を
、
北
郡
三
本
木
村
に
弐
万
坪
支
給
す
る
旨
、
盛
岡
藩
主
利
剛
か
ら
幕
府
に
届
け
た
時
点
か
ら
、
藩
が
成
立
し
た
も
の
と
幕
府
は
見



た
の
か
も
し
れ
な
い
。

嶋

q
-
p
-
J

、

ナ
J
争
J
V
L

そ
れ
は
全
く
名
目
的
な
も
の
で
あ
り
、
家
臣
も
、
家
老
以
下
、
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
く
、

一
万
一
千
石
に
相
当
す
る
領

地
も
無
か
っ
た
か
ら
、
実
質
的
に
は
藩
の
実
態
が
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

宮
武
外
骨
著
の
『
府
藩
県
制
史
』
に

明
治
元
年
(
慶
応
四
年
)
閏
四
月
二
十
一
日
、
太
政
官
が
「
藩
ハ
姑
ク
其
旧
ニ
の
ル
」
と
宣
し
た
時
、
全
国
に
イ
ク
ツ
の

藩
が
あ
っ
た
か
と
云
ふ
事
を
調
べ
て
み
る
と
、
左
の
如
く
二
百
七
十
七
藩
で
あ
っ
た
、
新
政
府
が
藩
名
を
附
け
さ
せ
た
の

は
、
元
年
五
月
よ
り
で
あ
っ
て
、
当
時
マ
ダ
藩
名
は
な
く
、
城
の
あ
る
所
、
陳
屋
の
あ
る
所
の
地
名
を
称
へ
る
の
み
で
、

津
の
藤
堂
和
泉
守
、
彦
根
の
井
掃
部
頭
と
呼
び
、
津
藩
、
彦
根
藩
、
津
藩
主
、
彦
根
藩
主
と
い
ふ
語
は
な
か
っ
た
。

と
あ
る
。

公
称
と
し
て
の
「
藩
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
は
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
金
井
国
著
『
藩
政
』
に
、
「
江
戸
幕
府
が

「
藩
」
を
公
称
と
し
て
使
用
し
た
こ
と
は
一
度
も
無
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

た
だ
し
、
江
戸
時
代
、
習
慣
的
に
「
藩
」
と
い
う
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
金
井
の
同
著
に
「
日
本
で
は
、
江
戸
時
代

に
、
徳
川
幕
府
に
服
属
し
て
い
た
大
名
を
諸
侯
、

そ
の
領
地
も
し
く
は
支
配
組
織
を
藩
と
い
い
、
:
:
:
」
と
あ
る
よ
う
に
事
実
で
あ

る。

天

間

林

村

史

六
O
五
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今
迄
、
七
戸
藩
の
成
立
の
実
態
を
明
か
に
し
よ
う
と
勉
め
て
き
た
時
の
「
藩
」
と
は
、

そ
う
い
う
い
み
の
慣
習
的
呼
称
の
藩
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
前
述
、
『
府
藩
県
制
史
』
「
明
治
元
年
四
月
の
現
在
藩
名
」
に
は
、
盛
岡
藩
、
弘
前
藩
、

八
戸
藩
、

そ
れ
に
今
問
題
に
し
て

い
る
信
民
家
、
黒
石
藩
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

盛

岡

陸
奥
国
岩
手
郡

二

十

万

石

南
部
美
濃
守

弘

日目

同

津
軽
郡

十

万

石

津
軽
越
中
守

J¥ 

P 

同

戸
郡

万

石

南
部
遠
江
守

盛
岡
内
分

同

北

郡

一
万
一
千
石

南
部
美
作
守

黒

石

同

津
軽
郡

万

石

津
軽
式
部
少
輔

こ
こ
に
、
信
民
(
南
部
美
作
守
)
に
つ
い
て
、
盛
岡
内
分
と
し
て
い
る
の
は
、
陳
屋
地
を
三
本
木
に
構
築
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
物
語
る
も
の
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

こ
の
時
点
で
、
:
:
:
内
分
と
書
か
れ
て
い
る
藩
は
、
盛
岡
内
分
以
外
に
は
宇
都
宮
内
分
お
よ
び
安
芸
内
分
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
盛
岡
内
分
」
は
、
同
時
に
「
盛
岡
新
田
」
と
も
呼
ば
れ
た
旨
の
記
述
が
同
書
に
あ
り
、
:
:
:
新
田
と
呼
ば
れ
た
藩
は
、

盛
岡
新
田
を
除
い
て
十
一
藩
あ
っ
た
旨
の
記
載
が
あ
る
。

た
だ
こ
の
『
府
藩
県
制
史
』
の
盛
岡
内
分
の
記
載
に
「
北
郡
」
と
あ
る
の
が
気
に
か
か
る
。



今
迄
筆
者
が
述
べ
て
き
た
処
で
は
、

一
万
一
千
石
に
相
当
す
る
領
地
の
支
給
は
、
江
戸
時
代
に
は
無
か
っ
た
。

従
っ
て
、
こ
の
北
郡
と
い
う
記
載
は
、

ま
だ
構
築
は
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
陣
屋
地
が
、
北
郡
内
の
三
本
木
に
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
領
地
も
北
郡
に
あ
る
も
の
と
、
誤
認
し
て
か
、
あ
る
い
は
突
飛
な
想
像
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
実
際
は
与
え
て
も
い
な

い
領
地
を
、

い
つ
の
時
か
与
え
る
心
づ
も
り
で
、
北
郡
と
称
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

同
じ
よ
う
な
疑
問
は
『
武
鑑
』
の
記
載
に
も
残
る
。

だ
が
、
決
定
的
な
こ
と
を
云
う
な
ら
、
陣
屋
地
三
本
木
も
、
信
民
に
与
え
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
実
は
貸
与
に
過
ぎ
な
か
っ
た
資

料
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

の
ち
に
述
べ
よ
う
。

と
に
か
く
、
七
戸
藩
は
謎
に
つ
〉
ま
れ
た
、
幻
の
藩
で
あ
っ
た
。

(司

明
治
二
年
説

東
大
史
料
編
纂
所
編
「
読
史
備
要
』
四
八
六
頁

同
書
「
大
名
一
覧
は
、
そ
れ
ぞ
れ
慶
長
十
九
年
、
享
保
十
七
年
、
文
化
十
年
、
慶
応
元
年
、
明
治
二
年
に
お
け
る
大
名
の
領
地
、

姓
名
、
領
地
高
等
を
掲
げ
て
い
る
が
、
七
戸
藩
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
年
の
欄
に
、
は
じ
め
て
、
「
七
戸
南
部
信
方

一
O
三
八
四
石
」

と
記
載
し
て
い
て
、
そ
れ
以
前
に
盛
岡
内
分
、
も
し
く
は
盛
岡
新
田
藩
の
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
な
い
。

広
沢
安
任
著

『
奥
隅
馬
誌
』
(
青
森
県
叢
書
第
二
編
、
『
明
治
前
期
に
齢
け
る
畜
産
誌
」
五
四
頁
)

天

間

林

村

史

六
O
七
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安
政
年
中
に
新
渡
戸
伝
の
開
起
よ
り
新
三
本
木
は
一
の
村
落
と
な
れ
り
。

先
に
南
部
美
作
守
七
戸
侯
に
は
、
内
分
高
に
て
釆
地
は
な
か
り
し
が
、
分
割
し
て
土
地
に
て
賜
り
し
は
明
治
二
年
な
り
。

明
治
二
年
説
を
と
っ
て
い
る
の
は
管
見
で
は
こ
の
二
つ
で
あ
る
。

(六)

結

論

名
目
的
に
は
文
久
三
年
に
陣
屋
地
を
三
本
木
と
決
定
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
時
か
ら
藩
が
あ
っ
た
と
す
る
見
方
も
あ
る
こ
と
は
既

述
の
通
り
で
あ
り
、
実
態
を
知
ら
な
い
明
治
政
府
も
、
明
治
元
年
十
二
月
信
民
に
一
万
一
千
石
の
領
地
が
あ
る
も
の
と
し
て
、

千

石
を
没
収
し
、
信
民
に
は
隠
居
を
命
じ
、
血
脈
の
者
へ
の
家
名
相
続
を
認
め
た
。

だ
が
、
筆
者
は
、
文
久
三
年
説
批
判
の
末
尾
で
、
陣
屋
地
三
本
木
も
、
事
実
と
し
て
は
信
民
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
貸

与
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
、

と
述
べ
た
が
、
今
こ
こ
に
そ
の
具
体
的
資
料
を
示
そ
う
。

明
治
元
年
十
一
月
二
十
五
日
『
南
部
藩
雑
書
』

東
京
詰
合
斉
藤
勇
右
衛
門
δ
、
此
度
御
席
順
御
調
相
成
候
ニ
付
、
此
方
様
井
美
作
守
殿
共
、
別
紙
之
通
廉
々
取
調
差
上
候

様
御
達
之
趣
、
水
戸
様
δ
之
為
御
知
奉
札
写
共
:
:
:
中
略
:
:
:
申
来
候
由

こ
れ
は
、
明
治
政
府
が
、
諸
侯
の
席
順
を
定
め
る
た
め
、
そ
の
実
態
調
査
を
実
施
し
た
と
き
の
も
の
で
あ
る
。



こ
れ
に
対
し
、
「
差
登
左
之
通
」
と
し
て
、
南
部
信
民
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
報
告
を
し
て
い
る
。

吉
岡
壱
万
千
石

南
部
美
作
守

本
家
南
部
美
濃
守
内
分

信
民

城
主
格

陣
屋
地

本
家
領
分

奥
州
北
部
三
本
木

文
久
壬
成
年
十
月
四
日

家
督
被
仰
付

周
年
十
二
月
十
六
日

叙
爵
被
仰
付

当
時
本
家
城
下
罷
在
候

信
民
に
遣
わ
さ
れ
た
と
い
う
、
陣
屋
地
三
本
木
、
弐
万
坪
は
実
は
貸
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
「
本
家
領
分
」
と
い
う
こ

と
で
、

は
っ
き
り
す
る
。

し
か
も
、
現
実
に
は
、

三
本
木
の
何
処
を
貸
与
し
た
も
の
か
も
分
ら
な
い
し
、
恐
ら
く
、
幕
府
お
よ
び
朝
廷
へ
は
報
告
し
て
も
、

貸
与
の
具
体
的
事
実
も
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
朝
廷
は
、
こ
の
報
告
に
よ
っ
て
、
三
本
木
地
方
に
信
民
の
現
実
の
所
領
が
あ
る
も
の
と
見
た
。

そ
こ
で
、
千
石
没
収
、
信
民
隠
居
の
決
定
を
下
し
た
。

天

問

林

村

史

六

O
九
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そ
の
資
料
を
次
に
示
そ
う
。

南
部
信
民

宗
家
南
部
利
剛

之
指
揮
ニ
槌
ヒ

王
師
二
抗
衡
候
条

大
義
順
逆
ヲ
不
相

解
次
第
其
罪
不

軽
吃
度

御
答
可
被

仰
付
之
処
出
格

之思
食
ヲ
以
テ
領
地

之
内
千
石
被

召
上
隠
居
被

仰
付
家
名
相
続



之
儀
者
血
脈
之
者
江

可
被

仰
付
候
事

但
相
続
之
者
早
々

可
願
出
事

十

月

行
政
官

処
が
信
民
に
は
子
供
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
信
民
惣
家
中
の
名
を
以
て
、
明
治
二
年
正
月
、

八
戸
藩
主
南
部
遠
江
守
に
対
し
、
盛

岡
藩
四
十
一
世
利
恭
(
幼
名
彦
太
部
、
明
治
元
年
十
二
月
十
七
日
、
十
三
万
石
を
賜
り
家
名
を
つ
ぎ
、
二
十
四
日
、
白
石
に
転
封
を

命
ぜ
ら
れ
て
い
た
)

の
弟
雄
麿
信
方
、
当
時
十
二
歳
を
後
嗣
と
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
く
れ
る
よ
う
、
あ
っ
せ
ん
方
を
依
頼
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、

八
戸
藩
主
も
同
意
し
、
あ
っ
せ
ん
の
労
を
と
っ
た
。
(
岩
手
県
立
図
書
館
蔵
『
七
戸
藩
関
係
書
』
)

そ
の
結
果
、
同
年
正
月
十
四
日
、
明
治
政
府
か
ら
次
の
よ
う
な
宣
下
が
あ
り
、
雄
麿
信
方
が
一
寓
石
を
下
賜
さ
れ
、
信
民
の
家
督

を
継
い
だ
。

南
部
雄
麿

同
姓
信
良
儀
先
般

御
処
置
被

天
仰
付
候
ニ
付
其
方
へ

林

村

史

問

~ /、
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一
高
石
下
賜
家
名

相
続
被
何
付
候

以
後
藩

扉
之
職
ヲ
重
シ
勤

王
護
忠
可
有
之
旨

御
沙
汰
候
事

己
巳
正
月

行
政
官

明
治
政
府
が
雄
麿
の
家
督
を
認
め
た
以
上
、
今
迄
の
よ
う
に
領
地
の
こ
と
は
、
う
や
む
や
に
し
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら

急
い
で
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

領
地
の
決
定
は
、
正
式
に
は
勿
論
政
府
が
な
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
江
戸
時
代
で
も
、
将
軍
の
代
替
り
が
あ
れ
ば
、

そ
の
つ
ど
新
に
領
知
状
が
藩
主
に
交
付
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
交
付
さ
れ
る
以
前
に
、
藩
か
ら
自
分
の
領
地
の
内
容
を
「
郷
村
高
帳
」

に
詳
し
く
書
い
て
提
出
す
る
習
慣
で
あ
っ
た
。

雄
麿
が
信
民
の
家
督
を
つ
い
だ
以
上
、
こ
の
「
郷
村
高
帖
」
を
政
府
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
作
業
を
誰
が
し
た
か
明
記
し
て
い
る
資
料
は
な
い
が
、
盛
岡
藩
の
轄
封
等
の
跡
始
末
の
全
権
を
与
え
ら
れ
て
盛
岡
へ
下
っ
て

き
て
い
た
会
計
官
権
判
事
林
半
七
(
友
幸
)

と
接
捗
の
任
に
当
っ
た
新
渡
戸
伝
で
あ
つ
こ
と
は
間
違
な
い
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
明
治
二
年
雄
麿
信
方
の
領
地
決
定
迄
の
次
第
を
カ
条
書
に
記
し
て
み
よ
う
。
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間

林

村

13 12 11 10 9 8 7 6 4 

七
・
二
ハ

八
・
一
七

八
・
二
二

ハ
・
二
四

正

二

八

一
一
一
一
一
一

一
一
一
↓
ハ

四

・

九

五
・
一
五

五
・
二
八

ム
ハ
・
一
一

六

・

九

六
・
二
四

月

日

正

四

正

二

正

三

南
部
雄
麿

七
戸
藩
知
事
被
仰
付
候
事

明
治
二
年
六
月
二
十
四
日

太
政
官

隠
居
南
部
信
民
、
七
戸
藩
知
事
南
部
雄
麿
信
方
の
家
土
五
十
七
名
共
に

(
こ
の
家
土
を
江
戸
土
族
と
裕
す
)

七
戸
官
所
を
以
後
民
政
所
と
と
な
え
る
こ
と
と
す
る

七
戸
藩
知
事
南
部
雄
麿
信
方
(
当
時
十
二
歳
)
七
戸
へ
入
部
す
る

七
戸
は
藩
で
あ
る
か
ら
、
民
政
そ
の
他
諸
事
、
盛
岡
と
関
係
な
く

の
達
し
が
来
る

史

~ 

ノ、

七
戸
限
り
で
決
定
す
る
よ
う
と

江
戸
よ
り
七
戸
へ
到
着
す

事

項

南
部
雄
麿
一
万
石
を
下
賜
さ
れ
家
名
を
相
続
す

新
渡
戸
伝
、
信
民
の
領
地
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
対
し
、
疑
を
持
つ

雄
麿
家
の
財
政
は
従
来
通
り
、
仕
向
米
二
千
俵
、
金
三
千
三
百
両
を
以
て
賄
わ
れ
る
こ
と
と
し
、
七

戸
通
の
治
世
も
従
来
通
り
代
官
扱
い
と
す
る

雄
麿
が
家
督
を
つ
い
だ
旨
の
し
ら
せ
が
来
る

花
坂
新
十
郎
、
七
戸
城
の
手
入
、
普
請
を
な
す

七
戸
城
が
南
部
雄
麿
の
領
地
と
な
っ
た
旨
の
お
触
れ
が
で
る

雄
麿
の
領
地
を
内
定
し
、
行
政
官
へ
届
山
山
、
同
時
に
七
戸
通
の
百
姓
に
も
そ
の
旨
を
達
す
る

新
渡
戸
伝
、
信
方
の
家
老
兼
帯
を
命
ぜ
ら
れ
た
旨
の
あ
い
さ
つ
を
信
民
に
対
し
行
う

南
部
雄
麿
信
方
に
対
す
る
「
領
地
朱
印
状
」
(
陸
奥
国
北
郡
之
内
郷
村
高
帳
)
山
山
る

雄
麿
七
戸
藩
の
版
籍
奉
還
を
願
出
、
二
十
四
日
許
可
さ
れ
る

前
記
「
領
地
朱
印
状
」
七
戸
に
到
着
す

南
部
雄
麿
七
戸
藩
知
事
に
任
ぜ
ら
れ
る
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六
一
四

註
「
新
渡
戸
伝
一
生
記
」
・
『
雑
日
下
悪
」
・
『
明
治
三
年
七
戸
藩
庁
日
記
』
に
よ
り
作
る
。

な
お
、
雄
麿
に
対
し
交
付
さ
れ
た
『
陸
奥
国
北
郡
之
内
郷
村
高
帳
』

陸
奥
国
北
郡

高

四
百
七
拾
五
石
四
升
八
合

高

六
拾
五
石
弐
斗
九
升
三
合

高

百
五
拾
九
石
三
一
升
六
合

高

百
七
拾
九
石
七
斗
五
升
五
合

高

三
百
三
拾
三
石
四
斗
壱
升
九
合

高

百
五
石
六
斗
八
升
弐
合

高

三
百
三
拾
三
石
弐
斗
八
升
三
合

高

六
百
六
拾
七
石
六
斗
五
升

高

三
百
三
拾
石
八
斗
四
升
七
合

高

八
百
五
拾
弐
石
八
斗
壱
升
壱
合

高

三
百
弐
拾
四
石
七
斗
弐
合

高

三
石
九
斗
壱
升
五
合

高

千
六
百
四
拾
三
石
八
斗
四
升
壱
合

切
田
村

柳
町
村

平
村

担
鶴
喰
村

上
吉
田
村

下
吉
田
村

犬
落
瀬
村

相
坂
村

折
茂
村

下
田
村

百
石
村

天
ヶ
森
村

七
戸
村

は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。



高

弐
百
三
拾
五
石
八
斗
三
升
七
合

高

弐
百
弐
拾
七
石
弐
升
七
合

高

三
拾
石
九
斗
弐
升
弐
合

高

九
拾
石
八
斗
七
升
五
合

高

百
拾
石
田
斗
弐
升

高

弐
百
六
拾
七
石
八
斗
九
升
弐
合

高

七
拾
五
石
六
斗
壱
升

高

六
拾
六
石
壱
斗
三
升
七
合

高

弐
拾
壱
石
五
斗

高

七
拾
石
八
斗

高

二
百
壱
石
八
斗
七
升
七
合

官
同

四
百
九
拾
七
石
八
斗
五
合

高

七
拾
五
石
六
斗
四
升
五
合

高

八
百
拾
六
石
五
斗
弐
升
三
合

高

四
百
拾
弐
石
八
斗
四
升
六
合

高

八
拾
三
石
六
斗
六
升
八
合

天

林

間

村

史

新
館
村

上
野
村

馬
洗
場
村

八
斗
沢
村

立
崎
村

大
沢
田
村

野
崎
村

中
崎
村

花
松
村

附
田
村

榎
林
村

甲
地
村

二
ツ
森
村

大
浦
村

洞
内
村

三
本
木
村

六
一
五

陸奥国北郡之内郷村高辻帳(部分)
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官
同

七
百
四
拾
石
八
斗
四
升
四
合

高

三
百
弐
石
五
斗
七
升
弐
合

高

二
拾
五
石
四
斗
八
升
四
合

高

拾
九
石
弐
斗
五
升
三
合

高

三
拾
弐
石
五
斗
壱
升
四
合

高

拾
六
石
壱
斗
三
升

高

三
拾
四
石
弐
斗
三
升

高

弐
拾
七
石
五
斗
六
升
三
合

高

三
百
拾
五
石
五
斗
八
合

高
合
壱
万
三
百
八
拾
四
石
六
斗
四
升
七
合

高
千
石
被

右
者
陵
奥
国
北
郡
領
地
之
内

百
上
書
面
之
通

下
賜
候
聞
大
関
美
作
守
江
相
達

従
当
巳
年
物
成
郷
村
請
取

ムハ一ムハ

天
間
館
村

深
持
村

平
沼
村

鷹
架
村

尾
駁
村

出
戸
村

泊

村

倉
内
村

沢
田
村
之
内



可
申
事

明
治
二
巳
年
五
月

御匡
南
部
雄
麿

高

弐
百
九
拾
九
石
四
斗
五
升
弐
合

法
量
村

高

三
百
三
拾
七
石
弐
斗
三
升
九
合

奥
瀬
村

高

百
六
拾
三
石
三
斗
九
合

沢
田
村
之
内

都
合

千
石

前
記
、
七
戸
藩
の
創
設
を
明
治
二
年
と
す
る
説
の
う
ち
、
『
読
史
備
要
』
は
、
『
郷
村
高
帳
』
の
交
府
さ
れ
た
明
治
二
年
五
月
説
を

と
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
『
奥
隅
馬
誌
』
も
、
文
意
か
ら
み
て
、
同
じ
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
雄
麿
の
家
督
が
認
め
ら
れ
た
時
点
に

お
い
て
、
領
地
も
当
然
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
家
督
の
日
、
明
治
二
年
正
月
十
四
日
を
、
七
戸
藩
創
設
の
時

と
す
る
見
方
も
成
り
立
ち
得
ょ
う
。

天

間

林

村

史

七
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処
で
、
こ
こ
に
書
上
げ
ら
れ
て
い
る
七
戸
藩
領
三
十
八
ヶ
村
の
う
ち
、
切
田
村
、
柳
町
村
、
小
平
村
、
霧
喰
村
、
上
吉
田
村
、
下

吉
田
村
、
犬
落
瀬
村
、
相
坂
村
、
折
茂
村
、
下
田
村
、
百
石
村
、
天
ヶ
森
村
、
沢
田
村
の
一
部
の
十
三
ヶ
村
は
、
江
戸
時
代
、
五
戸

通
に
属
し
、
五
戸
代
官
所
の
支
配
下
に
あ
っ
た
村
々
で
あ
る
の
に
対
し
、
残
り
の
二
十
五
ヶ
村
は
、
七
戸
通
に
属
し
、
七
戸
代
官
所

の
支
配
下
に
あ
っ
た
。

こ
の
十
三
ヶ
村
は
、
明
治
三

1
四
年
の
記
録
を
み
て
も
「
七
戸
通
十
三
ヶ
村
」
と
固
有
名
調
を
以
て
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ

と
は
、
こ
の
十
三
ヶ
村
が
七
戸
藩
創
設
に
伴
い
、
七
戸
藩
を
壱
万
石
と
す
る
に
は
、
七
戸
通
二
十
五
ヵ
村
の
村
高
だ
け
で
は
不
足
な

の
で
、

五
戸
通
か
ら
割
か
れ
て
七
戸
領
と
さ
れ
た
村
々
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

今
で
も
分
村
と
か
、
町
村
合
併
と
な
る
と
、
色
々
な
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
時
も
、
こ
の
十
三
ヶ
村
の
七
戸
藩
(
七

戸
通
)

へ
の
合
併
は
大
き
な
し
こ
り
を
残
し
、

や
が
て
翌
明
治
三
年
の
七
戸
通
惣
百
姓
一
撲
へ
と
進
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
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治
三
年
七
戸
通
百
姓
一
捺
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明
治
三
年
七
戸
通
百
姓
一
授
は
、
百
姓
一
挟
多
発
藩
と
い
わ
れ
る
盛
岡
南
部
藩
の
中
で
は
そ
の
発
生
件
数
が
比
較
的
少
な
か
っ
た

七
戸
地
方
で
、
明
治
初
年
、
青
森
県
内
の
ど
こ
で
も
発
生
し
て
い
な
い
と
き
、
七
戸
藩
領
全
三
十
八
ヶ
村
が
こ
ぞ
っ
て
立
上
っ
た
特

異
な
総
百
姓
一
撲
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
百
姓
一
撲
に
つ
い
て
は
、
土
屋
喬
雄
・
小
野
道
雄
編
『
明
治
初
年
農
民
騒
擾
録
』
を
は
じ
め
、
少
な
か
ら
ぬ
論
考

が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
納
得
出
来
る
も
の
は
少
な
い
。

そ
れ
は
、

一
に
、
こ
の
一
授
に
関
す
る
資
料
不
足
に
基
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
近
年
、
こ
の
一
撲
の
相
手
方
の
一
人
で
あ
っ

た
盛
田
勇
八
(
広
精
)

の
残
し
た
文
書
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
従
来
の
資
料
と
あ
わ
せ
、
論
究
を
進
め
て
み
た
い
。

こ
の
一
撲
の
概
要
を
記
し
た
も
の
に
、
青
年
時
こ
れ
を
目
撃
し
た
七
戸
村
の
工
藤
轍
郎
が
、
大
正
の
末
期
、
七
戸
町
の
郷
土
史
家

和
田
藤
太
郎
に
口
述
筆
記
さ
せ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
工
藤
轍
郎
口
述
書
』
、
同
じ
く
七
戸
町
の
盛
田
多
助
の
口
述
し
た
『
盛
田
多
助
談
』

そ
の
他
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
二
つ
の
み
を
掲
げ
よ
う
。
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工
藤
轍
郎
口
述
書
(
工
藤
正
六
蔵
)

今
よ
り
六
十
四
年
前
文
久
二
年
は
殆
ん
ど
日
本
全
国
一
般
の
早
魁
に
し
て
、
当
地
方
も
河
川
及
井
戸
枯
渇
し
、
団
地
に
は

亀
裂
を
生
じ
、
唯
南
部
数
丁
を
距
る
池
の
平
の
小
池
の
み
澗
か
ざ
る
を
以
て
之
を
飯
用
せ
し
程
な
り
し
と
云
う
。

故
に
田
畑
を
耕
作
す
る
を
得
ず
、
亦
元
治
・
慶
応
を
経
て
明
治
元
戊
辰
年
、
同
二
己
巳
年
凶
作
な
り
。

殊
に
二
年
は
植
ゆ
る
べ
き
種
な
き
を
以
て
、
官
処
に
て
種
籾
を
秋
田
よ
り
取
寄
せ
使
途
に
充
て
い
た
り
。

連
年
の
不
作
に
依
り
、
畿
餓
に
迫
り
、
家
畜
の
牛
馬
を
屠
殺
し
て
食
用
に
宛
て
た
る
な
ど
実
に
惨
状
を
究
め
、
生
活
の
安

定
を
得
ざ
り
き
。

古
来
当
郷
は
、
大
豆
の
産
額
多
き
も
べ
販
路
狭
き
を
以
て
、
官
処
に
診
て
思
恵
を
垂
れ
、
御
買
上
の
上
(
御
買
上
大
豆
及

御
用
大
豆
と
称
す
)
大
阪
地
方
に
搬
出
し
、
売
捌
の
上
、
費
用
を
差
引
き
、
其
代
金
を
農
民
に
交
付
し
来
れ
り
。

然
る
に
官
処
の
吏
員
が
利
読
を
得
る
も
の
の
如
く
誤
解
し
、
翌
明
治
三
年
の
秋
、
今
の
浦
野
館
村
字
戸
館
(
筆
者
註
、
今

の
上
北
町
)
農
民
治
郎
兵
衛
な
る
も
の
首
謀
者
と
な
り
、
近
郡
十
三
ヶ
村
に
搬
を
飛
ば
し
、
農
民
数
百
人
党
徒
し
、
御
買

上
大
豆
免
除
請
願
せ
ん
と
し
て
、
八
幡
林
に
集
合
、
夜
は
か
が
り
火
を
た
き
、
鯨
波
を
あ
げ
て
官
処
に
押
寄
せ
ん
と
す
。

此
集
合
を
聞
知
し
た
る
官
処
に
て
は
、
民
事
局
役
員
を
新
館
に
出
張
せ
め
、
南
川
日
大
肝
入
米
内
山
半
藤
(
世
襲
肝
入
な

り
)
其
他
吏
員
現
場
に
臨
み
、
巨
魁
を
始
め
重
立
た
る
者
に
識
す
所
あ
る
も
、
中
々
服
従
せ
ず
、
押
寄
せ
て
、
七
戸
橋
に

藩
吏
こ
れ
を
防
止
す
る
も
、
遂
に
破
り
て
市
中
に
乱
入
す
。

商
家
は
恐
を
い
だ
き
、
毎
戸
を
閉
じ
、
他
に
避
難
せ
ん
と
す
。



中
に
盛
田
喜
平
治
氏
は
、
炊
き
出
し
、
握
り
飯
及
酒
を
庖
前
に
出
し
て
ね
ぎ
ら
い
た
る
を
以
て
暴
挙
を
の
が
れ
た
る
も
、

船
木
屋
儀
兵
衛
(
山
松
と
称
す
)
庖
を
閉
じ
て
あ
り
。

党
徒
等
休
息
せ
ん
と
て
蔀
戸
を
軽
く
打
ち
、
小
口
窓
を
聞
き
て
顔
を
出
せ
し
に
、
内
よ
り
湯
を
か
ぶ
せ
か
け
た
り
。

多
勢
こ
れ
を
見
る
や
、
無
礼
な
り
、
湯
を
か
く
る
と
は
何
事
ぞ
と
、
鳶
口
に
て
戸
を
乱
打
し
、
表
戸
を
押
し
破
る
。

其
勢
に
家
内
は
裏
口
よ
り
逃
ぐ
。

其
中
、
斧
を
持
ち
来
り
て
、
大
戸
を
破
る
あ
り
、
畳
を
寸
断
す
る
あ
り
、
木
線
類
を
通
路
に
投
げ
出
す
等
甚
し
き
暴
挙
に

出
る
。

是
よ
り
先
、
検
断
盛
田
安
兵
衛
急
を
官
処
に
訴
う
。

大
参
事
新
渡
戸
伝
、
小
参
事
金
井
静
馬
、
市
中
に
火
災
の
起
る
な
き
ゃ
と
非
常
の
配
慮
に
て
、
全
く
暴
挙
に
出
、
ず
る
に
珍

て
は
、
打
ち
捨
て
て
苦
し
か
ら
ず
と
厳
命
し
た
る
も
、
高
の
知
れ
た
る
百
姓
一
授
、
脅
威
し
て
鎮
定
す
る
に
し
か
ず
と
、

藩
士
数
十
人
に
鉄
砲
を
持
た
せ
、
空
砲
を
発
せ
し
め
て
城
中
よ
り
市
中
に
至
ら
し
む
。

審
士
数
人
船
木
屋
に
至
る
や
、
盛
ん
に
暴
行
し
あ
る
を
以
て
、
鉄
砲
に
て
数
人
を
殴
打
し
た
る
に
、
宣
計
ら
ざ
り
き
、
実

弾
先
に
込
め
あ
り
し
か

一
声
発
し
て
暴
徒
を
倒
し
た
り
。

亦
先
の
空
声
に
驚
き
て
か
、
烏
合
の
四
散
す
る
が
知
し
。
或
は
崖
を
よ
じ
登
り
て
逃
げ
走
る
な
ど
、
其
混
雑
名
状
す
べ
か

ら
ざ
り
し
。

其
の
際
の
請
願
箇
条
の
中
に
、
大
参
事
新
渡
戸
伝
の
首
を
貰
い
受
け
た
し
と
あ
り
き
。
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こ
れ
を
見
た
る
新
渡
戸
大
参
事
に
は
、
自
己
の
首
は
渡
す
べ
き
が
何
に
す
る
か
、

一
人
な
れ
玩
弄
物
と
す
べ
き
も
、
彼
の

多
人
数
に
て
焼
き
て
食
す
る
か
、
煮
て
食
す
る
か
と
、
阿
々
大
笑
せ
ら
れ
た
り
と
云
ふ
。

此
の
騒
動
を
起
せ
し
首
謀
者
戸
館
の
治
郎
兵
衛
其
他
罪
の
重
き
も
の
獄
に
投
ぜ
ら
れ
し
が
、
月
余
に
し
て
許
さ
る
。

而
し
て
農
民
の
願
意
も
許
容
せ
ら
れ
た
り
と
。

救
済
に
関
す
る
こ
と
(
盛
岡
多
助
談

明
治
二
年
巳
歳
大
飢
鍾
、
地
方
一
帯
窮
迫
を
極
め
た
り
。
町
内
第
一
の
富
豪
山
本
儀
兵
衛
(
号
山
松
)
日
を
定
め
、
貧
民

に
稗
一
俵
に
銭
一
貫
文
づ
つ
を
救
助
し
、
且
つ
礼
米
と
い
う
も
の
を
設
け
、
価
一
貫
文
に
対
し
て
、
七
、
八
合
の
相
場
な

り
し
も
の
を
、
特
に
一
貫
文
に
付
二
升
づ
つ
に
与
へ
た
り
。

尚
七
戸
の
み
な
ら
ず
附
近
村
落
の
者
に
も
、
申
込
に
応
じ
て
給
与
又
は
貸
与
せ
り
。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
押
寄
せ
の
あ
り
し
は
残
念
な
る
が
、
明
治
三
年
即
午
の
歳
の
押
寄
は
、
最
初
よ
り
七
戸
町
の
町
家
に
対

し
て
乱
暴
す
る
意
志
は
な
か
り
し
様
で
、
代
官
所
に
向
っ
て
年
貢
を
安
く
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
歎
願
す
る
意
志
に
過
ぎ
ざ
り

き先
発
の
者
が
突
発
的
に
山
松
家
の
屈
の
蔀
戸
を
棒
に
て
突
き
し
所
よ
り
、
五
口
も
吾
も
と
暴
民
入
り
乱
れ
、
無
意
識
的
に
戸

障
子
を
破
り
た
り
と
の
こ
と
に
て
、
山
松
家
よ
り
、
押
寄
せ
来
り
潰
れ
に
及
ぶ
旨
、

二
回
ほ
ど
急
使
を
以
て
代
官
所
に
報

告
せ
し
に
、
鎗
十
挺
、
鉄
砲
十
五
挺
許
り
で
警
護
を
遣
は
さ
れ
、
暴
民
に
対
し
て
発
砲
し
た
る
と
こ
ろ
、
暴
民
四
方
に
逃

げ
た
り
と
の
こ
と
な
り
。



此
の
時
山
松
家
に
て
は
焚
出
し
を
出
し
て
暴
民
に
食
は
せ
、
浜
幾
其
の
他
の
庖
に
で
も
同
様
焚
出
し
を
出
し
て
食
は
せ
り

と
の
こ
と
に
て
、
当
時
七
戸
支
配
二
百
十
二
ヶ
村
(
筆
者
註
、
校
村
を
含
む
)
よ
り
、
全
部
一
戸
に
付
一
人
づ
っ
出
で
た

り
と
の
こ
と
な
れ
ば
、
少
な
か
ら
ぬ
人
数
な
り
し
な
ら
ん
。

最
初
は
願
意
十
二
ヶ
条
と
か
を
静
々
と
代
官
所
に
訴
ふ
る
筈
な
り
し
も
、
先
発
者
の
乱
暴
よ
り
暴
民
に
変
じ
、
忽
ち
梯
は

れ
た
り
と
の
事
な
り
。

当
時
盛
岡
藩
よ
り
七
戸
支
配
に
対
し
、
御
用
金
が
年
々
三
千
両
づ
っ
御
割
当
な
り
た
る
も
の
が
、
内
千
五
百
両
は
山
松
家
、

五
百
両
は
浜
幾
家
に
て
納
め
、
後
千
両
は
支
配
全
部
に
割
当
て
納
め
た
り
と
の
こ
と
な
り
。

之
等
に
よ
り
て
見
る
も
、
当
時
両
家
は
如
何
に
富
裕
な
り
し
か
知
る
べ
し
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
、

一
撲
の
概
要
を
伝
え
る
好
資
料
で
は
あ
る
が
、
間
違
い
も
脱
漏
も
あ
る
。

一
例
を
云
う
な
ら
、

八
幡
林
に
集
合
し
た
の
は
七
戸
通
十
三
ヶ
村
で
は
な
く
、
旧
来
の
七
戸
通
二
十
五
ヶ
村
が
主
体
で
あ
り
、

そ

れ
に
七
戸
通
十
三
ヶ
村
(
元
五
戸
通
に
属
し
た
)
が
合
流
し
た
も
の
で
あ
る
し
、

一
撲
の
願
条
も
御
用
大
豆
の
買
上
廃
止
だ
け
で
は

な
く
、

ま
た
、
当
時
盛
岡
藩
で
は
年
々
三
千
両
の
御
用
金
を
七
戸
へ
課
し
た
と
い
う
こ
と
も
誤
解
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

一
連
の
資
料
に
よ
り
一
撲
の
真
相
を
探
っ
て
み
た
い
。
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一
撲
の
願
条
と
そ
れ
に
対
す
る
藩
の
回
答

ま
ず
、
こ
の
一
撲
の
願
条
と
、

そ
れ
に
対
す
る
藩
の
回
答
か
ら
み
て
み
よ
う
。

一
撲
の
願
条
(
「
新
渡
戸
伝
一
生
記
』
)

一
、
御
年
貢
三
分
一
上
納
、
三
分
二
は
御
免
被
下
度
候
事

一
、
御
定
例
大
豆
御
免
の
事

一
、
御
救
助
米
代
一
二
ヶ
年
上
納
の
事

一
、
種
籾
拝
借
代
金
は
明
年
迄
年
延
の
事

一
、
沼
川
運
上
御
免
の
事

一
、
新
渡
戸
伝
様
頂
戴
仕
度
事

一
、
御
所
御
役
方
御
免
の
事

一
、
御
蔵
新
田
御
免
の
事

一
、
御
検
地
改
御
免
の
事

て
此
度
徒
頭
御
礼
御
免
の
事



こ
の
願
条
は
、
明
治
三
年
の
閏
十
月
廿
三
日
、
暮
六
ッ
時
(
午
後
六
時
)
肝
入
、
小
走
共
が
取
次
ぎ
、

民
事
役
所
に
提
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
七
戸
藩
大
参
事
新
渡
戸
伝
か
ら
、
翌
廿
四
日
、
南
川
日
大
肝
入
米
内
山
半
藤
に
対
し
手
交
さ
れ
た
回
答
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

回

答
(
『
新
渡
戸
伝
一
生
記
』
)

一
、
御
年
貢
の
儀
は
御
免
申
儀
難
被
仰
付
、
乍
去
昨
年
凶
耗
分
食
も
無
之
、
切
迫
に
も
相
聞
候
問
、
三
分
の
一
処
年
延
申

付
候
事

一
、
御
定
例
大
豆
の
儀
は
宝
暦
二
年
依
願
御
買
入
定
候
事
、
不
事
貿
上
ニ
も
無
之
、
乍
去
所
持
手
薄
相
聞
候
問
、
三
一
分
の

一
買
上
候
事

一
、
種
籾
代
の
儀
は
可
仕
付
様
無
之
、
折
角
願
出
、
代
金
の
儀
其
方
共
も
心
得
候
通
、
脇
才
覚
の
事
故
、
頼
談
可
申
候
へ

共
、
申
出
不
道
理
な
り

一
、
御
救
助
米
は
外
へ
は
一
升
一
貫
文
現
携
の
処
、

一
升
に
付
八
百
文
に
定
、
御
貸
付
被
成
候
。
右
代
は
按
察
府
よ
り
拝

借
の
事
柄
、
早
々
半
納
可
申
、
右
を
相
納
、
二
ヶ
年
納
の
事
に
霊
力
可
申
候
事

一
、
沼
川
運
上
御
免
の
儀
は

一
統
願
に
在
之
間
敷
、
沼
川
近
辺
の
其
業
に
馴
候
者
の
望
に
可
在
候
。
柳
の
運
上
金
御
免

被
成
候
共
、
御
差
支
無
之
候
得
共
、
元
来
運
上
に
も
無
之
、
勝
手
次
第
の
節
は
口
論
喧
嘩
を
醸
し
候
処
よ
り
、
御
締
に

運
上
被
成
候
事
、
篤
と
考
可
申
事
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一
、
新
渡
戸
伝
頂
載
申
儀
難
落
付
、
同
人
官
職
は
知
事
様
限
に
は
難
相
成
候
。
乍
去
、
同
人
所
業
民
害
の
次
第
有
之
、
又

自
分
限
騒
者
好
曲
の
儀
有
之
候
は

r
、
委
細
書
付
を
以
申
出
候
は
ず
、
天
朝
へ
申
上
、
解
官
の
上
裁
断
可
在
之
候
事

一
、
所
士
族
官
員
召
仕
候
儀
は
、
元
来
藩
士
は
高
柄
よ
り
不
足
の
儀
は
、
多
人
数
御
入
用
の
節
は
何
時
も
御
宗
家
様
よ
り
、

兵
器
共
相
添
、
御
廻
の
処
、
御
一
新
以
来
其
の
儀
も
不
及
、
且
御
宗
家
様
よ
り
御
暇
出
し
人
数
召
抱
登
庸
に
よ
り
、
夫
々

官
員
被
仰
付
候
。
誰
御
取
計
不
宜
候
は
て
悪
業
明
細
申
出
候
得
ば
札
弾
の
上
罪
科
可
申
付
事

一
、
新
田
開
発
の
儀
は
、
日
本
国
は
人
員
多
く
し
て
食
料
不
足
の
処
よ
り

一
ヶ
年
の
凶
耗
に
も
飢
餓
の
者
出
来
候
処
、

診
天
朝
深
御
歎
息
被
遊
、
何
分
開
拓
出
精
、
食
料
行
届
候
様
、
難
有
思
召
有
之
故
、
既
に
松
前
地
迄
開
拓
被
仰
付
候

七
戸
支
配
程
暗
野
在
之
地
、
日
本
に
は
稀
な
る
処
、
差
違
申
出
候
儀
は
不
勘
弁
事
候

て
地
押
御
検
地
の
儀
は
、
寛
文
以
来
御
改
無
之
地
所
分
乱
に
相
成
、
銘
々
地
所
土
位
・
石
盛
・
反
別
も
相
知
不
申
次
第

の
処
、
此
度
天
朝
よ
り
、
反
別
明
細
書
雛
形
を
以
御
布
告
有
之
、
右
書
上
百
姓
共
銘
々
相
調
、
書
上
候
に
宜
敷
候
得
ば
、

検
地
改
は
不
申
候
。

万
一
御
吟
味
の
節
、
坪
数
の
違
、
地
位
の
狂
ひ
等
有
之
候
は
立
、
地
主
・
村
長
は
勿
論
、
知
事
様
の
御
手
落
に
至
り
可

申
、
依
之
入
費
不
厭
、
御
改
在
之
事

一
、
此
度
愁
訴
と
号
し
、
多
人
数
相
集
候
主
謀
の
者
、
御
召
捕
御
免
申
儀
は
、
食
料
不
足
、
無
様
歎
願
に
候
得
ば
御
寛
免

も
可
有
之
事



一
見
ま
こ
と
に
条
理
を
つ
く
し
た
回
答
で
あ
る
が
、

一
面
中
々
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

処
が
、
前
記
開
拓
誌
の
、
こ
の
回
答
が
記
さ
れ
て
い
る
末
尾
に
、
廿
五
ヶ
村
の
村
長
共
は
、
自
分
達
が
全
く
知
ら
な
い
う
ち
に
こ

の
企
て
が
な
さ
れ
た
と
し
て
、
十
ヶ
条
は
と
り
下
げ
、
年
貢
米
、
御
定
例
大
豆
、
御
救
助
米
代
の
件
の
み
、
改
め
て
再
願
し
た
旨
、

左
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

右
十
ヶ
条
の
願
、
明
細
に
可
申
出
、
且
船
木
屋
儀
平
に
何
等
の
遺
趣
有
之
、
狼
籍
に
及
候
哉
、
逐
一
可
申
出
の
旨
相
達
候

処
、
廿
五
ヶ
村
の
内
、
東
六
ヶ
村
井
三
本
木
の
者
、
願
筋
も
一
円
心
得
不
申
、
八
幡
山
へ
相
集
り
不
申
候
へ
ば
、
家
を
潰

す
と
申
触
れ
候
故
罷
越
候
処
、
最
早
退
散
後
参
り
候
故
、
前
後
相
心
得
不
申
と
答
書
相
出
し
、
十
八
ヶ
村
長
共
、
私
共
不

存
候
内
、
小
間
居
の
者
相
催
、
屯
集
仕
候
故
、
折
角
差
留
取
扱
候
内
、
右
様
の
所
業
に
至
り
申
候

何
分
願
下
に
改
て
願
上
度
歎
願
に
付
、
十
ヶ
条
は
相
下
候
処
、
御
年
貢
米
三
分
一
年
延
、
御
定
例
大
豆
士
一
分
一
御
質
上
、

御
救
助
米
代
半
納
の
箇
条
の
み
願
書
相
出
候
事

藩
は
、
こ
れ
に
対
し
、
「
尋
」
と
い
う
形
で
、

さ
ら
に
、
回
答
の
趣
旨
を
一
般
百
姓
に
徹
底
さ
せ
る
た
め
の
沙
汰
書
を
下
し
、
異
議

あ
る
者
は
申
出
る
よ
う
に
述
べ
る
と
と
も
に
、

そ
の
末
尾
に
、
別
紙
で
次
の
よ
う
な
再
願
に
対
す
る
回
答
を
付
し
て
い
る
。

尋

(
筆
者
蔵
『
明
治
三
年
百
姓
一
撲
関
係
綴
』
)

天

間

林

村

史

ノ、

七
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二
八

此
度
の
事
件
は
、
違
作
・
凶
作
打
続
き
、
当
年
は
豊
作
と
乍
申
、
分
付
租
税
御
請
仕
候
得
共
、
上
納
済
に
至
候
得
ば
、
食

料
も
無
之
処
よ
り
、
小
間
居
限
屯
集
、
歎
願
の
筋
に
も
可
有
之
哉
、
然
る
処
、
願
書
差
出
、
其
沙
汰
相
待
不
申
、
市
中
江
押

入
、
狼
籍
の
所
業
致
候
得
ば
、
歎
願
の
事
に
も
有
之
間
敷
、
儀
兵
衛
宅
破
毅
候
は
、
何
れ
の
意
趣
可
有
之
、
小
間
居
の
者

相
尋
、
儀
兵
衛
に
非
道
非
義
の
儀
有
之
候
は
ず
、
可
申
出
事

一
、
御
年
貢
、
御
定
例
大
豆
、
御
救
助
米
、
種
籾
代
右
四
ヶ
条
は
困
窮
に
付
無
拠
年
延
、
石
引
願
出
候
事
に
可
有
之
、
沼

川
運
上
の
儀
、
従
前
の
仕
来
に
候
処
、
柳
の
運
上
銭
一
統
の
願
立
、
如
何
可
有
之
哉
。

沼
川
近
辺
の
百
姓
の
み
願
筋
に
可
有
之
哉
。

運
上
無
之
候
て
は
数
人
勝
手
次
第
所
業
有
之
候
処
よ
り
、
聯
に
で
も
従
前
よ
り
右
に
仕
来
居
候
事
、
且
は
雑
税
の
内
に

て
、
朝
廷
江
書
上
に
入
候
事
故
、
申
立
の
上
に
進
退
可
申
候
事

一
、
新
渡
戸
伝
は
、
是
迄
従
前
無
之
新
法
事
も
課
役
も
申
付
候
事
無
之
、
民
の
扱
に
非
道
の
筋
有
之
哉
。

又
は
自
分
限
の
好
悪
験
者
等
有
之
次
第
も
候
は
ま
、
明
細
に
認
め
、
訴
出
可
差
出
、
無
故
申
出
事
に
て
は
難
申
立
候
事

知
事
様
元
御
家
来
不
足
、
是
迄
の
御
本
家
様
よ
り
不
足
人
何
人
も
拝
借
有
之
候
処
、
無
其
儀
、
且
又
元
御
給
人
御
本
家
様

よ
り
御
暇
相
出
、
右
の
内
開
拓
見
込
有
之
者
御
召
抱
数
十
人
有
之
、
追
々
人
撰
に
寄
り
て
役
官
可
被
仰
付
候
。

名
面
無
之
申
出
ニ
候
え
ば
、
不
残
御
召
仕
被
成
候
様
無
之
、
此
儀
勘
考
可
申
出
事

一
、
御
検
地
の
儀
は

天
朝
よ
り
支
配
地
惣
高
の
内
、
田
畑
の
反
別
書
分
、
田
上
中
下
、
畑
同
断
、
坪
数
相
違
無
之
様
取
調
、
其
上
一
ヶ
村
限



百
姓
誰
高
何
石
、
内
田
畑
反
別
上
中
下
位
、
林
薮
迄
も
相
改
、
明
細
に
書
上
、
当
十
月
迄
諸
国
共
差
上
候
由
。

七
戸
・
八
戸
・
斗
南
は
今
に
書
上
無
之
、
早
々
相
調
、
書
上
候
様
御
沙
汰
有
之
候
え
ど
も
、
当
御
支
配
所
反
別
不
定
故
、

無
拠
、
地
押
検
地
相
改
候
。

其
方
共
銘
々
右
調
明
細
に
出
来
、
追
っ
て
朝
廷
よ
り
官
員
相
越
、
改
候
節
、
坪
数
等
行
違
無
之
様
出
来
に
も
至
候
は
ず
、

御
改
に
不
及
候
。

来
三
月
迄
、
詑
度
調
書
差
出
可
申
事

一
、
新
田
の
儀
は
、
開
拓
専
ら
御
執
行
に
付
、
松
前
地
迄
夫
々
被
仰
付
候
程
の
事
に
て
、
諸
国
共
一
統
開
立
候
儀
は
、

ヶ
年
の
凶
作
に
も
餓
死
候
者
多
く
相
出
候
事
御
歎
被
遊
、
右
様
被
仰
出
候
に
候
え
ば
、
知
事
様
に
て
入
費
御
用
意
有
之

御候
家え
中ば

主何
御開
Zヨ ¥i

理耳
相之
成候
候え
御ど

~ D， 

元其
不方
足共

相
無納
拠{戻

米
新銭
田御
申相
立続
候も
者御
J工酌
はお
被蕪
仰覚
代束

何御
分借
壁財
JL /，ア

相手

増伺
凌

食
被

塑遊
;思候

宥宅

之
候
様
に
御
世
話
被
成
候
を
不
相
弁
、
土
地
を
厭
ひ
、
故
障
申
出
候
義
、
不
勘
弁
の
筋
に
有
之
間
敷
哉
。

工

日
本
之
地
所
、
当
御
支
配
処
程
空
地
沢
山
有
之
処
無
之
、
通
行
の
役
官
の
衆
、
天
朝
i
申
立
候
事
も
有
之
、
此
地
に
て
不

開
得
候
え
ば
、
何
国
の
人
に
で
も
可
被
仰
付
事
、
能
々
相
考
、
可
申
出
事

庚
午
十
月

天

間

林

村

史

六
二
九
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五
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近

代

六
三

O

局リ

紙

御

年

貢

三
ケ
三
上
納

三
ケ
一
永
々
拝
借

大

R 

コ
一
ケ
一
上
納

外
に
三
拾
駄
上
納

給
所
年
貢
米

士
一
ケ
二
上
納

三
ケ
一
永
々
拝
借

残
り
、
金
目
納

御

救

助

米

半

納

残
り
来
六
月
納

第
三
節

一
授
に
参
加
し
た
村
々

こ
の
七
戸
通
百
姓
一
撲
に
参
加
し
た
村
に
つ
い
て
、

工
藤
口
述
書
は
、
治
郎
兵
衛
が
近
郷
十
三
ヶ
村
の
百
姓
を
糾
合
し
、

八
幡
林

に
集
合
の
上
、
七
戸
官
所
に
押
し
寄
せ
た
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。

こ
の
一
撲
は
、

一
つ
の
集
団
で
は
な
く
、
二
つ
の
集
団
か
ら
成
っ
て
い
た
。

一
つ
は
、
閏
十
月
二
十
二
日
に
、
七
百
村
(
今
の
下
田
町
の
一
部
)

に
集
っ
た
七
戸
通
十
三
ヶ
村
の
集
団
で
あ
り
、
今
一
つ
は
、

翌
二
十
三
日
八
幡
林
に
集
合
の
上
、
二
十
四
日
に
七
戸
へ
押
寄
せ
た
七
戸
通
二
十
五
ヶ
村
の
集
団
で
あ
っ
た
。

こ
の
〉
フ
ち
、

八
幡
林
へ
集
っ
た
集
団
の
中
に
は
、
前
日
七
百
に
集
っ
た
十
三
ヶ
村
の
百
姓
の
一
部
も
合
流
し
て
い
た
、

と
い
う
の

が
実
情
で
あ
る
。

こ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
、
『
三
本
木
開
拓
誌
』
上
・
下
巻
は
「
閏
十
月
二
十
二
日
、
風
雪
、
十
三
プ
ヶ
村
集
会
、
今
に
御
請
不
申
、



夜
半
に
至
り
、
下
田
村
七
百
の
辺
に
火
の
手
上
り
候
。
探
索
候
処
、
百
姓
集
在
之
由
:
:
:
」
、
「
二
十
三
日
夕
七
つ
時
(
午
後
四
時
)

十
三
ヶ
村
請
済
相
成
候
問
、
七
百
辺
に
屯
集
百
姓
又
八
幡
山
に
屯
集
の
由
:
:
:
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、

一
撲
の
集
団
は
七
百
と
八

幡
林
の
二
ヶ
所
に
屯
集
し
た
こ
と
、
七
百
の
集
団
は
、
藩
の
回
答
を
了
承
し
な
が
ら
も
、

そ
の
の
ち
八
幡
林
の
集
団
に
合
流
し
た
ら

し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
同
書
は
ま
た
、
二
十
四
日
の
処
に
、
大
坂
村
の
肝
入
の
報
告
と
し
て
、
「
八
幡
山
へ
参
候
処
、
数
百
人
屯
集
、
十
三
ヶ
村

者
は
何
方
に
居
合
候
哉
相
分
り
兼
:
:
:
」
、
「
十
三
ヶ
村
の
者
共
見
当
り
候
者
へ
は
、
早
々
逃
帰
り
候
様
申
聞
か
せ
候
」
と
記
し
て
い

る
か
ら
、

八
幡
林
の
集
団
へ
合
流
し
た
者
は
、

そ
れ
程
多
く
な
く
、

ま
た
説
得
を
き
〉
い
れ
、

七
戸
ま
で
押
寄
せ
ず
に
帰
村
し
た
者

が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。

一方、

二
十
三
日
、

八
幡
林
に
屯
集
し
た
集
団
に
対
し
て
は
、
七
戸
官
所
役
人
、
町
方
検
断
、
宿
老
達
が
出
張
の
上
こ
れ
を
説
得

し

一
応
鎮
静
状
態
に
あ
っ
た
が
、
二
十
四
日
朝
に
至
り
七
戸
へ
押
寄
せ
、

工
藤
口
述
書
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
状
況
と
な
っ

た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
七
戸
へ
押
寄
せ
た
村
々
は
、
前
述
、
回
答
末
尾
に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
七
戸
通
二
十
五
ヶ
村
が
中

心
で
あ
っ
た
。

こ
の
二
十
五
ヶ
村
の
中
に
は
、
七
百
に
屯
集
し
た
十
三
ヶ
村
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

そ
の
わ
け
は
、
単
に
十
三
ヶ
村
ま
た
は
七
戸
通
十
三
一
ヶ
村
と
い
う
の
は
、
単
な
る
十
三
の
村
々
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

七
戸
藩

創
立
に
伴
な
い
、

五
戸
代
官
所
の
管
轄
す
る
五
戸
通
か
ら
離
れ
て
、
七
戸
通
(
七
戸
藩
)
に
編
入
さ
せ
ら
れ
た
村
々
を
意
味
す
る
個
有

名
詞
で
あ
る
の
に
対
し
、

二
十
五
ヶ
村
と
い
う
の
は
、
旧
来
か
ら
七
戸
通
に
属
す
る
村
々
の
意
味
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

天

間

林

村

史

~ 
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以
上
に
よ
り
、
こ
の
一
撲
に
参
加
し
た
村
々
は
、
二
ヶ
集
団
に
分
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
七
戸
藩
領
の
全
郷
村
三
十
八
ヶ
村
で
あ

ムノ、

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

左
に
、
そ
の
村
名
を
記
そ
う
。

七
戸
通
十
三
ヶ
村
(
旧
五
戸
通
管
内
)

①
沢
田
村
の
一
部

②
切
田
村

③
相
坂
村
(
大
坂
村
)

⑨
上
吉
田
村

⑩
下
吉
田
村

⑪
下
田
村

⑫
百
石
村

七
戸
通
二
十
五
ヶ
村

深

持

通

⑪
深
持
村

三
本
木
通

⑮
三
本
木
村

洞

内

通

⑮
調
内
村

南
川
目
通

⑪
立
崎
村

⑮
馬
洗
場
村

⑮
八
斗
沢
村

天
間
館
通

⑮
天
間
館
村
(
枝
村
多
数
)

④
折
茂
村

⑬
天
ヶ
森
村

⑩
大
沢
田
村

⑤
小
平
村

⑫
新
館
村

⑥
柳
町
村

⑫
上
野
村

⑦
鶴
喰
村

⑧
犬
落
瀬
村



北
川
目
通

⑮
野
崎
村

⑫
中
抽
村

⑮
花
松
村

⑮
附
田
村

⑩
榎
林
村

⑪
二
ツ
森
村

⑨
甲
地
村
(
枝
村
多
数
)

東
(
郷
)
通

⑮
倉
内
村

⑪
平
沼
村

⑮
鷹
架
村

⑩
尾
鮫
村

@
出
戸
村

⑮
泊
村

一
授
を
お
こ
し
た
こ
れ
ら
三
十
八
ヶ
村
に
は
、

一
撲
に
つ
い
て
の
真
接
間
接
の
連
絡
は
当
然
に
あ
っ
た
。

ま
た
こ
の
一
授
が
、
明
治
三
年
間
十
月
下
旬
の
段
階
で
、
突
発
的
に
発
生
し
た
も
の
で
も
な
く
、

そ
の
前
兆
は
、
明
治
二
年
七
戸

藩
知
事
南
部
雄
麿
信
方
七
戸
到
着
直
後
か
ら
あ
っ
た
。

し
か
も
、
そ
れ
は
、
五
戸
通
か
ら
七
戸
藩
領
に
編
入
さ
れ
た
村
の
聞
か
ら
起
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
と
、

一
授
の
願
条
と
か
ら
み
る
と
、
こ
の
一
授
は
、

七
戸
藩
の
創
設
と
大
き
く
か
〉
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

こ
の
意
味
で
、
次
に
、
こ
の
一
撲
に
係
る
出
来
事
を
年
表
的
に
記
し
て
み
よ
う
。

第
四
節

七
戸
通
百
姓
一
挟
関
係
年
表

0
明
治
二
・
一
・
一
四

南
部
雄
麿
信
方
、
信
民
の
家
督
を
つ
ぐ
。

。
!J 

. 

. 
一

新
渡
戸
伝
、
信
民
の
領
地
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
対
し
、
疑
を
も
つ

0 

// 

-
一
六

七
戸
城
南
部
雄
麿
の
領
地
と
な
っ
た
旨
の
お
触
れ
が
で
る
。

0 

// 

四

九

南
部
雄
麿
の
領
地
を
内
定
し
、
行
政
官
へ
届
出
、
同
時
に
七
戸
通
百
姓
に
も
そ
の
旨
を
達
す
る
。

0 
// 

-
五
・

南
部
雄
麿
に
対
す
る
郷
村
高
帳
が
出
る
。

天

間

林

村

史

~ ノ、
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近

-
六
・
二
四

-
六
・
二
四

-
七
・
一
六

-
八
・
一
七

-
八
・
二
二

/¥ 
-
九
・
一
五

-
九
・
一
九

-
九
・
二
六

十

1i: 

六
三
四

七
戸
通
二
十
五
ヶ
村
の
外
、

五
戸
通
の
う
ち
の
十
三
ヶ
村
が
七
戸
藩
領
と
な
る
。

九

雄
麿
、
七
戸
藩
の
版
籍
奉
還
を
願
出
、
二
十
四
日
許
さ
れ
る
。

前
記
郷
村
高
帳
七
戸
へ
到
着
す

雄
麿
、
七
戸
藩
知
事
に
任
ぜ
ら
れ
る

隠
居
南
部
信
民
、
信
方
の
家
士
五
十
七
名
と
共
に
七
戸
へ
到
着
す
。

七
戸
官
所
を
今
後
民
政
所
と
と
な
え
る
こ
と
と
す
る
。

七
戸
藩
知
事
南
部
雄
麿
、
七
戸
へ
到
着
す
。

七
戸
は
藩
で
あ
る
か
ら
、
民
政
そ
の
他
諸
事
、
盛
岡
と
関
係
な
く
、
七
戸
限
り
で
決
定
す
る
よ
う
と
の
達

し
が
来
る
。

七
戸
民
政
所
筆
生
と
し
て
、

元
七
戸
御
給
人
盛
田
弓
人
、
浦
田
寛
平
、
盛
田
勇
八
等
登
用
さ
れ
る
。

犬
落
瀬
村
、
下
田
村
、
百
石
村
の
本
肝
入
選
任
の
件
に
つ
い
て
、
村
方
で
は
一
た
ん
、
仮
肝
入
の
昇
格
を

認
め
て
お
り
な
が
ら
、
本
日
、
犬
落
瀬
村
の
百
姓
七
十
人
程
(
内
数
名
の
老
名
あ
り
)
程
連
名
で
、
助
右

衛
門
の
本
肝
入
就
任
に
不
服
を
申
出
る
等
、
藩
政
に
対
す
る
不
満
が
出
は
じ
め
る
。

当
年
諸
作
不
熟
、
凶
作
と
き
ま
る
。

五
戸
衆
、
七
戸
衆
よ
り
も
新
田
開
発
願
い
日
々
増
加
す
。

_L. 

/、

切
回
、
相
坂
、
折
茂
、
小
平
、
柳
町
、
鶴
喰
等
六
ヶ
村
、
翌
七
日
に
は
犬
落
瀬
村
、
上
吉
田
、
下
吉
田
、
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十
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十
二
・
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天

間

百
石
、
沢
田
六
ヶ
村
、
計
十
二
ヶ
村
の
肝
入
、
老
名
を
七
戸
ヘ
呼
出
し
、

七
戸
凶
作
に
つ
き
、
租
税
上
納

方
に
つ
い
て
特
別
の
配
慮
を
促
す
。

新
渡
戸
伝
、
西
田
嘉
十
郎
、
盛
田
勇
八
等
列
座
(
こ
れ
も
、
不
満
の
種
と
な
る
)

J¥ 

前
記
十
二
ヶ
村
の
肝
入
、
老
名
よ
り
、
高
一
石
に
つ
き
玄
米
二
升
割
合
を
以
て
、
雑
穀
に
て
上
納
す
る
旨

申
出
る
。

新
渡
戸
伝
、
七
戸
藩
大
参
事
に
宣
下
の
旨
、
太
政
官
に
よ
り
の
達
し
が
来
る
。

去
年
の
凶
作
救
助
方
歎
願
の
た
め
、
新
渡
戸
伝
の
東
京
出
張
を
き
め
る
。

七
戸
通
南
川
目
百
姓
に
愁
訴
の
動
き
が
あ
り
、
盛
田
弓
人
、
上
崎
一
郎
、
大
肝
入
米
内
山
半
藤
等
こ
れ
を

鎮
め
る
。

四

洞
内
村
の
百
姓
一
統
、
元
知
行
主
(
給
人
)
の
非
違
を
訴
え
る
。

四

七
戸
村
周
辺
の
百
姓
、
願
の
趣
あ
り
、
老
名
二
十
人
程
七
戸
へ
寄
合
う
。

五

在
々
百
姓
の
動
き
騒
し
く
、
盛
田
勇
八
こ
れ
を
視
察
し
、
藩
に
報
告
す
。

-L・/、

洞
内
村
伊
兵
衛
、
新
山
の
助
右
衛
門
、
大
沢
田
村
徳
右
衛
門
、
牛
鍵
の
余
左
衛
門
、
大
浦
村
三
右
衛
門
、

榎
林
村
市
助
、
二
ツ
森
村
の
長
作
、
三
本
木
村
の
三
六
等
、
御
蔵
地
(
藩
に
税
金
を
納
め
る
土
地
)
と
元

給
所
地
(
給
人
の
知
行
地
で
、
給
人
が
税
金
を
取
る
土
地
)
と
の
郷
割
違
(
地
方
税
の
税
率
が
違
う
)
の

事
、
収
納
見
米
の
事
、
元
御
給
人
の
我
憧
の
事
、
新
田
願
の
事
、
備
倉
庫
籾
の
事
、
御
園
雑
穀
の
事
、
採

林

六
三
五

村

史
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j丘

代

六一ニムハ

駒
代
残
金
の
事
、
市
中
商
庖
両
替
違
(
庖
に
よ
っ
て
金
銀
と
銭
と
の
換
算
率
が
違
う
こ
と
)
、
沼
川
運
上
の

事
、
稗
拝
借
の
事
、
元
御
給
人
を
七
戸
藩
役
人
に
登
用
し
な
い
で
ほ
し
い
こ
と
、
馬
改
め
は
春
秋
二
度
に

し
て
ほ
し
い
こ
と
、
乗
馬
以
外
に
伝
馬
御
免
の
事
等
二
十
ヶ
条
の
願
を
新
渡
戸
伝
に
申
出
る
。

伝
、
こ
れ
を
説
得
し
、
自
分
が
東
京
か
ら
帰
る
ま
で
静
か
に
し
て
い
る
よ
う
承
知
さ
せ
る
。

七
戸
在
々
よ
り
百
姓
数
十
人
、
七
戸
へ
集
ま
り
、
商
家
四
軒
へ
分
宿
す
る
。

七
戸
の
宿
老
連
中
、
商
家
へ
止
宿
の
百
姓
、
老
名
達
を
見
舞
い
、
歎
願
の
趣
を
民
政
所
に
取
次
ぐ
。

一
方
藩
役
人
二
名
が
検
断
所
に
お
い
て
、
百
姓
代
お
よ
び
老
名
達
よ
り
、
願
の
趣
を
き
く
。
夕
刻
に
至
り
、

百
姓
代
表
、
老
名
達
四
、

五
人
民
政
所
へ
上
る
。

同
日
夕
五
ッ
時
(
午
後
八
時
)
七
戸
市
中
に
左
の
独
れ
書
が
で
る
。

盛
田
弓
人
、
浦
田
寛
平
、
盛
田
勇
八
、
野
辺
地
弘
志
、
御
役
御
免

半
藤
、
元
四
郎
、
安
次
郎
、
大
肝
入
御
免
検
断
忠
蔵
等
郷
村
へ
ま
わ
り
候
儀
禁
一
不

七
戸
へ
集
会
の
百
姓
達
夫
々
在
方
へ
引
上
る

七
戸
藩
凶
作
に
つ
き
、
七
戸
藩
知
事
よ
り
壱
万
両
の
救
助
金
拝
借
方
を
弁
官
に
願
出
る
。

七
戸
通
南
川
目
の
村
々
の
百
姓
五
百
名
余
七
戸
市
中
に
入
込
み
商
家
六
軒
に
分
宿
す
。

舟
木
屋
儀
兵
衛
よ
り
、

ひ
る
飯
炊
き
だ
し
す
る
。
願
の
趣
は
、
百
姓
難
溢
に
つ
き
、
天
朝
よ
り
金
一
品
を
拝

借
し
た
い
と
の
事
で
あ
る
。



0 
JJ 

0 

JJ 

0 
JJ 

0 

Jl 

0 
Jl 

O 
II 

。
IJ 

O 
Jl 

0 

JJ 

0 

II 

0 

II 

。
II 

. 
一一. 

-
コ
了
一

O

. 
一一. 
一
一

-
四
・
二
ハ

-
四
・
一
七

-
五
・

-
五
・
一
五
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・
二
五

-
八
・
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九
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-
十
・
二
七

天

間

J¥ 

七
戸
通
百
姓
救
済
の
た
め
、
舟
木
屋
義
兵
衛
、
盛
田
喜
平
治
、
浜
中
幾
治
郎
の
三
豪
商
等
野
辺
地
の
豪
商

野
村
治
三
郎
へ
頼
合
に
行
く
。

植
西
、

田
中
両
藩
吏
、
南
川
目
お
よ
び
天
間
館
通
廻
村

右
両
藩
吏
北
川
目
通
廻
村

弁
官
よ
り
の
拝
借
金
二
千
両
に
き
め
ら
れ
る
。

七
戸
藩
よ
り
、
再
度
一
万
両
の
拝
借
願
を
出
す
。

七

七
戸
藩
内
窮
民
救
済
の
た
め
、
政
府
は
秋
田
廻
漕
米
千
五
十
石
を
一
石
に
つ
き
七
両
(
は
じ
め
の
約
束
は

六
両
)
に
て
梯
下
げ
る
こ
と
を
決
定
す
る
。

よ
っ
て
翌
八
日
、
拝
借
金
一
万
両
の
再
願
は
こ
れ
を
取
下
げ
る
。

御
救
助
米
一
升
六
百
文
の
処
七
百
文
と
な
る

按
察
使
水
谷
主
典
、
七
戸
へ
来
り
救
助
米
の
取
扱
い
方
の
適
否
を
調
べ
る
。

五

七
日
ま
で
七
戸
藩
主
雄
麿
、
在
々
廻
村

盛
田
弓
人
、
盛
田
勇
八
、
工
藤
隆
太
、
浦
田
寛
平
等
七
戸
通
諸
村
の
百
姓
毎
戸
の
高
調
べ
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

(
筆
者
註
、
こ
れ
に
よ
り
こ
れ
ら
の
人
に
対
す
る
不
満
再
燃
す
)

五

野
辺
地
弘
志
、
玉
山
誠
蔵
、
駒
嶺
康
太
三
人
検
地
御
用
を
命
ぜ
ら
れ
る
(
前
同
断
)

七
戸
藩
藩
政
改
革
、
こ
れ
に
よ
り
、
元
御
給
人
で
藩
の
役
職
に
つ
い
た
者
は
、
民
事
会
計
係
に
、
権
少
属

林

村

史

ノ、

七
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閏
・
十
・
二
一
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閏
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十
・
二
二
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間
・
十
・
二
三
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間
・
十
・
二
四 近

代

六
三
八

と
し
て
盛
田
弓
人
、

工
藤
隆
太
、
盛
田
勇
八
(
広
精
)
、
試
補
民
事
専
務
に
史
生
と
し
て
三
浦
庄
七
、
野
辺

地
弘
志
の
七
人
で
あ
る
。

七
戸
通
十
三
ヶ
村
(
旧
五
戸
通
)
肝
入
、
老
名
等
願
書
を
以
て
、
年
貢
三
分
の
こ
御
免
、
御
買
上
大
豆
御

免
、
御
救
助
米
三
ヶ
年
に
て
上
納
方
等
を
願
出
る
。

伝
は
、
年
貢
三
分
の
一
年
延
、
御
買
上
大
豆
常
例
三
分
の
一
納
、
御
救
助
米
代
金
半
金
納
入
の
上
、
残
り

に
つ
い
て
は
天
朝
へ
願
出
る
等
の
案
を
示
す
。

十
三
ヶ
村
の
百
姓
、
伝
の
回
答
に
納
得
せ
ず
、

七
百
村
(
下
田
村
)
に
屯
集
、
夜
に
至
り
火
の
手
を
あ
げ

る一
方
七
戸
通
二
十
五
ヶ
村
の
百
姓
連
は
、

八
幡
林
に
屯
集
す
る
。

十
三
ヶ
村
、
タ
七
ッ
時
(
午
後
四
時
)
伝
の
回
答
に
納
得
す
。
し
か
し
、

そ
の
一
部
は
八
幡
林
に
屯
集
の

百
姓
集
会
に
合
流
す
。

夕
刻
、

八
幡
林
に
屯
集
の
二
十
五
ヶ
村
の
百
姓
十
ヶ
条
の
願
を
七
戸
民
事
役
所
に
提
出
す
る

八
幡
林
に
屯
集
の
ご
十
五
ヶ
村
の
百
姓
、
七
戸
市
中
に
入
込
み
、
乱
暴
を
働
く

そ
の
勢
、

一
説
に
二
千
人
余
と
い
う
。

同
日
、
伝
よ
り
回
答
書
を
出
す
。

同
日
、
七
戸
通
十
八
ヶ
村
村
長
共
、
右
十
ヶ
条
の
願
書
を
取
下
げ
、
改
め
て
、
年
貢
米
三
分
の
一
年
延
、
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・
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-
十
二
・

天

間

御
定
例
大
一
旦
三
分
の
一
御
買
上
、
御
救
助
米
代
半
納
の
三
ヶ
条
の
願
書
を
提
出
す
。

七
戸
通
全
村
に
「
尋
」
(
御
沙
汰
書
)
出
る

新
渡
戸
伝
、
十
=
プ
ヶ
村
を
廻
り
、

一
按
後
の
状
況
を
見
る
。

七
戸
藩
、
市
中
警
備
を
厳
に
す
る
た
め
銃
隊
を
組
織
す
。

銃
隊
に
昼
夜
の
見
廻
り
を
指
令
、

そ
の
旨
市
中
に
も
沙
汰
す
。
ま
た
船
木
屋
儀
兵
衛
の
商
品
を
所
持
し
て

い
る
者
は
返
却
す
る
よ
う
指
令
す
。

民
部
省
庶
務
司
大
久
保
方
雄
、
竹
田
十
左
衛
門
、
通
行
の
途
次
、

七
戸
通
百
姓
一
撲
に
関
す
る
一
件
書
類
の

提
出
を
求
め
る
。

七
戸
通
惣
村
肝
入
、
老
名
達
へ
、
村
々
一
統
慎
み
居
り
、
出
奔
等
無
き
ょ
う
布
告
す
。

四

藩
よ
り
百
姓
騒
動
一
件
を
政
府
に
報
告
す

御
年
貢
、
天
間
館
村
よ
り
出
初
め
る
。

渡
辺
民
部
大
丞
よ
り
の
呼
出
を
受
け
、
新
渡
戸
伝
山
形
ま
で
行
く
。

伝
、
百
姓
一
授
へ
の
回
答
中
、
年
貢
三
分
の
一
年
延
の
件
を
詰
問
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
五
日
、
七
戸
郷
二
十
五
ヶ
村
、
六
日
、
五
戸
郷
十
三
ヶ
村
を
呼
出
し
、

そ
れ
ぞ
れ
年
貢
皆
納
方

を
承
諾
さ
せ
る
(
筆
者
註
、
こ
の
時
点
で
も
十
三
ヶ
村
を
「
五
戸
郷
十
三
ヶ
村
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
に

注
意
)

林

村

史

六
一
二
九
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O

0 
}J 

十

七
戸
通
惣
肝
入
、
老
名
達
よ
り
、
年
貢
は
御
沙
汰
通
り
上
納
す
る
旨
届
出
る
。

0 
JJ 

十

七
戸
通
惣
村
肝
入
、
老
名
達
よ
り
拝
借
米
を
願
出
る
。

0 

JJ 

四

J¥ 

七
戸
藩
渡
辺
一
騎
、
弁
官
へ
出
頭
し
、
御
救
拝
借
米
代
金
中
、
未
納
分
五
千
弐
百
両
余
の
延
納
を
願
出
る
。

註

こ
の
年
表
は
、
『
新
渡
戸
伝
一
生
記
』
、
七
戸
宿
老
盛
田
与
左
衛
門
日
記
『
雑
日
下
恵
』
、
筆
者
蔵
『
明
治
三
年
七
戸
藩
庁
日
記
』
等
に
よ
り
作
成
し

Tこ
こ
の
年
表
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
明
治
三
年
間
十
月
二
十
一
日
か
ら
始
ま
る
七
戸
通
百
姓
一
撲
は
、
突
発
的
に
発
生
し
た
も
の
で
な

く
、
そ
の
前
兆
は
、
七
戸
藩
知
事
南
部
雄
麿
の
七
戸
到
着
後
間
も
な
い
九
月
か
ら
現
わ
れ
は
じ
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
し
、
榎
林
、

二
ツ
森
村
等
に
も
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

明
治
三
年
一
月
五
日
ま
で
は
、
七
戸
通
三
十
八
ヶ
村
の
結
び
つ
き
を
示
す
明
確
な
材
料
は
な
く
、

一
見
そ
れ
ぞ
れ
の
通
、

そ
れ
ぞ

れ
の
村
々
が
、
別
々
に
行
動
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

一
月
六
日
、
新
渡
戸
伝
と
交
渉
に
当
っ
た
八
ヶ
村
は
、
洞
内
通
、
南
川

目
通
、
北
川
目
通
、
三
本
木
通
に
属
す
る
村
々
で
あ
り
、

そ
の
要
求
も
、
間
十
月
の
一
撲
の
時
の
願
条
に
極
め
て
近
い
も
の
に
な
っ

て
い
る
か
ら
、

一
月
六
日
以
前
に
も
、
相
当
の
連
絡
は
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
い
で
、

一
月
十
五
日
、
七
戸
在
々

(
恐
ら
く
は
上
川
目
通
)

の
重
立
百
姓
、
老
名
等
が
動
き
、

そ
の
後
一
時
沈
静
し
た
か
に
見

え
た
が
、
三
月
二
目
、
三
日
に
か
け
て
、
南
川
目
百
姓
の
大
規
模
な
動
き
が
あ
っ
た
。



そ
の
後
は
、
拝
借
金
、
御
救
助
米
の
到
着
、

お
よ
び
七
戸
商
人
に
よ
る
救
済
活
動
等
が
あ
り
、
百
姓
の
動
き
も
、
こ
れ
ま
で
か
に

見
え
た
が
、
九
月
噴
か
ら
、
平
年
通
り
の
年
貢
の
徴
収
、
検
地
の
強
行
等
の
藩
の
方
針
(
こ
れ
は
政
府
の
方
針
で
も
あ
っ
た
)
が
明

瞭
と
な
っ
た
た
め
、
遂
に
閏
十
月
の
大
百
姓
一
撲
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
二
年
一
月
六
日
の
各
通
の
諸
村
の
重
立
の
会
合
に
、
七
戸
通
十
三
ヶ
村
の
代
表
が

姿
を
見
せ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
七
戸
通
十
三
ヶ
村
と
、
七
戸
二
十
五
ヶ
村
と
は
、
大
局
的
に
は
同
じ
立
場
で
あ
っ
て
も
、
両
者
の
聞
に
は
、
七
戸

藩
創
設
に
伴
な
い
、
七
戸
通
十
三
ヶ
村
が
、
五
戸
通
か
ら
七
戸
通
へ
編
入
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
く
、
微
妙
な
る
感
情
の
差
が
あ
っ
た

こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
こ
と
は
、
閏
十
月
の
大
百
姓
一
授
の
と
き
も
、
多
少
の
合
流
は
あ
っ
た
も
の
の
、
二
つ
の
百
姓
一
撲
の
よ
う
な
形
を
と
っ
て

そ
れ
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
み
て
く
る
と
、
こ
の
一
授
は
、

七
戸
藩
の
創
設
と
大
き
な
か
〉
わ
り
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
特
に
十
三
ヶ

村
の
場
合
は
、
二
重
の
意
味
に
お
い
て
、

そ
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

七
戸
藩
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
別
記
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
再
言
し
な
い
が
、
突
如
の
七
戸
藩
の
創
設
は
、
こ
の
地
方
に
大
き
な

動
揺
を
与
え
た
。

動
揺
は
百
姓
ば
か
り
で
な
か
っ
た
。

戊
辰
の
役
の
結
果
減
封
処
分
を
受
け
た
盛
岡
藩
主
利
恭
は
、
明
治
二
年
四
月
、

七
戸
御
給
人
の
族
禄
を
没
収
し
た
。

天

間

林

村

史

六
四
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元
来
七
戸
御
給
人
の
族
禄
は
、
名
目
上
は
知
行
地
で
あ
っ
て
も
、
旧
来
の
私
有
地
か
、
開
拓
の
上
知
行
地
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
の
で
禄
を
没
収
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
そ
の
土
地
か
ら
の
年
貢
徴
収
擢
を
奪
わ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
、
土
地
は
保

有
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
が
、
今
度
は
給
人
が
自
ら
年
貢
を
藩
に
収
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
給
人
は
、

た
だ
の
百
姓
と
同
じ
地
位
に
落
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
う
い
う
取
扱
を
う
け
た
七
戸
給
人
の
数
は
百
八
十
余
人
に
及
ん
だ
。

一
方
新
に
創
設
さ
れ
た
七
戸
藩
主
南
部
雄
麿
信
方
の
家
臣
の
七
戸
到
着
は
、
明
治
二
年
六
月
二
十
四
日
で
あ
り
、

そ
の
数
は
五
十

七
人
、
全
然
七
戸
を
知
ら
な
い
者
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
(
こ
の
時
点
で
雄
麿
の
身
分
は
も
う
、
藩
主
で
は
な
く
、
藩
知
事
に
変
っ
て
い

た
。
ま
た
雄
麿
自
身
の
七
戸
到
着
は
さ
ら
に
遅
く
、

八
月
十
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
)

七
戸
を
知
ら
な
い
、
新
し
い
藩
士
(
江
戸
士
族
と
呼
ば
れ
た
)
だ
け
で
藩
政
を
と
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
こ
で
藩
は
、
政
治
の
空
白
を
埋
め
、

ま
た
、
禄
を
没
収
さ
れ
て
不
満
で
い
る
旧
七
戸
給
人
達
の
不
平
を
押
え
る
た
め
、
旧
給
人

そ
の
数
は
百
数
十
人
に
及
ん
だ
が
、
禄
は

支
給
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
開
田
土
後
ま
た
は
無
禄
土
族
と
呼
ば
れ
た
。
(
『
元
七
戸
県
士
族
卒
面
附
」
に
よ
る
)

の
う
ち
、
不
毛
地
の
開
拓
希
望
者
に
限
り
、
雄
麿
の
家
士
と
し
て
百
抱
え
る
こ
と
と
し
、

し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
で
、
藩
は
こ
れ
ら
無
禄
土
族
の
中
の
数
人
を
、
七
戸
藩
の
役
人
(
御
所
役
方
と

呼
ば
れ
た
)

に
登
用
し
た
。
こ
れ
ら
の
御
所
役
方
は
、
勝
手
知
っ
た
る
七
戸
の
こ
と
と
て
、
縦
横
に
活
躍
し
た
。

そ
の
人
の
名
は
、
年
表
に
出
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
対
す
る
、
役
職
に
つ
け
な
か
っ
た
元
同
輩
の
ね
た
み
や
、

直
接
こ
れ
ら
の
御
所
役
方
か
ら
色
々
の
命
令
を
受
け
る
村
民
の
不
満
は
大
き
か
っ
た
。



こ
の
こ
と
は
、

も
と
か
ら
の
七
戸
通
二
十
五
ヶ
村
の
村
民
に
と
っ
て
よ
り
も
、
七
戸
藩
領
に
編
入
さ
れ
た
も
と
五
戸
通
の
十
三
ケ

村
に
と
っ
て
は
、

よ
り
大
き
か
っ
た
。

ま
た
、
「
自
分
検
見
」
等
の
特
典
の
あ
っ
た
こ
の
地
方
の
百
姓
に
と
っ
て
、
寛
文
年
間
(
一
六
六
一

1)
以
来
実
施
さ
れ
た
こ
と
の

な
い
検
地
を
実
施
さ
れ
る
こ
と
は

一
部
実
際
の
生
産
高
以
上
の
不
当
に
高
い
高
(
こ
れ
を
も
と
に
し
て
税
が
賦
課
さ
れ
る
)

を
背

負
わ
さ
れ
て
い
る
百
姓
以
外
に
は
大
変
迷
惑
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
こ
へ
も
っ
て
き
て
、
明
治
二
年
の
大
凶
作
で
あ
る
。

明
治
三
年
の
惣
百
姓
一
撲
の
か
げ
に
は
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的
、
経
済
的
に
特
殊
な
事
情
が
か
く
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
、

一
撲
の
掲
げ
た
十
ヶ
条
の
願
条
の
分
析
を
通
じ
て
、
こ
の
一
撲
の
発
生
し
た
原
因
を
よ
り
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。

第
五
節

一
撲
の
原
因

こ
の
百
姓
一
捺
の
真
因
を
知
る
た
め
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
七
戸
地
方
の
政
治
・
社
会
経
済
状
態
が
大
混
乱
期
に
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
上
、

一
授
の
呈
出
し
た
願
条
を
、

そ
れ
に
対
す
る
回
答
書
等
を
勘
案
し
な
が
ら
分
析
し
て
み
る

」
と
が
必
要
で
あ
る
。

一
、
年
貢
の
一
二
分
の
一
上
納
、

三
分
の
二
免
除
の
願
条
:
:
:
前
年
の
凶
作
と
こ
れ
に
基
づ
く
困
窮
を
考
え
れ
ば
当
然
の
要
求
で
あ
っ

た

こ
の
事
情
を
知
る
藩
の
回
答
は
三
分
の
二
上
納
、
三
分
の
一
年
延
と
妥
協
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

天

間

林

村
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六
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て
御
定
例
大
豆
買
上
御
免
願
:
:
:
こ
れ
に
対
す
る
回
答
は
三
分
の
一
の
上
納
、
二
一
分
の
二
免
除
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
願
条
は
次
の

よ
う
な
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

@
明
治
二
年
は
凶
作
で
あ
っ
た
。
凶
作
の
時
は
、
「
米
は
無
く
て
も
、
味
噌
さ
え
あ
れ
ば
生
き
ら
れ
る
」
と
い
う
の
が
、
こ
の
地
方

の
常
識
で
あ
っ
た
。
そ
の
味
噌
の
原
料
た
る
大
豆
を
普
通
に
買
上
げ
ら
れ
て
は
た
ま
っ
た
も
の
で
な
い
。

@
当
時
八
戸
藩
で
も
御
用
大
豆
の
買
上
げ
を
し
て
お
り
、

五
戸
通
り
ま
で
も
入
り
込
み
、

し
か
も
即
金
で
買
上
げ
て
い
た
の
に
対

し
、
七
戸
地
方
で
の
南
部
藩
の
買
上
げ
は
、
代
金
後
払
い
制
で
あ
っ
た
。

現
金
売
り
に
慣
れ
た
旧
五
戸
通
り
の
百
姓
が
、
後
金
払
い
の
買
上
げ
に
反
対
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
七
戸
通
の
百
姓
が
そ
れ
に

同
調
す
る
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。

一
、
種
籾
代
来
年
迄
延
納
願
:
:
:
困
窮
の
為
の
願
出
で
あ
る
。

回
答
は
、
脇
か
ら
才
覚
し
た
も
の
だ
か
ら
延
納
は
無
理
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
所
持
の
回
答
書
に
は
「
種
籾
の
儀

者
其
方
共
存
候
通
、
致
才
覚
置
候
事
故
、
向
方
頼
入
之
上
挨
拶
可
申
候
事
」
と
語
調
が
柔
か
に
な
っ
て
い
る
。

一
、
御
救
助
米
代
金
三
ヶ
年
賦
上
納
願
:
:
:
こ
れ
も
困
窮
の
た
め
の
願
出
で
あ
る
が
、
回
答
は
、

ま
ず
半
納
せ
よ
、
残
り
は
来
年
納

と
す
る
よ
う
尽
力
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
も
、
筆
者
所
持
の
回
答
に
は
「
半
金
も
上
納
候
は
〉
押
而
歎
願
可
申
立
事
」
と
微
妙
な
違
い
が
あ
る
が
、
『
尋
』
に
は
「
御
救

助
米
半
納
、
残
り
来
六
月
納
」
と
な
っ
て
い
る
。

一
、
沼
川
運
上
御
免
願
:
:
:
漁
業
従
事
者
か
ら
の
願
条
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
す
る
回
答
は
、
そ
の
税
額
も
わ
ず
か
で
あ
る
か
ら
免



除
し
て
も
よ
い
の
だ
が
、

そ
れ
で
は
無
秩
序
に
な
り
、
乱
獲
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
免
除
出
来
ぬ
、

と
い
う
の
で
あ
る
が
、
筆
者
所
持

の
回
答
書
に
は
「
沼
川
運
上
之
儀
者
雑
税
書
上
候
事
ニ
候
得
者
、
天
朝
江
申
立
、
御
沙
汰
次
第
沙
汰
可
申
事
」
と
、
回
答
を
留
保
し

た
形
を
と
っ
て
い
る
。

一
、
新
渡
戸
伝
頂
戴
願
:
:
:
こ
れ
は
、

一
撲
の
場
合
に
よ
く
掲
げ
ら
れ
る
願
条
で
あ
る
。
悪
政
の
最
高
責
任
者
を
自
分
達
の
手
で
裁

き
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

回
答
は
、
伝
は
天
朝
よ
り
宣
下
の
宮
職
に
あ
る
か
ら
、
藩
知
事
で
も
処
分
は
出
来
な
い
。
も
し
、
伝
が
非
道
な
こ
と
を
し
て
い
る

の
な
ら
、
そ
の
旨
明
細
に
認
め
、
呈
出
せ
よ
。
そ
れ
が
真
な
ら
天
朝
へ
申
し
上
げ
免
官
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
尤
も
な
も
の

で
あ
っ
た
。

一
、
御
所
役
方
の
免
職
願
:
:
:
こ
の
願
条
は
、
当
時
の
七
戸
藩
の
政
治
状
勢
を
熟
知
し
て
い
な
い
と
分
ら
な
い
。

御
所
役
方
と
は
、

も
と
七
戸
御
給
人
(
郷
土
)

の
中
か
ら
、
え
ら
ば
れ
て
新
七
戸
藩
の
役
人
に
登
用
さ
れ
た
数
人
の
者
を
さ
す
。

年
表
に
、

し
ば
し
ば
そ
の
名
の
出
て
く
る
盛
田
弓
人
・
盛
田
勇
八
・
浦
田
寛
平
・
野
辺
地
弘
志
(
後
に
は
工
藤
隆
太
も
加
わ
る
)

等
は
、
そ
う
い
っ
た
数
少
な
い
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

そ
の
エ
リ
ー
ト
意
識
が
出
た
の
か
、
あ
る
い
は
彼
等
が
、
藩
の
政
策
遂
行
の
第
一
線
に
立
っ
て
、
百
姓
と
接
触
す
る
機
会
が
多
か

っ
た
た
め
の
犠
牲
と
な
っ
た
の
か
、
彼
等
は
、
閏
十
月
の
一
按
以
前
、

一
月
六
日
の
各
村
の
代
表
の
強
い
要
望
に
基
づ
き
、

月
十

六
日
、

一
た
ん
そ
の
職
を
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
有
能
に
し
て
、
七
戸
地
方
の
事
情
に
詳
し
い
、
こ
う
い
っ
た
人
々
無
し
に
は
、
江
戸
士
族
ば
か
り
で
構
成
さ
れ
た
七
戸
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間

林
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第
五
編

近

代

六
四
六

藩
の
円
滑
な
運
営
は
望
む
べ
く
も
無
か
っ
た
。

か
く
し
て
、
彼
等
は
間
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
を
与
え
ら
れ
、
十
月
廿
七
日
の
藩
政
改
革
に
基
づ
く
改
造
人
事
の
時
に
も
、

重
要
役
職
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

一
た
ん
、
自
分
達
の
力
で
免
職
に
追
込
ん
だ
者
達
が
再
び
、
藩
の
権
力
機
構
の
重
要
な
地
位
に
つ
い
た
こ
と
に
対
す
る
反
発
が
、

こ
う
い
っ
た
願
条
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
回
答
は
、
悪
業
(
『
尋
』
で
は
、
民
害
と
な
っ
て
い
る
)
を
行
っ
て
い
る
者
が
あ
っ
た
ら
申
出
る
よ
う
。
札
弾
の
上

処
分
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
、
御
蔵
新
田
御
免
願
:
:
:
全
願
条
中
こ
の
願
条
の
解
釈
が
一
番
難
か
し
い
。

筆
者
は
、
以
前
『
近
世
青
森
県
に
お
け
る
農
民
の
生
活
史
』
の
中
で
、

一
般
の
百
姓
な
ら
、
新
田
開
発
に
一
挟
ま
で
お
こ
し
て
反

対
す
る
必
要
は
無
か
ろ
う
と
の
先
入
観
か
ら
、
こ
れ
を
、
戊
辰
戦
争
の
結
果
無
禄
士
族
と
な
っ
た
も
と
七
戸
御
給
人
達
が
、
税
金
を

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
御
蔵
新
田
の
開
発
に
反
対
し
た
も
の
と
見
、

さ
ら
に
は
前
願
条
の
、
所
役
人
の
登
用
反
対
の
う
ら
に
は
、

役
職
に
つ
け
な
か
っ
た
同
輩
達
の
嫉
み
も
あ
る
も
の
と
見
て
、
こ
の
一
撲
の
う
ち
に
は
、
こ
う
い
っ
た
元
御
給
人
中
の
不
平
分
子
が

い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
た
が
、
今
こ
こ
で
、
次
の
二
つ
の
理
由
に
よ
り
そ
の
考
を
改
め
た
い
。

@
無
禄
と
な
っ
た
元
御
給
人
達
は
、
連
名
で
左
の
如
く
誠
忠
を
誓
っ
て
い
る
こ
と
。
(
前
掲
『
雑
日
下
恵
』
)

一
統
泣
沸
奉
恐
入
候
。
依
之
恐
多
願

上
様
奉
存
候
得
共
、
御
沙
汰
の
通
慎
而
農
商
の
内
ニ
帰
し
、
追
而
御
沙
汰
迄
生
業
相
励
ミ
居
可
申
候
問
、
万
一
異
変
等
の
義
出
来
候

此
度
無
御
嫁
御
趣
意
柄
ニ
付
、
私
共
御
暇
被
下
置
候
旨
御
沙
汰
の
趣
委
細
被
仰
渡
奉
畏
候
。



節
は
、
御
沙
汰
次
第
、
何
方
迄
も
馳
参
、
御
奉
公
相
願
申
度
、

一
同
赤
心
ニ
御
座
候
問
、
何
卒
情
実
不
便
と
思
召
被
成
下
、
永
ク
子

孫
ニ
至
迄
無
御
見
捨
、
何
時
に
で
も
御
用
被
仰
付
被
成
下
度
奉
歎
願
候

明
治
二
年
五
月

七
戸
惣
御
給
人

連

正日

諸

医

長

山

蔵
五
郎

様

1じ

山

克

己

様

西

野

轄

様

@
別
記
し
た
よ
う
に
、
明
治
二
年
五
月
、
新
田
開
発
を
条
件
と
し
て
、
元
御
給
人
達
を
信
方
の
無
禄
士
族
と
す
る
こ
と
を
認
め
る

ゃ
、
新
田
開
発
願
が
殺
到
し
、
元
七
戸
御
給
人
の
ほ
と
ん
ど
が
無
禄
士
族
と
し
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
。

」
の
願
条
に
対
す
る
回
答
は

①
新
田
開
発
政
策
は
、
新
政
府
の
根
本
方
針
で
あ
る
こ
と

②
日
本
国
中
、
七
戸
通
ほ
ど
開
拓
適
地
の
多
い
処
は
な
い
こ
と

③
従
っ
て
、
こ
の
願
条
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
方
、
『
尋
』
で
は
、
百
姓
の
納
め
て
い
る
年
貢
だ
け
で
は
、
藩
の
相
続
も
お
ぼ
つ
か
な
い
こ
と
。
そ
の
た
め
家
中
の
士
も
十
分
に

召
抱
え
ら
れ
な
く
、
俸
禄
の
支
給
も
少
額
で
あ
る
こ
と
。
よ
っ
て
、
困
窮
者
救
済
と
藩
財
政
窮
乏
打
開
の
た
め
の
新
田
開
発
で
あ
る

天

間
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こ
と
。
も
し
、 第

五
編

近

代

六
四
八

七
戸
地
方
の
人
が
開
発
に
反
対
で
あ
る
と
い
う
な
ら
他
国
人
に
開
発
を
さ
せ
る
、

と
ま
で
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
回
答
や
『
尋
』
の
文
言
か
ら
み
れ
ば
、
新
田
開
発
は
、
も
と
七
戸
御
給
人
即
ち
無
禄
士
族
だ
け
を
対
象
と
し
た
も
の
で

つ
ま
り
、
誰
に
で
も
、
平
等
に
開
発
を
許
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

も
な
け
れ
ば
、
百
姓
だ
け
を
対
象
と
し
た
も
の
で
も
な
い
。

て
み
よ
う
。

そ
こ
で
、
実
際
、
こ
の
噴
の
こ
の
地
方
の
新
田
開
発
が
如
何
に
行
わ
れ
た
か
、
そ
の
状
況
を
『
新
渡
戸
伝
一
生
記
』
に
よ
っ
て
み

二
・
五
・
二
一

二
・
六
・
二
九

二
・
七
・

二
・
八
・
二
四

二
・
八
・
二
九

二
・
九
・
十
七

二
・
九
・
二
一

二
・
九
・
二
五

新
渡
戸
伝
、
中
務
殿
よ
り
、
無
禄
士
族
に
対
し
新
田
を
聞
か
せ
る
よ
う
、
そ
の
た
め
障
碍
に
な
る
こ
と
の
有
無

を
調
査
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
る

所
御
給
人
数
人
新
田
開
発
を
願
出
る

七
戸
衆
数
人
新
田
開
発
を
願
出
る

七
戸
衆
野
竿
御
検
地
を
願
出
る

藩
役
人
、

七
戸
村
・
甲
地
・
榎
林
・
二
ツ
森
・
天
間
館
・
中
柚
・
大
浦
・
上
野
・
洞
内
等
八
ヶ
村
を
廻
位
、
御

蔵
新
田
願
上
に
つ
い
て
の
無
精
な
る
取
計
い
に
対
し
諭
達
す

七
戸
町
大
塚
屋
喜
平
治
、
舟
木
屋
儀
兵
衛
新
田
開
発
願
を
出
す

七
戸
町
舟
木
屋
儀
兵
衛
、
検
断
安
兵
衛
新
田
開
発
願
を
出
す

浦
田
寛
平
右
同
断

盛
田
勇
八
に
対
し
、
榎
林
村
に
て
申
請
中
の
御
蔵
新
田
二
百
六
十
石
中
五
分
の
一
を
茅
場
と
し
、
残
り
を
他
に



譲
渡
し
た
し
と
の
願
を
許
可
す

二
・
九
・
二
六

五
戸
衆
・
七
戸
衆
よ
り
の
新
田
開
発
願
日
々
に
増
加
す

二
・
ニ
・
十
六

新
政
の
新
田
開
発
促
進
政
策
に
そ
っ
て
七
戸
公
用
人
よ
り
民
部
省
へ
開
拓
願
を
出
す

同
時
に
成
開
地
の
永
世
下
賜
と
十
五
ヶ
年
の
鍬
下
年
季
を
願
出
る

一一. 
一. 
一一一

七
戸
民
事
所
よ
り
、
開
田
士
族
に
対
し
、
開
田
成
工
の
上
は
、
御
改
の
上
、

そ
の
幾
分
か
を
家
禄
と
す
る
旨
を

達
す(

こ
の
条
の
み
盛
田
家
文
書
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
頃
新
田
開
発
願
を
呈
出
し
た
も
の
は
、
所
御
給
人
(
無
禄
士
族
)
、

五
戸
衆
・
七
戸
衆
(
衆
は
、
や
は
り
無

禄
士
族
を
さ
す
)

で
、
続
出
し
た
と
い
わ
れ
る
新
田
開
発
希
望
者
中
に
は
、
百
姓
が
一
人
も
な
く
、

わ
ず
か
に
商
人
が
数
人
い
る
外

は
、
ほ
と
ん
ど
が
無
禄
士
族
で
あ
っ
た
。

百
姓
に
は
、
自
力
で
新
田
開
発
す
る
力
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

無
禄
士
族
が
新
田
開
発
に
殺
到
し
た
の
は
、
明
治
二
年
五
月
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
元
七
戸
御
給
人
中
、
新
田
開
発
を
し
た
も
の

は
、
士
族
(
但
し
無
禄
)
に
召
抱
え
る
、

と
い
う
方
針
に
沿
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
人
達
の
開
発
し
た
田
畑
は
、
盛
田
勇
八
の
榎

林
で
の
開
発
の
事
例
で
分
る
よ
う
に
、

お
蔵
新
田
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
無
禄
士
族
は
、
士
族
の
名
誉
欲
じ
さ
に
、
租
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
お
蔵
新
田
の
開
発
に
従
事
し
た
の
で
あ
っ

た。
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第
五
編

近

代

六
五

O

そ
の
数
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
百
数
十
人
に
及
ん
だ
。

こ
の
こ
と
は
、
当
面
新
田
開
発
を
す
る
力
の
な
い
村
の
百
姓
に
と
っ
て
は
黙
視
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

御
蔵
新
田
開
発
反
対
の
願
条
は
、
こ
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
百
姓
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

て
御
検
地
改
め
反
対
願

江
戸
時
代
の
百
姓
が
検
地
に
反
対
す
る
の
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

隠
し
反
別
が
あ
ば
か
れ
て
は
大
変
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
回
答
な
ら
び
に
「
尋
』
は
左
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
。

@
検
地
は
新
政
府
の
政
策
で
あ
り
、
検
地
様
式
が
雛
形
を
以
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

@
当
地
方
は
寛
文
年
間
以
来
検
地
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
土
位
・
石
盛
・
反
別
が
不
明
確
で
、
所
有
者
自
身
す
ら
よ
く
知
っ
て

い
な
い
こ
と

の
全
国
の
う
ち
、
調
査
未
了
の
地
方
は
、
七
戸
、

八
戸
、
斗
南
だ
け
で
あ
る
こ
と

@
従
っ
て
、
百
姓
自
ら
の
手
で
調
書
を
提
出
で
き
る
な
ら
と
も
か
く
、
そ
れ
も
出
来
ま
い
か
ら
藩
で
実
施
す
る

こ
の
回
答
な
ら
び
に
『
尋
』

の
い
う
と
こ
ろ
も
尤
も
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
に
問
題
な
の
は
、
回
答
中
に
あ
る
よ
う
に
、
当
地
方

は
寛
文
年
聞
に
検
地
が
行
わ
れ
て
以
来
、
こ
の
時
点
ま
で
、
二
百
年
間
全
然
検
地
を
や
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
、
百
姓
の
持
高
と
、
現
実
の
耕
作
反
別
と
の
聞
に
は
、
は
な
は
だ
し
い
く
い
違
い
が
生
じ
て
い
た
。

即
ち
、
大
農
は
持
高
に
比
し
、
耕
作
反
別
が
大
き
か
っ
た
の
に
対
し
、
小
農
の
中
に
は
、
持
高
よ
り
も
耕
作
反
別
が
極
端
に
少
な

い
百
姓
も
い
た
。
(
『
郷
村
古
実
見
聞
記
』
南
部
叢
書
第
四
冊
一
八
三
頁
参
照
)



こ
の
よ
う
な
事
態
の
生
じ
た
の
は
、
土
地
売
買
の
際
、
売
主
の
弱
味
に
つ
け
こ
ん
で
、
高
の
不
当
な
る
移
転
が
行
わ
れ
て
い
る
た

め
で
あ
っ
た
。

こ
う
み
て
く
る
と
、
こ
の
検
地
反
対
の
願
条
は
、
不
当
な
る
高
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
一
部
少
農
を
除
い
た
一
般
百
姓
と
、
有
利
な

高
を
所
有
し
て
い
る
大
農
と
の
利
害
の
一
致
の
上
に
出
さ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
、
徒
頭
処
罰
御
免
願
:
:
:
自
分
達
の
代
表
者
を
処
分
し
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
願
は
、

一
授
と
し
て
は
当
然
の
願
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
す
る
回
答
は
、
『
新
渡
戸
伝
一
生
記
」
で
は
「
御
寛
免
も
可
在
之
事
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
筆
者
所
持
の
も
の
に

は
「
違
作
凶
作
打
続
候
折
柄
、
食
料
ニ
も
迷
惑
、
上
納
も
行
届
不
申
、
無
拠
歎
願
申
出
候
ニ
候
ハ
ミ
頭
人
ハ
御
礼
有
之
間
敷
事
」

と
な
っ
て
い
る
。

但
し
、
事
実
は
、
こ
れ
と
異
な
り
、
短
期
間
と
は
い
え
、

一
撲
の
主
謀
者
治
郎
兵
衛
、
新
山
助
右
衛
門
等
が
入
牢
せ
し
め
ら
れ
た

こ
と
は
、
『
工
藤
轍
郎
口
述
書
』
其
の
他
の
示
す
通
り
で
あ
る
。

以
上
、

一
撲
の
願
条
の
呈
出
さ
れ
た
原
因
を
筆
者
な
り
に
分
析
し
て
み
た
が
、

さ
ら
に
こ
れ
を
総
括
し
て
み
よ
う
。

江
戸
時
代
、
こ
の
地
方
の
百
姓
は
極
度
に
貧
し
か
っ
た
。
そ
う
い
う
中
か
ら
租
税
を
納
め
、

一
家
数
人
の
衣
食
住
を
賄
っ
て
い
く

こ
と
は
、
な
み
た
い
で
い
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

こ
う
い
う
実
情
を
熟
知
し
て
い
た
南
部
藩
は
七
戸
地
方
か
ら
の
年
貢
収
入
を
ほ
と
ん
ど
あ
て
に
し
て
い
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
代
官
と
し
て
も
、
成
績
を
あ
げ
る
た
め
に
過
酷
な
年
貢
を
と
り
た
め
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
百
姓
は
時
に
は
他
に

類
例
を
見
な
い
「
自
分
検
見
」
で
、
自
ら
年
貢
を
計
算
し
て
上
納
す
る
こ
と
す
ら
許
さ
れ
て
い
た
。
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第
五
編

近

代

六
五

こ
れ
が
江
戸
時
代
、
こ
の
地
方
に
あ
ま
り
百
姓
一
撲
が
発
生
し
な
か
っ
た
理
由
で
あ
る
。

明
治
に
な
っ
て
、
突
如
と
し
て
七
戸
藩
な
る
も
の
が
成
立
し
、
五
戸
通
の
十
三
ヶ
村
が
七
戸
領
に
編
入
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
し
て
三
本
木
開
拓
の
父
で
あ
り
、
野
辺
地
戦
争
の
終
戦
処
理
に
功
を
た
て
た
新
渡
戸
伝
が
大
参
事
と
な
り
、
新
し
い
藩
政
が
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
三
年
九
月
か
ら
は
、
乱
れ
た
田
制
を
た
だ
す
た
め
の
検
地
が
強
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
元
御
給
人
中
か
ら
所
役
人
に
登

用
さ
れ
た
者
が
屡
々
村
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
正
規
の
租
税
徴
収
の
方
針
が
示
達
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
所
役
人
の
百
姓
に
接
す
る
態

度
は
、
百
姓
か
ら
見
れ
ば
、
が
ま
ん
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

御
一
新
と
呼
ば
れ
た
維
新
政
府
や
、
七
戸
地
方
民
が
は
じ
め
て
其
の
目
で
み
た
七
戸
藩
の
こ
う
い
っ
た
方
針
は
、
七
戸
地
方
民
の

期
待
を
完
全
に
う
ら
ぎ
っ
た
。

旧
五
戸
通
か
ら
七
戸
領
に
移
さ
れ
た
十
三
ヶ
村
の
者
に
と
っ
て
は
尚
更
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
う
い
う
複
雑
な
政
治
的
、
社
会
経
済
的
背
景
の
も
と
、
前
記
願
条
に
み
ら
れ
る
事
柄
を
直
接
原
因
と
し
て
こ
の
百
姓
一
授
は
発

生
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
域
の
実
情
を
無
視
し
た
新
政
不
信
の
一
撲
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

従
っ
て
直
接
行
動
の
時
点
に
お
い
て
は
、
十
八
ヶ
村
の
村
長
が
云
う
よ
う
に
「
私
共
不
存
候
内
、
小
間
居
の
者
相
催
、
屯
集
仕
候

故
、
折
角
差
留
取
扱
候
内
、
右
様
の
所
業
に
至
り
申
候
・
:
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
巨
視
的
に
こ
れ
を
み
れ
ば
、

こ
の
一
授
は
肝
入
、
老
名
等
を
も
含
む
七
戸
全
領
の
惣
百
姓
一
撲
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
の
余
地
が
な
く
、

ま
た
、
主
謀
者
と
目
さ
れ

た
一
、
ニ
の
者
だ
け
の
企
図
に
基
づ
く
も
の
で
も
な
か
っ
た
こ
と
は
一
一
一
一
口
う
ま
で
も
な
い
。



第
六
節

一
授
の
結
末

θ
、
十
ヶ
条
の
願
条
取
下
げ
、
一
二
ヶ
条
の
願
条
呈
出

一
撲
の
願
条
に
対
す
る
藩
の
回
答
は
、
極
め
て
理
路
整
然
た
る
も
の
で
、

い
か
に
も
南
部
藩
中
に
、

そ
の
人
あ
り
と
知
ら
れ
た
新

渡
戸
伝
に
し
て
は
じ
め
て
な
し
う
る
体
の
も
の
で
あ
り
、
百
姓
の
実
情
を
十
分
わ
き
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
条
理
あ
る
回
答
に
、

一
撲
を
お
こ
し
た
十
八
ヶ
村
の
村
長
は
、
自
ら
十
ヶ
条
の
願
条
を
取
下
げ
、
三
ヶ
条
に
限
定
し
た
願
書

を
改
め
て
呈
出
し
た
。

新
渡
戸
伝
が
南
川
目
大
肝
入
半
藤
に
回
答
書
一
を
手
交
し
た
後
、

一
撲
を
お
こ
し
た
理
由
を
廿
五
ヶ
村
の
村
長
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

廿
五
ヶ
村
の
う
ち
、
東
六
ヶ
村
な
ら
び
に
三
本
木
村
の
者
は
、
願
筋
も
一
円
心
得
申
さ
ず
、
「
八
幡
山
へ
相
集
り
不
申
候
へ
ば
家
を
潰

す
と
申
触
れ
候
故
罷
越
候
処
、
最
早
退
散
後
参
り
候
故
前
後
心
得
不
申
」
と
答
え
、
十
八
ヶ
村
の
村
長
は
、
「
私
共
不
存
候
内
、
小
間

居
の
者
相
催
、
屯
集
仕
候
故
、
折
角
差
留
取
扱
候
内
、
右
様
の
所
業
に
至
り
申
候
。
何
分
願
下
に
改
て
願
上
度
」
と
歎
願
し
た
の
で
、

十
ヶ
条
を
下
げ
渡
し
た
と
こ
ろ
、
改
め
て
次
の
三
ヶ
条
の
み
の
願
書
を
差
出
し
た
と
い
う
。
(
『
新
渡
戸
伝
一
生
記
』
)

御

年

貢

三
分
の
一
年
延

御
定
例
大
豆

三
分
の
一
御
買
上

御

救

助

米

半
納

注
意
・
:
こ
の
新
三
ヶ
条
は
、
藩
の
回
答
を
も
と
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
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四

藩
は
、
こ
の
措
置
で
一
安
心
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
十
一
月
二
日
民
部
省
務
司
の
大
久
保
方
雄
、
竹
田
十
左
衛
門
が
来
藩
し
、

藩
に
対
し
詳
細
な
報
告
を
求
め
た
。

そ
の
結
果
は
、
翌
十
二
月
の
、
年
貢
皆
納
受
諾
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

。
、
年
貢
皆
納
受
諾

こ
の
間
の
事
情
を
、
『
新
渡
戸
一
生
記
」
は
、
「
十
二
月
二
日
、
谷
川
出
仕
、
渡
辺
民
部
大
丞
よ
り
呼
出
に
付
、
涌
谷
へ
罷
越
候
処
、

羽
州
山
形
迄
可
参
申
置
に
付
、
笹
谷
峠
よ
り
山
形
へ
罷
出
候
処
、
七
戸
百
姓
動
揺
の
次
第
に
付
、
年
貢
三
分
の
一
年
延
申
付
候
儀
、

如
何
心
得
候
哉
、
年
貢
は
不
私
、
天
下
一
統
の
事
、
知
事
限
取
計
難
落
付
、
存
入
可
申
出
、
久
保
田
米
御
払
代
金
を
伺
も
無
之
、
二

ヶ
年
納
の
達
、
是
又
不
落
付
事
候
、
両
条
承
度
、
其
許
答
相
出
不
申
候
は
ミ
早
々
罷
下
り
返
答
可
在
之
候
事
、
乍
去
、
其
許
相
下

り
、
百
姓
諭
達
致
し
、
悔
悟
在
之
、
年
貢
皆
納
事
に
相
成
候
へ
ば
格
別
、
百
姓
切
迫
次
第
見
切
候
は
て
知
事
限
米
金
貸
付
は
別
段

の
事
被
申
、
依
之
七
戸
郷
廿
五
ヶ
村
呼
出
、
谷
川
諭
達
候
処
、
御
年
貢
皆
納
御
請
五
日
差
上
る
。
五
戸
郷
十
三
ヶ
村
六
日
呼
出
し
、

扱
候
処
、
右
村
も
御
請
差
上
候
。
内
実
は
、
石
高
分
は
預
切
手
に
て
会
計
局
よ
り
貸
渡
し
置
候
事
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
維
新
政
府
の
強
い
詰
問
に
よ
り
、
名
は
同
じ
く
藩
と
い
い
な
が
ら
、
新
し
い
藩
は
、

も
は
や
江
戸
時
代
の
藩
と
は
全
く
違
つ

た
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
、
藩
も
百
姓
も
、

い
た
い
ほ
ど
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

か
く
て
新
政
府
と
百
姓
と
の
聞
の
い
た
ば
さ
み
と
な
っ
た
藩
は
、
百
姓
に
年
貢
皆
納
を
命
じ
な
が
ら
、
実
際
上
は
三
分
の
一
年
延

分
を
七
戸
藩
会
計
局
か
ら
百
姓
に
貸
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
窮
状
を
切
り
ぬ
け
た
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
時
、
七
戸
藩
総
村
か
ら
出
さ
れ
た
請
書
は
、
左
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
。



乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候
事

当
御
年
貢
上
納
方
、
御
分
付
之
通
被
仰
付
候
所
、
当
年
豊
熟
と
は
乍
申
、
昨
年
大
凶
耗
ニ
而
、
御
百
姓
共
一
統
難
渋
仕
候
処
よ
り
、

一
一
手
二
上
納
、
一
ニ
ヶ
一
年
延
奉
願
上
候
処
、
段
々
之
御
憐
解
諭
達
之
趣
、
重
畳
恐
入
奉
存
候
、
依
之
御
年
貫
之
儀
は
格
別
之
御
儀
ニ

御
座
候
問
、
御
沙
汰
之
通
皆
上
納
可
仕
候
問
、
不
勘
弁
之
願
上
方
、
幾
重
ニ
も
御
免
被
成
下
度
、
此
段
一
統
奉
願
上
候
。
以
上
。

明
治
三
庚
午
年
十
二
月

惣

村

肝

入

老
名
共

な
お
、
御
救
助
米
半
納
、
残
り
年
延
の
件
は
ど
う
処
理
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

⑤
、
御
救
助
米
代
年
延
願
の
呈
出

『
新
渡
戸
伝
一
生
記
」
は
こ
れ
に
つ
い
て
何
も
記
し
て
い
な
い
が
、
七
戸
通
総
村
肝
入
、
老
名
か
ら
、
年
貢
皆
納
受
諾
時
に
、
次

の
よ
う
な
年
延
願
が
呈
出
さ
れ
て
い
る
。

乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候
事

当
春
従
朝
廷
、
為
御
救
拝
借
米
被
仰
付
、
飢
縄
之
者
壱
人
も
無
之
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
右
御
代
金
此
度
、
皆
上
納
可
仕
候
所
、

近
年
不
作
打
続
、
其
上
昨
年
之
凶
耗
ニ
而
、
当
年
豊
熟
と
は
乍
申
、
来
出
秋
迄
食
料
も
無
覚
束
、
心
配
難
渋
仕
候
、
依
之
重
畳
奉
恐

入
候
次
第
二
ハ
御
座
候
得
共
、
右
御
代
金
、
此
方
江
半
金
も
上
納
、
残
金
来
未
ノ
十
月
中
迄
年
延
猶
予
被
成
下
度
奉
願
上
候
。
此
旨
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小
間
居
御
百
姓
共
一
統
歎
願
仕
候
問
、
何
卒
格
別
之
御
憐
感
ヲ
以
、
願
之
通
被
何
付
被
下
置
候
ハ
ヌ
難
有
仕
合
奉
存
候
、
此
段
奉
願

上
候
。
以
上明

治
三
庚
午
年
十
二
月

惣

村

肝

入

老
名
共

三
ヶ
条
の
願
条
の
う
ち
、
御
定
例
大
豆
の
件
は
七
戸
藩
限
り
で
処
置
出
来
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
一
応
お
く
と
し
て
、
そ

の
他
の
二
ヶ
条
の
切
実
な
願
い
が
悉
く
不
許
可
と
あ
っ
て
は
、
藩
の
面
目
に
も
か
〉
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
百
姓
の
窮
状
を
見
て

は
、
藩
と
し
て
も
こ
の
願
の
実
現
に
向
っ
て
努
力
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
処
理
は
順
調
に
い
か
ず
、
そ
の
間
の
藩
の
苦
労
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
聞
の
事
情
を
順
を
追
っ
て
記
し
て
み
よ
う
。

一
、
明
治
四
・
正
・
八
日
:
・
渡
辺
一
騎
、
弁
官
に
出
頭
し
、
「
御
救
助
米
代
の
儀
は
連
も
速
に
上
納
の
情
実
無
之
、
押
而
厳
達
、

時

ニ
取
上
候
て
は
、
御
救
助
の
道
相
立
不
申
哉
に
も
奉
存
、
此
度
別
紙
の
通
奉
願
上
候
。
何
卒
此
辺
御
洞
察
被
下
、
御
仁
岨
の
御
沙
汰

被
成
下
候
ハ
ミ
管
内
一
同
奉
感
、
再
度
暴
動
の
所
為
有
之
間
敷
奉
存
候
、
此
段
宜
御
聞
届
被
下
度
奉
願
上
候
。
以
上
。
」
の
願
書
を

呈
出
す
る
。

が
お
、
別
紙
に
は
、
御
救
助
米
受
取
分
千
三
拾
石
壱
斗
八
升
余
、
代
金
壱
石
に
付
七
両
計
算
に
て
七
千
弐
百
拾
壱
両
壱
分
の
内
、

弐
千
両
は
上
納
済
と
な
っ
た
が
残
金
五
千
弐
百
両
余
は
急
速
に
納
め
か
ね
る
の
で
、
上
納
を
延
期
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
趣
旨
が
書



か
れ
て
い
る
。

一
、
明
治
四
・
正
・
十
八
日
:
・
大
蔵
省
の
呼
出
に
応
じ
、
雄
子
春
治
が
出
頭
し
た
と
こ
ろ
、
弐
千
両
の
御
救
助
米
代
金
は
一
体
何
処

へ
上
納
し
た
の
か
。
政
府
は
こ
れ
を
受
取
っ
て
い
な
い
、

と
詰
問
さ
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
雄
子
は
、
救
助
米
は
按
察
府
よ
り
受
領
し
た
。
し
か
し
先
般
按
察
府
は
廃
止
に
な
り
、
同
所
取
扱
事
務
は
今
後
山

形
県
で
取
扱
う
と
の
布
告
に
基
づ
き
、
山
形
県
へ
納
め
た
旨
を
回
答
し
、
納
得
を
得
る
。

一
、
明
治
四
・
正
・
廿
七
日
:
・
帳
子
春
治
、
大
蔵
省
に
出
頭
し
、
御
救
助
米
代
延
納
願
に
対
す
る
回
答
を
求
め
た
が
、
当
省
で
は
分

ら
ぬ
、
勿
論
弁
官
で
も
分
ら
ぬ
だ
ろ
う
、
従
っ
て
、

お
そ
ら
く
「
山
形
県
迄
相
願
可
申
と
御
差
図
ニ
相
成
可
申
:
・
」
と
の
返
事
を
も

ら
っ一

、
明
治
四
・
正
・
晦
日
・
:
正
月
八
日
の
願
に
対
し
弁
官
よ
り
「
書
面
之
趣
、
山
形
県
江
可
申
出
事
」
と
指
示
が
下
る

一
、
明
治
四
・
二
・
方
日
・
:
山
形
県
へ
御
救
助
米
代
延
納
願
を
出
す

一
、
明
治
四
・
二
・
十
三
日
:
・
渡
辺
一
騎
、
民
部
省
庶
務
司
に
出
頭
し
た
と
こ
ろ
、
御
救
助
米
の
件
は
、
民
部
省
庶
務
司
の
取
扱
と

な
っ
た
か
ら
詳
細
な
る
調
書
を
品
明
後
日
ま
で
に
呈
出
せ
よ
と
命
ぜ
ら
れ
る

一
、
明
治
四
・
二
・
十
五
日
・
:
伊
藤
正
吾
、
民
部
省
庶
務
司
に
出
頭
、
前
々
日
命
ぜ
ら
れ
た
調
書
を
呈
出
し
た
処
、

い
ず
れ
、
山
形

県
よ
り
の
返
書
を
持
っ
て
回
答
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
、
明
治
四
・
三
・
廿
七
日
:
・
伊
藤
正
吾
、
民
部
省
庶
務
司
へ
出
頭
し
、
「
先
般
山
形
県
江
掛
合
状
差
出
置
処
、
藩
地
に
返
戻
に
付
、

此
度
藩
地
ヨ
リ
差
越
候
問
、
両
三
日
中
ニ
御
序
も
有
之
候
ハ
ゾ
御
出
頭
有
之
度
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
(
『
七
戸
藩
出
張
所
諸
御
用
留
』
)

天

間

林

村

史

ハ
五
七
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五
八

御
救
助
米
代
に
関
す
る
資
料
は
こ
れ
以
外
に
な
い
。
明
治
四
年
四
月
一
日
か
ら
始
ま
る
七
戸
藩
の

『
諸
御
用
留
』
も
、
こ
の
件
に

つ
い
て
一
切
記
し
て
い
な
い
の
で
、

ど
の
よ
う
な
結
末
が
つ
い
た
か
は
明
瞭
で
な
い
が
、

お
そ
ら
く
、
こ
れ
で
打
切
り
に
な
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
返
済
ず
み
の
御
救
助
米
代
弐
千
両
は
、
政
府
か
ら
の
拝
借
金
弐
千
両
と
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
。

そ
こ
で
疑
問
に
思
う
の
は
、
御
救
助
米
代
に
充
て
ら
れ
た
弐
千
両
は
、
実
は
、
政
府
か
ら
の
拝
借
金
を
流
用
し
て
の
立
て
替
え
払

い
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

千
三
拾
石
壱
斗
余
の
御
救
助
米
の
内
、
百
姓
が
希
望
し
て
実
際
に
払
下
げ
を
受
け
た
数
回
一
一
塁
は
、
六
百
五
拾
五
石
壱
斗
余
に
止
り
、

一

百
七
拾
五
石
が
残
米
と
し
て
残
っ
て
い
た
。

こ
の
六
百
五
拾
五
石
余
の
代
金
四
千
五
百
八
拾
六
両
壱
分
と
銭
四
百
三
拾
文
の
う
ち
、
明
治
三
年
中
に
追
々
弐
千
両
が
上
納
さ
れ

た
の
で
、
こ
れ
を
一
先
ず
返
納
し
た
と
、
『
七
戸
藩
庁
出
張
所
諸
御
用
留
』
に
は
あ
る
が
、

せ
っ
か
く
の
御
救
助
米
の
全
量
払
下
げ
を

受
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
困
窮
し
て
い
る
百
姓
に
、
総
額
弐
千
両
の
返
納
金
が
、
直
ち
に
出
せ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

」
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
な
お
後
考
を
ま
ち
た
い
。

⑮
、
御
定
例
大
豆
三
分
の
一
御
買
上

御
定
例
大
豆
の
御
買
上
げ
量
の
減
量
は
七
戸
藩
限
り
で
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
、
七
戸
藩
が
指
示
し
て
三
分
の
一
御
買
上
願
を
呈
出
さ
せ
た
以
上
、

そ
の
通
り
に
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。

次
に
掲
げ
る
、
明
治
三
年
十
三
ヶ
村
御
定
例
大
豆
取
立
調
は
、
明
ら
か
に
三
分
の
一
御
買
上
げ
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。



明
治
三
年
十
三
ヶ
村
御
定
例
大
豆
取
立
調

高
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合
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二
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八
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O
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七
一
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O

一
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一
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上
納
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名

石

ム

口

七
O

一O

二
七
一
七
八

二
一
三

O
八

二
八
五
三

三
二

O

六
四
八
四

九
七
五
三

六
八
三
一

一
四
五
八

九
七
五
三

一一一一

O
九

二
四

O
四
二

八
七
二
五

。
明
治
三
年
庚
午
閏
十
月
「
十
三
プ
ヶ
村
御
定
例
大
豆
調
帳
同
取
立
帳
」
に
よ
る

。
こ
の
調
帳
は
訂
正
箇
所
が
多
い
の
で
、
数
字
に
多
少
の
誤
り
が
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
今
の
と
こ
ろ
未
定
稿
と
し
た
い

@
高
は
、
村
高
中
よ
り
、
給
所
高
を
除
い
た
も
の
の
如
く
で
あ
る

天

林

史

村

間

ハ
五
九
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O

⑮
御
定
例
大
豆
の
賦
課
高
は
、
高
百
石
に
つ
き
拾
九
石
三
斗
九
升
で
あ
る
。

⑤
上
納
高
は
、
朱
書
に
て
三
一
ヶ
一
上
納
ニ
納
市
何
石
何
斗
」
と
記
さ
れ
て
い
る

し
か
し
、
同
年
同
月
調
の
『
南
川
目
通
、
御
定
例
御
大
豆
割
合
書
上
帳
』
、

お
よ
び
「
北
川
目
通
、
御
定
例
御
大
亘
書
上
帳
」
に
は
、

三
ヶ
一
上
納
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
(
い
ず
れ
も
盛
岡
家
文
書
)

⑤
、
検
地
の
実
施

検
地
反
対
の
願
条
は
、
十
ヶ
条
の
中
に
あ
っ
た
が
、
間
十
月
二
十
四
日
の
三
ヶ
条
の
再
願
中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
は
百
姓
に
と
っ
て
は
最
大
の
願
条
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
結
果
に
つ
い
て
一
言
し
た
い
。

検
地
の
こ
と
は
、
明
治
三
年
九
月
頃
よ
り
し
き
り
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、

一
撲
も
お
さ
ま
っ
て
し
ば
ら
く
後
、
七
戸
藩
の
検
地
に

は
、
民
部
省
地
理
司
が
立
会
う
こ
と
と
な
っ
た
。

藩
は
、
明
治
四
年
正
月
三
十
日
、
翌
二
月
中
旬
よ
り
検
地
を
行
う
た
め
、
地
理
司
の
出
張
を
求
め
た
が
、
実
際
に
民
部
省
地
理
権

少
佑
柳
明
徳
、
庶
務
大
令
吏
川
島
慎
が
、
三
本
木
を
経
て
七
戸
へ
倒
着
し
た
の
は
、

四
年
三
月
十
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
別
記
十
五
ヶ
村
の
実
地
検
分
が
あ
り
、
な
お
天
間
館
通
り
、
南
川
目
通
諸
村
を
も
一
巡
の
上
、
両
使
が
七
戸
へ
帰
っ
た

の
は
四
月
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
両
使
は
四
月
十
二
日
に
は
帰
府
し
て
い
る
か
ら
、
廻
村
の
後
直
ち
に
離
七
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

七
戸
で
は
そ
れ
か
ら
、
文
書
作
成
の
こ
と
が
あ
り
、
調
査
結
果
は
、
明
治
四
年
五
月
十
二
日
に
弁
官
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

左
に
そ
の
結
果
を
掲
げ
よ
う
。
(
盛
田
家
文
書
『
前
掲
諸
御
用
留
』



十
五
ヶ
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検
地
出
目
高
表
(
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七
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反
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こ
の
調
査
結
果
は
、
明
治
四
年
五
月
十
二
日
、
渡
辺
一
騎
が
持
参
し
て
弁
官
に
提
出
さ
れ
た
が
、
残
り
二
拾
三
ヶ
村
に
つ
い
て
は
、

そ
の
末
尾
に
当
秋
農
作
業
終
了
後
、
取
調
べ
の
上
報
告
す
る
、

〉
)
占
め

λ
u
。

こ
の
残
り
二
拾
三
ヶ
村
の
検
地
は
、
同
年
七
月
が
廃
藩
置
県
の
こ
と
も
あ
り
、

ど
う
な
っ
た
か
明
瞭
で
な
い
。

何
れ
に
せ
よ
、
こ
の
十
五
ヶ
村
で
、

四
二
六
一
石
の
本
高
に
対
し
、
七
七
九
九
石
の
改
高
で
、
三
五
三
八
石
の
出
目
高
で
あ
る
か

ら
、
実
に
八
割
強
の
出
目
高
と
な
る
。

こ
れ
で
は
百
姓
が
検
地
反
対
を
唱
え
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。

@
、
藩
の
責
任
者
の
進
退
伺
い

こ
の
よ
う
な
大
事
を
引
起
こ
さ
せ
、
し
か
も
政
府
か
ら
見
た
場
合
、

そ
の
対
応
の
仕
方
に
適
切
を
欠
い
た
藩
の
責
任
者
は
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
左
の
よ
う
な
進
退
伺
を
呈
出
し
た
。

昨
庚
午
十
一
月
御
届
申
上
候
当
藩
管
内
農
民
共
多
人
数
、
願
筋
有
之
趣
ニ
テ
、
藩
庁
近
ク
相
迫
、
及
乱
行
候
ニ
付
、
取
鎮
之
人
数

差
上
、
早
速
鎮
静
ニ
相
成
候
得
共
、
畢
寛
私
儀
藩
政
不
行
届
ヨ
リ
ト
深
奉
恐
入
候
、
依
之
進
退
如
何
相
心
得
可
申
哉
、
何
分
之
御
沙

汰
被
成
下
候
様
、
此
段
奉
願
上
候
。
以
上
。

辛
未
四
月
十
三
日

七
戸
藩
知
事

南

信

方

弁
官
御
中

同
日
、

七
戸
藩
大
参
事
新
渡
戸
伝
も
同
様
の
趣
旨
の
進
退
伺
い
を
出
し
た
が
、
信
方
に
対
し
て
は
同
月
二
十
八
日
、
伝
に
対
し
て

は
同
月
二
十
三
日
、
何
れ
も
「
不
及
其
儀
事
」
と
差
戻
し
に
な
っ
た
。
(
「
前
掲
諸
御
用
留
』
)



こ
の
一
授
が
、

そ
の
後
の
七
戸
藩
知
事
南
部
信
方
、

お
よ
び
幼
少
の
信
方
を
助
け
る
義
父
で
あ
り
隠
居
の
南
部
信
民
に
与
え
た
影

響
は
極
め
て
大
き
い
。

信
民
は
、
信
方
の
進
退
伺
と
同
じ
日
に
官
位
を
捨
て
、
七
戸
地
方
の
開
拓
と
牧
畜
と
に
従
事
す
る
こ
と
を
願
っ
た
が
、
知
事
を
さ

し
お
い
て
の
願
い
は
不
都
合
で
あ
る
と
不
許
可
に
な
る
や
、
今
度
は
、
信
方
が
知
事
名
で
左
の
よ
う
な
願
書
を
呈
出
し
て
い
る
。

支
配
地
之
儀
ハ
地
味
不
宜
候
得
共
、
原
野
多
ク
、
方
今
宇
内
万
国
百
物
流
通
ス
ル
ノ
時
ニ
当
リ
、
捨
置
候
場
合
ニ
無
之
儀
ニ
候
問
、

開
拓
試
作
仕
度
、
且
牧
畜
モ
可
然
存
候
処
、
私
未
タ
幼
弱
ニ
而
勤
学
中
ニ
モ
有
之
、
父
信
民
儀
ハ
、
当
今
ノ
場
合
隠
居
ニ
市
、
空
敷

消
日
仕
候
義
深
ク
奉
恐
入
居
、
右
場
所
開
拓
尽
力
仕
、
御
国
益
相
立
度
、
兼
々
志
願
罷
在
候
、
随
テ
暫
時
藩
地
江
差
遺
、
地
味
生
植

其
外
等
、
得
ト
取
調
之
上
、
尚
奉
伺
候
問
、
同
人
儀
差
向
御
暇
被
下
置
度
奉
願
上
候
、
以
上
。

辛
未
四
月
廿
五
日

七
戸
藩
知
事

南

方

弁
宮
御
中

し
か
し
、
こ
れ
も
同
月
廿
八
日
付
「
不
被
及
御
沙
汰
候
事
」
と
不
許
可
に
な
っ
た
。
(
前
掲
『
諸
御
用
留
』
)

信
民
・
信
方
父
子
は
、
こ
れ
に
屈
せ
ず
藩
の
産
業
振
興
(
特
に
養
蚕
、
馬
鈴
薯
の
栽
培
、
牧
畜
等
)
に
つ
と
め
る
一
方
、
静
岡
藩

よ
り
飯
塚
一
郎
を
招
き
、
英
学
校
を
聞
く
等
文
教
の
発
展
に
も
力
を
尽
し
た
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
農
民
の
心
を
心
と
し
、

そ
の
生
活
の
向
上
発
展
に
つ
く
そ
う
と
す
る
心
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た
。
其
の
後
幾
何

も
な
く
し
て
廃
藩
置
県
と
な
っ
た
が
、
明
治
、
大
正
時
代
を
通
じ
、
こ
の
地
方
が
前
記
諸
産
業
の
中
心
地
と
な
り
、
教
育
の
面
に
お

い
て
も
上
北
郡
地
方
の
中
心
を
な
す
に
至
る
種
は
、
実
に
こ
の
信
民
・
信
方
父
子
に
よ
っ
て
播
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

天

問

林

村

史

ハ」ハ
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〆

円

υν

勿
論
そ
の
背
後
に
傑
出
の
政
治
家
新
渡
戸
伝
が
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

@
、
元
御
給
人
の
其
の
後

御
給
人
は
即
ち
郷
士
で
あ
る
が
、
彼
等
は
江
戸
時
代
、
あ
る
い
は
農
業
、
あ
る
い
は
商
業
に
従
事
し
な
が
ら
、
藩
の
守
り
に
一
役

国
貝
っ
て
い
た
。

そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
ら
御
給
人
達
の
新
田
開
発
に
つ
く
し
た
功
績
も
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
彼
等
の
中
に
は
、

そ
の

知
行
高
十
石
未
満
の
者
も
多
く
、
中
に
は
「
稗
殻
士
族
」
と
馬
鹿
に
さ
れ
る
ほ
ど
貧
し
い
者
も
い
た
。

其
等
の
中
に
は
、
御
給
人
の
身
分
を
か
さ
に
き
て
、

わ
が
ま
〉
な
ふ
る
ま
い
を
す
る
も
の
も
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
う
い
う
こ
と
が
、
こ
の
一
撲
の
一
原
因
と
も
な
っ
た
こ
と
は
既
に
見
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
一
撲
の
時
、
こ
れ
ら
元
御
給
人

達
が
ど
う
い
う
動
き
を
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

七
戸
藩
の
役
人
に
登
用
さ
れ
た
数
名
の
元
御
給
人
が
、
藩
体
制
側
に
立
っ
て
活
躍
し
た
こ
と
の
ほ
か
、

そ
の
他
の
元
御
給
人
が
ど

う
い
う
動
き
を
し
た
か
皆
目
わ
か
ら
な
い
。

た
だ
、
明
治
四
年
十
月
七
日
、
天
間
林
村
の
二
人
の
御
給
人
が
、
「
昨
冬
百
姓
ど
も
動
揺
の
閥
、
不
束
の
義
有
之
ニ
付
」
と
い
う
の

で
三
十
日
間
の
謹
慎
処
分
を
受
け
て
い
る
。
(
『
明
治
四
年
県
庁
日
記
』
)

不
束
の
こ
と
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
あ
る
い
は
一
按
に
参
加
す
る
か
も
し
く
は
こ
れ
を
支
援
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

そ
の

他
の
多
く
の
元
御
給
人
達
は
、
新
田
開
発
に
熱
心
で
、
こ
の
一
撲
に
は
傍
観
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
で
、
新
田
開
発
に
従
事
し
て
い
る
元
御
給
人
即
ち
無
禄
士
族
た
ち
の
中
に
は
、
相
変
ら
ず
、
時
勢



の
変
化
も
わ
か
ら
ず
、
土
族
風
を
吹
か
せ
た
者
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
れ
ら
の
開
田
土
族
に
対
し
、

七
戸
県
庁
よ
り
「
遠
村
に
住
居

之
向
、
地
所
等
之
儀
ニ
付
、
兎
角
従
前
之
気
合
一
一
而
、
農
民
ト
差
別
相
立
候
輩
も
有
之
趣
、
以
之
外
一
一
候
条
、
自
分
田
畑
等
之
事
儀

は
都
市
村
長
・
副
長
支
配
相
請
可
申
候
。
以
後
、
地
論
等
相
生
候
節
は
、
村
長
・
副
添
印
無
之
儀
は
御
取
上
不
相
成
候
条
、
為
心
得

相
達
候
事
」
(
前
掲
『
県
庁
日
記
』
)
と
の
「
達
」
が
十
月
十
四
日
付
で
出
て
い
る
。

し
か
し
四
年
九
月
、
青
森
県
誕
生
後
、
青
森
県
の
こ
れ
ら
無
禄
士
族
に
対
す
る
取
扱
い
は
、
前
後
の
事
情
を
知
ら
な
い
こ
と
も
あ

っ
て
極
め
て
厳
し
く
、
翌
五
年
八
月
に
は
、

せ
っ
か
く
聞
い
た
新
田
の
上
地
を
命
ぜ
ら
れ
る
等
の
こ
と
も
あ
り
、

元
御
給
人
達
の
生

き
る
た
め
の
苦
し
み
は
、
其
の
後
も
し
ば
ら
く
続
い
た
(
『
復
禄
請
願
関
係
綴
』
)

@
、
沼
川
運
上
に
つ
い
て

四
年
七
月
の
廃
藩
置
県
前
、
奥
羽
・
越
後
列
藩
同
盟
に
加
担
し
た
諸
藩
に
対
す
る
維
新
政
府
の
事
務
の
一
部
は
山
形
県
が
担
当
し

て
い
た
こ
と
は
、
先
の
御
救
助
米
一
件
で
も
わ
か
る
が
、
そ
の
山
形
県
が
、
独
断
を
以
て
管
内
の
雑
税
を
免
除
す
る
に
至
っ
た
。
(
月

日
不
詳
)

山
形
県
専
断
ヲ
以
管
内
雑
税
免
除
之
布
告
ニ
及
候
段
、
兼
テ
之
御
法
則
一
一
モ
相
惇
リ
、
甚
以
テ
無
謂
次
第
一
一
付
、
民
部
・
大
蔵
両

省
官
員
出
張
、
右
専
断
之
布
告
引
戻
、
夫
々
処
置
可
致
旨
被
仰
付
候
条
、
此
段
為
心
得
達
之
事
(
前
掲
『
諸
御
用
留
』
)

辛

未

月

太
政
官

こ
れ
に
よ
り
、

一
た
ん
廃
止
さ
れ
た
か
に
見
え
た
こ
の
地
方
の
雑
税
も
再
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

『
旧
七
戸
県
、
明
治
四
年
租
税
帳
』
に
は
、
正
納
の
外
に
、
諸
運
上
と
し
て
、
川
運
上
四
拾
七
両
三
分
、
沼
漁
役
銭
四
拾
七
貫
弐

天

間

林

村

史

ハ
六
五



第
五
編

近

代

ムハムハ六

百
文
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
(
『
旧
斗
南
・
七
戸
・
八
戸
県
管
下
税
則
書
』
)

@ 

一
撲
頭
人
の
処
分

一
撲
の
十
ヶ
条
の
願
条
の
最
後
は
頭
人
の
処
分
免
除
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
藩
の
回
答
は
、
よ
ん
ど
こ
ろ
無
い
歎
願
だ
か
ら
「
御
寛
免
も
可
在
之
」
と
し
、

ま
た
筆
者
所
持
の
回
答
書
に
は

「
頭
人
ハ
御
礼
有
之
間
敷
事
」
と
な
っ
て
い
る
に
も
抱
ら
ず
、
『
工
藤
轍
郎
口
述
書
』
お
よ
び
『
明
治
三
年
の
押
寄
騒
ぎ
』
に
よ
れ
ば
、

頭
人
の
治
郎
兵
衛
、
新
山
助
右
衛
門
等
は
投
獄
さ
れ
て
い
る
。

月
余
に
し
て
許
さ
れ
た
と
は
い
え
、
気
の
毒
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

@
、
船
木
屋
儀
兵
衛
に
つ
い
て

「
日
本
農
民
運
動
史
』
の
著
者
青
木
恵
一
郎
は

一
授
の
襲
撃
を
受
け
た
船
木
屋
儀
兵
衛
、

そ
の
分
家
勇
吉
家
に
つ
い
て
、
「
船
木

屋
儀
平
、
同
勇
吉
の
両
家
は
乱
入
・
狼
藷
を
う
け
た
。
・
:
:
j
i
-
-
:
こ
の
両
船
木
屋
は
と
も
に
七
戸
城
下
き
つ
て
の
富
商
で
あ
り
、

藩
の
下
う
け
を
仕
事
と
し
て
、

つ
と
に
大
豆
の
大
量
買
い
あ
げ
、
大
阪
そ
の
他
向
け
一
手
販
売
に
よ
り
て
、
莫
大
な
利
得
を
蓄
積
し

て
い
た
同
族
で
あ
る
。

盛
田
の
よ
う
な
機
転
を
も
た
ぬ
、
我
利
我
利
商
人
の
典
型
の
よ
う
な
連
中
で
あ
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
己
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
船
木
屋
儀
兵
衛
の
名
誉
の
た
め
に
二
一
百
述
べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
船
木
屋
儀
兵
衛
は
、
近
江
国
高
島
郡
南
船

木
村
の
出
身
、

そ
の
親
松
五
郎
が
来
七
し
た
の
は
享
和
年
中
(
一
八

O
一
i
一
八

O
三
)
で
あ
り
、
儀
兵
衛
は
そ
の
二
代
目
で
あ
る
。

松
五
郎
は
、
同
じ
く
近
江
商
人
で
あ
る
八
戸
大
塚
屋
の
庇
護
の
も
と
に
、
刻
苦
精
励
し
て
商
業
渡
世
を
営
み
、
「
た
し
な
み
草
』
に



よ
れ
ば
「
商
人
の
鑑
」
と
も
称
え
ら
る
べ
き
人
で
あ
っ
た
。
松
五
郎
は
、

一
代
に
し
て
産
を
な
し
た
が
、

二
代
目
儀
兵
衛
も
父
の
志

を
つ
ぎ
、
港
か
ら
は
る
か
に
遠
い
七
戸
村
に
あ
り
な
が
ら
、
野
辺
地
港
を
基
点
と
し
、
千
石
船
六
膿
(
三
腫
は
傭
船
)
を
用
い
、
大

阪
と
の
聞
に
商
取
引
し
、
又
酒
造
業
・
呉
服
業
を
も
営
み
、

そ
れ
ま
で
七
戸
第
一
の
豪
商
で
あ
っ
た
大
塚
屋
(
盛
田
喜
平
治
)
を
抜

く
七
戸
第
一
の
豪
商
に
の
し
上
っ
て
い
た
。

儀
兵
衛
は
し
か
し
、
決
し
て
我
利
我
利
亡
者
で
は
な
か
っ
た
。

藩
へ
の
御
用
金
の
献
上
は
、

し
ば
ら
く
こ
れ
を
お
く
と
し
て
、

よ
く
利
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、

よ
く
こ
れ
を
世
の
為
め
に
散
じ

た
人
で
も
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
慶
応
三
一
年
七
月
に
は
、
市
中
小
間
居
の
難
渋
の
者
二
百
九
四
人
に
対
し
、
多
額
の
米
銭
を
施
し
、
問
題
の
明
治
二
年

の
凶
作
の
時
も
三
百
五
四
人
に
対
し
、
米
銭
を
供
し
、
明
治
三
年
三
月
に
は
、
百
姓
救
済
の
た
め
、
盛
田
喜
平
治
、
浜
中
幾
治
郎
等

と
語
ら
い
、
金
策
に
奔
走
し
て
お
り
、

又
同
月
七
戸
在
々
や
南
川
目
通
り
の
百
姓
が
七
戸
へ
愁
訴
に
来
た
と
き
に
は
、

そ
の
宿
を
つ

と
め
、
炊
き
だ
し
も
し
て
い
る
。
(
前
掲
「
雑
日
下
恵
三

そ
う
い
う
い
み
で
、
儀
兵
衛
は
決
し
て
指
弾
さ
る
べ
き
悪
徳
商
人
で
は
な
か
っ
た
。

一
撲
の
時
は
、
必
ず
と
い
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
、
大
商
人
は
そ
の
と
ば
っ
ち
り
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

儀
兵
衛
は
、

そ
う
い
う
意
味
の
犠
牲
者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

儀
兵
衛
は
、

一
授
に
お
そ
わ
れ
た
翌
日
、
次
の
よ
う
な
訴
書
を
、

七
戸
藩
民
事
役
所
に
呈
出
し
て
い
る
。

乍
恐
御
訴
奉
申
上
事
(
船
木
屋
文
書
)

天

間

林

村

史

六
六
七
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昨
廿
四
日
九
ツ
時
過
、
惣
郷
御
百
姓
共
、
何
角
願
之
筋
有
之
候
趣
ニ
而
、
大
勢
市
中
江
入
込
ミ
否
、
私
之
家
江
無
二
無
三
ニ
押
込
ミ
、

戸
障
子
襖
踏
砕
、
見
世
前
売
物
木
綿
・
古
手
・
阿
ら
物
・
細
も
の
等
大
勢
ニ
市
引
出
、
街
道
江
投
捨
、
家
財
道
具
之
儀
者
不
及
申
、
神
棚
・

仏
壇
等
ニ
至
迄
構
砕
キ
、
別
帳
荒
増
書
上
之
通
、
惣
而
軒
下
不
残
相
破
リ
、
惇
常
八
儀
疎
ニ
而
頬
相
破
リ
、
言
語
一
一
難
申
上
候
程
之

乱
暴
被
致
、
残
念
至
極
奉
存
候
。

柳
茂
意
趣
・
遺
恨
等
有
之
間
敷
ト
奉
存
候
得
共
、
右
様
之
狼
藷
被
致
候
段
、
誠
二
以
奉
恐
縮
候
。

乍
恐
此
段
御
訴
奉
申
上
候
。
以
上
。

明
治
三
年
間
十
月
廿
五
日

山

本

儀
兵
衛

@ 

取
次
検
断

盛

回

安
兵
衛

民

事

御

f支

所

こ
れ
に
対
し
、
民
事
局
(
民
事
役
所
)
は
、
船
木
屋
襲
撃
に
関
し
、
百
姓
そ
の
他
に
次
の
よ
う
な
触
れ
を
出
し
、
盗
品
の
返
納
を

命
じ
て
い
る
。

船
木
屋
儀
兵
衛
宅
江
押
入
、
乱
妨
狼
籍
、
諸
品
破
鍛
致
候
節
、
紛
失
之
品
移
敷
有
之
候
。
若
哉
町
人
百
姓
之
内
拾
ひ
取
り
、
持
参
之

者
有
之
哉
、
村
役
之
者
村
壱
人
限
、
拾
ひ
置
候
品
物
候
ハ
ミ
儀
兵
衛
江
戻
し
可
申
、
万
一
隠
密
致
置
、
後
日
見
当
候
得
者
、
盗
賊

之
処
置
ニ
罪
科
可
申
付
候
。
弥
右
様
之
次
第
二
至
候
得
者
、
押
入
乱
暴
之
処
業
ニ
付
、
重
罪
ニ
可
申
付
事
。

閏
十
月

惣
村

肝

入



第
七
節

全
国
の
動
向

何
等
か
の
意
味
で
明
治
新
政
に
対
す
る
不
満
を
契
機
と
し
て
発
生
し
た
農
民
騒
動
は
、

明
治
三
年
末
ま
で
に
、
全
国
で
八
十
五
件

に
上
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
太
政
官
は
左
の
知
き
沙
汰
書
を
出
し
、
諭
す
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、

」
の
種
農
民
騒
動
は
、

そ
の
後
も
長
年
に
わ

た
っ
て
続
い
た
。
(
土
屋
喬
雄
・
小
野
道
雄
編
「
明
治
初
年
農
民
騒
擾
録
』

諸
国
高
札
掲
示
有
之
候
通
り
、
何
事
に
よ
ら
ず
大
勢
申
合
、
又
ハ
し
ゐ
て
願
ひ
事
く
は
だ
つ
る
を
徒
党
強
訴
と
名
け
、

重
き
御
法
度
ニ
候
処
、
近
来
諸
処
ニ
お
ゐ
て
、
好
民
ど
も
、
わ
が
身
の
得
手
勝
手
よ
り
し
て
、
事
を
好
み
、
種
々
申
た
く

み
、
良
民
を
あ
ざ
む
き
、
徒
党
強
訴
之
人
数
ニ
い
ざ
な
ひ
入
れ
、
御
法
度
を
そ
む
き
候
の
み
な
ら
ず
、
妄
り
に
家
財
を
こ

ぽ
ち
、
屋
宅
を
や
き
す
つ
る
等
の
乱
妨
狼
籍
ニ
至
リ
、
謂
れ
ざ
る
事
ニ
候
。

元
来
願
筋
有
之
節
は
、
穏
便
ニ
申
出
候
へ
ば
、
夫
々
厚
く
御
詮
議
も
相
成
べ
く
候
へ
共
、
右
様
大
勢
徒
党
を
も
よ
ふ
し
、

上
を
は
ー
か
ら
ざ
る
所
業
い
た
し
候
市
ハ
、
た
と
へ
如
何
ほ
ど
道
理
至
極
の
事
た
り
と
も
、
御
取
あ
げ
ニ
相
成
が
た
く
、

E
発
頭
人
ハ
申
ニ
及
ば
ず
、
同
類
之
も
の
ま
で
も
厳
重
相
と
が
め
ら
れ
、
其
上
じ
ぎ
に
よ
り
、
不
得
止
、
兵
隊
を
も
っ
て

御
打
果
ニ
も
相
成
、

つ
み
な
き
良
民
ど
も
、
好
民
の
た
め
ニ
非
命
の
死
を
と
げ
、
親
子
兄
弟
夫
婦
ニ
も
相
わ
か
れ
、
誠
以

ふ
び
ん
の
至
ニ
候
条
、
銘
々
篤
く
か
ん
べ
ん
い
た
し
、
御
法
度
之
旨
堅
く
相
守
里
、

一
家
安
穏
ニ
産
業
出
精
し
、
好
民
の

た
め
ニ
あ
ざ
む
か
れ
、
心
得
違
無
之
様
致
す
べ
き
も
の
也
。

天

問

林

村

史

六
六
九
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但
好
民
ど
も
徒
党
強
訴
な
ど
の
人
数
ニ
相
す
〉
め
候
節
は
、
早
速
御
役
所
i
訴
出
候
得
ば
、
御
ほ
う
び
を
も
つ
か
わ
さ
る

べ
き
も
の
也
。庚

午
十
二
月

太

政

官



信
用
三
立
早

青
森
県
の
成
立
と
天
間
林
村

第
一
節

青
森
県
の
成
立
過
程
と
七
戸
藩
(
県
)

野
辺
地
戦
争
に
至
る
ま
で
の
諸
藩
の
動
向

慶
応
三
年
一
二
月
九
日

(
陽
暦
同
四
年
一
月
三
日
)
王
政
復
古
の
大
号
令
が
発
せ
ら
れ
、

ま
た
同
じ
く
三
年
九
月
八
日
に
は
、

世
一
元
制
採
用
に
伴
う
新
年
号
と
し
て
の
明
治
に
改
元
さ
れ
、
こ
こ
に
我
が
国
は
、
徳
川
幕
藩
体
制
よ
り
一
つ
の
新
し
い
時
代
へ
と

向
う
第
一
歩
を
歩
み
出
し
た
。
勿
論
、
明
治
維
新
の
大
事
業
は
、
た
だ
単
に
徳
川
将
軍
よ
り
天
皇
親
政
へ
と
政
治
権
力
が
移
譲
さ
れ
、

あ
る
い
は
年
号
が
慶
応
よ
り
明
治
へ
と
移
り
変
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
終
っ
た
の
で
も
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ
こ
そ
が
、
新
し
い
時
代
へ

の
新
し
い
変
革
の
第
一
歩
で
し
か
な
か
っ
た
の
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
新
し
い
明
治
政
権
は
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
国
内
的

あ
る
い
は
国
際
的
諸
条
件
の
中
で
、

日
本
の
「
近
代
化
」
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
る
。
国
内
的
条
件
の
そ
の
基
盤
は
、
徳
川
コ
一
百
年

を
支
え
て
来
た
い
わ
ゆ
る
封
建
体
制
の
、
政
治
的
、
経
済
的
変
革
が
重
大
な
課
題
で
あ
り
、

ま
た
国
際
的
条
件
た
る
西
欧
資
本
主
義

列
国
と
の
対
時
を
通
じ
て
の
急
速
な
「
国
民
国
家
」
形
成
が
ま
た
重
大
な
課
題
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
、
明
治
維
新
政
府
の
最
大
の

課
題
は
、
国
内
の
急
速
な
る
中
央
集
権
体
制
の
確
立
に
こ
そ
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

か
か
る
明
治
政
府
の
政
策
を
反
映
し
つ
つ
、
我
が
青
森
県
に
お
い
て
も
、

一
般
民
衆
の
日
常
の
労
働
、
生
活
は
一
応
別
と
し
て
も
、

天

間

林

村

史

六
七
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そ
の
政
治
・
行
政
的
制
度
あ
る
い
は
組
織
は
、
明
治
初
年
に
お
い
て
は
、

そ
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
の
中
で
、
最
終
的
に
は
中
央
政

府
の
基
本
的
地
方
行
政
単
位
と
し
て
の
県
、
あ
る
い
は
郡
、
市
町
村
へ
と
編
成
さ
れ
て
ゆ
く
。
以
下
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
明
治
初

期
に
お
け
る
青
森
県
の
成
立
ま
で
を
概
観
し
、
次
に
天
間
林
村
の
誕
生
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

さ
て
今
日
の
青
森
県
は
、
周
知
の
如
く
、

か
つ
て
江
戸
時
代
に
訟
い
て
は
西
半
分
は
津
軽
藩
(
弘
前
藩
及
び
そ
の
支
藩
た
る
黒
石

藩
)
の
領
土
で
あ
り
、
東
半
部
は
南
部
藩
(
盛
岡
藩
及
び
そ
の
支
藩
た
る
八
戸
藩
及
び
名
目
的
で
は
あ
る
が
七
戸
藩
)

の
領
域
に
な

っ
て
い
た
。
こ
の
津
軽
及
び
南
部
両
藩
の
明
治
維
新
期
に
斡
け
る
政
治
的
動
向
が
、
明
治
初
年
度
の
青
森
県
の
行
政
組
織
に
か
か
わ

り
を
も
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
戊
辰
戦
役
以
降
の
明
治
維
新
期
の
中
で
、

い
わ
ゆ
る
天
皇
政
権
を
支
持
す
る
勤
王
側
l
「
官
軍
」

と
、
徳
川
体
制
の
存
続
を
叫
ぶ
佐
幕

l
「
賊
軍
」
と
に
圏
内
の
諸
藩
が
あ
い
わ
か
れ
て
戦
っ
た
が
、
し
だ
い
に
薩
・
長
を
中
心
と
す

る
勤
王
側
の
勝
利
へ
と
動
く
中
で
、
東
北
地
方
の
諸
藩
は
、
会
津
藩
を
事
実
上
の
盟
主
と
す
る
奥
羽
越
列
藩
同
盟
を
成
立
さ
せ

(慶

応
四
年
五
月
三
日
)
、
薩
・
長
連
合
へ
の
抵
抗
を
試
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
津
軽
、
南
部
両
藩
は
、
こ
の
同
盟
に
当

初
は
共
に
参
加
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
津
軽
藩
は
、

そ
の
約
二
ヶ
月
後
に
は
こ
れ
を
脱
退
、
東
北
地
方
に
お
い
て
は
秋
田
佐

竹
藩
と
共
に
「
官
軍
」
勢
力
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
、
時
に
薩
長
を
中
心
と
す
る
軍
勢
が
、
東
北
地
方
に
も
軍
を
進
め
、
こ
こ
に
い

わ
ゆ
る
東
北
戦
争
が
、
会
津
藩
へ
の
攻
撃
を
も
っ
て
開
始
さ
れ
た
(
慶
応
四
年
八
月
二
三
日
)
。
こ
の
会
津
で
の
戦
争
と
呼
応
す
る

形
で
津
軽
、
南
部
の
両
藩
も
そ
れ
ぞ
れ
軍
を
整
え
、
南
部
は
あ
る
時
に
は
秋
田
攻
撃
を
行
な
い
、
津
軽
は
そ
の
救
援
に
赴
か
ん
と
す

る
な
ど
の
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
両
者
が
つ
い
に
野
辺
地
を
舞
台
と
し
て
戦
争
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し〉

わ
ゆ
る
野
辺
地
戦
争
が
こ
れ
で
あ
る
。
野
辺
地
を
め
ぐ
っ
て
は
、
奥
羽
の
「
官
軍
」
応
援
の
た
め
に
肥
前
鍋
島
藩
兵
が
、
軍
艦
陽
春



に
乗
り
込
ん
で
や
っ
て
き
て
い
た
が
、
こ
の
陽
春
か
ら
南
部
藩
方
へ
の
砲
撃
が
、
明
治
元
年
九
月
一

O
日
に
行
な
わ
れ
、
こ
れ
が
こ
の

戦
争
の
発
端
に
な
っ
た
。
こ
の
時
は
、
陸
上
に
お
い
て
は
津
軽
藩
が
攻
撃
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
手
間
ど
り
そ
れ
に
間
に
合

わ
ず
、
海
上
よ
り
の
砲
撃
だ
け
に
な
り
、

し
か
し
こ
の
攻
撃
は
南
部
藩
の
台
場
か
ら
の
応
戦
が
正
確
で
あ
っ
た
た
め
陽
春
は
大
被
害

を
う
け
て
退
却
し
て
お
わ
っ
て
い
る
。
他
方
、

そ
れ
よ
り
二
週
間
ほ
ど
お
く
れ
て
九
月
二
二
日
に
津
軽
藩
の
進
攻
が
あ
り
、
こ
こ
に

野
辺
地
戦
争
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
が
お
と
、
ず
れ
た
の
で
あ
る
。

野
辺
地
に
駐
屯
す
る
南
部
藩
は
、
盛
岡
藩
を
主
力
と
す
る
が
、
他
に
支
藩
た
る
八
戸
藩
そ
し
て
「
七
戸
藩
」
兵
も
こ
れ
に
加
わ
っ

て
い
た
。
こ
の
「
七
戸
藩
」
兵
の
中
に
は
、
現
天
間
林
村
に
属
す
る
各
村
よ
り
の
兵
士
も
加
わ
っ
て
い
た
。
今
判
明
す
る
人
物
名
を

あ
げ
れ
ば
、
中
岨
健
之
助
、
及
び
長
男
の
長
之
助
父
子
が
い
る
。
中
岨
健
之
助
は
五
代
田
健
之
助
で
あ
り
、
前
代
健
之
助
の
噴
よ
り

新
田
開
拓
を
行
っ
て
い
た
郷
土
層
で
あ
る
。
ま
た
榎
林
村
在
住
で
あ
っ
た
中
村
弥
右
衛
門
の
名
も
確
認
出
来
る
。
彼
は
、
こ
の
戦
争

に
て
戦
死
し
て
い
る
。

」
の
戦
い
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
は

一
応
南
部
藩
側
の
勝
利
に
終
っ
て
い
る
。
津
軽
側
は
、

四
十
余
人
の
死
傷
者
を
出
し
て
退
却

し
て
い
る
。
し
か
し
時
ま
さ
に
同
じ
こ
ろ
、
官
軍
に
頑
強
に
抵
抗
し
た
会
津
藩
も
敗
北
し
、
ま
た
こ
れ
よ
り
は
奥
羽
越
列
藩
同
盟
軍

は
次
々
と
降
伏
し
、
つ
い
に
南
部
藩
も
ま
た
降
伏
を
願
い
出
る
こ
と
に
な
り
、
一

O
月
七
日
、
つ
い
に
開
城
、
降
伏
準
備
を
整
え
、
二

日
後
に
は
官
軍
の
入
城
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
野
辺
地
戦
争
は
、
大
局
的
に
何
ら
の
影
響
も
も
つ
も
の
で
は

な
く
、
結
局
の
と
こ
ろ
両
藩
の
「
私
闘
と
い
う
性
格
が
濃
い
」
も
の
で
あ
っ
た

(
宮
崎
道
生
『
青
森
県
の
歴
史
』
山
川
出
版
社
)
と

言
っ
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
両
藩
が
、
自
己
の
大
義
名
分
の
為
に
戦
っ
た
の
で
あ
り
、
特
に
津
軽
藩
と
し
て
は
勤
王
の
実
を

天

間

林

村

史

ノ、
七
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あ
げ
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
様
な
ふ
る
ま
い
は
、
後
の
榎
本
武
揚
側
と
の
函
館
戦
争
で
の
大
量
出
兵
と
同
様
の
も
の
で
し
か

な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
(
野
辺
地
戦
争
に
つ
い
て
は
山
崎
有
信
「
野
辺
地
戦
争
記
聞
』
に
詳
し
い
)

(二)

津
軽
藩
に
よ
る
旧
南
部
藩
領
支
配

だ
が
と
も
か
く
も
津
軽
藩
は
勝
利
者

l
「
官
軍
」

の
一
員
と
し
て
の
地
位
を
保
持
し
、
逆
に
南
部
藩
は
敗
者
と
し
て
の
立
場
を
し

い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

か
く
し
て
明
治
初
期
の
一
時
期
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
津
軽
藩
は
、
東
北
地
方
の
雄
と
し
て
、
奥
州
触

頭
と
な
り
(
明
治
元
年
一
一
月
五
日
)
、

さ
ら
に
は
奥
羽
六
領
(
政
府
直
轄
地
)
の
民
政
取
締
を
拝
命
す
る
な
ど
、

そ
の
実
質
的
支
配

力
は
と
も
あ
れ
、
多
大
な
論
功
行
賞
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
南
部
盛
岡
藩
は
同
じ
元
年
一
二
月
七
日
に

は
領
地
召
し
上
げ
の
処
分
を
う
け
る
。
も
っ
と
も
こ
の
処
分
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
家
督
を
次
代
・
彦
太
郎
利
恭
に
譲
る
こ
と
を
条

件
と
し
て
新
た
に
岩
代
国
白
石
十
三
万
石
を
与
へ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
七
戸
藩
」
の
場
合
は
同
様
に
そ
の
領
地
は
没
収
さ
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
八
戸
藩
は
、
そ
の
宗
家
南
部
盛
岡
藩
の
強
い
要
求
も
あ
り
野
辺
地
戦
争
へ
出
兵
す
る
な
ど
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
わ

ば
「
朝
敵
」
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
処
分
は
う
け
る
こ
と
な
く
終
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
奥
羽
戦
争
中
の
官
軍
へ
の
協
力
的

態
度
、
ま
た
野
辺
地
戦
争
へ
の
消
極
的
参
加
や
八
戸
藩
主
南
部
信
順
が
二
五
代
薩
摩
藩
主
重
豪
の
五
男
だ
っ
た
こ
と
な
ど
」
(
宮
崎
道

生
前
掲
書
、

さ
ら
に
は
八
戸
社
会
経
済
史
研
究
会
『
八
戸
の
歴
史
下
の

1
』
参
照
)
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

か
く
し
て
今
日
の
青
森
県
は
、

八
戸
藩
領
を
別
に
し
て
、

そ
の
他
の
全
領
域
は
、

一
時
的
・
名
目
的
で
は
あ
れ
、
津
軽
藩
主
・
津

軽
承
昭
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。



南
部
彦
太
郎

其
藩
旧
領
別
紙
郷
村
高
帳
之
通
、
今
般
津
軽
越
中
守
、
真
田
信
濃
守
、
戸
田
丹
波
守
へ
取
締
被
仰
付
候
問
、
早
々
地
引

渡
可
申
旨
御
沙
汰
候
事

成
十
二
月

行
政
官

南
部
彦
太
郎

岩
代
田
白
石
城
御
預
被
仰
付
別
紙
郷
村
帳
之
通
領
地
下
賜
候
、
尚
御
判
物
シ
義
ハ
追
而
太
政
官
ヨ
リ
御
沙
汰
可
有
之
事

成
十
二
月

行
政
官

南
部
彦
太
郎

陸
奥
田
北
郡
三
戸
郡
二
戸
郡

右
者
此
度
津
軽
越
中
守
へ
取
締
被
仰
付
候
間
郷
村
諸
書
物
引
渡
可
申
事

以
上

「
青
森
県
史
』
巻
五
)

な
お
つ
い
で
に
の
べ
る
と
、
南
部
盛
岡
藩
領
内
の
他
郡
、
す
な
わ
ち
九
戸
、
鹿
角
、
閉
伊
、
岩
手
、
紫
波
、
稗
貫
、
和
賀
の
七
郡

(
現
在
の
岩
手
県
及
び
一
部
秋
田
県
)

は
、
真
田
信
濃
守
と
戸
田
丹
波
守
の
取
締
領
地
と
な
っ
た
。

天

問

林

村

史

六
七
五
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(三)

大
関
藩
に
よ
る
旧
南
部
藩
領
支
配

し
か
し
、
津
軽
藩
の
支
配
を
受
け
る
事
と
な
っ
た
旧
南
部
領
民
の
心
中
は
、
甚
だ
穏
や
か
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
特
に
、
藩
の

御
用
商
人
達
は
、
自
己
の
貸
付
金
が
「
藩
と
共
倒
れ
」
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
裏
面
で
大
い
に
策
動
し
た
と
も
い
わ
れ
る

J¥ 

戸
社
会
経
済
史
研
究
会
、
前
掲
書
)
が
、
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
領
民
は
津
軽
藩
へ
の
反
抗
を
強
め
、

つ
い
に
は
騒
擾
を
す
ら
起

す
事
さ
え
見
ら
れ
、
あ
る
い
は
八
戸
藩
へ
の
繰
り
入
れ
を
願
い
出
る
な
ど
の
動
き
を
示
し
た
の
で
あ
る

(
八
戸
社
会
経
済
史
研
究
会

前
掲
書
、

さ
ら
に
は
青
森
県
『
青
森
県
市
町
村
合
併
誌
」
な
ど
)
。
か
く
し
て
、
明
治
二
年
二
月
九
日
に
は
津
軽
承
昭
は
、
旧
南
部
領

取
締
を
罷
免
さ
れ
、

か
わ
っ
て
大
関
美
作
守
が
そ
の
取
締
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
月
八
日

大
関
美
作
守

南
部
彦
太
郎
旧
領
別
紙
郷
村
高
帳
之
通
、
今
般
其
藩
へ
取
締
被
仰
付
候
、
兵
乱
シ
余
人
民
疾
苦
シ
情
状
被
間
食
深
ク
被

為
痛
聖
念
候
ニ
付
、
兼
テ
民
政
相
心
得
居
候
家
来
精
撰
致
、
彼
地
出
張
申
付
、
朝
廷
之
御
体
ニ
基
キ
人
民
撫
育
ニ
厚
ク
心

ヲ
用
ヒ
、
御
一
新
之
御
趣
意
治
ク
貫
徹
致
候
様
可
取
計
旨
、
御
沙
汰
候
事

但
、
地
所
之
儀
ハ
南
部
彦
太
郎
へ
懸
合
早
々
受
取
可
申
事

二
月
八
日

津
軽
越
中
守

先
般
南
部
彦
太
郎
旧
領
取
締
被
仰
付
候
処
、
今
般
被
免
候
事

位
、
先
達
而
御
渡
相
成
郷
村
高
帳
返
上
可
致
事

(
『
青
森
県
史
』
巻
五
)



こ
の
様
に
し
て
、
北
郡
、
二
戸
郡
、
三
戸
郡
は
、
新
た
に
大
関
美
作
守
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
引
用
史
料
に
も
み

ら
れ
る
通
り
、
時
の
新
政
府
が
、
民
衆
支
配
に
か
な
り
気
を
つ
か
っ
て
い
る
事
、
逆
に
言
え
ば
農
民
の
反
発
(
そ
れ
が
直
接
的
に
新

政
府
へ
の
も
の
で
な
く
と
も
)
を
い
か
に
恐
れ
て
い
た
か
が
判
明
し
よ
う
。
大
関
美
作
守
ら
は
、
下
野
国
黒
羽
藩
(
今
の
栃
木
県
)

藩
主
で
あ
る
が
、
黒
羽
藩
は
、
藩
士
中
よ
り
村
上
一
学
光
雄
以
下
を
選
ぴ
現
地
に
派
遣
、

そ
の
事
務
に
あ
た
ら
せ
た
。

こ
の
様
に
青
森
県
内
の
旧
南
部
藩
領
は
独
り
八
戸
藩
領
を
別
と
し
て
、
そ
の
支
配
は
わ
ず
か
二
年
ほ
ど
の
う
ち
に
盛
岡
藩
、
津
軽

藩
、
そ
し
て
大
関
藩
と
、
転
変
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
関
藩
支
配
下
の
旧
南
部
領
が
、
近
年
の
研
究
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ

つ
つ
あ
る
北
奥
県
で
あ
っ
た
。

(岡

七
戸
藩
を
め
ぐ
っ
て

と
こ
ろ
で
、
問
題
と
な
る
の
は
「
七
戸
藩
」
の
動
向
で
あ
る
。
七
戸
藩
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
は
、
二
説
あ
り
、
江
戸
末
期
成
立
説

と
、
明
治
二
年
成
立
説
と
が
あ
る
。
従
来
は
、
前
者
を
と
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
に
よ
る
な
ら
ば
、
七
戸
藩
は
、

文
政
二
年
(
一
八
一
九
年
)

一
二
月
、
時
の
盛
岡
藩
主
南
部
利
敬
が
、
末
家
の
南
部
主
税
を
し
て
、
計
一
万
一
千
石
を
以
っ
て
諸
侯

に
列
せ
し
め
よ
う
と
し
た
こ
と
に
始
ま
り

つ
い
で
安
政
五
年
(
一
八
五
八
年
)

一
二
月
二
五
日
に
城
主
格
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
。
し
か
る
に
、
こ
の
藩
は
、
藩
主
は
七
戸
に
在
勤
す
る
も
の
で
な
く
、
か
っ
そ
の
禄
高
も
、
江
戸
に
お
い
て
宗
家
よ
り
支
給
さ
れ
、

七
戸
よ
り
の
租
税
は
全
て
宗
家
に
収
納
さ
れ
る
慣
習
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
し
て
正
確
に
は
「
藩
」
と
は
言
い

難
い
も
の
で
あ
る
と
し
、

し
た
が
っ
て
明
治
二
年
五
月
、
南
部
雄
麿
信
方
に
正
式
に
領
知
朱
印
状
が
出
さ
れ
た
時
を
も
っ
て
七
戸
藩

の
成
立
と
み
な
す
、
「
明
治
二
年
成
立
説
」
が
主
張
さ
れ
て
い
る
(
例
え
ば
盛
田
稔
「
明
治
三
年
七
戸
通
百
姓
一
撲
に
つ
い
て
」
盛
田

天

間

林

村

史

六
七
七
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六
七
八

稔
還
暦
記
念
論
文
集
所
収
)
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
も
し
七
戸
藩
の
「
江
戸
末
期
成
立
説
」
を
と
る
と
す
れ
ば
七
戸
藩
領
、
「
明
治
二
年
成
立
説
」
を
と
る
と
す
れ

ば
南
部
藩
領
の
一
角
と
し
て
の
、
後
の
七
戸
藩
領
地
は
、
明
治
初
年
度
に
お
い
て
は
、
津
軽
そ
し
て
大
関
の
両
藩
の
支
配
下
へ
と
お

か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
盛
田
稔
氏
の
研
究
に
依
拠
し
な
が
ら
「
明
治
二
年
成
立
説
」
の
側
面
か
ら
七
戸
藩
の
動
向
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

「
明
治
元
年
一
一
月
末
の
段
階
に
お
い
て
す
ら
時
の
「
七
戸
藩
」
当
主
信
民
の
領
地
は
未
定
の
状
況
で
あ
っ
た
が
、
明
治
元
年
一

一
一
月
、
信
民
が
領
地
の
内
千
石
没
収
の
上
隠
居
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
翌
二
年
正
月
一
四
日
雄
麿
信
方
の
家
督
相
続
と
な
り
、

こ
こ
で
あ
わ
て
て
領
地
決
定
と
な
っ
た
」
の
が
七
戸
藩
成
立
の
実
質
的
第
一
歩
で
あ
り
、

か
く
し
て
二
年
二
月
一
六
日
、
信
方
領
地

が
七
戸
城
で
あ
る
と
の
お
触
れ
が
出
、
四
月
九
日
、
そ
の
領
地
を
行
政
官
へ
届
出
、
そ
れ
に
対
し
て
五
月
に
領
知
朱
印
状
が
出
さ
れ
、

こ
こ
に
七
戸
藩
領
が
正
式
に
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
こ
こ
に
、
大
関
美
作
守
支
配
下
よ
り
、

七
戸
藩
領
が
分
割
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

『
甲
地
村
史
」
(
中
道
等
著
)
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
新
渡
戸
伝
一
生
記
」
に
は
、
次
の
様
な
記
述
が
あ
る
。

明
治
二
年
六
月
十
日

一
、
十
日
出
動
、
赤
前
治
部
ェ
門
昨
東
京
下
り
、
雄
麿
殿
御
領
知
下
さ
れ
候
高
帳
御
朱
印
こ
れ
あ
り
、
其
文

南
部
雄
麿



美
作
旧
領
、
陸
奥
園
北
郡
高
一
万
三
百
八
十
四
石
余
、
大
関
美
作
守
ヨ
リ
郷
村
等
請
取
申
ス
ベ
キ
事

陸
奥
田
北
郡
之
内
郷
村
高
帳

一
高
四
百
七
十
五
石
四
升
八
合

一
高
六
十
五
石
二
斗
九
升
三
合

一
高
百
五
十
九
石
三
升
六
合

一
高
百
七
十
九
石
七
斗
五
升
五
合

一
高
三
百
三
十
三
石
四
斗
一
升
九
合

一
高
百
五
石
六
斗
八
升
二
合

一
高
六
百
六
十
七
石
六
斗
五
升

一
高
三
百
三
十
石
八
斗
四
升
七
合

一
高
八
百
五
十
二
石
バ
斗
一
升
一
合

一
高
三
百
二
十
四
石
七
斗
二
合

一
高
三
石
九
斗
一
升
五
合

一
高
千
六
百
四
十
三
石
八
斗
四
升
一
合

一
高
二
百
三
十
五
石
八
斗
三
升
七
合

天

間

林

村

史

切
田
村

柳
田
村

小
平
村

鶴
喰
村

上
吉
田
町

下
吉
田
町

相
坂
村

折
茂
村

下
田
村

百
石
村

天
ヶ
森
村

七
戸
村

新
舘
村

六
七
九
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一
高
二
百
二
十
七
石
二
升
七
合

一
高
三
十
石
九
斗
二
升
二
合

一
高
九
十
石
八
斗
七
升
五
合

一
高
百
十
石
四
斗
二
升

一
高
二
百
六
十
七
石
八
斗
九
升
三
合

一
高
七
十
五
石
六
斗
一
升

一
高
六
十
六
石
一
斗
三
升
七
合

一
高
二
十
一
石
五
斗

一
高
七
十
石
八
斗

一
高
三
百
一
石
八
斗
七
升
七
合

一
高
四
百
九
十
七
石
八
斗
五
合

一
高
七
十
五
石
六
斗
四
升
五
合

一
高
八
百
十
六
石
五
斗
二
升
三
合

一
高
四
百
十
二
石
八
斗
四
升
六
合

一
高
八
十
三
石
六
斗
六
升
八
合

一
高
七
百
四
十
石
八
斗
四
升
四
合

上
野
村

馬
洗
場
村

八
斗
沢
村

立
崎
村

大
乱
田
村

野
崎
村

中
岨
村

花
松
村

附
田
村

榎
林
村

甲
地
村

二
ツ
森
村

大
浦
村

洞
内
村

三
本
木
村

天
間
舘
村

六
八

O



一
高
三
百
二
石
五
斗
七
升
二
合

一
高
三
十
五
石
四
斗
八
升
四
合

一
高
十
九
石
二
斗
五
升
三
合

一
高
三
十
二
石
五
斗
一
升
四
合

一
高
十
六
石
一
升
三
合

一
高
三
十
四
石
二
斗
三
升

一
高
二
十
七
石
五
斗
六
升
三
合

一
高
三
百
十
五
石
五
斗
八
合

高
合
一
万
三
百
八
十
四
石
六
斗
四
升
七
合

深
持
村

平
沼
村

鷹
架
村

尾
鮫
村

出
戸
村

泊
村

倉
内
村

沢
田
村
三
内

右
者
、
陸
奥
田
北
郡
領
内
の
内
、
高
千
石
召
上
ら
れ
書
面
の
通
り
下
し
賜
り
候
問
、
大
関
美
作
守
之
相
達
し
、
当
巳
の
年
よ
り
物

成
郷
村
請
取
申
す
べ
き
事

か
く
し
て
、
明
治
二
年
五
月
頃
に
は
、
現
在
の
青
森
県
は
、
津
軽
藩
(
弘
前
藩
・
黒
石
藩
)

の
支
配
せ
る
地
域
と
、

八
戸
藩
、
七

れ
た
い
)

戸
藩
、
大
関
藩
(
北
奥
県
)
支
配
地
域
と
に
わ
か
れ
て
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
(
本
項
に
関
し
て
は
、
近
代
編
第
一
章
を
参
照
さ

天

間

林

村

史

六
八
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版
籍
奉
還
と
藩
知
事
制

明
治
維
新
期
の
政
治
的
変
革
の
中
で
重
大
な
事
件
の
一
つ
が
版
籍
奉
還
で
あ
る
。
明
治
維
新
に
よ
り
徳
川
幕
藩
体
制
よ
り
明
治
天

皇
を
頂
点
と
す
る
新
た
な
る
体
制
へ
と
そ
の
中
心
権
力
は
変
っ
た
と
し
て
も
、
以
上
の
叙
述
で
も
み
ら
れ
る
如
く
旧
幕
藩
体
制
時
代

の
諸
藩
は
、
例
え
ば
会
津
藩
の
知
く
に
激
し
く
「
官
軍
」
勢
力
に
抵
抗
し
た
一
部
を
除
い
て
は
依
然
と
し
て
そ
の
ま
ま
存
続
さ
せ
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
は
、
天
皇

1
諸
藩
体
制
が
基
本
的
な
政
治
・
権
力
構
造
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、

明
治
の
元
勲
と
言
わ
れ
る
明
治
維
新
の
立
役
者
達
の
次
の
ね
ら
い
は
天
皇
へ
の
権
力
の
集
中
に
こ
そ
あ
っ
た
。

明
治
二
年
一
月
下
旬
、
薩
摩
・
長
州
・
土
佐
・
肥
前
の
四
雄
藩
藩
主
は
、
木
戸
孝
充
・
大
久
保
利
通
ら
の
す
す
め
の
中
で
、
維
新

政
府
へ
そ
の
支
配
下
の
領
地
・
人
民
を
返
上
す
る
旨
の
建
白
を
行
こ
な
っ
た
こ
と
が
こ
の
版
籍
奉
還
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
こ
の
時

点
で
は
こ
れ
ら
諸
藩
主
と
、
今
や
中
央
官
僚
化
し
つ
つ
あ
る
木
戸
、
大
久
保
ら
の
聞
に
は
、

そ
の
孝
え
方
に
は
一
致
し
な
い
点
、
が
あ

っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
結
局
こ
の
四
大
藩
主
の
建
白
以
降
は
、
次
々
と
各
諸
藩
も
こ
れ
に
見
倣
う
よ
う
に
な
り
、
こ
う
し
て
こ
の
年

六
月
一
七
日
、
明
治
政
府
は
こ
れ
を
許
し
、
藩
主
を
改
め
て
知
藩
事
と
し
て
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
こ
れ
に
よ
り
実

質
的
な
藩
体
制
解
体
政
策
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
全
国
二
七
四
人
の
知
藩
事
の
誕
生
を
み
た
が
、

さ
ら
に
こ
の
建
白
を
行
っ
て
い
な
い
三
十
余
藩
主
も
こ
れ
に
従
わ
ざ
る
を

え
な
い
状
況
に
な
り
、
間
も
な
く
全
国
の
版
籍
奉
還
が
完
成
す
る
。

弘
前
藩
の
場
合
に
は
明
治
二
年
六
月
二
三
日
に
正
式
に
許
可
と
な
り
、
同
時
に
津
軽
承
昭
の
弘
前
藩
知
事
の
発
令
が
お
こ
な
わ

れ
、
ま
た
黒
石
藩
に
お
い
て
は
、
津
軽
承
昭
よ
り
の
願
に
出
よ
り
、
二
年
八
月
一
四
日
知
藩
事
の
任
命
を
う
け
る
。
八
戸
藩
に
お
い



て
は
、
明
治
二
年
六
月
六
日
、
版
籍
返
上
が
聞
き
と
ど
け
ら
れ
、
同
時
に
知
藩
事
の
任
命
を
う
け
る
。
こ
の
八
戸
藩
は
、
津
軽
藩
に

比
べ
れ
ば
は
る
か
に
早
く
三
月
初
旬
に
こ
の
建
白
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
盛
岡
藩
の
動
向
と
の
絡
み
の
中
で
出
て
来
た
も
の
で

あ
り
、
版
籍
奉
還
の
申
し
出
に
よ
り
そ
の
恭
順
を
あ
ら
わ
し
、
領
地
の
安
堵
を
図
ろ
う
と
す
る
考
え
の
あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

白
石
藩
知
藩
事
に
任
命
さ
れ
た
南
部
利
恭
は
、
間
も
な
く
、
旧
領
の
盛
岡
藩
の
知
藩
事
と
し
て
復
帰
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
な
ど
は
旧

支
配
層
の
服
従
を
前
提
と
す
る
懐
柔
策
の
端
的
な
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
明
治
政
権
の
限
界
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

七
戸
藩
は
明
治
二
年
六
月
二
日
と
な
り
そ
の
申
立
を
行
う
。

先
般
宗
家
利
恭
新
思
ノ
封
土
ニ
候
得
共
版
籍
奉
還
微
臣
信
方
儀
旧
領
今
般
土
地
拝
賜
之
処
素
ヨ
リ
同
意
ニ
付
宗
家
同
様
土

地
人
民
ニ
至
る
這
奉
返
上
度
存
候
宜
ク
御
執
奏
願
候
誠
恐
謹
言

明
治
二
年
六
月
二
日

南
部
雄
麿
信
方

(
青
森
県
史
巻
五
)

こ
の
様
な
盛
岡
藩
の
動
き
の
中
で
、
八
戸
藩
同
様
、
七
戸
藩
も
版
籍
奉
還
の
儀
を
申
し
出
て
い
る
。
「
或
い
は
版
籍
奉
還
を
条
件
と

す
る
所
領
安
堵
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
」

(
『
青
森
県
市
町
村
合
併
誌
』
)
と
言
わ
れ
る
如
く
、

ま
さ
に
誕
生
さ
せ
ら
れ
た
ば
か
り

で
か
つ
弱
小
な
藩
の
運
命
は
大
勢
に
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
順
応
し
て
い
く
以
外
に
途
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
二
年
六
月
二
四

日
、
南
部
信
方
は
七
戸
藩
知
事
に
任
命
さ
れ
る
。

天

間

林

村

史

」¥守、、

一r
〆，F
ノ
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さ
て
、
今
一
つ
大
関
藩
取
締
地
域
す
な
わ
ち
近
年
そ
の
実
体
が
少
し
ず
つ
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
北
奥
県
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
北
奥
県
に
関
す
る
研
究
記
述
と
し
て
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
「
五
戸
町
史
・
下
』
が
最
も
詳
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

囲
は
、

よ
る
と
、
明
治
二
年
八
月
七
日
ま
で
こ
の
北
奥
県
が
存
在
、

八
戸
藩
領
・
七
戸
藩
領
を
除
く
、
陸
中
国
九
戸
郡
、
鹿
角
郡
、
陸
奥
国
二
戸
郡
・
三
戸
郡
・
北
郡
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
こ

そ
れ
が
八
月
七
日
に
新
た
に
九
戸
県
と
し
て
設
置
さ
れ
、
こ
の
管
轄
範

の
九
戸
県
の
名
は
、
間
も
な
く
八
戸
県
、

さ
ら
に
は
三
戸
県
と
名
称
を
変
更
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
ニ
戸
県
は
、
明
治
三
年

一
一
月
二
八
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
。
こ
の
様
に
大
関
藩
取
締
地
域
は
、
頻
ば
ん
な
る
編
成
替
・
名
称
替
を
お
こ
な
う
こ
と
に

な
る
が
、
こ
の
三
戸
県
廃
止
の
直
接
的
要
因
は
、
斗
南
藩
の
設
置
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

斗
南
藩
は
周
知
の
如
く
旧
会
津
藩
の
再
興
で
あ
っ
た
。
東
北
諸
藩
の
中
で
最
も
激
し
く
「
官
軍
」
に
抵
抗
し
た
会
津
藩
は
、

し
た

が
っ
て
東
北
諸
藩
の
内
で
も
最
も
厳
し
い
処
分
を
う
け
る
こ
と
な
り
、
明
治
元
年
一
二
月
、
藩
主
の
他
藩
預
け
封
土
の
没
収
、

そ

し

て
藩
士
は
翌
二
年
一
月
に
は
真
田
(
松
代
)
家
、
榊
原
(
高
田
)
家
に
あ
づ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
二
年
九
月
に
な
り
、

旧
会
津
藩
は
藩
主
松
平
容
保
以
下
が
そ
の
罪
が
許
さ
れ
、
家
名
再
興
の
許
可
を
得
た
の
で
あ
る
。
そ
の
支
配
地
域
は
、
陸
奥
国
北
郡
・

三
戸
郡
・
二
戸
郡
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
三
戸
県
は
消
滅
し
、
斗
南
藩
以
外
の
部
分
は
江
刺
県
へ
合
併
さ
れ
る
。
明
治
三
年
に
な
り
、

旧
会
津
藩
に
は
こ
の
地
に
入
り
込
み
、

四
月
一
八
日
に
は
、
黒
羽
藩
よ
り
領
地
の
引
継
ぎ
が
行
な
わ
れ
た
。

か
つ
て
の
会
津
領
に
比
べ
れ
ば
大
巾
な
所
領
削
減
で
あ
り
、

さ
ら
に
不
毛
の
地
と
み
ら
れ
た
地
域
で
の
再
建
で
あ
っ
た
。
斗
南
藩

の
そ
れ
以
後
に
診
け
る
苦
闘
の
歴
史
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
明
治
三
年
五
月
一
五
日
、
松
平
容
保
の
斗
南
藩
知
藩
事
が
発
令

さ
れ
、
こ
こ
に
青
森
県
内
は
、
五
つ
の
藩
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。



(六)

廃
藩
置
県
と
青
森
県
の
誕
生

版
籍
奉
還
に
よ
り
、
全
国
各
藩
の
上
に
君
臨
す
る
こ
と
じ
成
功
し
た
明
治
政
府
が
、
名
実
共
に
中
央
集
権
体
制
を
固
め
る
た
め
の

次
の
段
階
が
、
明
治
四
年
七
月
一
四
日
の
廃
藩
置
県
の
変
革
で
あ
っ
た
。
当
時
す
で
に
倒
幕
雄
藩
で
す
ら
藩
主
の
権
力
は
衰
退
し
、

今
や
中
央
官
僚
化
し
た
西
郷
隆
盛
、
板
垣
退
助
・
木
戸
孝
充
ら
が
そ
の
実
権
を
に
ぎ
っ
て
お
り
、
彼
ら
は
一
挙
に
中
央
集
権
体
制
へ

の
足
が
か
り
を
つ
け
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
は
、
諸
藩
は
す
で
に
何
の
抵
抗
力
も
な
く
、

お
ど
ろ
く

べ
き
ほ
ど
ス
ム
ー
ズ
に
事
は
運
ぶ
こ
と
に
な
る
。
四
年
七
月
一
四
日
、
各
藩
知
藩
事
を
集
め
詔
命
を
下
し
、
藩
を
廃
し
て
県
を
置
く

」
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
弘
前
県
、
黒
石
県
、

八
戸
県
、

七
戸
県
、
斗
南
県
の
五
県
が
こ
こ
に
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
全
国
的
に
は

こ
れ
に
よ
り
一
時
三

O
二
県
が
置
か
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
し
だ
い
に
廃
合
さ
れ
、

四
年
末
に
は
七
二
県
に
整
理
さ
れ
る
が
、
こ

れ
と
同
じ
く
青
森
県
に
お
い
て
は
、
全
国
的
に
み
て
も
最
も
早
く
こ
の
統
合
が
進
行
す
る
。

廃
藩
置
県
に
伴
い
各
藩
知
藩
事
は
当
然
の
事
な
が
ら
免
官
さ
れ
た
。
し
か
し
、

し
ば
ら
く
の
聞
は
従
来
通
り
各
藩
の
参
事
等
に
仕

事
は
継
続
さ
せ
た
の
で
県
は
藩
の
延
長
に
し
か
す
ぎ
ぬ
状
況
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
各
県
の
廃
合
の
中
で
、
し
だ
い
に
実
質
的
に
も

中
央
政
権
の
支
配
力
が
及
ん
で
く
る
。
青
森
県
に
お
い
て
は
、
九
月
四
日
、
斗
南
・
八
戸
・
七
戸
・
黒
石
そ
し
て
館
(
北
海
道
福
山

地
方
)

の
玉
県
が
、
弘
前
県
に
合
併
さ
れ
、
新
生
弘
前
県
の
設
置
に
な
る
に
及
び
、
翌
五
日
に
は
、
野
田
諮
通
が
、
弘
前
県
大
参
事

に
任
ぜ
ら
れ
、
新
し
い
県
治
体
制
が
出
発
す
る
。
そ
し
て
九
月
二
三
日
、
弘
前
県
を
青
森
県
と
改
称
、
本
庁
を
弘
前
か
ら
青
森
に

移
す
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
同
年
一
一
月
二
日
、
太
政
官
布
告
を
以
っ
て
そ
の
行
政
区
画
の
整
備
が
な
さ
れ
、
青
森
県
は
、

天

間

林

村

史

六
八
五
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「
陸
奥
国
一
円
、
外
、
松
前
共
」
と
さ
れ
た
。
陸
奥
国
に
は
二
戸
、
一
二
戸
、
北
、
津
軽
の
四
郡
が
含
ま
れ
る
。
(
こ
れ
に
よ
り
陸
中
国

九
戸
郡
・
岩
代
国
三
十
九
ヶ
村
は
と
り
除
か
れ
た
)

一
一
月
二
日
に
は
職
制
改
正
あ
り
、
府
県
に
権
参
事
が
お
か
れ
る
事
と
な
り
、
野
田
大
参
事
は
権
参
事
と
な
り
一
一
月
七
日
に
は

菱
田
重
轄
が
権
令
に
任
命
さ
れ
た

(
青
森
着
は
一
一
一
月
二
九
日
)
。

一
一
月
八
日
に
は
、
民
事
堂
が
設
置
さ
れ
、

五
課
(
租
税
・
聴

訴
・
庶
務
・
出
納
・
営
繕
)

と
六
支
所
(
弘
前
・
田
名
部
・
八
戸
・
七
戸
・
五
戸
・
福
山
)
を
総
括
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

か
く
し
て
こ
こ
に
今
日
の
青
森
県
の
原
型
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
福
山
地
方
と
二
戸
郡
に
つ
い
て
は
、
前
者
は
明
治
六
年
一

月
に
開
拓
使
管
下
へ
、
後
者
は
同
九
年
五
月
二
五
日
岩
手
県
へ
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
日
の
青
森
県
の
行
政
区
画
も
決
定
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

伊
東
二
砕
即

地
方
行
政
の
変
遷
と
天
間
林
村
の
誕
生

(→ 

江
戸
時
代
末
期
の
「
天
間
林
村
」

今
日
の
天
間
林
村
が
、
そ
の
地
方
行
政
単
位
と
し
て
正
式
な
確
立
を
み
た
の
は
、
明
治
二
二
年
四
月
一
日
の
町
村
制
施
行
を
以
つ

て
で
あ
る
。

天
間
林
村
は
、
江
戸
時
代
に
於
い
て
は
、
今
日
の
七
つ
の
大
字
で
あ
る
天
間
舘
・
中
岨
・
榎
林
・
花
松
・
附
田
・
二
ツ
森
・
野
崎

の
七
ヶ
村
と
そ
の
枝
村
か
ら
成
立
し
て
い
た
。
江
戸
時
代
は
南
部
盛
岡
藩
の
領
域
で
あ
り
、
七
戸
代
官
所
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
こ

の
う
ち
天
間
舘
村
を
除
く
六
ヶ
村
と
隣
接
す
る
甲
地
村
と
を
合
せ
て
北
川
目
通
と
総
称
し
、

ま
た
天
間
舘
村
と
そ
の
多
数
の
枝
村
と



(
第
一
図
)
七
戸
通
三
十
八
ヶ
村
図

N
小
d
m
v

天

林

史

村

間

⑤小平村
⑬下吉田村

④折茂村

⑨上吉田村

註O印は枝村

③相坂村
⑧犬落j頼村

⑬天ヶ森村

深内通 ⑬洞内村

⑧大沢田村

②天間館村
③附田村

⑬三本木村

⑬馬洗場村

③上野村

天閉館通
③花松村

@甲地村

③鷹架村

三本木通

⑬λ斗沢村

②大浦村
@七戸村
②中山由村

@二ツ森村

@平沼町

⑧泊り村

七戸通13ヶ村(旧五戸通)

①沢町村の一部 ②切田村

CQ:柳町村 ⑦鶴喰村

⑪下回村 ⑫百石村

七戸通25ヶ村

深持通 ⑬深持村

南川目通 ⑫立崎村

@新館村
御町通・上川目通

北)11目通 @野崎村

@榎林村

③倉内村

@出戸村

六
八
七

③尾駁村

(盛田稔，前掲論文より引用)

東(郷)通
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で
天
間
舘
通
と
称
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
村
落
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
自
然
村
落
で
あ
り
、

い
河
川
流
域
に
主
と
し
て
発
達
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
田
畑
開
墾
上
都
合
の
よ

江
戸
時
代
末
期
に
野
辺
地
よ
り
七
戸
へ
と
陸
羽
街
道
を
旅
し
た
か
の
吉
田
松
陰
は
、
こ
の
間
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
人
家
ら
し
き

も
の
を
見
か
け
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
し
て
、
「
発
駅
・
離
海
行
平
原
荒
漠
中
四
里
、
至
七
戸
」
(
『
東
北
遊
日
記
』
)

と
記
し
て
い
る
。

同
じ
く
こ
れ
よ
り
は
早
い
時
期
で
は
あ
る
が
、
大
巻
秀
詮
『
邦
内
郷
村
史
』

(
安
永
九
年
(
一
八
七

O
)
噴
南
部
叢
書
巻
五
所
収
)

で
は
、
当
時
の
天
間
林
村
各
村
の
情
況
を
次
の
知
く
記
し
て
い
る
。

中
柏
村

高
五
十
四
石
三
斗
余
郡
分
郷
村
高
書
上
三
十
二
石
八
斗
余

十
一
石
八
斗
余

同

給
地

馬
三
十
四
疋

民
戸
七
軒

花
松
村

高
十
八
石

郡
分
郷
村
高
書
上
十
三
石
五
斗

三
石
五
斗

観
音
別
賞

秀
光
院

馬
三
十
八
疋

民
戸
四
軒

野
崎
村

高
廿
六
石
七
斗
余

郡
分
郷
村
高
書
上

十
二
石
九
斗
余

四
十
五
石
余

同
三
十
五
石
余

馬
三
十
三
疋

民
戸
廿
一
軒
、
内
十
軒
野
崎
十
一
軒
中
野
崎

東
附
田
村
・
西
七
戸
村
、
南
新
舘
大
浦
・
北
天
間
舘
材



附
田
村

高
廿
五
石
八
斗
余

同
廿
四
石
、
四
十
五
石

馬
廿
七
疋

民
戸
十
二
軒

榎
林
村

高
二
百
石
五
斗
余

同
六
十
石
九
斗
余

七
十
八
石
五
斗

向
上

三
十
五
石
五
斗

馬
百
五
十
疋

民
戸
三
十
二
軒
、
内
=
一
十
軒
榎
林
村
二
軒
貝
塚

二
ツ
森
村

高
六
十
石
六
斗
余

同
十
三
石
九
斗

十
五
石
給
地

馬
三
十
九
疋

民
戸
三
百
九
軒
。
内
廿
四
軒
甲
地

七
軒
李
津

九
軒
甲
田
(
:
:
:
以
下
現
在
の
東
北
町
に
含
ま
れ
る
部
落
が
記
さ
れ

て
い
る

東
倉
内
村
・
西
山
中
津
軽
領
・
南
二
ツ
森
村
・
北
野
辺
地
税
官
所

天
間
舘
村

高
四
百
三
十
八
石
一
年
余

同

二
百
廿
九
石
三
年
余

二
百
九
十
八
石
八
年
余

同
百
州
八
石
九
斗
余

馬
百
三
十
六
疋

民
戸
二
百
五
十
六
軒
。
内
八
十
四
軒
天
間
舘
村
。
一
二
軒
手
代
森
。
二
軒
十
海
初
立
。
七
軒
桁
。
十
一
軒
市
野
渡
。
六
軒
小

又
。
廿
七
軒
津
保
。
十
軒
原
子
。
八
軒
柳
平
。
廿
五
軒
白
石
。
九
軒
中
野
。
十
三
軒
向
中
野
。
十
七
軒
鳥
谷
部
。
五
軒
金

津
。
二
軒
柳
津
。
十
二
軒
上
原
子
。
三
軒
原
久
保
。
三
軒
松
ヶ
津
。
二
一
軒
粟
津
。
二
軒
古
和
備
。
二
軒
底
因
。
二
軒
寺
津
。

当
時
の
家
族
構
成
が
不
明
で
あ
る
現
在
断
定
的
に
は
言
い
え
ぬ
が
、

そ
れ
に
し
て
も
そ
の
戸
数
・
人
口
と
も
に
差
し
た
る
数
で
な

く
、
ま
た
農
業
生
産
力
も
極
め
て
低
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
一
応
こ
れ
で
も
判
明
し
よ
う
。
た
だ
、
飼
育
さ
れ
て
い
る
馬
の
数
だ

け
は
、
天
間
舘
村
を
除
け
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
の
村
の
戸
数
以
上
に
多
か
っ
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
よ
う
(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
詳
七

天

問

林

村

史

六
八
九
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く
の
べ
る
)
。
な
お
、
二
ツ
森
村
だ
け
は
、
今
日
の
東
北
町
の
一
部
を
そ
の
中
に
含
ん
だ
形
で
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
後
に
も

ふ
れ
る
こ
と
だ
が
、
甲
田
・
李
津
村
が
特
に
甲
地
村
方
面
と
の
結
び
つ
き
が
強
か
っ
た
事
の
現
れ
と
も
受
け
取
れ
よ
う
。

(ニ)

青
森
県
七
戸
支
庁
設
置
ま
で
の
「
天
間
林
村
」

さ
て
明
治
時
代
に
入
つ
て
の
天
間
林
村
は
、
先
述
の
如
く
こ
の
地
区
を
含
め
て
の
北
郡
が
、
津
軽
藩
そ
し
て
大
関
藩
の
取
締
下
に

入
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
七
戸
藩
成
立
と
同
時
に
こ
の
所
領
の
一
部
と
な
っ
た
こ
と
は
、
先
に
引
用
し
た
七
戸
藩
所
領
に
関
す

る
史
料
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
六
年
頃
に
編
纂
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
『
陸
奥
園
上
北
郡
村
誌
・
参

天
間
館

村
』
に
お
い
て
、
天
間
舘
村
管
轄
沿
革
の
項
で
は
、
「
明
治
二
年
同
(
南
部
:
・
筆
者
注
)
利
剛
会
津
ノ
窯
援
タ
ル
ア
以
テ
陸
前
白
石
ニ

移
封
シ
此
年
三
戸
県
ノ
管
轄
ニ
属
シ
同
三
年
松
平
容
大
ノ
釆
邑
ニ
属
シ
同
四
年
辛
土
木
七
月
之
ヲ
奉
還
ス
」
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
他
の
村
落
に
つ
い
て
み
る
と
、
例
え
ば
野
崎
村
の
管
轄
沿
革
の
項
で
は
「
明
治
二
巳
己
年
同
罪
ヲ
以
テ
封
ヲ
陸
前
白
石
移
サ
ル

此
年
其
族
雄
麿
ノ
管
轄
ニ
属
シ
七
戸
藩
ト
云
フ
周
囲
辛
末
年
廃
藩
置
県
更
ニ
七
戸
県
ト
称
シ
此
年
青
森
県
ノ
管
轄
ニ
入
ル
。
」
と
あ
る

の
と
は
違
っ
て
い
る
。
野
崎
村
以
下
中
嶋
村
、
花
松
村
、
附
田
村
、
榎
林
村
、
二
ツ
森
村
も
全
て
野
崎
村
と
同
様
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
現
天
間
林
村
中
、
旧
天
間
舘
村
は
、
他
の
旧
村
(
北
川
目
通
の
各
村
)
と
は
別
に
、
大
関
藩
支
配
よ
り
斗
南

藩
支
配
へ
と
移
っ
た
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
は
前
掲
書
の
書
き
違
い
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
南
部
領
は
、

一
時
期
の
津
軽
藩
支
配
よ
り
大
関
支
配
(
三
戸
県
)
に
移
り
、

そ
の
一
部
が
先
に
見
た
如
く
七
戸
藩
と
な
り
、

さ
ら
に
残
り
の
部
分

が
後
に
斗
南
藩
へ
と
移
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
短
絡
的
に
三
戸
県
↓
斗
南
藩
支
配
と
だ
け
結
び
つ
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

前
掲
の
盛
田
氏
の
研
究
の
中
で
も
、
天
間
舘
は
七
戸
藩
領
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
は
そ
の
叙
述
中
に
、
「
(
明
治
)



二
(
年
)
1¥ 

(
月
)
廿
九
(
日
)
(
七
戸
)
藩
役
人
、
七
戸
村
、
甲
地
・
榎
林
・
二
ツ
森
・
天
間
舘
・
中
岨
・
大
浦
・
上
野
・
洞
内
等

八
ヶ
村
を
廻
り
、
御
蔵
新
田
願
上
に
つ
い
て
の
無
精
な
る
取
計
い
に
対
し
諭
達
す
」
(
「
新
渡
戸
伝
一
生
記
』
よ
り
て
あ
る
い
は
、
「
三

(
年
)
十
一

(
月
)
十
一
二
(
日
)
御
年
貢
、
天
間
舘
村
よ
り
始
ま
る
」
(
向
上
書
な
ど
)
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
で
も
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。

(
さ
ら
に
最
近
新
た
な
校
訂
の
下
に
編
集
さ
れ
た
、
木
村
礎
校
訂
『
旧
高
旧
領
取
調
帳
・
東
北
編
』
(
昭
M
)
に
お
い
て
は
、
天
間

舘
以
外
に
野
崎
村
・
中
岨
村
も
斗
南
藩
領
分
と
さ
れ
て
い
る
が
こ
れ
は
正
し
く
な
い
)

こ
の
当
時
の
国
内
の
政
治
制
度
は
先
に
み
た
如
く
い
わ
ゆ
る
府
藩
県
三
治
制
と
な
っ
て
い
た
が
、
地
方
行
政
体
制
に
つ
い
て
は
、

当
然
の
事
な
が
ら
直
ち
に
変
化
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
天
間
舘
村
以
下
に
お
い
て
も
従
来
通
り
の
肝
入
支
配
が
そ
の
ま

ま
つ
づ
け
ら
れ
て
い
た
事
は
疑
い
え
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
七
戸
藩
成
立
に
際
し
、
城
主
南
部
信
方
は
、
江
戸
よ
り
士
族
五
五
名

を
率
き
つ
れ
て
来
た
が
、
こ
れ
ら
い
わ
ゆ
る
「
江
戸
士
族
」
の
た
め
に
従
来
ま
で
の
当
地
の
士
族
が
解
任
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
又
再
び
信
方
に
よ
り
召
し
か
か
え
ら
れ
た

(
但
し
無
禄
で
あ
る
)
士
族

l
「
無
禄
士
族
」
と
、
明
治
三

O
年
に

な
り
復
籍
の
結
果
と
し
て
士
族
階
級
に
列
せ
ら
れ
た
「
復
籍
士
族
」
と
に
わ
げ
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
旧
七
戸
土
族
は
、
白
か

ら
生
産
活
動
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
多
く
は
帰
農
し
、
天
間
林
村
内
に
も
か
な
り
の
人
数
が
入
り
込
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
彼

ら
が
明
治
三
年
の
七
戸
通
百
姓
一
撲
の
背
後
に
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
(
鷹
山
雅
春
『
七
戸
近
世
史
』
)
。

先
に
み
た
如
く
「
第
二
の
王
政
復
古
」
と
言
わ
れ
る
廃
藩
置
県
、

そ
し
て
や
が
て
は
新
生
青
森
県
の
時
代
へ
と
時
は
変
り
、

し
だ

天

間

林

村

史

六
九

r 
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い
に
そ
の
行
政
制
度
も
整
い
は
じ
め
る
が
、
こ
の
青
森
県
誕
生
に
伴
い
県
内
は
本
庁
管
村
並
び
に
六
支
庁
管
村
と
に
区
分
さ
れ
る
。

そ
し
て
旧
七
戸
県
下
に
あ
っ
た
地
方
、
す
な
わ
ち
、
「
南

相
坂
村
迄

北
有
戸
村
迄

海
岸
通
百
石
村
ヨ
リ
泊
村
迄
」
は
、
七
戸
支

庁
管
村
と
な
っ
た

(
『
青
森
県
史
』
巻
六
、
二

O
三
頁
)
。
し
か
し
下
部
に
お
け
る
行
政
制
度
は
勿
論
ほ
と
ん
ど
変
る
こ
と
な
く
以
前

同
様
で
あ
り
、
従
来
の
庄
屋
、
名
主
、
検
断
、
肝
煎
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
石
崎
氏
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
ろ
う
(
石

崎
宜
雄
『
近
代
化
の
な
か
の
青
森
県
』
な
お
氏
は
こ
の
中
で
こ
の
期
の
行
政
制
度
を
「
管
村
制
」
と
名
づ
け
て
い
る
。
)

(
な
お
こ
の
時
の
七
戸
支
庁
長
官
は
宗
村
光
徳
で
あ
る
。
ま
た
天
間
舘
村
役
場
御
用
係
・
渡
辺
繁
保
、
野
崎
・
花
松
・
中
岨
村
役
場

御
用
係
・
盛
田
弥
七
郎
、
榎
林
・
附
田
・
二
ツ
森
村
役
場
御
用
係
西
野
八
十
八
、
高
田
則
恒
な
る
記
述
が
『
二
ツ
森
郷
土
誌
』
に
は

あ
る
が
、
御
用
係
が
置
か
れ
る
の
は
今
少
し
後
の
事
で
あ
り
、
こ
れ
は
誤
解
で
あ
ろ
う
。
)

し
か
し
こ
の
末
端
行
政
に
関
し
て
も
す
で
に
新
し
い
改
正
の
動
き
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。

い
わ
ゆ
る
「
戸
籍
区
」
の
成
立
が
そ
れ

で
あ
る
。
明
治
四
年
四
月
四
日
、
太
政
官
布
告
第
一
七

O
号
と
し
て
コ
戸
籍
法
」
が
発
布
さ
れ
た
が
、
青
森
県
で
も
う
け
て
翌
五
年

初
頭
よ
り
戸
籍
区
の
区
画
割
り
が
開
始
さ
れ
、
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
「
壬
申
戸
籍
」
が
作
製
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
コ
戸
籍
法
」

は
、
近
代
国
家
を
め
ざ
す
べ
く
政
府
が
そ
の
基
本
た
る
人
民
、
戸
数
の
把
握
を
為
さ
ん
が
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
つ

て
当
初
は
、
行
政
組
織
と
し
て
の
色
彩
を
持
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、

し
だ
い
に
従
来
の
「
管
村
制
」
に
代
っ
て
末
端
行
政
区
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
県
内
は
こ
れ
に
よ
り
津
軽
郡
で
四
三
区
、
北
郡
一
一
区
、
三
戸
郡
一
四
区
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(
な
お
当
時
は
青
森
県
内
に
は
他
に
二
戸
郡
、
福
山
郡
が
含
ま
れ
て
い
た
。
)

北
郡
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
如
く
で
あ
っ
た
(
石
崎
宜
雄
、
前
掲
書
。
但
し
、
第
一
一
区
に
つ
い
て
は
石
崎
氏
は
何
も
あ
げ
て
い
な
い



が
、
青
森
県
『
青
森
県
市
町
村
合
併
誌
」

で
は
「
不
明
」
と
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
従
う
)
。

第
一
区

野
辺
地
、
馬
門

第
二
区
、
第
三
区

不
明

第
四
区

三
本
木
、
相
坂

第
五
区

米
田
、
伝
法
寺
、
滝
沢
、
藤
嶋

第
六
区

大
利
、
目
名
、
蒲
野
沢
、
野
牛
、
岩
屋
、
尻
屋
、
尻
労
、
小
田
野
沢
、
猿
ヶ
森

第
七
区

田
名
部
、
大
湊
、
奥
内
、
中
ノ
沢
、
田
屋
、
砂
子
又
、
白
糠

第
八
区

関
根
、
正
津
川
、
大
畑
、
下
風
呂

第
九
区

易
国
問
、
蛇
浦
、
大
問
、
奥
戸
、
佐
井
、
長
後

天

間

林

村

史

ノ、
九
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第
十
区

城
ヶ
沢
、
川
内
、
槍
川
、
宿
野
部
、
嘱
崎
、
小
沢
、
脇
野
沢

第
十
一
区
、
不
明

こ
う
し
て
み
る
と
、
我
が
天
間
林
村
に
つ
い
て
は
実
は
不
明
の
状
況
に
あ
る
。
こ
の
場
合
、

い
わ
ゆ
る
「
壬
申
戸
籍
」
を
基
に
推

測
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
が
、
誠
に
残
念
な
が
ら
、
天
間
林
村
に
は
本
戸
籍
が
保
管
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

確
定
す
る
こ
と
は
目
下
は
不
可
能
で
あ
る
。
但
し
、
甚
だ
推
量
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
第
二
区
、
第
三
区
の
い
ず
れ
か
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
区
が
野
辺
地
に
始
ま
り
、
第
四
区
と
し
て
三
本
木
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
間
に
天
間
林
、

七
戸
な
ど
が
入
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
戸
籍
区
は
、
旧
来
の
「
管
村
制
」
を
そ
の
ま
ま
と
し
て
お
い
て
、
中
央
政
府
の
意
向
の
下
、
戸
籍
作
製
事
務
の
た
め
に
便
宜

的
に
お
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
こ
の
区
割
が
、
「
管
村
制
」
と
重
複
し
て
お
り
、
戸
籍
区
に
お
か
れ
た
戸
長
、
副
戸
長

と
、
従
来
か
ら
の
庄
屋
、
名
主
、
肝
入
等
と
の
聞
に
は
し
だ
い
に
矛
盾
が
深
ま
っ
て
く
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た

(
石
崎
宣
雄
、
前
掲

書
参
照
)
。
す
な
わ
ち
こ
う
し
た
中
で
、
ひ
と
た
び
は
旧
来
の
町
村
が
、
新
し
く
設
け
ら
れ
た
区
の
た
め
に
お
し
の
け
ら
れ
て
、
行
政

の
表
面
か
ら
退
場
さ
せ
ら
れ
、

そ
れ
に
代
っ
て
本
来
戸
籍
事
務
の
た
め
の
区
域
で
あ
っ
た
区
が
、

ひ
ろ
く
一
般
行
政
上
の
区
域
と
し

て
法
制
上
の
地
位
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

(
亀
掛
川
浩
『
明
治
地
方
自
治
制
度
の
成
立
過
程
』
)

の
で
あ
る
。

か
く
し
て
こ
の
矛
盾
を
、
よ
り
中
央
集
権
体
制
の
貫
徹
し
う
る
方
向
で
、

す
な
わ
ち
従
来
の
郷
村
単
位
の
行
政
を
無
視
す
る
形
で

解
決
し
た
の
が
、
明
治
五
年
四
月
九
日
の
太
政
官
布
告
第
一
一
七
号
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
庄
屋
、
名
主
、
肝
入
等
は
廃
止
、
あ
ら



た
め
て
戸
長
、
副
戸
長
を
置
く
事
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
戸
長
、
副
戸
長
は
、
戸
籍
吏
よ
り
行
政
官
吏
へ
と
変
身
し
た
の
で
あ
り
、
区

は
ま
た
、
単
な
る
戸
籍
区
よ
り
行
政
区
画
へ
と
変
っ
た
の
で
あ
る
。
戸
長
は
普
通
一
区
に
一
名
、
副
戸
長
は
二
、
三
ヶ
村
に
一
名
、

ま
た
そ
の
下
に
聯
長
(
後
の
組
頭
)
、
伍
長
が
お
か
れ
、
戸
長
は
官
選
で
あ
り
多
く
は
土
族
が
任
命
さ
れ
た
と
い
う
(
弘
前
市
『
弘
前

市
史
・
下
」
な
お
戸
長
以
下
の
職
分
規
定
は
、
石
崎
、
前
掲
書
参
照
の
こ
と
)
。

こ
の
よ
う
に
し
て
新
し
く
戸
籍
区
が
発
足
す
る
が
、
青
森
県
内
で
も
地
域
で
そ
の
実
施
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
が
、
七
戸
支
庁
管

内
で
は
、
明
治
五
年
八
月
晦
日
に
発
令
が
な
さ
れ
た
と
さ
れ
る

(
石
崎
、
前
掲
書
)
。

か
く
し
て
石
崎
氏
が
言
う
如
く
、
こ
の
頃
よ
り
「
生
活
共
同
体
」
と
し
て
の
ム
ラ
と
、
行
政
体
と
し
て
の
ム
ラ
と
の
分
離
現
象
が

そ
ろ
そ
ろ
始
ま
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る

石
崎
、
前
掲
書
)

0

巴)

大
小
区
制
時
代
の
「
天
間
林
村
」

か
く
し
て
旧
来
の
郷
村
単
位
の
生
活
は
、

し
だ
い
に
「
上
か
ら
」
の
行
政
改
革
の
中
で
、
新
し
い
組
み
替
え
を
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
「
完
成
品
」
が
大
小
区
制
で
あ
る
。
(
最
も
、
す
で
に
戸
籍
区
の
段
階
で
実
質
的
完
成
を
み
て
い
た
と
言
っ
て
も
よ
い
で

あ
ろ
う
が
。
石
崎
前
掲
書
参
照
)

明
治
五
年
一

O
月一

O
日
、
大
蔵
省
布
達
第
一
四
六
号
を
受
け
た
青
森
県
は
、
明
治
六
年
三
月
に
「
壬
申
太
政
官
第
百
四
拾
六
号
公

布
(
こ
れ
は
大
蔵
省
布
達
第
一
四
六
号
を
青
森
県
で
誤
解
し
た
た
め
で
あ
る
。
石
崎
前
掲
書
参
照
)
ニ
基
キ
左
之
通
管
内
ヲ
十
大
区
七

拾
二
小
区
二
分
画
シ
一
大
区
ニ
区
長
一
人
一
小
区
ニ
正
副
戸
長
各
一
人
大
凡
百
戸
ニ
組
頭
ヲ
置
候
事
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
る
大
区
並
び
に
小
区
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

天

間

林

村

史

六
九
五



第
五
編

津

軽

郡

第
一
大
区

第
二
大
区

第
三
大
区

第
四
大
区

第
五
大
区

北
郡

第
六
大
区

第
七
大
区

戸

郡

第
八
大
区

第
九
大
区

戸

郡

第
十
大
区

近

代

小
区
数

森石戸戸P 岡

町

七十
ム

ノ、

八
十
九 数

本

村

数

六
九
六

枝
村
数

十
九

十
七
十百

二
百
七
十
六

百
八
十
八

二
百
四
十
八

し
た
が
っ
て
同
時
に
明
治
六
年
三
月
三
日
に
、
「
弘
前
・
田
名
部
・
七
戸
・
三
戸
・
各
支
庁
ヲ
廃
シ
更
ニ
弘
前
・
八
戸
ノ
両
所
ニ
出

大
区
会
所

青里弘

日Ij

鯵
ヶ
沢

五
所
川
原

田
名
部

七五/¥ 福

/¥ 九五七
ム
F、、七

四
十

七

十
七

百
七
十
七

十

百
七
十
九

百
三
十
四

十

二
百
二
十
四

百
七
十
八

十
五
十

四
十
九

七
十

七
十
四



張
所
ヲ
設
ケ
其
管
村
居
住
ノ
人
民
願
伺
書
等
ハ
、
従
前
支
庁
ノ
知
ク
各
其
出
張
所
へ
差
出
シ
其
他
元
田
名
部
、
七
戸
両
支
庁
所
管
ノ

儀
ハ
区
長
用
許
ニ
テ
取
纏
メ
本
所
へ
逓
送
可
致
:
:
:
」
(
『
青
森
県
史
』
巻
七
)

と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
七
大
区
に
は
、
次
の
如
き
村
々
が
含
ま
れ
て
い
た
。
(
石
崎
前
掲
書
よ
り
引
用
、
原
典
は
岸
俊
武
『
新
撰
陸
奥
国
誌
』
明
治

九
年
)

七
大
区

一
小
区
(
四
村

野
辺
地
村
、
馬
門
村
、
有
戸
村
、
横
漬
村

区
天
間
舘
村
、
中
岨
村
、
野
崎
村
、
附
田
村
、
榎
林
村
、

二
ツ
森
村
、
甲
地
村

区
七
戸
村
(
以
下
十
二
町
略
)
、
新
舘
村
、
上
野
村
、
立
崎
村
、
八
斗
津
村
、
馬
洗
場
村
、
大
浦
村
、
大
津
田
村
、
深
持
村
、

洞
内
村

四
小
区

三
本
木
村
、
赤
沼
村
、
切
田
村
、
相
坂
村
、
折
茂
村

五
小
区

天

間

林

村

史

六
九
七



第
五
編

近

代

六
九
八

小
平
村
、
柳
町
村
、
鶴
喰
村
、
上
吉
田
村
、
下
吉
田
村
、
犬
落
瀬
村
、
下
田
村
、
百
石
村

六
小
区

倉
内
村
、
平
沼
村
、
鷹
架
村
、
尾
駁
村
、
出
戸
村
、
泊
村

七
小
区

藤
島
村
、
停
法
寺
村
、
米
田
村
、
瀧
沢
村
、
大
不
動
村
、
津
田
村
、
法
量
村
、
奥
瀬
村

現
天
間
林
村
は
、
甲
地
村
を
含
め
て
第
七
大
区
二
小
区
に
含
め
ら
れ
て
い
る
が
、
花
松
村
の
名
が
な
い
が
、

そ
の
理
由
は
不
明
で

あ
る
。と

こ
ろ
で
、
同
年
五
月
青
森
県
が
県
下
の
区
長
、
調
官
、
僧
侶
を
召
集
し
た
「
議
場
」
に
は
第
七
大
区
権
区
長
大
芦
顕
三
一
、
第
七

大
区
二
小
区
洞
官
横
東
一
郎
及
び
第
七
大
区
五
、
六
小
区
制
官
二
小
区
戸
長
兼
渡
辺
繁
保
が
出
席
し
て
い
る
(
青
森
県
『
議
場
日
誌
)
。

さ
ら
に
明
治
八
年
五
月
一
四
日
付
の
「
建
議
」
に
は
、
第
七
大
区
区
長
大
芦
顕
三
、

二
小
区
戸
長
渡
辺
繁
保
、
副
戸
長
盛
田
安
兵
衛

の
名
、
が
み
え
て
い
る

(
『
青
森
県
史
」
巻
七
)
。
ま
た
明
治
一

O
年
四
月
現
在
で
は
、
二
小
区
戸
長
(
一
小
区
兼
)
と
し
て
、
野
坂
林
治

の
名
が
み
え
て
い
る

(
東
奥
日
報
「
青
森
県
総
覧
』
)
。

と
こ
ろ
で
、
『
新
撰
陸
奥
国
誌
」
に
は
、
各
大
区
の
地
理
風
土
人
情
を
資
料
と
し
て
あ
げ
て
い
る
が
、
石
崎
氏
の
如
く
「
今
日
に
お

い
て
も
そ
の
価
値
は
失
っ
て
い
な
い
」
と
言
え
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
当
時
の
行
政
官
の
見
方

1
行
政
施
策
の
一
つ
の
基

本
が
み
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。



第
七
大
区

東
ハ
東
洋
二
面
シ
、
西
ハ
八
甲
田
ヲ
隔
テ
、
津
軽
郡
第
一
、
第
一
一
大
医
ニ
接
ス
。
南
ハ
瀧
ノ
津
川
ノ
渓
流
ヲ
涯
リ
、
二
一

戸
郡
第
八
匿
ニ
隣
リ
、
北
ハ
田
名
部
ノ
半
島
ニ
連
ル
。
東
西
三
十
里
、
南
北
十
九
里
絵
、
分
テ
七
小
直
ト
シ
、
村
数
五
十
、

其
戸
六
千
八
百
齢
、
人
口
四
寓
二
千
九
百
絵
、
七
戸
ヲ
以
テ
本
部
ト
ス
。
人
姻
五
百
鈴
、
市
街
不
潔
、
居
多
ク
ハ
農
ヲ
業

ト
ス
。
区
内
十
ノ
七
ハ
荒
蕪
不
毛
ノ
原
野
ニ
シ
テ
、
山
岳
其
二
ニ
居
リ
、
耕
地
僅
ニ
一
分
ヲ
占
ム
。
村
落
至
ル
所
蕪
械
、

只
少
シ
ク
見
ル
へ
キ
モ
ノ
ハ
野
遺
地
ノ
一
港
ア
ル
ノ
ミ
。
此
地
前
ニ
郡
説
ニ
載
ス
ル
所
ノ
如
ク
、
岩
手
以
北
ノ
要
港
ニ
シ

テ
、
四
方
ノ
商
船
常
ニ
出
入
シ
、
富
商
ノ
多
キ
該
港
ヲ
以
テ
陸
奥
第
一
等
ト
稽
ス
へ
シ
。
東
北
沿
海
ノ
地
ハ
質
殊
一
一
清
セ
、

加
フ
ル
ニ
海
風
漂
烈
、
夏
猶
寒
ク
、
種
ニ
ル
所
ノ
苗
秀
ル
モ
賓
ラ
ス
。
僅
カ
ニ
獲
ル
所
ノ
魚
類
ヲ
以
テ
山
村
ニ
行
テ
五
穀

ト
交
易
シ
テ
食
ヲ
得
ル
ノ
ミ
。
漸
ク
南
シ
テ
地
質
少
ク
肥
ュ
。
奥
入
瀬
川
其
源
ヲ
十
和
田
ノ
湖
ニ
護
シ
、
挺
曲
数
十
里
、

高
平
之
原
野
ヲ
横
断
シ
テ
東
海
ニ
注
グ
。
故
ニ
冷
水
之
地
ハ
濯
淑
ノ
便
ヲ
得
テ
其
質
自
ラ
潤
津
シ
、
風
静
ニ
シ
テ
五
穀
能

ク
熟
ス
。
村
落
断
績
人
民
専
ラ
耕
種
ヲ
勉
メ
、
農
隙
漁
ス
ル
所
ノ
鮭
、
鱒
年
々
頗
ル
巨
大
ノ
利
ヲ
得
ル
ト
云
フ
。
其
産
頗

ル
名
ア
リ
。
又
西
ニ
偏
ス
ル
ノ
地
ハ
山
気
常
ニ
謎
藤
ト
シ
テ
五
穀
賓
ラ
ス
。
故
ニ
薪
炭
ヲ
賓
リ
、
或
ハ
野
生
ノ
諸
物
(
蕨
、

款
冬
ノ
類
)
ヲ
採
テ
生
計
ト
ス
。
区
内
ノ
産
牛
馬
ヲ
以
テ
第
一
一
ト
ス
。
古
来
有
名
之
牧
場
ア
リ
。
木
崎
野
ト
云
フ
。
則
チ

七
戸
原
ノ
東
沿
海
之
地
是
ナ
リ
。
其
説
前
ニ
載
ス
ル
所
ノ
如
シ
。
次
ハ
鰯
粗
及
ヒ
離
穀
等
ナ
リ
。
風
俗
人
情
概
ネ
第
六
大

区
二
同
シ

天

間

林

村

史

六
九
九



第
五
編

近

fミ

七
O
O

明
治
六
年
五
月
以
降
に
お
い
て
村
吏
の
職
制
が
し
だ
い
に
明
確
化
さ
れ
て
い
く
が
、
一

O
月
に
至
っ
て
「
村
吏
職
制
」
が
総
括
的
に

規
定
さ
れ
て
出
さ
れ
て
く
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
区
長
、

一
大
区
ニ
一
人
ヲ
置
ク
」
「
副
区
長
、
便
宜
之
ヲ
置
ク
」
「
戸
長
、

一
小
区

一
人
ヲ
置
ク
」
「
副
戸
長
、

一
小
区
ニ
一
人
ヲ
置
ク
」
「
組
頭
、
大
凡
百
戸
ニ
一
人
ヲ
置
ク
」
と
定
め
ら
れ
、

さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
職

分
が
明
確
化
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
明
治
七
年
三
月
の
太
政
官
布
達
第
二
八
号
で
、
区
戸
長
の
地
位
を
「
自
今
官
吏
に
準
じ
」
る
よ
う

求
め
ら
れ
、

つ
い
で
明
治
七
年
三
月
に
「
区
戸
長
身
分
取
扱
」
が
定
め
ら
れ
、
こ
う
し
て
区
戸
長
は
「
顕
然
た
る
地
方
の
要
職
」
「
国

家
の
下
級
行
政
吏
」

へ
と
転
身
さ
せ
ら
れ
て
ゆ
く
。
ま
た
、
明
治
八
年
四
月
に
は
「
組
頭
」
が
廃
止
さ
れ
、
「
村
用
掛
」
「
町
用
掛
」

職
が
設
け
ら
れ
て
い
る
(
『
青
森
県
市
町
村
合
併
誌
』
参
照
)
。

大
小
区
制
が
進
む
中
で
、
区
戸
長
の
性
格
の
変
化
は
先
に
み
た
通
り
で
あ
る
が
、
同
時
に
区
割
そ
の
も
の
が
し
だ
い
に
変
化
を
求
め

ら
れ
て
ゆ
く
。
明
治
八
年
二
月
、
当
時
の
県
参
事
塩
谷
良
翰
の
建
議
要
請
へ
答
え
る
形
で
各
地
よ
り
堤
出
さ
れ
た
建
議
に
は
そ
の
こ

と
が
明
確
に
う
か
が
え
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
第
七
大
区
に
限
っ
て
み
て
お
こ
う
(
『
合
併
誌
』
な
ど
参
照
)
。

明
治
八
年
五
月
十
四
日

第
七
大
区
々
長

大
芦
顕
三
外
各
戸
長

大
小
区
画
不
便
宜
ノ
有
無
並
改
正
見
込
ノ
事

御
管
内
ノ
儀
ハ
広
遠
一
一
シ
テ
租
税
取
纏
其
外
事
務
取
扱
大
区
ノ
儀
ハ
是
迄
ノ
通
据
置
候
様
奉
存
候
。

一
小
区
ノ
儀
ハ
其
取

扱
人
目
戸
数
ノ
多
寡
大
ニ
不
同
有
之
、
戸
数
多
キ
ハ
事
務
自
ラ
繁
雑
、
戸
数
寡
キ
ハ
自
ラ
関
也
、
就
テ
ハ
土
地
ノ
広
狭
ヲ

問
ハ
ズ
戸
数
千
五
百
戸
ヲ
以
テ
一
小
区
ト
シ
、
正
副
戸
長
二
員
、
書
記
二
名
ニ
御
改
定
相
成
候
ハ
〉
小
区
扱
所
ノ
戸
長
給



料
ヲ
減
シ
民
費
大
ニ
省
略
相
成
奉
存
候

小
区
自
体
が
、
あ
る
意
味
で
は
極
め
て
便
宜
的
な
区
割
で
あ
り
、
旧
村
の
状
況
、
実
情
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
至

つ
て
は
、

さ
ら
に
行
政
上
の
便
宜
性
の
み
か
ら
の
発
想
が
一
層
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
や
が
て
く
る
町
村
の
合

併
の
前
提
を
な
す
考
え
方
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
大
小
区
制
の
施
行
と
そ
の
進
行
の
中
で
、
末
端
行
政
組
織
が
二
面
に
お

い
て
は
村
民
の
日
常
生
活
を
無
視
し
た
傾
向
を
と
り
つ
つ
中
央
集
権
体
制
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
ゆ
く
様
が
、
こ
こ
に
は
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
日
常
的
に
は
、

一
般
民
衆
は
勿
論
、
末
端
行
政
機
関
す
ら
、
例
え
ば
「
小
区
」
の
知
き
も
の
を
使
用
し
た
か
と

言
え
ば
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、
旧
来
か
ら
の
村
名
を
主
と
し
て
使
用
し
て
い
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
(
例
え
ば
、
そ
の
一
つ
の
あ

ら
わ
れ
と
み
ら
れ
る
の
が
、
『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』

の
「
諸
税
上
納
綴
」
に
み
ら
れ
る
、
「
明
治
十
一
年
、
二
ツ
森
村
役
場
戸
長
、

渡
辺
繁
保
」
な
る
署
名
で
あ
る
。
)

青
森
県
に
お
い
て
弱
小
村
落
を
整
理
統
合
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
す
で
に
明
治
初
年
か
ら
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
こ
の
動
き
は
こ

こ
に
来
て
一
層
強
ま
っ
た
様
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
二
ツ
森
郷
土
誌
」
を
は
じ
め
、

い
く
つ
か
の
書
に
は
、
明
治
九
年
を
も
っ
て
、
「
天
間
館
外
六
ヶ
村
戸
長
役
場
」
が

設
け
ら
れ
、
戸
長
と
し
て
鷹
山
宇
太
郎
が
就
任
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
0

0
村
外
0
」
制
が
正
式
に
県
当
局
の
指
示
の
下

に
採
用
さ
れ
る
の
は
、
明
治
一
七
年
以
降
の
事
で
あ
る
の
で
、
当
時
は
、
第
七
大
区
二
小
区
と
公
式
に
は
名
乗
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

の
だ
が
、
但
し
こ
の
呼
称
は
実
際
に
は
余
り
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
あ
る
い
は
二
小
区
と
用

天

間

林

村

史

七
0 
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い
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
天
間
館
外
六
ヶ
村
と
用
い
た
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
残
念
な
が
ら
当
時
の
公
文
書
が
全
く
残
さ
れ
て

い
な
い
の
で
断
定
出
来
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
も
し
こ
の
様
な
形
で
の
呼
称
が
当
時
す
で
に
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
天
間
館
村

を
中
心
と
す
る
何
か
し
ら
の
統
合
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
明
治
八
年
に
、
尾
山
頭
、
面
積
二
九
町
余
が
野
辺
地
村
よ
り
天
間
館
村
に
編
入
替
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
よ
り
当
時
の
村
用
掛
の
幾
人
か
が
判
明
す
る
の
で
列
挙
し
て
お
く
。

明
治
八
年
十
一
月
噴

(
榎
林
村
)
村
用
掛
戸
舘
善
助
、
三
浦
定
鎌
、
駒
峯
正
徳
、
渡
辺
繁
保

明
治
九
年
十
月
頃

村
用
掛

戸
舘
善
助

明
治
十
年
六
月
頃

二
ツ
森
村
用
係

森
田
亮
助

明
治
十
三
年

村
用
係

西
舘
八
十
八

「
=
一
新
法
」
公
布
以
降
の
地
方
自
治
の
動
き

明
治
二
年
七
月
、
い
わ
ゆ
る
三
新
法
|
|
郡
区
町
村
編
成
法
、
府
県
会
規
則
、
地
方
税
規
則
ー
ー
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

(岡

法
律
は
、
「
地
方
の
問
題
は
地
方
の
為
政
者
に
責
任
を
も
た
せ
、
地
方
の
経
費
は
地
方
の
行
政
当
局
に
負
担
さ
せ
、
い
た
ず
ら
に
す
べ

て
の
問
題
、
す
べ
て
の
不
平
を
中
央
に
向
け
さ
せ
た
る
弊
害
を
除
去
あ
る
い
は
緩
和
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
地
方
分
権
強
化
を
は

か
る
:
:
:
ね
ら
い
が
あ
っ
た
」
(
『
合
併
誌
』
)
と
言
わ
れ
、
あ
る
い
は
、
「
自
給
制
度
に
関
す
る
成
文
法
の
基
礎
が
き
ず
か
れ
た
」
(
弘

前
市
『
弘
前
市
史
、
明
治
大
正
昭
和
編
』
)
と
い
わ
れ
る
如
く
に
、
た
し
か
に
地
方
自
治
史
上
重
要
な
位
置
、
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
す
で
に
明
治
初
年
よ
り
進
め
ら
れ
て
来
た
中
央
集
権
体
制
の
急
速
な
強
化
の
中
に
お
い
て
は
、
ま
た
中
央
政



っ
た
ろ
う
。

府
の
主
導
の
下
で
の
地
方
分
権
で
は
、
果
し
て
ど
の
程
度
ま
で
実
効
性
を
持
ち
う
る
の
か
は
、
当
初
よ
り
疑
問
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
三
法
の
う
ち
、
郡
区
町
村
編
成
法
の
施
行
に
よ
り
、
大
区
、
小
区
を
行
政
区
画
と
し
た
画
一
的

な
官
治
組
織
は
廃
止
さ
れ
、
大
区
の
代
り
に
郡
が
、

ま
た
小
区
の
代
り
に
旧
来
の
町
村
名
称
が
復
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

青
森
県
で
は
明
治
二
年
九
月
九
日
、
大
小
区
職
員
改
廃
ニ
関
ス
ル
布
令
、
同
九
月
一
一
二
日
に
は
町
村
戸
長
公
撰
法
を
布
達
、

そ

し
て
同
一

O
月
三

O
日
、
大
小
区
制
を
廃
し
て
郡
制
を
お
く
こ
と
と
な
っ
た
。

「
本
年
七
月
第
十
七
号
公
布
ニ
拠
り
当
県
下
大
小
区
ノ
名
称
ヲ
廃
シ
郡
制
左
ノ
通
更
正
候
・
:
:
:
:
」
と
し
て
、
次
の
如
き
郡
お
よ
び

そ
の
範
囲
を
あ
げ
て
い
る
。
(
『
青
森
県
史
』
巻
八
、
但
し
若
干
誤
ち
が
み
ら
れ
る
の
で
訂
正
の
上
か
か
げ
る
)

東
津
軽
郡

西
津
軽
郡

中
津
軽
郡

南
津
軽
郡

北
津
軽
郡

上
北
郡

下
北
郡

天

元
第
一
大
区
一
小
区
ヨ
リ
七
小
区
ニ
至
ル

元
第
四
大
区
一
小
区
ヨ
リ
八
小
区
ニ
至
ル

元
第
三
大
区
一
小
区
ヨ
リ
六
小
区
ニ
歪
ル

元
第
二
大
区
一
小
区
ヨ
リ
十
小
区
ニ
至
ル
、
外
ニ
第
五
大
区
一
小
区

元
第
五
大
区
二
小
区
ヨ
リ
九
小
区
ニ
至
ル

元
第
七
大
区
一
小
区
ヨ
リ
七
小
区
ニ
至
ル

元
第
六
大
区
一
小
区
ヨ
リ
五
小
区
ニ
至
ル

間

林

七
0 

村

史
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戸
郡

元
第
八
大
区
一
小
区
ヨ
リ
六
小
区
ニ
至
ル
及
元
第
九
大
区
一
小
区
ヨ
リ
七
小
区
ニ
至
ル

県
内
は
八
郡
に
分
け
ら
れ
、

つ
い
で
そ
れ
ぞ
れ
に
官
撰
郡
長
が
任
命
さ
れ
る
が
、
上
北
郡
の
初
代
郡
長
は
藤
田
重
明
で
あ
り
、

キ
4
山

た
郡
役
所
は
も
と
の
大
区
区
役
所
が
あ
て
ら
れ
た
の
で
、
七
一
戸
に
お
か
れ
る
事
と
な
っ
た
。

小
区
は
も
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
の
町
村
名
に
戻
る
こ
と
に
な
り
、

さ
ら
に
公
撰
戸
長
が
行
政
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戸
長

数
は
一
町
村
一
人
が
原
則
で
あ
っ
た
が
、
二

O
戸
未
満
の
小
村
で
は
、
隣
村
と
合
併
し
て
一
人
を
配
置
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
二

O
戸
以
上
の
村
で
も
万
一
や
む
を
得
な
い
時
は
二

1
三
村
で
一
人
の
戸
長
を
置
く
事
も
可
能
と
さ
れ
た
(
石
崎
・
前
掲
書
参
照
)
。

天
間
林
村
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
附
田
・
附
田
家
文
書
』
『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
な
ど
か
ら
判
断
す
る
と
、
天
間

舘
村
一
人
、
榎
林
、
附
田
、
二
ツ
森
三
村
で
一
人
、
中
軸
、
花
松
、
野
崎
三
村
で
一
人
の
戸
長
が
置
か
れ
、

か
っ
こ
れ
ら
三
戸
長
役

場
に
村
議
会
が
設
置
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
う
る
。
ま
た
渡
辺
繁
保
は
、
榎
林
、
附
田
、
二
ツ
森
三
村
村
戸
長
役
場
の
戸
長
で
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(
な
お
、
村
議
会
に
つ
い
て
は
後
述
す
る

と
こ
ろ
で
、
戸
長
は
公
選
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
選
挙
は
、
「
町
村
戸
長
選
挙
法
」
に
よ
り
、
満
二
五
才
か
ら
六

O
才
ま
で
の
人
物

が
被
選
挙
人
で
あ
り
、
有
権
者
は
二

O
才
以
上
の
戸
主
男
子
な
ら
び
に
丁
年
に
み
た
な
い
も
の
の
後
見
人
と
あ
り
、
当
時
と
し
て
は

比
較
的
に
「
民
主
的
」
と
言
い
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
明
治
二
二
年
五
月
一

O
日
に
は
そ
れ
が
改
正
さ
れ
、
「
戸
長
は
公
選
す
る

が
、
県
庁
で
そ
の
職
に
適
さ
な
い
者
と
認
め
た
時
に
は
再
選
挙
を
命
ず
る
。
又
在
職
者
で
も
不
適
当
と
認
め
れ
ば
免
職
す
る
」
と
い

う
箇
条
が
追
加
さ
れ
、
官
選
的
性
格
が
再
び
強
化
さ
れ
て
ゆ
く
。
こ
の
動
き
は
さ
ら
に
当
時
の
自
由
民
権
運
動
の
高
ま
り
の
中
で
、



し
だ
い
に
弾
圧
的
政
策
を
強
め
る
政
府
の
姿
勢
に
呼
応
す
る
形
で
、

や
が
て
間
も
な
く
、
官
選
戸
長
制
へ
と
逆
行
し
て
し
ま
う
の
で

ま
た
町
村
制
そ
の
も
の
に
も
再
編
成
が
加
え
ら
れ
る
事
と
な
り
、
明
治
一
六
年
六
月
一
八
日
の
県
布
達
で
「
本
年

あ
る
。
そ
し
て
、

七
月
一
日
以
降
戸
長
ハ
県
庁
ニ
診
テ
選
任
ス
、
其
配
置
及
組
合
町
村
ノ
区
域
ハ
別
段
ノ
布
達
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
」
と
さ
れ
、
こ
れ
で

従
来
の
戸
長
配
置
は
廃
さ
れ
、
町
村
に
組
合
(
す
な
わ
ち
、

が
お
か
れ
る
事
と
な
っ
た
(
『
弘
前
市
史
」
)
。

い
く
つ
か
の
町
村
を
ま
と
め
あ
げ
る
)
が
設
け
ら
れ
、
各
組
毎
に
戸
長

か
く
し
て
再
び
か
つ
て
の
小
区
制
を
思
わ
せ
る
如
き
「
組
合
」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
上
北
郡
は
、
第
一
組
よ
り
第
一

天

林

村

史

問

第三組戸長時代の文書

七

O
五

天間舘村外六ヶ村待代の文書
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二
組
ま
で
の
一
二
組
が
お
か
れ
た
(
『
青
森
県
史
』
巻
八
)
。
で
は
、
今
日
の
天
間
林
村
は
第
何
組
か
と
言
え
ば
、
こ
れ
ま
た
正
確
な
と

こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。
但
し
先
の
「
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
か
ら
判
断
す
る
と
、
「
明
治
十
七
年
、
青
森
県
上
北
郡
第
三
組
戸
長
鷹
山

宇
太
郎
」
な
る
署
名
が
あ
り
、
こ
の
第
三
組
が
天
間
林
村
全
域
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
な
お
、
甲
地
村
は
、
第
四

組
と
な
っ
て
い
る
。
(
し
た
が
っ
て
、
こ
の
頃
二
ツ
森
村
と
甲
地
村
と
の
行
政
上
の
分
離
が
明
確
に
な
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
)

こ
の
組
合
町
村
制
は
ま
も
な
く
こ
れ
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
翌
一
七
年
に
は
、
組
合
を
番
号
で
呼
ぶ
こ
と
を
止
め
、
「
何
村
外
何
ケ

村
」
と
い
う
呼
び
方
に
変
化
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
戸
長
も
ま
た
、

さ
ら
に
官
制
的
性
格
が
強
め
ら
れ
て
い
る
。
か
く
て
、
こ
こ
に
お

そ
ら
く
は
、
天
間
舘
村
外
六
ヶ
村
戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
掲
資
料
に
お
い
て
は
、
最
も
早
い
時

期
の
日
付
の
あ
る
も
の
と
し
て
「
明
治
一
七
年
二
一
月
二
日
、
上
北
郡
天
間
舘
村
六
ヶ
村
戸
長
役
場
、
戸
長
鷹
山
宇
太
郎
」
な
る
署

名
が
見
い
出
し
う
る
。

(五)

天
間
林
村
の
成
立

す
で
に
天
間
舘
村
外
六
ヶ
村
戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
、
事
実
上
今
日
に
至
る
ま
で
の
天
間
林
村
が
出
来
あ
が
っ
た
事
を

意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
以
上
み
て
来
た
如
く
、
旧
来
の
独
立
的
村
落
を
、
基
本
的
に
は
中
央
集
権
体
制
確
立
の
中
で
、

よ
り
合

理
的
な
末
端
行
政
単
位
と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
の
官
制
的
な
編
成
替
え
で
あ
っ
た
。
故
に
、
天
間
舘
村
以
下
の
七
ヶ
村
が
一
村
と

し
て
編
成
さ
れ
る
事
自
体
は
、
伺
ら
村
民
の
選
ん
だ
途
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
後
に
み
る
如
く
こ
の
矛
盾
が
、
間
も
な
く
「
分
村
」

を
求
め
る
動
き
と
し
て
表
面
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

明
治
一
二
年
四
月
一
七
日

市
制
及
び
町
村
制
公
布
が
あ
り

つ
い
で
本
県
で
は
明
治
二
二
年
四
月
一
日
に
「
町
村
制
」
が
施
行



さ
れ
た
。

懸
令
第
拾
四
競

本
勝
町
村
ノ
内
左
之
通
分
合
改
稿
シ
其
奮
町
村
名
ハ
公
橋
大
字
ト
ス

但
本
年
三
月
二
十
一
日
迄
ハ
線
テ
従
前
ノ
通
タ
ル
ベ
シ

明
治
二
十
二
年
二
月
三
十
日

青
森
勝
知
事

鍋
島

幹

(
『
青
森
県
史
』
巻
八
)

と
し
て
県
下
の
各
町
村
の
分
合
改
称
が
行
な
わ
れ
発
表
さ
れ
た
が
、
『
青
森
県
史
、
巻
八
」
に
は
東
、
西
、
中
、
南
津
軽
郡
に
関
し

て
の
み
の
記
載
し
か
な
く
、

し
た
が
っ
て
こ
の
時
同
時
に
発
表
(
な
い
し
は
実
施
)

さ
れ
た
他
郡
分
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
間
舘
以

下
の
七
ヶ
村
も
お
そ
ら
く
こ
の
時
に
天
間
林
村
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
し
て
、

懸
令
第
拾
六
競

明
治
二
十
二
年
四
月
一
日
ヨ
リ
本
勝
下
各
町
村
へ
町
村
制
ヲ
施
行
ス

明
治
二
十
二
年
二
月
廿
日

(
『
青
森
県
史
』
巻
八
)

天

間

林

村

史

七
O 
七
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が
発
表
さ
れ
、

つ
い
で
「
県
令
第
三
一
十
号
」
(
明
治
二
二
年
四
月
一
日
)
に
よ
り
、
県
内
の
市
役
所
お
よ
び
町
村
役
場
の
位
置
が
定

め
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
こ
れ
に
よ
り
、

「
天
間
林
村

天
間
林
ノ
内
中
野
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

かノ
V

て
、
明
治
二
二
年
四
月
一
日
を
も
っ
て
新
し
く
天
間
林
村
が
出
発
す
る
事
と
な
り
、
旧
来
の
村
は
、
全
て
大
字
と
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

す
で
に
明
治
四
年
の
戸
籍
区
編
成
以
来
み
ら
れ
、
組
合
町
村
制
、
管
区
戸
長
役
場
制
を
通
じ
て
準
備
さ
れ
て
き
た
「
国
家
の
構
成

分
子
と
し
て
の
地
方
団
体
」
(
亀
卦
川
浩
「
明
治
地
方
自
治
制
度
の
成
立
過
程
』
)
が
こ
こ
に
完
成
し
た
事
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
何
故
天
間
林
村
と
称
す
る
事
に
な
っ
た
か
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
天
間
林
村
青
年
学
校
『
郷
土
調
査
』
は
、

「
以
前
本
村
ハ
七
大
区
ニ
分
レ
ア
リ
シ
ガ
、
明
治
廿
二
年
ノ
町
村
制
施
行
ニ
際
シ
、
コ
ノ
七
大
区
二
十
五
部
落
ヲ
以
テ
一
村
ト
ナ
ル
。

コ
ノ
時
天
間
舘
ト
榎
林
ハ
他
部
落
ヨ
リ
戸
数
発
展
ノ
上
カ
ラ
シ
テ
抜
ン
デ
天
間
舘
ノ
『
天
間
」
、
榎
林
ノ
『
林
』
ヲ
ト
ッ
テ
天
間
林
ト

称
ス
ル
ニ
至
レ
リ
」
と
し
て
い
る
。

参
考
ま
で
に
青
森
県
内
に
お
け
る
他
町
村
の
名
称
決
定
を
み
れ
ば
(
『
合
併
誌
」
参
照
)
、
大
字
名
の
組
み
合
せ
が
一
番
多
く
、

つ

い
で
山
、
川
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
関
連
す
る
名
を
つ
け
た
も
の
、
名
所
の
名
を
つ
け
た
も
の
、
あ
る
い
は
大
字
の
数
に
よ
り
命
名
し

た
も
の
と
色
々
で
あ
る
。
天
間
林
は
こ
う
し
て
み
る
と
、
大
字
名
の
組
み
合
せ
で
は
あ
る
が
、
七
つ
中
二
つ
だ
け
の
組
み
合
せ
は
他

に
例
を
み
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
前
掲
『
郷
土
調
査
』
が
言
う
如
く
、
天
間
舘
、
榎
林
の
、
他
村
に
対
す
る
優
越
性
を
示
し



て
い
る
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
こ
の
名
称
決
定
を
め
ぐ
っ
て
は
各
地
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
っ
た
り
、
あ
る
い
は
予
想
さ
れ
た

た
め
、
「
町
村
制
施
行
ニ
関
ス
ル
内
務
大
臣
訓
令
」
(
明
治
二
一
年
六
月
二
二
日
)

で
、
次
の
よ
う
に
注
意
を
呼
び
か
け
る
様
で
あ
っ

た。

「
合
併
ノ
町
村
ニ
ハ
新
ニ
其
名
称
ヲ
選
定
ス
へ
シ
、
旧
各
町
村
ノ
名
称
ハ
大
字
ト
シ
テ
之
ヲ
存
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
、
尤
大
町

村
ニ
小
町
村
ヲ
合
併
ス
ル
ト
キ
ハ
其
大
町
村
ノ
名
称
ヲ
以
テ
新
町
村
ノ
名
称
ト
ナ
シ
、
或
ハ
互
ニ
優
劣
ナ
キ
数
町
村
ヲ
合

併
ス
ル
ト
キ
ハ
各
町
村
ノ
旧
名
称
ヲ
参
互
折
衷
ス
ル
等
、
適
宜
掛
酌
シ
、
勉
メ
テ
民
情
ニ
背
カ
サ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
、
但
町

村
ノ
大
小
ニ
拘
ハ
ラ
ス
歴
史
上
著
名
ノ
名
称
ハ
可
成
保
存
ノ
注
意
ヲ
為
ス
へ
シ
」

『
合
併
誌
』
よ
り
引
用
)

第
三
節

地
租
改
正
と
農
民

(一)

地
租
改
正
事
業
の
展
開

明
治
六
年
(
一
八
七
三
)

に
発
足
す
る
地
租
改
正
は
、
明
治
政
府
が
版
籍
奉
還
・
廃
藩
置
県
を
経
て
政
治
的
に
は
全
国
の
中
央
集

権
的
統
一
に
成
功
す
る
に
至
っ
た
が
、

し
か
し
そ
れ
を
支
え
る
べ
き
経
済
構
造
・
制
度
は
未
だ
に
旧
来
の
封
建
的
体
制
の
ま
ま
で
あ

っ
た
も
の
を
、
新
た
に
再
編
す
べ
く
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
そ
の
狙
い
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
旧
来
の
封
建
的
な
農
民
の
緊
縛
・
農
地
の
売
買
禁
止
な
ど
に
み
ら
れ
る
農
民
の
土
地

及
び
身
分
に
対
す
る
制
限
を
解
除
し
、
自
由
な
農
業
経
営
の
上
に
交
換
・
商
品
経
済
と
近
代
的
生
産
の
道
を
聞
き
、

さ
ら
に
こ
の
上

天

間

林

村

史

七

O
九
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に
金
納
地
租
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

て
い
た
。

こ
う
し
た
事
業
の
た
め
に
、
明
治
六
年
以
前
よ
り
す
で
に
明
治
政
府
は
そ
の
前
提
と
な
る
べ
き
い
く
つ
か
の
法
令
を
次
々
と
発
し

明
治
六
年
五
月

二
年
九
月

四
年
五
月

万
九
月

!I 五
年
二
月

JJ 万
七
月

拝
領
地
社
寺
等
の
ほ
か
村
々
の
地
面
は
全
て
百
姓
持
地

米
の
津
留
(
移
出
禁
止
)

の
解
禁

一
般
農
民
の
米
販
売
の
許
可

田
畑
勝
手
作
を
許
可

月

華
士
族
卒
在
官
者
以
外
の
職
業
の
自
由
を
許
可

田
畑
永
代
売
買
禁
止
を
解
禁

JJ 

「
地
所
売
買
譲
渡
に
付
地
券
渡
方
規
則
」
を
制
定

大
蔵
省
達
で
全
国
一
般
に
地
券
を
交
付

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
農
民
の
土
地
所
有
権
が
確
認
さ
れ
、

つ
い
で
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
貢
納
領
主
と
農
民
の

関
係
を
、
政
府
と
農
民
と
の
関
係
へ
と
切
り
か
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
封
建
制
下
で
の
貢
納
は
全
国
多
種
多
様
で
あ
り
、
農
民
の

負
担
も
一
様
で
は
な
く
、
こ
の
こ
と
は
交
換
経
済
の
発
展
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
従
来
の
封
建
的
責
納
は
現
物
納
で
あ
り
、

こ
れ
は
そ
の
保
管
・
輸
送
・
売
却
に
も
手
聞
が
か
か
る
な
ど
不
便
で
あ
り
、

さ
ら
に
「
宮
既
ニ
貢
米
ヲ
収
メ
マ
タ
之
ヲ
売
テ
金
ニ
代



へ
以
テ
万
機
ノ
費
用
ニ
供
マ
ル
コ
ド
ナ
レ
ハ
、
米
価
ノ
高
下
ニ
従
テ
政
府
ノ
用
度
盈
縮
定
マ
ラ
ス
。
就
テ
ハ
翌
年
メ
経
済
ヲ
今
年
ヨ

リ
予
算
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
、
俗
ニ
所
謂
成
行
次
第
ナ
リ
」
(
神
田
孝
平
「
田
租
改
革
建
議
」
「
日
本
農
業
発
達
史
・
巻
I
』
よ
り
引
用
)

と
い
う
弊
害
も
あ
り
、
こ
こ
に
近
代
的
租
税
制
度
へ
の
改
革
そ
し
て
そ
の
中
核
と
し
て
の
租
税
金
納
化
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
先
に
示
し
た
近
代
的
土
地
所
有
制
度
の
上
に
金
納
地
租
を
築
き
上
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
も
、
ま
た
同
時
併
進
的
に
お
こ
な
わ

れ
て
来
て
い
る
。

明
治
三
年
七
月

田
租
は
旧
来
通
り
の
米
納
、
畑
租
は
石
代
を
金
額
に
換
算
金
納

五
年
八
月

田
租
を
任
意
に
石
代
金
納
と
す
る
こ
と
許
可

六
年
六
月

田
畑
石
高
の
称
を
廃
止
、
有
税
地
は
全
て
反
別
で
表
わ
し
地
租
は
従
前
の
租
額
を
反
別
に
割
付
け
て
収
納

地
租
改
正
事
業
は
、
時
の
明
治
政
府
が
近
代
化
政
策
l
富
国
強
兵
あ
る
い
は
殖
産
興
業
政
策
を
起
す
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
た

め
の
手
段
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、

そ
の
場
合
、
当
時
の
我
国
に
お
い
て
は
農
業
・
農
民
に
対
す
る
課
税
・
徴
収
以
外
に

そ
の
財
源
を
求
め
る
こ
と
は
全
く
困
難
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
か
か
る
上
に
立
つ
て
の
近
代
化
政
策
の
遂
行
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
同

時
に
こ
の
当
時
に
お
い
て
旧
来
の
租
法
が
破
綻
を
き
た
し
、
政
府
に
よ
る
年
貢
増
徴
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貫
租
収
入
は
減
少
傾

向
に
あ
っ
た
こ
と
も
地
租
改
正
事
業
の
背
景
と
し
て
は
あ
げ
ら
れ
る
。

さ
て
こ
の
よ
う
な
背
景
と
目
的
を
も
ち
つ
つ
、

か
な
り
慎
重
な
準
備
を
か
さ
ね
な
が
ら
、
明
治
五
年
六
月
、
陸
奥
宗
光
を
租
税
頭

天

間

林

村

史

七
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に
登
用
、
同
七
月
、
租
税
寮
内
に
全
国
租
庸
に
属
す
る
一
切
の
旧
規
を
更
革
し
新
法
を
創
制
す
る
改
正
局
を
新
設
、
翌
明
治
六
年
七

月
二
八
日
地
租
改
正
条
令
を
公
布
し
て
地
租
改
正
に
着
手
し
た
。

以
後
約
一

0
年
聞
に
わ
た
る
歳
月
と
三
、
七

O
O万
円
余
の
費
用
を
か
け
て
の
一
大
事
業
の
開
始
で
あ
っ
た
。
地
租
改
正
の
骨
子
は

一
、
課
税
標
準
l
従
来
は
収
穫
を
標
準
と
し
て
課
税
し
た
も
の
を
改
め
て
地
価
を
課
税
標
準
と
す
る
。

二
、
税
率
!
地
価
の
百
分
の
三
を
定
率
と
し
て
豊
凶
に
よ
っ
て
増
減
し
な
い
。

三
、
収
納
条
件
1

物
納
を
廃
し
金
納
と
す
る
。

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

(コ

青
森
県
に
お
け
る
地
租
改
正
事
業
と
そ
の
矛
盾

本
県
に
お
け
る
地
租
改
正
事
業
は
、
明
治
七
年
か
ら
着
手
さ
れ
る
。
同
年
九
月
、
県
当
局
は
大
蔵
省
と
の
間
で
調
査
計
画
を
打
ち

合
わ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
際
政
府
に
提
出
し
た
「
地
租
改
正
ニ
付
心
得
方
伺
」
で
は
、

一
、
北
郡
お
よ
そ
反
別
四
千
八
百
町
余
、
明
治
七
年
か
ら
同
八
年
四
月
ま
で
の
見
込
み

一
、
二
戸
、
一
二
戸
郡
お
よ
そ
反
別
一
万
五
百
町
余

明
治
八
年
十
月
か
ら
同
九
年
四
月
ま
で
の
見
込
み

一
、
津
軽
郡
お
よ
そ
反
別
五
万
四
千
町
余

明
治
九
年
十
月
か
ら
同
十
年
四
月
ま
で
の
見
込
み

と
し
て
い
る
。
か
か
る
順
序
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
北
郡
は
一
小
郡
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
津
軽
郡
の
場
合
、
同
郡
は
租

税
を
旧
慣
の
ま
ま
据
置
い
て
も
苦
情
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
最
後
で
よ
か
ろ
う
と
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
と
す
る
/
な
ら
ば
北
郡
は
単

に
小
郡
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
・
旧
慣
の
ま
ま
で
は
す
え
お
け
ぬ
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
に
も
な
ろ
う
。



な
お
、
県
当
局
の
出
し
た
「
伺
」
の
中
で
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
「
(
青
森
県
は
)
土
地
肱
漠
人
口
疎
ニ
シ
テ
地
味
ノ
厚
薄
異
同
モ

亦
多
ク
、
田
方
ハ
壱
反
歩
ニ
付
種
籾
九
升
ヨ
リ
弐
斗
位
」
必
要
と
す
る
か
ら
、
政
府
の
指
示
し
た
生
産
費
と
し
て
の
控
除
割
合
(
一

割
五
分
)
を
、
土
地
生
産
性
の
低
い
青
森
県
に
お
い
て
は
も
っ
と
あ
げ
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
は
政
府

に
よ
り
許
可
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
か
く
て
、
政
府
の
一
方
的
な
方
針
に
も
と
づ
い
て
、
地
価
決
定
は
強
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
(
『
弘
前

市
史
・
下
』

P
H
)
。

明
治
七
年
二
月
に
は
地
租
改
正
心
得
書
が
県
当
局
に
よ
り
作
成
さ
れ
、
調
査
方
法
二
十
章
が
規
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
調
査
方

法
、
報
告
、
調
印
の
様
式
等
が
指
示
さ
れ
、

さ
ら
に
官
員
の
現
地
到
着
以
前
に
調
査
を
終
了
、
官
員
の
検
査
を
受
け
る
よ
う
に
す
る

こ
と
な
ど
が
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

明
治
七
年
二
一
月
、

ま
ず
北
郡
の
農
村
に
お
け
る
村
方
の
準
備
調
査
が
開
始
さ
れ
、
明
治
八
年
四
月
、
大
蔵
省
派
出
官
員
の
実
地

検
査
に
移
っ
た
。
五
月
一
一
二
日
に
は
塩
谷
良
翰
県
参
事
が
、
各
大
区
区
長
、
戸
長
に
対
し
て
官
員
の
土
地
測
量
に
助
勢
す
る
よ
う
に

と
の
命
令
を
出
し
、
同
時
に
管
下
に
地
租
改
正
の
意
義
を
告
げ
る
告
諭
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に
お
い
て
彼
は
付
旧
来
の
税
法
を
批

判
、
新
税
法
が
「
実
に
公
平
至
当
ノ
良
法
ナ
ラ
ズ
ヤ
」
と
し
て
讃
美
、
∞
か
く
し
て
こ
の
地
租
改
正
は
民
の
自
由
な
生
産
活
動
の
保

証
で
あ
り
、
真
の
開
化
の
民
と
な
り
う
る
保
証
で
あ
る
こ
と
、
日
ま
た
そ
の
調
査
は
商
議
を
尽
し
公
理
を
も
っ
て
行
な
う
か
ら
安
心

し
て
調
査
に
精
を
出
す
よ
う
に
、

と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
地
租
改
正
条
例
、
地
方
官
心
得
書
に
示
さ
れ
た
中
央
の
基
本
方
針

の
踏
襲
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
地
租
改
正
の
ね
ら
い
は
、
先
に
も
ふ
れ
た
如
く
明
治
政
府
の
殖
産
興
業
政
策
や
軍
事
力
創
出
・
充
実
の
た
め
の
財
政
支

天

問

林

村

史

七
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出
要
求
と
、
そ
れ
に
充
当
す
べ
き
財
政
収
入
を
引
き
出
す
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
場
合
圧
倒
的
に
地
租
収
入
へ
依
拠
し
た
こ
と
に

矛
盾
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
旧
来
の
悪
法
を
改
め
る
ど
こ
ろ
か
、
「
近
代
的
外
形
を
と
り
な
が
ら
も
実
質
的
に
は
領
主
的
収

奪
と
は
形
を
異
に
し
た
新
た
な
収
奪
方
式
と
し
て
農
民
層
の
上
に
お
お
い
か
ぶ
さ
っ
た
」
(
田
中
彰
『
体
系
日
本
歴
史
〔
5
〕
明
治
国

家
』
(
昭
四
二
年
)
)

と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
収
入
の
総
和
と
し
て
は
旧
貢
租
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
東

日
本
は
増
租
、
西
日
本
は
減
租
地
方
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
♂
地
租
改
正
の
地
価
決
定
は
「
商
議
尽
し
公
理
を
も
っ
て
」
行
な
わ
れ
る
べ
き
ど
こ
ろ
か
、
実
際
に
は
中
央
官
員
か
ら
地
方

官
へ
、
そ
し
て
管
下
の
区
戸
長
へ
と
い
う
中
央
集
権
的
機
構
を
通
し
て
地
価
決
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
り
(
田
中

彰
同
前
書
)
、
先
ず
県
全
体
の
地
価
地
租
を
算
定
し
て
地
租
の
減
少
し
な
い
よ
う
に
基
準
を
定
め
て
、
こ
れ
を
郡
へ
、
さ
ら
に
村
へ
と

割
当
て
る
方
法
が
取
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
地
租
改
正
事
業
は
民
の
自
由
な
活
動
を
保
証
す
る
も
の
と
は
決
し
て
な
り
え
な
か
っ
た
。
特
に
地
租
の
金
納
化
は
貧
小

農
を
窮
迫
販
売
に
追
い
や
り
、
当
時
の
上
昇
す
る
米
価
動
向
の
中
で
の
米
価
操
作
に
よ
る
利
益
は
、
地
主
・
富
農
層
あ
る
い
は
特
権

資
本
に
帰
し
た
の
で
あ
り
(
田
中
彰
同
前
書
)
、
農
民
層
の
分
解
は
一
段
と
進
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
矛
盾
は
、
全

国
的
、

一
般
的
傾
向
で
あ
る
と
同
時
に
青
森
県
に
お
い
て
も
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

(三)

上
北
郡
|
天
間
林
村
な
ど
|
に
お
け
る
地
租
改
正
事
業
と
そ
の
問
題
点

先
述
の
如
く
北
郡
(
現
上
北
郡
、
下
北
郡
)
は
青
森
県
内
に
お
い
て
最
も
先
に
地
租
改
正
事
業
が
着
手
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
そ
の
場
合
、
こ
の
地
帯
は
従
来
の
地
租
が
低
率
で
あ
る
と
の
見
込
み
と
、
さ
ら
に
県
全
体
の
地
租
を
低
く
す
る
よ
う
な
先



天

間

林

村

史

第 1表地価改正調査所要の穀価

米価 大豆価 ひえ価
所用時価調査地名
区 域

青森町、黒石町、弘前町、
2円96 2.84 津軽郡

鯵ヶ沢町、五所川原町、

福岡町、一戸町、浄法寺
二戸郡

町、五戸町、三戸町、八
3円31 1.95 0.76 三戸郡

戸町、田名部町、野辺地
北郡

町、七戸町

(原典『府県地租改正紀要J r青森県農地改革史JP. 63よりヲ|用)

第 2表 地租改正による各大区の新旧反別、税額

七
一
五

大区 本部 改正 反別比較 税額比較
旧反別 旧税額 新税額

番号 所在地 反別 増 減 増 減

町 町 町 円 円 円 円
l 青 森 6，447 11，596 5，149 70，890 69，239 1，651 

2 黒 石 9，986 14，015 4，029 138，966 115，948 23，018 

3 弘 前 7，344 10，845 3，501 89，261 71 ，202 18，059 

4 鯵ヶ沢 7，054 12，664 5，601 64，577 69，703 5，126 

5 五所川原 10，232 14，807 4，665 80，296 94，368 14，072 

6 田名部 1，658 3，282 1，624 2，258 3，968 1，709 

7 七 戸 8，185 16，071 7，886 18，882 36，759 17，877 

8 五 戸 7，983 12，755 4，772 30，358 37，031 6，673 

9 八 戸 9，431 14，370 4，939 30，259 38，564 8，305 

計 68，320 119 ，205 42，175 525，747 536，782 11 ，085 

(r青森県農地改革史JP. 64より引用)
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例
を
作
つ
て
は
な
ら
な
い
と
の
考
え
か
ら
、
各
村
の
地
価
水
準
を
相
当
に
高
く
見
込
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
地
価
算
定
に
用
い

る
米
価
が
明
治
コ
一
年
か
ら
五
ヶ
年
間
の
平
均
で
あ
り
‘

そ
の
た
め
に
南
部
地
方
は
津
軽
地
方
よ
り
高
価
と
な
り
地
価
も
高
く
な
っ
た

の
で
あ
る
。

南
部
地
方
は
土
地
生
産
力
の
低
い
畑
作
地
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、

一
反
歩
が
九
百
坪
に
達
す
る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
事
に
関
連
し

て
税
負
担
も
低
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
改
正
に
よ
っ
て
一
反
歩
は
三
百
坪
に
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て

も
こ
の
地
方
の
不
利
は
一
層
増
大
し
た
の
で
あ
る
。

右
表
よ
り
我
々
は
第
七
大
区
が
、
反
別
面
積
、
税
額
と
も
に
青
森
県
内
中
最
大
の
増
加
を
み
せ
た
こ
と
に
容
易
に
気
づ
く
で
あ
ろ

ぅ
。
反
別
に
お
い
て
は
、
実
に
約
二
倍
の
増
加
、
税
額
で
は
こ
れ
ま
た
ほ
ぽ
二
倍
の
増
大
を
み
せ
た
の
で
あ
る
。
青
森
、
弘
前
、
黒

石
な
ど
で
は
反
別
面
積
の
増
加
は
あ
っ
て
も
、
逆
に
そ
の
税
額
が
減
少
し
た
の
に
比
べ
て
著
し
く
対
照
的
で
あ
る
。
先
に
指
摘
し
た

知
く
東
日
本
で
は
全
体
と
し
て
増
租
で
は
あ
る
が
、
同
一
県
内
に
お
い
て
も
こ
れ
だ
け
の
差
異
を
み
せ
た
の
で
あ
る
。

七
戸
を
中
心
と
す
る
一
帯
は
、
元
来
低
生
産
性
の
地
方
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
税
負
担
も
限
界
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
か
か

る
地
域
的
特
性
は
全
く
考
慮
さ
れ
る
事
な
く
、
否
そ
れ
以
上
に
以
後
の
改
正
作
業
へ
の
影
響
を
考
え
て
少
し
で
も
高
く
そ
の
地
租
を

査
定
す
べ
く
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
、
青
森
県
内
に
お
け
る
地
租
改
正
作
業
の
最
大
の
矛
盾
は
、
こ
の
七
戸
地
方
を
中
心
と
す
る
一
帯
に
お
い
て
み
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
地
租
改
正
作
業
が
進
行
す
る
中
で
明
治
九
年
四
月
四
日
、
第
七
大
区
第
三
小
区
に
属
す
る
七
戸
村
外

八
ヶ
村
で
、
中
嶋
弥
六
(
中
野
在
住
中
嶋
信
氏
の
祖
父
)
、
盛
田
広
精
、
山
田
改
一
の
三
名
を
総
代
人
と
し
て
青
森
県
参
事
あ
て
に
地



租
の
減
額
を
嘆
願
す
る
と
い
う
動
き
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
県
当
局
側
は
、

か
か
る
運
動
に
対
し
て
は
強
硬
な
手
段

を
以
っ
て
対
処
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
明
治
九
年
四
月
一
二
日
青
森
県
参
事
塩
谷
良
翰
は
、
第
七
大
区
に
射
す
る
「
特
命
第
二

号
」
を
発
し
て
い
わ
く
。

地
租
改
正
之
儀
ニ
付
収
穫
及
地
債
等
取
調
候
ニ
付
テ
ハ
議
テ
村
方
ヨ
リ
申
立
タ
ル
収
穫
ヲ
基
ト
シ
奮
来
石
盛
ノ
不
同
ト

貢
租
ノ
甘
苦
ト
ヲ
篤
ト
推
究
シ
尚
改
正
反
別
ノ
改
出
及
土
地
善
悪
耕
転
ノ
難
易
ヲ
モ
参
酌
夫
々
成
規
ニ
照
準
嘗
否
ヲ
検
シ

其
上
格
別
掛
酌
ヲ
加
へ
地
価
等
取
極
候
義
ニ
付
決
テ
不
適
之
儀
無
之
尤
地
債
等
決
定
ス
際
該
医
七
戸
ニ
診
テ
村
吏
並
小
前

線
代
ノ
モ
ノ
迄
呼
集
メ
権
参
事
那
須
均
ヲ
始
メ
其
他
本
省
ヨ
リ
出
張
ノ
官
員
一
同
列
座
之
上
地
債
等
記
載
ノ
合
斗
帳
一
村

限
リ
下
ケ
渡
シ
異
存
ア
ラ
ハ
其
課
可
申
立
承
服
之
上
ハ
其
趣
書
可
差
立
旨
口
達
及
ヒ
候
処
此
際
何
レ
モ
承
服
シ
異
存
ナ
キ

然
ル
処
該
医
村
々
ノ
内
中
ニ
ハ
収
穫
等
級
取
調
見
込
違
ニ
付
再
調
等
今
更
出
願
候
輩
モ
有
之
或
ハ
右
ヲ
口
賓
ト
シ
テ
小
前

ヲ
煽
動
致
候
様
ノ
モ
ノ
有
之
哉
ニ
相
聞
以
之
外
之
事
ニ
候
・
:

(
『
青
森
豚
史

第
七
巻
』
三
五

O

二

こ
の
よ
う
に
、
県
当
局
は
、
地
租
改
正
に
当
つ
て
は
十
二
分
に
そ
の
地
方
の
特
性
を
考
慮
し
、

か
つ
地
方
の
人
と
の
談
合
の
結
果

と
し
て
査
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
り
、

そ
れ
に
対
す
る
異
議
'
申
し
立
て
は
、
全
く
理
由
な
き
も
の
と
し
て
突
き
は
な

す
態
度
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
こ
の
時
の
主
謀
者
た
る
前
記
の
者
達
は
、
二
ヶ
月
間
に
わ
た
っ
て
警
察
に
拘
引
さ
れ
る

と
い
う
結
末
を
む
か
え
た
の
で
あ
っ
た
。

県
内
に
お
い
て
は
、
他
に
も
同
じ
く
旧
南
部
地
方
の
三
戸
郡
因
子
に
お
い
て
明
治
九
年
四
月
に
徴
税
反
対
の
農
民
暴
動
が
お
こ
っ
て

天

間

林

村

史

七

七
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な
こ
と
で
は
な
く
、

い
る
。
当
時
の
青
森
県
、
特
に
旧
南
部
地
方
は
、
ま
だ
貨
幣
経
済
が
十
分
に
は
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
米
の
換
金
は
容
易

そ
う
し
た
時
に
地
租
改
正
に
よ
る
納
期
が
明
治
九
年
三
月
末
日
と
な
っ
た
た
め
、
こ
の
地
方
の
米
価
は
は
げ
し

い
下
落
を
み
せ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
農
民
達
は
、
増
租
に
な
っ
た
上
に
、
さ
ら
に
米
価
の
下
落
に
よ
り
旧
租
の
倍
量
以
上
の
米

を
販
売
・
換
金
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
背
景
を
以
っ
て
因
子
村
の
農
民
、
五

i
六
百
人
は
、
山
万
、
鎌
な
ど

で
武
装
、
五
戸
の
第
八
大
区
役
所
を
と
り
か
こ
む
ま
で
の
闘
争
へ
と
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

第
七
大
区
七
戸
村
を
中
心
と
す
る
再
調
査
を
求
め
る
請
願
、
そ
し
て
第
八
大
区
因
子
村
に
お
け
る
徴
税
反
対
闘
争
と
い
い
、
両
者

と
も
に
結
局
は
地
租
改
正
が
い
か
に
農
民
に
矛
盾
を
負
わ
せ
た
か
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
七
戸
村
に
お
け
る
再
調
査
請
求
は
、
第
七

大
区
第
二
小
区
た
る
天
間
林
村
で
も
全
く
同
様
の
苦
し
み
を
味
わ
っ
て
い
た
事
は
疑
い
え
な
い
し
、

ま
た
田
子
村
の
闘
争
も
、

そ
の

原
因
は
、
全
く
同
様
な
形
で
天
間
林
村
に
も
お
お
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
た
矛
盾
で
し
か
な
い
。
天
間
林
村
の
農
民
は
、
し
た
が
っ
て
、

旧
租
の
倍
に
も
あ
た
る
べ
き
地
租
納
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
税
の
金
納
の
た
め
の
貨
幣
取
得
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ら
に
著
し
い
困
難
、

苦
痛
を
強
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
若
干
付
言
す
る
な
ら
ば
、
地
租
改
正
に
反
対
す
る
農
民
闘
争
は
、
全
国
的
規
模
で
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
茨
城
県
、

三
重
県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
堺
県
に
お
い
て
は
極
め
て
激
し
い
形
で
展
開
さ
れ
、

者
は
処
刑
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。
か
く
し
て
政
府
は
、
明
治
一

O
年
一
月
、
地
租
率
を
百
分
の
三
か
ら
百
分
の
二
・
五
へ
と

つ
い
に
は
官
憲
と
の
衝
突
に
ま
で
発
展
、
首
謀

引
き
下
げ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。



個)

地
租
改
正
と
そ
の
後

地
租
改
正
は
、

一
面
に
お
い
て
は
日
本
の
農
業
経
済
構
造
の
近
代
化
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
「
明
治
維
新
が

農
民
を
解
放
し
た
の
は
地
主
で
あ
っ
て
、
小
作
人
は
却
っ
て
、
地
主
層
の
下
積
み
に
な
っ
て
ゆ
く
傾
向
を
強
め
た
」
(
小
野
武
夫
『
農

村
史
」
)
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

そ
れ
は
一
般
農
民
を
し
て
藩
政
時
代
以
上
に
苦
し
い
状
態
に
追
い
込
む
も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も

よ
い
。
そ
し
て
こ
れ
と
は
逆
に
地
主
層
は
地
租
を
納
め
る
代
わ
り
に
六
割
の
現
物
を
収
納
出
来
る
こ
と
に
な
り
、
政
府
は
ま
た
地
租

を
納
入
し
て
く
れ
る
地
主
を
保
護
す
る
政
策
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
地
租
の
金
納
化
は
そ
れ
ま
で
は
自
然
経

済
の
中
に
あ
っ
た
一
般
農
民
を
貨
幣
経
済
に
ま
き
込
む
こ
と
に
な
っ
た
が
ベ
商
品
生
産
者
た
り
う
る
だ
け
の
条
件
を
全
く
有
し
て
い

な
い
農
民
に
と
っ
て
は
、
農
産
物
価
格
の
変
動
を
通
じ
て
の
没
落
の
契
機
で
し
か
な
か
っ
た
。

か
く
し
て
一
般
農
民
に
と
っ
て
は
土

地
所
有
権
の
法
的
確
認
や
土
地
売
買
の
自
由
は
、
土
地
の
喪
失
の
自
由
で
し
か
な
く
、
逆
に
地
主
に
は
集
積
の
自
由
で
あ
っ
た
。
明

治
一
四
年
の
紙
幣
整
理
事
業
以
降
の
農
村
の
不
況
の
深
刻
化
、

ま
た
二

O
年
以
降
の
米
価
上
昇
は
、
ま
す
ま
す
地
主

l
小
作
関
係
の

み
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(
本
節
は
、
特
に
こ
と
わ
り
の
な
い
限
り
、
『
青
森
県
農
地
改
革
史
』
に
依
拠
し
て
い
る
)

天

間

林

村

史
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四
章

天
間
林
村
を
め
ぐ
る
政
治
的
諸
問
題
l

i
明
治
期
を
中
心
と
し
て
|
|

第
一
節

明
治
天
皇
の
東
北
巡
幸
を
め
ぐ
っ
て

明
治
期
の
重
大
な
政
治
的
事
件
と
し
て
明
治
天
皇
の
幾
度
に
も
わ
た
る
全
国
各
地
へ
の
巡
幸
が
あ
る
。
そ
の
数
は
、
即
日
還
幸
を

加
え
れ
ば
実
に
九
七
件
の
多
き
に
上
る
が
、
と
り
わ
け
明
治
五
年
の
近
畿
・
中
国
・
九
州
巡
幸
(
明
治
五
年
五
月
二
三
日

1
七
月
一

二
日
)
、
明
治
九
年
の
東
北
巡
幸
(
明
治
九
年
六
月
二
日

1
七
月
一
一
一
日
)
、
明
治
二
年
の
北
陸
・
東
海
道
巡
幸
(
明
治
二
年
八

月
三

O
日
i
一
一
月
九
日
)
、
明
治
一
三
年
の
中
央
道
巡
幸
(
明
治
二
二
年
六
月
一
六
日

1
七
月
二
三
日
)
、
明
治
一
四
年
の
東
北
・

北
海
道
巡
幸
(
明
治
一
八
年
七
月
二
六
日

1
八
月
一
二
日
)

の
六
つ
の
巡
幸
は
、
明
治
六
大
巡
幸
と
さ
れ
、
そ
の
持
つ
意
義
は
極
め

て
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
明
治
二

0
年
代
以
前
に
六
大
巡
幸
は
集
中
し
て
お
り
、
そ
れ
以
後
に
お
い
て
は
即
日
還

幸
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
と
は
誠
に
対
照
的
で
あ
る
。
で
は
明
治
二

O
年
以
前
に
何
故
大
巡
幸
が
集
中
的
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
成
立
し
て
間
も
な
い
明
治
維
新
政
府
の
安
定
を
図
り
、

か
つ
当
時
に
わ
か
に
活
発
化
し
て
い
た
自
由
民
権
運
動
へ
の

対
処
で
あ
っ
た
と
一
般
に
は
説
明
さ
れ
て
い
る
(
色
川
大
吉
「
日
本
の
歴
史
・
幻
|
|
近
代
国
家
の
出
発
l
|
|
』
中
央
公
論
社
、
田

中
彰
「
近
代
天
皇
制
へ
の
道
程
』
参
照
)
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
六
大
巡
幸
の
う
ち
二
つ
の
巡
幸
、
す
な
わ
ち
明
治
九
年
の
東
北
巡
幸
と
、

一
四
年
の
東
北
・
北
海
道
巡
幸
に
つ



い
て
と
り
あ
げ
、
天
間
林
村
で
の
当
時
の
模
様
を
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

な
お
、
二
度
に
わ
た
る
東
北
巡
幸
の
意
義
に
つ
い
て
、

田
中
は
、
「
そ
こ
に
あ
る
も
の
は
東
北
や
北
海
道
(
函
館
)

で
、
『
官
軍
』

と
し
て
戦
死
し
た
者
へ
の
追
悼
で
あ
り
、
そ
れ
へ
の
祭
杷
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

い
わ
ゆ
る
『
賊
軍
』
に
対
し
て
は
一
顧
だ
に
与
え
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
天
皇
は
、
幕
府
を
打
倒
し
た
政
治
的
勝
者
と
し
て
巡
幸
し
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
り
、

か
っ
そ
の
勝

利
者
が
ま
た
仁
恵
者
と
し
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
」
こ
と
に
、
国
家
的
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
典
型
を
と
ら
え
て
い
る
(
田
中
前
掲
書
)
。

(ー)

天
皇
巡
幸
と
地
方
宮
吏
、
民
衆
の
対
応

明
治
九
年
の
東
北
巡
幸
に
先
立
つ
四
年
前
の
明
治
五
年
四
月
、
時
の
青
森
県
参
事
杉
山
龍
江
は
一
建
言
書
を
呈
し
て
い
る
。

奏
請
北
巡
建
言

誠
憧
誠
恐
頓
首
再
拝
伏
し
て
惟
る
に
聖
土
夙
に
中
興
、
大
政
復
古
の
業
を
起
し
封
建
割
擦
の
積
弊
を
一
一
読
し
て
勝
治
維

新
の
基
を
聞
く
。
普
天
の
下
率
土
の
演
始
め
て
皇
化
一
統
の
治
を
仰
ぐ
を
得
た
り
寅
に
欣
躍
の
至
に
堪
え
ず
。
特
に
東
北

地
方
奮
染
の
弊
習
未
だ
除
か
ず
頑
愚
の
人
民
未
だ
聖
仁
の
厚
き
を
知
ら
ず
。
而
し
て
朝
廷
域
は
未
だ
其
の
情
を
蓋
さ
ず
し

て
、
之
を
度
外
に
付
す
る
が
如
し
是
臣
危
倶
日
夜
思
を
措
く
能
は
ず
し
て
一
た
び
陳
述
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
者
な
り
。

謹
み
て
案
ず
る
に
皇
化
西
よ
り
東
に
漸
し
方
今
中
園
の
人
民
知
識
日
に
開
け
自
主
の
権
自
ら
足
り
て
文
明
の
治
を
稗
補
す

る
者
少
か
ら
ず
陸
羽
頑
固
の
民
依
然
と
し
て
奮
習
を
襲
ふ
者
と
復
同
日
に
語
る
可
ら
ず
。
嚢
者
聖
上
東
京
に
遷
ら
せ
給
ひ

地
形
の
勝
栗
に
擦
り
て
東
西
を
控
制
し
以
て
大
に
陸
羽
蝦
地
に
臨
む
。
臣
籍
に
喜
ぶ
。
光
被
の
化
数
年
な
ら
ず
し
て
東
北

天

問
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村
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に
決
治
す
可
し
と
。
而
し
て
荏
書
今
日
に
至
り
、
未
だ
其
賓
際
の
効
を
見
、
ず
。
夫
如
此
し
て
之
を
度
外
に
付
す
る
が
如
き

は
膏
に
聖
業
中
止
す
る
の
み
な
ら
ず
、
園
家
の
安
危
賓
に
測
る
べ
か
ら
ず
。
今
夫
富
強
を
十
年
に
期
し
海
外
高
園
に
卓
立

せ
ん
と
欲
せ
ば
、
則
東
北
を
聞
く
の
業
宣
天
下
の
大
急
務
と
非
ら
ず
や
是
れ
薄
室
田
堆
中
の
吏
員
に
委
す
べ
き
も
の
に
非
ず
、

必
聖
上
と
一
二
の
大
臣
と
風
椛
雨
泳
の
労
を
親
ら
い
給
ひ
以
て
大
に
陸
羽
の
民
を
振
作
し
蝦
地
を
開
拓
し
て
全
園
の
カ
を

充
賓
な
ら
し
む
可
し
是
臣
日
夜
間
問
。
懲
首
を
延
べ
て
奥
限
に
側
立
し
鳳
輩
の
北
巡
を
麹
望
す
る
所
以
な
り
(
中
略
)

鳴
呼
在
廷
官
員
耳
目
の
触
る
る
慮
唯
府
下
繁
華
の
光
景
に
慣
ふ
東
北
地
方
の
事
実
の
夢
想
の
能
く
及
ぶ
所
に
非
ず
。
今
若

新
豚
制
置
、
縫
に
其
の
形
を
見
て
園
家
の
基
礎
既
に
定
る
と
請
ひ
将
更
文
僻
の
虚
飾
、
娼
を
呈
す
る
を
見
て
民
心
既
に
親

付
す
と
請
ひ
満
朝
徒
に
判
度
文
緯
を
事
と
し
尋
常
篠
令
を
以
て
天
下
の
事
取
す
可
し
と
謂
い
漸
く
安
逸
を
貧
り
憂
労
を
忘

れ
る
〉
時
は
乃
ち
勝
治
維
新
の
盛
業
は
適
々
以
て
民
を
乱
り
園
を
誤
る
の
階
梯
に
属
す
る
耳
宣
慨
歎
の
至
な
ら
ず
や
(
中

略臣
以
為
東
北
地
方
の
事
一
箇
の
大
翠
校
と
見
倣
し
諸
豚
吏
員
は
皆
な
其
の
教
師
と
な
り
聖
上
親
臨
之
を
督
責
し
以
て
大
に

人
心
を
釜
動
し
頑
を
振
ひ
惰
を
起
し
専
ら
其
の
知
識
を
聞
き
能
く
図
燈
時
勢
を
知
ら
し
め
異
に
朝
廷
の
馬
富
強
の
本
を
務

む
る
の
念
を
起
さ
し
む
可
し
。
臣
又
以
為
蝦
地
を
開
く
規
模
大
な
ら
ざ
る
に
非
ず
其
賞
烏
合
無
頼
の
衆
を
募
り
随
ひ
て
移

せ
ば
随
ひ
て
去
る
。
移
民
の
業
未
だ
其
計
を
得
、
ず
。
宣
に
能
く
露
関
隈
々
の
勢
に
抗
す
る
を
得
ん
や
。
故
に
能
く
陸
羽
寒

気
に
習
ふ
の
民
を
振
作
し
、
そ
れ
を
し
て
異
に
朝
廷
の
矯
め
辛
結
を
執
り
て
永
海
の
雲
を
墾
破
せ
ん
こ
と
を
思
は
し
め
然

る
後
開
拓
の
業
賓
際
の
功
を
収
む
る
に
足
る
可
し
。



此
等
の
事
業
固
よ
り
尋
常
吏
員
に
委
す
可
き
者
に
非
ず
、
而
し
て
前
陳
頑
愚
の
民
を
教
誘
す
る
亦
尋
常
吏
員
戸
税
人
諭
の

能
く
及
ぶ
所
に
非
ず
必
聖
上
と
一
一
一
の
大
臣
と
賓
地
親
臨
其
疾
苦
を
問
い
其
凍
鮫
を
極
ひ
給
は
ば
遺
限
の
父
老
始
め
て
聖

仁
の
厚
き
を
仰
ぎ
相
率
ゐ
て
鳳
輩
を
拝
脆
し
濫
棲
の
袖
を
掩
ひ
て
泣
く
可
し
。
父
老
の
心
一
た
び
感
激
せ
ば
頑
情
の
子
弟

亦
従
耳
動
せ
ん
。
是
臣
の
迂
論
黙
す
る
能
は
ず
し
て
汲
汲
切
に
北
巡
の
議
を
献
ず
る
所
以
な
り
。
臣
響
に
聞
く
去
歳
大
臣
参

議
諸
公
親
し
く
北
海
道
を
歴
覧
す
る
の
命
あ
り
て
頻
に
道
路
を
開
く
と
。
今
に
至
り
更
に
其
の
撃
あ
る
を
見
、
ず
。
是
朝
廷

一
た
び
信
を
北
地
に
飲
く
き
似
た
り
臣
願
く
ば
連
に
前
陳
北
巡
の
議
を
聖
断
し
給
ひ
早
く
遠
大
の
業
程
を
起
し
て
大
に
人

心
を
作
興
し
命
出
づ
る
の
日
信
義
を
飲
く
こ
と
な
く
以
て
天
下
方
向
を
一
に
し
功
業
を
必
成
に
期
せ
ん
こ
と
を
臣
懇
議
の

至
り
に
不
堪
候
。
龍
江
昧
死
上
聞
す
(
東
奥
日
報
「
青
森
県
総
覧
』
よ
り
引
用
)

こ
の
上
奏
文
に
つ
い
て
、
例
え
ば
「
青
森
県
に
蛤
け
る
明
治
天
皇
の
御
遺
蹟
』

の
筆
者
は
、
天
皇
の
明
治
九
年
東
北
巡
幸
の
「
一

因
を
な
せ
り
と
云
ふ
を
得
へ
し
」
と
評
価
し
、

ま
た

『
五
戸
町
誌
』
に
お
い
て
も
こ
の
評
価
は
採
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら

天
皇
に
よ
る
東
北
巡
幸
は
、

か
か
る
一
地
方
官
の
建
言
な
く
し
て
も
実
施
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
事
は
、
当
時
の
圏
内
に
お
け
る
政
治
情

勢
の
中
で
は
明
ら
か
で
あ
り
、

か
か
る
評
価
は
余
り
に
も
過
大
な
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
こ
に
杉
山
の

上
奏
文
を
長
々
と
引
用
し
た
の
は
、

一
つ
に
は
当
時
の
地
方
官
の
天
皇
(
巡
幸
)
観
を
み
る
た
め
で
あ
り
、
二
つ
に
は
、
逆
に
地
方

官
の
人
民
へ
の
態
度
を
知
る
た
め
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
杉
山
は
最
大
級
の
敬
辞
、
敬
句
を
使
用
し
て
い
る
も
の
の
、

林

し
か
し
天
皇
を
神
格
化
し
て
し
ま
う

天

間

村

史

七
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ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
国
政
を
執
る
第
一
人
者
と
し
て
の
天
皇
に
地
方
を
直
視
し
て
も
ら
う
こ
と
か
ら

地
方
の
行
政
の
第
一
歩
が
開
始
さ
れ
る
と
い
う
思
い
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
と
同
時
に
か
か
る
天
皇
巡
幸
を
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ
・
ボ

l
ド

と
し
て
の
東
北
地
方
開
発
へ
の
願
い
が
強
烈
に
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
特
に
そ
れ
は
、
こ
れ
以
後
今
日
に
至
る
ま
で
み
ら

れ
れ
る
東
北
地
方

1
後
進
地
域
論
と
そ
れ
に
伴
う
開
発
希
求
論
の
は
し
り
的
存
在
で
あ
り
、
以
後
多
く
の
東
北
人
士
に
共
通
せ
る
立

場
の
も
の
で
あ
っ
た
。
(
青
森
県
人
の
中
で
も
例
え
ば
成
田
鉄
四
郎
、
北
山
一
郎
な
ど
に
も
共
通
性
を
み
る
事
が
出
来
よ
う
)

政
治
的
事
件
を
一
つ
の
契
機
に
そ
の
経
済
的
発
展
を
は
か
る
と
い
う
発
想
で
あ
る
。

第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
一
点
と
の
関
連
を
多
分
に
十
有
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
外
部
か
ら
の
イ
シ
パ
ク
ト
を
求
め
よ
う
と
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、

そ
の
地
方
の
現
実
は
増
々
貧
困
に
見
え
て
く
る
の
が
通
例
で
あ
ろ
う
。
東
北
の
民
は
「
依
然
と
し
て
旧
習
を
襲
う
」
「
頑

愚
の
人
民
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
地
方
官
吏
の
「
巡
幸
」
観
は
か
か
る
如
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
で
は
一
般
民
衆
に
と
っ
て
の
「
巡
幸
」
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
詳
し
く
知
る
べ
き
資
料
は
な
い
。
し
か
し
例
え
ば
明
治
九
年
の
巡
幸
の
時
冷
害
の
兆
し
の
あ
っ

た
青
森
県
で
は
、
天
皇
が
青
森
県
に
入
っ
た
日
か
ら
は
連
日
晴
天
に
恵
ま
れ
、
農
民
は
「
天
子
様
は
世
の
中
を
持
っ
て
ご
ざ
っ
た
」

と
歓
呼
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

(
豊
田
武
嗣
『
東
北
の
歴
史
・
下
』
参
照
)
。
こ
れ
な
ど
は
色
々
に
解
釈
出
来
う
る
が
、

一
般
民
衆

に
と
っ
て
は
天
皇
巡
幸
よ
り
も
農
作
業
の
方
が
重
大
関
心
事
で
あ
っ
た
事
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
と
も
受
け
と
れ
よ
う
。

一
般
に
民
衆
の
天
皇
巡
幸
へ
の
反
応
は
、
色
川
大
吉
氏
に
よ
れ
ば
、
政
府
が
組
織
的
に
動
員
で
き
た
の
は
、
各
府
県
官
吏
や
巡
査



な
ど
で
、
あ
と
は
小
学
生
徒
だ
け
で
あ
り
、

一
般
民
衆
は
「
農
作
業
の
さ
ま
た
げ
を
す
る
な
、
歓
迎
に
か
り
だ
し
て
は
な
ら
ぬ
、
自

由
に
ま
か
せ
よ
」
と
い
う
指
示
も
あ
り
極
め
て
低
調
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
中
で
そ
の
反
応
の
型
は
付

無
関
心
型
、
口
信
何
型
、
国
「
お
祭
り
型
」
剛
「
打
算
型
」
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
(
色
川
前
掲
書
)
。

青
森
県
内
で
の
型
は
比
較
的
に
こ
の
第
二
の
型
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
も
、
民
衆
自
身
の
生
活
と
の
結
び

つ
き
を
は
ず
し
て
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
先
の
一
例
で
も
判
明
し
よ
う
。

杉
山
の
上
奏
文
は
、
天
皇
の
巡
幸
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
天
皇
巡
幸
が
決
定
し
た
時
に
、
最
も
気
を
つ
か
い
、
神

経
を
と
が
ら
せ
た
の
は
、
様
々
な
地
方
官
吏
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
明
治
九
年
四
月
に
天
皇
の
東
北
巡
幸
が
決
定
、

そ
の
旨
が

伝
え
ら
れ
た
時
、
青
森
県
参
事
塩
谷
は
さ
っ
そ
く
に
次
の
如
き
達
し
を
県
民
に
出
し
て
い
る
。

四
月
二
十
七
日
達
第
百
五
号

今
般
、
陸
羽
ご
巡
幸
を
仰
せ
出
さ
れ
、
未
開
辺
陳
の
地
ま
で
ご
親
臨
相
成
り
候
。

一
視
同
仁
、
千
載
曽
有
の
盛
挙
は
国

家
の
賀
す
べ
き
と
こ
ろ
、
追
っ
て
鳳
輩
通
御
の
節
は
沿
道
に
住
居
の
面
々
毎
戸
国
旗
を
掲
揚
し
敬
祝
の
意
を
表
す
べ
く
候
。

こ
の
旨
沿
道
、
市
街
、
駅
村
、
も
れ
な
く
説
諭
い
た
す
べ
く
、
こ
の
旨
相
違
な
く
候
事
。
た
だ
し
、
国
旗
の
調
達
が
不
便

の
村
市
は
員
数
を
取
り
調
べ
、
来
月
末
日
ま
で
第
六
課
へ
申
し
出
で
候
わ
ば
繰
替
払
い
を
以
て
品
物
出
来
相
渡
す
べ
き
事

青
森
県
知
事

塩
谷
良
翰

『
五
戸
町
誌
・
下
』
よ
り
引
用
)

天

間

林

村

史

七
二
五



第
五
編
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七
二
六

民
衆
へ
の
宣
伝
を
い
か
に
県
当
局
が
熱
心
で
あ
る
か
は
こ
れ
に
で
も
判
明
し
よ
う
。

そ
れ
は
地
方
官
僚
と
し
て
の
彼
ら
の
立
場
を

表
わ
す
も
の
以
外
の
何
物
で
も
な
か
ろ
う
。

(ニ)

明
治
九
年
東
北
巡
幸
と
天
間
林
村

明
治
九
年
四
月
二
四
日
奥
羽
地
方
の
巡
幸
が
決
定
さ
れ

つ
い
で
五
月
六
日
に
至
り
六
月
二
日
出
発
と
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
五
月

一
O
日
に
は
其
の
御
休
泊
割
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

本
県
に
は
七
月
一

O
日
に
到
着
し
て
い
る
。
そ
の
後
一

O
日
三
戸
泊
、
一

一
日
五
戸
泊
、
一
二
日
七
戸
泊
と
な
り
二
三
日
七
戸
を
発

進
、
天
間
林
村
を
通
過
、
野
辺
地
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
間
に
あ
り
旧
坪
村
の
漆
戸
半
兵
衛
宅
が
「
御
小
休
所
」
と
し
定
め
ら
れ
て

お
り
、
午
前
八
時
一

O
分
着
二
五
分
間
ほ
ど
休
憩
し
て
い
る
。
こ
の
坪
村
通
過
に
際
し
所
請
「
査
の
石
文
」

の
碑
の
所
在
が
求
め
ら

れ
、
先
立
つ
六
月
一
三
日
に
は
、
宮
内
大
丞
に
よ
り
青
森
県
あ
て
次
の
如
き
照
会
状
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

御
県
管
下
七
戸
よ
り
、
野
辺
地
に
至
る
半
途
、
坪
村
に
有
之
千
曳
神
社
は
、
田
村
将
軍
の
建
立
せ
る
日
本
中
央
と
記
し
た

‘
る
碑
を
、
埋
め
杷
り
し
由
、
所
請
坪
の
石
碑
と
承
り
居
な
り
候
問
、
御
詮
議
有
之
、
右
之
通
相
違
無
之
義
に
て
、
格
別
手

数
も
相
懸
り
不
申
事
に
候
は
は

御
著
輩
迄
に
、
其
の
場
に
掘
立
置
候
様
、
御
取
計
相
成
度
、
此
段
及
御
懸
合
候
也
。

九
年
六
月
十
三
日

供
奉

宮
内

大
丞



青
森
豚
令
参
事
御
中

伝
説
上
の
「
石
碑
」
を
探
し
て
お
い
て
欲
し
い
と
求
め
ら
れ
た
県
は
、
全
力
を
あ
げ
て
探
し
求
め
た
ら
し
い
。
し
か
し
そ
の
発
見

は
出
来
、
ず
、
し
た
が
っ
て
「
是
に
胎
て
役
夫
を
し
て
、
千
曳
神
社
の
地
下
及
近
傍
を
発
掘
せ
し
め
百
方
捜
索
せ
し
め
し
と
雄
も
、
遂

に
発
見
す
る
こ
と
能
は
ず
、
那
須
権
参
事
御
駐
輩
の
地
に
訟
で
其
の
事
を
具
伏
せ
り
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
何
の
根
拠
も
な
い

伝
説
上
の
碑
を
地
中
よ
り
「
発
見
」
す
る
た
め
に
県
当
局
が
ど
の
よ
う
に
苦
心
し
た
か
が
し
の
ば
れ
る
気
も
し
な
い
で
は
な
い
。
時

の
青
森
県
人
は
、
次
の
如
き
和
歌
を
し
た
た
め
て
い
る
。

関
野
長
右
衛
門

鳳
輩
の
み
ゆ
き
に
あ
ひ
て
埋
れ
し
名
を
こ
そ
お
こ
せ
査
の
石
文

(三)

明
治
十
四
年
東
北
・
北
海
道
巡
幸

天
皇
は
明
治
一
四
年
に
再
び
東
北
巡
幸
を
行
な
っ
た
。
こ
の
時
は
、
北
海
道
南
部
巡
幸
も
合
わ
せ
て
行
な
わ
れ
た
。

前
回
同
様
陸
路
岩
手
県
よ
り
青
森
県
に
入
ら
れ
た
の
は
八
月
二
三
日
で
あ
り
、
同
日
三
戸
泊
、
二
四
日
八
戸
泊
、
二
五
日
三
本
木
泊

の
あ
と
七
戸
、
天
間
林
を
通
っ
て
野
辺
地
へ
至
っ
た
。
こ
の
際
前
回
同
様
に
坪
村
漆
戸
半
兵
衛
宅
(
但
し
、
当
時
は
本
間
小
三
郎
が

居
住
し
て
い
た
)
に
て
小
休
止
を
し
て
い
る
。

天

問

林

村

史

七

七
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J¥ 

以
上
「
青
森
県
に
診
け
る
明
治
天
皇
の
御
遺
蹟
』
よ
り
)

さ
て
、
二
度
の
東
北
巡
幸
の
際
、
天
皇
が
臨
幸
も
し
く
は
政
府
高
官
を
派
遣
し
た
場
所
、
施
設
は
、
極
め
て
多
数
に
上
る
が
、
特

に
産
業
施
設
の
視
祭
に
は
力
が
い
れ
ら
れ
て
い
る
。
県
内
で
も
、
九
年
に
は
三
本
木
開
墾
、

一
四
年
に
は
八
戸
開
本
社
、
七
戸
共
有

製
糸
場
、
十
三
湖
疏
撃
工
事
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
他
に
も
産
業
功
労
者
な
ど
と
の
え
つ
見
は
多
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
事
実
は
、
当
時
政
府
が
近
代
国
家
の
基
盤
と
し
て
の
産
業
を
い
か
に
重
視
し
て
い
た
か
を
物
語
る
も
の
で
も
あ
り
、
政
府
と

し
で
も
東
北
巡
幸
を
契
機
に
東
北
開
発
に
も
力
を
振
り
向
け
よ
う
と
い
て
い
た
。
特
に
九
年
の
巡
幸
時
に
は
、
内
務
卿
大
久
保
利
通

が
先
発
し
、
彼
が
東
北
の
産
業
視
察
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
は
名
高
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
こ
の
よ
う
な
東
北
開
発
振
興
計
画
も
、

大
久
保
の
死
、
あ
る
い
は
大
久
保
が
着
手
し
た
野
蒜
築
港
の
失
敗
に
よ
り
、
し
だ
い
に
熱
が
さ
め
て
い
一
っ
た
の
で
あ
る
。
よ
し
ん
ば
「
巡

幸
に
よ
っ
て
東
北
開
発
が
一
歩
も
二
歩
も
前
進
し
た
」
(
『
五
戸
町
誌
・
下
』
)
と
し
て
も
、

そ
れ
以
上
に
東
北
以
外
の
地
が
前
進
さ
せ

ら
れ
て
ゆ
こ
う
と
し
て
い
る
時
、
結
局
は
相
対
的
に
は
そ
の
差
異
が
拡
大
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
事
は
、
そ
の
後
の
歴
史
が
雄

弁
に
語
っ
て
く
れ
よ
う
。
(
高
橋
富
雄
『
東
北
の
歴
史
と
開
発
』
参
照
)

第
二
節

明
治
期
に
お
け
る
村
政
の
一
側
面

(ー)

明
治
十
四
年
度
、
榎
林
・
附
田
・
ニ
ッ
森
戸
長
役
場
村
議
会
資
料
に
つ
い
て
、

す
で
に
第
一
章
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
今
日
あ
る
天
間
林
村
は
、
明
治
維
新
以
降
の
地
方
行
政
制
度
の
幾
度
か
の
変
化
を
経
験
し
な

が
ら
も
、
明
治
二
二
年
四
月
の
「
町
村
制
規
則
」
施
行
に
よ
り
、
旧
七
ヶ
村
が
一
村
と
し
て
合
併
さ
れ
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。



こ
れ
以
前
に
お
い
て
の
各
村
の
政
治
的
発
展
は
、
詳
し
く
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
『
附
田
・
附
田
家
文
書
』
に
、
明
治
一
二
年
村
会

議
員
当
撰
証
書
及
び
明
治
一
四
年
村
会
議
案
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

附
回
議
右
ェ
門

今
般
骨
閏
撰
ニ
付
村
合
議
員
ノ

職
ニ
従
事
ス
ヘ
キ
事

明
治
十
二
年

四
月
廿
一
日

青
森
師
胴
上
北
郡
附
田
村
戸
長
役
場

第
一
章
で
の
べ
た
如
く
、
附
田
村
単
独
で
戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
た
と
は
思
え
な
い
の
で
、
「
附
田
村
戸
長
役
場
」
な
る
書
き
方
に

は
不
自
然
さ
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
だ
い
た
い
こ
の
様
な
形
式
の
当
撰
証
書
が
授
与
さ
れ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
榎
林
、
附
田
、
二
ツ

森
三
ヶ
村
村
会
の
定
員
は
、
次
に
紹
介
す
る
資
料
に
み
ら
れ
る
通
り
一
一
名
で
あ
る
が
、
こ
の
数
字
は
、
「
町
村
会
規
則
」
の
第
二
章

第
十
条
の
規
定
(
百
戸
以
上
百
五
十
戸
未
満
・
:
十
一
人
)
通
り
で
あ
り
、
当
時
の
こ
れ
ら
三
村
の
戸
数
は
、
後
掲
資
料
に
み
ら
れ
る

如
く
一
四
四
戸
で
あ
っ
た
こ
と
と
も
正
し
く
符
合
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
ま
す
ま
す
附
田
村
単
独
の
戸
長
役
場
の
存
在
は
、
当
時

は
あ
り
え
な
く
な
る
。
し
か
し
と
も
か
く
も
、
明
治
一
二
年
に
村
会
制
度
は
出
発
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
「
明
治
十
四
年
村
舎
議
案
」
を
紹
介
し
、
当
時
の
村
会
の
様
子
を
知
る
一
助
と
し
よ
う
(
同
上
『
附
田
家
文
書
』
、
但
し
、
か
な

天

間

林

村

史

七
二
九



第
五
編

近

代

り
の
破
損
が
あ
る
)
。

第
一
号
議
案

明
治
十
四
年
村
曾
費
議
算

金
弐
拾
八
(
九
:
J訂
正
さ
れ
た
数
字
以
下
同
様
)
円
拾
(
七
拾
)
銭

内
金
拾
三
円
五

六
)
拾
銭

議
長
(
以
下
破
遅

是
ハ
議
長
副
議
長
議
員
十
一
人
、
議
長
一
白
金
五

四
)
拾
銭
副
議
長
議
員
一
日
金
四
(
三
)
拾
銭

O
O支
給
ス

開
曾
日
数
三

(
四
)
日
ノ
積
り

但
出
起
滞
在
帰
郷
共
里
数
ノ
遠
近
ヲ
問
ハ
ス
日
数
ニ
由
リ
支
給
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

金
七
(
八
)
円
四
拾
銭

書
記
俸
給

是
ハ
書
記
一
一
人
一
日
壱
入
金
七
拾
銭
ツ
〉
日
ぽ

五

六
)
目
積
り

金
壱
円
(
弐
拾
銭
)

小
使
給
料

是
ハ
一
日
金
弐
拾
銭
曾
議
日
数
前
後
両
日
共
合
セ
テ
五
(
六
)
日
分

金
四
円

議
案
。
。

七。



是

ハ

議

案

ハ

部

調

製

品

色

接

金
弐
円
六
(
五
)
拾
口
口

口
口
口
口

内金
拾
銭

議
員
口
口
口

金
弐
円

諸
雑
費

是
ハ
朱
肉
キ
ン
ペ
レ
ン
附
木
燈
心
生
数
オ
買
入
代
一
ヶ
年
ノ
見
込

金
七
(
三
)
円

備
品
代

是
ハ
役
場
ラ
ン
プ
火
鉢
姻
草
盆

O
瓶
茶
碗
机
界
板
木
其
他
必
要
ノ
品
々
代
一
ヶ
年
積
リ

金
弐
円
五
拾
銭

新
聞
代

是
ハ
青
森
新
聞
代
一
ヶ
年
分

金
拾
円

夫
賃

是
ハ
諸
達
惣
代
人
、
配
達
人
夫
賃
ノ
見
込

金
壱
円

是
ハ
他
所
、
送
入
籍
往
復
郵
税

金
弐
(
抹
消
)
拾
円

藻
備
金

是
ハ
役
場
臨
時
ノ
珠
備
金
ニ
シ
テ
即
チ
此
費
目
外
ニ
生
シ
タ
ル
費
用
ヲ
支
排
フ
モ
ノ
ト
ス

天

間

林

村

安

七
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第
二
号
議
案

明
治
十
四
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

高
金
三
百
六
拾
八
口
口
口
口
口
口

金
三
百
五
拾
口
口
口
口
口
口

外
金
拾
四
円
O
O銭
O
厘

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

金
七
拾
弐
(
六
十
)
円

協
議
用
係
給
料

是
ハ
前
回
数
一
ヶ
月
金
六
円
ツ
〉
支
給
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

金
六
(
四
)
拾
円

戸
長
旅
費

是
ハ
並

O
O巡
回
片
道
三
里
以
上
十
里
迄
一
日
金
七
十
銭
滞
在
一
日
金
五
拾
銭
支
給
ス
侶
片
道
三
里
未
満
ノ
地
へ
出
張
口
口
口
口
巡
回

旅
費
O
自
分
日
帰
ス
ル
時
ハ
巡
回
旅
費
半
額
ヲ
支
給
ス
口
口
へ
出
張
ノ
節
ハ
十
里
迄
並
旅
行
一
日
金
壱
円
五
拾
銭
滞
在
口
口
金
七
拾
銭

支
給
ス
且
片
道
三
里
未
満
ノ
地
へ
出
張
一
泊
口
口
口
モ
日
帰
ス
ル
モ
村
内
旅
費
同
様
タ
ル
へ
シ

金
三
円

戸
長
用
係
筆
墨
科

是
ハ
口
口
口
一
ヶ
月
金
拾
弐
銭
五
リ
ツ
〉
二
人
分



金
口
口
口

役
場
借
家
賃

金
六
円

是
ノ、

ヶ

月
金
壱
円
ツ
〉

ヶ

年
口

小口
口手口
給3
料

是
ハ
一
ヶ
月
金
五
拾
銭
ツ
〉
口
口
口
口
口
口
(
こ
の
項
は
抹
消
さ
れ
て
い
る
)

金
五
拾
四
円

惣
代
人
旅
費

是
ハ
惣
代
人
榎
林
六
人
附
田
壱
人
二
ツ
森
壱
人
口
口
口
一
ヶ
月
壱
度
役
場
へ
呼
出
出
頭
ノ
見
込
一
泊
ス
レ
ハ
壱
人
金
五
拾
弐
銭
日
帰
ス

ル
時
ハ
金
弐
拾
五
銭
ツ
〉
支
給
ス
一
ヶ
年
分
積
り
(
こ
の
項
は
抹
消
さ
れ
て
い
る
)

金
(
拾
八
円
)

村
小
走
給
料

是
ハ
諸
配
達
小
走
二
人
ノ
見
込
ニ
テ
年
給
一
人
金
九
円
ツ
〉
二
人
分

金
四
拾
弐
円
五
拾
銭

消
耗
費

内金
拾
八
円

用
紙
代

是
ハ
半
紙
壱
メ
ニ
付
金
弐
円
八
拾
銭
ノ
見
込
口
口
口

口
口
口
其
他
切
紙
西
ノ
内
美
濃
紙
代
金
口
口
口
口
口
見
込

金
六
円

石
炭
泊
代

是
ハ
壱
箱
一
一
付
金
三
円
ツ
〉
一
一
テ
弐
箱
ノ
見
込

天

間

林

村

史

七



第
五
編

近

代

七

四

金
壱
円
五
拾
銭

蝋
燭
代

是
ハ
壱
升
金
三
拾
銭
ツ
〉
五
升
ノ
見
込

金
三
円
五
拾
銭

茶
代

是
ハ
壱
升
金
七
拾
銭
ツ
〉
五
升
分

金
拾
三
円
五
拾
銭

炭
代

是
ハ
壱
俵
金
拾
五
銭
ツ
〉
ニ
テ
九
拾
俵
分

第
三
号
議
案

明
治
十
四
年
度
榎
林
小
学
校
経
費
議
算

一
金
八
拾
弐
(
七
拾
五
)
円
六
拾
銭

内金
六
拾
円

教
員
報
酬
金

是
ハ
教
員
壱
名
一
ヶ
月
金
五
円
ツ
〉
ノ
見
込

金
壱
円
五
拾
銭

教
員
筆
墨
料

(
マ
マ
)

是
ハ
一
ヶ
月
金
拾
弐
銭
五
リ
ツ
〉
支
給
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

金
三
(
二
)
円

学
校
敷
地
代



是
ハ
一
ヶ
月
金
弐
拾
二
銭
(
十
六
銭
六
リ
七
毛
)
ツ
〉
一
ヶ
年
分
積
り

金
六
円

書
籍
器
械
費

是
ハ
学
校
ニ
テ
用
ユ
ル
所
ノ
書
籍
器
械
買
入
ノ
費
ナ
リ

金
壱
円
弐
拾
銭

白
墨
費

是
ハ
教
員
日
々
ノ
授
業
ニ
診
テ
塗
板
上
ニ
白
書
シ
テ
消
費
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

但
壱
箱
一
一
付
金
三
拾
銭
ツ
〉
ニ
シ
テ
一
ヶ
年
四
箱
ノ
見
込

金
九
拾
銭

半
紙
代

是
ハ
壱
帖
ニ
付
金
=
一
銭
ツ
〉
ニ
シ
テ
一
ヶ
年
三
拾
帖
ノ
見
込

金
拾
(
四
)
円

諸
雑
費

是
ハ
学
校
修
繕
諸
器
械
修
復
ホ
総
テ
古
費
目
外
ニ
出
テ
タ
ル
諸
雑
費
ニ
充
ル
コ
ト
ト
ス

第
四
号
議
案

明
治
十
四
年
度
学
務
委
員
経
費
珠
算

一
金
四
拾
っ
一
(
二
十
八
)
円
五
拾
銭

内金
三
拾
(
拾
八
)
円

学
務
委
員
給
料

天

問

林

村

史

七
三
五



第
五
編

近

代

七
三
六

是
ハ
一
ヶ
月
金
弐
(
二
円
五
拾
銭
ツ
〉
支
給
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

金
壱
円
五
拾
銭

筆
墨
料

是
ハ
一
ヶ
月
金
拾
弐
銭
五
リ
ツ
〉
支
給
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

金
六
円

旅
費

是
ハ
郡
役
所
ヨ
リ
呼
出
又
ハ
校
用
等
ノ
事
ニ
付
七
戸
へ
出
張
ノ
旅
費
ニ
シ
テ
一
ヶ
月
一
度
ト
見
込
金
五
拾
銭
ツ
〉
支
給
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

金
六
(
三
)
円

雇
給
料

是
ハ
学
務
諸
調
等
繁
多
ニ
シ
テ
至
急
ヲ
要
ス
ル
時
調
人
ヲ
一
雇
一
入
ノ
見
込
ナ
リ

第
五
号
議
案

明
治
十
四
年
度
衛
生
委
員
経
費
議
算

一
金
拾
八
(
拾
六
)
円
五
拾
銭

内金
拾
弐
円

衛
生
委
員
給
料

是
ハ
一
ヶ
月
金
壱
円
ツ
〉
支
給
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

金
壱
円
五
拾
銭

筆
墨
料

是
ハ
一
ヶ
月
金
弐
銭
五
リ
ツ
〉
支
給
ス
ル
モ
ノ
ト
ス



金
五
(
三
)
円

雇
給
料

是
ハ
衛
生
上
ニ
付
調
物
等
移
多
ニ
シ
テ
至
急
ヲ
要
ス
ル
時
調
人
ヲ
一
雇
入
ノ
見
込
ナ
リ

第
六
号
議
案

明
治
十
四
年
度
稲
虫
除
虫
世
話
係
経
費
議
算

一
金
弐
拾
七
(
七
)
円

内金
弐
拾
円

除
虫
世
話
係
給
料

是
ハ
本
県
甲
第
九
拾
壱
号
達
ニ
擦
リ
稲
虫
除
虫
世
話
係
榎
林
二
名
附
田
壱
名
二
ツ
森
壱
名
都
合
四
名
ヲ
置
キ
壱
名
ニ
付
年
給
金
五
円

ツ
〉
支
給
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
(
こ
の
項
削
除
)

金
四
円

筆
墨
料

是
ハ
一
ヶ
年
壱
名
金
壱
円
ツ
〉
四
名
分

金
三
円

旅
費

是
ハ
稲
虫
駆
除
員
数
書
又
ハ
被
害
ノ
稲
茎
員
数
書
等
ヲ
郡
役
所
へ
差
出
ス
為
メ
七
戸
へ
出
張
ノ
旅
費
ニ
シ
テ
一
日
壱
名
金
弐
拾
五
銭

ツ
〉
ニ
シ
テ
一
ヶ
年
三
度
ツ
〉
ノ
見
込
四
名
分

天

間

林

村

史

七

七



第
五
編

近

代

七

J¥ 

第
七
号
議
案

明
治
十
一
年
度
戸
長
役
場
経
費
不
足
金
補
充
案

一
金
三
拾
四
円
三
拾
八
銭
七
厘

是
ハ
明
治
十
一
年
度
戸
長
役
場
費
不
足
ヲ
生
シ
タ
ル
ニ
因
リ
榎
林
小
学
校
費
ヲ
以
テ
繰
替
置
候
分
更
二
本
年
度
ニ
於
テ
此
金
額
ヲ
徴
収

シ
該
校
一
一
償
却
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

明
治
十
四
年
度
地
方
税
井
聯
合
村
協
議
費
及
三
ヶ
村
協
議
費
賦
課
法

一
金
七
拾
五
円
九
拾
銭

地
方
税
戸
数
割

一
金
百
拾
八
円
七
銭
壱
リ

聯
合
村
協
議
費

一
金
弐
拾
八
(
九
)
円
拾
(
七
拾
)
銭

村
曾
費

一
金
弐
拾
八
円
拾
銭

十
五
年
村
舎
費

一
金
三
百
五
拾
三
円
三
拾
銭
三
リ
(
二
百
四
十
四
円
)

戸
長
役
場
費

一
金
八
拾
弐
(
七
十
五
)
円
六
拾
銭

小
学
校
費

一
金
四
拾
三
(
二
十
八
)
円
五
拾
銭

学
務
委
員
費

一
金
拾
八
(
六
)
円
五
拾
銭

衛
生
委
員
費



一
金
弐
拾
七
(
七
)
円

(
入
費
カ
ワ

稲
虫
除
虫
世
話
口

十
一
年
度
戸
長
役
場

不
足
金
補
充
費

一
金
三
拾
四
円
三
拾
八
銭
七
リ

合
計
金
八
百
拾
円
三
拾
壱
銭
壱
リ

(
六
百
五
十
八
円
五
十
五
銭
八
リ
)

内金
百
六
拾
弐
円
六
銭
弐
リ
(
百
三
十
一
円
七
十
一
銭
二
リ
)
戸
数
割

此

戸

数

百

四

拾

四

戸

旦

一

戸

ニ

付

(

?

)

ィ
金
二
円
十
二
銭
五
リ
四
毛
三

金
弐
百
弐
円
五
拾
七
銭
八
リ
(
百
六
十
四
円
六
十
四
銭
)
牛
馬
割

此

牛

馬

数

四

百

八

頭

但

一

口

口

口

口

金
口
口
口
口

金
四
百
拾
二
円
六
拾
七
銭
壱
リ
(
三
百
六
十
二
円
二
十
銭
七
リ
)
地
租
割

此
地
租
金
和
配
拾
壱
円
三
銭
苛
j

日

一

口

口

口

口

口

;

f
金
四
十
二
銭
八
リ
一
毛

O
四
九

明
治
十
四
年
度
協
議
費
賦
課
法
及
徴
収
手
続

第

条

協
議
費
ハ
本
年
七
月
一
日
現
在
調
ニ
依
リ
牛
馬
割
地
租
割
戸
数
割
ト
ス

天

問

林

村

史

七

九



第
五
編

近

代

七
回。

第
二
条

徴
収
期
限
ハ
二
期
二
分
ケ
前
一
期
則
チ
半
額
ハ
本
年
七
月
三
十
一
日
限
リ
後
一
期
則
チ
半
額
ハ
翌
年
一
月
三
十
一
日
限
リ
収
入
ス

ル
モ
ノ
ト
ス

第
三
条

繍
押
籍
寄
留
ノ
為
メ
戸
数
ニ
異
動
ヲ
生
ス
ル
時
ハ
左
ノ
二
項
ニ
依
リ
徴
収
シ
負
担
ノ
課
額
ハ
増
減
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

一
寄
留
別
居
ヲ
問
ハ
ス
総
テ
竃
ヲ
異
ニ
ス
ル
者
ハ
一
戸
ト
見
倣
シ
徴
収
ス
但
数
人
雑
居
ス
ト
強
モ
竃
ヲ
共
ニ
ス
ル
モ
ノ
ハ
一
戸
分
ヲ

徴
収
ス

一
毎
戸
ノ
課
額
ヲ
定
ム
ル
ノ
後
他
地
ヨ
リ
縛
ス
ル
者
ハ
村
内
外
ノ
籍
ヲ
問
ハ
ス
総
テ
翌
年
度
ヨ
リ
賦
課
シ
他
ニ
縛
ス
ル
モ
ノ
ハ
即
時

完
納
セ
シ
ム

以
上
が
明
治
一
四
年
度
の
榎
林
、
附
田
、
二
ツ
森
一
二
村
戸
長
役
場
村
議
会
議
案
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、

議
案

は
全
て
予
算
案
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
村
議
会
で
は
こ
の
予
算
案
の
審
議
が
重
要
で
あ
っ
た
。
当
時
の
村
議
会
は
未
だ
発
足
し
た
ば

か
り
で
あ
り
、
後
掲
の
明
治
二
二
年
以
降
の
町
村
制
時
代
の
村
議
会
と
の
比
較
表
を
み
れ
ば
わ
か
る
知
く
、
村
議
会
の
権
限
、
議

決
項
目
の
中
心
は
町
村
費
に
よ
る
事
業
の
起
廃
と
町
村
経
費
予
算
賦
課
で
あ
っ
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
。

こ
の
コ
マ
ヶ
村
戸
長
役
場
に
は
、
明
治
一
四
年
当
時
、
戸
長
一
、
用
係
二
、
書
記
二
、
小
使
一
、
小
走
二
が
置
か
れ
、

ま
た
学
務
委

員
一
、
衛
生
委
員
一
も
置
か
れ
て
い
る
。
協
議
用
係
な
る
役
職
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
し
よ
う
。
な
お
修
正

な
い
し
は
廃
案
と
な
っ
て
い
る
が
、
稲
虫
除
虫
世
話
係
設
置
の
件
と
、
惣
代
人
旅
費
項
目
は
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
前
者
は

こ
の
三
村
戸
長
役
場
と
し
て
は
、
準
公
職
的
存
在
の
も
の
を
当
初
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
結
局
は
そ
れ
は
見
送
ら
れ
て
い
る
。



後
者
に
つ
い
て
は
、
戸
長
役
場
、
村
議
会
に
よ
る
自
治
政
治
の
未
だ
日
の
浅
い
こ
と
の
証
左
と
も
な
る
こ
と
で
、
各
村
の
惣
代
、
す
な

わ
ち
代
表
者
・
実
力
者
の
声
を
村
政
担
当
者
が
聞
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
状
況
も
あ
っ
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。
な
お
、
学
務
委
員

衛
生
委
員
各
一
名
の
設
置
は
「
町
村
会
規
則
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
学
務
委
員
に
は
郡
役
所
行
き
の
旅
費
が
予
算
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
当
時
の
学
校
教
育
が
繋
明
期
に
あ
り
、
郡
さ
ら
に
は
県
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
強
か
っ
た
こ
と
の
証
し
と
も
考
え

ら
れ
よ
う
。

そ
の
他
、
今
日
か
ら
み
れ
ば
、
規
模
の
小
さ
い
経
費
の
中
で
、

し
た
が
っ
て
極
め
て
細
か
い
と
い
う
ま
で
項
目
立
て
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
に
興
味
を
持
つ
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

村
予
算
の
収
入
源
も
、
今
日
と
は
お
お
よ
そ
変
っ
た
も
の
が
あ
る
。
特
に
貧
富
の
別
な
く
、

ま
た
家
族
数
の
多
寡
の
別
な
く
、

戸
当
り
何
円
何
銭
と
形
式
的
平
等
主
義
に
基
づ
く
課
税
を
行
な
っ
て
い
る
。
牛
馬
割
、
地
租
割
は
、
財
産
の
大
小
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
が
、
こ
の
戸
数
割
は
そ
う
で
は
な
い
。
税
徴
収
も
二
期
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
前
掲
資
料
中
に
見
い
出
し
う
る
「
協
議
用
係
」
あ
る
い
は
「
聯
合
村
協
議
費
」
な
る
項
目
は
一
体
何
を
意
味
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
第
一
章
で
簡
単
に
ふ
れ
た
が
、
天
間
舘
村
他
六
ヶ
村
戸
長
役
場
が
正
式
に
発
足
す
る
の
は
、
明
治
一
七
年
以
降
の
事
だ
と

し
て
も
、

そ
れ
以
前
に
す
で
に
天
間
舘
村
を
中
心
と
す
る
合
計
七
ヶ
村
の
何
ら
か
の
連
合
体
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
っ
た

こ
と
は
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
今
こ
こ
に
榎
林
、
附
田
、

二
ツ
森
の
一
二
村
戸
長
役
場
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
そ
う
す
る
と
多
分
、

野
崎
、
花
松
、
中
岨
三
村
戸
長
役
場
、

ま
た
天
間
舘
村
戸
長
役
場
も
当
時
存
在
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
う
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら

三
者
が
、

か
つ
て
は
形
式
的
で
あ
っ
た
と
は
言
え
第
七
大
区
二
小
区
と
し
て
総
括
さ
れ
て
い
た
し
、

ま
た
今
や
再
び
組
合
町
村
制
へ

天

間

林

村

史

七
四
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代

七
四

向
か
っ
て
実
質
的
に
小
村
落
の
統
合
推
進
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
そ
の
時
期
に
当
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
三
者
が
何
ら
か

の
協
議
体
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
て
も
不
自
然
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
先
の
「
協
議
用
係
」
や
「
聯
合
村
協
議
費
」
も
、

か
か
る
三
者
の
協
議
体
の
た
め
の
費
用
な
り
、
役
職
な
り
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
定
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

(ニ)

町
村
制
施
行
(
明
治
二
十
二
年
)
以
降
の
村
政

さ
て
以
上
の
如
き
初
期
村
政
を
経
過
し
つ
つ
、
明
治
二
二
年
四
月
の
「
町
村
制
」
施
行
に
基
づ
く
本
格
的
な
村
政
発
展
期
を
迎

え
る
事
に
な
る
。
新
し
い
天
間
林
村
の
誕
生
を
迎
え
、

ま
た
同
年
六
月
ま
で
に
村
長
及
び
村
会
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
天
間
林

村
初
代
村
長
と
し
て
井
山
保
太
郎
氏
が
就
任
す
る
。
以
下
明
治
期
以
降
に
お
け
る
村
長
、
助
役
、
収
入
役
名
及
び
各
任
期
を
参
考
ま

で
に
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
(
村
勢
要
覧
で
は
、
初
代
村
長
と
し
て
鷹
山
宇
太
郎
氏
を
あ
げ
任
期
を
明
治
二
三
年

1
三
O
年
と
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
正
し
く
な
い
。
鷹
山
氏
は
、
天
間
舘
村
他
六
ヶ
村
戸
長
役
場
時
代
の
初
代
戸
長
で
あ
る
。
ま
た
、
助
役
、
収
入
役
に
関
し
て
も
初

代
が
そ
れ
ぞ
れ
漆
戸
氏
、
苦
米
地
氏
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
正
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
掲
の
如
く
訂
正
し
て
お
く
。
『
青
森
県
総

覧
』
な
ど
を
参
照
し
た
)

村
長
名

任
期

初
代

井
山
保
太
郎

明
治
二
二
年
六
月
争
三
三
年
四
月
一
五
日

代

鈴
木

武
J¥ 

三
三
年
五
月
二
日

i
三
八
年
三
月
二
八
日

代

小
又
彦
三
郎

一
八
年
九
月
二
二
日

1
四
二
年
七
月
一
九
日



助
役
名

四
代

五
代

ノ、

代
七
代

!¥ 
代

九
代

Cコ
代代代代

一四代
初
代代代天

星

松
太
郎

漆
戸

福
士

宮
治

千
葉
喜
代
美

沢
田

清
見

木
村

吉
雄

向
中
野
則
光

花
松
新
五
郎

沢
田
喜
代
太

田
嶋
松
次
郎

工
藤

敬

金
井

沢
田

政
悦

漆
戸

茂
志

間

林

四
二
年
一
一
月
二
六
日

1
大
正
二
年
一
一
月
一
五
日

潔

大
正
二
年
二
月

i
六

年

二

月

六
年
一
二
月

3
一
O
年
一
二
月

一
O
年
二
一
月

1
昭
和
四
年
二
一
月

昭
和
四
年
一
二
月

1
一
一
一
年
一
一
一
月

一
二
年
一
二
月

1
一
六
年
一
二
月

一
七
年
一
月

1
一
八
年
三
月

一
八
年
三
月

1
一
一
一
年
一
一
月

二
二
年
四
月

1
二一

0
年
四
月

三

O
年
四
月

1
三
八
年
四
月

三
八
年
四
月

1
現
在

員

節

任
期
不
明

" 
明
治
三

O
年
六
月

1
コ
二
年
九
月

村

史

七
四



収
入
役
名

第
五
編

四
代

五
代

六
代

七
代

!¥ 
代

九
代

一口代代代代
巨買

代
互主

代
初
代代

近

沢
田

政
'悦

高
松

轍

長
嶋

高
吉

苫
米
地
周
三
郎

千
葉
喜
代
美

向
中
野
寅
吉

附
田

俊
東

町
屋

勝
人

苫
米
地
一
郎

十
校
内
賢
次
郎

町
屋

耕
世

中
岨
健
之
助

築
田

春
治

工
藤

徳
治

代

七
四
四

三
一
年
一

O
月

1
二
一
四
年
一
一
月

三
五
年
四
月

1
一
二
五
年
二
一
月

三
九
年
一
月

1
大
正
五
年
三
月

大
正
五
年
三
一
月

1
七
年
三
月

七
年
四
月

1
一
O
年
一
二
月

一
一
年
四
月

i
昭
和
九
年
四
月

昭
和
九
年
五
月

1
一
三
年
五
月

一
三
年
六
月

1
二
二
年
四
月

二
二
年
三
月

1
三
O
年
六
月

三
O
年
九
月
(
)
三
四
年
九
月

三
四
年
九
月

1
三
八
年
七
月

三
八
年
二
一
月

1
現
在

任
期

任
期
不
明

任
期
不
明



代

向
中
野
三
九
郎

J/ 
明
治
二
九
年
一
二
月

1
三
四
年
二
一
月

三
五
年
一
月
''keg-
ニ
七
年
三
月

三
七
年
四
月

i
四
五
年
三
月

四
五
年
三
月

1
大
正
一
一
年
三
月

大
正
一
一
年
七
月

1
昭
和
五
年
七
月

昭
和
五
年
一

O
月

1
九
年
五
月

九
年
五
月

1
一
一
一
年
一
一
一
月

一
三
年
九
月

1
一
二
年
九
月

二
二
年
六
月

1
三
O
年
六
月

二
O
年
九
月
(
)
一
一
一
八
年
九
月

二
八
年
二
一
月

1
現
在

当
時
に
お
い
て
は
、
村
長
は
、
村
議
会
が
選
出
す
る
村
政
の
執
行
者
で
あ
り
、
任
期
は
四
年
の
名
誉
職
で
あ
っ
た
。

四
代

苫
米
地
隆
八

選
挙
母
体
で
あ
る
村
議
会
は
、
「
町
村
制
規
則
」
で
そ
の
定
員
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
天
間
林
村
の
場
合
は
、

五
代

沢
田

栄
八

お
そ
ら
く
人
口
五
、

0
0
0人
未
満
の
部
類
に
入
り
、
し
た
が
っ
て
定
数
二
一
人
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
う
る
。
こ
の
選
挙
は
、

1~ 

苫
米
地
隆
八

七
代

向
中
野
寅
吉

!¥ 
代

築
田
藤
太
郎

九
代

附
田

俊
東

亡コ
代

木
村

吉
雄

代

田
嶋
徳
太
郎

代

半
崎

福
治

代

坪

松
次
郎

代

附
回

愛

天

間

林

一
級
、

二
級
に
納
税
額

村

史

七
凹
五
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六

に
よ
り
選
挙
資
格
の
異
な
る
方
法
に
よ
り
別
々
に
行
な
わ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
一
級
で
落
選
し
た
人
物
が
二
級
か
ら
再
度
立
候
補
す

る
こ
と
も
あ
り
え
た
。

一
級
は
全
納
税
額
の
半
分
を
収
め
る
者
を
以
っ
て
充
て
、
二
級
は
そ
れ
以
下
の
者
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
一

級
選
挙
権
者
は
高
額
納
税
者
と
な
り
人
数
少
な
く
、
二
級
有
権
者
が
多
い
、
金
権
的
選
挙
制
度
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
、
明
治
二
一

年
の
「
町
村
会
規
則
」
よ
り
大
巾
に
後
退
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

日
本
資
本
主
義
が
し
だ
い
に
地
主
階
級
に
基
礎
を

置
く
政
治
体
制
を
示
向
し
て
い
た
事
の
表
明
で
も
あ
っ
た
。

明
治
一
二
年
「
町
村
会
規
則
」
と
明
治
二
二
年
「
町
村
制
規
則
」
と
を
比
較
対
照
し
て
あ
げ
れ
ば
、
第
三
表
の
如
く
で
あ
る
。

」
こ
で
の
整
理
は
「
五
戸
町
誌
・
下
』
に
よ
る

こ
の
比
較
よ
り
明
ら
か
の
如
く
、
こ
こ
に
成
立
し
た
地
方
自
治
制
は
「
地
方
団
体
の
自
生
的
発
展
を
こ
え
た
、
民
権
運
動
の
要
求

求
し
た
地
方
自
治
の
形
態
よ
り
も
、
は
る
か
に
完
備
さ
れ
た
形
式
を
備
え
」
(
大
石
嘉
一
郎
「
地
方
自
治
」
、
岩
波
『
日
本
歴
史
」
)
た

も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
。
地
方
自
治
の
基
底
で
あ
り
、
最
小
単
位
で
あ
る
町
村
に
つ
い
て
も
公
法
人
の
地
位
が
明
確
化
さ
れ
、

町
村
会
は
議
決
機
関
た
る
権
限
を
規
定
さ
れ
、
ま
た
町
村
会
で
選
出
さ
れ
る
町
村
長
は
、
町
村
の
固
有
の
事
務
に
つ
い
て
町
村
会
の

議
決
の
執
行
機
関
た
る
性
格
を
規
定
さ
れ
て
い
る
(
大
石
、
前
掲
論
文
)
。
し
か
し
反
面
に
お
い
て
、
地
方
自
治
は
著
し
い
制
限
を
加

え
ら
れ
、
町
村
は
、
そ
の
上
級
官
庁
た
る
郡
長
・
府
県
知
事
、
さ
ら
に
は
内
務
大
臣
に
よ
る
行
政
的
監
督
下
に
お
か
れ
た
し
、
ま
た

町
村
長
は
、
「
町
村
ト
国
ト
ニ
両
属
ス
ル
」
(
『
市
制
町
村
制
理
由
』
)
も
の
と
さ
れ
た
知
く
、
特
に
国
政
事
務
に
関
し
て
は
、
行
政
官
僚

の
末
端
と
し
て
指
揮
命
令
を
受
け
る
義
務
を
負
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
海
野
福
寿
等
「
明
治
国
家
と
地
方
自
治
」
『
大
系
・
日
本
国
家
史
4
』)。



(
第
三
表
)

他任町 定町 項町

期、 A村ヱ三、
数村 目村 項

~ミ、 と会
そ 議 議 権議 目
の員 員 限決

欠再二四 (五戸 ⑤④  ③ ②①  

員選年毎半 年
五十数 県土 共 町町

選 可 十戸標 税地 有 村村
挙 戸↓千1準 戸・ 財 経費
そ 数

数脅j屋家
産 費に

(7) 改
七人 戸ま

σ〉 予よ
者自 選 乗・ 管 算る 明

ifi 
度 で 率金 理 賦事 十

千十 試穀 課業 年

戸↓ 段一
定の 法の

f昔 起 町
二階 入 廃 村
十 ~ 、
人 伸縮 規
) 

員リ

欠再三六 一人 ⑬⑫⑪⑬⑨@⑦⑥基⑤法 ④③②①  

員選年毎 年 五日 県意町町町町町 決予歳町
選 可 ( 0 標 見書村村村吏村村本律勅 算算入村

挙半 数半 誉名
0 準 郡 務事関 吏有 財 報外出条
人 諮提 係吉訴5t 員員財 産 令 告 支 予 例

数改 選改転) 未 間 出 ・ のの産の外の出算及
j荷 に(会 身選の処の認及試ぴ 明

選 対す 県・ 計の
元 挙 管分町定予定規

JfI 

グ〉 保証 ( 理 村 算 員リ 十

と 万 る国検 助方 経 超 グ〉 年

き 人 意に関 金役法 費 過 市IJ
以 見陳 対・ 収徴・試 グコ σ〉 定 町

上 し監 収定 賦 支
述)査 入 課 出 改 村

五 役
収徴

舌仰刃也、 正
設

) 

定 市IJ
階 法

試
r疋Aー，

天

間

林

村

史

七
四
七



選 被 資選 選 町

挙 選 格挙 村

手 挙 件条 人の
挙

議

続 人 非 人 iZ込2ミ

十
会県 ぺす

000  0 土満 衛生務常常半種
日 地二 運 数 類

撰前
議 て 吏刑症 所十 委委委出(一)
員の 一精 有者 オ以

員員員席通

会主李 の 選挙 教導 年以霊神
一一会で常

(土 名名(成会
tEh Z 

任兼不可 人 職上 籍本 の男
委立

刀言 の者 員 同臨
( 

会議県
受 を子 五

戸 刑者
住 名 会時

長 所
) 

) 員 と
す
) 

(七 郡選 o 0 000  0 一年公 学常三同

村長前日
議会早 挙権喜検察官 郡県町父陸公

二 一級令民 務設分上

村子海権民 級 級・二権 委委の
)、 の長兄軍 一十所 員員二

場所
及官・弟現停 そ上選級五有 会会出

会県 てつ
ぴ吏助は役止 のの挙に l者 ~~席

害普吏 ・役 同軍 者
他諸税 人分六 委委で

日 議い 有給 と時人 の 全け十 員 員 成

時 員る
町縁故には

も 納 員 た オ 三三立
のも の入の 名名

各
任可兼 の 村吏 ある れなな

者収 )以

級 め? 上
耳目 員も る

) 

選 -グ) It、
税町

挙議

学華民
総

員. 額

数 グ〉

を 半
/品~、， 分
tEh 3 以

第

五

編

近

代

七
四
八



開選

票挙

方投

法票

票開
。 。
代紙選
人に挙

多選 可書人
数挙 きの
を人 戸住
と σ〉 長所
つ前 に氏
たで 直名
も戸 接と
の長 提被
当カて 出選
選す 挙

る 人
σ〉
住
所
氏

名を

用

フ開官す五て 000  0 
~ ノ、

月選二代~~被 十

掛挙級人選村選 日
結選 をを挙長挙 月"選前

果の掛挙掛:長:先lこ認め人の)に の人
挙選
人挙

発が二町しず氏提住
名簿 簿原

表す i村
、

記名出所氏
る四長一 十七月作

設ト 人 級 入名 日日 製
長 は l土 を 前問

後 不 か 修縦
可 き 正覧
) 

封
繊

し
て
i翠

掛挙

長

戸
長
・
村
長
の
比
較

選

ぴ

方

議二府雨公
員十県生
の 五 知 一
互オ事空、
選 iの↓
に六任面任
よ十命f
る才去

の き命
戸

主
の
男
子

村
会
議
員
に
よ
る
多
数
決

府
県
知
事
の
認
可

公
民
中
満
三
十
オ
以
上
の
選
挙
権
を
有
す
る
も
の

町
村
長
が
つ
と
め
、
代
理
は
助
役

項

目

明
治
六
年

明
治
十
一
年

委町村
任村吏
事戸職
項長制

公
撰
法

戸

長
配
置
例

戸

長

明
治
二
十
二
年

町

村

帝IJ

町し被
村て選
会資挙
議格人
長と

天

問

林

村

史

七
四
九



権
限
と
責
務
一
区
内
人
民
の
統
轄
官
吏

租
税
取
立
て
・
労
役
賦
課

町
村
区
域
の
匡
正

備
荒
対
策

学
業
(
学
区
、
学
校
建
築
、
授
業
料

訴
訟
・
身
代
限
財
産
取
扱

表
彰

消
防

徴
兵
取
調

官
有
地
の
管
理

戸
籍
調
整
・
監
査

転
宗
・
葬
儀
改
式

社
寺
管
理
・
火
葬
場
管
理

諸
鑑
札
・
印
紙
売
買

牛
馬
籍
・
畜
類
流
行
病
・
屠
牛
場

報任

酬期

第
五
編

近

代
任
期
特
に
定
め
ず

適
当
な
報
酬
を
受
け
た

町
村
の
統
轄
・
町
村
の
代
表
者

行
政
事
務
の
担
任

村
会
議
事
の
準
備

町
村
会
の
議
決
執
行

町
村
の
営
造
物
管
理

歳
入
管
理
・
収
入
支
出
命
令

会
計
出
納
の
監
視

村
有
財
産
の
管
理

村
吏
具
、
使
丁
の
監
督

証
書
、
公
文
書
の
保
管

税
の
賦
課
徴
収

そ
の
他
県
、
国
の
委
任
事
務

任
期
四
年

名
誉
職
(
明
治
二
十
五
年
以
降
報
酬
を
受
け
た
。

一三

O
円
)

七
五

O
五
村



そ
の
後
明
治
四
四
年
四
月
七
日
に
市
制
、
町
村
制
が
改
正
公
布
さ
れ
、

一
O
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
満
二
五
才
以

上
の
男
子
に
し
て
そ
の
市
町
村
に
二
年
以
上
居
住
し
、
地
租
も
し
く
は
直
接
国
税
二
円
以
上
を
納
め
る
者
を
公
民
と
定
め
、
公
民
は

選
挙
権
、
被
選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
等
級
差
は
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
。
大
正
一

O
年
に
は
再
度
改
正
さ
れ
、
っ

い
で
大
正
一
五
年
、
時
の
労
働
者
、
農
民
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
求
め
る
運
動
の
高
ま
り
の
中
で
普
通
選
挙
実
施
へ
と
進
ん
で
い
っ
た

の
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
う
し
た
中
で
天
間
林
村
村
政
は
発
展
を
み
せ
て
ゆ
く
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
足
跡
を
追
う
こ
と
を
可
能
に
す

べ
き
資
料
は
ほ
ぼ
皆
無
の
状
況
で
あ
る
。
最
も
基
本
的
で
あ
り
、

か
つ
最
も
量
的
に
は
多
く
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
村
議
会
議
事
録

等
は
、
甚
だ
残
念
な
が
ら
戦
前
ま
で
の
も
の
は
全
て
焼
却
処
分
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
誠
に
遺
憾
に
耐
え
ぬ
限
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
し
た
が
っ
て
い
く
つ
か
の
部
分
的
に
発
見
さ
れ
た
資
料
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
の
中
に
「
大
正
二
年
五
月

選
挙
名
簿
」
な
る
も
の
が
存
在
す
る
の
で
時
代
的
に
は
明
治
時
代
で
な
く
、

か
つ
明
治
四
四
年
の
選
挙
法
改
正
後
の
資
料
で
あ
る
が
、
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
資
料
に
よ
る
と
、
当
時
の
天
間
林
村
内
は
、
六
区
の
投
票
区
に
分
か
れ
て
お
り
、
勿
論
一
級
、
二
級
の
選
挙
人
区
分
が
な
さ

れ
て
い
る
。

一
級
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
者
は
合
計
一
二
三
人
、
ニ
級
は
四
四

O
人
で
あ
る
。

一
級
の
場
合
一
区

1
六
区
に
わ
け
ら
れ
、

そ

れ
ぞ
れ
の
選
挙
人
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
よ
る
と

天

間

林

村

史

七
五



第
五
編

近

代

七
五

一
級
一
区
(
金
沢
、
原
子
、
柳
平
、
白
石
、
上
原
子
、
尾
山
頭
地
区
で
あ
ろ
う
)

一
五
名

一
級
二
区
(
天
閉
館
、
小
又
地
区
で
あ
ろ
う
)

四
名

一
級
三
一
区
(
中
野
、
鳥
谷
部
、
附
、
市
ノ
渡
、
向
中
野
、
十
校
内
、
松
ヶ
沢
、
手
代
森
、
原
久
保
、
古
和
備
、
栗
ノ
木
沢
地
区
で
あ
ろ
う
)

名

一
級
四
区
(
中
岨
、
野
崎
地
区
で
あ
ろ
う
)

四
名

一
級
五
区
(
花
松
、
附
田
、
榎
林
地
区
で
あ
ろ
う
)

。
名

一
級
六
区
(
甲
田
、
李
沢

ご
ッ
森
、
員
塚
地
区
で
あ
ろ
う

四
名

合
計
一
二
三
名
(
但
し
、
資
料
で
は
、

一
二
四
名
と
な
っ
て
い
る

で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
二
級
の
場
合
は
、
各
地
区
毎
に
選
挙
人
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。



榎
林
|
六
七
名
、
貝
塚
|
七
名
、
野
崎
l
二
八
名
、
天
間
舘
|
六
五
名
、
中
崎
一
五
名
、
小
又
|
一
一
一
一
名
、
花
松
|
九
名
、
原
久
保
・
手
代
森

ー
七
名
、
附
田
|
五
名
、
向
中
野
・
松
ヶ
沢
|
二
一
一
名
、
二
ツ
森
|
三
二
名
、
中
野
|
一
一
名
、
甲
田
一
三
名
、
鳥
谷
部
l
一
五
名
、
李
沢
l

七
名
、
十
校
内
五
名
、
附
七
名
、
市
ノ
渡
|
四
名
、
古
和
備
・
栗
ノ
木
沢
四
名
、
坪
二
九
名
、
金
沢
七
名
、
原
子
九
名
、
柳
平

五
名
、
白
石
一
一
六
名
、
上
原
子
|
一
四
名
、
尾
山
頭
l
九
名
で
あ
る
。

次
に
明
治
二
一

O
年
村
会
開
催
を
知
ら
せ
る
公
文
書
が
あ
る
。

発
第
三
七
五
号
(
朱
筆
)

左
記
之
議
事
一
一
ヨ
リ
本
月
七
日
村
役
場
内
ニ
診
テ
村
会
開
会
候
条
八
ユ
日
午
前
第
九
時
御
出
会
有
之
度
候
也

議
長

明
治
三
十
年
八
月
三
一
日

天
間
林
村
長
長
井
山
保
太
郎
固

村
会
議
員木

村
吉
太
郎
殿

記

て
明
治
廿
九
年
度
歳
入
出
決
算
弁
ニ
追
加
歳
入
出
決
算
精
査
ノ
件

一
、
元
助
役
へ
慰
労
金
支
給
ノ
件

天

間

林

村

史

七
五
三



第
五
編

近

代

七
五
四

一
、
俸
給
未
梯
支
給
ノ
件

一
、
口
口
学
校
平
数
変
更
ノ
件

一
、
榎
林
学
校
敷
地
借
入
ノ
件

一
、
甲
田
学
田
用
水
加
入
井
ニ
加
入
料
支
出
ノ
件

一
、
廿
九
年
度
学
回
収
益
金
決
算
精
査
ノ
件

(
『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

次
の
文
書
は
、
明
治
四
五
年
村
議
会
に
お
け
る
議
事
の
一
部
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
前
半
分
(
第
二
一

O
号
ま
で
)
が
欠
け
て
い
る

の
が
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

(
第
三
二
号
に
関
し
て
は
、
第
十
章
第
三
節
に
引
用
す
る
)

第
三
一
競

明
治
四
十
五
年
度
経
常
費
及
臨
時
費
歳
入
出
珠
算
変
更
案
明
治
四
十
五
年
度
経
常
費
及
臨
時
費
歳
入
出
珠
算
別
表
ノ
通
リ
変
更
シ
、

其
追
加
額
ハ
四
十
四
年
度
経
営
費
及
臨
時
費
繰
越
金
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ
ル
モ
ノ
ト
ス

明
治
四
十
五
年
七
月
二
十
三
日
提
出

天
間
林
村
長

星
松
太
郎

第
三
三
競



四
十
四
年
度
臨
時
費
四
十
五
年
度
へ
繰
越
決
議
案

明
治
四
十
四
年
度
決
議
ニ
係
ル
本
村
立
白
石
分
教
場
改
築
工
事
ヲ
四
十
五
年
度
ニ
繰
越
シ
人
ユ
分
教
場
ヲ
新
築
ス
ル
事
ニ
決
議
セ
シ
ヲ
以
テ

該
臨
時
費
ヲ
四
十
五
年
度
ニ
繰
越
シ
建
築
費
二
充
ツ
モ
ノ
ト
ス

明
治
四
十
五
年
七
月
二
十
三
日
提
出

天
間
林
村
長

星
松
太
郎

第
三
四
競

明
治
四
十
四
年
度
徴
収
未
済
村
税
延
議
案

一
金
壱
円
八
拾
参
銭

0
0
0
0
0
外
壱
名

右
ハ
他
町
村
居
住
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
処
分
決
行
嘱
托
申
ニ
付
シ
ヲ
延
期
ス
次
年
度
ニ
珍
テ
徴
収
ス
雑
収
入
ト
シ
テ
整
理
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

明
治
四
十
五
年
七
月
二
十
三
日
提
出

天
間
林
村
長

星
松
太
郎

第
三
五
時
恥

明
治
四
十
四
年
度
村
税
未
納
者
中
棄
損
議
案

天

臼
司F

l
 

林

村

史

七
五
五



第
五
編

近

代

一
金
拾
或
円
武
拾
八
銭

0

0

0

0
外
五
名

右
ハ
差
押
フ
ベ
キ
物
件
ナ
キ
無
資
力
者
及
居
所
不
定
者
ニ
シ
テ
徴
収
ノ
途
ナ
シ
依
テ
棄
損
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

明
治
四
十
五
年
七
月
二
十
三
日
提
出

天
間
林
村
長

星
松
太
郎

第
三
六
競

中
野
小
学
校
旧
村
舎
費
却
決
議
案
但
書
ヲ
左
ノ
通
り
変
更
セ
ン
ト
ス

但
責
却
代
金
ハ
「
百
円
以
上
ト
ス
」
ト
ア
ル
ヲ
ハ
拾
円
以
上
ト
ス

理
由
中
野
小
学
校
旧
校
舎
ハ
二
回
公
売
ニ
附
シ
タ
ル
モ
議
定
ノ
入
礼
者
ナ
キ
ヲ
以
テ
責
却
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
ニ
ヨ
ル

明
治
四
十
五
年
七
月
一
一
十
三
日
提
出

天
間
林
村
長

星
松
太
郎

第
三
七
競

基
本
財
産
蓄
積
篠
例
改
正
案

本
村
基
本
財
産
蓄
積
係
例
第
二
係
ヲ
左
ノ
如
ク
改
正
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

「
第
八
十
一
係
第
二
項
」
ト
ア
ル
ヲ
「
第
八
十
九
傑
第
一
項
」
ト
改
ム

七
五
六



理
由
町
村
制
改
正
ノ
結
果
改
正
ノ
必
要
ヲ
認
ム
ル
ニ
ヨ
ル
参
照

第
二
傑
町
村
制
第
八
十
一
傑
第
二
項
掲
ク
ル
モ
ノ
〉
外
左
ノ
収
入
ヲ
基
本
財
産
ト
シ
テ
編
入
シ
或
高
円
ニ
達
ス
ル
点
蓄
積
ス
ル
モ
ノ
ト

ス

一
、
基
本
財
産
ヨ
リ
生
ス
ル
収
入

二
、
歳
計
剰
徐
金
五
分
ノ
一
以
上

明
治
四
十
五
年
七
月
二
十
三
日
提
出

天
間
林
村
長

星
松
太
郎

第
三
八
競

寄
附
採
用
決
議
案

一
風
琴

メ
l
ソ
ン
形

壱
基

此
見
積
代
金
ハ
拾
七
円
拾
五
銭
七
厘

右
本
村
立
天
間
舘
尋
常
高
等
小
学
校
設
備
品
ト
シ
テ
寄
附
致
度
旨
ヲ
以
テ
寄
附
者
工
藤
徳
治
外
四
十
二
名
ヨ
リ
別
紙
写
ノ
通
り
願
出
ア
ル

ヲ
以
テ
寄
附
ノ
趣
旨
ヲ
採
用
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

明
治
四
十
五
年
七
月
二
十
三
日
提
出

天
間
林
村
長

星
松
太
郎

天

間

林

村

史

七
五
七
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第
五
編

近

代

七
六

O

第
三
節

分
村
問
題
と
天
間
林
村
の
場
合

(一)

分
村
問
題
の
一
般
的
背
景

す
で
に
第
一
章
で
述
べ
た
知
く
、
地
方
行
政
単
位
と
し
て
の
市
町
村
制
は
、
明
治
二
十
二
年
四
月
を
以
て
確
立
さ
せ
ら
れ
た
。
こ

れ
は
明
治
政
府
の
一
連
の
「
近
代
化
」
政
策
の
中
で
も
極
め
て
重
大
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
中
央
集
権
的
な

近
代
的
行
政
組
織
の
確
立
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
そ
れ
は
、
従
来
か
ら
の
民
衆
の
日
常
生
活
か
ら
由
来
す
る
諸
条
件

ー
生
活
範
囲
、
交
渉
範
囲
や
そ
の
程
度
、
あ
る
い
は
生
活
の
基
盤
た
る
生
産
諸
条
件
、
諸
基
盤
な
ど
ゃ
あ
る
い
は
そ
れ
に
伴
う
民

衆
の
意
識
、
精
神
状
況
を
充
分
に
吟
味
し
た
る
政
策
で
は
な
く
、

ひ
た
す
ら
地
理
的
、
地
勢
的
、
人
目
的
な
統
計
的
数
量
を
基
本
と

し
て
ま
と
め
あ
げ
て
来
た
政
策
の
一
帰
結
で
あ
り
、
こ
こ
に
民
衆
の
「
ム
ラ
」
、
あ
る
い
は
「
ム
ラ
」
連
合
が
解
体
な
い
し
は
そ
の
意

義
を
う
す
め
ら
れ
つ
つ
、
行
政
的
な
市
町
村
が
誕
生
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
資
本
主
義
的
な

人
問
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
製
造
す
る
前
提
と
し
て
、
明
治
政
府
の
統
治
し
や
す
い
人
間
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
し

た
が
っ
て
義
務
教
育
制
が
こ
れ
と
結
合
さ
れ
た
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
(
島
恭
彦
『
田
村
合
併
と
農
村
の
変
貌
」
)
。

す
で
に
明
治
初
年
度
か
ら
の
一
連
の
行
政
組
織
改
編
政
策
の
中
に
あ
っ
て
、
各
地
に
お
い
て
そ
の
統
合
を
忌
み
、
あ
る
い
は
分
離
を

望
み
、
あ
る
い
は
他
村
と
の
合
併
を
期
待
す
る
声
は
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
ら
を
基
本
的
に
は
押
し
殺
す
形
で

明
治
二
二
年
の
市
町
村
制
施
行
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
従
来
み
ら
れ
た
分
村
問
題
は
し
ば
ら
く
鳴
り
を
ひ
そ
め
た
が
、

そ
れ
は
「
分
合
廃
置
」
が
行
な
わ
れ
て



聞
も
な
い
時
で
も
あ
り
、
政
府
の
方
針
も
判
然
と
し
な
か
っ
た
の
で
「
形
勢
観
望
を
し
て
い
た
」
た
め
で
あ
っ
た
(
『
青
森
県
市
町
村

合
併
誌
』
)
。
し
か
る
に
間
も
な
く
こ
の
静
け
さ
も
破
ら
れ
、
再
び
全
国
的
に
分
合
廃
置
に
対
す
る
不
平
不
満
が
台
頭
し
て
き
た
の
で
あ

っ
た
。
か
く
し
て
政
府
は
こ
の
事
態
に
対
処
す
る
べ
く
、
明
治
二
六
年
六
月
内
務
大
臣
井
上
馨
が
次
の
如
き
訓
令
を
発
し
た
の
で
あ

っ
た
。

「
町
村
制
施
行
ノ
際
合
併
ニ
カ
カ
ル
部
分
ニ
シ
テ
当
然
処
分
ノ
宜
シ
キ
ヲ
得
ザ
ル
ヨ
リ
今
尚
独
立
ヲ
唱
へ
、
動
モ
ス
レ

パ
分
裂
ヲ
企
テ
、
到
底
和
融
協
同
シ
以
テ
完
全
ナ
ル
団
体
ヲ
造
成
ス
ル
ノ
見
込
ミ
ナ
キ
モ
ノ
各
地
方
ニ
之
レ
ア
ル
ガ
如
シ
、

郡
治
更
新
ノ
時
二
際
シ
、
如
此
町
村
ヲ
存
置
ス
ル
ト
キ
ハ
、
将
来
郡
治
上
ノ
幾
多
ノ
影
響
ヲ
及
ス
ヲ
免
レ
ザ
ル
ニ
依
リ
、

郡
分
合
ノ
際
詳
細
ノ
調
査
ヲ
遂
ゲ
処
分
セ
ラ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
因
テ
此
等
ノ
事
状
ア
ル
モ
ノ
ハ
其
箇
所
及
事
由
(
山
町
内
申
」
す

べ
き
で
あ
る
。
(
『
青
森
県
市
町
村
合
併
誌
』
よ
り
引
用
)

こ
の
よ
う
に
政
府
す
ら
町
村
制
施
行
時
に
お
け
る
合
併
に
は
無
理
が
あ
っ
た
事
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
こ
う

し
た
こ
と
は
青
森
県
に
捨
て
も
そ
の
ま
ま
妥
当
性
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。

本
県
に
お
け
る
町
村
合
併
に
対
す
る
取
扱
い
は
官
僚
的
・
秘
密
的
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ

(
向
上
書
)
、
こ
の
こ
と
は
時
の
『
東
奥
日

報
』
紙
に
お
い
て
も
攻
撃
さ
れ
た
。

天

間

林

村

史

七
六
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「
そ
も
そ
も
本
県
知
事
が
、
さ
き
に
町
村
分
合
の
調
査
を
な
す
や
、
其
手
続
き
は
種
々
な
る
べ
し
と
雄
も
町
村
に
密
接

せ
る
郡
長
に
お
い
て
、
或
は
各
村
総
代
に
其
得
失
を
諮
問
せ
し
も
の
あ
り
、
或
は
郡
長
の
見
込
を
以
て
僅
々
三
、
三
人
と

謀
り
、
新
町
村
を
計
画
せ
し
も
の
あ
り
て
、
各
郡
の
調
査
同
一
な
ら
ざ
り
し
と
聞
き
た
る
も
、
こ
れ
市
制
第
一
章
第
三
条

の
理
由
前
段
後
段
と
折
衷
せ
る
も
の
な
る
べ
け
れ
ば
、
余
輩
の
啄
を
容
る
る
べ
き
と
こ
ろ
に
非
ず
。

而
し
て
其
調
査
は
概
し
て
人
民
に
知
ら
し
め
ざ
り
し
と
の
こ
と
は
曾
て
余
輩
の
伝
聞
せ
し
と
こ
ろ
に
て
、
か
く
人
民
に

知
ら
し
め
ざ
る
よ
り
、
分
合
廃
置
に
対
し
、
苦
情
を
現
出
す
る
に
歪
り
た
る
か
。
要
す
る
に
そ
の
調
査
を
人
民
に
知
ら
し

め
ず
し
て
、
そ
の
利
害
得
失
、
便
不
使
を
も
人
民
に
謀
ら
ず
る
不
公
平
と
不
利
益
と
は
甘
受
す
べ
か
ら
ず
と
て
、
こ
れ
が

訂
正
の
請
願
を
せ
ん
と
す
る
に
至
り
た
る
な
る
べ
け
れ
ど
も
、
之
を
請
願
す
る
に
は
軽
率
に
為
す
べ
か
ら
ず
。
宜
し
く
士

地
の
人
情
風
俗
の
異
な
る
、
利
害
得
失
の
あ
る
と
こ
ろ
を
あ
げ
、
そ
の
便
不
便
を
具
申
し
て
正
当
の
順
序
方
法
を
以
て
な

す
べ
き
な
り
。
今
や
実
施
急
逼
の
場
合
に
際
し
、

大
い
に
注
意
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
(
中
略
)

又
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
市
町
村
制
度
の
後
に
至
り
、
た
と
え
市
町
村
に
か
い
て
如
骨
ょ
う
U
苦
情
b
かん
r
↑
か
筋
心

て
は
容
易
に
変
更
せ
ざ
る
と
の
こ
と
な
れ
ば
、
余
輩
は
益
々
疑
い
、

益
々
惑
う
て
考
案
を
下
す
と
き
は
既
住
の
人
民
の
知

り
得
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
数
点
の
失
当
を
現
出
す
る
が
如
き
を
見
れ
ば
、
来
る
四
月
い
よ
い
よ
市
町
村
制
を
実
施
す
る
暁

に
は
そ
の
失
当
を
認
む
る
も
の
幾
何
な
る
や
知
る
べ
か
ら
ざ
る
に
至
る
べ
き
乎
。
然
れ
ど
も
そ
の
失
当
は
実
施
後
に
お
い

て
変
更
し
離
き
場
合
に
立
至
ら
ば
、
天
賦
の
自
治
制
は
忽
ち
不
幸
な
き
を
保
せ
ず

(
明
治
三
十
二
年
二
月
三
十
二
日
付
)

『
向
上
書
』
よ
り
引
用



特
に
分
合
廃
置
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
矛
盾
、
対
立
点
を
明
確
に
持
つ
村
々
と
の
合
併
な
い
し
は
分
村
で

あ
っ
た
。

什
水
利
上
の
争
論
か
ら
仇
敵
と
な
っ
た
町
村
の
合
併

同
貧
困
に
し
て
租
税
の
不
納
者
の
多
い
村
と
、
共
有
地
が
多
く
且
つ
貯
蓄
の
金
穀
あ
る
村
の
合
併

日
戸
数
は
少
い
が
延
長
十
数
里
に
及
び
人
情
風
俗
を
異
に
す
る
村
の
合
併

同
甲
乙
両
村
が
財
産
を
共
通
し
て
い
る
町
村
の
分
村

(
『
向
上
書
』
参
照

県
当
局
は
こ
う
し
た
批
判
、
攻
撃
の
前
に
や
っ
と
態
度
を
改
め
、
各
郡
書
記
、
市
町
村
取
調
主
任
会
議
を
開
催
し
た
り
し
て
ひ
そ

か
に
村
民
の
動
向
を
調
べ
た
り
も
し
た

(
同
上
書
)

と
い
う
が
、

そ
れ
は
直
接
に
村
民
か
ら
の
も
の
で
な
く
、

か
つ
不
十
分
で
も
あ

り
、
基
本
線
は
不
変
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

か
く
し
て
明
治
二
二
年
の
市
町
村
制
施
行
に
よ
る
分
合
廃
置
が
動
き
が
現
わ
れ
、

そ
れ
は
先
の
井
上
馨
の
訓
令
に
よ
り
、

よ
り
加

速
化
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
本
県
に
お
い
て
も
分
村
問
題
が
再
燃
す
る
事
と
な
っ
た
が
、

で
は
天
間
林
村
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

(ニ)

天
間
林
村
に
お
け
る
分
村
問
題

明
治
二
二
年
に
成
立
を
見
た
天
間
林
村
は
、
従
来
の
七
ヶ
村
、
す
な
わ
ち
天
間
舘
村
、
榎
林
村
、
附
田
村
、
花
松
村
、
中
軸
村
、

天

問

林

村

史

七
六
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野
崎
村
、
二
ツ
森
村
の
合
併
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
に
第
一
章
で
詳
述
し
た
如
く
、
旧
七
ヶ
村
か
ら
な
る
天
間
林
村
誕
生
に
至
る

村
を
も
含
む
形
で
)

ま
で
に
は
、
幾
段
も
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
こ
れ
ら
七
ヶ
村
(
あ
る
い
は
時
に
は
甲
地

は
常
に
「
一
体
」
と
し
て
行
政
的
に
は
把
握
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
一
般
民
衆

は
勿
論
の
事
、
下
級
官
吏
で
す
ら
旧
来
か
ら
の
村
落
を
基
本
と
し
て
考
え
て
い
た
こ
と
も
先
述
の
如
く
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
行
政
上
の
便
宜
性
、
有
効
性
か
ら
成
立
さ
せ
ら
れ
て
く
る
天
間
林
村
は
、
当
時
に
お
い
て
は
そ
の
内
部
に
融
和
し
え
ぬ

矛
盾
、
問
題
を
少
な
か
ら
ず
か
か
え
込
ん
で
い
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
中
で
お
そ
ら
く
最
も
重
大
な
も
の
は
、
旧
北
川

目
通
諸
村
と
旧
天
間
舘
通
で
あ
る
天
間
舘
村
と
の
聞
に
横
た
わ
る
問
題
、
す
な
わ
ち
両
者
の
生
産
基
盤
の
相
異
か
ら
由
来
す
る
人
情
、

風
俗
的
差
異
、

ま
た
社
会
、
経
済
的
交
渉
の
あ
り
か
た
の
差
異
ー
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
今
日
に
珍
て

は
と
る
に
足
ら
ぬ
事
で
あ
ろ
う
か
く
の
如
き
事
も
、

し
か
し
戦
前
ま
で
に
お
い
て
は
や
は
り
重
大
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、
昭
和
一
一
年
頃
の
「
郷
土
民
ノ
性
情
」
と
し
て
、
「
上
通
リ
(
天
間
舘
並
び
に
そ
れ
以
北
の
地
域
を
さ
す
:
:
:
筆
者
)
ノ、

ソ
ノ
地
理
的
環
境
ヨ
リ
園
有
林
一
一
囲
マ
レ
耕
作
田
畑
少
ク
、
人
性
粗
朴
一
一
シ
テ
質
実
勤
倹
ノ
風
ア
リ
。
共
同
的
観
念
一
一
富
ミ
自
給
自

足
的
慣
行
今
、
ダ
ニ
行
ワ
レ
、
人
情
豊
ナ
リ
。
下
通
リ
区
域
(
旧
北
川
目
通
地
域
を
さ
す
:
:
:
筆
者
)

ハ
早
ク
ヨ
リ
漁
撹
一
一
ヨ
ル
生
業

行
ワ
レ
タ
ル
モ
近
来
沼
ヨ
リ
ノ
漁
穫
物
少
ク
田
畑
モ
小
作
多
キ
タ
メ
出
稼
及
出
寄
留
者
多
ク
鉄
道
沿
線
デ
ア
ル
関
係
上
人
情
一
搬
悪

ク
共
同
的
観
念
ニ
乏
シ
ク
自
己
的
気
分
濃
厚
ナ
リ
。
」
(
天
間
舘
青
年
学
校
『
郷
土
調
査
』
)
と
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
こ
こ
に
書
か
れ
て

い
る
評
価
が
必
ず
し
も
正
し
い
も
の
で
は
な
か
ろ
う
し
、

ま
た
鉄
道
の
如
き
新
し
い
要
素
が
加
わ
つ
で
人
情
も
変
化
し
て
い
る
で
あ

ろ
う
か
ら
、
こ
の
事
が
直
ち
に
明
治
期
に
も
妥
当
す
る
人
情
で
は
あ
り
え
ぬ
。
し
か
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
上
通
り
」
「
下
通
り
」



と
い
う
地
域
的
区
分
と
相
ま
っ
て
、
生
産
構
造
の
差
異
、

そ
れ
に
伴
う
人
情
、
生
活
の
違
い
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
つ
つ
も
存
在

し
つ
づ
け
て
い
る
の
だ
、

と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

そ
れ
で
は
何
故
に
こ
の
様
な
相
違
を
比
較
的
濃
厚
に
持
っ
た
北
川
目
通
諸
村
と
天
間
館
村
と
を
一
村
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
か

か
る
合
併
は
、
先
述
の
問
題
あ
る
分
合
廃
置
の
四
つ
の
事
例
の
第
三
一
の
事
例
に
正
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

か
か
る
問
題
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
合
併
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
蓋
し
、
こ
う
し
た
問
題
は
無
視
し
て
の
、
地
域
及
び
そ
の
面

積
、
居
住
人
口
等
の
条
件
を
優
先
す
る
行
政
的
処
置
か
ら
起
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

か
か
る
事
件
が
、
例
え
ば
明
治
六
年
の
大
小
区

制
施
行
時
に
あ
っ
て
第
七
大
区
二
小
区
に
含
ま
れ
て
い
た
甲
地
村
を
後
に
は
除
外
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
と
も
関
連
す
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
、
天
間
林
村
も
明
治
二
二
年
の
町
村
制
施
行
以
後
に
お
い
て
、
分
村
問
題
を
か
か
え
込
む
の
は
蓋
し
当
然
の
事
で
あ
ろ

ぅ
。
次
に
か
か
げ
る
資
料
は
こ
の
件
を
明
白
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
但
し
本
文
書
が
、
村
議
会
に
上
呈
さ
れ
た
か
否
か
、
さ
ら
に
は
も
し
上
呈
さ
れ
た
と
し
た
ら
い
か
な
る
取
扱
い
を
受
け
た
か
否
か
等
と
に
関

し
て
は
目
下
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

建

議

按

本
村
ハ
区
域
横
惜
ニ
シ
テ
地
勢
ト
人
情
ヲ
異
ニ
シ
且
ツ
交
通
ノ
便
否
ニ
ヨ
リ
自
然
利
害
ノ
関
係
ニ
厚
薄
ヲ
生
ジ
共
同
利
益

上
甚
ダ
得
策
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
左
ノ
二
ヶ
村
分
割
シ
公
私
ノ
便
利
ト
自
治
ノ
実
蹟
ヲ
挙
ケ
ン
ト
ス

天

間

林

村

史

七
六
五
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天
間
林
村

北天
川 間
目舘
村村

大
字
天
間
舘

「
大
字
榎
林
附
田
二
ツ
森
J

f

野

崎

花

松

中

軸

」

理
由

天
間
林
村
ハ
前
掲
ノ
如
ク
七
大
字
ヲ
以
テ
組
織
シ
其
ノ
天
間
舘
(
伊
暗
転
百
)
ハ
西
ニ
山
脈
ヲ
負
ニ
坪
川
中
野
川
ニ

沿
ヒ
タ
ル
山
麓
ニ
シ
テ
中
央
ニ
園
道
ヲ
帯
ピ
本
支
村
二
十
二
ヶ
村
ニ
散
在
シ
古
来
農
事
ノ
余
業
ト
シ
テ
林
業
ト
陸
運
業
ヲ

以
テ
生
活
ヲ
為
シ
北
川
目
ニ
属
ス
ル
六
大
字
(
域
虻
百
)
ハ
右
両
川
下
流
ノ
村
一
一
シ
テ
単
一
一
田
畑
ヲ
耕
シ
側
ラ
家
畜
ヲ
以

テ
業
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
パ
地
形
上
ヨ
リ
自
然
業
務
ト
人
情
ヲ
異
ニ
シ
故
ニ
旧
藩
時
代
モ
天
間
舘
ハ
四
百
石
北
川
目
ハ
六
百

石
ト
シ
テ
肝
煎
支
配
ヲ
二
区
二
分
ケ
タ
リ
明
治
十
一
年
郡
区
一
体
鉱
戸
長
配
置
ノ
際
愛
一
二
戸
長
三
名
ヲ
置
キ
一
ハ
天
間
舘
二

ハ
榎
林
附
回
二
ツ
森
三
ハ
野
崎
花
松
中
岨
ノ
三
区
域
ト
ナ
ル
尋
テ
明
治
十
六
年
ニ
至
リ
戸
長
配
置
例
ヲ
改
正
シ
テ
此
三
区

ヲ
合
シ
一
ノ
行
政
区
域
ト
為
シ
戸
長
一
名
ヲ
置
キ
タ
リ
シ
ガ
遂
ニ
之
レ
カ
縁
故
ト
ナ
リ
テ
明
治
二
十
一
一
年
町
村
(
鉱
)
施
行

ノ
嘗
時
村
民
ニ
一
雁
ノ
諮
問
ナ
ク
シ
テ
併
村
ノ
処
分
ヲ
モ
ラ
ル
新
村
ナ
ル
天
間
林
ヲ
作
ラ
レ
タ
リ
嘗
時
村
民
カ
分
離
ノ
請

願
ヲ
為
セ
ド
モ
遂
一
一
希
望
ヲ
達
セ
ズ
荏
誇
今
日
ニ
至
リ
既
二
十
年
ノ
星
霜
ヲ
経
戸
口
増
殖
シ
テ
今
ヤ
双
方
ト
モ
維
持
一
一
苦

マ
ザ
ル
ノ
資
力
ヲ
備
へ
且
ツ
北
川
目
方
面
ノ
如
キ
ハ
戸
口
梢
天
間
舘
ニ
劣
ル
ト
難
人
家
一
区
域
ニ
纏
マ
リ
各
村
皆
近
接
シ

施
政
ノ
便
利
宣
シ
キ
ヲ
得
殆
ン
ト
郡
下
藤
坂
村
ニ
於
ケ
ル
カ
如
シ
随
テ
費
用
モ
亦
節
約
ス
ル
ヲ
得
べ
シ
殊
一
一
村
民
ノ
間
動

モ
ス
レ
パ
不
折
合
ヲ
生
ジ
無
益
ノ
費
用
ヲ
消
尽
ス
ル
ノ
場
合
モ
不
砂
ニ
付
此
際
断
然
分
離
ス
ル
ハ
公
共
ノ
利
益
上
尤
モ
必

要
ト
信
ズ

右
ノ
理
由
ヲ
以
テ
本
舎
ノ
決
議
ヲ
経
青
森
県
参
事
舎
へ
上
請
セ
ン
事
ヲ
希
望
ノ
至
リ
ニ
堪
へ
ズ
草
ニ
建
議
仕
候
也



天
間
林
村
舎
議
員

明
治
三
十
一
年
三
月
廿
二
日

高
松

幸
吉

中
野

徳
蔵

高
田

新
J¥ 

天
間
林
村
村
舎
議
長

井
山

保
太
郎

殿

明
治
二
二
年
に
成
立
し
た
天
間
林
村
が
、

い
か
に
人
情
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
は
こ
れ
に
で
も
あ
る
程
度
判
明
す
る
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
が
分
村
を
求
め
る
大
き
な
理
由
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
事
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
こ
れ
以

外
に
し
ば
し
ば
何
ら
か
の
政
治
的
理
由
が
付
加
さ
れ
て
い
る
場
合
も
青
森
県
内
の
当
時
の
分
村
問
題
で
は
み
う
け
ら
れ
る
。
天
間
林

村
の
本
事
例
が
そ
れ
に
も
該
当
す
る
か
否
か
は
断
定
し
え
な
い
。

な
お
、
こ
の
分
村
問
題
が
、
ほ
ぽ
同
様
な
形
を
と
っ
て
戦
後
に
訟
で
も
表
面
化
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
昭
和
の

こ
と
で
あ
り
、
明
治
の
こ
と
で
は
な
い
が
、
参
考
ま
で
に
比
較
上
か
ら
も
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
お
こ
う
。

天

関

林

村

史

七
六
七
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建

議

案

天
間
林
村
を
分
割
し
、
大
字
天
間
舘
を
一
村
と
し
大
字
榎
林
、
附
田
、
二
ツ
森
、
野
崎
、
中
帥
、
花
松
の
六
大
字
を
一

村
と
す
る
為
に
町
村
の
廃
置
分
合
の
件
に
就
ニ
青
森
県
知
事
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

右
天
間
林
村
会
に
議
会
規
則
第
三
十
二
篠
に
依
っ
て
追
議
す
る
。

E里

出

里
十
八
丁
人
口
一
二
、

木
村
は
虞
表
十
四
方
里
の
拡
大
な
る
区
域
を
有
し
七
大
字
四
十
有
余
の
部
落
よ
り
成
り
、
東
西
五
里
十
八
丁
、
南
北
二

一
O
O人
、
山
岳
地
帯
に
上
北
鉱
山
あ
り
、
人
口
二
、
三
一

O
O人
、
其
の
他
営
林
署
、
官
行
、
事

業
所
等
あ
り
。
各
大
字
は
何
れ
も
純
農
村
に
し
て
総
て
の
点
に
診
て
共
通
性
あ
る
も
、
区
域
拡
大
な
る
為
自
治
運
営
に
支

障
あ
り
。

依
っ
て
本
村
を
ご
つ
の
村
と
し
て
自
治
振
興
を
策
せ
ん
と
す
る
。

昭
和
三
十
二
年
二
月
二
十
八
日

天
間
林
村
村
会
議
員

田
頭

太
郎

@ 

全

田
嶋

-小、
4
F

、、wハド

お
刑
判
リ
A
V
向
H
A

@
 



天

間 天
間
林
村
会
議
長

村

林

p、人

ーL
メ、¥

← L 
人
一L

f、
_L 

人
一L全

ノ、
← L 

外、ぺ
」司全全ノ、

一」全-̂_L  
b. 
ー」

中
村
儀
三
郎
殿

津
田

喜
代
太

@ 

勉

@ 

高
松

楠

高

二t
<=l 

@ 

向
中
野

古
屋
敷
松
次
郎

日行
崎

高
田

鳥
谷
部

白
石

房
五
郎

芳
男

@ 

町
屋

永
次
郎

@ 

弥
吉

⑪ 

坪

倉
長
治

@ 

市
ノ
渡

坪

得

郎
栄
八

@ 

中
村

{義

郎

@ @ 

助

@ 

賢
治

@ @ @ 

(
「
昭
和
二
十
二
年
度
議
会
文
書
綴
』
)

七
六
九

史
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O

こ
の
建
議
案
は
、
議
会
の
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
、
県
当
局
へ
上
申
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
建
議
案
の
文
面
で
は
、
分
村
を
求
め
る
最
大
の
理
由
を
村
内
地
域
の
広
大
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
た
め
に
き
め
細
か
な
自

治
が
不
可
能
で
あ
る
事
に
求
め
て
い
る
が
、
分
村
の
境
界
線
も
明
治
三
一
年
の
時
と
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
分
村
要
求

の
基
本
的
理
由
は
、
天
間
舘
地
区
と
旧
北
川
目
通
地
区
の
対
立
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。

天
間
林
村
内
で
は
こ
の
他
に
、
甲
田
、
李
沢
地
区
が
、
甲
地
村
(
現
東
北
町
)

へ
と
合
併
を
願
っ
て
い
た
と
も
聞
く
(
中
村
専
右

衛
門
氏
ら
の
話
)
が
、
こ
れ
は
一
つ
に
は
、
こ
の
両
地
域
は
、
早
く
よ
り
社
会
経
済
的
結
び
つ
き
が
、
甲
地
村
と
深
か
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
東
北
本
線
開
通
に
よ
り
、
こ
の
両
地
区
は
、
天
間
林
村
か
ら
地
理
的
に
切
り
離
さ
れ
た
形
に
な
っ
た
事
な
ど
に
よ
る
も
の
と

推
定
し
う
る
。

天
間
林
村
は
、
明
治
二
二
年
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
、

そ
の
行
政
地
域
、
範
囲
に
は
何
ら
の
変
更
も
な
く
、
勿
論
分
村
運
動
は
い

ず
れ
も
稔
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
行
政
が
や
た
ら
合
理
性
、
便
宜
性
の
み
を
追
求
し
、
地
域
住
民
の
生
活
構
造
(
文
化
的
、
社
会
的
、
経
済
的
立
脚
点
と

交
流
)
を
無
視
す
る
こ
と
は
、
常
に
か
か
る
分
村
問
題
を
内
蔵
し
て
い
る
と
言
い
う
る
。
今
日
に
於
け
る
広
域
行
政
固
と
の
関
連
で

今
一
度
考
え
な
お
す
べ
き
点
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
四
節

上
北
郡
都
政
の
発
展
と
い
く
つ
か
の
出
来
事

l
1天
間
林
村
と
の
関
連
で
|

地
方
自
治
制
の
一
環
た
り
し
郡
制
は
、

か
つ
て
幕
藩
体
制
下
の
支
配
機
構
た
る
郡
の
中
に
そ
の
端
緒
的
形
態
を
見
い
出
し
う
る
。



し
か
る
に
そ
の
後
明
治
維
新
以
後
の
政
治
的
展
開
の
中
に
あ
っ
て
特
に
大
・
小
区
制
の
も
と
で
は
否
定
さ
れ
る
方
向
を
た
ど
っ
て
い

た
が
、
明
治
一
一
年
に
至
り
、
旧
来
の
大
小
区
制
が
廃
止
さ
れ
郡
の
復
活
、
再
編
成
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
、
各
郡
毎
に
郡
役

所
が
設
置
さ
れ
、
郡
長
が
任
命
さ
れ
た
が
、
彼
ら
郡
長
の
任
務
た
る
や
、
専
ら
行
政
の
浸
透
を
図
る
こ
と
に
あ
っ
た
た
め
、
全
国
的

に
自
由
民
権
運
動
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

県
内
で
は
八
郡
が
新
た
に
設
置
さ
れ
、
天
間
林
村
は
上
北
郡
治
下
に
入
り
、
上
北
郡
役
所
は
七
戸
村
(
町
)
に
お
か
れ
た
。

そ
の
後
明
治
二
三
年
に
公
布
さ
れ
た
郡
制
に
お
い
て
は
、
郡
内
に
お
い
て
、
町
村
税
の
賦
課
を
受
け
る
所
有
地
に
し
て
地
価
一
万

円
以
上
を
有
す
る
も
の
を
大
地
主
と
定
義
し
、
大
地
主
は
郡
会
議
員
の
三
分
の
一
を
互
選
す
る
こ
と
が
で
き
、
も
し
右
の
資
格
あ
る

地
主
が
定
数
の
三
分
の
一
以
下
の
と
き
は
選
挙
に
よ
ら
ず
に
、
郡
会
議
員
と
な
れ
た
し
、

ま
た
郡
会
議
員
は
県
会
議
員
を
互
選
し
た

の
で
あ
る
。
本
県
で
は
翌
二
四
年
四
月
一
日
に
こ
れ
を
施
行
、
郡
会
が
開
始
さ
れ
た
。
郡
会
議
員
の
任
期
は
六
ヶ
年
と
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
に
政
府
が
大
地
主
層
に
多
大
な
特
権
を
与
え
た
こ
と
自
体
、
日
本
資
本
主
義
の
性
格
を
見
事
に
表
わ
す
も
の

で
あ
る
が
、
時
の
政
府
は
一
般
に
大
地
主
は
郡
内
に
お
い
て
名
望
を
有
し
、
費
用
を
多
く
負
担
し
、
郡
内
の
事
業
に
利
害
関
係
が
深

い
か
ら
で
あ
る
と
理
由
づ
け
て
い
た
(
「
青
森
県
市
町
村
合
併
誌
』
)
と
い
う
。

し
か
し
そ
の
後
大
地
主
に
対
す
る
中
小
農
民
階
級
の
反
発
も
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
郡
制
そ
の
も
の
の
否
定
に
す
ら
通
じ
る
気
運
が

出
現
し
、
市
町
村
自
治
行
政
に
も
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
に
な
り
、

か
く
し
て
政
府
は
、
明
治
三
二
年
三
月
一
六
日
法
律
第
六
五
号

を
以
て
郡
制
改
正
を
断
行
す
る
に
及
ん
だ
。
改
正
の
要
点
は
、
郡
会
議
員
の
選
挙
に
あ
り
、
任
期
四
年
の
総
選
挙
と
、
複
選
挙
制
を

廃
し
て
直
接
公
民
よ
り
選
出
す
る
こ
と
と
し
、
直
接
国
税
三
円
以
上
を
納
め
る
者
に
は
選
挙
権
を
、

ま
た
五
円
以
上
納
め
る
も
の
に

天

間

林

村

史

七
七
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は
被
選
挙
権
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
(
明
治
一
二
二
年
三
月
一
六
日
の
郡
制
全
文
は
「
青
森
県
議
会
史
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
以

上
主
と
し
て
『
合
併
誌
』
参
照
)
。

と
こ
ろ
で
こ
の
改
正
の
主
眼
を
『
合
併
誌
』

で
は
「
地
主
制
」

の
廃
止
と
「
複
選
挙
制
」

の
改
正
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
後

者
は
と
も
か
く
、
前
者
の
表
現
は
誤
解
を
招
く
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
「
地
主
制
」
と
は
経
済
上
に
お
け
る
体
制
の

問
題
で
あ
り
、
郡
制
改
正
に
よ
っ
て
こ
の
廃
止
が
出
来
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
ぬ
事
で
あ
る
。
郡
制
改
正
は
、

そ
れ
ま
で
の
露
骨
な

地
主
制
の
政
治
的
擁
護
を
止
め
た
だ
け
で
あ
り
、
経
済
的
基
盤
と
し
て
の
地
主
制
は
こ
れ
以
後
も
、
日
本
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て

は
大
き
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

郡
制
は
そ
の
後
に
お
い
て
も
行
政
機
関
的
色
彩
強
く
、
課
税
権
能
も
な
く
、
結
果
と
し
て
は
自
治
体
と
し
て
不
完
全
な
も
の
で
あ

り
、
し
だ
い
に
行
政
区
画
と
し
て
の
「
役
割
」
程
度
へ
変
身
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
時
に
は
郡
制
廃
止
法
案
が
国
会
に

出
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
、

つ
い
に
大
正
一

O
年
三
月
、
第
四
回
議
会
に
原
内
閣
の
手
に
よ
り
廃
止
法
案
が
出
さ
れ
可
決
さ

れ
た
。
翌
一
一
年
一
一
月
三

O
日
公
布
と
な
り
一
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
こ
こ
に
各
郡
一
斉
に
廃
止
、

い
ず
れ
も
純
然
た

る
行
政
区
画
と
な
り
、

さ
ら
に
大
正
一
五
年
七
月
に
は
郡
役
所
も
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
約
五

O
年
に
及
ぶ
郡
制
は

完
全
に
終
鷲
を
つ
げ
た
の
で
あ
る
。

上
北
郡
会
と
天
間
林
村
|
|
都
会
議
員
選
挙
資
料
の
紹
介
|
l

明
治
三
二
年
の
郡
制
改
正
に
よ
り
、
上
北
郡
会
議
員
一
名
を
、
天
間
林
村
選
挙
区
よ
り
選
出
す
る
事
と
な
っ
た
が
、
明
治
三
六
年

の
選
挙
時
の
「
選
挙
録
」
が
残
っ
て
い
る
の
で
こ
れ
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。



上
北
郡
舎
議
員
選
挙
天
間
林
村
選
挙
区
選
挙
録

(一)

明
治
参
拾
六
年
九
月
拾
五
日
天
間
林
村
役
場
ニ
診
テ
選
挙
ヲ
執
行
ス

仁)

定
期
改
選

選
挙
ノ
種
類
及
選
挙
ス
ヘ
キ
議
員
ノ
員
数
左
ノ
通

壱
名

告)

選
挙
長
左
ノ
通

天
間
林
村
長

(鴎

議
問
問
員鈴

木

武
!¥ 

選
挙
曾
ノ
事
務
ニ
従
事
セ
シ
書
記
左
ノ
通

天
間
林
村
役
場

国

選
挙
立
舎
人
左
ノ
通

天
間
林
村
大
字
花
松

!! 

天

林

間

村

史 助
役

小
又
彦
三
郎

匪
ヨ
ロ
U

4
-
E
三

-n

向
中
野
寅
土
口

6. 
= 

川
村

隆
助

中
野

徳
蔵

大
字
榎
林

七
七



第
五
編

近

代

七
七
四

高
田
孫
右
エ
門

IJ 

大
字
天
間
舘

天
間
又
治
郎

IJ 

IJ 

IJ 上
野
重
之
助

。て)

午
前
九
時
五
十
分
選
挙
長
ハ
選
挙
立
舎
人
ト
共
ニ
投
票
ヲ
開
始
ス
ル
為
メ
投
票
函
ヲ
開
キ
其
空
虚
ナ
ル
コ
ト
ヲ
示
シ

之
ヲ
立
舎
人
ノ
列
席
ス
ル
卓
上
ニ
置
キ
タ
リ

(七)

上
北
郡
書
記
川
村
末
太
及
七
戸
警
察
署
長
警
部
間
山
俊
助
ハ
選
挙
曾
場
監
視
ノ
為
メ
入
場
シ
タ
リ

。リ

左
ノ
選
挙
人
ハ
入
場
シ
タ
ル
モ
各
頭
書
ノ
事
由
ニ
依
リ
投
票
拒
否
セ
リ

天
間
林
村
大
字
野
崎高

村

半
内

印
形
持
参
セ
ズ

天
間
林
村
大
字
天
間
舘

日行

兼
松

自
書
ス
ル
能
ハ
ズ

同

午
後
三
時
選
挙
長
ハ
投
票
ノ
終
リ
ヲ
告
ゲ
選
挙
立
舎
人
ト
共
ニ
投
票
ヲ
点
検
シ
タ
リ



(十)

選
挙
長
ハ
投
票
ニ
記
載
ア
ル
氏
名
ヲ
朗
読
シ
書
記
試
名
ヲ
シ
テ
投
票
ヲ
得
タ
ル
各
被
選
挙
人
ノ
得
点
ヲ
貼
数
簿
ニ
記

入
セ
シ
メ
タ
リ

仙
川

投
票
ノ
効
力
ニ
関
シ
選
挙
立
舎
人
ハ
左
ノ
通
議
決
セ
リ

八
件
の
書
体
及
び
記
入
例
を
一
示
す

以
上
ノ
投
票
ハ
有
効
ト
ス

(
十
五
件
の
書
体
及
び
記
入
例
を
一
示
す
)

以
上
ノ
投
票
ハ
無
効
ト
ス

(主)

無
効
投
票
ノ
数
拾
五
票

(主)

被
選
挙
人
投
票
ノ
得
点
数
ハ
左
ノ
通

或
拾
七
点

苫
米
地
隆
八

」
風
拾
六
点

千
葉

軍
士
口

武
拾
四
点

木
村
吉
太
郎

武
点

高
田
孫
右
エ
門

故
ニ
苫
米
地
隆
八
ハ
最
多
数
ノ
得
点
者
タ
ル
ヲ
以
テ
嘗
選
者
ト
ス

天

林

七
七
五

村

間

史



第
五
編

近

代

七
七
六

同

午
後
五
時
三
十
分
選
挙
長
ハ
有
効
無
効
ノ
投
票
ヲ
直
別
シ
立
舎
人
卜
共
ニ
封
印
ヲ
為
シ
タ
リ

(1<) 

選
挙
区
域
内
ノ
選
挙
人
線
数
百
七
十
四
名

内
投
票
シ
タ
ル
モ
ノ

九
十
四
名

土ハ

午
後
五
時
四
十
分
選
挙
舎
ヲ
問
ツ

(主)

選
挙
長
ハ
此
選
挙
録
ヲ
製
シ
之
ヲ
朗
読
シ
テ
選
挙
立
舎
人
ト
共
一
一
署
名
セ
リ

選
挙
長

天
間
林
村
長

選
挙
立
舎
人

鈴
木

武
!¥ 

明
治
参
拾
六
年
九
月
拾
五
日

中
野

徳
蔵

(
『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

か
か
る
選
挙
執
行
方
法
は
全
て
郡
制
に
細
か
く
規
定
さ
れ
て
お
り
そ
れ
に
基
づ
く
選
挙
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
時
の
郡
会
議
員
選
挙
は
、
県
会
議
員
選
挙
を
一

O
日
後
の
九
月
二
五
日
に
ひ
か
え
て
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
前
哨
戦

の
意
味
も
あ
り
各
地
と
も
激
戦
で
あ
っ
た
と
い
う
。
第
一
回
選
挙
の
時
も
大
変
な
激
戦
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
郡
会
は
や
は
り
県
会

そ
の
他
へ
の
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ
・
ボ
1
ド
と
し
て
重
大
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
時
の
政
党
聞
の
争
い
が
強
か
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

第
一
回
選
挙
の
時
の
上
北
郡
の
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。



上
北
郡

横甲法
奥
沢

藤下七浦
野
舘 浜

白
定
員
二
ハ
名

浜

貞
次
郎

野
辺
地

梁

本
木

山桜

手口

沼
宮
内 根

吉
三
郎!¥ 巴松

な
お
県
全
体
と
し
て
は
、
進
歩
派
ご
ニ
六
名
、
自
由
派
二
八
名
、
中
立
五
名
、
欠
員
二
名
と
な
っ
て
い
る
。

地

漆

戸

松
太
郎

渡

儀
兵
衛

四
ム/、百六

ヶ
所

士
口

天
間
林 戸

杉

田

七
太
郎

こ
れ
に
対
し
三
六
年
の
選
挙
で
は
当
選
者
氏
名
は
不
明
で
あ
る
が
、
総
定
員
二
ハ
九
(
上
北
郡
二
ハ
)
中
、
憲
政
本
党
派
二
一

小
笠
原

坂

江

谷

金
太
郎

大
深
内 石

JII 橋
本
治
郎
右
衛
門

口

要
之
助

(
以
上
進
歩
派
)

町野
(
以
上
自
由
派
) 林

山

克

五
名
(
同
二
己
、
政
友
会
四
二
名
(
同
四
)
、
中
立
二
名
と
な
っ
て
い
る
。

田

金小
比
類
巻
亀
之
助

沢戸

山

本

勇

屋

勝
太
郎

当
時
県
内
で
は
、
進
歩
派
↓
憲
政
本
党
が
圧
倒
的
に
強
く
、
こ
の
点
で
は
上
北
郡
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
が
、
特
に
そ
の
場
合
、

姥

天

問

名

半
兵
衛

林

村

史

月

福

七
七
七
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五
編

近

代

七
七
八

野
辺
地
、
三
本
木
な
ど
を
中
心
と
し
て
憲
政
本
党
の
、

こ
れ
に
対
し
、

七
戸
を
中
心
と
し
て
天
間
林
村
、
大
深
内
村
、
浦
野
舘
村
な

ど
、
七
戸
周
辺
が
自
由
派
↓
政
友
党
系
の
地
盤
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
次
に
紹
介
す
る
郡
役
所
移
転
事
件
で
も
端
的
に
あ
ら
わ
れ

て
い
た
。
(
郡
会
選
挙
に
つ
い
て
は
『
青
森
県
議
会
史
』
参
照
)

(
な
お
、
先
に
紹
介
し
た
明
治
一
二
六
年
郡
会
議
員
選
挙
、
天
間
林
選
挙
区
の
開
票
結
果
に
対
し
て
は
、
落
選
し
た
木
村
が
郡
参
事
会
に
無
効
の

訴
え
を
起
し
た
が
、
郡
参
事
会
で
は
三
位
の
千
葉
軍
吉
を
当
選
と
し
た
た
め
、
木
村
は
さ
ら
に
青
森
県
あ
て
異
議
申
立
て
を
行
っ
て
い
る
。
)

(ニ)

上
北
郡
郡
役
所
移
転
問
題

上
北
郡
々
役
所
は
、

七
戸
村
(
町
)

に
置
か
れ
て
い
た
が
、
明
治
三
一
年
一
月
六
日
、
上
北
郡
会
に
お
い
て
突
如
と
し
て
そ
の
野

辺
地
移
転
を
求
め
る
決
議
案
が
提
出
、
可
決
さ
れ
、
県
に
そ
の
決
議
を
以
て
建
言
さ
れ
る
に
及
び
、
賛
否
両
論
大
い
に
上
北
郡
内
を

わ
か
せ
、

つ
い
に
は
、
例
え
ば
、
こ
の
た
め
一
月
七
日
に
東
津
軽
郡
、
中
津
軽
郡
及
び
上
北
郡
に
捨
て
県
会
議
員
選
挙
が
あ
っ
た
も

の
が
、
上
北
郡
の
み
不
成
立
に
な
り
再
選
挙
と
な
り
、

ま
た
県
は
こ
の
建
議
を
必
要
な
し
と
斥
け
た
も
の
の
、
県
会
に
お
い
て
も
可

決
さ
せ
ら
れ
、
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
追
い
込
ま
れ
た
七
戸
側
と
、
野
辺
地
、
三
本
木
同
盟
側
と
の
聞
で
こ
の
年
一
一
月
の
郡
会
開

会
に
あ
た
り
乱
闘
事
件
ま
で
ひ
き
お
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
事
件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
『
青
森
県
議
会
史
』
あ
る
い
は
、
鷹
山
雅
春
『
七
戸
近
世
史
』
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
す
る
が
、

そ
も

そ
も
こ
の
事
件
の
発
端
は
、
当
時
の
県
会
議
員
選
挙
に
み
ら
れ
る
連
記
複
選
法
に
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
同
時
に
我
々
と
し
て
は
、
明



治一ニ

O
年
頃
に
な
る
と
、
上
北
郡
の
中
心
地
と
し
て
の
七
戸
の
地
位
が
、
様
々
な
形
で
揺
ぎ
始
め
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
く
で
あ
ろ

ぅ
。
す
な
わ
ち
、
七
戸
に
対
抗
し
た
い
わ
ゆ
る
同
盟
側
の
中
心
た
る
三
本
木
は
、
産
馬
及
び
開
田
事
業
に
よ
り
大
き
な
飛
躍
を
み
せ
て
・

い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
今
一
つ
の
野
辺
地
に
し
て
も
、
幕
藩
制
時
代
以
来
か
ら
の
商
取
引
さ
に
加
え
て
東
北
本
線
開
通
に
よ

る
新
し
い
発
展
の
基
礎
が
出
来
あ
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
一
言
で
言
う
な
ら
ば
、
こ
の
対
立
の
背
景
に
は
経

済
そ
し
て
政
治
上
に
お
け
る
新
旧
の
対
立
現
象
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
中
で
、
我
が
天
間
林
村
は
、
七
戸
側
に
立
っ
て
い
る
。
こ
の
他
七
戸
側
と
し
て
は
、
浦
野
舘
、
大
深
内
、
六
ヶ
所
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
元
来
よ
り
七
戸
の
商
業
的
経
済
的
影
響
下
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
し
て
さ
ら
に
は
産
馬
組
合

な
ど
の
関
連
で
七
戸
の
指
導
下
に
あ
る
と
こ
ろ
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

都
役
所
移
転
問
題
の
背
景
に
は
か
く
の
知
き
新
旧
経
済
圏
の
対
立
と
先
の
政
治
上
の
対
立
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
五
節

土
族
復
籍

大
正
五
年
編
集
「
坪
尋
常
小
学
校
・
郷
土
誌
」
、
大
正
七
年
編
集
『
二
ツ
森
小
学
校
・
郷
土
誌
』
な
ど
を
み
る
と
、
「
本
村
士
族
一

覧
表
」
に
は
数
多
く
の
土
族
名
が
の
ぼ
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
前
者
に
は
六
九
名
、
後
者
は
五
四
名
を
数
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
会
津
藩
出
身
と
あ
る
人
々
は
、
明
治
三
年
以
降

の
斗
南
藩
再
建
後
、
天
間
林
村
に
移
住
し
て
来
た
人
々
で
あ
ろ
う
。
斗
南
藩
は
わ
ず
か
に
三
万
石
で
あ
り
、
旧
領
二
八
万
石
に
比
し
て

は
余
り
に
も
少
な
く
、
た
め
に
そ
の
藩
土
は
相
々
な
苦
難
を
味
わ
っ
た
の
は
周
知
の
事
で
あ
る
が
、

そ
う
し
た
中
で
藩
土
の
一
部
は

天

間

林

村

史

七
七
九
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七
八

O

早
く
よ
り
帰
農
、
旧
南
部
領
の
い
た
る
と
こ
ろ
へ
移
住
し
て
い
っ
て
い
る
。
す
で
に
明
治
三
年
の

そ
の
中
に
は
、
天
間
舘
村
及
び
北
川
目
へ
の
移
住

『
稲
生
開
拓
日
誌
』
に
は
、
七
戸

藩
領
へ
の
百
戸
分
の
移
住
を
受
け
入
れ
る
準
備
が
さ
れ
た
事
実
が
の
っ
て
お
り
、

予
定
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

(
明
治
三
年
)
十
一
月
廿
五
日

三
浦
圧
七
様

一
、
弐
拾
軒

て

拾

軒

〆
三
拾
軒

て
七
拾
軒

内

新
渡
戸
伝
内

栃
内

清

覚

七
戸
町

稲
生
町

軒

JI! 
目

四
軒

天
間
舘
村

軒

沢
田
村

壱
軒

赤
沢
村



四
軒

四
軒

五
軒

〆
弐
拾
軒

右
御
村
方拾

軒
壱
軒

五
軒

四
軒

壱
軒

四
軒

弐
軒

四
軒軒

壱
軒

弐
軒

天

探
持
村

析
茂
村

北
川
目

南
川
目

三
本
木
村

百
石
村

犬
落
瀬
村

鶴
喰
村

相
坂
村

洞
内
村

東下
田
村

小
平
村
柳
町

吉
田
村

間

林

村

史

七
J¥ 
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七
J¥ 

〆
四
拾
壱
軒

右
者
稲
生
町
へ
頼
合
仕
候

右
之
通
奉
室
田
上
候

以
上

(
『
五
戸
町
誌
・
下
』
よ
り
引
用

移
住
予
定
が
そ
の
ま
ま
実
行
さ
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、

と
も
か
く
旧
会
津
藩
士
が
天
間
林
村
に
も
移
住
し
て
き
た
の
は
事

実
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
今
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
う
し
た
士
族
を
除
く
人
々
で
あ
る
。
前
掲
『
郷
土
誌
』
に
は
旧
七
戸
藩
士
と
な
っ
て
い
る
が
、

七
戸
藩
士
に
は
三
種
あ
っ
た
こ
と
は
先
述
の
如
く
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
復
籍
土
族
と
総
称
さ
れ
る
一
群
の
士
族
が
い
た
が
、
こ
れ
ら

の
人
々
は
七
戸
藩
成
立
と
と
も
に
帰
農
し
て
い
た
が
、
明
治
三

O
年
の
士
族
復
籍
に
よ
り
戸
籍
面
だ
け
士
族
と
な
っ
た
人
々
で
あ
り
、

こ
の
復
籍
士
族
の
人
々
が
、
天
間
林
村
に
は
か
な
り
居
住
し
て
い
た
様
で
あ
る
。
明
治
一

O
年
噴
の
編
纂
た
る
『
陸
奥
国
上
北
郡
村

誌
』
で
は
、
天
間
林
村
居
住
士
族
戸
数
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
は
わ
ず
か
に
一
五
戸
に
し
か
す
ぎ
ぬ
の
に
、
大
正
年
間
に
か
く

も
多
く
の
士
族
数
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
一
因
は
こ
こ
に
あ
る
。

県
令
内
収
甲
第
二
七
二
八
競

上
北
郡
七
戸
村

藤

山富

藷



外
百
五
名

明
治
廿
八
年
四
月
五
日
付
願
族
籍
訂
正
ノ
件
別
記
藤
嶋
謁
以
下
九
拾
七
名
ハ
土
族
ニ
編
入
ス
、
其
他
九
名
ハ
各
自
頭
書
ノ
事
自
ニ
依
リ
詮

議
ニ
及
ヒ
難
シ

明
治
三
十
年
三
月
十
九
日

青
森
豚

知
事

牧

本卜

呉

か
く
し
て
七
戸
藩
に
関
す
る
復
籍
士
族
が
こ
こ
に
誕
生
す
る
の
だ
が
、
こ
の
九
七
名
中
、
天
間
林
村
居
住

あ
る
い
は
そ
の
後
の
移

住
)
者
と
し
て
明
ら
か
な
も
の
が

一
七
名
に
及
ん
で
い
る
。

明
治
以
来
そ
の
実
権
を
失
っ
て
き
た
士
族
が
、
士
族
復
籍
運
動
の
中
で
、
単
に
族
籍
の
訂
正
だ
け
で
は
な
く
さ
ら
に
社
会
的
に
一

つ
の
集
団
と
し
て
の
力
を
回
復
す
べ
く
努
力
を
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、

五
戸
・
七
戸
の
士
族
を
中
心
と
し
て
士
族
連
合
を
つ

く
り
、
自
分
達
の
地
位
の
回
復
を
政
府
に
働
き
か
け
る
べ
く
運
動
を
し
て
い
る

(
『
五
戸
町
誌
・
下
』
)
。
し
か
し
そ
の
運
動
は
し
ょ
せ

ん
は
ア
ナ
グ
ロ
ニ
ズ
ム
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

天

間

林

村

史

七
J¥ 
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大
正
十
五
年
天
簡
林
農
民
党
創
立

大
正
一
五
年
九
月
二
一
日
付
『
東
奥
日
報
』
紙
に
は
、
「
天
間
林
農
民
業
委
曾
式
|
日
東
代
議
士
を
迎
へ
て
」
な
る
見
出
し
の
も

と
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
載
っ
て
い
る
。

「
県
下
の
各
農
会
か
ら
興
味
を
以
て
重
視
せ
ら
れ
つ
つ
天
間
林
農
会
は
九
月
八
日
午
後
一
時
よ
り
徴
文
を
配
布
し
て
集
合
、
天
間

館
本
村
梁
田
留
八
宅
に
訟
で
開
舎
、
早
刻
工
藤
重
内
氏
開
曾
仇
主
)
旨
を
述
べ
座
長
に
満
場
一
致
を
以
て
工
藤
重
内
氏
を
推
し
、
同
氏

は
座
長
席
に
着
席
挨
拶
を
述
べ
農
民
黛
創
立
に
関
し
て
の
経
過
を
報
告
し
役
員
の
選
挙
に
入
り
、
結
局
座
長
に
一
任
す
る
事
に
決
し

宣
言
決
議
は
梁
田
氏
朗
讃
拍
手
を
以
て
賛
成
を
得
講
演
に
移
っ
た
」

こ
こ
に
言
う
宣
言
、
決
議
は
、
こ
の
記
事
に
次
い
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
(
な
お
、
宣
言
文
は
、
『
青
森
県
議
会
史
・
大
正
元
年

1
大

正
十
五
年
』

一
一
一
二
三
ペ
ー
ジ
に
も
全
文
収
録
さ
れ
て
い
る
。
)
以
下
、
宣
言
文
、
決
議
文
を
記
そ
う
。

'ニと2

主主

にコ

て
登
記
事
務
及
び
土
地
の
主
管
は
戸
籍
事
務
同
様
市
町
村
に
属
せ
し
む
る
こ
と

二
、
電
話
未
だ
通
ぜ
ざ
る
町
村
役
場
に
国
費
及
び
地
方
費
を
以
て
通
ぜ
し
む
る
こ
と

、
煙
草
・
塩
の
専
売
は
市
町
村
に
掌
ら
し
む
る
こ
と

四
、
自
作
農
に
対
し
其
の
必
要
に
応
じ
固
有
原
野
並
に
山
林
を
特
売
す
る
こ
と



五
、
水
源
極
養
林
は
徹
底
的
に
保
存
す
る
こ
と

六
、
電
力
供
給
の
地
区
認
可
は
、
電
動
力
と
電
燈
両
電
力
供
給
む
が
場
合
は
不
備
な
る
も
の
と
し
、
そ
の
改
善
を
図
る
こ
と

七
、
法
人
の
設
立
解
散
は
国
法
の
範
囲
内
に
診
て
随
意
な
る
も
の
と
す

八
、
酒
麹
の
醸
造
は
人
口
と
面
積
に
比
例
し
て
画
一
的
に
認
可
す
る
こ
と

九
、
枢
密
院
、
貴
族
院
制
度
、
文
宮
任
用
令
、
恩
給
制
度
等
を
改
善
す
る
こ
と

十
、
陸
海
軍
大
臣
に
文
官
を
も
任
用
せ
し
む
る
こ
と

十
一
、
従
来
の
農
業
教
育
を
改
善
し
て
専
ら
知
育
徳
育
を
根
幹
と
し
科
学
教
育
を
縦
と
す
る
こ
と

ま
た
決
議
文
は

天
間
林
村
農
会
を
解
散
す
る
も
の
と
す

で
あ
る
。

こ
の
宣
言
、
決
議
文
が
朗
読
さ
れ
た
時
は
満
場
、

ゃ
ん
や
の
拍
手
で
あ
っ
た
と
記
事
は
伝
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
天
間
林
農
民
党
と
は
一
体
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
す
る
資
料
は
、
以
上
記
し
た
も
の
以
外
に
は
何
も

見
当
ら
な
い
の
で
、
日
下
は
若
干
の
推
測
的
考
察
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
以
下
若
干
検
討
に
付
そ
う
。

さ
て
、

ま
ず
こ
の
宣
言
文
を
見
て
お
お
よ
そ
見
当
の
つ
く
事
は
、
こ
れ
が
「
党
」
と
名
乗
り
、

ま
た
村
農
会
を
解
散
し
て
新
し
い

天

間

林

村

史

七
八
五
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組
織
と
し
て
の
「
党
」
を
創
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、

一
つ
の
政
治
結
社
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
何
故
農
会

を
解
散
す
べ
き
必
要
性
が
あ
っ
た
か
が
問
題
と
な
る
が
、

お
そ
ら
く
は
、
農
会
の
主
力
た
る
自
作
農
、
小
地
主
層
が
、
農
会
な
る
組

織
は
、
そ
の
め
ざ
す
所
農
業
の
改
良
発
達
、
農
民
の
福
利
増
進
を
計
り
、

か
っ
官
と
の
連
絡
を
と
り
つ
つ
官
庁
の
指
導
奨
励
す
る
各

種
の
事
業
の
農
民
個
々
へ
の
普
及
徹
底
を
図
っ
て
ゆ
く
と
い
う
性
格
を
持
つ
も
の
で
し
か
な
い
事
へ
の
不
満
不
平
の
表
明
を
め
ざ
し

た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
官
庁
と
農
民
と
の
聞
の
単
な
る
組
織
と
し
て
で
は
な
く
、

一
歩
進
ん
で
政
党
と
し
て
農

民
の
意
見
、
利
益
を
代
弁
せ
ん
と
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
、
性
格
あ
い
ま
い
な
中
問
機
構
た
る
農
会
組
織
の
解
散
を
同
時
に
進
め
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

か
か
る
政
党
を
め
ざ
す
天
間
林
農
民
党
は
、

し
か
し
そ
の
宣
言
を
見
る
限
り
、

そ
の
政
治
綱
領
は
ま
こ
と
に
ア
イ
マ
イ
な
も
の
で

あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
と
も
言
い
う
る
が
、
あ
る
時
に
は
国
家
制
度
の
改
善
を
主
張
し
(
例
え
ば
宣
言
の
七
、
九
、

一
一
)
あ
る
時
に
は
行
財
政
に
ふ
れ
(
同
じ
く
コ
ゴ
六
、

八
)
ま
た
あ
る
時
に
は
農
業
改
善
の
施
策
に
ふ
れ

(
同
じ
く
四
、

五
)
と

い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
は
、

一
体
こ
の
党
が
い
か
な
る
階
級
、
階
層
を
代
表
す
る
政
党
な
の
か
は
不
明
で

あ
る
。
但
し
、
宣
言
四
、

五
な
ど
か
ら
推
測
す
る
と
小
地
主
層
、
自
作
農
層
の
利
益
擁
護
が
中
心
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

」
の
新
し
い
政
治
結
社
が
い
か
な
る
組
織
を
持
ち
、

い
か
に
運
動
を
展
開
し
た
か
、

な
ど
に
つ
い
て
が
次
に
問
題
と
な
る
。

さ
て
本
党
が
創
始
さ
れ
た
大
正
末
期
は
、
大
正
中
期
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
影
響
の
下
で
、
本
県
に
お
い
て
も

著
し
く
政
治
意
識
の
昂
揚
し
た
時
期
で
あ
り
、

ま
た
本
県
で
は
政
友
党
支
部
の
分
裂
も
あ
り
、
県
内
各
地
に
各
種
の
政
治
団
体
が
出

現
し
た
時
で
あ
っ
た
。
先
の
『
青
森
県
議
会
史
』

は
、
か
か
る
諸
国
体
の
一
つ
と
し
て
こ
の
天
間
林
農
民
党
を
あ
げ
て
い
る
。

カ冶

か



る
政
治
的
昂
揚
の
中
で
、

さ
ら
に
先
述
の
如
く
既
存
農
会
体
制
へ
の
反
発
と
が
一
体
化
す
る
中
で
、
こ
の
天
間
林
農
民
党
は
出
現
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
以
降
の
推
移
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
「
青
森
県
総
覧
』
に
、
大
正
一
五
年
二
一
月
の
出
来
事
と
し
て
、

「
上
北
郡
天
間
林
村
農
会
は
四
度
目
の
解
散
認
可
を
為
し
」
と
あ
り
、

さ
ら
に
翌
昭
和
二
年
三
月
の
出
来
事
と
し
て
「
上
北
郡
天
間

林
村
農
会
は
農
会
員
三
分
の
二
以
上
同
意
を
得
て
四
度
巨
の
解
散
認
可
申
請
を
為
し
た
が
、
三
月
一

O
日
不
認
可
の
指
令
を
発
す
る

と
共
に
工
藤
農
会
長
を
解
任
し
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
多
少
と
も
そ
の
聞
の
事
情
が
推
定
出
来
う
る
。

す
な
わ
ち
、
農
民
党
発
足

l
農
会
解
散
で
あ
っ
た
が
、
農
会
の
解
散
は
つ
い
に
実
現
す
る
事
な
く
終
ら
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
農
会

会
長
の
工
藤
と
は
、

お
そ
ら
く
工
藤
重
内
、
す
な
わ
ち
天
間
林
農
民
党
初
代
座
長
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
彼
に
対
し
て
も
県
当

局
か
ら
の
圧
力
が
あ
っ
た
事
は
、
以
上
の
短
か
い
記
述
か
ら
も
容
易
に
推
察
さ
れ
う
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
比
較
的
ユ
ニ
ー
ク
さ
を

持
っ
た
こ
の
天
間
林
農
民
党
も
発
足
だ
け
は
し
た
も
の
の
、
本
格
的
な
運
動
を
開
始
す
る
事
な
く
終
震
を
告
げ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
天
間
林
村
農
会
は
、

そ
の
後
昭
和
一

0
年
代
に
至
る
ま
で
全
く
の
停
滞
状
況
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る

(
例
え

ば
『
天
間
林
村
経
済
更
生
計
画
書
』
な
ど
)
。

か
か
る
状
況
は
、
思
う
に
こ
の
事
件
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

天

間

林

村

史

七
八
七
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田
畑
開
墾
事
業
と
天
間
林
村
の
発
展

|
|
明
治
期
を
中
心
と
し
て
|
|

第
一
節

新
渡
戸
伝
の
構
想

七
戸
藩
そ
し
て
七
戸
県
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
た
新
渡
戸
伝
は
、
明
治
三
年
二
月
一
六
日
、
領
内
開
拓
に
関
し
て
左
記
の
文
書
を

民
部
省
に
提
出
し
て
い
る
。

陸
中
園
鹿
角
郡
・
陸
奥
園
北
郡
境
山
中
ニ
、
南
北
四
里
東
西
四
里
ノ
十
和
田
湖
分
流
出
、
六
戸
川
中
ヨ
リ
安
政
三
年
水

利
ヲ
導
キ
、
岩
石
ヲ
穿
チ
山
沢
ヲ
崩
シ
埋
メ
二
千
三
百
間
穴
堰
ヲ
通
シ
、
数
十
筋
導
キ
此
配
水
二
万
石
程
ニ
行
渡
リ
申
ス

ベ
キ
見
込
ニ
御
座
候
、
水
下
探
持
村
、
三
本
木
村
、
洞
内
村
、
八
斗
沢
村
、
相
坂
村
、
折
茂
村
、
犬
落
瀬
村
、
下
回
村
、

百
石
村
右
村
々
分
水
見
込
ミ
、
水
利
不
足
ニ
付
平
堰
ヲ
以
テ
右
六
戸
川
ヨ
リ
上
水
二
ヶ
所
之
有
リ
、
其
外
水
利
導
キ
見
込

ミ
候
ハ
、
陸
奥
園
北
郡
米
田
川
ト
申
ス
ヨ
リ
分
水
文
提
築
池
沼
配
水
開
立
申
候
故
、
切
田
村
、
鶴
喰
村
、
小
平
村
、
上
下

吉
田
村
、
下
田
村
支
配
所
七
戸
村
山
中
ヨ
リ
流
出
ル
和
田
川
、
作
田
川
分
水
ハ
七
戸
村
、
大
浦
村
、
上
野
村
、
野
崎
村
、

花
松
村
、
大
沢
田
村
、
同
所
中
野
川
分
水
ハ
天
間
舘
村
、
中
畑
村
、
同
所
坪
川
分
水
ハ
天
間
舘
村
、
榎
林
村
、
二
ツ
森
村
、

附
田
村
、
同
所
清
水
目
川
分
水
ハ
枝
村
清
水
目
ト
申
所
、
石
ノ
外
池
沼
分
配
ノ
処
、
甲
地
村
、
倉
内
村
、
平
沼
村
、
鷹
架

村
、
尾
鮫
村
、
出
戸
村
、
右
村
々
追
年
開
拓
仕
度
見
込
ニ
御
座
候
。
(
中
道
等
『
甲
地
村
史
』
よ
り
引
用
)



こ
こ
に
み
ら
れ
る
北
郡
開
拓
の
大
構
想
の
大
部
分
は
、
今
日
に
お
い
て
三
本
木
国
営
開
墾
と
し
て
実
現
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

の
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
新
渡
戸
は
、
領
内
の
広
大
な
る
平
野
開
拓
の
た
め
に
、

そ
の
水
利
を
求
め
う
る
場
所
を

基
本
的
に
は
理
解
し
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
天
間
舘
村
の
場
合
に
お
け
る
坪
川
の
水
利
利
用
は
、
現
在
の
天
間
林
村
の
基
本
で
こ
そ

あ
っ
た
。
実
際
に
は
新
渡
戸
の
時
代
に
実
現
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
今
日
に
お
い
て
そ
の
大
部
分
は
我
々
の
自
の
前
に
聞
け
た
緑

な
る
耕
地
と
し
て
現
実
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
日
の
天
間
林
村
は
一
面
に
広
が
る
美
田
で
お
お
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
、
戦
後
に
お
け
る
軍
馬
補
充
部
解
放
に
伴
う

そ
の
開
田
、
開
畑
事
業
の
結
果
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
開
田
、
開
畑
事
業
は
す
で
に
江
戸
末
期
よ
り
、

そ
し
て
さ
ら
に
一

層
の
努
力
の
下
で
明
治
期
に
お
い
て
も
大
々
的
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
に
お
い
て
は
明
治
期
に
お
け
る
開
墾
事
業
の

い
く
つ
か
を
と
り
あ
げ
検
討
し
て
み
た
い
。

第
二
節

工
藤
・
中
嶋
・
早
川
氏
に
よ
る
開
墾
事
業

(→ 

工
藤
轍
郎
氏
に
よ
る
開
墾
事
業

工
藤
氏
は
本
県
に
あ
っ
て
「
開
墾
王
」

の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
人
物
で
あ
る
事
は
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
氏
は
田
畑
開
墾

事
業
の
他
に
も
政
治
・
経
済
の
各
方
面
に
お
い
て
そ
の
才
能
を
ふ
る
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
氏
を
し
て
最
も
有
名
に
し
た
の
は
、
あ

の
荒
屋
平
開
墾
の
大
事
業
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
七
戸
町
と
現
十
和
田
市
に
ま
た
が
る
広
大
な
原
野
の
開
墾
に
捧
げ
た
氏
の
血
涙

は
未
だ
多
く
の
人
々
の
語
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

三
本
木
に
お
け
る
新
渡
戸
伝
、

三
沢
に
お
け
る
広
沢
安
任
の
開
牧
事
業

天

間

林

村

史

七
八
九
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に
劣
ら
ぬ
ほ
ど
の
大
事
業
で
あ
り
、
津
軽
地
方
に
お
け
る
リ
ン
ゴ
栽
培
事
業
と
並
ん
で
こ
れ
ら
は
今
日
の
青
森
県
の
一
つ
の
礎
に
な

っ
た
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
の
「
開
墾
王
」
も
、
始
め
か
ら
開
墾
事
業
に
着
手
し
て
い
た
か
と
言
え
ば
そ
う
で
も
な
い
ら
し
い
。
最
初
は
広
沢
安

任
と
同
様
、
産
馬
事
業
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
予
期
し
た
ほ
ど
の
成
績
を
収
め
る
事
が
な
く
、
こ
れ
以
降
専
ら
開
墾
事
業

に
力
を
尽
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
氏
に
よ
る
開
墾
事
業
の
最
初
の
選
地
は
、
我
が
天
間
林
村
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

明
治
二
年
、
天
間
林
村
(
当
時
は
天
間
舘
村
)
中
野
川
よ
り
延
長
一
、
三
九
五
間
の
水
路
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
用
水
を
得
、
野

崎
並
び
に
天
間
舘
内
を
濯
減
、

又
溜
池
を
築
い
て
境
田
、
狐
久
保
、
小
川
向
に
訟
で
水
田
二

O
余
町
歩
を
新
開
せ
し
め
、
別
に
二
町

四
反
余
歩
を
防
風
林
地
と
し
、
こ
れ
ら
全
て
を
付
近
の
村
民
に
小
作
地
と
し
て
提
供
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
氏
は
、
明
治
一
五
年
に
は
和
田
川
よ
り
利
水
、
開
田
に
成
功
、

一
七
年
に
は
、
荒
屋
平
原
野
三
八
二
町
歩
余
の
開
墾
に
着

手
、
幾
多
の
困
難
の
中
、

つ
い
に
三
四
年
に
は
ほ
ぼ
そ
の
開
墾
に
成
功
し
て
い
る
。

こ
の
間
に
あ
り
、
天
間
林
村
野
崎
に
お
い
て
新
田
開
発
の
た
め
の
用
水
路
建
設
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
疎
水
路
延
長
一
回
、

八
二
二
問
、
内
腿
道
一
、

三
五
七
間
半
、
溜
池
一
六
ヶ
所
、
六
町
六
反
七
畝
一
歩
、
水
田
一
八
二

町
六
反
余
(
そ
の
他
氏
の
疎
水
事
業
に
よ
り
聞
か
れ
た
他
人
所
有
の
水
田
七

O
町
六
反
歩
)
、
畑
地
一
一
八
町
三
反
余
、
防
風
林
三
五

反
余
の
開
墾
事
業
を
完
成
し
、

そ
の
た
め
に
移
住
し
た
人
は
一
六

O
人
余
、
小
作
人
二

O
O戸
余
に
も
及
ん
だ
と
い
う
。
(
こ
れ
ら
小

作
人
が
工
藤
氏
の
死
後
解
放
さ
れ
た
の
は
周
知
の
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
詳
し
く
は
、
盛
田
達
一
二
『
工
藤
農
場
開
拓
と
解
放
の
概
略
』
参
照
せ
よ
。
)

七
戸
の
人
工
藤
轍
郎
で
は
あ
る
が
、
上
北
郡
内
全
域
に
お
い
て
そ
の
開
墾
の
足
跡
を
残
し
、
我
が
天
間
林
村
に
お
い
て
も
大
き
な



事
業
を
完
成
し
た
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

え
る
台
地
|
|
荒
屋
平
開
拓
の
記
録
|
|
』
昭
和
弘
年
が
よ
か
ろ
う
。
)

(
以
上
の
開
墾
事
業
の
概
略
は
、
「
青
森
県
篤
農
者
列
侍
』
に
よ
っ
た
。
な
お
、
工
藤
轍
郎
の
人
な
り
に
つ
い
て
は
、
簡
単
に
は
七
戸
町
『
匙

(ニ)

中
嶋
勝
次
郎
氏
に
よ
る
開
墾
事
業

天
間
林
村
中
野
に
お
け
る
中
嶋
勝
次
郎
氏
の
開
墾
事
業
を
知
ら
ぬ
も
の
は
、
村
内
は
勿
論
上
北
郡
内
に
お
い
て
も
お
そ
ら
く
は
な

か
ろ
う
。
氏
の
活
動
は
、
政
治
的
分
野
に
も
み
ら
れ

一
時
村
会
議
員
あ
る
い
は
県
会
議
員
と
し
て
の
活
躍
も
あ
り
、
郡
役
所
移
転

五一戸、

問
題
の
際
に
も
七
戸
町
側
の
有
力
な
活
動
家
と
し
て
活
躍
し
た
し
、

天

間

林

村

史

ま
た
士
族
復
籍
運
動
中
に
あ
っ
て
、

七
戸
連
合
(
い
わ

ゆ
る
五
七
連
合
)
の
結
成
に
あ
た
っ
て
も
大
い
に
尽
力
し
て
い
る
。

工藤轍郎による開墾地の取水口付近

し
か
し
天
間
林
村
に
と
っ
て
の
氏
の
存
在
を
考
え
る
時
は
、
何
と

一
言
っ
て
も
中
野
の
開
墾
事
業
を
お
い
て
は
他
に
な
か
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
開
墾
事
業
は
、
中
野
の
原
野
が
、
氏
の
父
の
盛
岡

藩
士
、
中
嶋
弥
六
に
慶
応
二
年
に
開
墾
の
目
的
を
以
て
下
付
さ
れ

た
こ
と
に
始
ま
る
。
弥
六
氏
は
、
中
野
川
上
流
よ
り
上
水
工
事
を

起
し
、
あ
る
い
は
溜
池
を
築
き

そ
の
事
業
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
か

に
み
え
た
そ
の
時
に
、
明
治
維
新
の
混
乱
に
あ
た
り
、

た
め
に
こ

の
地
は
全
て
、
官
有
地
と
し
て
、
没
収
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
の

七
九
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の
で
あ
っ
た
。

以
後
中
嶋
勝
次
郎
氏
は
、
こ
の
払
い
下
げ
を
迫
り
、
大
い
に
奔
走
の
結
果
、
維
新
後
の
無
禄
士
族
へ
の
割
譲
地
と
し
て
交
付
を
受

ふ
ノ
ご
ま
、

》

hv
ナ
J

，刀

し
か
し
再
度
上
地
を
命
ぜ
ら
れ
、

そ
の
た
め
一
時
は
開
墾
事
業
の
中
断
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。
し
か
し
再
び
決
意
し
そ

の
払
い
下
げ
を
願
い
、

漸
く
そ
の
志
を
つ
ら
ぬ
く
事
が
出
来
た
が
、
以
後
大
変
な
苦
境
の
中
で
、

つ
い
に
明
治
九
年
に
至
り
事
業
は

漸
く
其
の
緒
に
就
い
た
と
い
う
。

当
時
中
野
に
は
水
田
が
な
く
、
随
っ
て
開
墾
に
必
要
と
す
る
人
夫
の
雇
用
に
も
困
難
が
あ
り
、
岩
手
県
花
巻
よ
り
数
十
人
を
雇
用

し
て
開
墾
し
た
と
い
う
。
水
田
二
三
町
八
反
歩
、
畑
六

O
町
歩
余
を
開
く
の
に
成
功
し
た
が
、
地
味
不
良
の
た
め
小
作
希
望
者
が
お

ら
ず
、
自
ら
耕
転
に
従
事
、
あ
る
い
は
農
事
の
改
良
を
施
し
、

そ
の
後
小
作
人
を
得
た
と
い
う
。
以
後
も
ま
た
水
田
開
発
に
あ
た
り

合
計
八

O
余
町
の
開
田
を
な
し
て
い
る
。

小
作
人
の
技
術
改
良
並
び
に
奨
励
の
た
め
様
々
な
施
策
を
施
し
て
い
る
が
、
特
に
そ
の
坪
刈
法
は
名
高
く
、
氏
の
子
息
信
氏
に
至

る
ま
で
、
連
綿
と
し
て
続
け
ら
れ
て
い
る
。
(
こ
の
坪
刈
に
つ
い
て
は
後
に
改
め
て
紹
介
す
る
)

工
藤
氏
の
開
墾
も
そ
う
で
あ
る
が
、
中
嶋
氏
の
開
墾
も
主
と
し
て
官
地
払
い
下
げ
を
受
け
て
の
開
墾
で
あ
っ
た
。
先
に
も
み
た
知

く
、
旧
南
部
領
は
官
有
山
林
、
原
野
の
比
重
が
極
め
て
高
く
、

た
め
に
か
か
る
宮
地
払
い
下
げ
を
受
け
つ
つ
開
墾
の
ク
ワ
を
入
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
後
に
ふ
れ
る
が
、
士
族
層
へ
は
一
定
程
度
の
優
遇
策
が
と
ら
れ
た

士
族
授
産
)

の
は
周
知
の
と
こ
ろ
だ
ろ

ぅ
。
し
か
し
彼
ら
無
禄
士
族
に
は
こ
の
こ
と
が
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
。

以
下
中
嶋
氏
の
開
墾
の
苦
闘
を
示
す
い
く
つ
か
の
資
料
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

天

間

林

村

史

七
九
三
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畑
開
墾
ニ
付
官
地
拝
借
願

陸
奥
図
上
北
郡
天
間
館
村

字
森
ノ
下
モ
十
七
番

原
野
反
別
五
拾
弐
町
七
反
三
畝
拾
歩
内

但
年
季
十
ヶ
年

一
反
別
拾
七
町
五
反
四
畝
拾
歩

此
素
地
相
当
代
償
金
五
拾
弐
円
六
拾
三
銭

但
壱
町
歩
ニ
付
金
三
円

ハ~ーL

p、
ー」

字
道
ノ
下
モ
十
一
番
内

原
野
反
別
四
町
壱
反
八
畝
弐
拾
歩

一
貫
測
反
別
七
町
弐
反
五
畝
拾
八
歩

但
年
季
十
ヶ
年

内
反
別
三
町
七
畝
八
歩

丈
量
増

此
素
地
相
当
代
償
金
弐
拾
壱
円
七
拾
七
銭
八
厘

但
壱
町
歩
ニ
付
金
三
一
円

合
反
別
弐
拾
四
町
八
反
八
歩

此
素
地
相
当
代
償
金
七
拾
四
円
四
拾
銭
八
厘



右
ハ
畑
開
墾
之
為
メ
拝
借
以
度
御
聞
届
之
上
ハ
右
ニ
関
ス
ル
御
規
則
等
堅
ク
相
守
リ
開
墾
成
功
シ
上
ハ
前
項
素
地
代
償
ヲ
以
テ
御
梯
下
出
願

可
致
寓
一
本
人
ニ
珍
テ
代
金
上
納
方
延
滞
等
不
都
合
有
シ
節
ハ
保
証
人
ニ
於
テ
一
切
引
受
代
金
シ
銭
ハ
弁
納
可
仕
候
間
御
聞
届
被
下
度
別
紙

檎
図
等
相
添
此
段
奉
願
候
也

明
治
二
十
年
七
月
廿
八
日

青
森
蘇
上
北
郡
七
戸
村

当
時
同
郡
天
間
館
村
寄
留

願
人

中
嶋
勝
次
郎

同

同

同
村

保
証
人

金
井

宣行

同

同

同
村

全

中
嶋
茂
登
見

青
森
岡
林
知
事

鍋
島
幹
殿

経
費
務
算
書

陸
奥
国
上
北
郡
天
間
館
村

字
森
ノ
下
モ
十
七
番
内

一
畑
開
墾
反
別
拾
七
町
五
反
四
畝
拾
歩

天

間

林

村

史

七
九
五
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全

b. 
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字
道
ノ
下
モ
十
一
番
内

一
畑
開
墾
反
別
七
町
弐
反
五
畝
廿
八
歩

合
反
別
弐
拾
四
町
八
反
八
歩

高
金
三
百
九
拾
五
円
七
七
銭

内
訳金

弐
百
六
拾
八
円
八
銭

金
百
八
拾
八
円
八
銭

金
拾
八
円
五
銭

開
墾
着
手
成
功
見
込
書

陸
奥
国
上
北
郡
天
間
館
村

字
森
ノ
下
十
七
番
内

一
畑
開
墾
反
別
拾
七
町
五
反
四
畝
拾
歩

開
墾
経
費
諜
算

但
人
夫
千
九
百
三
十
四
人
壱
人
ニ
付
一
日
金
拾
五
銭

但
人
夫
壱
人
ニ
付
一
日
金
七
銭
賄
料

但
土
手
之
百
六
十
一
間
壱
間
ニ
付
金
百
銭

七
九
六



全

全

字
道
ノ
下
モ
十
一
番
内

明
治
二
十
年
着
手
成
功
見
込

合
反
別
弐
拾
四
町
八
反
八
歩

一
畑
開
墾
反
別
七
町
弐
反
別
五
畝
廿
八
歩

内
訳反

別
五
反
歩

反
別
五
町
歩

反
別
拾
九
町
三
反
八
歩

右
之
通
相
違
な
き
も
の
な
り
也

自
明
治
二
十
一
年

一
一
一
ヶ
年
全

至
明
治
二
十
三
年

自
明
治
二
十
四
年

六
ヶ
年
全

至
明
治
二
十
九
年

青
森
勝
上
北
郡
七
戸
村

明
治
二
十
年
七
月
廿
八
日

当
時
間
郡
天
閉
館
村
寄
留

中
嶋
勝
次
郎

天

林

村

問

願
人

史

中嶋氏関墾地溜池

七
九
七
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七
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八

畑
開
墾
ニ
付
宮
地
拝
借
願
副
願

青
森
懸
上
北
郡
ハ
山
林
原
野
多
ク
シ
テ
耕
作
甚
タ
少
シ
縦
令
耕
地
ア
ル
モ
水
田
ヲ
除
ク
外
ニ
稗
蕎
麦
票
大
豆
ホ
ニ
過
キ
ス
麦
ノ
如
キ
ハ
世
ノ

需
用
多
ク
供
給
ス
へ
キ
良
作
物
ト
難
モ
春
初
放
牧
牛
馬
ノ
若
ク
踏
倒
サ
レ
或
ハ
噛
ミ
尽
サ
ル
〉
ヲ
憂
へ
テ
耕
作
ス
ル
者
甚
タ
稀
ナ
リ
然
ル
ニ

追
年
麦
ノ
需
用
ヲ
増
シ
ニ
依
リ
明
治
十
七
年
ヨ
リ
所
有
地
ニ
堤
ヲ
築
キ
引
績
キ
播
種
致
シ
何
レ
ノ
年
モ
良
作
ヲ
得
テ
収
穫
多
ク
地
ニ
適
久
ル

ノ
作
物
ナ
ル
事
疑
ヒ
無
キ
故
ニ
益
播
種
|
嬢
張
ヲ
圃
リ
且
又
頻
年
他
府
豚

O
ト
テ
養
蚕
盛
ニ
行
ハ
レ
本
郡
ニ
診
テ
モ
養
蚕
者
有
之
勝
次
郎
ニ

珍
テ
少
E
ツ
々
山
桑
ヲ
目
的
ト
シ
テ
飼
養
シ
来
リ
候
得
共
追
々
養
蚕
者
ノ
数
ヲ
増
シ
テ
山
桑
ニ
ノ
ミ
頼
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
場
合
ト
相
成
候
故
本

年
福
島
勝
ヨ
リ
御
買
上
相
成
候
桑
苗
五
拾
本
上
北
郡
役
所
ヨ
リ
御
梯
下
ヲ
受
ケ
其
他
三
百
三
拾
本
ヲ
求
メ
苗
畑
ニ
植
付
候
所
壱
本
ノ
枯
損
モ

ナ
ク
能
ク
生
長
シ
候
間
之
レ
ヲ
基
本
ト
シ
テ
苗
木
ヲ
取
リ
猶
不
足
ナ
ル
所
ハ
追
々
梯
下
ヲ
受
ケ
テ
桑
畑
ヲ
開
キ
田
畑
耕
作
ノ
傍
ニ
養
蚕
ヲ
為

拾シ
四テ
町自
七己
反ノ
四利
畝益
拾ト
空共
l同一

村地
芳方
m ノ
ノ去

工害
十増

番喜
屋霊
平語
-c...候
町 聞
き愚
笠君

主題
八空

室主
長別
別紙

需主
E芸
八マ同
反館
八村
歩字
ノ森
地ノ
所下
速モ
ニ十
拝七
倍番
御原
聞野
届ノ
被内

成
下
度

明
治
廿
年
八
月
九
日

上
北
郡
七
戸
村

同
郡
天
間
館
村
寄
留

中
嶋
勝
次
郎
⑮

青
森
県
知
事

鍋
島
幹
殿



第
二
百
五
号

願
之
趣
聞
届
本
年
ヨ
リ
向
十
ヶ
年
間
無
料
貸
渡

候
傑
湾
而
明
治
十
六
年
本
勝
甲
第
七
十

号
之
通
相
心
得
地
所
受
取
方
所
轄
戸

長
役
場
へ
申
出
ツ
ル
ベ
シ

明
治
二
十
一
年
二
月
十
八
日

青
森
豚
知
事

鍋
島
幹

@ 

(
以
上
「
中
野
・
中
嶋
家
文
書
』
)

以
上
一
連
の
資
料
は
明
治
二

O
年
申
請
、
二
一
年
に
許
可
と
な
っ
た
天
間
館
村
森
ノ
下
及
び
道
ノ
下
地
区
に
妙
け
る
畑
地
開
墾
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
「
副
願
」
に
は
畑
地
開
墾
の
理
由
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
養
蚕
業
振
興
を
う
た
っ
て
い
る

の
は
注
目
に
値
い
す
る
。
氏
こ
そ
天
間
林
村
に
お
け
る
養
蚕
業
の
先
駆
的
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
畑
地
開
墾
に
関

し
て
は
明
治
二
四
年
に
規
則
改
定
が
あ
り
、
再
度
願
書
を
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
「
事
業
方
法
書
」
に
は
、
開
墾
方
法
と
し

て
、
「
西
洋
新
墾
プ
ラ
オ
」
を
使
用
し
、
人
力
に
機
械
力
を
併
用
す
る
事
、

さ
ら
に
は
堆
厩
肥
と
合
わ
せ
て
化
学
肥
料
の
使
用
を
す
る

天

間

林

村

史

七
九
九
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事
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

氏
の
技
術
革
新
の
先
駆
性
を
示
す
も
の
で
あ
り
「
氏
が
選
種
・
耕
転
等
に
改
良
を
行
ひ
た
る
結
果
は
、
次
第
に
収
穫
の
多
き
を
得
る

に
至
り
、
近
傍
部
落
民
の
小
作
を
望
み
来
る
も
の
多
き
を
加
ふ
る
に
な
れ
り
」
(
『
青
森
懸
篤
農
家
列
停
』
)
状
況
が
、

そ
の
後
に
お
い

て
生
じ
た
の
で
あ
る
。
次
に
そ
の
資
料
を
示
そ
う
。

請

書

上
北
郡
天
間
林
村
天
間
館
字
森
ノ
下
モ
拾
七
番
内

一
官
有
原
野
賞
測
反
別
拾
七
町
七
反
四
畝
拾
歩

此
素
地
相
当
代
債
金
五
拾
如
円
六
拾
三
銭

但
壱
反
歩
二
付
金
コ
一
拾
銭

全

全

全

字
道
ノ
下
モ
七
拾
壱
番
ノ
内

一
官
有
原
野
賓
測
反
別
七
町
或
反
五
畝
廿
八
歩

此
素
地
相
当
代
償
金
如
拾
壱
円
七
拾
七
銭
八
厘
但
壱
反
歩
二
付
金
三
拾
銭

合
反
別
試
拾
四
町
八
反
八
歩

此
素
地
代
償
金
七
拾
七
円
四
拾
八
厘

成
功
期
限

自
明
治
廿
壱
年

至
明
治
三
十
年

十
ヶ
年
期



右
ハ
明
治
二
十
一
年
二
月
畑
開
墾
ノ
目
的
ヲ
以
テ
議
約
払
下

許
可
相
成
侯
ノ
処
今
般
該
規
則
御
改
定
ニ
就
テ
ハ
総
テ

明
治
二
十
四
年
四
月
懸
令
第
弐
拾
五
競
官
有
原
野
貰
渡
規

程
ヲ
遵
守
可
致
ハ
勿
論
期
限
通
リ
吃
度
成
功
可
致
共

若
シ
該
規
程
ニ
違
反
若
ク
ハ
事
業
方
法
適
リ
成
功

不
致
時
ハ
速
カ
ニ
返
地
可
致
共
其
節
ニ
至
リ
何
等
損

室
口
有
之
候
共
決
シ
テ
請
求
致
不
度
依
テ
別
ニ
布
ス

事
業
方
法
及
計
画
絵
図
面
打
添
此
段
御
請
仕
候
也

明
治
廿
六
年
ニ
月
廿
七
日

上
北
郡
七
戸
村

願
人

中
嶋
勝
次
郎
⑮

保
証
人

中
嶋
茂
登
見
⑮

全

中
嶋
清
人
⑮

天

問

林

村

史

J¥ 。
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青
森
蘇
知
事

佐
和
正
殿

事
業
方
法
書

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
天
間
舘
字
森
ノ
下
モ
拾
七
番
ノ
内

一
原
野
反
別
七
町
弐
反
五
畝
廿
八
歩

合
反
別
弐
拾
四
町
八
反
八
歩

務
約
払
下
地

内
訳

反
別
拾
五
町
三
反
七
畝
歩

畑
開
墾
之
見
込

反
別
三
町
弐
反
四
畝
四
歩

道
敷
地

反
別
五
町
九
反
弐
畝
拾
弐
歩

土
手
敷
地

但
シ
右
設
置
ハ
別
紙
計
画
図
面
之
如
シ

一
毎
年
成
功
ス
ベ
キ
珠
定
反
別
左
之
如
シ

反
別
七
町
歩

自
明
治
廿
一
年

至
明
治
廿
五
年

反
別
壱
町
歩

明
治
廿
六
年
成
功
ノ
見
込

反
別
壱
町
歩

全
廿
七
年
成
功
ノ
見
込

反
別
弐
町
歩

全
廿
八
年
成
功
ノ
見
込

J¥ 
O 

五
ヶ
年
畑
開
墾
成
功
ノ
分



反
別
弐
町
弐
反
歩

全
廿
九
年
成
功
ノ
見
込

反
別
四
町
壱
反
七
畝
歩

全
対
年
成
功
ノ
見
込

一
許
可
ノ
年
即
チ
明
治
廿
一
年
ヨ
リ
全
廿
五
年
迄
デ
ニ
ハ
畑
反
別
五
町
歩
開
墾
セ
リ
仲
後
モ
亦
タ
別
紙
計
画
絵
図
面
ノ
中
逐
次
開
墾
ス
ル

モ
ノ
ト
ス

一
明
治
廿
二
年
ヨ
リ
全
五
年
迄
テ
ニ
ハ
土
手
長
ハ
百
弐
間
別
紙
計
画
図
面
ノ
位
置
へ
築
造
セ
リ
又
防
風
林
ヲ
設
置
ス

一
開
墾
之
方
法
ハ
是
迄
デ
人
力
ニ
依
リ
鋤
、
タ
テ
、
モ
ツ
タ
等
ニ
テ
成
功
ヲ
収
メ
得
タ
後
ハ
人
力
井
ニ
西
洋
新
墾
プ
ラ
オ
ニ
テ
成
功
ス
ル
モ

ノ
ト
ス
尤
モ
入
力
ニ
依
ル
ハ
新
墾
プ
ラ
オ
使
用
ニ
不
便
ナ
ル
場
所
ア
レ
パ
ナ
リ

一
毎
年
成
功
セ
シ
物
ハ
自
家
耕
作
肥
料
ノ
供
給
ハ
厩
肥
及
ヒ
堆
積
肥
料
等
ヲ
製
造
シ
又
鯉
搾
淳
人
造
燐
酸
肥
料
等
ヲ
購
求
シ
使
用
ス
ル
モ

ノ
ト
ス

一
防
風
林
設
置
ハ
別
紙
計
画
図
ノ
中
へ
松
雑
林
ア
カ
シ
ヤ
等
ヲ
植
附
ケ
火
ノ
入
ラ
ザ
ル
様
注
意
及
ビ
観
守
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

(
『
中
野
・
中
嶋
家
文
書
』
)

天

間

林

村

史

1¥ 。
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し
か
し
な
が
ら
か
か
る
開
墾
事
業
は
順
調
に
進
む
と
は
限
ら
な
い
。
様
々
な
好
余
曲
折
、
矛
盾
に
つ
き
あ
た
る
。
ま
た
そ
の
経
費

も
膨
大
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
そ
の
た
め
に
多
く
の
借
金
を
か
か
え
込
む
場
合
も
あ
っ
た
。
氏
の
場
合
当
初
は
七
戸
在
住

の
盛
田
喜
平
治
ら
よ
り
借
財
を
し
て
い
た
が
、
明
治
三
一
年
に
は
青
森
県
農
工
銀
行
へ
七
千
円
余
の
借
入
を
求
め
て
い
る
文
書
が
存

在
し
て
い
る
。
こ
の
青
森
県
農
工
銀
行
と
は
、
明
治
二
九
年
四
月
二

O
日
に
「
日
本
勧
業
銀
行
法
」
と
同
時
に
成
立
し
た
「
農
工
銀

行
法
」
に
基
づ
き
、
明
治
三
一
年
三
月
二
五
日
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
嶋
氏
が
借
入
を
申
し
入
れ
た
時
点
は
、
創
設
問
も

な
い
時
で
あ
り
、
本
銀
行
が
中
小
農
民
層
を
主
体
と
し
た
階
層
へ
の
低
利
長
期
貸
付
を
行
な
う
金
融
機
関
、
た
る
こ
と
を
積
極
的
に

利
用
し
よ
う
と
い
た
事
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
借
入
申
込
み
の
際
に
添
付
さ
れ
た
「
旧
債
ニ
関
ス
ル
参
考
書
」
の
一
部
を
あ
げ
て

お
こ
う
。
こ
れ
に
よ
り
氏
の
苦
闘
の
一
部
が
し
の
ば
れ
よ
う
。

奮
債
ニ
関
ス
ル
参
考
書

奮
債
ノ
起
因
ハ
亡
父
弥
六
水
田
開
墾
ノ
目
的
ヲ
以
テ
事
業
ヲ
計
画
ス
慶
磨
二
年
着
手
全
三
年
全
グ
成
功
ス
上
水
口
ヨ
リ
開
墾
地
ニ
逢
ス

ル
距
離
廿
余
丁
其
工
費
凡
五
百
余
円
時
偶
々
戊
辰
革
命
一
一
際
シ
不
得
止
事
業
中
止
セ
リ
明
治
九
年
再
ビ
開
墾
ニ
着
手
全
年
二
十
年
ニ
至

ル
十
二
ヶ
年
間
成
功
反
別
拾
余
町
歩
其
他
排
水
溝
井
ニ
溜
池
築
造
等
ノ
為
メ
総
計
五
千
余
円
ヲ
消
費
セ
リ
然
ル
処
明
治
三
十
三
年
不
幸

ニ
シ
テ
大
洪
水
ノ
為
メ
該
溜
池
破
壊
シ
泥
土
ヲ
以
テ
埋
没
セ
ル
水
田
三
町
歩
余
上
土
流
失
シ
テ
荒
蕪
ニ
帰
セ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
四
町
歩
余

ニ
及
ベ
リ
全
年
直
ニ
該
堤
堰
ノ
改
修
ニ
着
手
シ
此
工
費
七
百
余
円
被
害
水
田
改
修
八
百
余
円
総
計
千
五
百
余
円
ヲ
支
出
セ
リ
尚
該
溜
池

破
損
ヲ
諌
防
シ
且
ツ
該
地
ハ
耕
作
区
域
ノ
中
央
ニ
位
ス
ル
ヲ
以
テ
肥
料
運
般
収
穫
物
ノ
管
理
等
ノ
必
要
ヨ
リ
明
治
廿
四
年
家
宅
ヲ
該
溜



池
ノ
側
ニ
建
築
ス
本
屋
及
厩
舎
小
屋
等
凡
ソ
四
棟
此
ノ
坪
数
ハ
拾
五
坪
費
用
千
四
百
余
円
明
治
廿
六
年
用
水
溝
及
排
水
溝
ノ
修
繕
ヲ
行

百
余
円
ヲ
消
費
シ
全
廿
九
年
溜
池
修
繕
ノ
為
メ
百
余
円
ヲ
要
セ
リ
明
治
三
十
年
官
有
原
野
橡
約
梯
下
契
約
地
天
間
林
村
大
字
天
間
舘
字

道
ノ
下
モ
及
森
ノ
下
モ
ニ
テ
廿
四
町
歩
期
限
迫
ノ
為
メ
百
余
円
ヲ
以
テ
耕
牛
或
頭
ヲ
買
入
レ
五
拾
円
ヲ
以
テ
開
墾
器
械
ヲ
買
入
レ
其
他

耕
転
種
等
ノ
為
メ
四
百
余
円
ヲ
費
シ
全
地
成
功
ノ
上
梯
下
ヲ
為
セ
リ
現
在
ノ
債
主
ハ
上
北
郡
七
戸
村
盛
田
喜
平
治
全
村
演
中
豊
次
郎
西

田
嘉
十
郎
ノ
三
名
ニ
シ
テ
別
紙
証
謹
写
シ
通
リ

(
「
中
野
・
中
嶋
家
文
書
』
)

(
以
上
特
に
断
わ
ら
ぬ
限
り
は
「
青
森
豚
篤
農
者
列
停
』
に
よ
る
。
な
お
中
嶋
勝
次
郎
氏
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
和
田
藤
治
郎
『
本
村
の
生
め
る

偉
人
』
に
詳
し
い

(三)

士
族
授
産

明
治
初
年
に
お
い
て
は
全
国
各
地
に
い
わ
ゆ
る
士
族
授
産
な
る
も
の
が
多
数
存
在
し
た
。

士
族
授
産
と
は
一
般
に
は
、
廃
藩
置
県
、
特
に
徴
兵
制
の
施
行
に
よ
り
士
族
層
は
常
職
を
失
い
、

さ
ら
に
明
治
六
年
二
一
月
家
禄

さ
ら
に
明
治
九
年
八
月
金
禄
公
債
条
例
の
実
施
に
よ
り
金
禄
公
債
と
引

替
え
に
家
禄
を
廃
止
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
士
族
層
は
多
く
が
商
工
業
に
手
を
出
し
た
が
、
俗
に
い
う
「
士
族
の
商
法
」
に
よ
り
失
敗

賞
典
禄
に
代
え
て
希
望
者
に
現
金
な
い
し
公
債
を
下
付
し
、

す
る
者
が
続
出
し
、
多
く
の
失
業
士
族
が
発
生
、
そ
の
不
満
は
、
不
満
士
族
の
度
重
な
る
反
乱
、

一
撲
の
続
出
と
な
り
、
あ
る
い
は
、

時
の
自
由
民
権
運
動
と
の
か
ら
み
も
あ
り
一
大
社
会
問
題
化
し
た
の
で
あ
る
。
士
族
救
済
は
政
府
に
と
っ
て
重
要
政
策
と
な
り
、
政
府

は
、
帰
曲
属
、
帰
商
の
奨
励
、
具
体
的
に
は
大
規
模
開
墾
事
業
を
奨
励
し
た
り
、
あ
る
い
は
国
立
銀
行
条
例
改
正
に
よ
る
金
禄
公
債
の

天

間

林

村

史

八

O
五
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銀
行
資
本
化
奨
励
、

さ
ら
に
は
起
業
公
債
条
例
に
よ
る
起
業
基
金
の
貸
付
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
帰
農
に
は
最

も
力
を
注
い
だ
の
で
あ
り
、
全
国
の
荒
蕪
地
を
調
査
し
開
墾
さ
せ
、
あ
る
い
は
北
海
道
の
移
住
開
拓
、
あ
る
い
は
官
有
地
の
安
価
な

払
下
げ
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
般
的
に
は
士
族
の
事
業
は
ほ
と
ん
ど
が
失
敗
に
終
っ
て
い
る

(
以
上
、
我
妻
東
栄
『
士

族
授
産
史
』
、
吉
川
秀
造
『
士
族
授
産
の
研
究
』
参
照
)
。

青
森
県
内
に
お
け
る
士
族
授
産
と
し
て
名
高
い
も
の
は
、
弘
前
藩
士
の
開
牧
社
、
農
牧
社
、
斗
南
藩
関
係
と
し
て
は
三
本
木
開
拓
、

広
沢
牧
場
、
あ
る
い
は
八
戸
に
お
い
て
は
太
田
広
域
に
よ
る
旧
藩
士
へ
の
山
林
分
与
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
の
他
に
リ
ン
ゴ
栽
培
も
そ

の
一
環
と
し
て
把
握
で
き
よ
う
。
土
族
授
産
は
失
業
士
族
の
救
済
を
第
一
の
目
的
と
し
つ
つ
も
、
同
時
に
近
代
的
産
業
の
保
護
育
成

を
追
求
す
る
明
治
政
府
の
殖
産
興
業
政
策
と
も
一
体
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
七
年
の
勧
業
寮
の
調
査
に
よ
る
『
明
治
七
年
府

県
物
産
表
』
に
よ
れ
ば
、
東
北
諸
県
中
青
森
県
は
近
代
的
工
業
の
推
進
に
あ
っ
て
は
最
も
絶
望
的
な
様
相
を
示
し
て
い
た
。
す
な
わ

ち
繭
・
生
糸
・
綿
・
綿
糸
・
麻
・
織
物
・
藍
・
菜
種
・
油
・
蝋
・
煙
草
・
茶
・
酒
・
醤
油
・
砂
糖
・
紙
・
畳
蓮
類
の
一
七
品
種
の
産

額
合
計
は
第
四
表
の
如
く
で
あ
っ
た
。

近
代
的
工
業
に
比
較
的
無
縁
な
東
北
諸
県
中
に
あ
っ
て
も
青
森
県
は
最
低
の
状
況
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
士
族
授
産
に
し
ろ
、

殖
産
興
業
に
し
ろ
、
本
県
で
は
農
業
へ
の
全
面
的
依
存
と
そ
の
テ
コ
入
れ
し
か
な
か
っ
た
と
言
い
う
る
。

と
こ
ろ
で
こ
こ
に
あ
げ
た
工
藤
、
中
嶋
両
氏
の
開
墾
事
業
は
果
し
て
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
二
人
と
も

七
戸
藩
士
族
で
あ
っ
た
。
特
に
工
藤
氏
の
場
合
、
失
敗
し
た
も
の
の
、
そ
の
大
農
場
経
営
は
、

一
つ
の
士
族
授
産
と
さ
れ
て
い
る
(
青

森
県
『
青
森
県
農
業
の
発
展
過
程
』
)
。



第四表

当時の県 現在の県 産額合計四

宮城県 宮城県 657，052 

岩手県 岩手県 433，934 

水沢県 11 673，136 

福島県 福島県 1，045，610 

磐前県 11 945，532 

若松県 11 578，288 

山形県 山形県 438，832 

j酉田県 11 145，756 

置賜県 11 560，091 

秋田県 秋田県 853，401 

青森県 青森県 432，654 

明治 7年府県物産表

(剛

早
川
善
吉
氏
の
開
墾
事
業

は
じ
め
仙
台
・
岩
手
あ
る
い
は
北
海
道
に
お
い
て
商
業
に
従
事
し
て
い
た
が
、
明

そ
の
地

早
川
善
吉
氏
は
宮
城
県
出
身
の
人
物
で
あ
る
。

し
か
し
い
わ
ゆ
る
無
禄
士
族
で
あ
り
、
解
放
に
伴
う
金
禄
公
債
の

(山口和雄『明治前期経済の分析」より引用)

授
与
な
ど
は
、
彼
ら
の
運
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
行
な
わ
れ
る
事
は
な

か
っ
た
。
士
族
で
あ
り
な
が
ら
士
族
的
扱
い
を
決
し
て
十
分
に
は
受

け
な
か
っ
た
の
が
彼
ら
な
の
で
あ
る
。

で
は
彼
ら
の
開
墾
事
業
に
お

け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
こ
か
ら
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う

か
。
『
七
戸
近
世
史
』
の
筆
者
は
、
「
廃
ハ
ン
後
の
無
禄
士
族
は
其
の
立

場
と
智
識
を
応
用
利
用
し
て
水
田
開
墾
に
極
力
勤
め
:
:
:
」
と
の
べ

て
い
る
。
他
力
本
願
的
に
で
は
な
く
自
己
の
知
識
を
フ
ル
に
活
用
し

尽
力
し
た
結
果
が
彼
ら
の
開
墾
の
成
功
の
秘
密
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

治
二
四
年
頃
仙
台
に
戻
り
こ
こ
で
土
木
事
業
に
従
事
し
才
能
を
大
い
に
発
揮
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
再
度
北
海
道
に
渡
り
、

そ
の
才
能
と
技
術
を
も
っ
て
本
県

上
北
郡
に
や
っ
て
来
た
。

に
お
い
て
開
拓
に
適
す
る
土
地
と
は
如
何
な
る
も
の
か
を
見
極
め
る
能
力
を
養
っ
た
と
言
わ
れ
、

当
時
の
上
北
郡
に
お
い
て
は
、
三
本
木
平
野
の
開
拓
は
進
展
し
て
い
た
が
、
天
間
林
村
あ
た
り
は
未
だ
「
原
始
的
睡
眠
ノ
状
態
」

天

村

史

で
あ
り
、
氏
は
こ
こ
の
開
拓
を
志
す
こ
と
に
な
っ
た
。
天
間
林
村
に
お
い
て
氏
の
良
き
協
力
者
と
し
て
附
田
丑
之
助
を
得
る
こ
と
が

八

O
七

林

問
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早川善吉の碑

早川用水堰

で
き
、
以
来
一
致
協
力
し
て
測
量
、
調
査
あ
る
い
は
各
種
交
渉
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

明
治
三
三
年
、
坪
川
に
水
源
を
求
め
る
延
長
四
千
聞
の
水
路
が
完
成
、
柳
平
に
至
る
ま
で
の
二
十
余
町
歩
を
濯
減
、

さ
ら
に
天
間

舘
の
数
十
町
歩
の
水
田
を
開
墾
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
成
功
も
氏
の
構
想
か
ら
す
れ
ば
十
分
の
一
の
も
の
で
し
か
な
く
、
氏
の

最
初
の
計
画
は
、
蒼
前
平
を
濯
概
し
そ
の
余
水
を
榎
林
・
二
ツ
森
に
及
ぽ
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
資
金
の
固
渇
あ
り
、

ま
た
家
族
の
不
幸
あ
り
、
つ
い
に
氏
の
大
事
業
は
中
止
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
氏
が
水
路
を
聞
き
開
墾
を
な
さ
ん
と
じ
た
蒼
前
平
の
原
野
は
、
軍
馬
補
充
部
用
地
と
し
て
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
日
露
戦
役
ノ
結
果
天
間
林
ノ
平
原
ヲ
挙
ゲ
テ
軍
馬
育
成
ノ
用
地
ト
ナ
ル
ニ
及
ン
デ
資
金
飲
乏
ノ
歎
ハ
遂
ニ
我
ガ
生
命
タ
ル
大
抱
負



ヲ
櫛
却
セ
シ
ラ
ル
ル
ニ
至
レ
リ
。
翁
ノ
衷
心
ヤ
如
何
。
」

今
は
そ
の
地
に
氏
を
顕
彰
す
べ
き
「
早
川
善
吉
翁
ノ
碑
」
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
(
以
上
、
和
田
藤
次
郎
「
早
川
善
吉
翁
事
蹟
調
査
』
に

レ
ム
酢
ヲ
匂

第
三
節

そ
の
他
の
開
墾
事
業

明
治
二
四
年
『
青
森
豚
農
事
調
査
書
』
に
よ
る
な
ら
ば
、
総
面
積
が
五

O
町
以
上
の
開
墾
地
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
一
九
ヶ
所

の
う
ち
、
天
間
林
村
関
係
は
実
に
五
ヶ
所
を
占
め
て
い
る

(
第
五
表
参
照
)
。

三
本
木

な
ど
の
隣
近
地
区
は
一
大
開
墾
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
大
規
模
開
墾
事
業
以
外
に
も
各

こ
う
し
て
み
る
と
、
工
藤
・
中
嶋
氏
以
外
に
も
明
治
二

O
年
頃
に
は
天
間
林
村
を
中
心
と
し
て
七
戸
、
大
深
内
、
六
戸
、

所
に
お
い
て
様
々
な
る
形
で
の
開
墾
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
事
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
中
に
は
工
藤
・
中
嶋
氏
の
如
き
士

族
に
よ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
各
部
落
の
有
力
者
の
も
の
も
あ
ろ
う
し
、
あ
る
い
は
部
落
民
の
共
同
事
業
的
な
も
の
も
あ
っ
た
で
あ
ろ

ぅ
。
さ
ら
に
は
、
明
治
九
年
の
『
中
野
・
中
嶋
家
文
書
』
中
の
「
絵
図
」
中
に
、
中
嶋
家
所
有
地
と
並
ん
で
野
村
治
三
郎
所
有
地
な

る
記
述
も
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
野
辺
地
あ
る
い
は
七
戸
の
有
力
商
人
層
に
よ
る
開
墾
な
い
し
は
地
主
化
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と

の
現
わ
れ
と
も
み
ら
れ
う
る
。

当
時
の
い
く
つ
か
の
開
墾
事
業
の
一
つ
と
し
て
李
沢
・
木
村
家
を
中
心
と
す
る
事
業
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

天

間

林

村

史

八
O
九
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大
都 郡

天

本木村

大
深

畑 H 間

内 村 キ本
村

遠間
参 村

計 他 丙 地 下 稲

平 地 道 平 =口k 

十 十 十 十|十
七 七

ム

七七，、
」ー 」時

五 八
_.J.. ノ、 ノ、 ノ、

一。五 五 五
ム ムノ、 ノ、。四 ムノ、」ー

七 七ノ、
、

五 八 四 一 九 七 f 七

一 八 一
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一
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四
五 。一 一一。一。四 四 五、

八 九 九 九 八

一 八 五 五 五
五 一一

五 。。

(
『
明
治
二
四
年
青
森
県
農
事
調
査
書
』
よ
り
の
引
用
。
本
資
料
は
、
上
野
図
書
館
蔵
書
の
筆
写
資
料
を
参
考
と
し
た

た
め

い
く
分
不
正
確
な
と
こ
ろ
も
存
在
す
る
)

回
開
墾
地
拝
借
顧

陸
奥
田
上
北
郡
榎
林
村
地
内

字
七
戸
道
ノ
下
モ
三
拾
四
番

原
野
反
別
弐
拾
三
町
六
畝
歩
ノ
内

一
、
反
別
弐
拾
弐
町
四
反
六
畝
歩

官
有
地

此
鍬
下
年
季
拾
ヶ
年

天

間

林

村

史

J¥ 
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右
地
所
回
開
墾
ノ
為
メ
前
書
之
地
所
拝
借
仕
度
則
着
手
之
順
序
経
費
珠
算
帳
及
絵
図
面
相
添
此
段
奉
願
候

明
治
十
四
年
三
月
十
六
日

青
森
豚
上
北
郡
榎
林
村
字
李
沢

青
森
勝
令

山
田
秀
典
殿

前
書
願
上
之
趣
相
違
無
之
ニ
付
奥
書
調
印
仕
候
也

明
治
十
四
年
三
月
十
七
日

榎
林
村
戸
長
代
理

西
野

慶
高
⑮ 願

人
同同同同同同保

証
人
李
沢

同

木
村
三
右
街
門
⑮

李
沢

伊
賀

李
沢
与
之
助

木
村

李
沢

李
沢

木
村

彦
松

⑮ 

由
蔵

⑮ @ 

二
治

⑮ 

申
松

⑮ 

惣
助

⑮ 

長
助

@ 

丑
松

⑨ 

!¥ 

以
上



地
所
経
費
務
算
調

反
別
弐
拾
弐
町
田
反
六
畝
歩

此
坪
数
六
万
七
千
三
百
八
拾
坪

此
開
墾
人
夫
弐
千
百
四
拾
六
人

此
賃
金
五
百
六
拾
壱
円
五
拾
銭

此
賄
料
金
五
百
六
拾
壱
円
五
拾
銭

合
経
費
金
千
百
弐
拾
三
円

右
之
通
地
所
経
費
珠
算
相
調
書
上
仕
候
也

(
絵
図
省
略
)

開
墾
ニ
付
宮
地
拝
借
願

但
三壱
拾人
坪ニ
積付

ヨ
一
壱
人
ニ
付
一
日

官
金
廿
五
銭
積
リ

日
一
壱
人
ニ
付
一
日

f
金
廿
五
銭
積
リ

願
人

木
村
三
右
衛
門
⑮

願
人

李
沢

彦
松

⑮ 

陸
奥
国
上
北
郡
榎
林
村
字
七
戸
通
ノ
下
コ
一
拾
四
番

原
野
壱
反
弐
拾
三
町
六
畝
歩
ノ
内

天

問

林

村

史

J¥ 
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一
、
実
測
反
別
五
町
八
反
八
畝
廿
四
歩

但
シ
年
季
七
ヶ
年

此
素
地
相
嘗
地
価
金
弐
円
六
拾
七
銭
六
康
四
毛
五
四

但
シ
一
反
嘗
リ
金
四
銭
五
厘

;¥ 

四

右
田
開
墾
之
為
メ
拝
借
仕
度
御
聞
居
之
上
者
右
ニ
関
ス
ル
御
規
則
等
堅
ク
相
守
開
墾
成
功
之
上
者
前
願
素
地
之
代
価
断
御

可
仕
候
間
御
聞
届
被
下
度
別
紙
絵
図
面
相
添
此
段
奉
願
候
也

万
一
本
人
ニ
珍
テ
代
金
上
納
方
延
滞
等
不
都
合
有
之
節
者
保
証
人
ニ
診
テ
一
切
引
受
代
金
之
義
者
弁
納

携
下
出
願
可
致

青
森
懸
上
北
郡
榎
林
村

明
治
十
九
年
五
月

願
人

同同同同保
証
人

保
証
人

青
森
懸
令

福
島
九
成
殿

木
村
吉
太
郎
⑮

木
村

丑
松
⑮

木
村

三
治
⑮

木
村

粕
蔵
⑮

木
村
卯
之
松
⑮

高
田

市
助
⑮

高
田
市
太
郎
⑮



経
費
稼
算
書

陸
奥
歯
上
北
郡
榎
林
村

字
七
戸
道
ノ
下
モ
三
拾
四
番

一
、
原
野
反
別
五
町
八
反
八
畝
廿
四
歩

高
金
九
拾
壱
円
弐
拾
五
銭

開
墾
経
費
珠
算

内
訳金

五
拾
四
円
七
拾
五
銭

人
夫
三
百
六
拾
五
人

金
三
拾
六
円
拾
銭

賄
料

開
墾
着
手
成
功
見
込
書

全

b. 
_L  

字

同

一
、
原
野
反
別
五
町
八
反
八
畝
廿
四
歩

内
訳反

別
壱
町
歩

明
治
十
九
年
着
手
成
功
見
込

天

間

林

村

史

八
一
五
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八
一
六

反
別
三
町
八
反
八
畝
廿
四
歩

明
治
廿
五
年
着
手至自
成全全
功廿廿
見四年
込年

年
間
着
手
成
功
見
込

反
別
壱
町
歩

右
之
通
相
違
無
之
候
也

上
北
郡
榎
林
村

明
治
十
九
年
五
月

願
人

木
村
吉
太
郎
⑮

外
四
名

近
傍
類
地
比
較
調

陸
奥
国
上
北
郡
榎
林
村

字
卒
古
沢
南
平
三
番

此
価
金
弐
拾
壱
円
弐
拾
七
銭
六
厘

同
郡
榎
林
村

附
田
村
入
合

日
一
壱
町
歩
ニ
付

目
地
価
金
四
拾
五
銭
四
厘
五
四

一
、
原
野
反
別
四
拾
六
町
八
反
歩

此
地
租
金
五
拾
三
銭
弐
厘

右
之
通
相
違
無
之
候
也

上
北
郡
榎
林
村



明
治
十
九
年
五
月

官
有
原
野
貸
下
願

願
人

木
村
吉
太
郎
@

青
森
県高
上
北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林
字
李
沢
家
ノ
前

十
七
番

官
有
原
野
反
別
三
町
六
反
六
畝
八
歩
ノ
内

一
、
実
測
反
別
三
町
六
反
壱
畝
廿
五
歩

外
四
名

此
料
金
一
ヶ
年
金
五
拾
四
銭
三
厘

E
壱
反
歩
ニ
付

{
金
壱
銭
五
厘

貸
下
期
限
盟
組
問
抗
梓
-
一
一
ヶ
年
季

右
ハ
畑
開
墾
ノ
為
メ
借
受
申
度
御
許
可
ノ
上
ハ
明
治
廿
四
年
七
月
懸
令
第
三
十
六
号
官
有
原
野
貸
度
規
程
ヲ
遵
守
ス
ル
ハ

勿
論
方
法
書
ニ
依
リ
事
業
成
功
可
致
候

図
面
相
添
へ
此
段
相
願
候
也

旦
ツ
料
金
ハ
毎
年
無
遅
滞
上
納
可
仕
候
依
テ
事
業
方
法
書
収
支
議
算
書
実
測
絵

明
治
廿
七
年
八
月
一
日 上

北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林

天

林

間

村

史

願
人

/1 保
証
人

木
村
吉
太
郎
@

李
沢

孫
吉
⑮

木
村

丑
松
⑮

J¥ 

七



第
五
編

近

代

!¥ 

!¥ 

保
証
人

木
村
卯
之
松
⑮

青
森
豚
知
事

佐
和
正
殿

成
功
地
梯
下
顧

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林

字
七
戸
道
ノ
下
三
拾
三
番

拝
借
反
別
八
町
壱
反
壱
畝
廿
弐
歩

一
、
実
測
反
別
八
町
壱
反
壱
畝
廿
三
歩

此
素
地
相
当
代
金
弐
拾
四
円
参
拾
五
銭
参
厘

但

壱
反
歩
ニ
付
金
三
拾
銭

右
地
所
畑
開
墾
之
為
メ
拝
借
仕
候
処
、
明
治
廿
五
年
三
月
十
五
日
御
許
可
ヲ
得
、
開
墾
仕
候
処
成
功
致
候
ニ
付
前
記
相
蛍

代
金
ヲ
以
テ
御
梯
下
被
成
下
度
、
御
聞
届
之
上
ハ
右
ニ
関
ス
ル
御
規
則
等
堅
ク
相
守
リ
代
金
之
儀
ハ
速
ニ
上
納
可
仕
候
、

万
一
本
人
ニ
診
テ
上
納
方
延
滞
等
不
都
合
有
之
候
節
ハ
保
証
人
ニ
珍
テ
一
切
引
請
弁
納
可
仕
候
問
、
御
聞
届
被
成
下
度
別

紙
絵
図
面
相
添
へ
此
段
奉
願
候
也

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林

明
治
廿
七
年
十
月
十
一
日

願
人

千
葉

軍
吉



右

全

上

保
証
人

木
村
吉
太
郎

全

李
沢

孫
士
口

青
森
懸
知
事

佐
和
正
殿

(
『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

(
絵
図
省
略
)第

四
節

開
墾
事
業
を
め
ぐ
る
問
題
点

明
治
二
七

1
昭
和
一
五
年
の
約
五

0
年
間
に
本
県
の
耕
地
は
約
三

O
、

0
0
0町
歩
の
増
加
を
み
る
が
、
そ
の
大
半
は
南
部
二
郡

(
上
北
郡
、
二
一
戸
郡
)
に
お
い
て
な
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
上
北
郡
に
お
け
る
そ
れ
は
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

第
六
表
に
み
ら
れ
る
如
く
、
上
北
郡
の
耕
地
の
増
大
は
明
治
以
降
に
お
い
て
県
全
体
の
五
割
を
占
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
つ
に

は
明
治
末
期
か
ら
の
耕
地
整
理
事
業
の
た
め
で
も
あ
り
、
二
つ
に
は
昭
和
二

O
年
よ
り
開
始
さ
れ
た
三
本
木
国
営
開
墾
事
業
の
成
果

で
も
あ
る
が
、

し
か
し
今
一
つ
は
、
こ
こ
に
述
べ
て
来
た
明
治
初
年
よ
り
開
始
さ
れ
た
大
小
い
く
つ
も
の
開
墾
事
業
の
成
果
に
こ
そ

他
な
ら
ぬ
。
特
に
そ
の
場
合
、
上
北
郡
に
お
い
て
は
開
田
事
業
が
主
力
で
あ
り
、
水
路
開
設
に
よ
る
畑
地
の
水
田
へ
の
転
換
な
ど
が

明
治
期
に
お
い
て
も
み
ら
れ
た
こ
と
は
第
七
表
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
今
、

そ
の
天
間
林
村
に
お
け
る
耕
地
の
増
加
の
具
体
的
数
字

天

間

林

村

史

1¥ 

九



第 6表耕地面積の推移

明 治 27年 昭和 15年 増加 面 積 県全体の増加面
積に士汁る割合

町 町 町 % 
水田 4，273.7 12，396.1 8，122.4 51.0 

上北郡 土田 13，113.1 20，219.8 7，106.7 54.4 

百十 17，386.8 32，615.9 15，229.1 52.5 

5，889.2 7，900.0 32，010.8 12.5 

三戸郡 計畑 22，735.5 20，963.6 1，771.9 一13.4

28，624.7 28，863.6 238.9 0.8 

10，162.9 20，296.0 10，133.1 63.5 
南部計二郡 四計山 35，848.6 41，183.4 5，334.8 40.5 

46，011. 5 61，479.5 15，468.0 53.0 

57，400.9 73，347.9 15，949，0 100 

県 52，710.1 65，865.1 13，155.0 100 

110，111.0 139，213.0 29，102.0 100 

(r青森県統計書」より作製したものを『青森県農業の発展過程』より引用)

第 7表耕地の増減

上 1じ 郡 戸 郡
対比年次

*- 国 r田 百十 水 回 1回 言十

町 町 町 町 町 町
明治27→38 789 -169 619 446 1，368 1，815 

38→43 1，503 1，660 3，163 1，169 1，258 2，428 

43→大正4 876 200 675 -1，160 -994 -2，155 

4→ 9 259 806 1，066 498 -1，118 620 

9→14 77l 279 1，050 148 218 - 70 

14→昭和5 2，194 1，064 3，258 828 -1，914 1，087 

5→10 1，665 806 2，471 47 761 808 

lか→15 631 2，860 2，923 33 -914 -880 

15→22 2，515 -4，190 -6，705 843 -6，022 6，866 

22→25 1，246 2，367 3，613 309 1，048 1，357 

計 7，419 5，283 12，133 1，475 6，746 5，270 

)
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を
あ
げ
る
事
は
不
可
能
だ
が
、
先
に
あ
げ
た
五

O
町
歩
以
上
開
墾
地
の
実
に
五
ヶ
所
が
天
間
林
村
に
存
在
し
た
事
な
ど
か
ら
み
て
も
、

上
北
郡
内
に
お
け
る
耕
地
、
水
田
の
増
加
の
一
翼
を
我
が
天
間
林
村
が
担
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

で
は
何
故
に
か
か
る
大
規
模
な
開
墾
が
天
間
林
村
を
始
め
と
し
て
上
北
郡
内
で
は
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
何
よ
り
も
、
江
戸
時
代
ま
で
は
全
く
の
原
野
と
し
て
放
置
さ
れ
て
来
た
土
地
が
余
り
に
も
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
三
戸
郡
の
場
合
は
す
で
に
一
定
程
度
の
開
墾
が
進
行
し
て
い
た
こ
と
が
量
的
に
は
さ
ほ
ど
大
規
模
な
開
墾
を
認
め
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
(
『
青
森
県
農
業
の
発
展
過
程
』
)
0

こ
の
原
野
の
大
部
分
は
、
先
に
も
み
た
如
く
官
有
地
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
こ

れ
ら
開
墾
は
ほ
と
ん
ど
は
官
有
地
払
下
げ
を
受
け
つ
つ
の
開
墾
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
か
か
る
形
で
の
開

墾
は
有
力
な
も
の
へ
の
土
地
の
集
中
、
地
主
化
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
の
は
後
に
み
る
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
天
間
林
村
に
お
け
る
開
墾
事
業
の
、
少
な
く
と
も
そ
の
量
的
拡
大
に
つ
い
て
言
う
な
ら
ば
、

そ
れ
は
明
治
四

O
年
を
境
と

し
て
そ
の
伸
び
を
ほ
と
ん
ど
止
め
る
事
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
は
主
と
し
て
明
治
三
九
年
創
設
に
な
る
軍
馬
補
充
部
七
戸
支
部

の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
設
立
に
よ
り
天
間
林
村
の
広
大
な
土
地
は
全
て
こ
の
管
轄
地
と
な
り
、

た
め
に
以
後
の
開
墾
事
業
を
押
し
と

ど
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
期
の
天
間
林
村
で
の
開
田
、
開
畑
事
業
の
全
容
を
示
す
こ
と
は
資
料
的
に
も
不
可
能
に
近
い
が
、
以
上
い
く
つ
か
の
断
片
的

資
料
か
ら
も
明
治
の
先
人
の
開
墾
事
業
の
一
斑
を
知
り
え
た
で
あ
ろ
う
。

天

問

林

村

史

/¥ 
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世
田
主
ハ
立
早

馬
産
政
策
の
展
開
と
天
間
林
村
に
お
け
る
馬
産
事
業

第
一
節

南
部
馬
産
業
の
沿
革

今
日
に
至
る
ま
で
本
県
に
お
い
て
南
部
地
方
の
畜
産
に
占
め
る
役
割
が
極
め
て
大
き
い
の
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
最
近
は

牛
、
豚
、
鶏
な
ど
が
中
心
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
明
治
三

0
年
代
ま
で
は
馬
産
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
大
正
末
期
か
ら
豚
飼
育
の
比

重
が
高
ま
り
更
に
昭
和
一

0
年
代
以
降
は
緬
羊
・
乳
用
牛
が
加
わ
り
今
日
の
多
彩
な
複
合
的
状
態
が
つ
く
り
出
さ
れ
て
来
た
。

そ
し
て
今
日
で
は
益
々
、
牛
・
鶏
な
ど
の
比
重
が
増
大
し
て
い
る
も
の
の
、

し
か
し
南
部
と
言
え
ば
「
南
部
駒
」
を
連
想
す
る
知

く
、
少
な
く
と
も
戦
前
ま
で
の
畜
産
の
主
体
は
馬
産
に
あ
っ
た
と
言
い
う
る
。
南
部
の
歴
史
の
一
面
は
、
こ
の
馬
と
人
と
の
関
係
史

で
あ
っ
た
と
す
ら
言
い
う
る
の
で
あ
る
。

南
部
地
方
は
古
来
馬
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
大
宝
・
延
喜
時
代
に
南
部
七
百
余
牧
と
称
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
全
国
の
牧
の
六

割
近
く
も
占
め
て
い
た
。
住
民
は
牧
馬
を
主
と
し
農
は
従
で
あ
り
、
年
貢
も
米
で
は
な
く
馬
(
責
馬
)

で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
中
世
の
戦
乱
の
中
で
の
南
部
駒
の
活
躍
は
し
ば
し
ば
様
々
な
伝
承
を
以
っ
て
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
近
世
南
部
藩
下
に

お
い
て
も
、
産
馬
は
藩
財
政
上
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。
馬
は
全
て
野
馬
(
藩
馬
)

と
里
馬
(
民
馬
)
に
分
か
れ
た
が
、
民
馬

と
い
っ
て
も
藩
有
の
種
牝
馬
を
農
民
に
下
渡
し
、
無
料
餌
育
、
仔
馬
の
折
半
と
い
う
実
質
上
の
預
託
制
度
に
外
な
ら
ず
、
売
買
は
藩



馬の生産頭数

明治34 大正14 昭和10 22 

青森県
(8，220)頭 (3，442)頭

100 75 66 42 

上北郡
(3，298) 

100 73 62 44 

三戸郡
(2，328) 

100 89 92 30 

第 8表緬羊飼育頭数

大正14昭和10 25 

青森県
(451 ) (4，844) 
100 95 1，080 

上北郡
(222) (1，686) I 
100 48 655 

三戸郡
(17 ) (1，565) 
100 366 1，060 

第11表

天

林

史

村

間

下…一年特刊叩を引刊10∞0
[()内が峨実蛾数叩 その

とした時の指数、以下同様

牛の生産頭数(含乳牛)

明治34 大正14 昭和10 22 

青森県
(1，915) (1，274) 

100 132 147 79 

上北郡
(400) 

193 187 61 

三戸郡
(544) (561) 
100 171 165 128 

第 9表乳用牛の飼育頭数

昭和22 25 

青森県
(1，219) (1，528) 

100 125 

上北郡
(123) (284) 
100 231 

三戸郡
(792) (881) 
100 111 

第12表

豚飼育頭数

明治38 大正14 昭和10 25 

青森県
(1，473) (14，620 ) 

100 607 1，060 990 

上北郡
(128) (3，842) 
100 1，620 2，100 3，000 

三戸郡
(646) (5，294) 
100 605 870 820 

L______l一一____l_一一

第10表

『
青
森
県
農
業
の

発
展
過
位
』
よ
り
引
用

J¥ 
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上
北
郡
に
お
け
る
各
村
の
民
戸
と
飼
育
馬
頭
数
(
宝
暦
年
間

t白 新 犬 下 奥 瀧 切 横 馬 天 i同 大 {専
十す

、I、 落 間 法
舘 田 J頼 沢 田 浜 r， 内 坂

森 神E 舘 寺
名

キす 干す キす 村 村 村 キナ 村 十す 村 村 キす 村村

民

五 四
」一 五 五 八 七 五

ム

ノ、 ノ、 戸
七 九

ム 八 。九 玉 四 七
ム ~ 。~ 

五ノ、 ノ、 ノ、 ノ、

五 四 ，馬

五 五 八 九 九 。四
ムノ、 九 。 八

ム ムノ、 ノ、

平 花 上 下 百 大 i畢 米 有 野 七 藤

村
=日士 オ口工 不 辺 本

t召 松 石 田 田 戸 戸 島
回 田 動 地 木

干す 村
名

十す 村 キナ 十す 村 村 村 十す 村 キナ キす

民

四 四
四 九 ム

九 九 八 八 五 八 戸ノ、
ノ、 四 四 四 五 七 。 四

四 四 馬
八 四 五 九 八 五

七 八 九 七 七 四 九 八



の
専
売
で
あ
り
厳
重
な
統
制
が
な
さ
れ
て
い
た
。
宝
暦
年
間
に
お
け
る
藩
営
牧
場
は
俗
に
南
部
九
牧
と
呼
ば
れ
、
う
ち
七
牧
ま
で
が

今
日
の
青
森
県
南
部
地
方
に
存
在
し
た
。
当
時
の
上
北
郡
に
お
け
る
各
村
の
民
戸
と
飼
育
頭
数
を
あ
げ
れ
ば
第
二
二
表
の
如
く
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
上
北
郡
で
は
民
戸
一
二
、

五二一

O
に
対
し
飼
育
馬
四
、

七
四
九
頭
、
(
一
戸
当
り
一
・
三
頭
強
)

で
あ
り
、
今
日
の
天
間

林
村
内
に
入
る
三
ヶ
村
で
は
、
こ
の
比
率
が

7
0七
頭
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
比
率
は
明
治
初
年
に
お
い
て
は
さ
ら
に
高
く
な
り
、

二
戸
当
り
三
・
五
頭
平
均
と
な
っ
て
い
る
。

南
部
藩
の
馬
市
も
古
く
、
す
で
に
元
禄
三
年
に
探
駒
市
奉
行
が
任
命
さ
れ
、
五
戸
・
六
戸
・
七
戸
・
野
辺
地
・
田
名
部
そ
の
他
岩

手
県
諸
地
方
に
叛
駒
役
人
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
七
戸
・
五
戸
の
二
場
が
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
。

明
治
二
年
七
戸
藩
が
創
設
さ
れ
、
馬
産
は
さ
ら
に
発
展
し
、
こ
の
頃
に
は
三
本
木
も
馬
産
中
心
地
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
七
戸
藩

は
、
こ
れ
を
牛
馬
改
役
、
馬
肝
入
を
置
い
て
管
掌
し
た
。
さ
ら
に
明
治
三
年
九
月
に
は
、
民
部
省
養
馬
掛
出
張
所
(
盛
岡
)
か
ら
七

戸
藩
の
三
浦
庄
七
が
牛
馬
掛
を
申
し
つ
け
ら
れ
、
総
馬
改
め
や
旧
南
部
領
全
体
の
産
馬
事
務
を
分
掌
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
三
年

四
月
に
は
勧
業
寮
の
西
洋
父
馬
二
頭
が
七
戸
藩
に
配
馬
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
と
同
様
、
維
新
期
の
混
乱
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

地
方
が
産
馬
政
策
上
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。
し
か
し
明
治
四
年
に
は
養
馬
出
張
所
は
閉
鎖
と
な
り
、
旧
南
部
藩
領
に
お
け

る
産
馬
行
政
は
一
時
的
に
挫
折
す
る
こ
と
に
な
る
。

明
治
四
年
に
は
青
森
県
が
誕
生
す
る
が
、
同
時
に
馬
市
の
管
掌
は
県
庁
が
行
な
う
こ
と
に
な
る
。
特
に
こ
の
頃
よ
り
明
治
政
府
の

士
族
授
産
を
基
幹
と
す
る
牧
畜
奨
励
政
策
に
よ
り
、
ま
た
園
内
に
お
け
る
交
通
制
限
廃
止
、
近
代
的
軍
隊
の
編
成
、
文
明
開
化
へ
の

躍
進
等
に
よ
り
輸
送
馬
、
軍
用
馬
、
乗
用
馬
、
競
走
馬
等
の
需
要
が
増
大
す
る
こ
と
と
な
り
、
本
県
の
産
馬
政
策
は
大
き
な
飛
躍
を

天

問

林

村

史

八
二
五
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す
な
わ
ち
、
例
え
ば
農
業
に
於
け
る
馬
耕
の
進
歩
は
、
本
県
で
は
明
治
二
二
年
以
降
著
し
い
発
展
を
み
せ
て
ゆ
く
が
、

み
せ
始
め
る
。

そ
れ
は
翠

製
作
技
術
の
進
歩
、
深
耕
耕
種
法
の
改
善
と
い
う
技
術
的
側
面
と
一
体
化
し
て
い
る
。

但
し
上
北
郡
内
は
こ
の
進
歩
は
や
〉
遅
れ
て
い
た
こ
と
は
見
逃
し
え
な
い
。
ま
た
畜
産
一
般
に
そ
う
で
あ
る
が
、
産
馬
は
特
に
肥

料
と
の
関
わ
り
で
重
視
さ
れ
も
し
た
の
で
あ
る
。
今
一
つ
の
民
間
需
要
の
伸
び
は
、
道
路
改
修
、
橋
の
改
良
に
伴
う
馬
車
輸
送
の
増

大
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

探駒数・価格・米価

年 次 採駒頭数
一頭平均 米一石
価格 価格

円 円
明治 7 3，311 6.64 4.68 

8 3，186 12.20 5.66 

9 3，398 11.05 4.13 

10 3，305 13.37 3.00 

11 3，220 19.29 5.00 

12 2，990 32.24 7.83 

13 3，471 44.36 5.85 

14 3，606 47.41 8.55 

15 3，872 23.10 6.02 

16 3，021 9.11 4.57 

17 3，559 6.20 4.08 

18 2，855 8.91 3.75 

19 3，274 12.09 4.20 

第14表

明
治
二

O
年
に
お
け
る
本
県
内
の
馬
の
使
用
別
頭
数
は
左
記

の
如
く
で
あ
る
。

運
搬
用

二
、
八
四
八
頭

農
耕
用

五
八
、

五

O
七
万

蕃
殖
用

六
、
一
二
八
二
万

」
の
よ
う
に
大
き
く
発
展
を
み
せ
て
い
る
本
県
産
馬
で
あ
る

が
南
部
三
郡
の
明
治
七
'e

、，P

一
九
年
の
振
駒
数
、
及
び
価
格
(

頭
当
)

そ
し
て
比
較
上
当
時
の
米
価
(
一
石
当
り
)
を
表
で
示

す
と
第
一
四
表
の
よ
う
に
な
石
。

当
時
は
年
間
三
、

0
0
0頭
前
後
の
馬
が
探
に
出
場
、

ほ
と



ん
ど
全
て
が
売
却
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
表
に
も
み
ら
れ
る
如
く
馬
産
に
は
極
め
て
大
き
な
価
格
変
動
も
あ
り
、

中
小
農
民
は
こ
れ
に
よ
り
大
打
撃
を
こ
う
む
る
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

明
治
一
三
年
県
は
、
南
部
三
郡
の
畜
産
家
を
以
て
産
馬
維
持
共
会
を
組
織
さ
せ
、
明
治
八
年
の
税
法
改
正
に
と
も
な
う
産
馬
仕
方

金
徴
収
を
、
県
よ
り
民
間
へ
と
移
譲
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
自
由
民
権
運
動
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
南
部
と
く

に
八
一
戸
、

三
戸
を
中
心
と
す
る
馬
産
家
が
、
県
が
産
馬
事
業
に
介
入
し
、
徴
税
す
る
方
法
を
一
貫
し
て
攻
撃
し
て
来
た
た
め
で
あ
り

(
詳
細
は
『
八
戸
の
歴
史
・
下
1
』
参
照
)
、

い
わ
ば
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
。
同
年
初
め
て
南
部
三
郡
で
二
才
牡
駒
優
等
会
な
る
も

の
を
開
設
し
、

一
四
年
ま
で
毎
年
こ
れ
を
聞
き
産
馬
の
改
良
に
努
め
た
。
こ
れ
は
明
治
二
二
年
ま
で
中
断
さ
れ
た
後
は
再
興
さ
れ
、
そ

の
第
一
回
が
三
本
木
で
聞
か
れ
、
以
後
二
六
年
に
第
二
回
、
三
一
年
に
第
三
回
(
五
戸
村
)
、
三
三
年
に
第
四
回
(
七
戸
村
)
、
三
五
年

に
第
五
回
(
八
戸
)
、
三
八
年
に
第
六
回
(
野
辺
地
町
)
で
開
催
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。

や
が
て
明
治
一
七
年
六
月
番
外
布
達
を
以
て
、
南
部
三
郡
産
馬
取
締
規
則
及
び
馬
籍
取
締
規
則
が
布
達
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

探
駒
区
は
、
七
戸
・
五
戸
・
三
本
木
・
野
辺
地
・
八
戸
・
三
戸
・
田
名
部
の
七
組
に
区
分
、
牡
馬
を
ひ
そ
か
に
売
買
す
る
こ
と
が
禁

ぜ
ら
れ
、
ニ
才
の
秋
に
必
ず
振
駒
市
で
競
売
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
組
合
に
は
肝
入
二
名
を
お
き
、
探
駒
代
価
の
十
分

の
コ
一
以
下
の
歩
金
を
徴
集
し
て
組
合
の
経
費
に
充
て
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
規
制
は
明
治
二
二
年
改
正
と
な
り
(
県
令
第
八

十
号
に
よ
る
)
、
肝
入
を
組
合
長
と
改
め
組
合
員
の
互
選
と
し
た
が
、
こ
れ
は
日
本
最
古
の
産
馬
組
合
で
あ
り
、
明
治
三
三
年
公
布
の

産
牛
馬
組
合
法
の
先
駆
を
な
す
も
の
と
さ
れ
る
。

明
治
二
八
年
頃
か
ら
産
馬
は
一
つ
の
重
大
な
転
期
を
迎
え
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
馬
匹
調
査
会
が
設
け
ら
れ
、
軍
馬
育
成
を
中

天

問

林

村

史
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心
と
す
る
馬
産
改
良
政
策
が
全
国
統
一
的
に
進
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
明
治
三
五
年
本
県
で
は
次
の
事
項
を
決
定
し
て
い
る
。

一
、
三
戸
・
上
北
両
郡
は
乗
用
種
す
な
わ
ち
「
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
」
「
ア
ン
グ
ロ
ア
ラ
ブ
」
種
を
主
と
し
、
も
し
く
は
「
ト
ロ
ッ
タ

l
」

種
を
以
て
改
善
す
る
こ
と

一
、
下
北
郡
は
軽
韓
用
種
、
す
な
わ
ち
「
ト
ロ
ッ
タ
!
」
種
、
「
ハ
ク
ニ

1
」
種
、

お
よ
び
「
ア
ン
グ
ロ
ノ
ル
マ
ン
」
種
等
を
以
て

改
善
を
す
る
こ
と

一
、
津
軽
五
郡
は
韓
用
種
を
以
て
改
善
す
る
こ
と
。
但
当
分
そ
の
雑
種
を
種
牡
馬
に
用
い
る
こ
と
。

こ
の
方
針
に
基
づ
き
同
年
牛
馬
改
良
補
助
規
則
を
公
布
、
産
牛
馬
組
合
の
購
入
す
る
種
畜
に
七
分
の
補
助
を
充
て
る
こ
と
と
な
り
、

各
組
合
は
海
外
よ
り
優
秀
馬
を
購
入
、
こ
れ
に
よ
り
産
馬
改
良
事
業
は
大
き
く
飛
躍
し
た
。
南
部
三
郡
産
馬
組
合
が
明
治
三
八
年
ま

で
に
購
入
し
た
洋
種
牡
馬
は
一
七
頭
に
達
し
、
七
戸
組
合
で
も
三
頭
の
購
入
を
み
て
い
る
。
明
治
三
九
年
に
こ
の
規
制
は
廃
止
と
な

る
が
、
代
っ
て
種
畜
貸
下
規
定
が
設
け
ら
れ
、
各
組
合
に
内
外
国
産
種
牡
馬
が
貸
付
さ
れ
た
。

日
露
戦
争
の
経
験
は
我
国
の
軍
馬
の
依
然
た
る
劣
勢
を
認
識
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

三
九
年
に
政
府
は
馬
政
三

O
年
計
画
(
第
一

次
)
を
樹
立
、
そ
の
一
環
と
し
て
四
一
年
野
辺
地
に
青
森
県
種
馬
所
が
設
置
さ
れ
た
。
四
五
年
以
降
の
海
外
輸
入
中
止
も
あ
り
、
以

後
こ
の
種
馬
所
で
飼
育
さ
れ
た
馬
が
各
組
合
に
も
貸
与
さ
れ
、
産
馬
改
良
事
業
は
、
県
当
局
の
指
導
奨
励
に
基
づ
い
て
着
実
に
発
展

し
て
い
っ
た
。
そ
の
場
合
、
こ
の
頃
か
ら
箪
馬
育
成
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

な
お
七
戸
産
馬
組
合
で
は
、
四
二
年
七
戸
種
付
所
、
四
三
年
甲
地
村
に
乙
供
種
付
所
、
大
正
八
年
浦
野
館
村
に
新
山
種
付
所
、
昭

和
九
年
六
ケ
所
村
に
平
沼
種
付
所
、
昭
和
一
二
年
天
間
林
村
に
天
閉
館
種
付
所
を
開
設
し
て
い
る
。



本
県
の
畜
産
業
が
古
来
か
ら
発
達
し
て
き
た
大
き
な
原
因
の
一
つ
は
広
大
な
牧
野
の
存
在
と
飼
料
が
豊
か
で
あ
っ
た
こ
と
だ
が
、

人
口
の
増
加
、
耕
地
面
積
の
増
加
、
軍
馬
育
成
所
の
開
設
、
山
林
見
込
地
の
設
定
、
あ
る
い
は
共
同
開
墾
会
社
の
設
立
並
び
に
牛
馬

の
商
品
化
に
伴
う
増
産
に
よ
り
濫
牧
の
弊
が
生
ま
れ
、
明
治
二
六
年
当
時
で
す
ら
す
で
に
牧
野
や
牧
草
の
不
足
が
訴
え
ら
れ
た
と

一
方
の
極
に
は
多
数
の
貧
農
に
よ
る
馬
産
と
馬
小
作

制
が
再
現
し
、
他
方
で
は
、
富
裕
な
馬
産
家
、
家
畜
商
が
現
わ
れ
る
に
至
る
。
な
お
、
明
治
前
期
に
お
い
て
は
、
士
族
授
産
を
中
心

い
う
。
し
た
が
っ
て
し
だ
い
に
馬
産
経
営
に
お
い
て
も
階
層
分
化
が
進
行
し
、

と
す
る
大
経
営
方
式
の
民
間
牧
場
が
多
数
開
設
さ
れ
た
が
、
明
治
末
期
に
は
ほ
と
ん
ど
が
経
営
不
振
に
陥
っ
て
い
る
。

(
以
上
『
南
部
の
誉
一
7
柏
葉
城
の
馬
』
『
青
森
県
農
地
改
革
史
』
『
十
和
田
市
史
・
下
』
な
ど
を
参
照
し
た
)

第
二
節

国
立
奥
羽
種
馬
牧
場
の
創
設
と
発
展

明
治
二
九
年
七
戸
村
を
中
心
と
し
て
開
設
さ
れ
た
奥
羽
種
馬
牧
場
は
、
本
県
に
お
け
る
馬
産
事
業
上
重
要
な
役
割
を
果
し
て
き

た
。
そ
も
そ
も
本
種
馬
牧
場
を
始
め
と
し
て
全
国
の
同
種
の
も
の
は
、
日
本
の
軍
事
力
強
化
の
一
貫
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

馬
に
対
す
る
軍
事
的
要
請
は
、
早
く
も
明
治
六
年
陸
軍
省
が
種
馬
の
輸
入
を
行
な
い
、
ま
た
こ
の
種
馬
の
貸
付
に
よ
る
軍
馬
の
確

保
を
行
な
お
う
と
し
、
直
営
牧
場
の
経
営
を
始
め
よ
う
と
し
た
事
に
始
ま
る
。
当
時
の
馬
格
は
外
国
に
比
べ
て
余
り
に
も
国
産
は
貧

困
で
あ
っ
た
こ
と
に
理
由
は
あ
る
。

そ
の
後
明
治
一
二
年
牧
畜
が
農
商
務
省
の
所
管
と
な
っ
て
か
ら
遂
に
畜
産
諮
問
会
が
聞
か
れ
る
に
至
り
、
更
に
明
治
一
七
年
種
馬

取
締
規
則
に
よ
り
種
牡
馬
の
設
置
は
許
可
制
と
し
、
翌
年
に
は
軍
馬
育
成
所
の
開
設
が
お
こ
な
わ
れ

(
こ
の
時
三
本
木
に
も
軍
馬
育

天

問

林

村

史

/¥ 

九
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成
所
が
設
置
さ
れ
た
)
、

さ
ら
に
二
六
年
頃
よ
り
日
清
両
国
間
の
風
雲
急
を
告
げ
る
に
及
び
、
二
八
年
に
は
馬
匹
調
査
会
が
設
立
さ

れ
、
こ
の
会
に
よ
り
わ
が
国
の
馬
産
の
軍
事
馬
方
向
が
決
定
づ
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
産
馬
組
合
の
設
置
、
馬
籍
法
、
去
勢
の

実
施
、
民
間
種
馬
の
検
査
、
産
馬
奨
励
の
た
め
の
奨
励
金
下
付
、
競
馬
の
奨
励
、
馬
格
の
標
準
設
定
、
国
立
種
馬
牧
場
及
び
種
馬
所

の
設
置
等
が
決
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
軍
馬
政
策
は
一
段
と
進
展
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
同
時
に
そ
れ
は
民
間
に
お
け
る
馬
産
事

業
の
進
捗
と
も
大
き
く
重
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

こ
の
会
の
審
議
の
結
果
に
基
き
、
明
治
二
九
年
六
月
一
二
日
、
農
商
務
省
告
示
第
一
四
号
に
よ
り
、
奥
羽
・
九
州
の
二
種
馬
牧
場

と
岩
手
・
宮
城
・
熊
本
の
三
種
馬
所
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
奥
羽
種
馬
牧
場
は
、
用
地
区
域
と
し
て
は
七
戸
村
と
天
間
林
村
に
跨
る
総
面
積
二
、
二
四

O
町
余
に
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、
庁

舎
・
厩
舎
そ
の
他
の
営
設
物
は
、
鶴
子
平
を
中
心
と
し
て
建
て
ら
れ
た
。

こ
の
牧
場
の
設
置
に
あ
た
っ
て
の
土
地
に
関
す
る
条
件
は
、
「
付
用
地
平
坦
に
し
て
広
潤
な
る
こ
と
、

ω緩
急
適
度
の
山
地
を
有
す

る
こ
と
、
白
水
利
の
便
な
る
こ
と
、
四
西
北
に
山
を
負
い
東
南
に
向
っ
て
展
開
し
た
る
平
原
を
有
す
る
こ
と
、
国
交
通
便
利
な
る
こ

と
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
地
が
こ
の
五
項
目
の
要
件
全
て
に
一
致
し
た
た
め
に
設
け
ら
れ
た
と
い
う
(
『
日
本
馬
政
史
・
四
』
)
。

し
か
し
事
実
は
そ
ん
な
に
簡
単
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
種
馬
牧
場
設
置
地
と
し
て
は
、
盛
岡
の
方
が
は
る
か
に
有
利
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
と
も
か
く
七
戸
に
こ
の
話
が
伝
わ
っ
て
来
た
時
、
町
有
力
者
有
志
は
、
工
藤
轍
郎
、
中
嶋
勝
次
郎
、
高
田
則
孝
、

上
崎
孝
一
郎
、
駒
嶺
正
惣
の
五
人
を
陳
情
の
た
め
上
京
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
五
人
は
、
七
戸
の
有
力
商
人
層
の
財
政
的
パ
ッ
ク
・

ア
ッ
プ
を
受
け
、

か
な
り
強
引
な
運
動
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に
七
戸
設
置
が
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。



創
立
当
初
用
地
の
確
定
ま
で
の
処
置
と
し
て
農
商
務
省
と
七
戸
村
の
希
望
(
但
し
、

一
説
に
は
、

工
藤
、
中
嶋
両
氏
の
企
て
と
す

る
:
:
:
和
田
『
本
村
の
生
め
る
偉
人
』
参
照
)
と
に
よ
り
無
契
約
で
家
屋
を
建
築
し
、
道
路
を
開
さ
く
し
、
溝
渠
を
穿
通
し
土
塁
を

築
造
し
た
が
、
牧
場
予
定
地
は
多
く
の
人
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
た
た
め
そ
の
貸
借
の
約
束
が
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
明
治
二

九
年
一
二
月
一
四
日
七
戸
村
か
ら
二
、

0
0
0町
歩
、
天
間
林
村
か
ら
二
、

0
0
0町
歩
の
借
上
げ
を
各
地
主
総
代
、
七
戸
村
長
及

び
天
間
林
村
長
が
請
け
、
こ
こ
に
貸
借
の
確
約
が
出
来
た
。
今
そ
の
時
の
契
約
書
を
あ
げ
よ
う
。

地
所
貸
上
誼

上
北
郡
七
戸
村
字
鶴
児
平
全
銀
南
木

一
回
反
別
四
反
四
畝
七
歩

米
田
弓
太
郎

全
郡
全
村
字
鶴
児
平

外

名

一
畑
反
別
六
町
或
反
五
畝
拾
或
歩

右

同

人

全
郡
全
村
全
村

一
人
エ
村
宅
地
反
別
試
反
六
畝
拾
壱
歩

右

同

人

全
郡
全
村
字
左
組
全
荒
熊
内

一
山
林
凡
反
別
田
町
四
反
歩

瀬
川
助
四
郎

全
郡
全
村
字
向
平

外

名

天

問

林

村

史
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一
溜
池
付
反
別
或
反
歩

高
田

則
孝

全
郡
全
村
字
左
組
全
山
舘
全
鶴
児
平
全
銀
南
木
全
向
平
全
倉
岡
字
荒
熊
内

一
原
野
凡
反
別
千
九
百
八
拾
八
町
四
反
四
畝
歩

川
村
作
兵
衛

外
三
百
拾
五
名

小
以
付
反
別
試
千
町
歩

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
天
間
舘
字
右
和
傭
全
底
回
全
越
全
市
ノ
渡
全
栗
木
沢
全
五
番
下

一
原
野
凡
反
別
千
町
歩

小
以

合
計
付
反
別
参
千
町
歩

右
ハ
今
般
政
府
ノ
御
企
業
ニ
係
ル
奥
羽
種
馬
牧
場
使
用
地
盤
内
ト
相
成
候
所
該
牧
場
ハ
園
家
須
要
ノ
事
業
ニ
シ
テ
又
本

村
ノ
為
ニ
モ
公
益
ト
棺
認
メ
候
ニ
付
各
地
主
ノ
承
諾
ヲ
得
前
載
ノ
地
所
左
ノ
係
項
ニ
依
リ
御
請
申
シ
候
依
テ
関
係
者
有
署

ヲ
以
テ
為
後
日
議
室
四
差
出
置
候
也

明
治
廿
九
年
十
二
月
十
四
日

青
森
懸
上
北
郡
七
戸
村



青
森
岡
林
知
事

天

問

林

村
長

全
勝
全
郡
天
間
林
村

村
長

全
勝
全
郡
七
戸
村

七
戸
産
馬
組
合
長

全
勝
全
郡
七
戸
村

地
主
有
志
惣
代

全
勝
全
郡
七
戸
村

全

全
勝
全
郡
七
戸
村

b. 
= 

全
勝
全
郡
七
戸
村

人
一L

高
橋

狙山光

井
山
保
太
郎

上
崎
光
一
郎

工
藤

轍
郎

中
嶋
勝
次
郎

高
田

則
孝

中
野
太
見
人

全
勝
全
郡
大
深
内
村
大
字
大
沢
田

鼎

b. 
= 

牧
朴
真
殿

村

史

佐
藤

1¥ 
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地
所
貸
上
期
限
ハ
明
治
廿
九
年
五
月
ヨ
リ
来
明
治
三
十
二
年
十
二
月
迄
ト
ス
但
シ
政
府
ノ
御
都
合
ニ
依
リ
何
時
御
返
付
相
成
候

ト
モ
異
議
無
之
候
事

第

f傑

地
所
貸
上
期
限
中
一
ヶ
年
ノ
借
地
料
ハ
壱
反
歩
ニ
付
左
ノ
割
合
ニ
依
リ
支
弁
セ
ラ
レ
度
事

一
等
地
(
萱
場
地
)
金
武
拾
五
銭

二
等
地
(
乾
草
地
)
金
武
拾
銭

コ
一
等
地
(
放
牧
地
)
金
拾
五
銭

第

1'* 
貸
土
地
盤
中
相
当
債
価
ヲ
以
テ
買
収
ヲ
要
セ
ラ
ル
〉
ト
キ
ハ
反
別
付
一
千
町
歩
以
内
ハ
御
求
ニ
膝
シ
候
事

第
四
傑

前
係
一
千
町
歩
ノ
幾
分
及
其
他
反
別
付
或
千
町
歩
ニ
封
シ
相
当
ノ
作
地
ヲ
交
付
セ
ラ
ル
〉
ト
キ
ハ
貸
上
期
限
中
ト
錐
モ
異
議
ナ

ク
交
換
ニ
慮
シ
可
申
事

第
九
僚

地
所
貸
上
期
限
中
ト
錐
モ
使
用
不
相
成
地
所
ニ
就
テ
ハ
借
地
料
御
支
弁
ニ
不
及
事
但
此
場
合
ニ
於
テ
ハ
其
使
用
セ
ラ
レ
サ
ル
部

分
ハ
地
主
ニ
診
テ
従
来
ノ
通
リ
使
用
シ
妨
ナ
キ
事

第
六
篠

貸
上
ノ
当
時
ヨ
リ
現
ニ
同
地
盤
ニ
存
在
ス
ル
樹
木
及
自
然
生
ノ
樹
木
ニ
シ
テ
牧
場
ニ
於
テ
必
要
ト
セ
ラ
ル
〉
部
分
ハ
相
当
債
格

ヲ
以
テ
買
ヒ
ケ
ラ
レ
度
事

第
七
傑

前
篠
樹
木
中
牧
場
ニ
珍
テ
必
要
ト
セ
ラ
レ
サ
ル
部
分
ニ
針
シ
テ
ハ
地
主
二
珍
テ
槌
時
伐
採
ス
ル
ヲ
妨
ケ
サ
ル
事

第
八
篠

地
所
貸
シ
期
限
中
該
地
所
ヲ
責
買
譲
輿
致
候
場
合
ニ
珍
テ
モ
其
買
受
人
又
ハ
譲
受
人
又
シ
テ
本
証
ノ
各
候
項
ヲ
履
行
セ
シ
ム
ル

事



第
九
僚

第
拾
傑

第
十
一
候

第
十
ニ
傑

第
十
二
一
候

第
十
四
篠

貸
上
地
所
不
用
ニ
属
シ
返
付
ノ
場
合
ハ
返
付
当
時
有
形
ノ
億
返
付
相
成
候
ト
モ
異
議
無
之
事

貸
上
地
所
ハ
政
府
ノ
御
都
合
ニ
依
リ
継
績
貸
ツ
ク
ル
モ
異
議
ナ
ク
御
求
ニ
慮
ス
ル
事

貸
土
地
盤
内
ニ
現
在
建
物
移
縛
料
其
他
賠
償
ニ
要
ス
ル
費
用
及
反
別
一
千
町
歩
以
内
ノ
御
使
用
二
係
ル
地
所
ニ
針
ス
ル
第
二
候

ノ
借
地
料
ハ
明
治
三
十
一
年
三
月
末
日
迄
ノ
間
ハ
七
戸
産
馬
組
合
及
七
戸
村
ニ
於
テ
支
弁
ス
ル
事

明
治
三
十
二
年
十
二
月
以
後
二
珍
テ
継
績
御
使
用
相
成
候
事
必
要
ナ
ル
ト
キ
ハ
一
千
町
歩
以
内
ニ
限
リ
異
議
ナ
ク
継
績
貸
上
ケ

ニ
可
膝
且
此
場
合
ニ
珍
テ
ハ
同
年
ヨ
リ
向
ナ
ク
年
間
ハ
一
千
町
歩
以
内
ニ
限
リ
第
或
篠
ノ
借
地
料
等
一
切
増
減
変
更
致
サ
サ
ル
事
但

時
勢
ノ
変
遷
二
棟
ク
本
傑
ノ
借
地
料
ニ
変
更
ヲ
要
ス
ル
中
ハ
双
方
協
議
ノ
上
相
当
ノ
借
地
料
ニ
更
定
ス
ル
了
ヲ
得

第
十
二
篠
ノ
期
限
経
過
後
二
於
ケ
ル
借
地
料
ハ
時
債
ヲ
標
準
ト
シ
協
議
ノ
上
借
地
料
申
受
度
事

貸
上
地
ノ
既
ニ
買
収
セ
ラ
レ
ヌ
ハ
買
上
樹
木
ノ
不
用
ニ
属
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
他
日
之
ヲ
責
却
セ
ラ
ル
〉
場
合
ニ
ハ
法
律
規
則

ノ
許
ス
限
リ
ハ
元
所
有
者
へ
相
当
ノ
債
格
ヲ
以
テ
売
却
セ
ラ
レ
度
事

(
「
中
野
・
中
嶋
家
文
書
』
)

さ
ら
に
『
中
野
・
中
嶋
家
文
書
』
よ
り
該
当
す
る
交
換
地
主
を
地
区
毎
に
挙
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

七
戸
村

(
一
三
二
名
)

域

内

山
根

新
町

。
名

樫
町

名

六
名

五
名

天

林

村

八
三
一
五

関

史



本
町JII 

町

新
川
原

荒
熊
内

第
五
編

近
名

浦
町

名名
四
名

天
間
舘

天
間
林
村
(
二
九
名
)

名

花
松

甲
地
村

東
京
府

埼
玉
県

新
潟
県

三.d、

H間

名

ツ

森

四
名

一
名
(
南
部
信
民
)

名名

地

一
件

川
向

向
町 代

名
名。

名

榎
林

名
下
町
一

O
名

南
町

名

作
田

中
由由

六
名

五
名

名 袋
町JII 

原
町

八
三
六

名

四
名

左
組

六
名



こ
う
し
た
地
主
に
対
す
る
交
換
地
と
し
て
予
定
さ
れ
た
官
有
原
野
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
天
間
林
村
内
が
最
も
多
く
、

合
計
一
、

八
五
五
町
に
及
び
、

つ
い
で
七
戸
村
の
六
九
町
、

そ
の
他
大
深
内
、
甲
地
各
村
に
散
在
す
る
も
の
で
あ
る

(
合
計
三
、

五

一
四
町
歩
で
あ
る
と
い
う
)
。

か
く
し
て
こ
の
交
換
に
応
じ
た
場
合
は
次
の
如
き
予
約
証
を
取
り
交
わ
し
て
い
る
。

事象

約

証

本
村
ニ
於
テ
奥
羽
種
馬
牧
場
用
環
定
場
ト
シ
テ
交
換
ニ
可
慮
民
有
地
中
貴
殿
ニ
於
テ
字
鶴
児
平
ニ
所
有
セ
ラ
ル
ノ
原
野

合
反
別
弐
拾
町
九
反
六
畝
廿
歩
ノ
土
地
テ
今
度
官
有
地
ト
交
換
す
へ
シ
分
ト
相
成
候
ニ
付
テ
ハ
実
際
交
換
地
受
授
ノ
際
ハ

左
記
定
項
之
通
リ
履
行
可
致
候
為
念
右
抽
出
約
書
巻
入
置
候
也

青
森
豚
上
北
郡

七
戸
村
長

高
橋

判
明
光

⑮ 

新
潟
賑横

津

乱
五
郎

殿

天

間

林

村

史

J¥ 
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記

一
、
貴
殿
ニ
於
テ
字
鶴
児
平
移
民
ノ
上
開
墾
ニ
要
サ
レ
タ
ル
金
七
百
四
拾
七
円
九
拾
銭
ハ
政
府
ヨ
リ
交
換
地
下
附
ノ
達
示

ア
リ
タ
ル
該
月
中
必
ス
支
弁
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

二
、
貴
殿
一
一
珍
テ
今
般
実
地
踏
査
ノ
上
相
当
ノ
代
地
ト
認
メ
ラ
レ
タ
ル
本
郡
天
間
林
村
大
字
天
間
舘
字
原
久
保
九
拾
五
番
ノ

一
号
原
野
反
別
四
拾
三
一
町
八
反
壱
畝
弐
歩
ノ
内
手
又
ハ
同
郡
同
村
岡
大
字
船
場
向
川
久
保
五
番
原
野
反
別
百
七
拾
五
町
六

反
六
畝
廿
四
歩
及
字
寺
沢
前
七
拾
三
番
ノ
二

O
号
原
野
反
別
コ
一
拾
五
町
壱
反
壱
畝
拾
七
歩
ノ
両

O
内
手
区
上
弐
ヶ
所
ヲ
以

テ
差
向
交
換
ノ
議
定
地
ト
為
シ
置
キ
追
テ
其
一
方
ト
確
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

但
別
紙
絵
図
面

O
Oノ
内

三
、
前
項
弐
場
所
ノ
内
何
レ
ノ
一
方
ト
確
定
ス
ル
モ
該
地
ニ
附
帯
セ
ル
開
墾
費
又
ハ
築
堤
若
ハ
溜
池
用
悪
水
路
ノ
設
置
ノ
分

ハ
当
郡
役
所
二
一
般
テ
取
調
置
タ
ル
通
リ
貴
殿
一
一
診
テ
シ
カ
弁
償
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス

但
別
紙
調
出
し
通
リ
ト
ス
尤
モ
交
換
官
有
地
中
ノ
企
業
費
弁
償
方
ハ
実
際
貴
殿
へ
配
当
区
域
ノ
土
地
ニ
属
ス
ル
部
分
ニ

止
マ
ル
モ
ノ
ト
ス

四
、
政
府
ヨ
リ
一
民
有
地
ニ
封
シ
増
地
交
付
ノ
配
当
方
ハ
一
般
関
係
地
主
ニ
於
テ
該
地
地
味
ノ
善
悪
遠
近
ノ
便
悉
等
ヲ
査
定
シ

之
ヲ
協
議
ニ
依
リ
取
極
メ
ノ
歩
合
ニ
基
ル
モ
ノ
ト
ス

五
、
字
鶴
児
平
ニ
現
住
者
カ
建
物
ノ
移
縛
方
貴
殿
一
一
封
シ
実
際
土
地
ノ
交
換
確
定
シ
且
ツ
開
墾
要
費
等
弁
済
ノ
翌
月
ヨ
リ
五

ヶ
月
間
ヲ
猶
橡
ス
ル
モ
ノ
ト
ス



但
シ
土
地
ノ
交
換
耕
作
季
節
ニ
切
迫
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
尚
協
議
ノ
上
本
文
ノ
期
限
付
ニ
相
当
ノ
延
期
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス

六
、
当
三
十
二
年
ノ
耕
作
一
一
係
ル
収
穫
物
ノ
貴
殿
ニ
属
ス
ル
ハ
勿
論
土
地
ノ
交
換
等
不
得
止
事
故
ア
リ
尚
来
耕
作
時
季
ニ
渉

リ
耕
作
シ
タ
ル
場
合
ニ
が
テ
モ
亦
同
様
ト
ス

(
『
中
野
・
中
嶋
家
文
書
』
)

民
有
地
主
は
一
七

O
余
名
(
但
し
「
中
嶋
家
文
書
』

で
は
一
七

O
を
割
っ
て
い
る
Y

の
人
員
中
大
多
数
は
交
換
に
応
じ
た
が
、

七
名
ほ
ど
の
地
主
は
最
後
ま
で
土
地
売
却
に
応
ぜ
ず
土
地
収
用
法
の
適
用
を
う
け
た
。
そ
れ
は
「
国
家
若
し
く
は
公
共
事
業
又
は
地

方
の
公
益
と
い
う
観
念
に
乏
し
」
(
奥
羽
種
畜
牧
場
「
奥
羽
種
畜
牧
場
六

O
年
の
回
顧
|
』
)

い
た
め
だ
と
か
、
あ
る
い
は
、
私

情
、
特
に
工
藤
轍
郎
ら
本
計
画
推
進
者
に
対
す
る
個
人
的
反
発
が
あ
っ
た
た
め
(
盛
田
達
一
二
『
奥
羽
種
畜
牧
場
営
農
林
』
)
だ
と
か
さ
れ

て
い
る
。

し
か
し
、
例
え
ば
売
却
に
は
応
じ
た
も
の
の
、
誠
に
悲
憤
懐
慨
の
念
の
中
で
、
無
念
の
気
持
で
応
じ
た
人
物
も
い
た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
自
己
の
田
畑
を
手
放
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
人
、
特
に
よ
う
や
く
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
の
開
墾
地
を
手
放
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
人
物
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
長
谷
川
仁
也
氏
(
現
九
州
、
太
宰
府
在
住
)

の
父
と
母
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
長
谷
川
氏
の
手
に

な
る
『
五
口
が
家
の
歴
史
』
(
但
し
筆
者
の
み
た
る
は
そ
の
一
部
引
用
の
み
)

に
は
そ
の
頃
の
事
情
が
次
の
様
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
こ
う
し
て
父
と
母
の
手
で
開
墾
が
進
め
ら
れ
た
耕
地
(
筆
者
注
i
開
墾
が
始
ま
っ
た
の
は
明
治
三
一
年
で
あ
り
、
場
所
は
天
間

林
村
大
字
天
間
舘
字
松
ヶ
沢
、
金
沢
平
、
大
平
に
ま
た
が
る
一
帯
で
、
雲
雀
牧
場
と
命
名
し
て
い
た
)

は
年
々
増
え
、
見
事
な
作
物

が
出
来
始
め
た
。
:
:
:
収
穫
は
馬
車
で
七
戸
町
に
運
ば
れ
換
金
の
上
生
活
費
や
諸
経
費
に
充
当
さ
れ
斬
く
安
定
し
た
経
営
の
見
通
し

天

間

林

村

史

八
三
九
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O

も
つ
い
て
一
安
緒
し
た
時
、
突
然
降
っ
て
湧
い
た
よ
う
に
大
事
が
起
っ
た
。
農
商
務
省
が
こ
の
雲
一
雀
牧
場
を
奥
羽
種
馬
牧
場
の
一
部

と
し
て
買
収
を
決
定
し
た
か
ら
で
あ
る
。
全
く
寝
耳
に
水
で
あ
っ
た
。
既
に
防
風
の
杉
、
落
葉
樹
も
す
く
す
く
と
育
っ
て
本
家
の
屋

根
よ
り
も
高
く
な
っ
て
居
た
し
、
り
ん
ご
の
樹
も
一
つ
二
つ
実
が
つ
く
も
の
が
出
来
て
居
た
。
美
し
い
農
園
風
景
を
呈
し
始
め
た
処

へ
こ
の
様
で
、
父
も
母
も
疋
然
と
し
て
し
ま
〔
時
情
熱
を
注
い
で
開
墾
し
た
耕
地
が
再
び
育
馬
の
草
原
に
還
る
と
あ
っ
て
は
無
念
や

る
方
な
か
っ
た
と
思
う
」

精
魂
こ
め
た
る
開
墾
地
を
、

そ
れ
も
「
突
如
降
っ
て
湧
い
た
」
よ
う
に
で
は
、

い
く
ら
「
国
家
若
し
く
は
公
共
事
業
又
は
地
方
公

益
と
い
う
観
念
」
が
乏
し
い
と
批
判
し
て
も
し
か
た
あ
る
ま
い
。
逆
に
こ
の
計
画
自
体
が
、
地
元
民
の
十
分
の
理
解
な
く
進
め
ら
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
も
こ
こ
か
ら
は
湧
い
て
こ
よ
う
。
七
戸
在
住
の
一
部
有
力
者
は
、
確
か
に
「
地
元
の
公
益
」

の

た
め
に
奔
走
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
努
力
と
、
地
元
一
般
民
衆
と
の
意
識
と
の
聞
に
は
若
干
の
ズ
レ
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
の
で
あ

る

創
立
と
同
時
に
初
代
場
長
し
て
農
商
務
技
師
三
浦
清
吉
が
着
任
当
面
は
上
北
郡
役
所
に
「
奥
羽
種
馬
牧
場
創
立
事
務
所
」
な
る
看

板
を
か
け
、
七
戸
村
在
住
の
人
々
と
の
協
力
の
も
と
に
事
業
を
開
始
し
て
い
る
。
「
荒
は
て
た
原
野
と
労
力
、
資
材
と
苦
心
を
重
ね
つ

つ
道
路
の
修
築
、
開
墾
と
諸
建
築
の
遂
行
に
努
め
、
場
長
以
下
の
絶
大
な
努
力
に
よ
り
幸
に
同
年
中
に
一
応
の
完
成
を
見
」
た
と
「
回

顧
の
六

O
年
』
に
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
間
、
こ
の
誘
致
に
奔
走
し
た
人
々
、
特
に
工
藤
・
中
嶋
両
氏
を
始
め
と
す
る
七
戸
周

辺
の
人
々
の
協
力
は
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

肝
心
の
馬
の
方
は
明
治
二
九
年
末
ま
で
に
は
雄
二
頭
、
雌
八
一
頭
を
繋
養
す
る
こ
と
に
な
り
翌
三

O
年
か
ら
は
本
業
に
着
手
す
る



」
と
に
な
っ
た
。
先
述
の
馬
政
調
査
会
の
諮
問
を
う
け
て
、

二
一
年
に
農
商
務
省
農
務
局
内
に
牧
馬
課
が
設
け
ら
れ
、

こ
れ
に
よ

り
馬
産
事
業
は
円
、
滑
に
軌
道
に
乗
り
、
一
一
一
一
一
年
か
ら
は
民
有
雌
馬
に
対
す
る
余
勢
種
付
を
実
施
、
直
接
民
有
雌
馬
の
改
良
に
も
着
手

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
間
に
あ
っ
て
は
専
ら
欧
米
種
の
輸
入
馬
を
主
体
と
す
る
繁
殖
を
試
み
て
い
る
。

本
牧
場
は
大
農
耕
法
を
主
体
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
未
熟
の
た
め
収
穫
も
意
の
ま
ま
な
ら
ず
、

か
っ
民
間
に
お
け
る
飼
料
作
物
の

栽
培
は
北
海
道
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
数
量
確
保
は
き
び
し
く
、
増
加
す
る
馬
の
飼
養
は
困
難
を
き
た
す
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

つ。
し
か
し
政
府
の
馬
産
事
業
の
奨
励
に
よ
り
、
日
露
戦
争
中
の
一
時
的
停
滞
は
別
と
し
て
、
特
に
本
戦
争
後
は
、
依
然
た
る
我
が
軍

馬
の
貧
困
が
強
く
認
識
さ
れ
、

さ
ら
に
軍
馬
改
良
を
主
体
と
す
る
馬
産
事
業
の
奨
励
が
強
ま
っ
た
。
明
治
三
九
年
の
馬
政
局
設
立
は

そ
の
一
環
で
あ
っ
た
の
は
先
述
の
知
く
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
民
間
産
馬
の
血
液
更
新
を
計
る
た
め
に
従
来
ま
で
の
余
勢
種
付
を
広

く
拡
大
し
た
が
、
明
治
四
二
年
青
森
種
馬
所
の
業
務
開
始
と
共
に
種
雄
馬
の
派
遣
は
廃
止
と
な
り
、
以
後
は
種
馬
の
生
産
一
本
に
進

む
こ
と
に
な
っ
た
。

明
治
四
三
年
六
月
陸
軍
省
の
管
轄
に
移
る
が
、
大
正
一
二
年
に
は
再
び
農
商
務
省
に
移
管
さ
れ
、

一
四
年
に
農
林
省
の
独
立
に
伴

い
そ
の
管
轄
に
な
っ
て
い
る
。
時
代
の
移
り
変
る
中
で
そ
の
後
も
優
良
馬
の
改
良
を
め
ざ
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
戦
後
は
勿
論

軍
馬
育
成
の
使
命
は
な
く
、
昭
和
三
一
年
青
森
種
畜
牧
場
と
改
称
翌
年
に
は
奥
羽
種
畜
牧
場
と
改
称
さ
れ
、
各
種
家
畜
の
改
良
に
あ

た
っ
て
い
る
。
(
以
上
、
「
奥
羽
種
畜
牧
場
l
六
O
年
の
回
顧
」
、
盛
田
達
三
「
奥
羽
種
畜
牧
場
営
農
林
』
な
ど
を
参
照
し
た
)

ち
な
み
に
本
場
の
昭
和
一
年
ま
で
の
種
付
業
務
を
示
せ
ば
第
一
五
、
六
表
の
通
り
で
あ
る
(
大
正
一

O
年
ま
で
は
「
日
本
馬
政
史
・
四
」

八
四
一

天

間

林

村
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以
後
に
つ
い
て
は
『
表
森
県
総
覧
』
)
。

本
節
の
最
後
に
、
天
間
林
村
民
が
、
こ
の
種
馬
牧
場
と
ど
う
関
わ
り
を
持
ち
、
ま
た
そ
れ
を
ど
う
思
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
触
れ

て
お
こ
〉
フ
。

先
述
の
如
く
、
開
設
当
初
に
す
で
に
土
地
取
り
あ
げ
に
あ
い
、

せ
っ
か
く
の
努
力
が
水
の
泡
に
帰
し
た
例
も
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で

は
、
そ
れ
以
後
の
牧
場
運
営
と
天
間
林
村
民
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。

種
馬
牧
場
が
天
間
林
村
々
民
を
含
め
周
辺
農
民
に
与
え
た
影
響
は
、
次
節
の
箪
馬
補
充
部
七
戸
支
部
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
付
馬
産
農
家
に
対
し
て
は
産
馬
改
良
事
業
の
促
進
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
た
こ
と
、
同
大
農
法
は
、
あ
る

程
度
ま
で
農
民
へ
の
刺
激
と
な
っ
た
こ
と
、
同
日
雇
い
賃
収
入
を
得
る
場
を
与
え
た
こ
と
、

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
点
を
メ
リ
ッ
ト
と
は
思
う
事
な
く
、
逆
に
農
村
社
会
の
解
体
を
意
味
す
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
人
も

当
時
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
天
間
舘
在
住
で
あ
っ
た
中
野
石
蔵
氏
も
そ
の
一
人
で
あ
る
(
氏
に
つ
い
て
は
詳
し
く
は
第
八
章

第
一
節
三
を
参
照
の
こ
と
)
。

氏
の
日
記
に
言
わ
く
。
「
種
馬
牧
場
は
実
際
近
傍
の
村
民
を
動
物
扱
い
し
て
居
る
。
土
を
ほ
づ
く
つ

て
生
き
る
よ
り
知
ら
な
い
最
下
層
の
弱
者
の
位
置
に
あ
る
農
民
の
峻
拒
し
能
は
ざ
る
に
乗
じ
て
、
酷
虐
な
取
扱
い
を
す
る
。
近
村
農

女
が
、
死
物
狂
に
な
っ
て
稼
い
で
日
嘗
僅
か
に
二
十
五
銭
、
軍
馬
[
補
充
部
]

の
方
よ
り
割
の
悪
い
こ
と
を
こ
ぼ
し
て
い
た
。
如
何
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に
し
て
彼
等
は
此
処
奥
ま
っ
た
所
に
引
込
ん
で
弱
い
者
を
虐
め
を
す
る
だ
ろ
う
。
憎
く
て
な
ら
ぬ
。
」
(
大
正
二
年
五
月
二
十
二
日
)

「
種
馬
牧
場
へ
草
取
に
行
く
。
:
:
:
昨
年
植
え
た
荒
地
に
補
植
。
了
そ
た
る
斧
鋸
の
器
、
何
ぞ
其
旧
物
を
破
壊
し
去
る
の
迅
速
な
る
。

農
村
の
頚
廃
を
持
ち
来
る
比
横
炎
な
る
偽
文
明
の
潮
流
な
り
。
五
口
人
は
絶
対
に
此
潮
流
を
忌
弾
し
、
見
よ
昨
日
迄
生
活
の
大
半
を

助
け
つ
つ
あ
り
て
、
朝
夕
に
勇
し
き
噺
声
と
美
し
き
堅
髪
を
風
に
な
び
か
し
た
る
家
畜
の
数
は
、
今
日
既
に
泣
を
絶
え
る
に
非
ず
や
。

馬
畜
の
改
良
は
民
間
の
手
を
離
れ
て
官
府
に
其
利
益
を
聾
断
せ
ら
れ
ん
と
し
つ
つ
あ
る
に
は
非
ざ
る
か
:
:
:
。
」
(
大
正
二
年
七
月
二

日
)
「
天
間
川
沿
村
の
衰
額
の
源
因
を
探
求
す
る
と
、
固
よ
り
様
々
の
事
由
も
伏
在
し
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
其
の
中
の
九
十
九
%
は

軍
馬
補
充
部
、
県
立
種
馬
育
成
所
、
奥
羽
種
馬
牧
場
等
の
官
立
事
業
が
原
因
を
な
し
て
居
る
と
言
う
と
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

其
の
理
由
は
何
人
に
も
自
明
の
理
で
あ
る
。
第
一
地
所
を
取
上
げ
た
事
、
其
取
上
げ
た
割
合
に
沿
村
の
農
民
全
部
を
収
容
し
能
は
ぬ

事
、
労
銀
の
余
り
に
廉
に
し
て
到
底
源
の
原
野
を
し
て
其
草
を
厩
肥
と
し
て
施
肥
す
る
位
、
人
造
天
然
肥
料
を
購
求
し
能
は
ぬ
事
。

其
か
ら
人
情
の
常
と
し
て
有
れ
ば
、
有
る
に
任
せ
て
冗
費
す
る
事
等
の
理
由
が
あ
る
。
」
(
大
正
二
年
九
月
十
三
日
)

こ
こ
に
は
、
奥
羽
種
馬
牧
場
(
あ
る
い
は
同
様
に
、
軍
馬
補
充
部
七
戸
支
部
、
県
立
種
馬
育
成
所
)

の
設
置
が
、
農
民
か
ら
地
所

を
取
り
挙
げ
た
事
に
よ
り
、
農
民
の
拡
大
再
生
産
の
基
盤
が
奪
わ
れ
、
ま
た
従
来
依
存
し
て
来
た
肥
料
も
、
金
肥
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
現
金
収
入
の
途
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
機
関
の
賃
金
が
余
り
に
も
低
い
こ
と
を
痛
烈
に
批
判
し

て
い
る
。
ま
た
か
か
る
機
関
の
誇
り
と
す
る
大
農
経
営
も
、
氏
に
は
「
横
暴
な
る
偽
文
明
」
と
し
て
攻
撃
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は

ま
た
、
馬
産
事
業
が
民
間
よ
り
奪
わ
れ
て
ゆ
く
こ
と
へ
の
無
念
さ
も
訴
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
る
な
ら
ば
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
ら
れ
て
い
た
事
も
、
村
民
か
ら
み
れ
ば
案
外
と
デ
メ
リ
ッ
ト
な
側
面
で
も
ま
た
あ
っ
た
よ



う
で
あ
る
。

品
開
三
時
即

軍
馬
補
充
部
七
戸
支
部
の
開
設
と
天
間
林
村
へ
の
影
響

先
述
の
如
く
我
国
の
馬
産
事
業
は
軍
馬
育
成
政
策
と
一
体
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
純
粋
に
軍
馬
補
充
を
め
ざ
す
機
関
に
し
て

は
全
国
に
広
く
軍
馬
補
充
部
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

軍
馬
補
充
機
関
は
、
官
街
と
し
て
は
明
治
元
年
五
月
大
総
督
府
の
下
に
、
大
総
督
府
厩
が
設
け
ら
れ
た
の
を
以
て
嘱
矢
と
す
る
。

そ
の
後
軍
務
官
厩
、
兵
部
省
厩
と
改
称
し
た
が
、
七
年
一
月
に
は
廃
止
と
な
り
新
た
に
陸
軍
調
馬
厩
が
置
か
れ
る
。
三
月
に
は
箪

馬
局
と
改
称
、

一
一
月
に
は
軍
馬
局
条
例
が
発
布
さ
れ
る
に
及
ん
で
そ
の
制
度
は
確
立
さ
れ
た
。
明
治
一
七
年
一
月
に
至
り
条
例
が

改
正
と
な
り
、
陸
軍
馬
政
は
馬
匹
の
保
育
調
捗
と
そ
の
分
配
支
給
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
蕃
殖
の
件
は
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
明
治
一
七
年
一
二
月
に
は
、
三
本
木
に
軍
馬
育
成
所
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
翌
一
八
年
四
月
軍
馬
局
青
森
出
張
所
と

し
て
事
務
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
本
所
は
、
一
九
年
青
森
軍
馬
育
成
所
、
二
九
年
軍
馬
補
充
部
三
本
木
支
部
と
改
称
さ
れ
、
以
来

連
綿
と
し
て
箪
馬
育
成
の
任
に
就
い
て
き
た
。

そ
の
後
幾
度
か
こ
の
条
例
は
改
変
さ
れ
た
が
、
明
治
二
九
年
五
月
に
は
軍
備
拡
張
の
た
め
軍
馬
補
充
部
条
例
の
公
布
と
な
り
、

本
部
支
部
の
区
別
が
た
て
ら
れ
、
軍
馬
の
供
給
、
育
成
、
購
買
な
ら
び
に
軍
馬
の
資
源
調
査
を
掌
る
も
の
と
規
定
さ
れ
た
。
先
の
三

本
木
支
部
の
改
称
も
こ
の
時
で
あ
る
。
か
く
し
て
以
後
本
部
は
東
京
に
在
り
、
各
支
部
を
統
轄
し
て
軍
馬
の
供
給
、
育
成
、
購
買
等

に
関
す
る
一
般
の
事
務
を
司
り
、
支
部
は
各
地
に
在
っ
て
軍
馬
の
供
給
及
び
育
成
の
業
務
を
分
担
し
、
毎
年
幼
駒
を
受
領
し
て
こ
れ

林

天

間

村

史

八
四
七
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を
保
管
し
、
所
要
の
土
地
建
物
を
備
え
飼
料
を
耕
作
す
る
な
ど
、
主
と
し
て
幼
駒
の
育
成
を
行
な
い
、
又
派
出
部
は
支
部
に
属
し
て

専
ら
育
成
を
分
担
し
、
出
張
所
は
主
と
し
て
放
牧
育
成
を
そ
の
任
務
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
(
『
日
本
馬
政
史
・
四
』
)
。

さ
て
問
題
の
軍
馬
補
充
部
七
戸
支
部
に
つ
い
て
ま
ず
そ
の
概
略
を
示
そ
う
。

設
立
年
は
明
治
三
九
年
四
月
で
あ
り
、
七
戸
支
部
と
称
し
て
い
る
が
、
天
間
林
村
道
ノ
上
に
位
置
し
て
い
る
(
当
時
は
、
「
天
間

林
支
部
」
で
は
社
会
一
般
に
聞
き
な
れ
な
い
か
ら
、
古
来
有
名
な
七
戸
の
名
称
を
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
)
。
四
二
年
四
月
に
は
乙
供

分
厩
庁
が
、

つ
い
で
四
四
年
四
月
に
は
坪
分
厩
庁
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
乙
供
分
厩
庁
の
位
置
は
天
間
林
村
内
に
存
在
し
た
。
(
な

お
設
立
年
次
に
は
、
明
治
四

O
年
説
(
『
上
北
郡
新
誌
』
な
ど
て
明
治
四
一
年
説
(
「
上
北
郡
の
某
』
な
ど
)
も
あ
る
。
こ
の
う
ち

四
一
年
説
は
明
ら
か
に
誤
ち
で
あ
る
こ
と
は
、
後
に
示
す
公
文
書
に
よ
り
判
明
す
る
が
、
三
九
年
、
四

O
年
の
い
ず
れ
か
は
現

在
の
と
こ
ろ
断
定
し
が
た
い
。
こ
こ
で
は
、

か
つ
て
こ
の
補
充
部
勤
務
の
人
々
の
説
を
採
用
し
た
)
こ
の
よ
う
な
分
厩
庁
の
設
置
に

よ
り
飼
養
馬
匹
数
も
増
大
し
て
い
っ
た
た
め
、
農
耕
地
の
拡
張
と
放
牧
地
の
造
成
が
進
め
ら
れ
、
天
間
林
村
以
外
に
も
、
六
ケ
所
村
、

横
浜
町
、
現
東
北
町
、
野
辺
地
町
な
ど
に
放
牧
地
が
求
め
ら
れ
た
。
か
く
し
て
、
野
辺
地
町
に
は
倉
内
出
張
所
が
、
六
ケ
所
村
に
は

表
館
出
張
所
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
支
部
の
用
地
は
そ
の
時
代
に
よ
り
か
な
り
の
変
動
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
『
上
北
郡
の
菜
』

(
大
正
元
年
発
行
)

で
は
、
七
戸
、
甲
地
、
天
間
林
の
一
町
二
ヶ
村
に
お
い
て
耕
作
地
五
七

O
町
歩
、
草
刈
地
二
、

四
七
三
町
余
、

放
牧
地
九
、
二
一
七
町
余
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
上
北
郡
新
誌
』
で
は
大
正
一
四
年
現
在
の
統
計
と
し
て
、
耕
作
地
六

O
O町
歩
、

草
苅
地
一
、
七
七
二
町
歩
、
牧
草
地
一
七
六
町
歩
、
放
牧
地
八
、
七
二
六
町
歩
と
な
っ
て
い
る
。
後
者
の
総
計
に
は
当
然
倉
内
出
張

所
、
表
館
出
張
所
に
属
す
る
横
浜
町
、
六
ケ
所
村
、
野
辺
地
町
の
広
大
な
放
牧
地
が
入
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、
前



者
の
統
計
は
、

い
さ
さ
か
数
値
が
大
き
す
ぎ
る
と
も
思
わ
れ
る
が
、
目
下
は
断
定
し
が
た
い
。
な
お
、
大
正
一
五
年
の
規
模
縮
少
に

な
っ
た
頃
で
も
、
天
間
林
村
内
で
三
、
五

O
O町
歩
、
そ
の
他
六
ケ
所
村
、
横
浜
町
、
野
辺
地
町
、

そ
し
て
現
東
北
町
に
存
在
し
た
一

ニ
の
牧
で
四
、

0
0
0町
歩
は
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

配
属
さ
れ
て
い
た
馬
匹
は
、
支
部
時
代
は
育
成
種
七

O
O頭、

そ
の
他
農
耕
馬
八

O
頭
、
派
出
部
時
代
(
後
述
)
に
は
前
者
が
四

0
0頭
、
後
者
が
三

O
頭
平
均
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
創
設
以
来
の
育
成
馬
匹
は
明
治
四
五
年
一
月
現
在
で
四
、

O
七
三
頭
(
「
上

北
郡
の
某
』
)
あ
る
い
は
大
正
一
四
年
現
在
で
八
、
五

O
二
頭
(
『
上
北
郡
新
誌
』
)
と
い
う
数
字
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
年
間
八

0
0
1
一、

0
0
0頭
近
い
育
成
馬
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
と
く
に
廃
艶
馬
の
少
な
い
こ
と
は
全
国
一
で
あ
っ
た
と
も

い
わ
れ
る
(
『
上
北
郡
新
誌
』
)
。

大
正
一
五
年
一
二
月
に
至
り
、
当
時
の
軍
縮
を
反
映
、
七
戸
支
部
も
縮
少
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
軍
馬
補
充
部
三
本
木
支
部
七
戸
派

出
部
と
さ
れ
、
同
時
に
乙
供
、
坪
の
両
分
厩
庁
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
(
こ
の
時
は
全
国
一
一
支
部
が
四
支
部
に
統
廃
合
さ
れ
た
)

部
員
構
成
は
、
支
部
長
が
大
佐
級
(
縮
少
以
降
は
少
佐
ク
ラ
ス
)
、
軍
付
は
大
尉
級
(
同
じ
く
中
尉
級
)
、
育
成
係
は
軍
曹
な
い
し

は
曹
長
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
こ
こ
ま
で
が
軍
人
で
あ
り
、
以
下
農
事
係
と
し
て
農
事
技
師
(
高
等
官
)
、
農
事
係
(
判
任
官
)
が
お
り
、

育
成
、
農
事
共
に
訓
練
生
と
し
て
技
術
見
習
が
配
属
さ
れ
、

そ
の
他
育
成
に
は
牧
手
と
し
て
五
人
、
農
事
に
は
耕
手
と
し
て
六

O
人

が
お
り
、
こ
れ
が
基
幹
職
員
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
農
事
に
は
常
用
人
夫
と
臨
時
人
夫
が
雇
傭
さ
れ
、
春
の
播
種
期
及
び
秋
の
収
穫
期

に
は
一
日
の
延
べ
人
員
六

1
七
O
O人
が
雇
わ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
と
い
う
。

ち
な
み
に
、
こ
こ
で
大
正
二
年
現
在
の
状
況
を
「
大
正
一
五
年
度
・
天
間
林
村
勢
要
覧
」
よ
り
引
用
し
て
お
こ
う
。

天

間

林

村

史

八
四
九



第
五
編

近

代

て

土

地

(
但
し
天
間
林
村
関
係
分
の
み
)

草

刈

地

一
七
宝
一
町
五
口
二
宜

二
、
諸
経
費

円

二
九
、
三
六
六
・
七
二

O

職
員
給
料
及
賞
与

庁
費

一
、
二
五
五
・

0
0
0

円

六
、
七
五

0
・
0
0
0

四
、
ニ

O
二

三

八

O

人農育雑
夫事成給
費及耕人牧及

賞手夫手雑
与職賞給費

員与料
給
与

四
五

四
四
0 

0 
0 
0 

五、

O
九
0
・0
0
0

物
品
購
求
費

五
三
、
九
五
九
・
五
八
O

営
繕
費

二
五
、
五
三
八
・
二
四
O

大
豆

購
入
費

燕
麦

四

一0
0
・0
0
0

未

用

地

二
六
一
一
町
二
口
一
己

雑

用

地

二
三
町
二
口
一
口

八
五

O

計

、
八
八
九
町
六
七
一
口



肥
料

二
O
、
七
一
九
・
八
九

O

馬
匹
購
売
費

一
二
三
、
七

O
三
・

0
0
0

内
二
才
二
五
五
頭

年
三
六
一
頭

三
才
一

O
六
頭

、
用
地
内
樹
木
状
況

杉

松
一
三
、
九
八
七
石

円

落
葉
松
二
、
三
一
一
石
、
一
二
、
三
九
三
・
三

O
O

一O
九
石

円

一
八
一
・
五

O
O

二五、

円

二
七
七
・
五

O
O

円

七
二
九
・
二
七

O

雑
木
四
、
九

O
五
石

四
、
建
物

庁
舎

二
九

O
坪

官
舎

六
二
七
坪

厩
舎
五
、
二
四
九

倉
庫
三
、
五
三
三

五
、
収
容
馬
匹

ー
、
育
成
馬

2
、
耕
馬
・
雑
役
馬

支
部
の
耕
地
に
お
い
て
は
燕
麦
、
大
豆
、
玉
ね
ぎ
、
牧
草
な
ど
が
植
え
つ
け
ら
れ
、
肥
料
は
化
学
肥
料
は
ほ
と
ん
ど
使
用
せ
ず
、

も
っ
ぱ
ら
堆
厩
肥
に
依
存
し
て
い
た
が
、
大
正
九
年
以
降
に
は
三

O
馬
力
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が
導
入
さ
れ
、

ア
メ
リ
カ
式
大
農
具
に
頼

っ
て
い
た
農
法
か
ら
機
械
力
を
採
用
し
た
本
格
的
大
農
式
経
営
へ
と
転
換
し
て
い
く
。
そ
の
後
も
さ
ら
に
大
農
機
具
化
が
図
ら
れ
、

天

問

林

村

史

八
五



軍馬補充部七戸支部(1) 大型農業機械

軍馬補充部七戸支部(2) 大型農耕具

第

五

編

近

代

八
五



人
力
に
よ
る
手
作
業
か
ら
畜
力
と
機
械
力
に
よ
る
作
業
形
態
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
は
当
時
こ
の
地
方
で
は
勿
論
ま
れ
な
る
こ

と
で
あ
り
、
県
内
外
よ
り
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
た
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
そ
の
耕
地
形
態
も
、
う
ね
三
本
で
一
反
歩
と
い
わ
れ
、

一
区
画
一

O
町
歩
も
あ
る
広
い
も
の
で
あ
っ
た
。

か
か
る
大
農
式
経
営
は
、
確
か
に
住
民
の
一
つ
の
模
範
と
は
な
り
う
る
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

軍
馬
は
、
青
森
・
岩
手
・
秋
田
県
の
撤
駒
市
で
三
才
馬
を
購
入
、

五
才
馬
ま
で
育
成
し
軍
隊
へ
供
給
す
る
。
二
才
馬
は
春
に
去
勢

さ
れ
、
六
月
一

O
日

1
一
O
月
二

O
日
ま
で
は
、
野
辺
地
、
六
ヶ
所
等
の
放
牧
地
に
放
ち
、
冬
は
厩
舎
内
で
育
成
し
た
。
な
お
掠
駒
市
で

「
軍
馬
御
用
」

の
声
が
か
か
る
と
馬
の
値
は
民
間
馬
に
比
べ
て
高
い
も
の
と
な
る
の
で
、

一
般
民
衆
は
大
層
喜
ん
だ
と
い
う
。

ち
な
み
に
七
戸
産
馬
組
合
に
お
け
る
昭
和
二

1
一
一
一
年
の
軍
馬
と
一
般
馬
の
探
市
の
値
段
を
示
そ
う
。
(
第
一
七
表
参
照
)

軍
馬
補
充
部
と
地
元
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
天
間
林
村
が
純
農
村
地
帯
で
あ
り
、

し
か
も
凶
作
な
ど
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
あ
る
中
で
、
村
民
は
こ
ぞ
っ
て
補
充
部
の
人
夫
と
し
て
働
い
た
と
い
う
。
し
か
も
そ
の
労
賃
は
民
間
の
労
賃
よ
り
も
二

1
三

割
高
か
っ
た
の
で
な
お
さ
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
補
充
部
で
働
く
事
は
農
村
の
若
者
に
と
っ
て
は
一
種
の
誇
り
で
も
あ

っ
た
。
ま
た
こ
う
し
た
事
と
は
別
に
毎
年
五
月
の
花
見
頃
開
催
さ
れ
た
支
部
祭
は
近
隣
村
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
あ
っ

た
。
当
地
方
の
民
謡
「
と
ら
じ
よ
様
」

の
一
節
「
親
父
も
ら
っ
て
け
だ
ア
ば
ほ
し
く
な
い
な
ら
ば
、
天
間
の
ミ
ヨ
子
ほ
し
い
。
ミ
ヨ

子
ほ
し
い
た
て
お
よ
び
が
な
い
し
、
今
は
坪
の
元
お
か
た
:
:
:
」
は
、
当
時
の
農
耕
風
景
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
娘
の
う

た
う
「
:
:
:
オ
ラ
も
男
だ
ば
オ
ジ
で
も
よ
か
っ
た
。
軍
馬
の
二
頭
曳
か
け
て
み
た
い
:
:
:
」
は
、
支
部
で
働
く
メ
ラ
サ
ド
(
娘
た
ち
)

の
憧
れ
を
表
わ
し
て
い
た
。

天

間

林

村

史

八
五



十月 十月 十" 九" 八" 七 " 六月 五" 四" -" 二昭bc 
数

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年和
平

均

頭

プ寸三く プミ プて プミC 主7守主 ヨ王 三EL. 三丘 売 E/E 、 EブE14 
数

亡つ 仁コ

ブし

線
ノ"- ノ、 プミ →= ロヨ、 三丘 ブし、 ノヘ フ可

、

三すEしL E寸オココし
ペコ CEコE 斗ココ 寸三 ヨ王

ノヘ 三且 ロ耳
Cコ 仁二コ 亡コ Cコ Cコ 仁二〉 Cつ 仁コ Cコ Cつ ( 

"ー・一，ー仲ー 四ーー~ --- ー-----同

ー額
C二〉 にコ 亡コ Cコ 亡つ Cコ Cコ Cつ ζコ Cつ 亡コ

CCココ 亡Cココ CCコつ 仁Cココ 亡Cココ 亡亡ココ C己ココ C亡ココ 亡Cココ 亡つ
C己ココ亡つ

最
、 、 、 、 、

亡仁ココ 亡コ ヨζコ王 亡コ 寸三 三丘 プミ 寸コ 三E 三玉
Cコ 仁コ 三E 仁コ 仁コ Cコ 仁ご〉 ヨ王

Cコ Cコ E二〉 亡コ ζコ 仁コ Cつ 仁コ 仁二コ 仁コ E二〉
ー ----ーーー 同ーー--- ーーーー+ーー

円高亡コ Cコ 亡コ 亡コ Cコ E二コ Cコ Cコ C二〉 仁二コ Cコ

亡Cココ 仁己ココ 亡Cココ C仁ココ 亡Cコつ 亡仁ココ Eζココ 仁Cココ 仁コ
C亡ココ

仁二〉
Eコ 仁二〉

最

亡ノ九コ Cコ 三EL. 三丘
C/コ、 -t:; ペコ 亡F=L〉

ノべ、 三EL.
Cコ 亡コ Cコ 亡コ 亡コ Cコ 仁三コ 亡コ ( 

ーーー・ーー# ーーーーーーー ----_ー- ーー，ーーーー 昨----・ーー -----ーー+

喧低Cコ 仁=コ 仁コ 亡コ Cコ cコ 亡コ Cコ 仁コ 亡コ 亡つ
仁二コ E亡二コ〉 ECココ Cコ 亡コ Eコ Cコ 仁コ Cコ 亡コ 亡二3
C二〉 亡コ 仁コ Cコ Cつ 亡コ Cつ 亡コ にコ

平

ノゴ一、
コ

ノゴー、'- 三プ亘ミ ペコ 区ヨ ノl
= 士=ゴ 寸三仁コ

三EL. ノl ノ、 lI9 Cコ F、、
( 

ーー酔 E 時ーザ』 -"“ーーー ーー---世ー

巴均ブ... 
Zア区E可E E ヨE王耳 ペヨノヘコ

フ可 Cつ ノ、 ヌ守 フ可 恒主主

→EE = 
Cコ 亡E二ココ 寸ノヘコ ヨ王 ノ1三EL. 仁コ

第

五

編

近

代

第

一

七

表

山

軍

馬

八
五
四



天

間
( 届司

林 南部

村 の
誉

史

城葉柏

σ〉
馬

よ

用づ| 

八
五
五

十 11 十月 十月 }LII 八 11 七月 六 11 五 11 四 月 一月 二 昭bu 
数

年 年 年. 年 年 年 年 年 年 年 年 和 平

均

頭
、 、 、 、 、 、

ヨ竺ゴ王
ヨ才FL14 寸ブ二L三

C斗ココ 区プ百ミ ペ亡区二ヨ二〉 一 = 
数= ヨブ1王4 三一E乙 オブLし= 亡コ 亡コ

Cベ=ココ、 寸二 亡コ 線
ヨ宝王玉、 ヨE王B 、 寸ヨニコ

Cコ
三fL 寸二三 ペコ ヨ王 寸三、

フ~ヨ ノ/一、、 主F丘¥ ペE4コEコヨ
Eー二コ

Cつ ペ/、コ
/、 寸コ プて

ブし 71.. -t; 
亡コ Cコ ペコ E二コ 3'i. 

( 

亡コ Eコ にコ Cつ 亡コ 亡二コ 亡コ 亡コ Cコ 仁コ 亡つ 円額
亡Cコ2 ζコ E己ココ Cコ CEココ Cコ Cコ 仁Cココ 仁コ 仁コ

ζ己ココ
Eコ 仁コ 己つ 亡コ Cコ 仁コ

最
= 三fL、 プミ、 プミ、 、

亡コ 三亡コ玉 ノC一コ、 寸= コ 三E Eコ 三歪乙 亡二〉
Eコ Cコ 亡二〉 C二〉 亡コ 亡コ 亡コ Cコ
とつ 亡つ Cコ Cコ 亡つ 亡つ Cコ 亡つ Cコ Cコ Cコ

( 
ーーー『声ーー 一司 #ーーーーーー ---ーーー -ーー---- ------
仁コ Cつ Eコ 仁コ Cコ 亡=コ 亡二〉 亡二コ Cコ 亡コ Cコ 円高亡コ 亡亡つコ 己つ C仁ココ CCココ 亡つ CCココ にCココ Cコ 亡仁ココ 亡つ
亡コ Cコ ζニコ ζコ Cコ ) 

最

ノヘ 士三 コ
一

三百L ヱゴ
亡コ Cコ 亡コ Cコ ヨ王 lZ9 くニコ Cコ

仁コ Cコ 仁コ 亡コ 亡コ Cコ Cコ Cコ Cコ 仁二コ Cコ 円低仁コ C亡ココ Cつ 亡コ C己ココ Cコ cコ CCココ Cコ 亡コ Ccニココ
Eコ Cコ 亡コ Cコ C三コ Cコ 亡コ

平

4三 Eコ 寸コ
三E 己フ可コ フ可

Cコ /、 三fi_ /、
Cコ lZ9 ロE

ーーーーーー "ーーーーーー 世 4開ーーーー ー骨ー.担割'

ブし
ー-ー_.・ーー

号 均Cプペコ三て フノ可、、 Cノ1コ プCオつ1ミ， 亙ヨ王王 プミ
E寸EこL オ4EヨL 三

ノ、 ヨペ王ニコ ー

第
一
七
表
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民
間
馬



軍馬補充部七戸支部(3)一二頭曳ー

軍馬補充部七戸支部(4)寸動〈メラサド達一

第

五

編

近

代

八
五
六



大
正
一
五
年
、
規
模
縮
少
に
伴
う
改
編
に
よ
り
三
本
木
支
部
の
派
出
部
と
な
り
、
さ
ら
に
作
業
も
合
理
化
さ
れ
、
人
員
も
削
減
さ
れ

た
。
昭
和
五
年
に
軍
人
勅
諭
下
賜
五
十
年
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
、
今
日
に
至
る
ま
で
軍
馬
補
充
部
の
存
在
を
物
語
っ
て
い
る
。
昭
和
八

年
に
は
規
模
縮
少
に
伴
い
、
大
蔵
省
管
轄
に
な
っ
て
い
た
土
地
が
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
が
二
反
歩
三
円
、
二
戸
当
り
一
町
悲
払
い
下

げ
で
あ
っ
た
た
め
、

一
般
の
人
と
は
ほ
と
ん
ど
購
入
出
来
ず
(
当
時
月
給
一
二

O
円
程
度
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
)
、
こ
れ
ら
の
土
地
は

現
在
天
間
林
村
の
大
地
主
で
あ
る
人
々
が
、
仲
間
と
共
同
で
買
い
集
め
た
と
い
う
。
規
模
縮
少
後
に
お
け
る
予
算
額
は
、
年
一
間
二

O
万
円
程
度
と
ほ
ぼ
半
減
し
た
が
、

そ
れ
で
も
当
時
の
村
予
算
と
同
額
で
あ
っ
た
と
い
う
。

昭
和
二
一
年
日
華
事
変
勃
発
以
後
、
再
び
軍
馬
へ
の
需
要
は
高
ま
り
、
三
本
木
支
部
に
は
補
充
馬
廠
が
置
か
れ
、

さ
ら
に
旧
乙
供

分
厩
庁
も
再
建
さ
れ
た
。
昭
和
一
九
年
に
は
三
本
木
支
部
に
区
隊
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
一
区
隊
が
天
間
林
村
に
も
駐
屯
す
る
。

戦
争
の
激
化
と
と
も
に
軍
馬
の
需
要
は
増
加
し

つ
い
に
は
民
聞
か
ら
も
徴
発
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
、
ま
た
こ
の
頃
に
は
付
近

農
民
も
徴
兵
さ
れ
て
い
た
た
め
作
業
は
人
手
不
足
が
深
刻
と
な
り
、
農
兵
隊
と
し
て
朝
鮮
人
が
送
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
朝
鮮
人
農
兵

隊
員
を
よ
く
い
じ
め
る
日
本
人
も
お
り
、
昭
和
一
九
年
に
彼
ら
の
う
ち
五
人
が
六
ケ
所
村
目
の
越
よ
り
逃
亡
し
、
う
ち
三
人
は
五
戸

牧
場
(
現
東
北
町
北
部
に
あ
る
)
、

一
人
は
上
野
駅

い
ま
一
人
は
下
関
ま
で
逃
亡
し
て
い
る
。
終
戦
後
は
、
逆
に
日
本
人
側
が
戦
々

恐
々
と
し
て
い
た
と
い
わ
れ
、

い
く
つ
か
の
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
た
よ
う
で
あ
る
。

終
戦
に
よ
り
軍
馬
補
充
部
三
本
木
支
部
七
戸
派
出
部
も
解
体
と
な
り
、
旧
軍
人
、
軍
属
に
よ
り
生
活
基
盤
を
求
め
る
た
め
の
補
導

会
が
組
織
さ
れ
、
同
地
で
営
農
に
当
ろ
う
と
し
た
が
、

G
H
Q
の
指
令
で
解
散
と
な
り
、

一
般
農
民
へ
の
解
放
が
決
定
、
今
日
み
ら

れ
る
如
き
美
田
と
な
る
た
め
の
新
し
い
開
墾
作
業
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

天

間

林

村

史

八
五
七
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第
二
一
一
間
林
村
に
お
け
る
軍
馬
補
充
部
七
戸
支
部
概
略
図

中野川
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第
五
編

近

代

八
六

O

(
以
上
の
記
述
は
、
戦
前
、
軍
馬
補
充
部
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
、
鳥
谷
部
喜
代
松
、
中
里
要
吉
、
手
代
森
徳
松
、
天
間
義
勝
、
金
沢
重
次
郎
の

五
氏
が
、
本
村
史
執
筆
の
た
め
に
聞
い
て
く
れ
た
座
談
会
記
録
、
鳥
谷
部
氏
お
よ
び
中
堅
氏
に
よ
る
執
筆
者
へ
の
文
章
を
基
に
し
て
い
る
。
ま
た

前
掲
見
取
図
は
中
里
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
掲
載
し
た
写
真
は
鳥
谷
部
氏
の
提
供
に
よ
る
。
軍
馬
補
充
部
三
本
木
支
部
に
関
す
る
資
料
は

今
日
ま
で
比
較
的
存
在
し
て
い
る
も
の
の
、
七
戸
支
部
に
関
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
発
見
出
来
な
い
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ら
五
氏
、
特
に
鳥
谷

部
・
中
里
両
氏
の
か
か
る
協
力
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
本
節
の
執
筆
は
著
し
く
困
難
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
)

さ
て
、
以
上
で
判
明
す
る
如
く
、
軍
馬
補
充
部
七
戸
支
部
(
大
正
一
五
年
よ
り
三
本
木
支
部
七
戸
派
出
部
)

は
、
そ
の
名
の
通
り

戦
争
と
共
に
出
現
し
、
軍
縮
に
よ
り
縮
少
さ
れ
、

ま
た
戦
争
勃
発
に
よ
り
拡
大
さ
れ
、
太
平
洋
戦
争
敗
戦

1
新
生
日
本
の
誕
生
の
中

で
永
久
に
消
え
て
い
っ
た
。

で
は
一
体
こ
の
軍
馬
補
充
部
は
、
天
間
林
村
に
と
っ
て
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

先
に
も
若
干
ふ
れ
た
如
く
、
こ
の
補
充
部
が
も
ら
し
た
利
点
と
し
て
は
、
付
村
民
が
現
金
収
入
を
得
る
機
会
が
出
来
た
こ
と
、
同

民
間
馬
産
家
が
、
軍
馬
と
し
て
の
購
買
を
希
望
、

そ
の
た
め
馬
産
の
改
良
が
進
み
、
民
間
に
お
け
る
馬
産
全
体
の
発
展
に
役
立
っ
た

こ
と
、
日
補
充
部
の
大
農
経
営
は
、

一
般
農
家
の
模
範
と
も
な
る
べ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
こ
の
う
ち

第
三
の
点
は
、
当
時
の
天
間
林
村
民
に
と
っ
て
は
、
自
分
達
ま
で
が
こ
れ
を
行
な
う
こ
と
は
不
可
能
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
狭
い

田
畑
経
営
を
主
体
と
す
る
農
民
に
と
っ
て
は
機
械
化
な
ど
不
可
能
で
あ
り
、

ま
し
て
や
そ
の
購
入
費
用
す
ら
な
い
の
が
現
実
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
軍
馬
補
充
部
が
開
設
さ
れ
た
中
で
、
我
々
が
思
い
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
「
:
:
:
然
シ
軍
用
地
ノ
為
メ
耕
作



面
積
大
ニ
狭
メ
ラ
レ
ル
ニ
至
リ
」
(
天
間
舘
青
年
学
校
「
郷
土
調
査
』
)
た
る
事
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
単
に
田
畑
地
の
み
で
は
な
く
、

民
間
の
馬
飼
育
の
放
牧
地
を
も
狭
め
る
も
の
で
あ
り
、
村
民
は
多
く
が
、

は
る
ば
る
六
ケ
所
村
あ
た
り
ま
で
馬
の
放
牧
に
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

軍
馬
補
充
部
の
開
設
と
同
時
に
田
畑
事
業
と
の
矛
盾
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
の
は
、
次
の
資
料
で
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

御

請

書

青
森
懸
上
北
郡
天
間
林
村
大
字
天
間
舘
字
中
野
外
九
ヶ
字
原
野
反
別
五
百
九
拾
六
町
六
反
五
畝
七
歩
ノ
内

字
中
野
全
森
ノ
上

原
野
反
別
参
拾
弐
町
五
反
歩

但
右
反
別
ハ
革
路
約
払
下
出
願
者
ノ
内
中
島
勝
次
郎
ニ
返
地
命
令
際
払
下
ノ
手
続
キ
ナ
ス
ヘ
キ
分

差
ヲ|残

反
別
五
百
六
拾
四
町
壱
反
五
畝
七
歩

此
返
地
賠
償
金
参
寓
参
千
八
百
弐
拾
弐
円
参
拾
銭

但
該
地
上
ニ
於
ケ
ル
築
造
物
及
樹
木
其
他
ノ
物
件
共
有
形
ノ
倦
悉
皆

右
ハ
議
約
払
下
出
願
中
ノ
処
今
般
官
ノ
御
都
合
ニ
依
リ
返
地
御
命
令
相
成
候
節
ハ
左
記
事
項
承
諾
ノ
上
御
請
申
上
べ
ク
候

也天

間

林

村

史

可、L
、

1
J
r
τ
ノ



第
五
編

近

代

守、、し、

F

，J
ヲノ

記

一
返
地
ニ
就
テ
ハ
前
期
ノ
賠
償
金
額
ヲ
以
テ
何
時
ニ
シ
テ
モ
異
議
申
間
敷
候
事

二
返
地
ノ
際
現
ニ
作
付
ノ
耕
作
物
ニ
シ
テ
其
年
度
内
ニ
収
穫
シ
得
ル
モ
ノ
ハ
環
約
払
下
出
願
者
ノ
所
得
ト
ナ
ス
コ
ト

但
本
項
ノ
期
間
内
ニ
耕
作
物
ノ
除
却
ヲ
命
セ
ラ
ル
〉
ト
キ
ハ
該
地
現
主
管
庁
ヨ
リ
其
相
当
償
価
ヲ
申
受
ク
ル
コ
ト
。

明
治
四
拾
年
七
月
二
十
日

青
森
豚
上
北
郡

議
約
払
下
出
願
人
。

鷹
山
字
太
郎
⑮

飯
田
八
百
司
⑮

佐
野

み
き
⑮

角
廉
他
四
郎
⑮

上
崎
光
一
郎
@

工
藤

謙
蔵
⑮

中
嶋
勝
次
郎
⑮

角
廉
清
三
郎
⑫

漆
戸
吉
二
郎
⑮

江
藤

鼎

⑮ 

青
森
大
林
区
署
長

星
野
政
敏
殿

『
申
野
・
中
嶋
家
文
書
』



七
発
丙
第
四

O
号

明
治
四
十
一
年
二
月
二
十
八
日

軍
馬
補
充
部
七
戸
支
部
長

棲
田
軍
太
夫

上
北
郡
長
小
嶋
吏
吉
殿

藻
テ
屡
々
御
配
慮
相
煩
ハ
シ
候
天
間
林
村
大
字
天
間
舘
字
中
野
外
九
ヶ
字
ノ
内
七
戸
町
鷹
山
宇
太
郎
九
名
ノ
濠
約
払
下
出
願
中
ニ
係
ル
固
有
原

野
弁
ニ
全
大
字
国
道
並
木
敷
地
今
回
陸
軍
省
用
地
ト
シ
テ
管
理
換
許
可
相
成
候
ニ
付
テ
ハ
各
関
係
者
ヨ
リ
要
求
ノ
賠
償
金
請
求
方
ハ
不
可
分
債

権
ニ
ア
ラ
ザ
ル
限
リ
ハ
法
律
上
各
自
ノ
共
有
権
持
分
ヲ
明
確
ニ
区
分
シ
各
取
得
額
ヲ
請
求
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
旨
其
筋
ヨ
リ
通
報
之
レ
ア
リ
候
間

甚
タ
御
手
数
ノ
義
ニ
候
へ
共
各
関
係
者
へ
御
指
示
ノ
上
別
紙
書
式
ニ
張
リ
至
急
請
求
書
提
出
ス
ベ
キ
様
俸
達
ヲ
御
取
計
サ
レ
ア
リ
度
及
御
依
頼

11.美
也

追
テ
国
有
原
野
井
ニ
並
木
敷
地
ニ
対
ス
ル
賠
償
金
額
区
分
ハ
左
記
ノ
通
リ
ニ
シ
テ
尚
其
他
建
物
ニ
係
ル
分
ハ
種
々
建
築
ノ
手
数
ヲ
モ
要
ス

ル
義
之
レ
ア
リ
候
ニ
付
嘗
部
ヨ
リ
直
接
建
物
所
有
者
へ
協
議
致
ス
ベ
ク
ニ
候
ニ
付
為
念
申
方
添
へ
候
也

日
U

-一=ロ

一
金

参
万
弐
千
百
七
拾
八
円
八
拾
銭

固
有
原
野
ニ
対
ス
ル
分

金

壱
千
弐
拾
七
円
弐
拾
銭

並
木
敷
地
ニ
対
ス
ル
分

以
上

(
『
中
野
・
中
嶋
家
文
書
』
)

天

間

林

村

史

八
六



第
五
編

近

代

八
六
回

承
諾
書

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
天
間
舘
字
中
野
七
拾
七
番
ノ
内

原
野
反
別
拾
町
九
畝
武
拾
参
歩

開
墾
畑
反
別
八
町
六
反
九
畝
或
拾
参
歩

全

防
風
林
反
別
五
反
歩

計

反
別
九
町
壱
反
九
畝
或
拾
参
歩

全

郡
全
村
大
字
全
字
森
ノ
上
或
番
ノ
武

原
野
反
別
七
拾
九
町
参
反
六
畝
或
拾
五
歩
ノ
内

開
墾
畑
別
試
拾
参
町
参
反
七
歩

全

防
風
林
反
別
壱
町
歩

計

反
別
或
拾
四
町
参
反
七
歩

合
計

反
別
参
拾
参
町
反
歩

右
ハ
議
テ
開
墾
地
ト
シ
テ
議
約
携
下
出
願
中
ノ
処
今
般
陸
軍
省
用
地
ト
シ
テ
御
入
用
ノ
趣
ニ
就
テ
ハ
左
記
傑
件
或
項
ノ
内

何
レ

ア
モ
御

工
次
第
承
諾
可
申
上
此
段
御

草
上
候
也



記

一
天
間
林
村
大
字
天
間
舘
字
森
ノ
下
モ
拾
七
番
原
野
反
別
参
拾
町
ハ
反
壱
畝
拾
歩
ヲ
青
森
大
林
区
署
ヨ
リ
拙
者
ニ
特
責
致

候
ト
キ
ハ
其
差
額
壱
反
歩
ニ
付
金
拾
壱
円
ツ
〉
ノ
賠
償
金
ヲ
以
テ
御
承
諾
可
致
事

但
特
責
原
野
反
別
ト
濠
約
梯
下
出
願
中
ノ
反
別
ト
封
照
致
シ
反
別
ニ
差
異
ア
ル
ト
キ
ハ
議
約
梯
下
出
願
中
ノ
土
地
ハ
反

金
ヲ
拾
四
円
ツ
〉
ト
シ
特
賞
ノ
原
野
ノ
反
金
ヲ
参
円
ツ
〉
ト
シ
計
算
ス
ル

二
前
項
ノ
字
森
ノ
下
モ
拾
七
番
ノ
原
野
反
別
ヲ
陸
軍
省
ニ
テ
頭
書
拙
者
諌
約
梯
下
出
願
中
ノ
土
地
反
別
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
壱

反
歩
二
付
金
拾
壱
円
ツ
〉
ノ
賠
償
金
ヲ
以
テ
御
承
諾
可
致
事

但
交
換
ノ
原
野
反
別
ト
橡
約
梯
下
出
頭
中
ノ
土
地
反
別
ト
封
照
致
シ
反
別
ニ
差
異
ア
ル
ト
キ
ハ
殻
約
梯
下
出
願
中
ノ
土
地

ハ
反
金
ヲ
拾
四
円
ツ
〉
ト
シ
交
換
ノ
原
野
ノ
反
金
ヲ
参
円
ツ
〉
ト
シ
計
算
ス
ル
事

青
森
懸
上
北
郡
天
間
林
村
大
字
天
間
舘

明
治
四
拾
年
七
月
拾
六
日

中

嶋

勝

次

良E

⑮ 

軍
三《馬
本:補
木)充
支部
部
長
棲
国
軍
太
夫
殿

(
『
中
野
・
中
嶋
家
文
書
』
)

天

間

林

村

史

八
六
五



第
五
編

近

代

七
発
丙
第
二
四
八
競

明
治
四
拾
一
年
十
一
月
十
三
日

軍
馬
補
充
部
七
戸
支
部
⑮

中
嶋
勝
次
郎
殿

八
六
六

務
テ
買
収
ノ
義
協
議
ノ
土
地
登
記
ノ
上
代
金
交
付
可
致
ニ
付
別
紙
書
類
ニ
捺
印
(
賓
買
証
書
ニ
ハ
相
当
印
紙
貼
用

)
E印

鑑
護
明
書
ヲ
添
へ
至
急
当
部
へ
送
付
相
成
度

固有・民有別土地面積

(犬正15)

官有別 地目別 面積何) 割合的)

官 固有林 15，552 67 

有
陸軍用地

3，075 13 
そ の 他

I也 i口入 百十 18，628 80 

回 950 4.1 

民

土田 972 4.2 

有

山 中本 531 2.1 

有

原 野 2，172 9.6 

t也
弓~コ→・ f也 71 

i口入 計 4，651 20 

総 言十 23，279 100 

第18表

陸

軍

(W大正十五年村勢要覧』より作成)

(
『
中
野
・
中
嶋
家
文
書
』
)

軍
馬
補
充
部
が
設
け
ら
れ
た
地
区
は

官
有
原
野
多
く
、
荒
涼
た
る
一
帯
で

あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
明

治
四

O
年
噴
に
は
す
で
に
そ
の
一
部

は
村
民
ら
に
よ
り
開
墾
の
手
が
加
え



ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
中
嶋
氏
た
ち
然
り
、
そ
し
て
先
述
の
如
く
早
川
善
吉
氏
に
よ
る
遠
大
な
計
画
も
今
よ

う
や
く
緒
に
つ
い
て
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
「
国
道
以
東
ハ
地
勢
裁
然
ト
シ
テ
南
北
ニ
分
タ
レ
、
北
西
部
ハ
華
々
タ
ル
草
原
ニ
シ
テ
、
水

ヲ
得
パ
嘗
ニ
万
項
ノ
良
田
ヲ
得
ベ
キ
平
野
ナ
ル
モ
、
今
ハ
陸
軍
用
地
ト
シ
テ
軍
馬
ノ
探
踊
ニ
委
ス
」
(
二
ツ
森
尋
常
小
『
郷
土
誌
』
大

よ
う
や
く
戦
後
の
開
放
に
よ
り

開
畑
、

正
七
)
状
況
の
中
に
お
か
れ
て
以
降
は
、
こ
の
地
に
開
墾
の
手
が
加
わ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

そ
し
て
「
水
ヲ
得
」
る
こ
と
に
よ
り
一
面
の
美
田
と
化
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
圧
倒
的
部
分
を
国
有
林
と
し
て
、

参
考
ま
で
に
あ
げ
る
と
、
大
正
一
五
年
一
月
一
日
現
在
に
お
け
る
固
有
・
民
有
別
土
地
面
積
は
第
一
八
表
の
通
り
で
あ
る
。

ま
た
開
墾
可
能
で
あ
ろ
う
原
野
を
軍
馬
補
充
部
用
地
と
し
て
占
め
ら
れ
る
に
至
っ
た

天

林

史l

間

村

天
間
林
村
で
は
、
農
民
の
農
業
を
通
じ
て
の
拡
大
再
生
産
は
著
し

く
阻
害
さ
れ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
い
。
そ
う
し
た
点
に
こ
そ
、

前
節
で
ふ
れ
た
、
中
野
氏
の
批
判
が
あ
っ
た
と
も
み
ら
れ
る
。
か

軍馬補充部の碑

か
る
状
況
が
、
大
正
・
昭
和
期
を
通
じ
て
天
間
林
村
の
農
業
経
営

を
如
何
な
る
方
向
へ
と
追
い
や
る
の
か
は
、
章
を
改
め
て
の
べ
て

み
た
い
。

八
六
七
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第
四
節
、
軍
馬
政
策
に
関
す
る
若
干
の
問
題
点

軍
馬
補
充
部
七
戸
支
部
は
一
一
首
う
ま
で
も
な
く
、
奥
羽
種
馬
牧
場
も
ま
た
、
以
上
み
た
知
く
に
我
国
の
軍
馬
改
良
・
育
成
事
業
の
発

展
の
中
で
創
立
さ
れ
発
展
さ
せ
ら
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
「
[
軍
馬
に
対
す
る
軍
事
的
要
請
は
]
む
し
ろ
資
本
主
義

の
展
開
と
と
も
に
、

そ
の
基
礎
の
弱
さ
を
軍
事
力
に
よ
っ
て
補
お
う
と
し
た
わ
が
国
の
資
本
主
義
に
お
い
て
は
い
よ
い
よ
そ
の
要

請
を
強
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
(
農
業
発
達
史
調
査
会
『
日
本
農
業
発
達
史
・
五
』
)
と
い
う
評
価
は
全
く
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

故
に
こ
そ
こ
の
軍
馬
育
成
と
い
う
事
業
が
我
国
の
農
業
実
態
に
適
合
せ
ず
、
矛
盾
を
惹
起
し
た
事
例
も
ま
た
あ
げ
ら
れ
て
い
る
(
同

上
書
)
。

し
か
し
か
か
る
矛
盾
・
抵
抗
は
あ
っ
た
も
の
の
、
軍
馬
育
成
事
業
が
我
国
罵
産
史
上
に
も
た
ら
し
た
影
響
も
、
ま
た
大
き
な
も
の

が
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
と
に
そ
の
品
種
改
良
を
始
め
と
す
る
馬
産
政
策
の
足
跡
は
大
き
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

に
刺
激
さ
れ
つ
つ
民
間
馬
産
も
発
展
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
も
多
分
に
存
在
す
る
。
あ
る
い
は
多
く
の
国
立
な
い
し
は
陸
軍
管
轄
の
種

馬
牧
場
等
に
お
け
る
近
代
的
農
法
は
確
か
に
馬
産
家
の
み
な
ら
ず
日
本
農
業
全
体
へ
の
刺
激
と
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

今
、
こ
の
こ
と
を
奥
羽
種
馬
牧
場
と
軍
馬
補
充
部
七
戸
支
部
に
限
っ
て
み
た
場
合
に
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
者
の
行
な
っ
た
民
間
馬
へ
の
余
勢
種
付
の
問
題
、
あ
る
い
は
後
者
に
よ
る
優
良
罵
の
高
価
購
入
は
、
民
間
馬
産
家
に
と
っ
て
は

ま
こ
と
に
品
種
改
良
の
必
要
性
を
認
識
さ
せ
る
に
貢
献
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
両
者
共
に
実
施
し
て
い
た
大
農
法
経
営

の
あ
り
方
は
先
述
の
如
く
多
く
の
見
学
者
す
ら
出
現
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
誘
致
に
よ
り
七
戸
経
済
の
発
展
を
図
る
こ
と
に
目
的
を
持



っ
て
い
た
と
い
う
が

(
盛
田
達
三
前
掲
著
)
、
た
し
か
に
こ
の
事
実
は
馬
産
一
般
を
通
し
て
現
れ
た
と
言
い
う
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
「
国
家
的
要
請
」
の
下
で
原
野
・
耕
地
が
奪
わ
れ
、
こ
れ
が
た
め
に
農
業

特
に
主
穀
栽
培
を
主
体
と
す
る
農
業
が
制
限
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
多
く
の
農
民
を
し
て
馬
産
へ
と
向
わ

せ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
だ
が
放
牧
地
の
狭
さ
、
資
力
の
な
さ
か
ら
由
来
す
る
馬
小
作
を
広
く
存
在
さ
せ
る
こ
と
の
一
因
と

も
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

軍
馬
政
策
一
般
に
関
し
て
言
え
ば
、
民
需
に
基
礎
を
置
か
ぬ
馬
産
は
、

一
時
的
必
要
性
(
戦
争
)
を
別
と
す
れ
ば
、
し
だ
い
に
停

滞
方
向
に
進
む
こ
と
に
な
り
、
大
正
中
期
以
降
の
馬
匹
数
の
減
少
は
そ
の
現
れ
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
「
軍
馬
御
用
」
を
目
的
と
す

る
民
間
馬
産
は
こ
れ
に
よ
り
打
撃
を
こ
う
む
る
こ
と
は
必
至
で
あ
っ
た
ろ
う
。

軍
需
と
い
う
特
殊
な
条
件
の
も
と
に
発
展
し
て
き
た
馬
産
が
、

い
き
お
い
民
需
ー
ー
ー
農
耕
馬
生
産
!
を
忘
却
し
が
ち
に
な
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
健
全
な
る
農
業
社
会
の
発
展
を
生
み
出
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

南
部
地
方
に
お
け
る
馬
産
も
、

し
た
が
っ
て
常
に
岐
路
に
立
ち
つ
つ
歩
ん
で
き
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

第
五
節

民
間
馬
産
の
実
態
ー
そ
の
一
斑

南
部
地
方
に
お
け
る
馬
産
事
業
の
概
略
に
つ
い
て
は
す
で
に
第
一
節
で
ふ
れ
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
資
料
の
許
す
限
り
に

お
い
て
天
間
林
村
内
に
お
け
る
民
間
馬
産
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。

す
で
に
江
戸
時
代
よ
り
天
間
林
村
内
で
も
広
く
一
般
に
馬
産
が
行
な
わ
れ
て
い
た
事
は
先
述
の
知
く
で
あ
る
が
、
明
治
時
代
に
入

天

間

林

村

史

八
六
九
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O

っ
て
か
ら
は
一
層
こ
の
傾
向
は
強
ま
っ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
村
内
に
お
げ
る
馬
匹
飼
育
頭
数
を
年
次
別
に
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
残
念
な
が
ら
不
可
能
で
あ
る
が
、

い
く
つ
か
の
資
料
よ
り
断
片
的
で
は
あ
る
が
変
化
を
示
し
て
お
こ
う
。

O

明
治
一

0
年
代
(
『
上
北
郡
村
誌
劇
』
よ
り
)

牡

九

頭

牝
一
、
三
四
六

計
一
、
五
三
八

O

大
正
一
四
年
七
月
一
日
現
在
(
『
大
正
一
五
年
度
・
村
勢
要
覧
』
よ
り
)

牡

。
頭

牝
一
、

O
一四

計
一
、

二
一
五

O

昭
和
六
年
(
「
天
間
林
村
勢
一
覧
表
』
よ
り

計
一
、

一
七
九
頭

O

昭
和
一

O
年
頃
(
『
郷
土
調
査
』
よ
り
)

計
て
五
八
八
頭



こ
の
よ
う
に
常
に
千
頭
以
上
の
馬
を
村
内
各
農
家
で
は
飼
育
し
て
き
で
お
り
、
明
治
三

O
年
以
降
は
一
般
に
は
減
少
傾
向
に
あ
っ

た

(
県
全
体
、
上
北
郡
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
こ
と
は
第
一
節
を
参
照
)
と
は
い
い
う
る
も
の
の
、
天
間
林
村
で
は
依
然
と
し

て
主
要
な
産
業
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

明
治
一
七
年
六
月
に
は
県
令
番
外
布
達
「
産
馬
取
締
規
則
」
に
よ
り
七
戸
組
合
の
範
囲
内
に
お
か
れ
、
こ
れ
以
降
は
こ
の
組
合
の

許
す
範
囲
内
で
の
馬
産
活
動
と
な
る
。
こ
の
布
達
は
、
先
述
の
如
く
県
内
を
七
組
に
分
け
た
も
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
に
肝
入
二
名
を
置

く
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
肝
入
選
挙
法
あ
る
い
は
任
期
な
ど
は
各
組
毎
に
定
め
ら
れ
た
ら
し
い
こ
と
は
次
の
資
料
よ
り

判
明
す
る
。
(
一
七
年
の
一
産
馬
取
締
規
則
」
は
『
青
森
県
農
業
協
同
組
合
史
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
)

I ~[J~a I 
委

イ壬

状

之

事

今
般
産
馬
取
締
規
則
御
発
布
相
成
候
ニ
付
、
二
ツ
森
村
盛
田
長
作
ヲ
以
テ
代
人
ト
定
メ
拙
者
先
ノ
名
儀
ヲ
以
テ
左
ノ
権
限
委
任
代
理
及
度

候
事一

産
馬
肝
煎
撰
挙
ノ
方
法
ヲ
設
ク
ル
事

一
産
馬
肝
煎
撰
挙
ノ
事

一
産
馬
肝
煎
任
期
ヲ
定
ム
ル
事

天

間

林

村

史

J¥ 
七
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J¥ 
七

一
産
馬
取
締
上
組
合
ノ
利
害
得
失
ニ
関
シ
意
見
ア
レ
ハ
、
組
合
ニ
請
願
及
司
其
件
候
以
テ
規
則
ヲ
設
ケ
ル
事

一
組
合
利
害
得
失
上
ニ
関
シ
会
場
ヨ
リ
生
ス
ル
意
見
又
ハ
自
分
ノ
意
見
ヲ
提
出
ス
ル
等
従
テ
賛
否
ニ
関
ス
ル
事

右
委
任
状
の
テ
如
件

明
治
十
七
年
八
月
廿
九
日

上
北
郡
二
ツ
森
村

二
ツ
森
長
右
エ
門
⑮

(
出
所
不
明
史
料
)

そ
の
後
明
治
二
二
年
二
月
県
令
第
八
号
「
産
馬
取
締
規
則
」
が
公
布
さ
れ
、
産
馬
改
良
事
業
の
よ
り
一
層
の
前
進
を
図
る
こ
と
と

な
る
。

一
七
年
の
規
則
と
比
較
し
て
、
特
に
組
合
長
な
ど
の
職
務
権
限
が
強
化
さ
れ
、

か
つ
組
合
長
あ
る
い
は
産
馬
委
員
の
資
格
が

所
有
頭
数
に
よ
る
制
限
(
各
一

O
頭、

五
頭
)
が
あ
り
、

さ
ら
に
組
合
長
に
対
す
る
行
政
庁
の
監
督
権
の
強
化
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
も
当
時
の
情
勢
下
で
は
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
(
『
青
森
県
農
業
協
同
組
合
史
』
)
。

一
七
年
の
規

則
に
比
べ
れ
ば
、
こ
の
こ
二
年
の
規
則
に
お
け
る
産
馬
組
合
は
た
し
か
に
近
代
的
協
同
組
合
へ
主
接
近
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
産
馬
改
良
に
と
っ
て
も
っ
と
も
基
本
的
な
事
の
一
つ
は
種
牡
馬
に
関
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
一
七
年
の
規
則
に
お

い
て
種
付
の
貸
付
の
公
正
を
期
す
べ
き
条
項
(
六
五
条
)
が
存
在
す
る
が
、
さ
ら
に
二
二
年
に
は
第
二
四

1
第
三
四
条
の
一
一
ヶ
条

に
お
い
て
種
牡
馬
の
管
理
、
取
締
を
明
確
に
規
定
し
て
い
る
。

一
七
年
段
階
で
は
「
父
馬
組
合
」
と
呼
称
さ
れ
る
も
の
が
「
種
牡
馬



組
合
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
種
牡
馬
の
撤
取
は
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

検
査
、
申
告
の
義
務
が
付
け
加
え
ら
れ
、

ま
た
種
牡

馬
の
管
理
上
の
手
落
ち
あ
る
場
合
の
貸
与
禁
止
条
項
な
ど
、

い
ず
れ
も
き
び
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

か
く
し
て
天
間
林
村
村
内
に
お
い
て
も
、

い
く
つ
か
の
種
牡
馬
組
合

(
原
則
と
し
て
三
才
以
上
牝
馬
三

O
頭

i
四
O
頭
を
所
有
せ

る
も
の
を
一
組
合
と
す
る
)
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
こ
つ
ほ
ど
の
組
合
の
七
戸
産
馬
組
合
あ
て
「
種
牡
馬
貸
与
願
」

が
残
っ
て
い
る
の
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。

種
牡
馬
御
貸
与
願

私
共
組
合
ノ
父
馬
ト
シ
テ
飼
養
罷
有
候
種
牡
馬
之
義
ハ
本
年
五
月
中
弊
死
致
シ
候

以
来
父
馬
無
之
繁
殖
上
甚
タ
差
支
候
条
本
年
羅
場

珍
テ
適
嘗
ノ
牡
馬
ヲ
撰
シ
御
貸
与
被
成
下
度
別
紙
配
合
社
馬
調
及
放
牧
場
所
調
相
添
此
段
相
願
候
也

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林
字
李
沢

種
牡
馬
取
締
人

明
治
廿
四
年
九
月
廿
五
日

木
村
吉
太
郎
⑩

七
戸
組
産
馬
組
合
長
高
田
則
孝
殿

(
朱
筆
・
割
印
)

願
之
趣
聞
届
ク

明
治
廿
四
年
十
一
月
五
日

天

間

林

村

史

1¥ 
七
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配
合
牝
馬
調

第
一
号

一
、
青
毛
牝
馬
六
才
丈
四
尺
弐
寸

第
三
号

一
、
青
毛
牝
馬
十
四
才
丈
四
尺
六
寸

第
一
号

一
、
栃
栗
毛
牝
馬
十
四
才
丈
四
尺
三
寸

第
三
号

一
、
青
毛
牝
馬
五
才
丈
四
尺

第
四
号

一
、
青
毛
牝
馬
十
九
才
丈
四
尺
四
寸

第
六
号

一
、
青
毛
牝
馬
九
才
丈
四
尺
三
寸

第
壱
号

七
戸
産
馬
組
合
長

木
村
与
之
助
@

同

人

木
村
吉
太
郎
⑮

同

人

同

人

同

人

八
七
四

駒
嶺
正
総
回



一
、
青
毛
牝
馬
五
才
丈
四
尺
三
寸

第
壱
号

一
、
鹿
毛
牝
馬
廿
四
才
丈
四
尺
四
寸

第
弐
号

一
、
青
毛
牝
馬
四
才
丈
三
尺
八
寸

第
四
号

一
、
青
毛
牝
馬
六
才
丈
四
尺
四
寸

第
壱
号

一
、
車
一
円
毛
牝
馬
十
四
才
丈
四
尺
四
寸

第
三
号

一
、
青
毛
牝
馬
七
才
丈
四
尺
七
寸

第
七
号

一
、
青
毛
牝
馬
十
二
才
丈
四
尺
四
寸

第
九
号

一
、
黒
鹿
毛
牝
馬
五
才
丈
四
尺
四
寸

第
壱
号

天

林

史

村

間

木
村
知
之
松
⑮

李
沢

長
松
⑮

李
沢

長
松
@

同

人

李
沢

長
助
⑮

同

人

同

人

同

人

八
七
五



第
五
編

近

代

一
、
青
毛
牝
馬
十
五
才
丈
四
尺
四
寸

第
三
号

一
、
青
毛
牝
馬
十
一
才
丈
四
尺
五
寸

第
一
号

一
、
青
毛
牝
馬
十
七
才
丈
四
尺
六
寸

第
弐
号

一
、
青
毛
牝
馬
十
六
才
丈
四
尺
五
寸

第
八
号

一
、
青
毛
牝
馬
五
才
丈
四
尺
四
寸

第
十
一
号

一
、
鹿
毛
牝
馬
六
才
丈
四
尺
五
寸

第
十
二
号

一
、
青
毛
牝
馬
四
才
丈
四
尺
四
寸

第
八
号

一
、
青
星
毛
牝
馬
三
才
丈
四
尺
六
寸

第
二
号

八
七
六

木
村

三
治
⑮

同

人

伊
賀

由
蔵
⑮

同

人

同

人

同

人

同

人

李
沢

長
助
⑮



て
青
毛
牝
馬
三
才
丈
四
尺
弐
寸

第
百
二
十
九
号

一
、
青
毛
牝
馬
八
才
丈
四
尺
弐
寸

第
百
所
四
号

一
、
青
毛
牝
馬
八
才
丈
四
尺
三
寸

第
百
且
川
壱
号

一
、
青
毛
牝
馬
三
才
丈

第
百
品
川
弐
号

一
、
青
毛
牝
馬
五
才
丈
四
尺
四
寸

第
十
三
号

一
、
栗
毛
牝
馬
十
七
才
丈
四
尺
五
寸

第
弐
十
五
号

一
、
青
毛
牝
馬
六
才
丈
四
尺
コ
一
寸

第
三
十
号

一
、
青
毛
牝
馬
十
六
才
丈

放
牧
場
所
調

天

林

間

村

史

同

人

盛
田
喜
平
治
⑮

盛
田
喜
平
治

同

人

同

人

小
原
甚
兵
衛
⑩

同

人

同

人

八
七
七



第
五
編

近
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八
七
八

一
、
上
北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林
字
李
沢
七
戸
道
ノ
下
モ

一
、
東
西
凡
三
拾
丁
斗
り

一
、
南
北
凡
弐
拾
口
丁
斗
り

右
之
通
相
違
無
之
候
也

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林
字
李
沢

種
牡
馬
取
締
人

明
治
廿
四
年
九
月

木
村
吉
太
郎
⑮(

「
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

種
社
馬
交
換
願

私
共
組
合
ニ
テ
御
貸
輿
ヲ
得
居
侯
種
牝
馬
ハ
嘗
九
歳
ニ
相
成
侯
慮
有
之
加
フ
ル
ニ
交
尾
上
甚
タ
不
宜
為
メ
児
馬
ノ
産
出
不
足
ニ
テ
実
ニ
組
合

中
困
却
罷
在
候
間
何
卒
嘗
年
ノ
諏
場
ニ
於
テ
適
嘗
ノ
牡
馬
ヲ
選
ミ
交
換
御
貸
輿
ヲ
得
度
候
問
御
許
可
被
成
下
度
別
紙
配
合
牝
馬
調
及
放
牧
場
所

調
相
流
ヒ
此
段
相
願
候
也

七
戸
組
内
天
間
林
村
大
字
二
ツ
森
組
合

種
牝
馬
取
締
人

森
田
長
作

⑮ 



七
戸
産
馬
組
合
長

駒
嶺
正
総
殿

放
牧
場
所
調

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
二
ツ
森
地
内

字
川
口

一
原
野
反
別
凡
四
拾
町
歩

右
之
通
相
違
無
之
候
也

明
治
廿
六
年
八
月
廿
日

七
戸
組
内
天
間
林
村
乙
字
二
ツ
森
組
合

預
牝
馬
取
締
人

明
和
廿
六
年
七
月
五
十
日

配
合
牝
馬
調

天

林

村

問

史

フ民
不本

回

長

作

⑮ 

八
七
九



第
五
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代

第
壱
号

一
栗
毛
牝
潟
十
才
丈
四
尺
四
寸

ゐ
三
号
一
青
毛
牝
馬
十
五
才
丈
四
尺
三
寸

第
四
号

一
青
毛
牝
馬
三
才

第
四
号

一
青
毛
牝
馬
四
才
丈
四
尺
四
寸

第
一
号

一
鹿
毛
十
六
才
丈
四
尺
三
寸

第
三
号

一
青
毛
牝
馬
三
才
丈

第
五
号

一
青
毛
牝
馬
九
才
丈
四
尺
三
寸

第
六
号

一
青
毛
牝
馬
十
五
才
丈
四
尺
四
寸

ー、司、、、
J

l
J
Fノ

f
L

二
ツ
森
長
喜
⑫

二
ツ
森
仁
太
⑮

附
田
和
助
⑮

二
ツ
森
福
助
⑮

右
全
人

右
全
人



第
一
号

一
青
毛
牝
馬
十
八
才
史
四
尺
四
寸

二
ツ
森
駒
吉
⑮

第
三
号

一
全
毛
牝
馬
七
才
丈
四
尺
四
寸

右
全
人

第
四
号

一
青
毛
牝
馬
拾
才
丈
四
尺
四
寸

右
全
人

第
九
号

一
栗
毛
牝
馬
十
一
才
丈
四
尺
三
寸

右
全
人

第
一
号

一
黒
鹿
毛
牝
馬
廿
六
才
丈
四
尺
三
寸

二
ツ
森
菊
松
⑮

第
一
号

一
青
毛
牝
馬
廿
五
才
丈
四
尺
四
寸

二
ツ
森
子
之
助
⑧

第
十
六
号

一
芦
毛
牝
馬
四
才
丈
四
尺
三
寸

森
田
長
作
⑮

第
二

O
号

一
鹿
毛
牝
馬
十
三
才
丈
四
尺
一
寸

右
全
人

天

間

林

村

史

/¥ 
/¥ 



第
五
編

近

代

第
二
十
二
号

一
青
毛
牝
馬
十
六
才
丈
四
尺
三
一
寸

第
廿
三
号

一
青
毛
牝
馬
十
二
才
丈
四
尺
六
寸

第
一
号

一
青
毛
牝
馬
拾
才
丈
四
尺
四
寸

第
四
号

一
青
毛
牝
馬
六
才
丈
四
尺
四
寸

第
二

O
号

一
青
毛
牝
馬
五
才
丈
四
尺
二
寸

第
四
号

一
青
毛
牝
馬
三
才
丈

第
一
号

一
青
毛
牝
馬
十
一
二
才
丈
四
尺

第
四
号

一
青
毛
牝
馬
十
五
才
丈
四
尺
六
寸

J¥ 
J¥ 

右
全
人

右
全
人

二
ツ
森
松
助
⑮

右
全
人

二
ツ
森
赤
松
⑮

右
全
人

森
田
由
蔵
⑮

右
全
人



第
一
号

一
水
青
毛
牝
馬
十
三
才
丈
四
尺
五
寸

第
四
号

一
鹿
毛
牝
馬
十
三
才
丈
四
尺
三
寸

第
一
号

一
水
青
毛
牝
馬
十
三
才
丈

第
二
号

一
青
毛
牝
馬
十
三
才
丈

第
三
号

一
青
毛
牝
馬
三
才
丈

第
二
百
十
二
号

一
青
毛
牝
馬
十
四
才
丈

第
五
百
十
九
号

一
青
毛
牝
馬
十
五
才
丈
四
尺
五
寸

第
六
百
八
十
四
号

一
青
毛
牝
馬
八
才
丈
四
尺
四
寸

天

林

間

村

史

二
ツ
森
酉
松
⑮

右
全
人

二
ツ
森
万
太
⑮

右
全
人

右
全
人

二
ツ
森
久
之
助
繋
キ
馬
主
一
盛
田
喜
平
治

同
人
繋
キ
馬
主
右
全
人

ニ
ツ
森
助
松
繋
キ
馬
主
右
全
人

J¥ 
J¥ 
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寸
、
、
守
、
、
円
凶
」

/
/
円
ヒ

第
七
百
六
十
五
号

一
栗
毛
牝
馬
五
才
丈
四
尺

二
ツ
森
駒
吉
繋
キ
馬
主
右
全
人

第
七
百
四
十
五
号

一
青
毛
牝
馬
五
才
丈

附
田
和
助
繋
ギ
馬
主
右
全
人

計

右
之
通
相
違
無
シ
候
也

七
戸
組
天
間
林
村
大
字
二
ツ
森
組
合

預
牝
馬
取
締
人
森
田
長
作
⑮

明
治
廿
六
年
八
月
廿
日

(
出
所
不
明
資
料
)

以
上
二
つ
の
資
料
は
二
ツ
森
種
馬
組
合
、
李
沢
種
馬
組
合
か
ら
提
出
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
が
、
と
も
に
産
馬
組
合
よ
り
の
種
牡
馬

貸
与
を
願
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
両
文
書
中
に
盛
田
喜
平
治
、
小
原
甚
兵
衛
の
名
が
み
え
る
が
、
こ
れ
ら
両
名
は
七
戸
の

有
名
な
地
主
・
商
人
で
あ
り
、
二
ツ
森
組
合
中
の
文
書
に
「
二
ツ
森
久
之
助
繋
キ
馬
主
盛
岡
喜
平
治
」

の
知
く
あ
る
よ
う
に
、
彼
ら

が
天
間
林
村
に
お
い
て
馬
小
作
を
行
っ
て
い
た
事
は
こ
れ
に
で
も
判
明
し
よ
う
。
二
ツ
森
組
合
に
貸
与
さ
れ
て
い
た
種
牡
馬
は
九
才

と
あ
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
規
則
違
反
で
あ
ろ
う
が
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

種
馬
組
合
は
、
種
馬
を
購
入
あ
る
い
は
貸
与
を
受
け
、
馬
生
産
に
あ
た
る
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
そ
の
取
扱
い
、
特
に
交
尾
に

関
し
て
は
、
組
合
員
内
で
共
同
し
、

か
つ
互
い
に
き
び
し
く
律
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
李
沢
種
馬
組
合
の
規
約
証
は



次
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
。

種
牡
馬
規
契
証

岡
凶上

北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林
字
李
沢
村
種
牡
馬
規
約
書
左
ノ
条
項
ニ
依
リ
遵
守
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
一
条
配
交
牝
馬
拾
六
頭
内

木
村
吉
太
郎
五
頭

李
沢

孫
士
口
四
頭

伊
賀
松
太
郎
四
頭

李
沢
市

由¥之
松助
宅三 宅ヨ

頭頭

伊
賀
卯
之
松
壱
頭

李
沢

ト
ス

第
二
条
右
ノ
馬
匹
ノ
外
種
係
ヲ
禁
ズ

第
三
一
条
各
自
加
入
馬
匹
ノ
外
交
換
ス
ル
コ
ト
禁
ズ

第
四
条
各
自
加
入
馬
匹
死
亡
及
売
却
シ
タ
ル
時
ハ
交
換
ヲ
許
ス

第
五
条
各
自
加
入
馬
匹
ノ
外
種
馬
セ
シ
コ
ト
見
留
タ
ル
ト
キ
ハ
違
約
金
と
シ
テ
金
弐
拾
円
規
約
者
へ
出
金
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
六
条
若
シ
前
記
ノ
各
項
ニ
依
リ
違
約
出
金
致
サ
サ
ル
者
ハ
例
へ
加
入
者
ト
難
今
後
種
付
ス
ル
コ
ト
禁
ズ

第
七
条
種
付
馬
匹
ハ
四
拾
一
年
三
月
種
係
当
時
之
ヲ
定
メ

天

間

林

村

史

1
1
王

，，ノ，，
J

「
寸
t
A
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第
八
条
種
付
相
定
メ
馬
匹
ニ
種
付
シ
タ
ル
上
ハ
翌
年
ト
錐
モ
交
換
ヲ
許
サ
ズ

第
九
条
前
条
ニ
違
約
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
都
テ
種
付
ヲ
禁
ズ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
条
右
規
約
書
三
通
ト
ス

第
十
一
条
規
約
証
ハ
責
任
者
三
名
ニ
テ
保
持
ス

右
ノ
通
相
規
約
ス
故
障
致
サ
サ
ル
コ
ト
ト
相
定
メ
候
事
如
件

明
治
四
拾
年
十
二
月
弐
拾
三
日

責
任
者

責
任
者

責
任
者

規
約
者

規
約
者

規
約
者

李
沢

木
村
吉
太
郎
⑮

李
沢

孫
吉
⑮

守、、ー、
L

、

，
ノ
'
'
'
ノ
ヲ
ノ

で
あ
ろ
う
。

一
度
の
違
反
で
も
今
後
の
種
付
禁
止
と
い
う
厳
し
い
処
置
を
含
む
こ
の
規
契
証
は
、
馬
産
に
生
き
る
農
民
の
姿
を
あ
ら
わ
す
も
の

伊
賀
松
太
郎
⑮

李
沢
市
之
助
⑮

由
松
⑮

伊
賀
卯
之
松
⑮

(
『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)



し
た
が
っ
て
ま
た
、
貴
重
な
種
牡
馬
の
購
入
に
あ
た
っ
て
は
十
分
な
契
約
を
取
り
交
わ
し
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

馬
匹
売
買
約
定
謹

日
四

一
、
上
北
郡
甲
地
村
支
内
姥
沢
、
姥
沢
治
左
エ
門
ヨ
リ
酒
井
市
松
ニ
テ
買
請
タ
ル
青
毛
牡
馬
弐
才
壱
頭
、
市
松
ヨ
リ
木
村
吉
太
郎
外
四
人
ニ

テ
代
金
弐
百
六
拾
円
ヲ
以
買
講
左
ノ
約
定
セ
リ

一
、
右
牡
馬
弐
才
七
戸
組
産
馬
事
務
所
江
願
上
、
種
馬
検
査
ニ
合
格
セ
ザ
ル
節
ハ
市
松
一
一
テ
金
三
拾
円
値
引
致
、
金
弐
百
参
拾
円
丈
ケ
木

村
吉
太
郎
外
四
人
ヨ
リ
市
松
へ
速
二
相
渡
可
申
候

但
シ
種
馬
ニ
合
格
ノ
節
ハ
弐
百
六
拾
円
也
無
論
吉
太
郎
外
四
人
ヨ
リ
市
松
へ
相
渡
可
申
候

一
、
右
売
買
約
定
金
ト
シ
テ
品
川
年
六
月
一
日
金
五
拾
円
、
品
川
年
七
月
十
日
金
五
拾
円
、
都
合
両
度
金
百
円
也
木
村
吉
太
郎
外
四
人
ヨ
リ
酒
井

市
松
江
相
渡
置
候
処
相
違
無
之
候

一
、
種
馬
検
査
前
千
万
一
怪
我
等
致
、
種
馬
ニ
不
相
成
様
ノ
場
合
ニ
ハ
前
書
百
円
ノ
内
三
拾
円
ハ
木
村
吉
太
郎
名
四
人
ニ
テ
損
分
ト
シ
テ
残

金
七
拾
円
ハ
酒
井
市
松
ヨ
リ
木
村
吉
太
郎
外
四
人
工
速
ニ
相
渡
可
申
候
事

一
、
右
約
定
結
了
期
限
ハ
種
馬
検
査
ニ
合
格
ノ
嘗
日
ヲ
以
、
残
金
授
受
可
致
候
事

右
約
定
証
書
弐
通
ヲ
調
製
シ
双
方
記
名
調
印
ノ
上
壱
通
宛
所
持
ス
ル
モ
ノ
也

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
野
崎

天

間

林

村

史

1
f
k
J
J
 

f
ノ

/
4
9
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可、、守、、ー、

，zJ
J

，，r〆
f

，，J

売
渡
人

酒
井

市
松
⑮

明
治
品
川
年
七
月
十
日

同
郡
同
村
大
字
榎
林

買
受
人

木
村
吉
太
郎
⑮

李
沢

孫
吉
⑮

李
沢
市
太
郎
⑮

伊
賀

由
蔵
⑮

李
沢
市
之
助
⑮

(
「
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

こ
の
よ
う
な
一
種
馬
組
合
の
購
入
し
た
種
牡
馬
は
、
同
組
合
員
の
所
有
せ
る
馬
だ
け
で
は
な
く
近
隣
農
家
の
所
有
せ
る
馬
に
も
種

付
を
し
、
交
尾
料
を
取
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
『
明
治
三
拾
六
年
旧
十
月
・
種
牡
馬
飼
料
割
合
担
帳
・
李
沢
村
』

の
末
尾
部
分
に

記

二
拾
六
年

交
尾
料

一
、
入
金
壱
円
五
十
銭

交
尾
料

甲
田
勘
左
衛
門

一
、
入
金
壱
円
五
十
銭

交
尾
料

古
屋
敷
盛
蔵



一
、
入
金
一
円
五
十
銭

交
尾
料

甲
田
孫
三
郎

一
、
入
金
壱
円
五
十
銭

交
尾
料

古
屋
敷
由
松

一
、
入
金
一
円
五
十
銭

交
尾
料

甲
田

藤
助

一
、
入
金
一
円
五
十
銭

交
尾
料

甲
田

夕日
野

と
み
え
る
の
は
そ
れ
で
あ
る
。

貴
重
か
っ
高
価
な
種
牡
馬
の
購
入
は
、
組
合
に
と
り
重
要
な
行
事
で
あ
ろ
う
。
購
入
に
当
つ
て
は
、
そ
の
購
入
金
以
外
に
も
、
酒

代
、
肴
代
な
ど
が
組
合
員
よ
り
支
払
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
購
入
金
は
各
組
合
員
の
所
有
牡
馬
数
に
比
例
し
て
配
分
さ
れ
る
が
、
酒

天

村

間

林

史

代
、
肴
代
な
ど
は
、
組
合
取
締
人
の
如
き
村
内
有
力
者
を
中
心
と

し
て
支
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
金
は
多
分
、
組
合
員
達
あ

種牝馬入費割合帳

る
い
は
売
手
な
ど
を
交
え
て
の
一
種
の
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
費
用
で

は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
神
社
へ
の
参
拝
な
ど
も
お
こ
な

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
馬
産
|
|
そ
れ
は
特
に
種
牡
馬
の
良
悪
に

よ
り
決
定
さ
れ
る
。
購
入
せ
る
種
牡
馬
が
沢
山
の
仔
馬
を
誕
生
さ

せ
て
く
れ
る
事
を
祈
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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第
五
編

近

明
治
二
十
四
年
旧
十
月

種
社
馬
入
費
割
合
帳

記

一
、
金
三
十
壱
円

代

八
九

O

李
沢
村
中

大
沢
田
村

佐
藤
勝
太
郎

種
牡
馬
諏
揚

是
ハ
種
牡
馬
買
請
金
相
渡
し

一
、
金
四
十
八
円
廿
五
銭

此
六
分
五
厘

一
、
金
七
拾
五
銭

是
ハ
金
三
十
円
リ
金

て

壱

円
か
口
金

〆
金
八
円
九
十
八
銭
七
厘

是
ハ
割
合
金

付
金

金
七
円
廿
七
銭
三
厘

口
よ
り
か
れ

タ
シ
金



一
、
金
拾
銭

一
、
金
拾
六
銭

一
、
金
拾
五
銭

て
金
四
拾
八
銭

一
、
金
四
拾
五
銭

一
、
金
拾
銭

一
、
金
拾
五
銭

て
金
弐
銭
五
厘

一
、
金
弐
銭
五
厘

一
、
金
七
拾
銭

て
金
弐
拾
五
銭

一
、
金
弐
拾
銭

て
金
拾
銭

〆
金
弐
円
八
十
九
銭

酒
五
合
代

吉
太
郎
出

か

代

沼
壱
升
代
吉
太
郎
出

長
助
出

酒
三
升
代

か
れ
戸
ど
代

か
シ
代

か
シ
代

は
じ
な
代

半
紙
代

酒
五
升
代

肴
代

か
ミ
代

か
ミ
代

前
惣
〆
金
壱
円
八
拾
七
銭
七
厘

牝
馬
三
拾
頭
割

天

間

林

村

史

吉
太
郎
出

吉
太
郎
出

長
助
出

吉
太
郎
出

吉
太
郎
出

出
蔵
出

吉
太
郎
出

由
蔵
出

吉
太
郎
出

由
蔵
出

J¥ 
九
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近

代
金
三
拾
九
銭
六
厘
嘗
リ

木
村
吉
太
郎

但
壱
頭
一
一
付

一
、
同
馬
五
頭

金
壱
円
九
十
八
銭

大
豆
三
升
五
升

ノ
か
壱
斗
五
升

一
、
同
馬
四
頭

大
豆
弐
斗
八
升

入
金
壱
円
五
十
八
銭
四
厘
受
取

ノ
か
士
宮
斗
弐
升

一
、
同
馬
壱
頭

金
三
拾
九
銭
六
厘

一
、
同
馬
三
頭

金
壱
円
十
八
銭
八
厘

大
豆
弐
斗
一
升

ノ
か
九
升

一
、
同
馬
壱
頭

/¥ 
九

李
沢

長
松

木
村

丑
松

木
村

治

李
沢

惣
助



入
金
三
拾
九
銭
六
厘
受
取

大
豆
七
升

ノ
か
三
升

一
、
同
馬
七
頭

李
沢

長
助

入
金
弐
円
七
拾
七
銭
弐
厘
受
取

大
豆
四
斗
九
升

ノ
か
弐
斗
壱
升

一
、
同
馬
五
頭

伊
賀

由
蔵

入
金
壱
円
九
十
八
銭
受
取

大
豆
三
斗
五
升

ノ
か
壱
斗
五
升

一
、
同
馬
壱
頭

李
沢
伊
之
松

金
三
十
九
銭
六
厘

一
、
同
馬
三
頭

李
沢
与
之
助

入
金
壱
円
拾
八
銭
八
厘
受
取

大
豆
弐
斗
壱
升

天

間

林

村

史

J¥ 
九
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代

八
九
四

飼
料

一
、
大
豆
弐
駄
片
馬
三
升
〆
高

一
、
糠
八
斗
四
升
〆
高

前
惣

木
村
吉
太
郎
出

〆
金
弐
円
二
十
六
銭
五
厘

前
惣

伊
賀

由
蔵
出

〆
金
三
拾
七
銭
五
厘
相
渡
し

前
惣

李
沢

長
助
出

〆
金
弐
拾
五
銭
相
渡
し

(
「
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

馬
は
夏
期
(
五
月

1
一O
月
)
は
放
牧
さ
れ
る
。
し
か
し
冬
期
聞
は
自
己
の
厩
舎
で
飼
育
す
る
。
天
間
林
村
の
農
家
に
は
大
き
な
馬

屋
が
存
在
す
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
場
合
、
共
同
購
入
、
共
同
飼
育
の
種
牡
馬
に
関
し
て
は
、
そ
の
飼
料

は
、
や
は
り
組
合
員
全
体
で
所
有
牝
馬
数
に
比
例
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
る
。



明
治
三
拾
壱
年
旧
十
月
廿
日

種
馬
飼
料
割
合
釘
帳

一
、
大
豆
四
石
八
斗

て
玄
米
八
斗

右
者
馬
数
弐
拾
五
頭
割

但
壱
頭
ニ
付
大
豆
壱
斗
九
升
弐
合

壱
頭
ニ
付
玄
米
三
升
弐
合

一
、
馬
四
頭

木
村
吉
太
郎

大
豆
七
斗
六
升
八
合

玄
米
壱
斗
弐
升
八
合

一
、
同
三
頭

李
沢

孫
吉

大
豆
五
斗
七
升
六
合

玄
米
九
升
六
合

一
、
馬
四
頭

伊
賀

市
松

大
豆
七
斗
六
升
八
合

玄
米
壱
斗
弐
升
八
合

天

間

林

村

史

八
九
五
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て
同
三
頭

大
豆
五
斗
七
升
六
合

玄
米
九
升
六
合

て
同
壱
頭

大
豆
壱
斗
九
升
弐
合

玄
米
三
升
弐
合

て
同
壱
頭

大
豆
一
斗
九
升
弐
合

玄
米
三
升
弐
合

一
、
同
壱
頭

大
豆
一
斗
九
升
弐
合

玄
米
三
升
弐
合

一
、
同
壱
頭

大
豆
壱
斗
九
升
弐
合

玄
米
三
升
弐
合

一
、
同
壱
頭

代

八
九
六

李
沢
市
之
助

伊
賀
外
之
松

李
沢

惣
助

木
村
外
之
松

木
村

二
治

甲
地

徳
蔵



大
豆
壱
斗
九
升
弐
合

玄
米
三
升
弐
合

一
、
同
壱
頭

大
豆
壱
斗
九
升
弐
合

玄
米
三
升
弐
合

て
同
壱
頭

大
豆
壱
斗
九
升
弐
合

玄
米
三
升
弐
合

一
、
同
壱
頭

大
豆
一
斗
九
升
弐
合

玄
米
三
升
弐
合

て
同
壱
頭

大
豆
壱
斗
九
升
弐
合

玄
米
三
升
弐
合

て
同
壱
頭

大
豆
一
年
九
升
弐
合

天

間

林

村

史
沼
山

嘉
助

沼
山
巳
之
助

附
田
丑
之
助

宮
沢

長
慶

手
代
森
仁
太
郎

八
九
七
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代

寸、、
t
u
T
、、

/
ノ
l
寸
ノ
/
ノ

玄
米
三
升
弐
合

一
、
同
壱
頭

中
村
仁
太
郎

大
豆
一
斗
九
升
弐
合

玄
米
三
升
弐
合

(
『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

(
種
牡
馬
飼
料
と
し
て
前
掲
資
料
で
は
玄
米
と
大
豆
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
明
治
三
六
年
の
資
料
に
は
大
豆
の
み
で
あ
る
。
榎
林
・
中
村
専
右

衛
門
氏
に
よ
る
と
玄
米
は
交
尾
直
前
に
の
み
飼
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
い
う
。
)

(
な
お
、
「
青
森
県
農
事
調
査
書
』
に
よ
れ
ば
、
南
部
コ
一
郡
に
お
け
る
蕃
殖
馬
の
冬
期
間
一
日
の
飼
料
は
、
乾
草
三
し
め
5
0
0
、
(
あ
る
い
は
藁

1
×

4
0
0
)
お
よ
び
大
豆
な
ら
ば
一
升
、
大
麦
な
ら
二
升
、
米
糠
な
ら
=
一
升
を
与
え
る
と
さ
れ
て
い
る
。
)

さ
て
村
民
は
藩
政
時
代
に
は
様
々
な
形
態
の
入
会
権
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
地
租
改
正
に
伴
う
官
民
区
分
の
中
で
し
だ
い
に
失

な
わ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、

か
つ
天
間
林
村
の
場
合
、
山
林
・
原
野
の
多
く
が
官
有
化
さ
れ
、
村
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ

と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
馬
産
に
お
い
て
も
そ
の
放
牧
地
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
特
に
明
治
三
九
年
の
軍
馬
補
充
部
設
置
と
共
に

益
々
困
難
を
極
め
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
村
民
は
、
放
牧
地
を
求
め
て
遠
く
六
ケ
所
村
ま
で
も
馬

を
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
状
態
を
強
い
ら
れ
て
ゆ
く
。
こ
の
こ
と
は
六
ケ
所
村
民
に
と
っ
て
は
現
金
収
入
の
途
を
拓
く
も
の
で
あ
っ



た

(
青
森
県
教
育
委
員
会
『
む
つ
小
川
原
地
区
・
民
俗
資
料
緊
急
調
査
報
告
書
(
第
一
次
)
』
)
で
あ
ろ
う
が
、
天
間
林
村
民
に
と
っ

て
は
大
変
な
苦
労
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
は
か
つ
て
は
自
由
に
放
牧
の
許
さ
れ
た
場
所
も
、
今
や
国
有
林
と
さ
れ
、

た
め
に
林
内
放
牧
に
は
使
用
願
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

使
用
願

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林
字
李
沢

国
有
林
面
積
拾
九
町
弐
反
歩
ノ
内

一
、
見
取
面
積
拾
九
町
弐
反
歩

此
放
牧
畜
数

馬
拾
参
頭

牛
四
頭

合
計
拾
七
頭

此
放
牧
料
金
弐
円
五
拾
五
銭

但

壱
頭
ニ
付

金
拾
五
銭

放
牧
期
問
視
一
輪
一
一
一
十
七
草
Jm
八
ヶ
月
間

右
ハ
前
記
ノ
料
金
ヲ
以
テ
使
用
御
許
可
相
成
度
別
紙
見
取
図
及
放
牧
畜
数
調
弁
委
任
数
相
添
此
段
相
願
候
也

天

間

林

村

史

八
九
九
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五
編

近

代

明
治
三
十
七
年
四
月
十
五
日

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林
字
李
沢

李
沢
孫
吉
外
七
名
委
任
代
人
兼

(
青
森
大
林
区
署
長
)

野
辺
地
小
林
区
署
長

(
大
林
区
署
技
師
山
根
亀
吉
殿
)

林
務
官
補
伊
藤
永
太
郎
殿

(
図
省
略
)

放
牧
畜
数
調

一
、
馬
参
頭

木
村
吉
太
郎
⑮

牛
壱
頭

一
、
馬
弐
頭

李
沢

孫
吉
⑮

牛
壱
頭

九
O
O

願
人

木
村
吉
太
郎
⑮

@ 

内
は
朱
筆
に
て
加
え
ら
れ
た
も
の



一
、
馬
武
頭

伊
賀

市
松
⑮

牛
壱
頭

て
馬
壱
頭

李
沢
市
之
助
⑮

牛
壱
頭

て
馬
壱
頭

李
沢

惣
助
⑮

一
、
馬
壱
頭

伊
賀
外
之
松
⑮

一
、
全
壱
頭

木
村

丑
松
⑮

一
、
全
壱
頭

木
村

三
一
治
⑮

一
、
全
壱
頭

木
村
外
之
松
⑮

合
計
拾
七
頭

内馬
拾
参
頭

牛
四
頭

右
ハ
放
牧
畜
数
前
見
る
ノ
通
リ
相
違
無
之
候
也

明
治
三
十
七
年
四
月
十
五
日

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林

天

間

林

村

史

九
0 
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代

九。

字
李
沢
孫
吉
外
七
名
委
任
代
人
兼

願
人

木
村
吉
太
郎
⑮

野
辺
地
小
林
区
署
長

林
務
官
補
伊
藤
永
太
郎
殿

(
青
森
大
林
区
署
長

大
林
区
署
技
師
山
根
亀
吉
殿
)

@ 

内
は
朱
筆
に
て
加
え
ら
れ
た
も
の

(
「
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

以
上
明
治
期
に
お
け
る
民
間
馬
産
経
営
を
、
主
と
し
て

『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
に
よ
り
つ
つ
追
っ
て
来
た
が
、
こ
こ
で
簡
単
に

ま
と
め
て
お
こ
う
。

付
馬
小
作
の
存
在
が
明
ら
か
に
み
ら
れ
る
。

同
種
馬
組
合
は
、
基
本
的
に
は
「
ム
ラ
」
共
同
体
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る

(
但
し
天
間
舘
、
榎
林
の
如
く
に
大

規
模
集
落
で
は
複
数
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
)
。

白
種
馬
組
合
は
自
ら
の
組
合
員
に
き
び
し
い
規
律
を
設
け
、

か
っ
所
有
牝
馬
を
基
準
と
し
た
平
等
性
を
貫
い
て
い
る
。
そ
の
こ
と

が
、
種
馬
組
合
を
維
持
し
て
ゆ
く
た
め
に
是
非
と
も
必
要
な
事
で
あ
り
、

同
時
に
馬
産
農
家
の
生
活
安
定
に
も
必
要
で
あ
っ
た
。

四
こ
の
時
代
放
牧
地
は
狭
ば
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。



国
一
般
農
家
の
飼
育
馬
は
、
手
作
り
地
主
、
中
農
程
度
で
五

1
六
頭
、

そ
れ
以
下
は
了
よ
二
頭
程
度
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
牛
の

飼
育
も
若
干
み
ら
れ
る
が
、
頭
数
は
馬
に
比
べ
て
は
る
か
に
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

天
間
林
村
民
間
馬
産
事
業
に
訟
で
幾
多
の
先
人
が
多
大
の
労
苦
を
は
ら
っ
た
事
は
疑
い
え
な
い
。
今
そ
う
し
た
人
々
の
足
跡
を
た

ど
る
べ
き
資
料
も
残
念
な
が
ら
手
許
に
は
な
い
。
前
掲
『
南
部
の
誉
・
柏
葉
城
の
馬
』
よ
り
七
戸
産
馬
組
合
役
員
と
し
て
活
躍
し
た

本
村
の
人
々
は
判
明
す
る
の
で
、
以
下
列
記
し
よ
う
。

中
岨
健
之
助
(
明
治
三
四

i
五
、
組
合
評
議
員
)

中
嶋
勝
次
郎
(
明
治
一
七

1
一
一
一
一
年
共
会
肝
入
、
明
治
四

0
1四
二
組
合
評
議
員
)

木
村
吉
太
郎
(
明
治
四

0
1四
四
、
大
正
八

1
一
二
、
組
合
議
員
)

築
田
藤
太
郎
(
大
正
八

1
昭
二
、
昭
六
組
合
議
昌
〔
)

坪
寅
間

(
昭
七
(
)
一

O
組
合
議
員
)

こ
の
う
ち
坪
寅
間
氏
に
つ
い
て
は
、
実
に
一

O
頭
以
上
の
生
産
馬
を
育
成
、
種
牡
馬
と
し
て
県
に
ニ
頭
、

七
戸
組
合
に
二
頭
、
軍

馬
と
し
て
七
頭
が
買
上
げ
ら
れ
、
大
正
一
四
年
に
は
固
有
地
一
二
六

O
町
余
の
払
下
げ
を
受
け
、
柳
平
放
牧
場
を
設
置
、
白
か
ら
そ
の

組
合
長
と
し
て
指
導
し
た
と
あ
る
。

そ
の
他
一
ノ
渡
酉
松
氏
は
「
牧
場
の
神
様
」
と
い
わ
れ
た
人
物
と
し
て
あ
げ
ら
れ
、
氏
が
、

い
か
に
馬
と
寝
食
を
伴
に
す
る
生
活
を

天

間

林

村

史

九
O 
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し
た
か
、

そ
の
馬
へ
の
愛
情
の
一
面
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
大
正
二
一
年
に
創
設
さ
れ
た
天
間
舘
字
原
久
保
の
須
藤
牧
場
は
、

五
O
余
町
の
面
積
と
飼
養
馬
数
七

O
余
頭
を
有
し
、
村
内

随
一
の
民
間
牧
場
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

第
六
節

馬
小
作

前
節
引
用
文
書
中
に
、
七
戸
在
住
の
地
主
・
商
人
の
馬
を
二
ツ
森
あ
る
い
は
李
沢
の
農
民
が
飼
育
し
て
い
る
の
を
示
す
も
の
が
あ
っ

た
が
、
こ
れ
が
所
謂
馬
小
作
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
特
殊
に
天
間
林
村
に
お
け
る
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
無
論
不
可
能

(
以
下
に
お
い
て
は
次
の
諸
文
献

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
広
く
南
部
地
方
に
み
ら
れ
た
馬
小
作
に
つ
い
て
概
略
を
示
し
て
お
き
た
い

を
参
照
し
た
。
『
青
森
県
農
業
の
発
展
過
程
』
『
青
森
県
農
地
改
革
史
」
の
「
馬
小
作
」
の
項
)
。

馬
小
作
は
東
北
で
も
旧
南
部
領
に
古
く
か
ら
広
ま
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
広
義
に
は
使
役
馬
の
賃
貸
も
含
む
が
、
狭
義
に
は
馬
そ

の
も
の
か
ら
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
繁
殖
牝
馬
・
育
成
馬
の
貸
借
を
一
言
う
。
全
国
的
に
は
、
北
海
道
、
青
森
、
岩
手
に

多
く
、
県
内
で
は
旧
南
部
領
内
、
特
に
上
北
・
一
二
戸
両
地
方
に
集
中
的
に
多
く
み
ら
れ
る
。
第
一
九
・
二

O
表
は
比
較
的
新
し
い
時

代
の
で
あ
る
が
参
考
と
な
ろ
う
。

な
お
馬
小
作
の
分
布
は
、
特
殊
小
作
制
即
ち
刈
分
小
作
制
の
存
在
と
全
く
正
比
例
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

馬
小
作
は
明
治
中
期
以
降
、
大
正
・
昭
和
に
か
け
て
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

し
か
し
昭
和
一

O
年
以
降
は
自
作
農
創
設
政
策
の
あ

お
り
を
受
け
、
小
作
馬
の
自
作
化
運
動
が
行
な
わ
れ
し
だ
い
に
減
少
し
た
と
い
う
。



第20表ー(1)

青森県内郡別小作馬数

天

間

林

村

史

長泳馬に対

*総馬数 小作馬数 する小作

馬の割合

E頁 量頁 % 
弘前市 87 

青 森市 277 

八戸市 936 68 7.3 

東津軽郡 3，779 234 6.4 

西津軽郡 4，404 330 7.5 

中津軽郡 2，673 

南津軽郡 4，063 

北津軽郡 3，761 3030 0.8 

下 北 部 1，177 142 12.1 

上 北郡 10，645 2，641 23.1 

三戸郡 7，7.16 1，680 21.8 

1ロh、 計 39，518 4，945 12.5 

1 )昭和13年 6月現在県畜産課調査による。

2) *総馬数は当オ及び 2才を除いた。

第20表一(2)

郡別馬小作戸数

馬飼養者
小作者

馬飼養 馬小作 戸数に対

する小作
I戸当

者戸数 者戸数 者戸数の
小作馬

割合
頭数

戸 戸 % 頭
八戸市 1，409 20 1.4 

東津軽郡 3，965 21 0.5 

下北郡 1，662 57 3.4 

上北郡 12，874 1，688 13.1 1.4 

三戸郡 9，738 640 6.4 2.6 

メ口入 自十 29，648 2，426 8.1 2.3 

表
。
前

在

に
現

仮

た

同
月

'

I
し

9
は

出

年

数

算

路

頭

て

和

馬

い

昭

作

用

'
小
を

査

当

数

調

戸

頭

課

一

馬

産

者

作

畜

作

小

県

小

の

1
i
n〆
釘

九
O
五

第四表

昭和10年・馬小作・共有貸借状況

寸寸乍白馬 共有馬 賃貸借馬

~tニ J毎i亘 1，761 370 2，301 
青森 4，048 513 645 
岩手 4，553 726 
宮城

干大 田 1，303 315 22，244 
山形 30 250 840 
福島 1，681 112 1，356 
茨城 195 
栃木 50 1，000 

群馬 348 

埼 玉 1，009 175 12，929 
千葉 20 500 

東京 120 10 900 
神奈 川 50 290 

新潟 121 1，215 858 

富山 100 3，700 7，300 
王子 )11 10 80 4，400 

福井 2，610 

山梨 580 
長野 2，398 80 1，650 

岐阜 385 1，050 913 

静岡 400 500 
愛知 73 125 

三重 10 51 
滋賀 85 65 
京都 65 

大阪

兵庫 110 900 

奈良

和歌山

，鳥耳Z 10 

島根 30 50 
岡山 42 39 

広島 9 72 224 

山口 30 115 
徳島 10 15 160 

香川

愛媛

高知

福岡

イ左 賀 120 55 
長崎

熊本 720 
大分

宮崎

鹿児島 955 

言十 18，863 9，604 65，421 

『第八次馬政統計」より。
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馬
小
作
の
形
態
は
、
そ
の
発
生
過
程
か
ら
分
類
す
れ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

①
土
地
小
作
を
伴
う
も
の
|
|
地
主
が
小
作
料
確
保
の
一
方
法
と
し
て
馬
小
作
を
行
わ
せ
る
も
の
。
土
地
の
深
耕
、
厩
肥
施
用
に

よ
る
土
地
生
産
力
の
維
持
増
進
を
計
り
、
小
作
料
の
収
入
を
確
保
す
る
と
と
も
に
産
駒
の
売
却
代
を
折
半
し
て
利
益
も
得
る
。

②
金
銭
債
務
に
伴
う
も
の
|
|
刊
農
村
の
商
人
(
し
ば
し
ば
地
主
、
高
利
貸
で
も
あ
る
)
が
酒
代
・
肥
料
代
の
貸
金
の
代
り
に
貧

農
の
馬
を
自
己
所
有
と
し
馬
小
作
を
す
る
。
古
い
型
で
多
く
は
な
い
。
制
商
人
・
金
貸
が
貸
金
取
立
て
の
た
め
馬
を
農
民
に
預
托
、

産
駒
売
却
代
よ
り
貸
金
を
回
収
。
多
く
用
い
ら
れ
た
方
法
。
川
門
家
畜
商
に
よ
る
も
の
|
|
馬
を
農
家
仁
貸
付
、
ま
た
は
馬
購
入
費

の
半
分
を
前
貸
し
、
売
却
代
よ
り
購
入
代
を
控
除
せ
る
利
益
を
分
配
す
る
方
法
。

③
そ
の
他
独
立
の
馬
小
作
|
|
土
地
小
作
・
金
銭
債
務
を
伴
わ
な
い
も
の
で
産
駒
代
金
を
目
的
と
す
る
も
の
。

④
そ
の
他
「
冬
預
り
」
と
い
う
、
冬
季
の
み
育
成
馬
を
預
り
賃
を
も
っ
て
舎
飼
せ
し
む
る
も
の
。

馬
小
作
の
具
体
的
契
約
条
件
は
、

的
契
約
方
法
|
|
口
頭
契
約
が
大
部
分

同
契
約
期
間
|
|
蕃
殖
牝
馬
は
一
代
、
育
成
馬
は
売
却
時
ま
で

け
費
用
の
負
担
|
|
諸
税
公
課
金
は
馬
主
、
事
故
発
生
の
場
合
も
馬
主
負
担
。
小
作
人
は
管
理
費
、
種
付
料
、
診
療
費
の
負
担
。

但
し
優
良
種
牝
馬
の
種
付
料
は
馬
主
負
担
の
場
合
も
あ
る
。

付
利
益
の
分
配
|
|
産
駒
の
売
上
代
金
か
ら
歩
合
金
を
控
除
し
た
残
額
を
馬
主
と
小
作
人
が
折
半
す
る
の
が
普
通
。



馬
小
作
は
藩
政
時
代
に
始
ま
る
も
の
と
さ
れ
る
の
で
、
明
治
以
降
に
お
け
る
慣
行
は
封
建
的
農
業
制
度
の
遺
制
で
も
あ
る
が
、
当

時
そ
れ
が
、
明
治
以
降
の
土
地
私
有
制
の
確
立
と
貸
幣
経
済
の
渉
透
を
と
お
し
て
寄
生
地
主
、
商
業
資
本
、
高
利
貸
資
本
に
よ
り
維

持
さ
れ
て
き
た
も
の
で
も
あ
る
。
地
租
改
正
、
林
野
官
有
区
分
等
に
よ
る
国
有
林
野
、
御
料
林
の
利
用
を
阻
害
さ
れ
、

さ
ら
に
民
間

山
林
の
巨
大
地
主
へ
の
集
中
化
は
農
民
の
馬
飼
育
を
著
し
く
阻
害
し
、
さ
ら
に
は
明
治
中
期
に
お
け
る
開
墾
の
発
展
は
、
中
小
農
の

放
牧
地
を
奪
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
馬
小
作
の
拡
大
す
る
条
件
は
つ
く
ら
れ
る
。
と
同
時
に
南
部
地
方
に
あ
っ
て
は
、
低
位
な

農
業
生
産
力
に
甘
ん
じ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
馬
産
を
営
利
対
象
と
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
遅
れ
た
自
給
的
農
業
を
辛
じ
て
支
え
て
ゆ
く

た
め
の
手
段
と
し
て
利
用
し
て
ゆ
く
方
向
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
か
か
る
条
件
下
で
は
馬
小
作
は
単
に
一
般
小
作
人
の
問
題
に
止

ま
る
の
で
は
な
く
、

よ
り
豊
か
な
自
作
農
に
も
充
分
普
及
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

馬
小
作
は
し
た
が
っ
て
、
農
業
経
営
の
全
構
造
中
に
お
い
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
ぬ
問
題
で
も
あ
る
が
、

そ
の
点
は
後
に
若
干
と

も
ふ
れ
る
事
と
な
ろ
う
。

第
七
節

花
松
神
社
と
馬
産
農
家

天
間
林
村
の
み
な
ら
ず
広
く
上
北
地
方
馬
産
家
の
信
何
を
集
め
て
き
た
花
松
神
社
は
、
天
間
林
村
大
字
花
松
に
鎮
座
す
る
。

主
神
は
保
食
命
(
う
け
も
ち
の
み
こ
と
)

で
あ
り
、
衣
食
住
、
暮
し
の
神
様
で
あ
る
が
、
馬
頭
観
世
音
も
同
時
に
安
置
せ
ら
れ
て
い

?
日
?
-
'
hゾ
、

ナ
J

ナ
J
M
N
V
¥

い
つ
し
か
馬
の
神
社
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
馬
の
神
様
、
花
松
神
社
は
旧
暦
四
月
一
九

1
二

O
日
が
大
祭
で
あ
る
が
、
こ
の
時
に
は
天
間
林
村
中
は
仕
事
を
止
め

天

間

林

村

史

九

O
七
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神
社
に
も
う
で
る
と
い
う
。
馬
産
家
は
お
の
れ
の
馬
を
率
い
て
ゆ
く
の

で
、
そ
の
場
は
馬
の
品
評
会
場
に
化
し
て
し
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

説
に
よ
れ
ば
七
戸
地
方
に
お
け
る
産
馬
共
進
会
の
起
源
は
、

こ
の
花
松

神
社
大
祭
に
集
ま
る
馬
を
人
々
が
比
較
品
評
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
も

一
口
わ
れ
て
い
る

(
『
南
部
の
巻
一
回
・
柏
葉
域
の
馬
』
)
。

ま
た
こ
の
場
は
、
単
に
馬
の
品
評
会
の
場
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、

ヨ
メ
や
ム
コ
の
品
定
め
の
場
で
も
あ
っ
た
と
い
う
(
榎
林
・
中
村
専
右

花松神社

衛
門
氏
談
)
。
男
女
の
接
触
す
る
場
の
少
な
か
っ
た
当
時
、
お
気
に
入
り

の
相
手
を
見
定
め
る
に
は
格
好
の
場
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

花
松
神
社
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
村
民
の
誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
る
神

社
と
し
て
つ
づ
い
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
。

軍
馬
補
充
部
で
働
く
若
い
女
性
を
み
や
り
、
ま
た
花
松
神
社
大
祭
で

お
気
に
入
り
を
探
す
こ
と
と
い
い
、
馬
産
経
営
地
帯
の
農
村
な
ら
で
は

の
、
ま
こ
と
に
ほ
ほ
え
ま
し
い
風
景
で
は
あ
る
ま
い
か
。



第
七
章

明
治
期
の
天
間
林
村
と
民
衆
生
活

第
一
節

「
陸
奥
園
上
北
郡
村
誌
(
参
)
天
間
林
村
」

に
お
け
る
天
間
林
村

|
|
明
治
十
年
代
の
「
天
間
林
村
」
に
つ
い
て

l
!

明
治
期
に
お
け
る
天
間
林
村
の
社
会
・
経
済
状
況
を
語
っ
て
く
れ
る
資
料
は
皆
無
で
は
な
い
に
し
て
も
極
め
て
限
ら
れ
た
量
で
し

か
な
い
。
そ
の
中
で
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
『
新
撰
陸
奥
園
誌
」
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
こ
こ
で
紹
介
し
よ
う
と
す
る
「
陸
奥
園

上
北
郡
村
誌
』
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
余
り
に
も
有
名
な
も
の
で
あ
る
の
で
説
明
す
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
が
、
後
者
は
、
明
治
二
年

頃
に
編
集
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
、
当
時
の
上
北
郡
中
の
各
村
に
つ
い
て
の
現
勢
調
査
で
あ
り
、

お
そ
ら
く
は
郡
役
所
関
係

の
者
が
行
政
上
の
必
要
性
か
ら
編
集
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
墨
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
旧
上
北
郡
役
所
所
蔵
物
で
現
十

和
田
市
民
図
書
館
蔵
の
も
の
を
利
用
し
た
。

こ
の
資
料
は
、
天
間
舘
・
野
崎
・
中
地
・
花
松
、
附
田
・
榎
林
・
二
ツ
森
の
各
村
に
つ
い
て
、

ま
ず
は
彊
域
に
は
じ
ま
り
、

っ
しヨ

で
幅
員
・
管
轄
沿
革
・
里
程
・
地
勢
・
地
味
・
税
地
・
貢
租
・
戸
数
人
数
・
牛
馬
・
川
・
森
林
・
原
野
・
池
・
沼
・
道
路
・
物
産
・

民
業
、

さ
ら
に
は
一
部
に
つ
い
て
は
、
字
地
・
寺
社
・
電
線
・
古
蹟
・
学
校
・
車
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。

彊
域
の
項
で
は
、
各
村
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
隣
接
す
る
村
、
あ
る
い
は
山
(
脈
)
、
河
川
を
、
東
西
南
北
に
つ
い
て
記
載
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
、
天
間
舘
村
に
つ
い
て
は
「
同
郡
甲
地
村
ノ
地
域
ニ
接
シ
明
耕
一
心
吋
刈
一
加
わ
川
一
誠
一
一
円
程
前
『
長
崎
一
東
北
ノ
卒
古
沢

天

間

林

村

史

九

O
九
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沢
平
ヲ
以
テ
、
同
村
及
ニ
同
郡
榎
林
村
ノ
椙
境
ト
ナ
ス
、
西
ハ
坪
山
ノ
頂
ニ
達
シ
テ
津
軽
郡
ニ
接
シ
、
南
ハ
同
山
及
ヒ
荒
野
ヲ
以
テ
、

同
郡
七
戸
村
ヲ
界
ス
」
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

幅
員
に
お
い
て
は
、
各
村
の
東
西
、
南
北
聞
の
距
離
と
面
積
と
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
勿
論
こ
れ
は
今
日
に
至
る
ま
で
の
七
大
字

行
政
単
性
の
そ
れ
と
ほ
ぽ
同
一
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、

ち
な
み
に
か
か
げ
て
み
よ
う
。

天
間
舘
村

東
西
凡
ソ
七
皇
、
南
北
凡
ソ
弐
里
、
面
積
凡
ソ
弐
寓
壱
千
三
百
九
拾
七
町
九
畝
拾
弐
歩

野

崎
村

東
西
凡
ソ
壱
里
齢
、
南
北
凡
ソ
拾
七
町
、
面
積
三
百
四
拾
八
町
壱
反
歩

中

崎
村

東
西
凡
ソ
拾
八
町
、
南
北
凡
ソ
八
町
、
面
積
壱
百
廿
或
町
七
反
畝
八
歩

花

松
村

東
西
凡
ソ
六
町
、
南
北
凡
ソ
五
町
、
面
積
或
拾
五
町
六
反
拾
九
歩

附

田
村

東
西
凡
ソ
拾
六
町
、
南
北
凡
ソ
七
町
、
面
積
百
或
拾
三
町
五
反
八
畝
八
歩

榎

林
村

東
西
凡
ソ
壱
里
一
像
、
南
北
凡
ソ
拾
八
町
、
面
積
千
三
拾
五
町
七
反
五
畝
九
歩
開
糊
融
市
長
鍋
程
一
語
峨
八
歩

二
ツ
森
村

東
西
凡
ソ
廿
五
町
、
南
北
凡
ソ
拾
八
町
、
面
積
武
百
三
拾
三
町
四
反
五
畝
拾
九
歩

こ
う
し
て
あ
げ
て
も
、
例
え
ば
榎
林
村
の
項
に
み
ら
れ
る
知
く
、
未
だ
境
界
未
定
で
論
争
中
の
も
の
も
あ
り
、
江
戸
時
代
ま
で
は

各
村
の
行
政
区
轄
な
ど
は
言
っ
て
み
れ
ば
村
民
生
活
に
は
無
関
係
な
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
を
明
治
時
代
に
至
り
、
各
行
政
区
域
、
あ

る
い
は
民
有
・
官
有
の
明
確
な
区
分
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
中
で
起
き
た
事
件
で
あ
ろ
う
が
、
当
時
の
事
件
の
一
端
を



示
す
も
の
と
し
て
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
の
管
轄
沿
革
の
項
は
、
極
め
て
大
雑
把
に
各
村
の
由
来
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の
項
に
つ
い
て
は
す
で
に
第
一
章
で
も
ふ
れ
た

如
く
、
天
間
舘
村
に
つ
い
て
は
、

三
戸
県
あ
る
い
は
松
平
容
大
の
所
轄
(
斗
南
藩
)

と
さ
れ
る
な
ど
の
誤
ち
も
み
う
け
ら
れ
る
。

里
程
の
項
で
は
、
各
村
毎
に
青
森
県
庁
よ
り
の
距
離
と
、
周
辺
村
の
中
心
部
ま
で
の
距
離
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

地
勢
は
文
字
通
り
で
あ
り
、
山
・
河
の
存
在
と
そ
れ
に
伴
う
村
民
の
便
・
不
便
を
簡
単
に
記
し
て
い
る
。

地
味
も
そ
の
通
り
で
あ
り
、
土
壌
質
と
穀
物
の
適
・
不
適
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

税
地
・
貢
租
・
戸
数
・
人
数
・
牛
馬
・
車
・
学
校
・
物
産
に
つ
い
て
の
各
項
を
、
整
理
し
て
記
せ
ば
第
二
一
表
の
如
く
で
あ
る
。

こ
れ
を
一
括
す
れ
ば
、
天
間
林
村
の
明
治
一

O
年
頃
の
村
勢
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

O
戸
数

四
六
六
戸
(
神
社
二
、
寺
一
を
除
く

O

人
口

男
一
、
七
九
七
人

女
一
、
五
八

O
人

O

学
校

校

生
徒
数
四
四
名
(
凡
て
男
子
)

O
農
産
物
生
浅
世
間

米

一
、
五
九
六
石
二
斗

嬬

六
六
石
五
斗

天

間

林

村

史

九
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一、

O
五
三
石
三
斗

六
O
四
石
三
斗

七
三
九
石
四
斗

小
豆

蕎
麦
二
、

O
三
三
石
五
斗

四
二
石
九
斗

芸
萱

麻
苧

O

地
目
別
面
積

田畑宅
地

四
石
一
斗
七
升

七
二
六
貫

(
但
し
税
地
の
み
)

三
O
O町
一
反
八
畝
二
八
歩

一三

O
町
四
反
一
畝
二
九
歩

六
三
町
七
反
六
畝
二
四
歩

榎林村 二 y 森村

840.78.2 222.41. 6 

5. 

0.50 

4 2 

107 7 

寺 1

385 99 

372 88 

21 6 

35 22 

26 18 

256 64 

[耕作船4

l 

22人
疋1 ::1"1 -''1-

538.5 143.0 

22.4 6.0 

208.2 59.5 

93.9 26.7 

105.5 29.2 

324.5 87.5 

16.2 4.6 
Z1 t 1tチ3' ! 

169貫 30貫

107.4.2.02 29.0.3.17 

180.3.2.23 51.2.2.26 

11.1.4.21 2.6.3.03 

9.2.9.0 7.4.9.29 

l.4.2.05 7.8.02 

41.4.3.11 55.5.8.10 

113.3.6.24 

29.7.5.09 2.8.6.0 

L一司一一ーー



明治10年頃の天間林村における状況

天間舘村 野崎村 中岨村 花松村 附田村

Pl 

貝

地租金 1，952.06.2 267，48.2 228，79.8 54，53.8 114，12.7 

国税 8. 5. 2 
租

地方税 3.15 
戸

戸士族 5 3 2 

数 平 氏 266 14 12 

社 2 l 

L1 

人 男 989 166 68 59 31 

数 女 863 116 60 46 35 

liti 

社牛 4 1 l 2 

牛 牝牛 3 2 2 4 3 

馬 牡馬 114 19 10 4 l 

牝馬 816 80 56 45 26 

車 人力車 4 

学 公立小 l 

校 生徒 男 12人 10人
干I_ol "1i -'1 不IJI 干1- -'1 不i-'1 

米 462.1 200.8 113.2 25.7 112.9 

嬬 20.3 6目3 5.4 l.4 4.7 

物
稗 636.1 33.8 55.5 9.8 50.4 

大豆 418.5 44.7 4.6 2l.8 
粟 493.8 119.4 35.1 5.9 25.2 

蕎麦 1316.9 5.9 93.6 15.8 75.8 
産

小豆 6.3 38.8 4.6 0.7 4.6 

芸萱 2.8 

麻苧 527貫

町反畝歩
田 84.6.9.16 32.2.3.24 21.1.4.01 4.2.0.4 21.4.0.24 

畑 731.6.6.5 66.3.7.05 52.0.3.10 8.7.9.12 42.1.1.08 

宅地 35.2.1.13 6.8.4 .24 3.4ιω 3.1.6.0 1.3ι17 
税 林 19.4.0.22 8.4.2.13 8.5.3.15 2.1.4.17 7.5.8.02 

山 48.2.9.2 1.9.24 

株場 50.5.6.11 2.3.2.05 3.0.10 5.1.7.10 

地 原野 354.6.5.21 5.2.6.12 2.4.7.0 1.1.8.0 

菅野 60.1.9.2 12.8.3.21 8.4.3.06 

稲干場 1.24 1.25 5.0 1.4.0 16 

笹薮 5.9.1 1.1. .0 

第 21表
山
林
・
原
野
に
つ
い
て
は
、
後
の
同
項
目
に
お
い
て
、
詳
細
に
各
地
区
毎
に
官
・
民
の
別
及
び
面
積
が
示
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
民

し
た
い
。

有
地
合
計
と
、
こ
の
税
地
の
山
林
、
あ
る
い
は
原
野
面
積
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
ふ
れ
る
こ
と
に

字
地
の
項
で
は
、
天
間
舘
村
に
つ
い
て
は
、
中
野
、
原
久
保
、
手
代
森
、
向
中
野
、
鳥
谷
部
、
松
ヶ
津
、
底
田
、
白
石
、
原
子
、

天

問

林

村

史

九
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四

上
原
子
、
坪
、
金
淳
、
古
和
備
、
府
、
市
ノ
渡
、
小
又
、
栗
木
津
、
中
噛
村
は
長
沢
、
附
田
村
は
寺
沢
、
榎
林
村
は
、
貝
塚
、
李
沢
、

甲
田
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
、
位
置
の
概
略
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
坪
の
項
で
は
、
「
通
運
会
社
ヲ
此
ニ
置
ク
」
と
あ

り
、
そ
の
詳
細
不
明
だ
が
、
坪
が
早
く
よ
り
交
通
利
便
上
の
要
地
と
し
て
重
き
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
よ
う
。

さ
て
、
明
治
一

O
年
頃
の
編
集
と
思
わ
れ
る
こ
の
『
地
誌
』
な
ら
で
は
の
事
と
思
わ
れ
る
が
、
森
林
・
原
野
に
関
し
て
は
、

そ
の
通

称
、
官
有
・
民
有
の
区
分
・
面
積
、

そ
し
て
森
林
に
つ
い
て
は
植
生
に
つ
い
て
ま
で
か
な
り
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
以
下
整
理
し

て
あ
げ
て
お
こ
う
。

。
官
有
森
林

総
計

一七、

O
五
O
町
七
畝
二
九
歩

O

天
間
舘
村

計

二
ハ
、
九
三
七
町
三
反
七
畝
二
九

柳
平
山
林
、
上
原
子
山
林
、
市
ノ
渡
山
林
、
前
山
林
、
向
中
野
義
林
、
手
代
森
山
林
、
尾
山
頭
橋
向
林
、
棲
津
道
林
、
河
渡
頭
林
、
天

間
舘
前
山
林
、
天
間
舘
深
山
林
、
小
田
林
、
松
山
林
、
坪
上
川
原
山
林
、
岩
ノ
上
林
、
後
久
保
山
林
、
古
和
備
山
林

O
榎
林
村

計
一

O
O町
七
反

前
平
山
林
、
貝
塚
山
林
、
後
山
林
、
李
沢
山
林
、
家
上
山
林
、
甲
田
山
林

O

二
ツ
森
村

計
一
二
町
歩

宮
沢
山
林

。
民
有
森
林

総
計

七
八
町
二
反
一
畝
一
二
歩



O
天
間
舘
村

中
野
林
、
手
代
森
林
、
中
鳥
谷
部
林
、
細
松
林
、
鳥
谷
部
林
、
向
中
野
川
向
林
、
底
田
林
、
古
和
備
林
、
倉
越
平
林
、
桁
林
、
上
川
原
林
、

計

一
八
町
三
反

O
畝
一
八
歩

O
野
崎
村

堰
代
林
、
下
川
原
林
、
志
茂
川
原
林
、
尾
上
頭
林
、
後
平
林
、
前
川
原
林
、
家
下
林

計

八
町
四
反
二
畝
一
八
歩

樋
場
林
、
山
崎
林
、
狐
久
保
林
、
森
下
森

O
中
岨
村

計
八
町
五
反
三
畝
一
五
歩

O
花
松
村

長
沢
下
林
、
村
上
林
、
東
道
添
林
、
番
屋
林
、
大
田
嶋
林

計
二
町
一
反
四
畝
一
七
歩

根
ノ
林

O
附
田
村

計

七
町
五
反
八
畝
二
歩

O
榎
林
村

附
田
向
林
、
塚
長
根
林
、
夷
子
堂
林
、
附
田
川
目
林
、
家
ノ
前
山
林

計

一
三
町
七
反
六
畝
二
八
歩

沼
頭
林
、
橋
向
林
、
大
渡
林
、
千
刈
道
下
林
、
竿
打
川
原
林
、
地
蔵
堂
林
、
家
ノ
前
林
、
家
ノ
後
林
、
卒
古
沢
南
平
林
、
鉢
森
平
林
、
李

O

二
ツ
森
村

沢
家
ノ
後
杯
、
.
下
回
坪
林

計

一
九
町
九
反
五
畝
四
歩

家
ノ
表
林
、
家
ノ
下
林
、
家
ノ
後
林

天

林

村

史

間

九
一
五
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。
官
有
原
野

総
計

三
、
二
七
九
男
九
反
三
畝
一
八
歩

O
天
間
館
村

計

二
、
七
O
三
町
四
反
二
畝
一

O
歩

大
平
(
内
七
町
歩
)
、
小
文
平
、
二
一
端
平
、
舘
ノ
下
平
、
森
ノ
上
平
、
中
野
平
、
手
代
森
平
(
内
三
町
七
段
四
畝
歩
)
、
作
回
道
平
、
向
中
野

川
向
平
(
内
八
拾
九
町
八
段
壱
畝
三
歩
)
、
道
ノ
上
平
(
内
百
弐
拾
八
町
四
畝
弐
拾
弐
歩
)
、
高
井
名
平
(
内
四
拾
七
町
七
段
四
畝
弐
拾
壱

歩
)
、
府
平
(
内
四
拾
町
四
段
三
畝
拾
歩
)
、
底
田
平
(
内
弐
町
歩
)
、
古
和
備
平
(
内
四
町
五
段
三
畝
拾
歩
)
、
倉
越
平
(
内
三
拾
五
町
九

段
歩
)
、
市
渡
平
(
内
弐
拾
五
町
弐
段
三
畝
弐
拾
歩
)
、
夏
問
木
平
(
内
八
拾
七
町
四
段
歩
)
、
栗
ノ
木
津
平
(
内
五
拾
九
町
壱
段
六
畝
弐

拾
弐
歩
)
、
上
平
、
柳
平
(
内
百
町
壱
段
六
畝
拾
弐
歩
)
、
金
津
平
(
内
八
拾
六
町
七
反
弐
拾
九
歩
)
、
堰
代
平
、
五
庵
ノ
下
平
(
内
拾
六

町
状
)
、
向
川
原
平
、
上
志
多
平
、
菩
提
ノ
木
平
、
尾
山
頭
平
、
原
久
保
平
(
内
七
拾
町
六
畝
弐
拾
五
歩
)
、
道
ノ
下
平
(
内
拾
五
町
九
段

九
畝
拾
壱
歩
)
、
森
ノ
下
平
(
内
五
拾
弐
町
八
段
六
畝
歩
)
、
寺
津
前
平
(
内
四
拾
町
壱
段
壱
畝
拾
歩
)
、
舟
場
向
川
久
保
平
、
猪
鼻
平
(
内

九
拾
八
町
壱
段
壱
畝
拾
壱
歩
)
、
卒
古
津
平
、
後
平
(
内
四
百
七
拾
六
町
三
段
三
畝
歩
)
、
大
津
平
、
坪
川
原
平
、
(
内
六
町
弐
段
五
畝
六

歩
)
、
松
ヶ
津
平
平
(
内
九
拾
九
町
六
段
三
畝
八
歩
)

O

野
崎
村

計

一
九
四
町
三
反

O
畝
八
歩

樋
場
谷
地
平
、
炭
平
(
内
八
町
七
反
八
畝
拾
四
歩
)
、
狐
久
保
平
(
内
百
八
拾
壱
町
七
反
四
畝
五
歩
)

O
中
岨
村

計

一
四
町
八
反
一
畝
一
七
歩

村
ノ
上
平
(
内
五
町
一
反
九
畝
廿
六
歩
)
、

長
沢
下
平
(
内
九
町
六
反
壱
畝
廿
壱
歩
)



O
附
田
村

計

弐
拾
六
町
六
反
六
畝
廿
歩

附
田
川
目
平
(
弐
拾
六
町
六
反
六
畝
廿
歩
)

二
九

O
町
七
反
六
畝
二
三
歩

O
榎
林
村

計

柴
立
道
ノ
下
平
、
前
左
野
平
(
内
三
町
九
反
壱
畝
拾
六
歩
)
、
七
戸
道
ノ
下
平
(
内
三
拾
町
三
反
七
畝
廿
壱
歩
)
、
下
回
坪
平
(
内
弐
拾
八

O
二
ツ
森
村

町
六
畝
拾
六
歩
)
、
小
川
向
平
(
内
五
町
五
反
廿
歩
)

四
九
町
九
反
三
畝
二

O
歩

計

家
ノ
後
平
(
内
四
町
八
反
弐
畝
歩
)
、
川
口
平
(
内
四
拾
五
町
壱
反
壱
畝
廿
歩
)

。
民
有
原
野

O
天
間
館
村

O
野
崎
村

O
中
崎
村

O

附
聞
村

O
榎
林
村

O
二
ツ
森
村

総
計

七
O
九
町
八
反
七
畝
歩

四
二

O
町
九
反
四
畝
二
六
歩

一
七
町
二
反

O
畝
一
一
歩

一
一
町
二
反

O
畝
一
六
歩

四
町
四
反

O
畝

歩

一
九
九
町
七
反
三
畝

九
歩

五
六
町
三
反
七
畝
二
五
歩

次
に
池
・
沼
の
項
目
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
特
に
溜
池
の
存
在
に
注
目
し
た
い
。
天
間
館
村
で
は
溜
池
の
記
載
は
な
い

九

七

天

間

林

村

史
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が
、
北
川
目
通
の
各
村
に
お
い
て
は
、

い
く
つ
か
の
大
規
模
溜
池
の
記
述
が
み
ら
れ
て
い
る
。

O
野
崎
村

狐
久
保
溜
池
「
東
西
武
百
問
、
南
北
百
問
、
面
積
六
町
六
反
六
畝
廿
歩
:
:
:
本
村
、
花
松
村
及
ヒ
榎
林
、
附
田
四
村
ノ
田
武
拾
飴
町

ニ
濯
淑
ス
」

O
中
岨
村

長
沢
下
溜
池
「
東
西
拾
壱
間
三
尺
、
南
北
四
拾
壱
問
、
面
積
壱
反
五
畝
廿
或
歩
:
:
:
下
流
村
ノ
上
溜
池
ニ
入
ル
」

村
ノ
上
溜
池
「
東
西
九
拾
試
問
七
尺
、
南
北
拾
五
問
、
面
積
回
反
六
畝
拾
壱
歩
:
:
:
下
流
番
屋
溜
池
ニ
入
ル
」

番
屋
溜
池
「
東
西
百
武
拾
六
問
、
南
北
或
拾
三
間
三
尺
、
面
積
九
反
七
畝
廿
六
歩
:
:
:
五
町
余
ノ
田
畝
ニ
潅
瓶
ス
」

東
道
添
溜
池
三
所
「
甲
ハ
東
西
三
拾
壱
問
、
南
北
或
拾
試
問
、
面
積
弐
反
三
畝
三
歩
、
乙
ハ
東
西
八
拾
弐
問
、
南
北
或
拾
四
問
、
面
積
六
反

五
畝
拾
八
歩
:
:
:
丙
ハ
東
西
拾
九
間
弐
歩
、
南
北
或
拾
三
間
、
面
積
三
反
弐
歩
、
甲
乙
ノ
水
此
ニ
曾
同
シ
テ
、
・
拾
五
町
飴
ノ
田
畝
二
濯
減
ス
」

こ
う
し
た
溜
池
は
、
自
然
流
水
、
貯
水
と
と
も
に
、
北
川
目
の
各
村
の
田
畑
の
濯
概
に
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
ま

た
こ
う
し
た
溜
池
の
存
在
こ
そ
が
、
天
間
林
村
内
に
お
い
て
は
こ
の
一
帯
を
特
に
穀
物
の
産
地
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

学
校
に
関
し
て
は
、
先
の
一
覧
表
に
そ
の
数
、
生
徒
数
は
あ
げ
た
が
、
榎
林
村
の
小
学
校
は
、
当
時
同
村
長
昌
寺
に
仮
設
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

社
寺
に
つ
い
て
は
、
天
間
館
村
の
天
間
館
神
社
、
花
松
村
の
花
松
神
社
、
榎
林
村
の
長
昌
寺
が
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
古
蹟
で
は
、
坪
の



石
文
に
関
し
て
の
長
文
の
記
述
が
あ
る
。
道
路
は
、
現
在
の
国
道
四
号
線
た
る
当
時
の
一
等
園
道
函
館
街
道
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

電
線
に
つ
い
て
は
、
天
間
館
村
に
お
い
て
、
「
函
館
街
道
」
沿
い
に
七
戸
村
よ
り
甲
地
村
へ
と
貫
通
し
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

民
業
で
は
、
天
間
館
村
の
み
「
全
村
ノ
男
女
専
ラ
耕
転
或
ハ
山
業
ニ
従
事
シ
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
他
村
は
全
て
「
全
村
ノ
男
女

専
ラ
耕
転
ニ
従
事
シ
」
と
あ
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
天
間
館
村
が
、

田
・
畑
経
営
と
さ
ら
に
は
山
沿
い
で
は
林
業
・
製
炭
な

ど
に
生
活
を
求
め
て
い
た
こ
と
を
の
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
節

林
野
の
官
民
区
分
問
題
と
天
間
林
村
の
状
況

前
節
に
お
い
て
紹
介
し
た
資
料
に
よ
り
、
あ
る
程
度
ま
で
天
間
林
村
の
様
子
が
判
明
し
た
こ
と
と
思
う
が
、
そ
う
し
た
中
で
も
我
々

が
ま
ず
も
っ
て
注
目
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
は
、
官
有
林
野
の
余
り
に
も
多
い
事
マ
あ
る
。
こ
こ
に
か
か
げ
ら
れ
た
数
字
が
必
ず
し

も
正
確
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
に
し
て
も
お
お
よ
そ
の
見
当
は
つ
く
で
あ
ろ
う
。
以
下
こ
の
間
題
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。

前
節
の
林
野
面
積
を
整
理
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

第22表

民 官
三十
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七 七 山

。
七五
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国I 町 町

O 九
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九
比

。五五 き|。%%  

原|

九 七二
九 一 八

聖子[
。。。
町 町 町

。 八 上じ。八二 率
% %%  

ち
な
み
に
、
昭
和
一

O
年
噴
の
数
字
を

あ
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
(
公
立
天
間

館
青
年
学
校
「
郷
土
調
査
』
よ
り
)

天

間

林

村

史

九

九
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民国
計

有有

一
ム

五 山ノ、。五五
七 二五

0 三 キ本
町 町町

一 九 ( 。二由-二4・ 』ノ4、- 比。三七 率
% % %  
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* 四 原

八 七 0
五七

町八 三五 野
町町

一 ( 。一」ー 上b
二二ノ、。六四 率

% % %  

山
林
・
原
野
と
も
に
民
有
地
が
若
干
と
も
増
大

し
て
い
る
の
は
そ
の
後
に
お
け
る
払
い
下
げ
な

ど
の
た
め
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
固
有
原
野
は
、

明
治
中
期
に
お
け
る
開
墾
払
い
下
げ
の
た
め
に

(
*
陸
軍
用
地
そ
の
他
で
あ
る
)

減
少
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
陸
軍
用
地

と
し
て
民
有
地
が
買
収
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
単
純
な
比
較
は
勿
論
出
来
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
特
に
山
林
に
お
い
て

は
、
ま
さ
に
「
軒
下
ま
で
国
有
林
」
と
言
う
現
象
が
こ
こ
で
も
み
ら
れ
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。

一
体
こ
の
よ
う
な
状
況
は
ど
う
し
て
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
旧
藩
政
時
代
に
あ
っ
て
は
、
南
部
藩
は
そ
の
山
林
行
政

に
大
き
な
比
重
を
置
い
て
来
た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
り
、
「
御
山
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
藩
有
林
が
広
範
に
存
在
し
て
い
た
が
、
同

時
に
、
「
見
守
山
」
「
取
分
林
」
の
知
き
い
わ
ゆ
る
部
分
林
、
さ
ら
に
、
若
干
の
私
有
林
も
存
在
し
、
「
見
守
山
」
な
ど
は
、

一
種
の
部

落
有
林
で
基
本
的
に
は
農
民
の
管
理
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
お
り
、
個
々
の
農
民
で
は
な
く
、
集
団
と
し
て
の
村
落
・
部
落
に
属
し
て
お

り
、
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
「
入
会
地
」
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
「
入
会
地
」
が
、
農
業
生
産
力
の
低
い
こ
の
地
方
に
あ

つ
て
は
い
か
に
農
民
の
生
活
上
重
大
で
あ
っ
た
か
は
論
を
ま
た
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
そ
れ
を
示
す
一
つ
の
資
料
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

願

書

(
表
紙
)



李
沢
村木

村
三
右
衛
門

山
林
之
儀
ニ
付
願

陸
奥
国
上
北
郡
榎
林
村
地
方
三
等
一
級
官
山

但
シ
青
森
県
山
林
局
へ

御
引
渡
シ
相
成
写

一
、
李
沢
山
反
別
凡
拾
九
町
弐
反
歩

右
山
所
之
義
ハ
全
ク
私
共
所
有
ニ
シ
テ
其
原
因
タ
ル
祖
先
等
自
費
ヲ
以
テ
樹
立
植
付
培
養
繁
茂
為
致
、
数
代
世
襲
之
山
林

ニ
付
、
伐
採
等
ハ
申
ニ
及
処
該
山
林
一
一
就
キ
、
他
人
ヲ
相
拒
ム
権
ア
リ
、
且
需
用
之
木
材
ハ
随
意
是
ヲ
伐
採
ス
、
其
跡
ハ

連
綿
シ
其
分
ニ
拠
リ
自
費
ヲ
以
植
立
、
年
々
保
護
ヲ
相
加
へ
勝
手
ニ
進
退
仕
来
リ
慣
行
ニ
相
違
無
之
候
、
最
モ
未
タ
雲
間
テ

売
買
不
致
候
得
ハ
、
売
買
証
書
無
之
候
得
共
、
数
百
年
久
シ
キ
所
有
罷
在
候
義
相
違
候
処
、
宣
斗
ラ
レ
山
林
之
成
立
一
応

之
御
調
査
モ
ナ
ク
官
林
ト
御
調
理
相
成
候
原
因
更
ニ
不
相
弁
候
、
前
陳
之
通
数
代
世
襲
之
山
林
一
一
相
違
無
之
ハ
現
在
之
村

民
承
知
致
居
候
問
、
私
有
林
ニ
御
引
直
シ
被
成
下
度
、
則
チ
旧
帳
記
第
壱
号
い
い
ド
山
一
一
一
号
迄
保
証
書
相
添
此
段
奉
願
候
以
上

明
治
十
四
年
四
月

青
森
上
北
郡
榎
林
村

木
村
コ
一
右
衛
門

天

間

林

村

史

九
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証

書

陸
奥
田
上
北
郡
榎
林
村
地
内

李
沢
山
反
別
凡
拾
九
町
弐
反
歩

右
山
所
之
義
ハ
往
古
知
何
可
有
之
裁
判
然
不
相
分
候
得
共
、
祖
先
よ
り
因
襲
之
山
林
一
一
付
、
且
該
家
珍
テ
数
代
有
為
シ
樹

木
植
立
及
伐
採
ス
、
且
該
山
林
ニ
就
キ
他
人
ヲ
相
拒
ひ
自
由
進
退
仕
来
候
御
地
売
買
書
有
之
山
林
製
同
一
般
ニ
相
違
無
之

候
、
尤
従
前
山
林
税
ト
申
モ
無
之
慣
習
ニ
付
、
現
今
確
然
タ
ル
持
林
之
証
書
無
之
ハ
雄
も
数
百
年
之
久
シ
キ
所
有
罷
在
候

義
、
現
在
之
村
民
承
知
致
候
儀
ニ
テ
、
本
人
申
立
之
通
柳
相
違
無
之
儀
私
共
ニ
珍
テ
見
認
ム
ヲ
以
テ
確
証
代
リ
、
則
チ
連

署
保
証
仕
候
也

明
治
十
四
年
四
月

青
森
懸
上
北
郡
榎
林
村

惣
代

高
田

市
助
⑮

同

中
村

孫
助
⑮

同



弘
化
四
年
未
五
月

第
壱
号

七
戸
通
御
代
官
所
惣
御
山
木
数
改
書
上
帳

北
川
目
通

天

間

林

村

史

甲
地
村

琴
内
村

長
久
保
村

内
姥
沢
村

乙
供
村

向
旗
屋
村

外
姥
沢
村

保
戸
沢
村 同

高
田
孫
右
衛
門
⑮

高
田

水
喰
村

狼
沢
村

漆
玉
村

鐘
屋
村

寒
水
村

栃
木
村

切
左
坂
村

細
津
村

新
八
⑮二

ツ
森
村

貝
塚
村

九
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一
、
李
沢
御
山

西
ハ
尻
ヶ
沢
横
道
限

北
ハ
内
姥
沢
山
境
限

松
千
五
百
弐
十
本

内一
、
六
百
五
十
本

一
、
八
百
七
十
本

栗
千
七
百
八
拾
本

内て
五
百
六
十
本

東
ハ
こ
あ
ミ
沢
水
目
限

南
ハ
赤
川
は
な
限

目
通
三
尺
廻
よ
り
弐
尺
廻
迄

同
壱
尺
五
寸
廻
よ
り
一
尺
廻
迄

同
四
尺
廻
よ
り
三
尺
廻
迄

乙
部
村

土
橋
村

舟
ケ
沢
村

鶴
ヶ
崎
村

九

四

李
沢
村

甲
田
村

萌
出
村

野
田
頭
村

李
沢
村御

山
守

右
衛
門



一
、
千
弐
百
弐
拾
本

同
弐
尺
五
寸
廻
よ
り
一
尺
廻
迄

外
小
杉
立

小
柴
立

右
御
山
西
よ
り
東
迄
三
町
北
よ
り
南
迄
三
十
丁
程

甲
田
沼
へ
三
丁
程
沼
出
通
用
宣
木
性
悪
土
地
黒
土
野
土
ニ
御
座
候

御
山〆

弐
拾
九
ヶ
山

右
御
山
所
諸
木
改
ニ
就
キ
被
仰
付
御
村
貯
入
古
人
弁
御
山
守
共
召
連
立
合
相
改
候
処
、
相
違
無
御
座
候
問
、
此
段
書
上

仕
候
以
上

浦
田

寛
平

印

高
田

善
八

EP 

小
泉
万
喜
人

EP 

豊
間
根
定
八

EP 

上

閤
平

円

μ
r↑
ト

江
苅
内
寛
衛
殿

今
測
半
九
郎
殿

天

間

林

村

史

九

五



第
五
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前
書
之
通
遂
吟
味
候
処
無
椙
違
無
之
候

今
測
半
九
郎

五
月

御
勘
定
所

明
治
五
年
壬
申
六
月

第
弐
号

官
山
林
反
別
木
数
調
帳

以
上

江
苅
内
寛
衛

七
戸
支
鹿

陸
奥
国
北
郡

木
数
五
百
本

一
、
李
沢
山
凡
反
別
八
町
五
反
六
畝
歩

榎
林
村

但
シ

外

柴 松
百
本
栗
百
本
雑
木
三
百
本

一
、
草
地

九

ノ、

正日円

μ
rド
ド



一
、
運
上
甲
田
沼
ハ
三
丁
程
便
利
宜
敷
候
処
斗
百
八
十
八
ヶ
山

右
之
通
御
座
候
也

壬
申
五
月

七
戸
支
廃

明
治
七
年

第
三
号

陸
奥
国
北
郡

取試見
分植守

山
林
帳

中
野
村

野
崎
村

花
松
村

附
田
村

陸
奥
田
北
郡

榎
林
村
支山

守
木
村
三
右
衛
門

一
、
李
沢
山
反
別
凡
拾
九
丁
弐
反
歩

李
沢
村
中

天

林

史

村

間

榎
林
村

二
ツ
森
村

天
間
舘
村

九

七
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九

;¥ 

東
よ
り
西
迄
四
百
八
十
間
程

南
北
百
弐
十
間
程

此
木
数
千
七
百
五
十
本

内松
千
五
百
本

目
通
一
尺
廻
よ
り
三
尺
廻
迄

栗
五
拾
本

同
壱
尺
廻
り

雑
木
弐
百
本

同

外
ニ
小
柴
立

下
草
税
ナ
シ

東
ハ
小
綱
沢
界

運
輸
甲
田
沼
ハ
六
町
程
二
テ
便
利

西
ハ
川
戸
沢
界

南
ハ
前
平
原
野
界

北
ハ
耕
地
界

西
距
本
廃
青
森
拾
九
里
半
程
距
奥
州
街
道
七
戸
駅
三
塁
半
程



中
岨
村

青
一
森
懸
官
下
陸
奥
国
北
郡
外
二
総
斗
表
箇
所
四
拾
八
ヶ
山

五
ヶ
村

(
「
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

こ
の
文
書
は
直
接
に
は
明
治
一
四
年
に
官
有
林
の
引
き
渡
し
を
求
め
た
訴
え
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
添
貼
さ
れ
た
書
類
写
は
、
江
戸

時
代
末
期
以
降
明
治
七
年
ま
で
は
、
少
な
く
と
も
訴
人
(
ら
)
が
こ
の
山
林
に
対
し
て
は
排
他
的
用
益
権
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
証
明

す
る
も
の
で
あ
る
。

で
は
何
故
に
か
か
る
訴
え
、
あ
る
い
は
官
地
編
入
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
明
治
政
府
に
よ
る
一
連
の
近
代
化

政
策
の
一
環
と
し
て
の
近
代
的
私
的
所
有
権
の
確
定
、

な
い
し
は
私
的
所
有
者
へ
の
徴
税
制
の
碓
立
で
あ
る
地
租
改
正
の
中
で
生
じ

て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
明
治
二
年
藩
籍
奉
還
の
結
果
と
し
て
、
藩
有
林
は
当
然
政
府
の
所
轄
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
こ
こ
に
官
有
林
が
誕
生
し

た
。
し
か
る
に
そ
の
後
明
治
政
府
は
、
旧
来
の
複
雑
な
用
益
的
支
配
関
係
を
単
一
的
近
代
的
所
有
権
に
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
わ

が
国
の
経
済
構
造
の
資
本
主
義
的
生
産
関
係
へ
の
転
換
を
図
り
、
併
せ
て
そ
の
近
代
化
政
策
実
現
の
た
め
の
税
収
源
の
確
立
の
た
め

に
、
地
租
改
正
お
よ
び
土
地
の
官
有
区
分
を
実
施
し
た
の
で
あ
っ
た
。
青
森
県
に
お
い
て
も
明
治
七
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
山
林
調

査
が
お
こ
な
わ
れ
、

つ
い
で
同
九
年
と
一

O
年
の
二
ヶ
年
で
林
野
の
官
民
有
区
分
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
初
め
民
間

に
そ
の
証
拠
の
あ
る
も
の
は
勿
論
の
事
、
証
書
が
な
く
て
も
事
実
に
従
っ
て
民
有
で
あ
る
か
否
か
を
確
認
し
た
が
、

や
が
て
は
、
確

証
あ
る
も
の
に
こ
れ
を
限
定
す
る
方
針
へ
と
変
っ
た
こ
と
、

ま
た
当
時
は
、
部
落
・
村
落
共
有
地
が
新
た
に
地
租
の
対
象
と
さ
れ
る

天

間

林

村

史

九

九
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こ
と
を
恐
れ
、

か
っ
官
有
地
編
入
後
も
従
来
の
慣
行
通
り
用
益
権
を
維
持
出
来
う
る
だ
ろ
う
と
い
う
村
民
の
期
待
な
ど
が
あ
り
、
こ

う
し
た
中
で
官
有
地
へ
の
編
入
は
極
め
て
大
量
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
同
時
に
一
部
有
力
地
主
が
共
有
地

を
自
己
の
私
有
地
に
書
き
換
え
た
の
も
こ
の
時
で
あ
っ
た
。
農
民
が
「
と
り
あ
え
ず
」
く
ら
い
の
気
持
で
官
地
編
入
を
希
望
し
た
こ

と
や
、
し
か
し
意
に
反
し
そ
の
土
地
が
他
人
の
所
有
地
と
な
り
そ
う
に
な
り
、
大
い
に
あ
わ
て
た
様
子
な
ど
は
次
の
資
料
で
も
お
お

よ
そ
判
明
し
よ
う
。歎

願

書

(
表
紙
)

第
七
大
区
二
小
区
榎
林
村
支

李
沢
農木

村

右
衛
門

乍
恐
奉
願
上
候
事

二
小
区
榎
林
村
支

李
沢
村
之
内

一
、
前
平
御
山

右
御
義
江
兼
而
私
先
祖
ニ
而
松
雑
木
植
立
仕
置
候
御
山
ゆ
へ
、
従
前
村
方
ハ
勿
論
隣
村
之
者
共
薪
不
自
由
之
節
預
無
心
ニ
、



其
時
之
振
合
ヲ
以
木
代
請
取
相
梯
居
候
御
山
ニ
御
座
候
処
、
山
首
節
ニ
至
シ
着
方
一
統
之
山
二
有
之
杯
与
不
法
申
募
リ
候
者

有
之
、
致
方
無
之
残
念
ニ
奉
存
候
得
と
も
、
御
時
節
柄
御
上
様
江
御
手
数
懸
上
候
而
ハ
恐
多
奉
存
候
義
与
相
心
得
、
定
山

ニ
御
切
込
被
下
置
旨
相
願
置
候
次
第
二
御
座
候
、
此
殺
御
堅
察
被
成
下
度
奉
願
上
候
、
然
ル
ニ
去
月
廿
九
日
榎
林
村
附
田

恵
八
与
申
者
ん
三
四
郎
よ
り
前
書
前
平
御
山
之
木
ヲ
貰
取
候
由
ニ
而
、
薪
附
ニ
馬
四
疋
牽
参
候
ニ
付
、
私
申
ニ
者
、
其
儀

不
相
成
事
一
一
御
座
候
間
相
担
可
申
様
申
聞
候
得
共
、
栢
用
不
申
、
三
四
郎
よ
り
貰
候
間
同
人
江
相
懸
合
可
然
杯
与
挨
拶
致
、

終
ニ
山
江
参
り
木
附
出
申
候
、
尚
同
入
江
承
候
所
、
此
日
も
三
駄
弦
御
山
よ
り
附
出
候
由
申
事
一
一
御
座
候
、
誠
二
以
骨
困
惑

仕
、
依
之
コ
一
四
郎
江
右
次
第
ヲ
相
尋
申
候
処
、
組
頭
森
田
長
作
弁
新
町
坂
本
重
兵
衛
よ
り
承
り
、
恵
八
江
呉
遣
候
杯
与
申

候
ニ
付
、
組
頭
長
作
江
右
之
段
承
り
候
所
、

一
切
存
知
不
申
由
申
事
ニ
御
座
候
、
猶
三
四
郎
呼
寄
、
私
親
類
共
立
合
之
上

再
度
相
尋
申
候
処
、
組
頭
長
作
弁
重
兵
衛
よ
り
承
届
ヶ
呉
遣
申
候
、
只
亦
拙
者
義
も
五
駄
ト
拾
駄
伐
取
候
ニ
者
相
違
無
御

座
候
、
其
次
第
者
親
之
物
ヲ
子
ハ
盗
者
嘗
り
前
、
御
上
様
之
物
下
モ
ニ
市
盗
ハ
子
細
無
之
者
杯
与
存
在
之
申
分
相
募
り
、

右
不
法
者
ニ
甚
タ
蛍
惑
仕
候
間
候
、
吟
味
之
上
左
様
之
無
之
様
、
右
御
山
諸
木
成
木
ニ
相
成
候
様
仕
度
奉
存
候
問
、
勝
手

ニ
伐
木
不
致
様
御
吟
味
被
下
置
度
奉
願
上
候
、
無
左
者
小
走
杯
与
号
、
折
々
伐
木
致
候
而
ハ
成
木
可
致
様
無
御
座
、
心
外

至
極
ニ
奉
存
候
、
宜
敷
御
吟
味
被
下
置
度
此
股
奉
願
候

以
上

明
治
七
年
七
月

第
七
大
区
二
小
区
榎
林
村
支

李
沢
農

木
村

二
右
衛
門

天

間

林

村

史

九
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第
七
大
区
曾
所御

中

(
『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

行
政
側
が
一
般
に
は
い
か
に
民
有
地
を
少
な
く
し
、
官
有
林
の
増
大
を
図
ろ
う
と
し
た
か
は
、
明
治
九
年
一
月
の
「
山
林
原
野
等

官
民
区
分
処
分
」
に
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
次
の
如
く
規
定
さ
れ
て
い
た
。

川
公
簿
に
村
持
と
の
記
載
が
あ
る
か
、
あ
る
い
は
比
隣
郡
村
で
入
会
慣
行
な
い
し
は
村
持
を
証
明
し
う
る
も
の
は
、
民
有
地
第
二
種
と
す

る
。
た
だ
し
い
っ
た
ん
官
没
し
た
も
の
は
、
そ
の
限
り
で
な
い
。

ω村
山
・
持
山
と
称
し
、
自
然
伐
採
だ
け
で
な
く
、
育
成
管
理
し
て
き
た
も
の
は
、
簿
冊
の
有
無
に
よ
ら
ず
民
有
地
と
す
る
。

ωた
と
え
貢
租
を
納
入
し
て
い
て
も
、
単
に
「
自
然
生
ノ
草
木
ヲ
採
伐
シ
来
ル
ノ
ミ
ナ
ル
モ
ノ
ハ
其
地
盤
ヲ
所
有
セ
シ
モ
ノ
ニ
非
ズ
、
故
ニ

右
等
ハ
官
有
地
ト
定
ム
へ
シ
」
。

凶
藩
や
幕
府
の
紛
争
威
許
に
よ
っ
て
、
村
持
が
確
定
し
た
も
の
で
も
、
他
に
民
有
の
証
の
な
い
場
合
は
、

ωω
に
準
じ
て
官
民
有
の
別
を
た

て
る
。

間
遠
山
深
沢
で
伐
木
売
買
を
業
と
す
る
も
の
が
あ
っ
て
も
育
成
管
理
の
労
を
と
っ
た
証
拠
の
な
い
場
合
は

ωに
準
じ
官
有
と
す
る
。

刷
そ
の
他
は
す
べ
て
何
い
の
う
え
処
分
す
る
。
(
竹
内
利
美
編
『
下
北
の
村
落
社
会
』
(
未
来
社
)

一
四
一
ペ
ー
ジ
参
照



か
か
る
方
針
に
し
た
が
っ
て
地
方
庁
は
官
民
区
分
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
津
軽
藩
と
南
部
藩
の
旧
慣
の
相
異
な

ど
も
あ
り
、
各
地
に
多
く
の
「
官
有
未
定
山
」
を
残
し
た
の
は
よ
く
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
青
森
県
で
は
先
に
の
べ
た
如
く
、

明
治
七
'
t
J

八
年
に
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、

八
年
二
月
、
県
当
局
は
、
各
大
区
長
あ
て
次
の
知
き
指
示
を
出
し
て
い
る
。

「
今
般
別
紙
個
所
書
之
通
、
更
ニ
存
置
官
林
ニ
相
定
候
条
、
追
テ
相
違
候
迄
ハ
、
地
元
村
々
ニ
珍
テ
、
保
護
心
得
相
違
無
之
様
可
致
候
、
自
分

立
木
払
下
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
可
成
右
存
置
官
林
ヨ
リ
払
下
願
出
候
様
可
致
、
此
旨
毎
戸
無
洩
可
伺
一
不
モ
ノ
也
、
但
シ
官
林
中
ニ
取
分
木
ト
唱
、

自
費
植
付
ケ
所
有
シ
向
ハ
、
追
テ
相
違
候
マ
デ
、
従
前
ノ
通
タ
ル
へ
キ
コ
ト
」
(
竹
内
編
前
掲
書
一
四
三
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
)

こ
う
し
て
従
来
は
用
益
権
を
主
張
出
来
た
、
例
え
ば
試
植
林
な
ど
も
官
有
地
に
編
入
さ
れ
た
た
め
、

そ
の
伐
採
に
は
許
可
願
い
を

出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

官
地
私
木
願

第
七
大
区
二
小
区

榎
林
村
支
李
沢
農

木
村
三
右
衛
門
(
表
紙
)

榎
林
村
支
李
沢
字
李
沢
字
前
平
右
御
山
江

兼
而
植
立
仕
資
候
木
左
ニ

天

間

林

村

史

九
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四

一
、
松
五
百
本
程

一
、
雑
木
千
本
程

右
之
通
私
先
年
試
植
立
仕
置
候
、
追
々
成
木
相
成
候
ニ
付
、
五
公
五
民
御
取
分
ケ
山
ニ
被
仰
付
被
成
下
度
奉
願
候

以
上

明
治
七
年
五
月
三
十
日

第
七
大
区
二
小
区

榎
林
村
支
李
沢
農

木
村
三
右
衛
門
⑮

青
森
豚
権
令
池
田
種
徳
代
理

青
森
豚
権
参
事
那
須
均
殿

(
『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

旧
南
部
藩
領
に
お
い
て
は
特
に
「
取
分
山
」
「
試
植
林
」
の
類
に
は
不
分
明
の
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
と
言
わ
れ
、

さ
ら
に
明
治

九
年
に
も
再
び
区
分
調
査
が
な
さ
れ
、
翌
一

O
年
に
は
、
官
林
(
本
省
直
轄
)
と
地
方
庁
管
轄
の
山
林
原
野
の
区
分
、

さ
ら
に
明
治

一
一
年
三
月
の
「
部
分
木
仕
付
条
例
」
制
定
へ
と
つ
ら
な
っ
て
ゆ
く
。
明
治
一
四
年
以
降
も
未
定
山
の
調
査
は
つ
づ
け
ら
れ
る
が
、

大
勢
と
し
て
は
明
治
二
一

O
年
頃
に
は
ほ
ぼ
確
定
す
る
よ
う
で
あ
る
。



こ
う
し
て
青
森
県
で
は
、
明
治
二
六
年
一
二
月
コ
二
日
現
在
に
お
い
て
御
料
林
を
含
め
て
一
、

O
五
五
、
二
二
一

O
町
の
官
有
林
野

に
対
し
、
民
有
林
野
は
わ
ず
か
に
一
四

O
、
三
二
五
町
歩
に
し
か
す
ぎ
ず
、
林
野
全
体
の
八
八
%
を
官
有
で
占
め
、
残
り
一
一
一
%
が

民
有
で
あ
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
天
間
林
村
の
場
合
で
は
こ
の
比
率
差
は
さ
ら
に
広
が
り
、
官
有
林
野
対
同
国
有
林
野
は
、
実
に

九
六
%
対
四
%
と
い
う
数
字
が
明
治
一

O
年
頃
の
も
の
と
し
て
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
明
治
以
降
の
村
民
に
と
っ
て
そ
の
生
活
、
生
産
基
盤
の
確
立
を
極
め
て
困
難
に
さ
せ
て
ゆ
く
一
因
と
な
っ
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
か
ろ
う
。
部
落
有
林
や
共
有
地
入
会
の
目
的
は
、
株
・
苅
敷
・
薪
・
用
材
・
蕨
・
栗
・
独
活
・
葛
根
・
薬
草
等
の
採

取
に
あ
り
、

そ
れ
も
主
と
し
て
下
層
農
民
の
利
用
が
多
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
失
っ
た
り
、
減
少
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
農
家
経
済
を
極

度
に
圧
迫
し
た
の
で
あ
る

五
戸
町
誌
刊
行
委
員
会
『
五
戸
町
誌
・
下
』
参
照
)
。

こ
う
し
た
中
で
、
村
民
に
よ
る
旧
慣
習
的
用
益
権
を
求
め
る
動
き
は
し
だ
い
に
制
限
を
加
え
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
天
間
林

村
に
お
い
て
は
、
明
治
二
六
年
頃
に
は
、
官
有
地
に
対
す
る
入
会
は
な
く
な
っ
て
い
る
と
の
報
告
も
あ
る
(
後
述
)
。
そ
の
結
果
と
し

て
盗
伐
そ
の
他
の
手
段
に
よ
る
「
抵
抗
」
も
ま
た
増
加
し
た
と
い
わ
れ
、
こ
の
こ
と
が
林
野
の
荒
廃
の
一
因
と
も
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
村
民
は
し
だ
い
に
貨
幣
経
済
の
中
へ
と
ま
き
込
ま
れ
て
ゆ
く
の
も
こ
の
噴
か
ら
で
あ
る
。
地
租
の
金
納
化
は
も
っ
と
も
重

大
な
要
因
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
入
会
的
用
益
権
の
喪
失
な
い
し
制
限
は
、
彼
ら
が
日
常
必
需
品
を
す
ら
購
入
せ
ざ
る
を
え
な
い
立

場
へ
と
追
い
込
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
次
の
資
料
は
そ
う
し
た
意
味
で
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

天

間

林

村

史

九

五
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薪
材
捕
下
願

上
北
郡
榎
林
村
地
内
三
等
官
林
字
李
沢

一
、
悪
松
樹
八
拾
本

3
自
白
二
尺
一
寸
回

E
、
一
至
五
尺
回

此
棚
数
拾
壱
概
四
歩

但
別但壱
掲一本
ノ棚ニ
通巾高付
御六六金平
梯尺尺十均
下六
被銭
成
下
度

此
代
金
拾
円
八
拾
銭

右
者
本
年
中
私
焚
用
致
度
候
ニ
付

右
御
聞
届
ノ
上
ハ
御
指
令
ニ
従
ヒ
代
金
速
ニ
上
納
ノ
上
御
引
渡
可
願
上
、
尤
実
際
御
引
渡
ニ
監
ミ
小
字
ヶ
所
及
木
種
等
御
変
換
ノ
儀
ハ

御
指
図
ニ
従
ヒ
、
彼
是
苦
情
申
上
間
敷
互
ツ
実
地
着
手
ヨ
リ
官
林
携
出
土
場
着
材
期
間
ノ
儀
者
、
現
木
御
引
渡
ノ
節
取
極
メ
嘗
所
申
上
就
而

者
、
右
期
限
ヲ
過
キ
尚
林
内
ヘ
相
残
リ
候
木
口
問
有
之
節
者
、
全
ク
所
有
権
ヲ
拠
棄
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
御
見
倣
御
処
分
相
成
候
共
聯
苦
情
不
申
上

候
、
此
段
奉
願
候

此
上

上
北
郡
榎
林
村

明
治
十
四
年
三
月
十
九
日

木
村
三
右
衛
門
@

木
村

丑
松

⑮ 

木
村

治

⑮ 

山
林
局
青
森
出
張
所

御
中



前
書
願
出
シ
趣
相
違
無
シ
ニ
付
奥
書
調
印
仕
候
也

明
治
十
四
年
三
月
廿
六
日

戸
長
代
理

西
野

慶
高

⑮ 

(
『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

お
そ
ら
く
は
こ
こ
に
願
い
出
て
い
る
薪
材
に
つ
い
て
は
、

か
つ
て
は
何
ら
か
の
形
で
出
願
人
の
用
益
が
及
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
官
有
地
に
編
入
さ
れ
た
結
果
と
し
て
そ
の
切
り
出
し
を
願
い
出
、

か
つ
代
金
の
支
払
い
を
申
し
出
て
い
る
。

青
森
県
に
お
い
て
は
、
官
民
区
分
の
場
合
、

か
な
り
の
量
の
「
官
民
未
定
山
」
を
出
し
、

か
っ
そ
の
査
定
も
か
な
り
い
い
加
減
な

も
の
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
明
治
時
代
も
す
す
む
に
つ
れ
て
し
だ
い
に
顕
在
化
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
査
定
の
や
り

な
お
し
を
求
め
た
り
、
あ
る
い
は
官
有
地
編
入
の
解
除
を
求
め
る
動
き
も
大
き
く
な
っ
て
来
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
に
あ
げ
た
明

治
一
四
年
の
「
山
林
之
儀
ニ
付
願
」
な
る
文
書
も
こ
う
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
新
た
に
二
つ
の
資
料
を
あ
げ
て
お

こ〉つ。

仮
踏
査
御
取
消
願

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林
字
李
沢
家
ノ
前
回
拾
番
壱
号

山
林
反
別
五
町
七
反
弐
拾
三
歩
ハ
私
所
有
地
ニ
有
之
候
処

明
治
二
十
五
年

中
李
沢
官
林
境
界
踏
査
ノ
際

品
ロ
田
時
踏
査
官
ニ
於
カ
レ
本
村
役
場
備
付
字
切
絵
図
ハ
凡
ソ
ノ
見
取
図
ナ
ル
ニ
モ
不
拘
其
ノ
絵
図
面
ト
実
地

天

間

林

村

史

九

七



第
五
編

近

代

九

J¥ 

ト
ノ
景
状
相
違
セ
ル
旨
ヲ
以
テ
別
紙
絵
図
面
朱
点
ケ
処
凡
ソ
四
町
三
反
歩
仮
踏
査
ニ
致
旨
御
口
達
相
成

其
ノ
嘗
時
現
場
一
一
於
テ
モ
私
所

有
地
ハ
壱
町
弐
三
反
歩
位
ト
相
成
ニ
付

種
々
事
由
申
立
候
得
共
何
分
御
聞
入
無
之

固
ヨ
リ
私
所
有
地
ニ
有
之
候
得
者
仮
一
一
仮
踏
査
ト

相
成
候
モ
何
等
ノ
差
支
無
之
義
ト
存
居
候
処

今
以
何
等
ノ
御
詮
議
無
之

右
ハ
今
般
雑
木
根
柴
切
梯
杉
植
立
準
備
致
度
候
間

何
卒
至

急
実
地
御
検
査
ノ
上
仮
踏
査
御
取
消
被
成
下
度

此
ノ
段
奉
願
候
也

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林

明
治
コ
一
十
三
年
十
月
六
日

木
村
吉
太
郎

印

青
森
大
林
区
署
長

林
務
官

道
家
充
之
殿

前
出
願
書
之
通
相
違
無
之
ニ
付
奥
書
候
也

明
治
三
十
二
年
十
月
七
日

上
北
郡
天
間
林
村
長

井
山
保
太
郎

固

(
「
李
沢
・
木
村
家
文
書
」
)

森
林
特
別
御
処
分
願

陸
奥
国
上
北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林
字
李
沢
家
前

一
、
李
沢
山
反
別
九
拾
九
町
弐
反
歩



右
山
林
ハ
旧
盛
岡
藩
ニ
診
テ
一
般
見
守
山
ト
称
へ
、
私
祖
先
三
右
エ
門
ニ
珍
テ
自
費
栽
培
篤
ク
保
護
ヲ
加
へ
タ
ル
私
有

林
ニ
シ
テ
、
伐
採
植
継
ヲ
自
由
ニ
シ
、
累
代
所
有
シ
来
ル
山
林
ニ
有
之
候
処
、
私
庸
愚
ノ
為
メ
明
治
六
年
ヨ
リ
全
八
年
ニ

至
ル
ノ
問
地
券
調
及
地
租
ニ
関
ス
ル
調
査
等
再
一
二
ニ
及
是
レ
ニ
要
ス
ル
費
用
多
額
二
割
賦
相
成
、
其
ノ
賦
課
法
ハ
総
テ
反

別
割
ニ
有
之
、
加
フ
ル
ニ
地
租
上
納
等
負
担
ニ
苦
ミ
居
候
、
折
柄
明
治
九
年
原
野
調
査
ニ
相
成
該
山
林
ノ
全
ク
私
山
ナ
ル

ヲ
官
林
ニ
取
調
フ
ル
モ
旧
来
ノ
関
係
ヨ
リ
シ
テ
自
由
ニ
伐
採
及
植
継
ヲ
出
来
得
ル
モ
ノ
ト
心
得
タ
ル
ハ
千
歳
ノ
遺
憾
ト
ス

ル
処
ニ
有
之
候
、
抑
モ
旧
藩
制
ニ
診
ケ
ル
官
私
有
林
ノ
区
別
ヲ
致
サ
ス
深
山
及
見
守
山
ノ
ニ
区
別
シ
、
其
ノ
、
深
山
ニ
付
テ

ハ
山
麓
村
民
へ
山
守
ヲ
ム
叩
シ
火
難
盗
難
ヲ
防
禦
セ
シ
メ
、
薪
炭
林
ハ
自
由
ニ
伐
採
ス
ル
ヲ
得
セ
シ
メ
候
モ
他
ノ
用
材
ノ
携

下
ノ
官
許
ヲ
得
サ
レ
ハ
伐
採
ス
ル
ヲ
得
セ
シ
メ
ス
、
其
ノ
見
守
山
ニ
対
シ
テ
ハ
純
粋
ノ
民
林
ナ
ル
ヲ
以
テ
特
ニ
殖
林
奨
励

ノ
為
メ
ニ
種
々
誘
導
上
或
ハ
山
奉
行
ノ
巡
検
ア
リ
、
或
ハ
木
数
室
田
上
ヲ
為
サ
シ
メ
、
以
テ
保
護
監
督
ヲ
牽
サ
レ
タ
ル
モ
ノ

ナ
レ
ハ
、
弘
化
四
年
五
月
書
上
帳
表
題
ニ
惣
御
山
ノ
木
数
取
調
ナ
キ
ハ
深
山
ハ
民
林
ニ
非
ラ
サ
ル
故
ニ
シ
テ
全
ク
見
守
山

ナ
ル
民
林
ノ
ミ
書
上
セ
シ
メ
監
督
セ
ラ
レ
タ
ル
事
明
瞭
ニ
有
之
候
、
而
シ
テ
山
守
ノ
名
称
ハ
当
時
ニ
珍
ケ
ル
所
有
者
ノ
氏

名
調
ニ
相
違
無
之
事
ハ
右
向
性
質
ノ
山
林
一
一
シ
テ
、
既
ニ
改
租
ノ
嘗
時
直
チ
ニ
私
有
ニ
帰
セ
シ
メ
、
尋
テ
明
治
廿
一
年
特

別
廉
価
抑
下
(
居
眠
議
岩
崎
酢
説
明
砕
い
測
)
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
多
々
有
之
、
左
記
証
拠
書
類
ニ
徴
シ
テ
モ
私
有
山
タ
ル
事
明

瞭
ニ
御
座
候

第
一
号
証
ハ
弘
化
四
年
五
月
七
戸
御
代
官
所
へ
惣
御
山
木
数
書
上
帳
写
ニ
シ
テ
旧
藩
廃
ヨ
リ
引
継
、
青
森
懸
廃
-
一
本
帳
有

之
私
有
山
タ
ル
事
明
孟
ニ
御
座
候

天

間

林

村

史

九

九
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九
四

O

第
二
号
証
ハ
明
治
六
年
青
森
懸
廃
ニ
書
上
タ
ル
山
林
帳
ニ
シ
テ
、
山
守
ニ
於
テ
植
付
仕
立
タ
ル
事
明
瞭
ニ
御
座
候

第
三
号
-
証
ハ
本
出
願
山
林
ト
向
性
質
ナ
ル
モ
、
改
租
ノ
当
時
民
有
ニ
一
帰
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
御
座
候

第
四
号
証
ハ
明
治
廿
一
年
特
別
廉
価
携
下
ノ
山
林
ニ
シ
テ
、
是
又
今
回
出
願
ノ
山
林
ト
同
質
タ
ル
事
明
瞭
ニ
御
座
候

以
上
列
記
ノ
如
ク
往
昔
ヨ
リ
私
有
山
ト
シ
テ
保
護
栽
培
致
来
成
蹟
ノ
顕
著
ナ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
現
ニ
雑
木
ノ
中
二
人
為
之

栽
植
ニ
係
ル
杉
木
等
ノ
数
多
数
散
在
セ
ル
ヲ
以
テ
見
ル
モ
、
文
別
紙
絵
図
面
ノ
如
ク
其
ノ
地
域
ニ
珍
ケ
ル
モ
純
粋
ノ
私
有

林
タ
ル
事
明
瞭
ナ
ル
ニ
モ
不
拘
、
今
尚
官
林
ニ
編
入
有
之
、
改
租
ノ
際
当
該
官
吏
ノ
指
揮
ニ
服
従
シ
官
山
ト
取
調
タ
ル
ヲ

以
テ
濁
リ
此
ノ
不
幸
ニ
遭
遇
シ
ツ
ツ
居
仕
合
ニ
付
、
何
卒
私
不
幸
ニ
沈
論
セ
ル
ノ
情
状
深
ク
御
調
察
上
、
現
行
御
規
則
ノ

範
囲
内
ニ
診
テ
特
別
ノ
御
処
分
ヲ
仰
キ
度
此
段
奉
願
候
也青

森
懸
上
北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林

明
治
品
川
一
年
八
月
廿
日

木
村
吉
太
郎

⑮ 

青
森
豚
知
事
河
野
主
一
郎
殿

前
書
願
出
之
通
相
違
無
之
ニ
付
奥
書
候
也

明
治
三
十
一
年
八
月
二
十
六
日

青
森
勝
上
北
郡
天
間
林
村
長

井
山
保
太
郎

白園



旧
藩
公
簿
写
(
朱
筆
)

北
川
目
通

弘
化
四
年

榎
林
村

七
戸
御
代
官
所
惣
御
山
木
数
改
室
田
上
帳

未
ノ
五
月

第
壱
競
証
(
朱
筆
)

李
沢
村

一
、
李
沢
御
山

ニ
右
衛
門

西
ハ
飛
ケ
沢
横
道
限

東

北
ハ
内
姥
沢
山
境
限

南
ハ
赤
川
目
ニ
テ
限

松

千
五
百
弐
拾
本

内一
、
六
百
五
拾
本

目
通
三
尺
廻
ヨ
リ
弐
尺
廻
迄

一
、
八
百
七
拾
本

同

壱
尺
五
寸
廻
ヨ
リ
壱
尺
廻
迄

栗
千
七
百
八
拾
本

内一
、
五
百
六
拾
本

目
通
四
尺
廻
ヨ
リ
三
尺
廻
迄

天

間

林

村

史

九
四



第
五
編

近

代

一
、
千
弐
百
弐
拾
本

目
通
弐
尺
五
寸
廻
ヨ
リ
壱
尺
廻
マ
テ

外
小
松
立

小
柴
立

右
御
山
西
ヨ
リ
東
迄
三
丁
北
ヨ
リ
南
迄
三
丁
程
甲
田
沼
へ
三
了
程
沼
出
通
用
官
一
木
姓
地
黒
野
土
ニ
御
座

弘
化
四
年
五
月

浦
田

御
村
肝
入
古
人
弁
ニ
御
山
守
共
百
連
立
合
相
改
候
所
相
違
無
御
座
候
間

円

μ
〆
ト
ト

右
御
山
所
諸
木
改
就
被
仰
付
候

高
田
善
八
郎

小
泉
万
喜
人

豊
間
根
定
八

上

江
苅
内
寛
衛
殿

今
測
半
九
郎
殿

前
書
之
通
遂
吟
味
候
所
相
違
無
御
座
候

以
上

五
月

今
淵
半
九
郎

江
苅
内
寛
衛

寛
平

印印円

μ
r↑
ト

円
平

印印印

此
段
書
上
候

九
四以

上



御
勘
定
所

明
治
七
年
山
林
調
査
書
写

陸
奥
田
北
郡
山
林
帳

榎
林
村

第
弐
競
証
(
朱
筆
)

一
、
李
沢
山
反
別
凡
拾
九
町
弐
反
歩

東
西
四
百
八
拾
間
程

南
北
百
弐
拾
間
程

此
木
数
千
七
百
五
拾
本

内

松

1
1
重
壱
尺
廻
ヨ
リ

E
t
v
対
三
尺
廻
マ
テ

千
五
百
本

栗

五
拾
本

同

雑
木
弐
百
本

同

外

小
柴
立

天

林

村

間

史

陸
奥
田
北
郡

榎
林
村

山
守

李
沢
村
中

九
四
三



第
五
一
編

近

代

九
四
四

下
草
税
ナ
シ

東
小
綱
沢
界

西
川
戸
沢
界

南
前
平
原
野
界

運
輸
甲
田
沼
七
六
丁
程
ニ
テ
便
ア
リ

北
耕
地
界

西
距
木
廃
青
森
拾
九
里
半
程
距
奥
州
街
道
七
戸
駅
三
里
程

青
森
蘇
下
陸
奥
国
北
郡
榊
一
明
村
一
総
計
表
箇
所
四
拾
九
ケ
山

地
租
改
嘗
時
民
有
ト
ナ
リ
シ
山
林
調

第
三
競
証
(
朱
筆
)

一
、
後
山
反
別
凡
拾
四
町
四
反
歩

陸
奥
国
北
郡

F
東
西
三
百
六
拾
間
程

玉
南
北
百
弐
拾
問
程

榎
林
村

此
木
数
千
四
拾
本

山
守

支

内

李
沢
村
中

日
一
同
杉
木
五
拾
本

目
通
り
五
寸
廻
植
付

凡
三
畝
拾
歩
一
臨
時
一
一
日
間
一
木
村
三
右
エ
門



蹴
杉
五
拾
本

同

同

同

人

凡

畝
拾
歩
間

問
杉
百
弐
拾
本

目
通
り
五
寸
廻
リ
ヨ
リ

-
壱
尺
廻
リ
マ
テ

李
沢
三
四
郎

凡
八
畝
歩

東
西
廿
四
間
程

南
北
拾
間
程

明
杉
弐
拾
本

同

同

同
伊
賀
八
右
衛
門

凡
壱
畝
拾
歩

東
西
八
間
程

南
北
五
間
程

松

三
百
本

3
覇
-
壱
尺
廻
ヨ
リ

F
E
、
一
四
尺
廻
マ
テ

一
、
栗

弐
百
本

同

壱
尺
廻
リ

一
、
雑
木
三
百
本

同

同

外

小
柴
立

下
草
税
ナ
シ

東

会
ノ
上
山
界

西

甲
地
村
界

南

耕
地
界

運
輸
甲
田
沼
迄
テ
半
里
程
ニ
テ
便
ア
リ

北

甲
地
村
山
塚
界

西
距
本
廃
青
森
拾
九
里
半
程
距
奥
州
街
道
七
戸
駅
三
里
程

天

間

林

村

史

九
四
五



第
五
編

近

1~ 

九
四
六

明
治
廿
一
年
特
別
廉
価
梯
下
山
林
調

第
四
競
証
(
朱
筆
)

一
、
底
田
山
反
別
凡
弐
町
四
反
歩

陸
奥
国
北
郡

平

東
西
百
弐
拾
間
程

南
北
六
拾
間
程

天
間
舘
村

此
木
数
弐
百
八
拾
六
本
程

山
守

田
中
与
左
エ
門

植試

杉
六
本

目
通
壱
尺
廻
リ

田
中
与
平
治

凡
廿
歩

東
西
四
間
程

南
北
五
間
程

植
村

一
、
松
弐
百
本

司
官
官
尺
廻
ヨ
リ

R
ド
尺
廻
リ
マ
テ

田
中
与
左
衛
門

一
、
栗
三
拾
本

司
会
尺
廻
ヨ
リ

F
弐
尺
廻
マ
テ

一
、
雑
木
五
拾
本
同
壱
尺
廻
リ

外
小
柴
立

下
草
税
ナ
シ

東

耕
地
界

西

穂
多
久
保
平
原
野
界

南

全
上

運
輸
倉
岡
川
迄
テ
五
丁
程
二
テ
便
ア
リ



~t 

古
和
備
堰
界

西
距
本
廃
青
森
弐
拾
里
程
距
奥
州
街
道
七
戸
駅
三
一
里
程

(
「
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

先
に
も
ふ
れ
た
如
く
「
軒
下
ま
で
国
有
林
」
的
状
況
が
今
日
に
至
る
ま
で
つ
づ
く
青
森
県
に
あ
っ
て
、

そ
の
端
緒
は
以
上
の
如
き

様
々
な
矛
盾
を
生
じ
せ
し
め
な
が
ら
つ
く
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
た
村
民
の
生
活
を
圧
迫
し
、
あ
る
い
は
生
活
の
転

換
(
資
本
主
義
的
方
向
へ
の
)
を
強
制
つ
つ
実
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
い
え
よ
う
。

し
か
る
に
こ
の
山
林
制
度
に
対
す
る
不
平
・
不
満
は
全
国
的
な
も
の
と
な
り
、

つ
い
に
政
府
は
明
治
三
二
年
に
「
森
林
法
」

の

公
布
と
と
も
に
、

一
定
の
期
限
・
一
定
の
条
件
の
も
と
に
官
没
さ
れ
た
林
野
の
下
戻
を
行
な
う
「
固
有
土
地
森
林
原
野
下
戻
法
」
を

発
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
「
下
戻
法
」

を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

の
い
か
に
不
備
で
あ
っ
た
か
は
、
時
の
本
県
選
出
代
議
士
工
藤
行
幹
の
陳
述

「
地
租
改
正
の
と
き
は
ど
う
い
う
こ
と
を
し
た
か
と
申
せ
ば
、
敢
え
て
是
は
証
拠
ば
か
り
に
依
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
或
は
隣
保

の
保
証
に
よ
っ
て
其
の
人
民
の
私
有
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
せ
た
場
合
は
私
有
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
今
此
所
で
下

一
民
案
に
唯
だ
此
の
証
あ
る
の
み
を
掲
げ
て
成
積
慣
行
な
る
も
の
を
認
め
な
い
な
ら
ば
全
く
人
民
の
所
有
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
成
積

慣
行
が
あ
っ
て
も
証
拠
と
す
る
物
件
が
不
備
な
る
が
た
め
に
こ
れ
は
下
戻
に
な
ら
ぬ
と
い
う
よ
う
な
不
備
を
被
る
も
の
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
之
は
ど
う
し
て
も
成
積
慣
行
上
民
有
と
認
む
る
べ
き
も
の
と
い
う
こ
と
を
弦
に
入
れ
な
く
て
は
人
民
の
幸
福
を
完
う
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
。
」

天

問

林

村

史

九
四
七
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五
編

近

イ七

九
四
八

「
其
の
山
の
主
な
る
も
の
が
、
檎
、
杉
の
木
な
り
、
杉
の
木
を
官
で
は
最
も
優
秀
な
部
分
を
取
っ
て
其
の
末
木
の
如
き
も
の
は
皆

麓
の
人
民
に
呉
れ
る
。
或
は
枯
枝
は
何
程
之
を
取
っ
て
も
宜
い
。
況
ん
や
其
の
他
の
雑
木
の
如
き
に
至
つ
て
は
各
藩
の
仕
来
り
に
依

っ
て
、
或
は
現
場
の
十
分
の
一
を
人
民
が
勝
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
其
の
他
の
副
産
物
の
如
き
も
の
は
人
民
が
自
由
に
取
る
こ

と
が
出
来
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
に
依
っ
て
人
民
は
そ
の
村
落
に
斡
け
る
生
計
が
立
派
に
立
っ
て
居
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
然

る
に
官
山
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
は
そ
れ
に
這
入
っ
て
柴
一
本
取
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
枯
枝
一
本
伐
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
山
に
近
い
村
落
の
人
々
が
日
々
の
薪
炭
に
差
支
え
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
知
ら
ず
識
ら
ず
規
則
に
触

れ
て
遂
に
る
い
せ
つ
の
苦
を
受
け
て
い
る
も
の
が
往
々
あ
る
。
現
に
我
が
青
森
県
の
如
き
は
一
個
年
に
五
百
人
以
上
の
人
民
が
此
の

山
林
に
関
す
る
犯
罪
者
と
な
っ
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
」
(
『
青
森
県
市
町
村
合
併
誌
』
よ
り
引
用
)

工
藤
の
地
租
改
正
時
の
査
定
に
関
す
る
評
価
は
問
題
だ
と
し
て
も
、

そ
れ
以
下
と
さ
れ
た
「
下
戻
法
」
だ
が
、

し
か
し
青
森
県
で

は
こ
の
法
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
合
計
二
、
九
一

O
件
と
い
う
全
国
一
の
訴
願
が
出
さ
れ
た
(
『
青
森
県
農
地
改
革
史
』
)
と
い
う
か
ら
、

しユ

か
に
県
民
が
当
時
の
林
制
に
不
都
合
を
強
い
ら
れ
て
い
た
か
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
大
正
昭
和
期
に
入
り
不
要
存
置
林
野
の
処
分
が

進
み
、
部
分
林
も
増
加
し
、
ま
た
軍
馬
育
成
策
と
の
関
連
で
林
野
の
整
理
も
進
ん
だ
が
、

し
か
し
大
勢
と
し
て
は
大
き
く
変
る
こ
と

な
く
戦
後
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
三
節

村
民
の
家
族
生
活
と
住
居

(ー)

『
明
治
七
成
年
改
・
人
頭
調
書
上
帳
』
に
つ
い
て



天

林

史

村

間

明治七年人類調書上書

本
節
に
お
い
て
は
、
明
治
期
、
特
に
そ
の
前
半
に
お
け
る
家
族
構
成
あ

る
い
は
住
居
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

明
治
初
期
の
人
口
構
成
・
就
業
状
況
あ
る
い
は
家
族
構
成
に
つ
い
て
我

々
が
知
り
う
る
最
も
有
力
な
資
料
は
い
わ
ゆ
る
「
壬
申
戸
籍
」
に
他
な
ら

な
い
の
だ
が
、
天
間
林
村
に
お
い
て
は
す
で
に
そ
の
保
管
は
な
く
、
し
た

が
っ
て
我
々
は
他
の
資
料
を
利
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、

『
木
村
家
文
書
』
中
に
『
明
治
七
成
年
改

人
頭
調
書
上
帳
』
と
題
す
る

文
書
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
明
治
初
期
の
家
族
構
成
の
一
斑

を
か
い
ま
み
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

九
四
九
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五
編

明
治
七
成
年
改 近

代

九
五

O

一
、
五
月
十
日
生

人
頭
調
書
上
帳

表
ま亨紙

ば

て
亥
十
月
十
九
日
生

一
、
未
八
月
十
日
生

六
十
六
才

四
十
八
才

四
十
才

一
、
き
の
と
外
十
月
十
八
日
晩
八
ツ
時
生

一
、
寅
九
月
廿
日
生

年
弐
拾
才

年
弐
拾
一
才

て
ひ
の
ゑ
寅
十
月
廿
六
日
晩
七
ツ
明
生

年
九
才

て
戊
辰
十
月
廿
二
日
晩
八
ツ
明
生

年
七
才

一
、
戊
午
十
月
廿
五
日
暮
六
ツ
時
生

年
拾
七
才

一
、
甲
寅
十
月
廿
一
日
夕
五
ツ
時
生

年
弐
十
一
才

才ヱ三
右
衛
門

吉
太
郎

円
H
ド
ア

-
1
1

b
ノ
」
正
和
μ

加

シ

辰そ

ヲ

、ー

字
}
さ
き



〆
家
族
九
人

一
、
壬
丑
十
月
廿
四
日
晩
七
ツ
時
生

年
廿
弐
才

て
丙
辰
十
一
月
廿
一
日
晩
八
ツ
時
生

一
、
矧
九
月
廿
日
生

年
十
九
才

年
四
十
四
才

一
、
戊
未
十
月
廿
五
日
暮
六
ツ
時
生

年
拾
六
才

一
、
丙
勿
五
月
十
六
日
朝
六
ツ
時
生

〆
家
族
五
人

一
、
未
十
月
十
七
日
生

て
子
九
月
十
三
日
生

年
八
才

年
四
十
才

年
三
十
五
才

天

間

一
、
突
亥
九
月
廿
八
日
晩
七
ツ
時
生

史

林

村

丑

松

才ごな

よ

き
ん
こ

重才ヱ一

治

九
五



第
五
編

て
成
四
月
二
日
生

近

代

年
拾
弐
才

年
一
才

て
丙
辰
十
月
廿
五
日
晩
七
ツ
明
生

年
十
九
才

〆
家
族
五
人

明
治
八
亥
年

一
、
五
月
十
日
生

て
亥
十
月
十
九
日
生

一
、
未
八
月
十
日
生

年
六
十
七
才

年
四
十
九
才

年
四
十
一
才

一
、
乙
矧
十
月
十
八
日
晩
八
ツ
時
生

年
弐
十
一
才

一
、
乙
矧
九
月
廿
日
暮
六
ツ
時
生

年
廿
一
才

一
、
丙
寅
十
月
廿
六
日
晩
七
ツ
明
生

年
十
才

九
五

た

ね

常
吉

士
口

ば
ば〔

マ

んヱ

才マー)右

衛
門

吉
太
郎

H
F
F
-
1
4
 

タ
」
ピ
ー
杉

力日

シ



一
、
戊
辰
十
月
廿
二
日
晩
八
ツ
時
生

年
八
才

一
、
戊
午
十
月
廿
五
日
暮
六
ツ
時
生

年
十
八
才

一
、
甲
寅
十
月
廿
一
日
夕
五
ツ
時
生

一
、
亥
三
月
廿
九
日
生

〆
家
族
拾
人

年
弐
十
弐
才

年
壱
才

一
、
戊
丑
十
月
廿
四
日
晩
七
ツ
時
生

一
、
矧
九
月
廿
日
生

年
弐
十
三
才

年
四
十
五
才

一
、
丙
辰
十
一
月
十
一
日
晩
八
ツ
時
生

年
四
十
才

一
、
未
十
月
十
七
日
生

一
、
子
九
月
十
三
日
生

年
三
十
五
才

天

林

一
、
突
亥
九
月
廿
八
日
晩
七
ツ
時
生

史

間

村

辰そ

ヲ

、一

か
ミ
己
主
』

ま
ち
ゑ

才ヱ丑

松

才ヱ三

治

九
五



第
五
編

一
、
戊
四
月
一
一
日
生

近

代

年
拾
弐
才

年

才

一
、
丙
辰
十
月
廿
五
日
晩
七
ツ
時
生

年
十
九
才

〆
家
族
五
人

明
治
八
亥
年

一
、
五
月
十
日
生

て
亥
十
月
十
九
日
生

一
、
未
八
月
十
日
生

年
六
十
七
才

年
四
十
九
才

年
四
十
一
才

一
、
乙
矧
十
月
十
八
日
晩
八
ツ
時
生

年
弐
十
一
才

て
乙
矧
九
月
廿
日
暮
六
ヅ
時
生

年
廿
一
才

一
、
丙
寅
十
月
廿
六
日
晩
七
ツ
時
生

年
十
才

九
五
四

た

ね

常

士
口

τ土工
口

ば
ば(

んヱ

才マー)右

衛
門

吉
太
郎

円
ド
ァ

-
1
1

h
7
」
ど
お
仰

円

u
h
H
 

シ



一
、
戊
辰
十
月
廿
二
日
晩
八
ツ
時
生

年
八
才

て
戊
午
十
月
廿
五
日
暮
六
ツ
時
生

年
十
八
才

一
、
甲
寅
十
月
廿
一
日
夕
五
ツ
時
生

一
、
亥
三
月
廿
九
日
生

〆
家
族
拾
人

年
弐
十
弐
才

年
壱
才

一
、
戊
丑
十
廿
四
日
晩
七
ツ
時
生

一
、
矧
九
月
廿
日
生

年
弐
十
三
才

年
四
十
五
才

一
、
丙
辰
十
一
月
十
一
日
晩
八
ツ
時
生

年
弐
拾
才

一
、
戊
未
十
月
廿
五
日
暮
六
ツ
時
生

天

間

林

年
十
七
才

村

史

辰宇
」
え
』
占
C

ま
ち
ゑ

才3丑

松

な

よ

金

ヲ

'-

九
五
五



第
五
編

近

一
、
丙
外
五
月
十
二
日
朝
六
ツ
時
生

年
九
才

〆
家
族
五
人

一
、
未
十
月
七
日
生

て
子
九
月
十
三
日
生

代

年
四
十

才

才ヱコ

年
三
十
六
才

て
笑
亥
九
月
廿
八
日
晩
七
ツ
時
生

年
拾
三
才

て
丙
辰
十
月
廿
五
日
晩
七
ツ
時
生

一
、
戊
四
月
二
日
生

〆
家
族
五
人

明
治
九
子
年

て
亥
十
月
十
九
日
生

一
、
五
月
十
日
生

年
廿
才

年
弐
才

年
五
十
才

年
六
十
八
才

九
五
六

重

治

た

ね

士
口常

士
口

二
右
衛
門

Iま

ば



一
、
乙
矧
十
月
廿
日
生

一
、
寅
十
月
廿
六
日
生

一
、
辰
十
月
廿
二
日
生

一
、
寅
九
月
廿
日
生

一
、
午
十
月
廿
五
日
生

一
、
寅
十
月
廿
一
日
生

一
、
明
治
九
年
子
九
月
生

一
、
未
八
月
十
日
生

-、一
、
明
治
九
年
子
正
月
生

一
、
亥
三
月
廿
九
日
生

〆
家
族
拾
三
人

一
、
牛
ー
十
月
廿
日
生

一
、
矧
九
月
廿
日
生

一
、
辰
十
一
月
廿
一
日

天

間

林

年
弐
十
弐
才

年
拾
一
才

年
九
才

年
弐
十
三
才

年
十
九
才

年
廿
三
才

年
壱
才

年
四
十
弐
才

年
壱
才

年
弐
才

年
弐
十
四
才

年
四
十
六
才

年
弐
十
一
才

村

史

吉
太
郎

加

シ

辰知
之
松

そ

ヲ

'-

券
』
え
」
き

才;あ

き

を
ま
さ

そ

カ〉

ま
ち
ゑ

才ヱ丑

松

な

よ

九
五
七



第
五
編

近

一
、
申
十
月
廿
日
生

て
辰
五
月
三
日
生

〆
家
族
五
人

一
、
未
十
月
七
日
生

一
、
己
十
月
廿
五
日
生

一
、
戊
四
月
十
二
日
生

一
、
明
治
九
子
四
月
生

一
、
子
九
月
十
三
日
生

て
亥
九
月
廿
八
日
生

〆
家
族
六
人

代

年
拾
七
才

年
九
才

年
四
十
弐
才

年
廿
才

年
三
一
才

年
三
十
七
才

年
十
四
才

ぎ
ん
こ

重

治

吉常

吉

九
五
八

こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
三
家
族
は
、
い
ず
れ
も
米
作
地
帯
に
多
く
み
ら
れ
る
単
婚
小
家
族
で
あ
り
、
夫
婦
を
中
心
と
し
て
未
婚
子
女

才3村

三t

た

ね

そ
し
て
時
に
老
夫
婦
が
そ
れ
に
加
わ
る
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

家
族
構
成
が
中
心
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

お
そ
ら
く
は
当
時
の
天
間
林
村
全
域
に
お
い
て
も
こ
の
様
な
形
の

に
お
い
て
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
コ
一
家
族
は
明
ら
か
に
同
族
的
集
団
で
あ
り
、
木
村
三
右
衛
門
家
を
中
心
に
結
合
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
次
の
資
料



言己

明
治
六
百
年
分

一
、
家
族
八
人

粟
四
升

稗
四
升

一
、
同
六
人同

六
升

同
三
升

て
同
五
人同

弐
升
五
合

同
弐
升
五
合

合
μ

拾
九
人

粟
九
升
五
合

稗
九
升
五
合

記

天

問

林

村

史

木
村
三
右
衛
門

木
村

太

木
村

二
治

九
五
九



第
五
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近

明
治
七
戊
年

一
、
家
族
九
人

粟
四
升
五
合

稗
四
升
五
合

一
、
同
五
人同

弐
升
五
合

同
弐
升
五
合

一
、
同
五
人同

弐
升
五
合

同
弐
升
五
合

t，. 
Eコ

拾
九
人

粟
九
升
五
合

稗
九
升
五
合

記

明
治
八
亥
年
分

代

九
六

O

木
村
三
右
衛
門

木
村

丑
松

木
村

治



一
、
家
族
十
人

粟
五
升

稗
五
升

一
、
同
五
人同

弐
升
五
合

同
弐
升
五
合

一
、
同
五
人同

弐
升
五
合

同
弐
升
五
合

A 
口

廿
人粟

壱
斗

稗
壱
斗記

明
治
九
子
年
分

一
、
家
族
十
三
人

天

問

林

村

史

木
村
三
右
衛
門

木
村

丑
松

木
村

治

木
村
三
右
衛
門

九
ノ、



第
五
編

近

粟
六
升
五
合

樟
六
升
五
合

一
、
同
五
人同

弐
升
五
合

同
弐
升
五
合

一
、
同
六
人同

升

同
三
升

ぷ』
Eコ

弐
拾
四
人

粟
壱
斗
弐
升

稗
壱
斗
弐
升

記

明
治
十
丑
ノ
年
分

一
、
家
族
十
三
人

粟
六
升
五
合

代

九
ノ、

木
村

丑
松

木
村

治

木
村
三
右
衛
門



稗
六
升
五
合

一
、
同
五
人

木
村

丑
松

粟
弐
升
五
合

稗
弐
升
五
合

一
、
同
六
人

木
村

治

同

升

同
三
升

L>. 
仁3

弐
拾
四
人

粟
壱
斗
弐
升

稗
壱
斗
弐
升

家
族
合
百
六
人

粟
五
斗
三
升

稗
五
斗
三
升

右
ハ
木
村
三
右
衛
門
土
蔵
ニ
而
預
リ
置
候
也

天

間

林

村

史

九



第
五
編

近

代

九
六
四

此
分
げ字明
んZ 治
査十

相寅
成五
候月
条十
相五

げ 写 違 日
んヱ無
査御
方座

候

以
上

用
係戸

舘
善
助
様
代
理西

野
八
十
八
様

外

官
員
様

壱
人

(
『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

(司

明
治
二
十
年
の
戸
籍
簿

家
族
構
成
に
つ
い
て
全
村
的
に
知
り
う
る
最
も
早
い
時
代
の
資
料
は
、
天
間
林
村
役
場
保
管
の
明
治
二

O
年
六
月
二

O
日
作
製
戸

籍
簿
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
六
冊
一
、
す
な
わ
ち
天
間
舘
村
が
三
冊
・
榎
林
村
一
冊
、
附
田
村
・
二
ツ
森
村
一
冊
、
中
岨
村
・
野

崎
村
・
花
松
村
一
冊
か
ら
な
っ
て
い
る
。

書
式
は
第
四
図
の
如
く
で
あ
る
。
(
例
は
中
岨
村
の
場
合
)



天

間

林

村

史

九
六
五

明治20年作製の

天間林村戸籍簿
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五
編

近

代

九
六
六

第
四
図

明
治
二

O
年
戸
籍
の
書
式

当
郡
天
間

右
以

舘村

下 士
之 田各 族
通 ) 工

明 中目 藤
治 違 重 拾

無 内 官番三十 ン

年 f戻 女 1也
~ 

也 第ノ、
月 壱
五 競
日

ーーーー「ーーーー

代筆 中 目IJ 士
戸

山由
婦 男 長 主 戸 五 族

中 健
山由之 長 亡
長助 男 父 亡
之 長 長 父
助 之 文 蔵 中
回 嘉 助 ( 

政 長 出由

永 妻 不 中 男 長
7じ 明 年 由由 蔵
年 き

) 

長 七 健
八 之 月 之
月 ん 十 助 十 助
廿

日日 日

生 生 生



こ
の
様
に
士
族
・
平
民
の
区
分
と
家
族
氏
名
、
生
年
月
日
お
よ
び
婦
人
の
場
合
は
旧
籍
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
の
簡
単
な
も
の

で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
我
々
は
次
の
三
つ
の
事
に
つ
き
知
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

一
つ
は
、
家
族
構
成
人
員
、

二
つ
に
は
当
時
の

婚
姻
範
囲
、
三
つ
に
は
士
族
・
平
民
間
の
婚
姻
件
数
で
あ
る
。
第
二
の
件
は
、
単
に
婚
姻
関
係
に
お
け
る
交
流
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ

の
前
提
と
し
て
の
社
会
的
・
経
済
的
な
交
流
を
示
す
こ
と
に
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
第
三
の
場
合
は
、

い
わ
ば
身
分
制
の
解

体
を
こ
そ
意
味
し
よ
う
。

こ
こ
で
は
、
北
川
目
通
の
代
表
的
村
落
と
し
て
の
榎
林
村
と
、
天
間
舘
通
の
天
間
館
村
と
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

家族構成

家族数 天間舘村 榎林村

l名 4戸 2戸

2 9 9 

3 11 8 

4 16 7 

5 36 11 

6 40 13 

7 I 41 17 

8 44 17 

9 41 8 

10 33 8 

11 17 10 

12 12 5 

13 6 3 

14 1 l 

15 2 3 

16 2 2 

17 2 

18 。
19 。
20 1 

第24表天

林

九
六
七

村

間

史



第
五
編

近

イt

九
六
八

家
族
構
成
で
は
、
家
族
数
八
名
が
榎
林
村
、
天
間
館
村
と
も
に
最
大
で
あ
り
以
下
七
名
、
九
名
が
こ
れ
に
つ
い
で
お
り
、

か
ら

こ
の
点

で
は
両
村
と
も
に
極
く
一
般
的
な
家
族
構
成
で
あ
り
、
生
産
基
盤
の
相
違
(
榎
林
村
は
田
作
中
心
、
天
間
館
村
は
畑
作
中
心
)

由
来
す
る
よ
う
な
特
徴
は
み
ら
れ
な
い
。

あ
る
。 次

に
両
村
の
婚
姻
範
囲
で
あ
る
。
こ
の
場
合
自
村
内
の
婚
姻
を
除
く
村
外
婚
姻
数
と
相
手
村
を
あ
げ
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
次
の
如
く
で

榎林村における
婚姻数とその範

囲

第25表天間舘村におけ
る婚姻数とその
範囲

第26表

村 名 件数 % 

甲地村 34 36.6 

大浦村 15 16.1 

七戸村 8 8.6 

二ツ森村 7 7.5 

花松村 7 7.5 

天間館村 6 6.6 

野崎村 3 3.2 

上野村 3 3.2 

大沢田村 3 3.2 

倉内村 2 2~1 

中曲由村 1 1.0 

附田村 l 1.0 

田名部村 1 1.0 

新館村 1 1.0 

尾鮫村 1 1.0 

計 93 100 

村 名 件数 % 

甲地村 36 32.0 

七戸村※ 22 19.5 

大浦村 11 9.7 

榎 林村 9 8.0 

附 田村 4 3.5 

花松村 4 3.5 

野辺地村 4 3.5 

新舘村 4 3.5 

二ツ森村 4 3.5 

中岨村 3 2.6 

野 崎村 3 2.6 

大沢田村 2 .1.8 

三戸村 2 1.8 

洞内村 2 1.8 

法 量村 l 0.9 

八斗沢村 1 0.9 

言十 112 100 

※七戸村との婚姻は，明治一

三年ころの七戸よりの一家移

住者も含まれるため多数にの

ぼーっている。



こ
の
数
字
に
は
自
村
内
同
士
の
婚
姻
は
含
ま
れ
て
お
ら
ぬ
が
、
榎
林
村
の
場
合
そ
の
例
は
極
め
て
少
な
く
、
天
間
舘
村
の
場
合
は

非
常
に
多
い
。
こ
れ
は
村
内
人
口
数
の
寡
多
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

さ
て
前
掲
表
を
み
て
気
づ
く
事
は
、
村
外
結
婚
の
場
合
両
村
と
も
に
甲
地
村
か
ら
妻
を
迎
え
る
例
が
極
め
て
多
い
こ
と
で
あ
る
。

特
に
榎
林
村
の
場
合
は
著
し
い
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
隣
接
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
も
よ
ろ
う
が
、
し
か
し
単
な
る
地
理
的
問
題
以

上
の
も
の
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
も
し
地
理
的
条
件
だ
け
な
ら
ば
榎
林
村
と
天
間
舘
村
と
の
婚
姻
な
ど
は
も
う
少
し
事
例
が
多
く
と

も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
榎
林
在
住
の
中
村
専
右
衛
氏
は
、
「
榎
林
地
区
で
は
、
昔
か
ら
『
甲
地
女
に
榎
林
男
」
と
い
う
云
い
伝
え
が
あ
り
、

ニ
れ
は
す
で
に
江
戸
時
代
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
榎
林
は
昔
か
ら
水
田
地
帯
で
山
林
な
ど
に
乏
し
く
、

そ
れ
は
甲
地
村
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
語
っ
て
い
る
が
、
蓋
し
妥
当
性
を
も
っ
と
言
い
え
よ
う
。
こ
の
よ

う
な
経
済
的
交
流
が
さ
ら
に
社
会
的
交
流
を
一
層
お
し
進
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
榎
林
村
に
お
い
て
は
海
産
物
は

全
て
現
六
ケ
所
村
(
当
時
は
こ
の
地
方
を
「
泊
」
と
呼
称
し
て
い
た
と
言
う
。
そ
れ
は
泊
地
区
が
六
ケ
所
村
の
最
大
の
海
産
物
産
地

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
で
あ
ろ
う
)
よ
り
の
行
商
人
か
ら
入
手
し
て
い
た
こ
と
、
あ
る
い
は
放
牧
地
と
し
て
の
六
ケ
所
村
と
の
関
わ
り

が
、
倉
内
村
や
尾
鮫
村
(
と
も
に
現
六
ケ
所
村
)
と
の
交
流
を
強
め
、
そ
れ
が
婚
姻
事
例
に
も
反
映
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
天
間
舘
村
の
地
合
、
榎
林
村
に
み
ら
れ
ぬ
特
徴
と
し
て
、
野
辺
地
村
と
の
婚
姻
事
例
が
あ
る
。
天
間
館
村
の
、
特
に
野

辺
地
村
よ
り
の
山
沿
い
地
区
は
、
そ
の
経
済
交
流
を
野
辺
地
方
面
に
も
求
め
て
い
た
こ
と
が
、
か
か
る
事
例
を
生
ん
だ
も
の
と
み
ら

れ
る
。

天

間

林

村

史

九
六
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な
お
両
村
と
も
に
、

一
、
二
の
例
を
除
け
ば
、
旧
七
戸
通
、
あ
る
い
は
七
戸
藩
に
属
す
る
範
囲
内
に
限
定
さ
れ
る
。

こ
の
様
に
明
治
二

O
年
頃
ま
で
の
婚
姻
は
、
旧
藩
時
代
の
所
領
域
内
で
、

か
っ
何
ら
か
の
経
済
的
交
流
な
ど
を
媒
介
と
し
つ
つ
そ

の
範
囲
が
確
定
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

次
に
平
民
と
士
族
問
の
婚
姻
の
事
例
で
あ
る
が
、
榎
林
村
の
場
合
に
一
二
件
、
天
開
館
村
の
場
合
に
一
一
件
が
確
認
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
の
事
例
は
戸
籍
作
製
上
か
ら
士
族
の
娘
が
平
民
男
子
に
嫁
つ
ぐ
例
に
限
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
多
数
の
事
例
が
み
ら
れ
る

こ
と
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
地
方
で
は
平
民
、
士
族
聞
の
身
分
的
格
差
を
明
確
に
求
め
る
こ
と
は
難
し
く
、
士
族
と
言
え
ど
も
、
旧

七
戸
藩
士
族
の
場
合
多
く
は
帰
農
し
て
お
り
、
徒
ら
に
身
分
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
現
わ
れ
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

な
お
七
戸
村
か
ら
天
間
舘
村
へ
明
治
二
二
年
頃
を
中
心
に
移
住
し
た
者
が
か
な
り
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
天
間
舘
村
で

の
開
墾
に
当
っ
た
人
々
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

(司

住
居
構
造

明
治
時
代
の
住
居
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
た
め
に
は
、
現
存
す
る
当
時
の
建
造
物
を
調
べ
る
の
が
も
っ
と
も
よ
い
方

法
で
あ
る
が
、
す
で
に
明
治
以
来
百
十
余
年
、
多
く
の
建
物
は
全
く
昔
日
の
面
影
を
と
ど
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
事
態
が
来
る

こ
と
は
誰
も
が
予
想
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
中
で
、
こ
れ
を
保
存
な
し
い
は
記
録
に
留
め
て
お
こ
う
と
す
る
努
力
は
、

余
り
に
も
少
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
青
森
県
教
育
委
員
会
の
行
な
っ
た
調
査
報
告
(
青
森
県
教
育
委
員
会
『
青
森

県
の
民
家
(
一
、
概
要
・
南
部
)
』
昭
和
的
年
3
月
)
と
、
小
林
勇
助
、
木
村
和
吉
両
氏
の
調
査
報
告
(
『
調
査
結
果
報
告
』

九
七



四
年
三
月
謄
写
刷
)

は
、
こ
の
問
題
を
調
べ
る
上
で
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
両
報
告
に
よ
り
述
べ
て
ゆ
こ
う
。

県
教
育
委
員
会
の
調
査
は
、
近
世
遺
構
の
残
存
を
中
心
と
す
る
調
査
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
天
間
林
村
尾
山
頭
の
上
野
栄
次
郎
氏

宅
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
次
図
五
|
て
五
|
二
、
五
1

三
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
上
北
地
方
の
北
方
に
残
る
桁
行
一
一
了
五
間
梁
行
六
・

O
聞
の
大
規
模
な
「
左
入
口
』
の
遺
構
で
あ
る
。
「
じ
よ
い
』
(
居
間
)

前
面
に
式
台
を
備
え
、
ざ
し
き
二
室
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
か
ら
上
層
百
姓
住
居
と
解
し
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
五
坪
の
『
ま

や
』
は
「
に
や
』
(
土
間
)
に
直
接
つ
な
が
な
い
で
、
聞
に
入
口
に
通
じ
る
一
間
巾
の
「
と
お
り
』
を
設
置
し
て
い
る
な
ど
進
化
の
傾

向
を
示
す
。
外
壁
等
は
す
べ
て
板
壁
で
、
南
面
に
も
比
較
的
板
壁
が
多
く
目
立
つ
。
架
構
上
に
つ
い
て
は
、
中
引
を
三
本
通
し
て
い

る
の
を
は
じ
め
、
指
鴨
居
の
使
用
も
多
く
進
ん
だ
構
造
形
式
を
伝
え
る
。
遺
構
比
較
は
で
き
な
い
が
、
江
戸
後
期
に
位
置
す
る
遺
例

と
推
察
さ
れ
る
」
(
前
掲
報
告
書
、

一
六
ペ
ー
ジ
)
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

天

間

林

村

史

九
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断面図
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天

林

村

間

史

」
れ
に
対
し
て
小
林
氏
達
の
調
査
は
「
調
査
村
落
中
よ

り
な
る
た
け
古
く
一
般
的
な
家
屋
」
を
選
ん
で
い
る
の
で

よ
り
一
般
的
な
民
家
像
を
持
ち
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
残
念
な
事
に
は
「
な
る
た
け
古
く
」
と
は
ど
の
程

度
の
事
な
の
か
、

ま
た
そ
の
時
代
推
定
も
お
こ
な
わ
れ
て

い
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
。
し
か
し
一
般
的
に
み
て
、
こ

れ
ら
の
建
造
物
が
改
修
は
さ
れ
た
と
し
て
も
明
治
期
か
ら

図 5-3

の
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
こ
こ
に
と
り
あ
げ
て

紹
介
し
て
お
こ
う

Q

な
お
両
氏
の
報
告
は
単
に
建
物
の
構

造
だ
け
で
は
な
く
一
歩
進
ん
で
居
住
空
間
と
生
活
・
習
慣

と
の
関
連
性
も
問
題
と
し
て
い
る
の
は
す
ぐ
れ
た
点
で
あ

る
。
以
下
両
氏
の
あ
げ
て
い
る
全
事
例
を
転
載
し
よ
う
。

九
七
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図6 事例 1，天開館字小田下工藤平吉氏宅

。。。。。。 。 。 日::11けん半

ハナシ 国-o-J''1 [ニワ〕 。

r-叶
ディドコ 21f J ~ 日 。

5けん ム

1:ノ1 ロト IZ後ジョイ
0 0 ネドコ (ニワ)

‘~ 。

く

① 巳コ 。オ
、/ 。コ



図 6 事例 2，榎林筒屋金助氏宅
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図6 事例 3，天間館附固いく子氏宅
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図6 事例 4，野崎字下野崎酒井トシ氏宅
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図6 事例 5，天閉館字上原子鳴海克定氏宅
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天開館字柳平野田頭福之進氏宅事例 6，図6
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図 6 事例 8. 天間林字日行兎内市三郎氏宅
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図6 事例 9. 天閉館字鳥谷部鳥谷部長助氏宅
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こ
こ
に
合
計
一

O
例
を
あ
げ
た
が
、
勿
論
こ
れ
ら
で
天
間
林
村
全
域
の
民
家
を
代
表
し
て
い
る
と
は
言
え
ぬ
し
、
ま
た
農
民
で
も
各

階
層
(
地
主
・
自
作
農
・
小
作
人
・
:
)
に
よ
り
そ
の
住
居
に
も
当
然
差
異
が
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
例
が
ど
の

階
層
の
も
の
で
あ
る
か
も
上
野
氏
宅
を
除
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
一

O
例
い
ず
れ
に
も

共
通
す
る
い
く
つ
か
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
一
般
的
に
み
て
天
間
林
村
の
民
家
の
特
徴
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
点
も
存
在
し
て
い
る
。

第
一
に
、
家
屋
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
を
「
ま
や
」
に
あ
て
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

馬の飼育頭数(明治10年代)

村名(現大
馬の飼育頭数 一戸あ

たり平
字名) 牡馬牝馬合計 t~ 

天閉館 114 216 330 1.3 

野 崎 19 80 99 2.8 

中出由 10 56 66 3.9 

花 松 4 45 49 3.5 

附田 l 26 28 3 

榎 林 26 256 282 2.5 

二ツ森 18 64 82 9 

(合計) 192 1，343 1，535 3.2 

第27表

天

林

間

村

史

し
か
も
そ
の
「
ま
や
」
は
、
内
厩
と
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
い
く
つ
か
の
事
例
(
例
え
ば
事
例
2
、
5 

明
ら
か
な
知
く
「
ま
や
」
は
東
側
に
位
置
し
て
い
る
。

(
他
の
事
例
は

方
角
に
つ
い
て
明
示
が
な
い
の
で
確
定
し
か
ね
る
)

南
部
地
方
は
藩
政
時
代
よ
り
馬
飼
育
に
お
い
て
知
ら
れ
、
こ
こ
天
間

林
村
に
お
い
て
も
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
先
述
の
知
く
で
あ
る

が
、
先
の
『
上
北
郡
村
誌
』
よ
り
馬
の
飼
育
頭
数
及
び
二
戸
当
り
平
均

飼
育
頭
数
を
示
せ
ば
第
二
七
表
の
よ
う
に
な
る
。

各
地
区
に
お
い
て
若
干
の
差
異
が
あ
る
が
、
平
均
二
戸
当
り
三
頭
の

馬
を
飼
育
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
馬
は
い
わ
ゆ
る
馬
小
作
(
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
第
六
章
で
詳
し
く
ふ
れ
た
)

で
飼
育
さ
れ
て
い
た
も
の
も

あ
ろ
う
。
し
か
し
二
戸
当
り
平
均
三
頭
の
馬
を
飼
う
た
め
に
は
か
な
り

九
J¥ 
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広
い
「
ま
や
」
が
必
要
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
馬
は
こ
の
地
方
の
農
民
に
と
っ
て
は
欠
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
る
た
め
に
、

そ
の
こ

と
が
彼
ら
の
住
居
構
造
を
決
定
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
青
森
県
で
も
津
軽
地
方
で
は
内
厩
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
あ
っ
た
と
し
て

も
そ
れ
ほ
ど
広
く
な
い
(
草
野
和
夫
『
青
森
県
の
民
家
』
)
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
津
軽
地
方
と
南
部
地
方
の
農
家
に
お
け
る
馬
の
占
る

比
重
、

つ
ま
り
は
生
産
構
造

l
生
活
基
盤
に
大
き
な
差
の
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

「
家
ノ
構
造
ハ
馬
ト
同
居
シ
、
厩
ハ
日
当
ヨ
キ
東
南
ノ
方
角
ニ
ト
リ
、
人
ハ
西
北
ノ
寒
キ
ニ
居
ル
、
加
フ
ル
ニ
此
地
歳
ノ
半
、
案
、

気
ニ
犯
サ
レ
ア
ル
ヲ
ノ
以
テ
、
朝
夕
焚
ク
火
ノ
暖
気
ヲ
夜
遅
ク
マ
デ
、
朝
早
ク
受
ク
ル
便
ア
リ
」
(
「
七
戸
郷
土
史
稿
』
)

「
ま
や
」
が
内
厩
で
、
東
側
に
位
置
す
る
こ
と
は
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
「
人
馬
一
体
化
」
し
た
生
活
は
、

し

か
し
あ
る
意
味
で
は
農
民
の
必
死
の
生
活
の
現
れ
で
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

第
二
に
「
せ
っ
ち
ん
」

(
H
H
便
所
)
の
場
所
と
大
き
さ
で
あ
る
。
ま
ず
場
所
は
、
必
ず
母
屋
外
で
あ
る
。
ま
た
大
き
さ
は
例
え
ば
事

例
2
に
み
ら
れ
る
如
く
一
坪
も
あ
る
大
き
な
も
の
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
の
農
業
技
術
上
か
ら
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

化
学
肥
料
が
天
間
林
村
で
使
用
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
石
灰
チ
ツ
ソ
の
場
合
で
昭
和
初
年
噴
、
そ
の
他
に
な
る
と
昭
和
一
二
、
三
年
墳
か

ら
で
あ
り
、
明
治
・
大
正
を
通
じ
て
魚
カ
ス
、
大
豆
カ
ス
が
中
心
で
あ
り
、

さ
ら
に
人
糞
も
肥
料
と
し
て
は
重
要
な
も
の
で
あ
り
(
榎

林
・
中
村
専
右
衛
氏
・
同
中
村
吉
兵
衛
氏
談
)
、
こ
う
し
た
こ
と
が
、
「
せ
っ
ち
ん
」
の
位
置
と
規
模
を
き
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

農
作
業
上
便
利
な
位
置
、

つ
ま
り
は
田
畑
に
近
い
住
宅
外
に
お
か
れ
、

か
っ
貯
蔵
上
大
き
な
も
の
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
他
特
徴
的
な
こ
と
と
し
て
、
屋
敷
の
周
囲
に
は
防
風
あ
る
い
は
防
火
を
目
的
と
す
る
オ
ン
コ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
が
植
樹
さ
れ
て

い
た
こ
と
、

そ
れ
に
対
し
て
ク
ル
ミ
・
竹
・
し
だ
れ
柳
の
木
は
忌
ら
わ
れ
た
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。



ま
た
、
家
の
新
築
あ
る
い
は
屋
根
の
材
料
は
当
時
は
カ
ヤ
が
多
く
使
用
さ
れ
、

ふ
き
か
え
に
つ
い
て
は
共
同
作
業
が
行
な
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
こ
と
が
時
と
し
て
萱
場
争
い
の
原
因
と
も
な
り
、

ま
た
ユ
イ
な
ど
の
共
同
作
業
、
共
同
労
働
組
織
の
一
形
態
で
も
あ

っ
た
。本

項
の
最
後
に
『
第
二
区
居
屋
敷
書
上
帳
・
二
ツ
森
村
」

な
る
資
料
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
こ
の
資
料
は
明
治
六
年
三
月
に
、
戸

長
・
副
戸
長
あ
て
に
二
ツ
森
村
民
の
屋
敷
地
の
面
積
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
七
件
か
ら
な
る
。
(
こ
れ
に
、
組
頭
を
加
え
た
全

八
戸
が
、
当
時
の
二
ツ
森
村
の
全
戸
数
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
)

当
時
の
屋
敷
地
の
広
さ
を
示
し
て
お
り
興
味
深
い
。

図
表
第
七
|
一
か
ら
七
ま
で
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
当
時
の
二
ツ
森
村
の
屋
敷
面
積
は
実
に
広
い
こ
と
が
わ
か
る
。
最
高
三
五
二
坪
、
最
小
で
も
一
四
九
坪
、
平
均

し
て
、
二
二
五
坪
余
で
あ
る
。

記

第
二
区
二
ツ
森
村
二
ツ
森
三
太
居
屋
敷
地

-ali--
二

十
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間
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村
民
生
活
の
諸
様
相

商
業
・
取
引
き

天
間
林
村
は
い
わ
ば
純
農
村
地
帯
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
日
常
生
活
の
為
に
必
要
と
さ
れ
る
物
資
の
か
な
り
多
く
の
も
の
は
、
他

の
地
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
明
治
時
代
に
入
り
し
だ
い
に
貨
幣
経
済
が
こ
の
農
村
地
帯
に
も
浸
透
し
て
き
た
し
、

ま
た

か
つ
て
は
用
益
権
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
購
入
の
必
要
の
な
か
っ
た
品
々
も
、

そ
の
林
野
・
原
野
が
官
有
林
野
(
原
野
)

と
さ
れ
る
こ
と
で
、
必
然
的
に
購
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
生
じ
て
来
た
の
も
当
然
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
一
般
に
庶
民
は
ど

天

史

の
様
に
し
て
日
用
必
需
品
等
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

間

林

村

九
八
七



第
五
編

近

代

}守U
1
、、守、、

」
/

Fノ
f
ノ

封
建
制
社
会
の
特
徴
の
一
つ
は
、
村
落
共
同
体
を
中
心
と
す
る
自
給
自
足
的
経
済
で
あ
る
こ
と
は
一
一
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
そ
の

共
同
体
は
、
勿
論
単
に
一
村
落
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
日
常
品
に
訟
で
欠
乏
す
べ
き
品
物
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
求
め
て

数
ケ
村
が
あ
い
交
わ
う
よ
り
大
き
な
共
同
体
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
す
ら
あ
る
。
封
建
制
時
代
す
な
わ
ち
我
国
に
お
い
て
は
江
戸

時
代
に
お
い
て
何
ら
の
商
取
引
・
交
易
が
な
く
、
庶
民
が
一
村
内
に
お
い
て
自
給
自
足
的
自
然
経
済
を
営
ん
で
い
た
か
の
如
く
考

え
る
こ
と
は
全
く
の
幻
想
で
し
か
な
い
。

一
般
庶
民
も
ま
た
自
己
の
生
活
の
維
持
の
た
め
に
、

さ
さ
や
か
な
取
引
き
を
行
な
わ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
上
北
地
方
に
お
け
る
、
か
か
る
取
引
の
中
心
地
は
七
戸
村
で
あ
っ
た
。
七
戸
に
は
現
在
の
十
和
田
市
周
辺
・
天
間

林
村
・
甲
地
村
・
六
ケ
所
村
・
上
北
町
・
東
北
町
な
ど
の
諸
方
面
よ
り
、

さ
ら
に
は
野
辺
地
方
面
か
ら
も
一
般
庶
民
が
集
ま
っ
て

き
た
。
南
部
藩
自
体
も
こ
う
し
た
中
で
、
白
か
ら
補
助
金
政
策
に
よ
り
各
地
の
市
日
開
設
を
奨
励
し
た
と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い
る

(
『
十
和
田
市
史
・
下
』
参
照
)
。

そ
れ
が
さ
ら
に
明
治
期
に
至
り
一
層
促
進
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
し
か
し
一
般
庶
民
が
何
を
求
め
て
ど
こ

ま
た
ど
ん
な
品
物
が
天
間
林
村
に
も
た
ら
さ
れ
た
か
を
知
る
資
料
は
残
念
な
が
ら
皆
無
に
近
い
状
況
な
の
だ
が
、
こ
こ
で

は
文
献
資
料
と
し
て
は
唯
一
み
る
こ
と
の
出
来
た
、
『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
中
の
「
金
銭
諸
物
品
通
帳
」
を
紹
介
し
よ
う
。

に
行
き
、

明
治
廿
七
年
十
二
月
吉
日

金
銭
諸
物
品
通
帳

李
沢
村

木
村
吉
太
郎
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同

自
明
治
廿
七
年
十
二
月
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年
十
一
月

紙
数
五
枚

明
治
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七
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十
二
月
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U
一言ロ
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口
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壱
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八
十
五
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十
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一
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弐
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八
十
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一
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九
日
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喜
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木
綿
代
〆
高

木
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一
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五
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五
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口
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口

同
一
、
椛
片
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一
月
廿
日

一
、
拾
円
也

若
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給
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引
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同
廿
日

一
、
壱
円
廿
四
銭

月
十
日

一
、
三
円
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手
代
木

一
一
月
十
四
日

一
、
四
拾
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五
厘
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綿
切
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て
四
十
七
銭

=
一
月
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円

九
月
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日

一
、
弐
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四
月
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一
、
廿
一
銭
五
厘

七
月
十
日

一
、
十
七
銭

八
月
四
日

一
、
弐
升

同
一
、
三
十
五
銭

八
月
廿
七
日

一
、
壱
円
五
十
銭

八
月
以
川
日

一
、
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銭
八
厘

八
月
以
川
一
日

て
弐
升

同
一
、
金
拾
円

同

近

fミ

目
薬

か
ん
な

口
口
紺
染

染
一
反

紅
口
六
尺

受
取

全
丈
六

九
九

口
口
か
し

目
薬

七、

し

カ〉

し
か
し

口
口
口
か
し

か
し

か
し

口
口
口
口
口
台
引
八
十
銭

か
し



一
、
五
升

九
月
九
日

一
、
十
四
銭

九
月
十
六
日

一
、
壱
円
O
壱
銭
六
厘

九
月
十
五
日

一
、
九
拾
九
銭

玄
米
一
升
代

同 十
月
十
二
日
口
口
口
口

て
壱
斗

十
一
月
三
日

て
壱
升

十
四
日

一
、
弐
升

二
月
十
六
日

一
、
弐
升天

問

林

上
々
花
色
一
反
半

死
物
諸
口
間
代口

口
口

村

史

力、

し
七、

し
半
紙
式
丁

か
し

色、

し
七、

し
か
し

台、

し

九
九



第
五
編

近

代

九
九
四

廿
六
日

て
四
十
銭

茶
壱
口

七、

し

七
月
廿
日

一
、
十
四
銭

玄
米

か
し

十
月
以
川
日

一
、
五
銭
五
厘

口
口

七、

し

〆

受
己
の
直
々

駒
川
鳥
代
八
十
五
銭

口
酒
七
升

代
替
八
十
弐
銭

口
酒
七
升

代
替
六
銭

五
月
ノ
代

十
銭

〆
六
月
六
十
銭

口
〆
七
拾
七
円
二
十
弐
銭

十
一
月
廿
九
日

一
、
五
拾
三
円
六
十
五
銭
六
厘

切
手
受
取

〆
残
口
口
中



十
一
月
廿
九
日

一
、
六
十
銭

十
月
廿
日

一
、
四
円
六
十
銭

升十
日

一
、
弐
合

〆
三
口
新
通
入

十
二
月
廿
日

一
、
弐
拾
四
円

木
綿
代

木
綿
代
〆
高

手
紙

〆
七
拾
七
円
六
十
五
銭
六
厘

F旦
Jι 

取

引
ア

十
六
銭
六
厘

十
二
月
廿
日
渡

廿
八
年
秋
ヨ
リ

十
二
月
廿
九
日

一
、
六
十
銭

第
五
編

近

受
取

木
綿
代

代

カ〉

し

夫
三
太七、

し

九
九
五



第
五
編

同
所
日

一
、
四
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口

木
綿
代
〆
高

手
紙

九
九
八

か
し

台、

し
七、

し
カミ

し



同
て
五
銭

半
紙
弐
丁

iJ> 
し

八
月
廿
一
日

弐
升

ぉ、
し

九
月
廿
三
日

て
五
升

か
し

九
月
廿
三
日

一
、
土
四
升

か
し

十
月
九
日

一
、
弐
円
廿
一
銭
五
厘

木
綿
〆
高

か
し

こ
こ
に
も
み
ら
れ
る
知
く
、
木
綿
な
ど
衣
料
品
(
あ
る
い
は
他
の
目
的
に
使
用
し
た
か
も
知
れ
ぬ
が
)
、

酒
、
茶
、
紙
な
ど
が
七

戸
町
盛
喜
商
庖
よ
り
購
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

衣
類
は
一
般
に
は
七
戸
町
で
購
入
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
榎
林
在
住
の
中
村
専
石
衛
門
、
中
村
吉
兵
衛
氏
、
あ
る
い
は
天
間
館
字

市
ノ
渡
の
市
渡
吉
松
氏
ら
の
話
か
ら
も
そ
う
で
あ
る
。
三
氏
の
話
に
よ
る
明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期
の
天
間
林
村
の
商
取
引
の
状
況

を
ま
と
め
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

天

間

林

村

史

九
九
九
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O
榎
林
の
場
合

水
田
単
作
地
帯
で
あ
り
、
山
林
に
乏
し
い
の
で
、
炭
な
ど
は
甲
地
方
面
か
ら
求
め
、
ま
た
海
産
物
は
六
ヶ
所
方
面
か
ら
求
め
た
唱

七
戸
に
は
衣
類
を
買
い
に
出
か
け
た
。
六
ヶ
所
方
面
か
ら
は
、
毎
年
、
ウ
一
一
、
カ
ツ
オ
、
テ
ン
グ
サ
、
イ
ワ
シ
、

シ
ラ
ウ
オ
な
ど

を
牛
車
に
ひ
か
せ
て
女
性
が
行
商
に
や
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
人
が
三

i
四
人
は
い
た
。
こ
の
牛
は
放
牧
の
た
め
空
い
て
い
る
「
マ

ヤ
」
に
つ
な
い
マ
お
《
。
榎
林
に
着
い
た
ら
彼
女
達
は
、
榎
林
を
中
心
に
天
間
林
村
全
域
を
回
り
歩
い
た
。
榎
林
内
で
は
、
上
・

中
・
下
の
三
地
区
で
「
市
」
を
開
く
の
が
常
で
あ
り
、
上
榎
林
で
は
高
田
家
、
中
榎
林
で
は
中
村
家
、
下
榎
林
で
は
附
田
家
に
逗

留
し
そ
こ
で
「
市
」
を
開
い
た
。
こ
の
場
合
、
取
引
き
は
「
ブ
ツ
コ
ウ
」
(
物
々
交
換
)
で
あ
り
、
例
え
ば
ウ
-
二
升
が
白
米
三
升

と
い
う
割
合
で
あ
っ
た
。

O
市
ノ
渡
の
場
合

榎
林
と
だ
い
た
い
同
じ
だ
が
、
こ
の
地
区
の
主
産
品
と
し
て
は
薪
炭
が
あ
り
、
ぞ
れ
と
「
プ
ッ
コ
ウ
」
を
行
な
っ
た
。
ま
た
時

に
は
野
辺
地
方
面
へ
出
か
け
て
海
産
物
な
ど
を
求
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

三
氏
の
話
は
、
氏
達
の
子
供
の
頃
、
さ
ら
に
は
氏
達
の
親
か
ら
の
伝
え
話
の
要
約
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
て
も
わ
か
る
如
く
、
食
糧
品

な
ど
は
か
な
り
の
部
分
、
物
々
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
様
で
あ
る
。
七
戸
町
な
ど
か
ら
求
め
る
品
と
は
こ
う
し
た
物
々
交
換
で

は
間
に
合
わ
ぬ
商
品
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
貨
幣
経
済
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
し
か
し
一
般
庶
民
生
活
で
は
相
変
わ
ら



ず
物
々
交
換
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

(二3

自
家
用
酒
造
の
届
け
出

酒
の
醸
造
に
関
し
て
は
す
で
に
江
戸
時
代
よ
り
「
酒
造
株
」
を
発
し
、
藩
権
力
が
こ
れ
を
一
部
有
力
商
人
に
特
許
的
に
認
め
る
や

り
か
た
が
南
部
藩
に
お
い
て
も
行
な
わ
れ
て
い
た
。
今
日
の
青
森
県
内
の
旧
南
部
地
方
で
は
、
五
戸
、
七
戸
な
ど
に
は
有
力
な
商
人

が
存
在
し
、
彼
ら
は
醸
造
業
に
も
着
手
し
て
い
た
と
い
う
。

明
治
時
代
に
入
り
、
い
か
な
る
人
々
も
酒
造
業
を
は
じ
め
る
こ
と
は
基
本
的
に
は
自
由
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
為
に
は
莫
大
な
資

本
蓄
積
を
必
要
と
す
る
た
め
、

一
般
庶
民
が
こ
れ
に
当
る
こ
と
は
全
く
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
う
し
た
酒
造
業
者
と
し

て
は
、
当
時
の
有
力
者
た
る
地
主
、
豪
商
な
ど
に
限
ら
れ
た
の
は
一
一
百
う
ま
で
も
な
い
。
庶
民
は
酒
を
購
入
す
る
と
同
時
に
、

自
家
用
酒

(
に
ご
り
酒
)
を
造
り
そ
れ
を
愛
飲
し
た
。
次
に
か
か
げ
る
資
料
は
「
に
ご
り
酒
」
造
酒
の
届
け
出
で
あ
る
。

造
酒
見
込
種
目
石
高
御
届

て
米
雑
穀
五
斗

内

蒸
米
雑
穀
弐
斗
五
升

麹
米
弐
斗
五
升

仕
込
水
四
斗

天

間

林

村

史

。。
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此
濁
酒
九
斗

右
者
造
酒
十
五
年
度
一
期
中
自
家
用
料
之
為
醸
造
酒
類
置
込
種
目
石
高
書
面
之
通
ニ
有
之
候
此
段
御
居
申
上
候
也

明
治
十
五
年
五
月

上
北
郡
榎
林
村木

村
三
右
衛
門

上
北
郡
長

藤
田
重
明
殿

(
吋
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

自
家
用
料
酒
類
製
造
鑑
札
御
下
渡
願

上
北
郡
榎
林
村
字
李
沢
村
家
前
十
番
地

木
村
吉
太
郎

一
、
濁
酒
九
斗
壱
升
弐
合
五
勺

此
蒸
米
五
升

此
椛
弐
斗
五
升

此
仕
込
水
五
斗

右
私
儀
明
治
十
八
年
度
一
期
製
造
仕
候
ニ
付
鑑
札
御
下
付
相
成
度
此
段
願
候
也

明
治
十
九
年
一
月
廿
八
日

木
村
吉
太
郎
⑫

上
北
郡
長

小
林
歳
重
殿



前
書
之
通
願
出
ニ
付
奥
印
候
也

上
北
郡
天
間
舘
村
外
六
ヶ
村

戸
長

鷹
山
宇
太
郎

固

明
治
十
九
年
一
月
廿
八
日

(
『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

(三)

生
活
の
中
の
知
恵

明
治
時
代
の
庶
民
の
生
活
は
今
日
の
我
々
の
生
活
に
比
す
れ
ば
大
変
に
き
び
し
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
か
ろ
う
。
そ
う

し
た
中
で
は
、
現
在
か
ら
す
れ
ば
ま
こ
と
に
「
た
わ
い
な
い
」
事
す
ら
重
要
な
こ
と
、
大
切
な
こ
と
と
し
て
伝
え
ゆ
く
場
合
も
あ

っ
た
。
否
、
今
日
我
々
が
「
科
学
性
」
「
合
理
性
」
を
誇
る
余
り
に
忘
れ
去
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
貴
重
な
生
活
の
知
恵
、
経
験
も
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。

次
の
「
資
料
」
は
「
極
秘
伝
書
」
と
あ
る
。
現
在
か
ら
す
れ
ば
取
る
に
足
ら
ぬ
事
も
ま
た
当
時
の
人
々
に
は
貴
重
な
生
活
の
知

恵
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

明
治
十
一
歳
寅
正
月
吉
祥
日

極
秘
伝
書

O
第
一
吉
野
染
秘
伝

し

や

り

と

う

ろ

う

い

し

は

い

く

ろ

く

さ

ら

し

ま

っ

ゃ

ね

《

マ

マ

}

な

パ

一
、
生
油
六
十
匁
錫
七
分
五
厘
唐
蝋
壱
匁
弐
分
石
炭
壱
匁
弐
分
薫
録
七
分
五
厘
白
砂
糖
七
分
五
厘
晒
松
脂
四
分
五
リ
唐
新
一
分
五
厘
場

天

問

林

村

史

。。
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つ

だ

ぞ

八
ツ
密
陀
僧
弐
分
四
厘
能
煎
吉
野
紙
ニ
而
通
シ
可
用
口
伝
也

O
木
江
曳
金
法

代

一O
O四

て
極
上
之
油
壱
盃
金
八
匁
密
陀
僧
四
匁
唐
土
弐
匁
日
新
弐
匁
笹
葉
五
枚
餅
壱
匁
唐
新
弐
匁
薫
録
弐
匁
号
六
ツ
煎
時
者
火
ヲ
邸
付
ニ
シ
テ

三
一
日
程
煎
木
引
候
而
も
ち
れ
さ
る
程
ニ
煎
可
用
秘
伝
也
。

O
篠
芦
煎
法

一
、
間
防
拾
匁
お
ろ
へ
き
六
匁
七
分
ま
つ
や
に
壱
匁
八
分
つ
つ
ふ
し
壱
匁
弐
分
即
日
賦
三
枚
白
砂
勝
五
匁
水
弐
盃
入
壱
盃
煎
可
用

O
合
羽
指
笠
繕
苦
之
伝

か

き

し

ぶ

も

て

て
極
上
之
柿
溢
ヲ
入
其
紙
ヲ
直
ニ
い
た
み
候
所
附
天
白
ニ
テ
ほ
し
盆
ヲ
引
や
口
口
以
は
な
る
る
と
言
事
是
は
妙
伝
也

て
根
花
薄
め
に
と
う
き
火
に
か
け
て
白
色
は
か
り
之
黒
め
之
節
さ
け
て
よ
シ
さ
ま
し
て
引
也

O
金
合
羽
引
金
事

ア

ぷ

ラ

ミ

チ

タ

そ

カ

一
、
油
壱
盃
密
陀
僧
十
匁
能
煎
ち
れ
き
る
時
合
羽
引
也

。
錆芸
口
口
口
口
口
口
口
口

ウ
ロ
ス

て
白
木
さ
び
を
附
ふ
し
右
も
ひ
り
お
と
し
本
宗
を
ま
せ
た
る
漆
ニ
而
ふ
き
あ
け
る
ろ
に
て
ほ
し
と
く
さ
に
て
ふ
し
を
き
し
を
き
り
其
上

早
う
る
し
が
ぬ
也
誠
色
き
れ
い
み
へ
候

(
『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)
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「
共
同
体
」
的
関
係
|
|
特
に

「
入
会
権
」

に
つ
い
て
l
l
i

資
本
主
義
社
会
以
前
に
お
い
て
は
、
人
間
は
何
ら
か
の
「
共
同
体
」
を
基
盤
と
し
て
生
産
活
動
・
生
活
を
営
ん
で
い
た
と
す
る
考
え

方
は
、
現
在
に
於
て
は
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
日
本
に
お
い
て
は
、

そ
の
「
共
同
体
」
的
関
係
が
、
明
治
以
隆
の
経

済
的
・
政
治
的
・
社
会
的
な
諸
側
面
に
お
け
る
資
本
主
義
的
改
変
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
に
農
村
地
帯
を
中
心
と
し
て
、
広
く
「
共
同

体
」
的
諸
関
係
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事
実
も
ま
た
よ
く
指
摘
さ
れ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
勿
論
そ
の
場
合
、

か
つ
て
の
「
資
本

主
義
論
争
」

(
1
「
封
建
論
争
」
)
に
み
ら
れ
た
知
く
に
、
こ
の
「
共
同
体
」
的
関
係
を
、
封
建
制
社
会
の
残
存
物
と
み
る
の
か
、
す
な

わ
ち
遅
れ
た
、
後
進
的
な
遺
制
と
し
て
こ
れ
を
規
定
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
逆
に
、
例
え
ば
社
会
学
者
・
有
賀
博
士
の
諸
研
究
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
を
日
本
社
会
の
特
殊
的
事
実
と
み
る
の
か
、

と
い
う
問
題
は
未
だ
に
決
着
を
み
な
い
ま
ま
に
残
っ
て
い
る
。

し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
塚
久
雄
博
士
が
述
べ
ら
れ
る
知
く
、
少
な
く
と
も
人
類
の
歴
史
上
、
封
建
制
社
会
ま
で
は
「
共
同

体
」
的
諸
関
係
は
、
極
め
て
重
大
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
り
、

か
っ
日
本
を
含
め
た
ア
ジ
ア
社
会
に
胎
て
は
、

そ
の
関
係
は

極
め
て
強
固
に
存
続
し
て
来
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

こ
の
節
に
お
い
て
は
、
具
体
的
に
天
間
林
村
に
蛤
け
る
「
共
同
体
」
的
関
係
の
い
く
つ
か
を
資
料
の
許
す
限
り
に
お
い
て
紹
介
す

す
こ
と
と
し
た
い
。

(一)

「
入
会
地
」
問
題
と
「
共
同
体
」
的
関
係

先
に
国
有
林
に
つ
い
て
述
べ
た
時
に
も
ふ
れ
た
が
、

一
般
に
封
建
制
社
会
に
お
い
て
は
、
「
ム
ラ
」
(
集
落
)

の
構
成
員
は
、
全
体

天

間

林

村

史

一O
O五
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と
し
て
一
定
地
域
に
対
す
る
各
種
用
益
権
を
排
他
的
に
所
持
し
て
お
り
、

そ
れ
は
そ
の
構
成
員
の
生
活
上
な
く
て
は
な
ら
ぬ
権
利
で

あ
り
、

し
た
が
っ
て
そ
れ
を
保
持
し
、
守
っ
て
ゆ
く
為
に
も
、
用
益
権
を
保
有
す
る
個
々
の
構
成
員
に
対
し
て
は
厳
し
い
規
制
が
慣

習
的
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
か
か
る
知
き
用
益
権
の
及
ぶ
地
域
を
一
般
に
「
入
会
地
」
と
呼
ん
で
い
た
。

し
た
が
っ
て
「
入
会
地
」
の
如
き
共
同
用
益
権
地
の
存
在
が
、

一
種
の
共
同
体
的
諸
関
係
を
生
み
出
す
こ
と
は
判
る
が
、
こ
の
他

に
も
封
建
制
社
会
の
如
き
、
一
般
に
は
労
闘
力
の
劣
る
時
代
に
胎
て
は
互
助
的
関
係
を
必
要
と
す
る
し
、

ま
た
特
に
日
本
の
よ
う
に
農

作
業
に
集
約
的
に
、

か
っ
一
時
的
に
労
働
力
の
投
下
を
必
要
と
す
る
状
況
の
下
で
は
、
こ
の
共
同
体
的
関
係
は
様
々
な
形
を
と
り
つ

つ
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
関
係
は
、
先
述
の
如
く
、
日
本
の
場
合
に
は
何
ら
か
の
形
で
明
治
時
代
以
降
の
資
本
主
義
的
発
展

の
中
で
も
存
在
し
て
い
た
も
の
も
多
々
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

天
間
林
村
に
松
い
て
も
基
本
的
に
は
こ
の
一
般
論
が
該
当
す
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
と
思
う
。
資
本
主
義
的
関
係
が
、
村
民
生
活
を

と
ら
え
る
の
が
極
め
て
遅
々
と
し
た
進
み
方
し
か
み
せ
な
い
地
方
に
お
い
て
は
、

な
お
さ
ら
こ
の
共
同
体
的
関
係
の
存
在
は
強
い
も

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
か
か
る
共
同
体
的
関
係
を
示
す
資
料
は
、
文
書
と
し
て
は
仲
々
残
ら
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
関
係
が
慣

習
的
・
慣
行
的
な
も
の
と
し
て
維
持
さ
れ
て
来
た
こ
と
に
も
一
因
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
中
で
、
明
治
二
六
年
農
商
務
省
が
行
な

っ
た
全
国
の
林
野
入
会
慣
行
に
関
す
る
報
告
中
の
、
天
間
林
村
分
が
我
々
の
利
用
で
き
る
資
料
と
し
て
は
最
も
基
本
的
な
も
の
と
言

い
う
る
だ
ろ
う
(
本
報
告
は
、
森
林
所
有
権
研
究
会
『
明
治
二
十
六
年
・
全
国
山
林
原
野
入
会
慣
行
調
査
資
料

青
森
県
』
(
昭
三
十

年

に
収
録
さ
れ
て
い
る
)
。



一
入
会
権
ト
称
ス
ル
モ
ノ
ノ
体
様
及
其
種
類

入
会
権
一
一
ハ
作
毛
ノ
ミ
ノ
入
会
ア
リ
、
土
地
共
ノ
入
会
ア
リ
、
又
同
一
ノ
入
会
ニ
収
穫
ノ
歩
合
ヲ
同
一
ニ
ス
ル
ア
リ
、
又

異
ニ
ス
ル
ア
リ
、
其
作
毛
ノ
ミ
ノ
入
会
ハ
維
新
前
ニ
一
般
テ
官
有
地
ニ
砂
テ
ア
リ
、
土
地
共
ノ
入
会
ハ
維
新
前
後
共
ア
リ
、

其
作
毛
ノ
収
得
ニ
入
会
町
村
(
一
町
村
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
其
町
村
ノ
小
部
分
モ
団
体
シ
テ
入
会
権
ヲ
有
ス
ル
事
ア
リ
、
故
ニ
団

体
ト
云
)
即
一
団
体
ト
一
団
体
ノ
大
小
ニ
応
ジ
歩
合
ヲ
異
ニ
セ
リ
、
入
会
団
体
ノ
大
小
ニ
関
セ
ス
均
一
ニ
ス
ル
ア
リ

一
入
会
権
ノ
起
因

入
会
権
ハ
双
方
ノ
承
諾
ヨ
リ
生
セ
リ
、
其
発
生
人
一
都
)
因
ハ
北
日
時
官
有
地
ニ
稼
苅
取
、
牛
馬
放
牧
ノ
為
多
ク
ハ
接
続
ノ
町

村
即
団
体
ト
団
体
ト
共
同
保
持
シ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
起
レ
リ
、
故
ニ
最
初
ヨ
リ
合
意
、
入
会
ア
リ
、
争
論
ノ
後
何
レ
ノ
モ
ノ
ト

モ
定
メ
難
キ
ヨ
リ
入
会
ト
セ
シ
モ
ノ
ア
リ
、
現
今
私
有
地
ノ
入
会
権
ナ
ル
モ
ノ
ハ
モ
ト
官
有
地
ノ
入
会
ノ
慣
行
ニ
外
ナ
ラ

サ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
、

て
入
会
ニ
関
ス
ル
規
約
ア
ラ
ハ
其
規
約
ノ
写

別
紙
写
ノ
通

て
入
会
権
移
転
ノ
場
合
及
美
方
法

及
会
権
ニ
移
転
売
買
ノ
慣
例
ナ
シ

て
入
ぷ
円
権
消
滅
ノ
場
合

入
会
権
者
双
方
ノ
棄
却
双
方
ノ
合
意
上
ノ
解
除
、
但
慣
行
ナ
シ

天

関

林

村

史

一O
O七
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一
、
入
会
権
ヲ
有
ス
ル
村
内
人
民
ノ
出
入
ニ
付
其
権
利
ノ
得
喪

入
会
地
ナ
ル
モ
ノ
ハ
旧
時
ヨ
リ
恰
モ
私
法
上
法
人
ノ
資
格
ヲ
以
テ
共
有
セ
シ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
其
一
町
村
内
(
一
団
体
)

ノ
人
民
ノ
異
動
ニ
ヨ
リ
其
権
利
ノ
得
喪
ニ
消
長
ヲ
来
サ
ス
、
然
レ
ト
モ
近
時
交
通
頻
繁
、
住
居
ノ
自
由
ナ
ル
ヨ
リ
、
一
方
ノ

団
体
ノ
内
へ
他
町
村
ヨ
リ
転
住
セ
シ
モ
ノ
ハ
、
其
入
会
地
ニ
特
別
承
諾
ヲ
得
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
、
加
入
ヲ
得
ル
能
ハ
サ
ル

慣
行
ト
ナ
リ
ヲ
レ
リ
、

一
、
入
会
地
ニ
年
限
ア
ル
ヤ

年
限
ナ
シ

一
、
入
会
権
施
行
ノ
為
メ
地
主
ニ
賃
料
又
ハ
下
草
料
納
付
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
ヤ

現
今
別
ニ
地
主
ア
リ
テ
他
ト
他
ト
入
会
権
施
行
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ
、
故
ニ
賃
料
又
ハ
下
草
料
ヲ
納
付
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ

一
、
入
会
権
設
定
ノ
方
法
ハ
維
新
前
後
ニ
珍
テ
差
異
ア
ル
ヤ

不
明

一
、
入
会
地
ノ
官
有
地
ナ
ル
ト
私
有
地
ナ
ル
ト
ニ
ヨ
リ
入
会
権
ニ
差
異
ア
ル
ヤ

現
今
官
有
地
ニ
入
会
ト
セ
ル
モ
ノ
ナ
シ

一
、
右
ノ
外
入
会
権
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
慣
例

入
会
地
ニ
対
シ
其
費
用
負
担
及
割
付
法
ハ
作
毛
ノ
残
余
金
ヲ
以
テ
ス
ル
ア
リ
、
其
費
用
ヲ
毎
戸
ニ
割
付
ス
ル
ア
リ

て
入
会
権
ノ
利
益
及
弊
害

私
有
地
ニ
付
テ
ノ
入
会
権
ハ
何
等
ノ
利
益
ア
ル
ヤ
豪
モ
発
見
ス
ル
能
ハ
ス
、
今
日
存
ス
ル
ハ
昔
時
ヨ
リ
及
沿
革
ニ
ヨ
リ



襲
用
セ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
唯
不
得
止
ニ
出
テ
タ
ル
モ
ノ
ト
考
フ

こ
の
資
料
の
原
本
は
青
森
県
庁
の
所
蔵
し
て
い
た
『
入
会
権
関
係
事
項
調
綴
』

で
あ
り
、

そ
の
原
本
は
す
で
に
焼
失
、

た
ま
た
ま

筆
写
さ
れ
て
い
た
も
の
が
こ
こ
に
複
刻
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
青
森
県
は
、
農
商
務
省
の
指
令
の
下
で
、
県
下
全
市
町
村
に

わ
た
っ
て
い
く
つ
か
の
項
目
の
下
に
調
査
を
実
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
調
査
が
果
し
て
天
間
林
村
の
入
会
権
の
全

体
像
を
示
す
も
の
か
ど
う
か
は
、

そ
の
調
査
項
目
の
不
備
か
ら
み
て
も
疑
わ
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
例
え
ば
、
最

終
項
目
の
中
に
「
私
有
地
ニ
付
テ
ノ
入
会
権
ハ
何
等
ノ
利
益
ア
ル
ヤ
肇
モ
発
見
ス
ル
能
ハ
ス

ji---
唯
不
得
止
ニ
出
タ
ル
モ
ノ
」
と

さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
二
六
年
当
時
に
お
い
て
入
会
権
が
か
か
る
ほ
ど
に
不
必
要
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
先
述
の
如
く
明
治
二
六
年
と
い
う
極
め
て
早
い
時
期
に
お
い
て
、
す
で
に
「
現
今
官
有
地
ニ
入
会
ト
セ
ル
モ
ノ

ナ
シ
」
の
状
況
ま
で
に
天
間
林
村
々
民
が
規
制
さ
れ
て
い
る
の
は
実
に
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

天
間
林
村
に
お
け
る
入
会
権
の
実
態
は
、
こ
の
文
書
か
ら
す
れ
ば
次
の
様
に
整
理
さ
れ
よ
う
。

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
「
団
体
」
(
す
な
わ
ち
こ
れ
こ
そ
が
「
ム
ラ
」
社
会
あ
る
い
は
「
共
同
体
」
と
呼
ん
で
い
い
も
の
で
あ
ろ
う
)
が
、

「
株
苅
取
」
「
牛
馬
放
牧
」

の
た
め
に
「
団
体
」
と
し
て
保
持
し
て
い
る
権
利
で
あ
り
、

そ
の
権
利
は
、
基
本
的
に
は
譲
渡
・
売
買
に

よ
る
移
転
、
あ
る
い
は
そ
の
消
滅
は
慣
例
上
あ
り
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、

か
っ
こ
の
権
利
は
「
団
体
」
構
成
員
の
排
他
的
な
も

の
で
あ
り
、
新
来
者
に
は
そ
の
権
利
は
原
則
的
に
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
入
会
権
を
保
持
し
て
い
く
た
め

ヲ」

+JF
、

t
l
 そ
の
入
会
権
行
使
の
可
能
な
全
戸
の
平
等
的
負
担
の
原
則
が
存
在
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
我
々
と
し
て
は
、
こ
の
入
会
権
の
問
題
に
関
わ
る
「
共
同
体
」
的
関
係
の
問
題
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

天

間

林

村

史

一O
O九
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る
。
す
な
わ
ち
、
入
会
権
を
保
持
す
る
為
の
全
戸
の
平
等
的
負
担
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
用
益
に
お
い
て
も
平
等
的
行
使
を
前
提
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
か
っ
そ
の
平
等
性
の
実
現
の
た
め
に
は
、
何
ら
の
「
規
制
」
が
と
り
決
め
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
は
「
放
牧
」
あ
る
い
は
「
株
苅
取
」
に
関
し
て
も
、
期
間
・
期
日
の
と
り
き
め
、
犯
し
て
は
な
ら
ぬ
違
反
行
為
な
ど
に
関

す
る
規
約
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

(ニ)

「
共
同
体
」
聞
の
関
係

「
共
同
体
」
が
自
己
の
成
員
の
権
益
を
保
持
し
て
ゆ
く
場
合
、
他
「
共
同
体
」
と
の
聞
に
衝
突
が
お
こ
る
の
は
し
ば
し
ば
み
ら
れ

る
事
で
あ
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
水
争
い
」
な
ど
は
そ
の
典
型
的
事
例
で
あ
る
。
次
に
示
す
資
料
は
「
萱
場
争
い
」
を
物
語
る
も
の
で
、

屋
根
の
資
材
と
し
て
重
要
な
カ
ヤ
の
産
地
を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
、
「
共
同
体
」
に
と
り
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
「
共
同
体
」

聞
の
争
い
を
引
き
起
す
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

萱
場
株
場
入
会
地
約
定
証

上
北
郡
附
田
村
ト
榎
林
村
ト
入
会
所
今
般
示
談
ノ
係
款
左
ノ
通

上
北
郡
榎
林
村
字
卒
古
沢
南
二
十
一
番

一
原
野
反
別

全

全

ノ¥
_L  

番

一
株
場
反
別



右
地
所
者
附
田
村
、
榎
林
村
入
会
ニ
係
得
共
賢
一
株
者
勿
論
地
所
共
ニ
附
田
村
四
分
、

復
林
村
六
分
ト
取
極
苅
取
傑
節
ハ
御
互
ニ
及
通
達
ニ

就
議
之
上
苅
取
申
事
、

右
地
所
内
之
儀
ハ
土
手
築
立
、
或
ハ
両
村
共
不
納
得
之
議
ハ
勝
手
ニ
致
申
間
敷
傑
事
、

但
右
土
地
開
墾
等
其
筋
へ
出
頭
候
義
者
、
両
村
協
議
納
得
ノ
上
可
奉
願
候
事

一
地
租
地
課
金
上
納
及
協
議
費
等
右
地
所
に
関
シ
候
義
ハ
二
切
前
条
之
通
附
田
村
四
分
、
榎
林
村
六
分
年
々
割
合
差
出
可
候
事
一
右
入
会

地
所
之
儀
ニ
付
今
般
野
辺
地
警
察
署
之
御
手
数
ヲ
醸
シ
候
一
一
付
、
示
談
棺
整
候
上
ハ
此
証
書
相
添
へ
御
届
申
上
、
且
ツ
戸
長
役
場
ヘ
モ
差
出

可
申
候
事

右
之
通
約
定
取
結
候
上
ハ
示
談
双
方
専
ラ
親
睦
ヲ
旨
ト
シ
、
彼
我
ノ
便
利
ヲ
得
候
様
注
意
致
、
柳
モ
篠
約
ヲ
違
犯
致
間
敷
候
、
の
テ
為
後
日

為
取
挽
証
書
如
件

榎
林
村
中
惣
代

明
治
十
二
年
十
月
十
一
日

附
田
村
御
中

(
森
林
所
有
権
研
究
会
編
前
掲
書
)

天

問

林

村

史

。
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」
の
萱
場
争
い
と
そ
の
一
示
談
の
取
決
め
は
、
榎
林
・
中
村
専
右
衛
門

氏
の
懐
古
に
よ
れ
ば
、
附
田
村
側
が
取
り
分
を
五
対
五
に
す
る
こ
と
を

主
張
し
て
き
た
事
に
端
を
発
し
た
も
の
で
、
榎
林
村
と
附
田
村
と
で
は

榎林・附国境の萱場(昭和34年開田)

人
口
、
戸
数
と
も
に
圧
倒
的
に
榎
林
村
が
多
い
の
で
あ
る
か
ら
、
榎
林

村
と
し
て
は
そ
の
主
張
は
認
め
ら
れ
ぬ
と
言
う
こ
と
で
訴
訟
騒
ぎ
に
ま

で
発
展

つ
い
に
こ
の
様
な
形
で
示
談
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。

こ
の
一
示
談
文
書
に
み
ら
れ
る
知
く
一
一
「
共
同
体
」
聞
に
お
い
て
、
両
者

に
共
同
な
入
会
地
を
保
持
す
る
取
り
決
め
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち

一
、
取
り
分
(
利
用
率
)
に
応
じ
て
の
負
担
(
こ
の
場
合
は
地

租
、
地
課
金
)

の
支
払
い
を
決
め
て
い
る
事
、

4

J

、
入
会
地
の
形
態
変

化
な
ど
は
原
則
と
し
て
禁
止
、
あ
る
い
は
両
村
の
協
議
に
付
す
る
事
、

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
共
同
体
」
的
関
係
と
は
、
か
く
の
如
く
に
一
「
共
同
体
」
内
の
問
題
と

同
時
に
、
複
数
「
共
同
体
」
聞
の
問
題
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
の
複
数
「
共
同
体
」
が
あ
る
場
合
に
は
よ
り
有
機
的
な
関
係
を
成
立
さ

せ
る
事
に
よ
り
一
「
共
同
体
」
へ
と
転
化
し
て
ゆ
く
事
も
考
え
ら
れ
る
。



(
参
考
)

以
下
に
あ
げ
る
文
書
は
江
戸
末
期
の
「
入
会
」
を
め
ぐ
る
「
共
同
体
」
間
争
い
の
事
例
で
あ
る
。

口

上

書

乍
恐
口
上
書
を
以
奉
申
上
事

古
来
よ
り
私
共
村
方
之
内
、
川
目
谷
地
与
申
所
江
牛
野
放
、
其
外
茅
場
井
朝
草
苅
取
候
場
所
一
一
御
座
候
、
然
処
年
号
ハ
相

知
不
申
候
得
共
、
前
丑
ノ
年
ニ
而
蛍
年
迄
十
三
年
ニ
相
成
、
私
共
谷
地
江
同
年
甲
田
村
之
者
共
朝
草
苅
、
馬
三
四
十
疋
程

押
込
朝
草
苅
取
候
ニ
付
、
私
共
村
中
罷
越
、
此
場
処
ハ
此
方
共
之
朝
草
其
外
、
家
茅
共
ニ
苅
取
場
処
之
処
、
其
方
共
如
何

之
心
得
違
ニ
而
間
合
之
焼
打
次
第
二
苅
取
候
哉
与
申
向
候
処
、
甲
田
村
者
共
申
事
ニ
者
、
先
年
よ
り
朝
草
苅
取
来
候
得
者
、

朝
草
苅
取
ニ
而
茂
子
細
無
之
旨
理
不
尽
相
募
候
ニ
付
不
得
止
事
、
其
節
大
肝
入
処
江
申
出
候
処
、
直
々
大
肝
入
安
太
郎
殿
、

榎
林
村
老
名
市
助
、
孫
右
衛
門
、
倉
助
、
同
道
ニ
而
、
右
川
目
谷
地
江
御
天
リ
御
詰
合
被
下
、
私
共
村
中
、
甲
田
村
中
右

場
処
江
御
呼
出
ニ
付
、
双
方
村
中
直
々
罷
出
候
処
、
大
肝
人
安
太
郎
殿
、
榎
林
村
老
名
市
助
、
孫
右
衛
門
、
倉
助
、
寒
水

村
老
名
久
四
郎
御
揃
御
立
合
之
上
、
大
肝
入
安
太
郎
殿
中
申
ニ
ハ
、
李
沢
村
之
内
如
何
訳
柄
ニ
何
甲
田
村
之
者
共
朝
草
苅

取
候
哉
与
申
向
候
処
、
甲
田
村
老
名
助
右
衛
門
、
与
五
郎
、
二
一
九
郎
、
才
市
兵
衛
、
弥
三
郎
申
事
ニ
ハ
、
己
前
ヨ
リ
此
場

処
朝
草
刈
取
末
候
与
申
ニ
付
、
其
節
私
共
申
ニ
ハ
、
此
方
共
之
場
所
江
己
来
ハ
決
而
朝
草
苅
取
候
而
者
相
成
不
申
与
申
向

天

問

林

村

史

。
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五
編

近

代

0 

四

候
処
、
甲
田
村
之
老
名
共
申
ニ
者
、
己
来
此
場
処
牛
馬
牽
入
申
問
敷
旨
申
ニ
付
、
大
肝
入
弁
棲
林
村
老
名
中
、
寒
水
村
久

四
郎
聞
届
之
上
、
取
究
候
場
処
ニ
御
座
候
市
皆
帰
リ
申
候
、
然
処
猶
亦
此
度
骨
閏
月
十
八
日
朝
、
甲
田
村
ヨ
リ
馬
十
疋
程
、

右
谷
地
引
込
朝
草
苅
取
居
候
処
江
、
私
共
罷
越
草
苅
取
候
而
者
相
成
不
申
差
留
候
処
、
同
村
者
共
引
取
申
候
、
猶
亦
同
日

朝
四
ツ
頃
、
甲
田
村
中
男
女
四
十
人
程
牛
馬
四
十
疋
程
私
共
谷
地
江
牽
参
、
草
苅
取
居
候
ニ
付
、
私
共
村
方
ヨ
リ
長
松
、

久
松
、
長
助
、
孫
作
、
要
之
助
与
申
者
共
吉
草
場
江
罷
越
差
留
候
処
、
甲
田
村
之
村
之
者
者
共
無
体
ニ
私
共
村
之
者
共
江

取
付
、
右
長
松
、
久
松
、
長
助
コ
一
人
、
大
キ
打
棚
田
ニ
相
成
、
押
テ
懸
合
候
而
者
、
甲
田
村
大
人
数
事
故
、
私
共
怪
俄
等
出

来
も
難
斗
存
知
引
取
申
候
、
甲
田
村
之
者
共
勝
手
次
第
二
私
共
草
場
ヨ
リ
草
苅
取
帰
り
申
候
、
右
之
通
乱
妨
同
様
草
場
苅

取
候
而
者
、
小
村
之
私
共
連
茂
御
郡
役
茂
勤
兼
、
引
立
候
様
茂
無
御
座
、
村
方
一
統
心
配
罷
在
候
、
牛
島
飼
料
行
嘗
兼
、

大
ニ
迷
惑
至
極
ニ
奉
存
候
、
依
存
同
日
直
々
大
肝
入
処
江
右
之
通
委
細
申
出
候
処
、
大
肝
入
善
六
殿
申
ニ
者
、
甲
田
村
之

者
共
よ
り
申
出
ニ
者
、
此
度
李
沢
村
之
谷
地
江
罷
越
乱
妨
ニ
草
苅
取
申
候
趣
、
大
肝
入
善
兵
衛
殿
よ
り
拙
合
致
候
由
知
仕

候
間
ん
私
共
何
分
御
了
簡
被
下
度
旨
申
上
候
処
、
尚
亦
月
十
九
日
私
共
村
方
長
松
与
申
者
、
右
谷
地
江
朝
苅
ニ
罷
越
候

処
、
甲
田
村
之
助
右
衛
門
、
丑
松
、
太
郎
与
申
者
共
三
人
、
右
長
松
江
取
付
、
打
郷
伏
セ
ラ
レ
、
其
篇
右
助
右
衛
門
申
ニ

者
、
李
沢
村
近
者
共
打
殺
候
而
茂
子
細
無
之
与
申
、
散
々
ニ
打
榔
制
相
成
、
朝
草
苅
不
申
、
長
松
漸
々
帰
リ
申
候
、
又
候
、

翌
廿
一
日
朝
、
私
共
村
之
由
蔵
与
申
者
、
朝
草
苅
取
馬
ニ
附
帰
り
候
処
、
甲
田
村
之
共
川
目
坂
与
申
処
待
伏
居
処
江
右
由

蔵
差
懸
リ
候
ニ
付
、
甲
田
村
之
者
共
馬
ヨ
リ
朝
草
切
落
候
上
、
強
被
叩
苦
痛
ニ
而
伏
居
候
処
、
村
之
者
共
由
蔵
江
見
嘗
リ
、

四
人
ニ
市
鼻
帰
リ
申
候
、
右
ニ
付
村
中
一
統
草
苅
取
兼
、
同
月
十
八
日
ヨ
リ
同
廿
一
日
迄
四
日
之
内
牛
馬
足
カ
キ
苦
シ
ミ



申
ニ
付
如
何
共
込
り
果
罷
在
候
、
猶
又
甲
田
村
方
儀
者
草
場
処
家
茅
場
処
少
茂
不
足
無
御
座
、
脇
村
江
テ
草
家
茅
与
売
出

候
趣
承
知
仕
候
、
右
草
知
仕
候
、
右
草
売
出
候
程
有
余
候
欲
心
我
健
之
者
共
勝
手
次
第
小
村
近
私
共
之
内
ヨ
リ
草
苅
取
申

儀
者
難
題
与
奉
存
候
、
依
之
御
時
節
柄
恐
多
願
上
様
奉
存
候
得
共
、
何
卒
御
慈
悲
之
御
憐
感
を
以
双
方
御
見
分
之
上
、
己

前
之
通
御
取
捌
被
成
下
候
ハ
ハ
重
畳
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
此
段
宜
被
仰
被
成
下
度
奉
願
上
候
以
上

慶
応
元
年
丑
ノ
六
月

李
沢
村
老
名長

助
⑮ 

同

与
右
衛
門
⑮

同

孫
右
衛
門
⑮

大
肝
入

主主
口

⑮ 

岩
間
藤
助
様

一
戸
喜
蔵
様

(
裏
書
)

六
月
廿
八
日
上
ル

(
「
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

天

間

林

1'1 

史

0 

五
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六

第
六
節

鉄
道
(
東
北
本
線
)
と
天
間
林
村
民

ハ
門
我
国
に
お
け
る
鉄
道
建
設
の
特
徴

「
英
国
の
鋪
道
が
産
業
革
命
期
に
斡
け
る
市
場
展
開
の
要
請
に
沿
う
て
生
長
し
、
資
本
白
檀
の
成
熟
に
つ
れ
て
相
互
に
合
併
し
、

綿
資
本
の
要
望
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
社
曾
化
さ
れ
て
、
い
わ
ゆ
る

zazロ
ω
-
c
E
-
q
或
は
句
ロ
E
w
d
t
E可
の
性
格
を
獲
得
す
る

に
至
る
典
型
的
な
自
生
的
護
展
の
型
と
、
日
本
の
識
道
が
最
初
か
ら
銭
道
官
僚
の
手
で
育
成
さ
れ
、
財
政
的
、
軍
事
的
其
他
殖
産
興
業

的
意
園
の
下
に
市
場
の
要
求
に
先
行
し
超
越
し
つ
え
国
家
資
本
或
は
特
権
的
財
閥
資
本
の
形
で
総
合
さ
れ
て
行
く
と
こ
ろ
の
顛
倒

的
護
展
の
型
と
は
極
め
て
封
照
的
で
あ
る
」
と
、
島
恭
彦
氏
は
、
そ
の
名
著
『
日
本
資
本
主
義
と
固
有
鉄
道
』
(
昭
和
泊
)
に
お
い
て

の
べ
て
い
る
。

こ
の
様
に
鉄
道
建
設
自
体
が
、
「
英
国
型
」
と
は
全
く
逆
の
タ
イ
プ
を
我
国
が
示
し
た
の
は
、
勿
論
そ
の
前
提
た
る
資
本
主
義
社
会

の
形
成
、
発
展
の
質
的
差
異
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

我
固
に
お
い
て
最
も
早
く
鉄
道
建
設
が
お
こ
な
わ
れ
た
明
治
五
年
開
業
の
東
京
横
浜
聞
の
鉄
道
は
、
元
来
外
国
資
本
の
要
請
に
応

じ
て
、
む
じ
ろ
国
外
市
場
向
け
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
鉱
山
専
用
鉄
道
に
お
い
て
も
、
そ
の
鉱
山
が
官
営

で
あ
り
、

か
つ
従
っ
て
鉄
道
も
官
営
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
鉱
山
あ
る
い
は
鉄
道
が
我
が
園
の
産
業
機
構
と
の
内
在
的
結
び
つ
き
が

う
す
く
、

た
め
に
早
々
と
払
い
下
げ
あ
る
い
は
中
止
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
と
い
わ
れ
る
(
以
上
、
島
恭
彦
・
前
掲
書
)
。
東
北
地
方

に
お
け
る
最
も
早
い
鉄
道
で
あ
っ
た
釜
石
鉄
道
も
こ
の
例
外
で
は
な
い
。
明
治
七
二
八
七
四
)
年
、
工
部
省
に
よ
り
岩
手
県
大
橋



鉱
山
が
官
営
と
さ
れ
、
本
鉱
山
と
釜
石
港
を
結
ぶ
専
用
鉄
道
と
し
て
敷
設
さ
れ
た
の
が
こ
の
鉄
道
で
あ
る
。
こ
の
鉄
道
は
し
か
し
、

わ
ず
か
十
ヶ
月
に
て
鉱
山
の
閉
鎖
と
と
も
に
廃
業
と
な
る
。
元
来
鉱
石
を
中
心
と
す
る
輸
送
が
主
体
で
あ
っ
た
が
、

一
時
期
に
お
い

て
は
、
「
一
般
人
民
便
利
ノ
為
」
「
官
用
ノ
余
暇
ニ
」
民
衆
を
乗
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

そ
の
時
も
「
官
用
ノ
都
合
ニ
依
リ
、
多
少

ノ
遅
速
、
又
ハ
途
中
停
車
、
或
ハ
全
ク
往
復
致
セ
ザ
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
」
と
い
う
「
鉄
道
乗
車
心
得
」
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
こ
の
様
に
地
域
社
会
と
は
全
く
無
関
係
の
中
に
鉄
道
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
(
以
上
島
恭
彦
前
掲
書
お
よ
が
豊
田
武
編
『

東
北
の
歴
史
(
下
)
』
(
昭
M
)
)

回
東
北
本
線
の
敷
設
問
題

さ
て
こ
の
様
な
特
徴
を
も
っ
我
国
の
鉄
道
で
あ
る
が
、
東
北
本
線
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
勿
論
こ
の
鉄
道
建
設

も
、
財
政
的
あ
る
い
は
殖
産
興
業
的
意
図
か
ら
発
し
て
い
る
の
は
、
建
設
に
至
る
ま
で
の
事
情
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

(
な
お
、
今
日
の
東
北
本
線
は
、
明
治
三
九
年
三
月
成
立
し
た
「
鉄
道
固
有
法
」
と
も
と
づ
き
、
明
治
四
二
年
一

O
月
二
一
日
に
「
東

北
本
線
」
と
名
称
が
え
に
な
る
ま
で
は
、
私
設
の
日
本
鉄
道
株
式
会
社
が
経
営
し
て
い
た
の
で
、
「
日
本
線
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、

こ
こ
で
は
「
東
北
本
線
」
と
し
て
の
べ
て
い
く
。
)

す
な
わ
ち
、
東
北
地
方
に
、
幹
線
鉄
道
を
敷
設
し
よ
う
と
い
う
構
想
は
、
す
で
に
明
治
五

(
一
八
七
二
)
年
よ
り
出
て
い
た
と
い

う
が
、

そ
れ
が
明
治
九
(
一
八
七
六
)
年
に
至
り
、
華
士
族
へ
金
禄
公
債
が
下
付
さ
れ
、

そ
れ
を
有
利
に
運
転
さ
せ
る
事
業
と
し
て

は
、
片
や
銀
行
設
立
(
全
国
至
る
と
こ
ろ
の
士
族
銀
行
を
み
よ
。
青
森
県
に
お
い
て
も
第
六
十
九
銀
行
(
現
青
森
銀
行
)
、
あ
る
い
は

ゃ
、
あ
る
い
は
、
鉄
道
敷
設
へ
の
投
資
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、

一
O
一
七

八
戸
に
お
け
る
第
百
五
十
銀
行
は
そ
の
典
型
で
あ
る
)

天

間

林

村

史



一
O
一
八

明
治
一
回
(
一
八
八
一
)
年
に
華
族
団
体
が
中
心
と
な
り
、
東
京
・
青
森
聞
に
鉄
道
建
設
の
実
施
計
画
を
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
五
編

近

f古

元
老
院
議
官
兼
工
部
大
輔
吉
井
友
義
を
社
長
と
す
る
資
本
金
二

O
O
O万
円
の
日
本
鉄
道
株
式
会
社
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る

以
上

豊
田
編
前
掲
書
)
。

線
路
敷
設
工
事
は
五
区
に
分
割
施
行
さ
れ
る
。
青
森
県
内
分
は
盛
岡
1

青
森
聞
が
五
区
に
あ
た
り
、
明
治
二
一

(
一
八
八
八
)
年

に
起
工
さ
れ
、
明
治
二
四
(
一
八
九
二
年
に
開
通
し
、

こ
う
し
て
東
京
上
育
森
問
、

お
よ
そ
七
三
二
キ
ロ
が
全
通
し
た
の
で
あ
る
。

開
通
と
と
も
に
、
上
野
と
青
森
か
ら
一
日
一
回
直
通
列
車
を
運
転
、

そ
の
所
要
時
間
は
二
六
時
間
二
五
分
で
あ
っ
た
。

こ
の
日
本
鉄
道
会
社
は
、
名
目
は
民
間
で
あ
る
も
の
の
、
政
府
の
手
厚
い
保
護
を
受
け
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
鉄
道
用
地

が
官
有
の
場
合
は
無
償
貸
与
、
あ
る
い
は
相
当
の
代
価
に
て
払
い
下
げ
、

ま
た
民
有
の
場
合
は
「
公
用
土
地
買
上
規
則
」
す
な
わ
ち

現
在
の
国
家
土
地
収
用
法
と
同
様
な
る
手
段
に
て
政
府
の
買
い
上
げ
が
あ
り
、
次
い
で
こ
れ
を
会
社
に
払
い
下
げ
た
。
ま
た
、
少
な

く
も
と
明
治
二
五

(
一
八
九
二
)
年
四
月
ま
で
は
、
営
業
事
務
を
除
く
全
ゆ
る
運
営
は
、

工
部
省
鉄
道
局
(
後
、
内
務
省
鉄
道
庁
)

が
行
な
う
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
、
東
北
本
線
は
全
線
開
通
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
ま
で
に
至
る
の
に
は
、

い
く
つ
か
の
支
障
が
あ
っ
た
の
は
事
実

で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
特
に
鉄
道
路
線
ル

l
ト
に
つ
い
て
は
、

一
つ
に
は
軍
部
か
ら
の
注
文
、
今
一
つ
に
は
一
般
住
民
側
か
ら
の
注

文
が
あ
り
、
細
部
に
亘
つ
て
は
何
か
と
大
変
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

ま
ず
、
軍
部
側
の
路
線
変
更
要
求
と
は
、
国
防
上
か
ら
海
岸
線
を
避
け
る
様
に
と
の
注
文
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
東
北
本
線
に

関
し
て
は
、
特
に
青
森
|
盛
岡
聞
が
問
題
に
な
り
、
現
在
の
花
輪
線
を
通
り
、
盛
岡
l
一
戸
|
浄
法
寺
|
新
町
大
舘
|
弘
前
青



森
の
ル

l
ト
が
主
張
さ
れ
た
。
こ
の
様
な
こ
と
は
、
東
海
道
線
に
お
い
て
も
同
様
お
き
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
主
張
に
は
、
技
術
上
の

問
題
と
営
業
上
の
不
利
と
が
あ
げ
ら
れ
、
結
局
予
定
通
り
の
路
線
ル

l
ト
が
押
し
通
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
(
豊
田
編
前
掲
書
な
ど
)
。

一
般
民
衆
の
方
か
ら
の
反
対
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
大
別
し
て

ω市
民
の
迷
信
な
い
し
後
進
性

今
一
つ
は
、

ω土
地
買
収
の
困
難

ω経
済
状
態
の
悪
化

ω交
通
業
者
の
反
対
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る

(
『
八
戸
の
歴
史
(
下
1
)
』
参
照
)
。
勿
論
一
般
住
民
は
、
全
て

が
反
対
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
熱
心
に
そ
の
誘
致
運
動
に
奔
走
し
た
人
々
も
多
数
い
た
の
は
事
実
で
あ
る

(
例
え
ば
八
戸
の
北
村
益

を
中
心
と
す
る
人
々
な
ど
)
。

こ
う
し
た
迂
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も
、
東
北
本
線
は
明
治
二
四
年
に
開
通
、
同
時
に
営
業
を
開
始
し
、
以
後
、
日
本
資
本
主
義
の

発
達
の
中
で
、
逆
に
東
北
開
発
・
北
海
道
開
発
(
と
も
に
不
十
分
で
あ
り
、

か
っ
、
後
進
性
を
強
い
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
て
あ

る
い
は
国
防
上
よ
り
し
だ
い
に
そ
の
役
割
を
た
か
め
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

(三)

東
北
本
線
敷
設
時
の
天
間
林
村
に
お
け
る
問
題

東
北
本
線
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
天
間
林
の
東
片
、
す
な
わ
ち
二
ツ
森
付
近
を
通
過
し
て
い
る
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の

東
北
本
線
は
天
間
林
村
内
に
お
い
て
は
一
つ
の
駅
す
ら
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
東
北
本
線
を
利
用
す
る
と
す

る
な
ら
ば
、
従
来
に
捨
て
は
陸
羽
街
道
す
な
わ
ち
国
道
四
号
線
を
北
上
し
て
千
曳
駅
に
出
る
か
、
あ
る
い
は
戦
後
に
よ
う
や
く
具
体

化
さ
れ
た
南
部
縦
貫
鉄
道
に
よ
り
同
じ
く
千
曳
駅
に
出
る
か
し
か
な
い
。
今
日
に
至
る
ま
で
、
天
間
林
村
(
あ
る
い
は
同
様
に
七
戸

町
、
十
和
田
市
な
ど
)

の
こ
の
不
利
益
、
不
便
さ
は
か
な
り
の
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
で
は
天
間
林
村
に
於
て
は
、

は
じ
め
か
ら
全
く
駅
舎
設
置
予
定
が
な
か
っ
た
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で
も
な
い
ら
し
い

天

間

林

村

史

0 

九
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の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
甲
地
村
史
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
古
老
の
言
い
伝
え
と
し
て
次
の
よ
う
な
下
り
が
あ
る
。

「
申
地
村
(
現
東
北
町
)
に
は
、
停
車
場
が
二
つ
あ
る
。
乙
供
駅
と
千
曳
駅
で
あ
る
。
乙
供
駅
の
出
来
た
の
は
、
明
治
二
十
七
年

一
月
四
日
で
、
こ
の
日
か
ら
開
業
し
た
(
な
お
千
曳
駅
は
さ
ら
に
遅
く
、
明
治
四
十
三
年
十
一
月
の
こ
と
で
あ
る
)
。
初
め
駅
の
選
定

せ
ら
れ
た
場
所
は
、
今
の
天
間
林
村
(
『
甲
地
村
史
』
で
は
浦
野
舘
村
と
な
っ
て
い
る
が
、
明
ら
か
な
誤
り
:
:
:
筆
者
注
)
内
の
二
ツ

森
、
ト
ン
ネ
ル
の
あ
る
附
近
で
あ
っ
た
が
、
当
時
鉄
道
の
利
と
い
う
も
の
に
対
す
る
地
方
民
の
理
解
が
な
く
、
遠
方
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
も
の
と
同
時
に
病
気
や
災
難
も
押
し
よ
せ
て
来
る
だ
ろ
う
、
な
ど
と
い
う
単
純
な
考
え
か
ら
極
力
此
地
の
設
駅
に
反
対
し
た
の
で
、

今
の
乙
供
に
変
更
さ
れ
た
も
の
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。
:
:
:
」

こ
の
様
な
事
情
の
真
偽
の
ほ
ど
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
鉄
道
線
路
が
通
過
す
る
だ
け
で
も
大
き
な
反
対
を
し
ば
し
引
き
起
こ

し
た
く
ら
い
で
あ
る
か
ら
、
駅
舎
設
置
に
な
る
と
な
お
さ
ら
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
例
え
ば
、
県
内
に
お

い
て
も
、
路
線
か
ら
大
き
く
は
ず
れ
た
例
の
一
つ
と
し
て
八
戸
、
七
戸
等
の
場
合
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
し
、

ま
た
駅
舎
の
問
題
で
は
、

三
戸
町
に
は
駅
舎
な
く
、
三
戸
駅
は
南
部
町
に
存
在
す
る
な
ど
の
例
も
あ
る
。
天
間
林
村
の
場
合
も
そ
う
し
た
事
情
は
当
然
考
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
り
、
村
民
の
間
に
も
、
そ
う
し
た
話
を
聞
い
た
と
い
う
人
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

勿
論
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
駅
舎
設
置
反
対
を
、
単
に
先
に
あ
げ
た
四
つ
の
理
由
の
第
一
番
目
の
理
由
だ
け
に
帰
し
て
し
ま
う
の
は

余
り
に
も
早
計
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
表
面
的
に
は
第
一
の
理
由
が
先
行
す
る
と
し
て
も
他
の
理
由
も
そ
の
根
本
的
な
と
こ
ろ
で
は
存

在
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
思
い
は
、
次
の
知
き
文
章
を
見
れ
ば
な
お
一
層
強
く
感
じ
ら
れ
な
く
も
な
い
。



青
森
県
達

諭
乙
第
一
号

郡

役

所

戸
長

ノパa
lX 

場

御
園
内
鉄
道
布
設
ノ
事
業
、
近
来
大
ニ
進
歩
シ
、
東
北
鉄
路
ノ
儀
モ
己
ニ
宇
都
宮
ニ
達
シ
、
同
所
ヨ
リ
白
川
ニ
達
ス
ル
ノ

線
ハ
大
半
落
成
、
宮
城
・
福
島
問
ノ
一
線
モ
近
日
着
手
ノ
計
画
コ
レ
ア
ル
趣
ニ
付
其
早
晩
青
森
ニ
達
ス
ル
ハ
必
然
ニ
コ
レ

ア
リ
候
エ
ド
モ
、
申
ス
迄
モ
ナ
ク
巨
額
ノ
費
用
ヲ
要
ス
ル
儀
ニ
付
、
鉄
道
会
社
資
金
ノ
都
合
ニ
依
テ
ハ
、
今
後
幾
年
ノ
遅

延
ヲ
来
ス
哉
モ
計
リ
難
ク
、
若
シ
其
落
成
ノ
期
ヲ
シ
テ
遅
キ
一
年
ナ
ラ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
、
人
民
一
年
ノ
福
祉
ヲ
損
ス
ル
モ

ノ
ト
云
モ
不
可
ナ
ル
ナ
キ
コ
ト
ニ
候
、
然
ル
二
本
県
下
ノ
儀
ハ
、
皇
国
東
北
ノ
要
衝
ニ
当
リ
、
北
海
道
ニ
接
近
シ
テ
其
咽

喉
ヲ
占
メ
、
鉄
道
落
成
ノ
上
ハ
随
テ
被
ム
ル
所
ノ
幸
福
他
県
下
ニ
比
ス
レ
パ
一
層
異
ナ
ル
所
ノ
事
情
モ
之
有
ル
ニ
付
、
県

下
人
民
公
利
公
益
ノ
ア
ル
所
ア
慮
パ
カ
リ
、
此
際
奮
起
応
分
ノ
カ
タ
致
シ
、
其
本
県
下
ニ
達
ス
ル
期
ヲ
シ
テ
一
日
モ
速
カ

ナ
ラ
シ
ム
ル
様
致
シ
度
候
像
、
此
意
ヲ
体
シ
普
ク
示
喰
致
ス
ベ
ク
、
此
旨
諭
候
事

明
治
十
九
年
一
月
十
一
日

県
令

福
島

九
成

「
甲
地
村
史
』
よ
り
引
用

天

間

林

村

史

。
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こ
の
「
達
」
は
結
局
、
県
内
に
お
け
る
来
る
べ
き
東
北
本
線
建
設
に
対
し
て
は
、
官
吏
、
人
民
を
問
わ
ず
大
い
に
協
力
す
べ
し
と

い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
い
う
「
県
下
人
民
各
公
利
公
益
」
の
何
た
る
か
は
全
く
不
明
で
あ
り
、
む
し
ろ
北
海
道
開
拓
の
必
要

性
の
た
め
の
県
内
鉄
道
通
過
と
言
っ
た
側
面
が
強
い
。
確
か
に
北
海
道
の
発
展
に
伴
う
公
利
公
益
は
「
他
県
下
人
民
ニ
比
ス
レ
パ
一

層
異
ナ
ル
所
ノ
事
情
」
に
あ
る
青
森
県
に
は
一
番
の
福
祉
を
も
た
ら
す
や
も
知
れ
ぬ
が
、
し
か
し
、

か
か
る
程
度
の
大
義
名
分
で
は
、

人
々
の
積
極
的
賛
同
を
受
け
れ
ぬ
こ
と
は
今
も
昔
も
同
様
で
あ
る
。

地
域
住
民
へ
の
福
祉
、
繁
栄
を
、
よ
り
具
体
的
に
説
く
努
力
の
な
さ
が
結
局
住
民
の
反
発
を
く
ら
う
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
し
て
や
、
こ
の
様
な
「
達
」
を
前
提
と
し
て
、

い
き
お
い
強
制
的
に
土
地
と
り
あ
げ
を
図
ろ
う
な
ど
と
す
れ
ば
な
お
一
層
の
反
発

を
招
く
事
は
必
歪
で
あ
る
。

さ
て
天
間
林
村
に
齢
て
は
、
駅
舎
設
置
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
先
述
の
知
く
東
片
、
二
ツ
森
付
近
を
通
過
し
て
い
る
。
こ
の

通
過
地
域
の
土
地
が
、
買
収
さ
れ
固
有
地
に
さ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
点
に
関
す
る
こ
組
の
資
料
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

(
以
下
の
引
用
資
料
は
い
ず
れ
も
「
李
沢
・
木
村
家
文
書
」
よ
り
)

明
治
二
十
二
年
十
二
月
吉
田

鉄
道
潰
地
及
毛
作
損
害
料
割
合
帳

木
村
吉
太
郎

担
(
表
紙
)



記図

省
略

合
反
別
四
反
壱
畝
壱
歩

金
四
円
九
拾
壱
銭
七
厘

害1

但
シ
壱
反
歩
ニ
付

金
壱
円
十
九
銭
九
厘
嘗

李
沢
与
之
助

一
、
金
壱
円
八
拾
三
銭

廿
二
年
旧
間
十
二
月
廿
九
日
渡
シ

伊
賀

由
蔵

一
、
金
弐
円
弐
十
八
銭

廿
二
年
旧
閏
十
二
月
廿
九
日
渡
シ

寸

Hい
】==ロ

鉄
道
潰
地
ニ
係
ル
青
作
損
害
料

一
、
金
三
円
弐
拾
四
銭
四
厘

一
、
潰
地
仮
反
別
四
反
壱
畝

O
壱
歩

天

間

林

村

史

。
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四

害H

壱
反
歩
ニ
付

金
七
拾
九
銭
一
一
座
嘗

李
沢
与
之
助

て
反
別
壱
反
五
畝
九
歩

金
壱
円
弐
拾
壱
銭
相
渡
シ

伊
賀

由
蔵

一
、
反
別
壱
反
九
畝
弐
歩

金
壱
円
五
拾
銭
相
渡
シ

木
村
吉
太
郎

一
、
反
別
六
畝
弐
拾
歩
金
五
拾
弐
銭
三
厘

詮

一
、
金
拾
壱
円
六
拾
弐
銭
弐
厘

鉄
道
潰
地
ニ
係

ル
青
作
損
害
費

五
分
通
り

右
正
ニ
請
取
候
也



上
北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林

明
治
廿
三
年
七
月
三
十
日

木
村
吉
太
郎
⑮

右
の
二
つ
の
資
料
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
木
村
吉
太
郎
を
は
じ
め
と
す
る
土
地
所
有
者
に
対
し
、

固
有
地
編
入
へ
の
補
償
金
と
作
物
へ
の
補
償
が
一
応
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
事
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
様
な
田
畑
あ
る
い
は
作
物
へ
の
補
償
に
対
し
て
、
溜
池
な
ど
の
付
帯
地
は
、
仲
々
補
償
さ
れ
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
資
料
が
あ
る
。

鉄
道
潰
地
代
及
手
掛
閏
金
御
下
渡
願

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林
字
李
沢
家
ノ
後
六
番
内

一
、
溜
池
反
別
廿
九
歩

潰
地

此
相
嘗
代
価
金
三
円
弐
拾
八
銭
八
厘

但

反
金
三
拾
四
円
壱
銭
四
厘

此
手
営
金
壱
円
弐
拾
五
銭

右
御
下
渡
相
成
度
候
也

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林

天

問

林

村

史

。
五
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一
O
二
六

木
村
吉
太
郎
⑮

明
治
廿
四
年
六
月
廿
九
日

鉄
道
潰
地
代
及
手
賞
金
御
下
渡
願

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林
字
李
沢
家
ノ
後
六
番

一
、
溜
池
反
別
廿
九
歩

此
相
嘗
代
金
参
円
弐
拾
七
銭
八
厘

但

壱
反
歩
ニ
付
金
三
一
十
三
円
九
拾
壱
銭

此
修
築
手
賞
金
六
円
五
拾
弐
銭
五
厘

{亘

壱
坪
ニ
付
金
弐
拾
弐
銭
五
厘

右
御
下
渡
相
成
度
候
也

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林

明
治
二
十
四
年
十
月
五
日

木
村
吉
太
郎



右
の
二
通
の
「
願
書
」
は
そ
れ
ぞ
れ
受
付
印
「
六
月
品
川
日
収
受
第
七
三
七
七
号
」
、
及
び
「
十
月
六
日
収
受
第
一

O
七
一
九
号
」

と
あ
る
か
ら
、
何
ら
か
の
公
的
機
関
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

さ
て
こ
の
両
「
願
書
」
に
お
い
て
潰
地
代
金
が
請
求
さ
れ
て
い
る
の
は
、
と
も
に
溜
池
で
あ
り
、
そ
れ
が
番
地
及
び
面
積
が
同
一
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
同
一
溜
池
と
み
な
し
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
そ
れ
な
の
に
、
わ
ず
か
三
ヶ
月
の
聞
に
二
度
も
願
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
請
求
金
額
及
び
内
容
が
違
っ
て
い
る
こ
と
が
甚
だ
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
思
う
に
、
こ
れ
は
、
当

初
六
月
の
請
求
に
対
し
て
は
何
ら
処
置
な
く
、
し
た
が
っ
て
一

O
月
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
溜
池
は
耕
作
期
に
あ
っ
て
は
そ
の
ま

ま
保
持
・
使
用
さ
れ
て
き
た
の
で
、
改
め
て
そ
の
「
修
築
費
」
を
請
求
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
こ
の
溜
池

自
体
が
、
鉄
道
用
地
に
含
ま
れ
た
事
は
次
の
資
料
で
明
ら
か
で
あ
る
。

郡上

" " " " 名

天
間
林
村

大
字
榎
林

村

i七

天

問

名

李
沢
家
ノ
後

壱
番
ノ
弐
号

七
番
ノ
弐
号

李
沢
家
ノ
前

三
十
九
番
ノ
八
号

七
戸
道
ノ
下

三
拾
六
番
ノ
六
号

李
沢
家
ノ
後

六
番
ノ
二
号

~噌

ナ

番

/1 " " " " " 林

村

史

号

反

田
一
反
一
四
一
八

一四

O
二

二
ニ

O

一

二
二
二
四

一
O
二
九

I也

主

5;U 

木
村
吉
太
郎

" 

同

人

場株

同

人

月
五

同

人

池溜

同

人

名

井
上
保
太
郎
固

木
村
吉
太
郎

別
表
之
地
所
、
宮
有
地
第
三
種
鉄
道
用
地
ニ
編

入
候
旨
、
勝
達
相
成
候
旨
ヲ
以
テ
関
係
者
へ
示

達
方
本
部
長
ノ
達
有
シ
候
条
、
右
伝
達
ス

明
治
廿
六
年
四
月
六
日

天
間
林
村
長

。
七
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公
的
に
は
溜
池
の
官
有
地
編
入
達
が
、
明
治
二
六
年
四
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
こ
の
溜
池
補
償
は
か
な
り
難
行
し
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

四)

鉄
道
と
そ
の
後
の
天
間
林
村

と
も
か
く
も
、

そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
間
林
村
内
に
は
駅
舎
建
設
は
お
こ
な
わ
れ
ず
、
単
に
通
過
す
る
だ
け
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

そ
れ
以
後
に
お
い
て
、
鉄
道
の
利
便
さ
が
認
識
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
残
念
に
思
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
こ
と
は
疑
い
得
ぬ
。
や
〉
後
代
の
事
で
あ
る
が
、
天
間
舘
青
年
学
校
「
郷
土
調
査
」
に
は
、
「
鉄
道
ト
シ
テ
ハ
本
村
ノ
東
端
ニ
ソ
ノ

路
線
ヲ
見
ル
モ
利
用
デ
キ
ズ
、
輸
出
入
ノ
荷
送
ハ
乙
供
・
千
曳
ノ
両
駅
マ
デ
運
搬
セ
ネ
パ
ナ
ラ
ズ
、
夏
期
中
ハ
不
便
ヲ
感
ゼ
ズ
ト
モ

冬
期
ハ
積
雪
ノ
為
ソ
ノ
困
難
一
方
ナ
ラ
ズ
、
初
夏
ハ
又
甚
シ
」
と
あ
る
如
く
、
鉄
道
利
便
の
な
さ
は
、
少
な
か
ら
ぬ
村
民
に
不
利
益

を
与
え
た
も
の
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
か
か
る
事
実
は
、
天
間
林
村
民
以
上
に
七
戸
町
民
な
ど
の
方
が
痛
切
に
感
じ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
得
ぬ
。
そ
の
こ
と
が
現
在
の
南
部
鉄
道
へ
の
強
い
要
望
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
南
部
鉄
道

に
関
し
て
は
、
明
治
二
九
年
に
そ
の
発
起
人
会
が
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
様
に
し
て
鉄
道
利
使
の
少
な
か
っ
た
地
域
に
対
し
て
は
、

い
わ
ゆ
る
停
車
場
道
の
工
事
が
県
当
局
に
よ
り
計
画
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
停
車
場
道
を
含
め
て
当
時
か
な
り
の
道
路
新
設
・
改
修
工
事
が
計
画
さ
れ
、
こ
の
費
用
と
し
て
県
債
の
発
行
が
考

え
ら
れ
た
た
め
に
、
改
進
党
系
を
中
心
と
し
て
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
る
。
こ
の
反
対
は
道
路
工
事
そ
の
も
の
へ
の
反
対
で
は
決
し

て
な
く
、
県
債
に
よ
る
こ
と
へ
の
批
判
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
例
え
ば
「
鉄
道
ノ
開
通
ニ
依
リ
テ
必
要
ニ
迫
ル
道
路
ハ
県
知
事
ノ
明
言

セ
シ
如
ク
各
停
車
場
道
ナ
リ
ト
セ
パ
県
債
ニ
依
ラ
ザ
ル
モ
其
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
ニ
難
キ
ニ
非
ラ
ズ
。
県
知
事
ガ
提
出
議
案
ニ
於
テ
各



停
車
場
道
ノ
里
程
合
計
五
里
二
十
二
町
内
外
ニ
シ
テ
其
ノ
予
算
金
ハ
僅
カ
ニ
四
千
五
百
円
ナ
レ
パ
ナ
リ
」
(
弘
前
図
書
館
岩
見
文
庫
資

料
)
と
あ
る
如
く
、
必
要
な
場
合
は
、
断
固
県
予
算
等
に
て
建
設
す
べ
き
と
い
う
主
張
で
あ
ろ
う
。

県
当
局
が
当
初
予
定
し
た
停
車
場
道
は
二

O
道
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
天
間
林
村
に
直
接
関
係
す
る
も
の
と
し
て
、

乙
供
停
車
場
道

(
天
間
林
村
中
野

1
天
間
館

i
甲
地
村
乙
供

1
乙
供
停
車
場
)
が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
道
路
は
結
局
明
治
ニ
五
年
に
、
他
の
い

く
つ
か
の
路
線
が
着
工
さ
れ
た
時
に
は
は
ず
さ
れ
て
い
る
(
以
上
、
青
森
県
「
青
森
県
議
会
史
・
自
明
治
二
十
五
年
至
明
治
四
十
五
年
』
)
。

鉄
道
が
開
通
し
て
沿
岸
住
民
は
そ
れ
な
り
に
便
利
さ
を
時
が
た
つ
に
つ
れ
て
味
わ
う
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
産
業
の
発
展
に
も

徐
々
に
で
は
あ
る
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
っ
た
事
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
に
例
え
ば
七
戸
を
中
心
に
そ
の
一
帯
に
お
け
る
産

業
の
振
興
が
あ
り
、
こ
れ
は
鉄
道
輸
送
が
発
展
す
る
に
つ
れ
、
そ
れ
と
の
連
絡
を
も
っ
事
に
よ
り
益
々
発
展
を
み
せ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、

さ
さ
い
な
事
で
は
あ
ろ
う
が
沿
線
住
民
が
、
今
様
に
言
え
ば
「
公
害
」
を
味
わ
っ
た
事
例
も
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
鉄
道
敷
設
に
反
対
し
た
理
由
の
一
つ
に
「
煙
害
」
す
な
わ
ち
汽
車
の
煙
が
作
物
を
枯
す
と
か
、
あ
る
い
は
極
端

に
は
火
を
う
け
て
し
ま
う
と
い
う
の
が
あ
っ
た
事
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
で
あ
ろ
う
が
、
天
間
林
村
に
於
て
も
、

ま
さ
に
か
か
る
事
件

が
発
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
汽
車
よ
り
の
飛
火
に
よ
り
山
林
が
焼
失
す
る
と
い
う
事
件
で
あ
る
。

焼
失
山
林
損
害
金
額
請
求
書

一
、
金
壱
千
六
百
参
拾
円
也

損
害
総
額

右
ハ
明
治
四
拾
弐
年
五
月
弐
日
午
後
拾
弐
時
拾
分
、
乙
供
停
車
場
発
シ
上
リ
列
車
ノ
煙
筒
ノ
飛
火
ヨ
リ
発
火
致
、
私
所
有
地
青
森
県
上
北
郡
天
間

林
村
大
字
榎
林
字
七
戸
道
ノ
下
参
拾
参
番
参
号
、
山
林
反
別
弐
町
弐
拾
九
歩
、
同
番
弐
拾
壱
号
山
林
壱
町
弐
反
参
畝
七
歩
小
松
生
立
地
別
紙
略
図

天

間

林

村

史

。
九
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之
通
焼
失
致
候
ニ
付
、
実
地
御
検
分
シ
上
前
書
損
害
金
額
御
支
払
相
成
度
此
段
及
請
求
候
也

明
治
四
拾
弐
年
五
月
弐
拾
日

青
森
県
上
北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林
百
拾
壱
番
戸

木
村
吉
太
郎
⑮

日
本
線
東
部
鉄
道

管
理
局
長
殿

(
『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

(
註
、
他
地
区
焼
出
補
償
請
求
が
同
日
付
に
で
も
う
一
通
提
出
さ
れ
て
い
る
)

当
時
の
金
額
と
し
て
一
、
六
一
ニ

O
円
と
い
う
か
ら
大
変
な
金
額
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
何
ら
の
補
積
が
な
か
っ
た
の
は
次

の
資
料
で
明
ら
か
で
あ
る
。

鉄
東
庁
庶
第
一
、
五

O
六
号

明
治
四
十
二
年
七
月
十
二
日

東
部
鉄
道
管
理
局

固

木
村
吉
太
郎
殿

木
村

儀
助
殿

伊
賀
卯
之
松
殿

本
年
五
月
二
十
日
付
ヲ
以
テ
御
申
越
相
成
候
火
災
損
害
金
請
求
ニ
関
ス
ル
件
ハ
、
何
分
御
来
意
ニ
応
シ
兼
候
問
、
右
ニ
御
承
知
相
成
度
此
段



及
通
牒
候
也

(
『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

山
林
焼
失
の
原
因
は
何
で
あ
っ
た
か
、

ま
た
損
害
請
求
よ
り
そ
の
拒
否
ま
で
の
一
ヶ
月
半
余
の
聞
に
い
か
な
る
調
査
等
が
あ
っ
た

か
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
も
し
事
実
煙
筒
よ
り
の
飛
火
に
よ
る
失
火
で
あ
る
な
ら
ば
、
沿
線
住
民
は
、

そ
の
利
便
さ
と
は
裏
腹
に
常

に
危
険
を
も
か
か
え
て
い
た
と
も
言
い
う
る
よ
う
な
事
件
で
あ
っ
た
。

天

間

林

村

史

。
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第
八
章

苦
悩
す
る
農
村
社
会
と
農
民
生
活

ー
ー
ー
明
治
よ
り
昭
和
前
半
期
に
お
け
る
農
村
と
農
民
|
|
|

第
一
節

相
次
ぐ
凶
作
と
疲
弊
せ
る
農
村

古
来
本
県
は
凶
作
常
習
地
帯
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
幾
多
の
凶
作
、
飢
謹
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
哀
話
と
は
絶
え
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
今
明
治
以
降
の
本
県
に
お
け
る
凶
作
飢
謹
と
そ
の
原
因
を
青
森
県
経
済
部
資
料
『
郷
倉
経
営
指
針
』
に
よ
り
列
挙
す
れ
ば
、

明
治

11 11 11 11 

七

11 

九。 二
年

天
候
不
良
大
凶
作

ム
ノ、

大
早
洪
水
大
凶
作

七

九
月
廿
五
日
暴
風
雨
其
後
も
屡
々
あ
り

九

大
早
洪
水

風
水
害

風
水
害
、
虫
害

同



明
治
こ

H

二
二

万

二

四

H

二
六

H
一
二

O

H

一二一

p

=
二一

H
一
二
三

H

三
五

N

三
六

H

三
八

N

一
二
九

大
正

昭
和

11 11 

占

/、七九
天

間

林
風
水
害
、
凶
作

同同同同同同同同同同同同同同冷
害村

反
当
一
石
九
升

同

一
石
六
升

同

九
斗
七
升

同

一
石
一
斗
六
升

同

一
石
三
斗
三
升

同

一
石
三
斗
六
升

同

一
石
二
斗
四
升

同

六
斗
ニ
升

同

一
石
三
斗
八
升

同

九
斗
六
升

同

J¥ 
斗

同

斗

同

九
斗
七
升

同

一
石
五
斗

同

八
斗
四
升

史

一O
三
三
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水
害
冷
害

同

七
斗
八
升

と
な
り
、

さ
ら
に
、
昭
和
二
ハ
年
、
二

O
年
の
凶
作
が
つ
け
加
え
ら
れ
る
。

明
治
二
年
の
凶
作
が
、
時
ま
さ
に
成
立
し
た
ば
か
り
の
七
戸
藩
政
を
揺
す
よ
う
な
農
民
一
撲
に
ま
で
発
展
し
た
事
は
、
別
記
の
通

り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
明
治
一
七
年
、
大
正
二
年
、
昭
和
六
年
・
九
年
・
一

O
年
・
二
ハ
年
の
凶
作
に
つ
い
て
、

そ
の
実
態
、
当
時

の
社
会
環
境
、

そ
し
て
そ
の
結
果
や
影
響
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

(一)

明
治
十
七
年
凶
作

す
で
に
前
年
一
六
年
に
あ
っ
て
も
平
年
作
よ
り
二
割
減
の
不
作
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
は
夏
期
の
冷
害
と
水
害
に
よ
り
、

四
割
五

分
の
減
収
と
な
っ
た

(
当
時
の
県
全
体
の
平
年
作
で
は
米
穀
は
五
六
万
石
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
年
は
コ
二
万
六
千
石
余
)
。

さ
ら
に
上
北
郡
で
は
主
作
で
あ
る
大
豆
の
不
作
、
馬
の
価
格
の
激
落
も
あ
り
、
農
村
の
生
活
は
悲
惨
を
極
め
た
の
で
あ
る
。

一
八
年
三
月
、
内
務
省
よ
り
派
遣
さ
れ
て
窮
乏
状
況
を
視
察
に
来
た
梅
若
誠
太
郎
は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
(
小
野

武
夫
『
農
村
史
』
よ
り
引
用
)
。

県
下
窮
状
の
遠
因
は
一
般
の
不
景
気
(
当
時
は
、
西
南
戦
争
な
ど
に
よ
る
軍
事
費
増
、
士
族
に
対
す
る
金
禄
公
債
の
交

付
な
ど
に
よ
り
国
債
が
急
増
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
状
況
で
あ
っ
た
:
:
・
引
用
者
注
)
と
米
価
落
に
よ
る
も
の
で
あ
る

が
、
近
因
は
明
治
十
六
年
の
凶
作
に
あ
り
元
来
青
森
県
は
農
業
と
牧
畜
を
主
要
な
産
業
と
す
る
地
方
で
あ
る
が
、
米
と
馬

の
価
格
が
下
落
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
さ
ら
に
凶
作
に
襲
わ
れ
て
は
手
の
施
す
べ
き
方
法
が
な
く
、
こ
こ
に
西
津
軽
郡
と
上



北
郡
で
は
土
地
を
有
し
な
い
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
少
し
く
土
地
を
有
す
る
者
も
十
七
年
の
凶
作
の
た
め
に
打
撃
を
う

け
よ
う
や
く
種
籾
を
得
る
に
過
ぎ
ず
、
な
か
に
は
収
穫
皆
無
の
所
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
上
北
郡
の
如
き
は
大
豆
を
第
一

の
農
産
物
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
大
豆
の
収
穫
も
平
年
作
以
下
で
あ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
馬
産
地
方
に
あ
っ
て
は
馬
の
価

格
が
激
落
し
、
明
治
十
四
年
に
一
頭
四
十
円
余
で
あ
っ
た
馬
が
十
七
年
に
は
四
円
以
下
に
下
落
し
た
こ
と
も
大
き
な
痛
手

で
あ
っ
た
が
、
住
民
の
生
活
は
極
度
に
惨
め
な
様
相
を
呈
し
県
下
農
民
の
な
か
に
は
夜
著
蒲
着
を
持
た
ず
、
藁
を
被
っ
て

寝
に
就
く
も
の
多
く
、
東
津
軽
郡
で
は
常
食
と
し
て
そ
ば
を
皮
の
ま
〉
摺
り
砕
い
た
も
の
を
練
っ
て
用
い
、
上
北
郡
で
は

ひ
え
を
皮
の
ま
〉
炊
い
て
食
用
に
供
す
る
有
様
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
さ
え
四
、
五
月
に
至
れ
ば
尽
き
ん
と
す
る
状
態
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
青
森
県
下
の
住
民
は
「
概
し
て
殆
ん
ど
牛
馬
と
同
様
な
る
生
活
を
送
る
も
の
十
中
七
八
」
に
し
て
「
其

状
況
を
目
撃
す
れ
ば
驚
博
の
外
な
く
」
「
現
に
自
活
の
力
な
く
、
親
族
隣
保
の
補
助
を
受
く
る
も
の
亦
少
か
ら
ず
、
人
民
炉

辺
に
寒
を
凌
ぎ
互
に
窮
を
歎
ず
る
の
状
は
実
に
見
る
に
忍
び
ざ
る
も
の
あ
り
」
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
か
ら
、
地
租
徴
収

の
成
績
の
如
き
も
芳
し
く
な
い
の
は
当
然
で
あ
っ
て
、
納
税
期
限
内
に
地
租
を
納
め
る
こ
と
の
出
来
な
い
者
は
数
は
極
め

て
多
く
、
不
納
者
に
対
す
る
公
売
掲
示
を
見
て
初
め
て
上
納
す
る
者
あ
り
、
た
ま
た
ま
納
入
す
る
者
が
あ
っ
て
も
そ
れ
は

借
り
入
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
土
地
を
質
入
、
書
入
し
、
ま
た
は
捨
売
を
す
る
も
の
さ
え
多
く
百
方
苦
心
し

て
、
や
っ
と
地
租
を
納
入
す
る
者
が
少
く
な
い
。

こ
の
一
文
を
以
て
し
で
も
凶
作
の
激
し
さ
が
思
い
う
か
ぶ
よ
う
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
ん
な
時
に
も
地
租
の
件
に
つ
い
て
記
述

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、

い
か
に
も
政
府
役
人
で
あ
る
。
こ
の
役
人
は
多
分
に
地
租
の
減
少
、
あ
る
い
は
徴
収
停
滞
を
お
そ
れ
つ
つ
、
そ

天

問

林

村

史

0 

五
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。
ノ、

の
実
態
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
我
々
と
し
て
は
、
そ
れ
以
上
に
、
そ
の
後
の
影
響
、
結
果
の
方
が
心
配
に
な
る
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
日
常
生
活
す
ら
不
可
能
な
状
況
下
、
「
公
売
掲
示
」
の
伺
備
に
よ
り
、
土
地
を
抵
当
と
し
た
借
金
、
あ
る
い
は
土
地
売

却
を
行
っ
て
い
る
農
民
が
少
な
く
な
い
と
い
う
事
実
は
、
直
ち
に
こ
れ
ら
農
民
が
自
作
農
よ
り
小
作
人
へ
と
転
化
し
、

一
部
有
力
者

が
そ
の
土
地
を
集
中
さ
せ
て
ゆ
く
か
ら
で
あ
る
。
明
治
以
降
の
農
民
層
分
解
の
進
展
の
中
で
、
最
初
に
し
て
か
つ
極
め
て
激
し
く
進

行
し
た
の
が
、
こ
の
明
治
一
七
年
凶
作
前
後
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
(
も
っ
と
も
こ
の
時
は
特
に
津
軽
地
方
に
多
か
っ
た
。
し
か
し
上

北
郡
・
一
二
戸
郡
な
ど
で
も
七
戸
、
五
戸
、
野
辺
地
な
ど
の
有
力
商
人
層
に
よ
る
土
地
買
い
占
め
は
か
な
り
進
行
し
て
い
る
)

青
森
県
『
明
治
二
十
一
年
青
森
鯨
農
商
工
統
計
表
』
は
「
農
家
生
計
の
困
難
な
る
よ
り
自
ら
維
持
す
る
資
力
に
乏
し
く
、
遂
に
は

貸
借
の
義
務
を
果
す
能
は
ず
其
抵
当
た
る
所
有
地
は
金
主
に
領
せ
ら
れ
、
或
は
之
を
売
却
し
て
小
作
を
為
す
の
己
む
を
得
ざ
る
事
情
」

が
、
こ
の
原
因
と
し
て
い
る
が
、
蓋
し
妥
当
で
あ
ろ
う
。

明
治
一
七
年
凶
作
は
県
内
全
般
、
特
に
西
津
軽
郡
、
上
北
郡
に
そ
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
天
間
林
村
(
当
時
は

勿
論
天
間
舘
村
外
六
ヶ
村
戸
長
役
場
時
代
)
自
体
も
、
同
様
な
状
況
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
う
る
。
次
に
示
す
資
料
を
み
て
も
、

しミ

か
に
農
民
が
窮
し
て
い
る
か
一
読
し
て
判
明
し
よ
う
。

種
籾
代
料
御
救
与
願

一
、
田
反
別
四
反
歩

此
種
籾
四
斗
八
升

巨
壱
反
歩
ニ
付

f
壱
斗
弐
升



右
ハ
本
年
八
月
二
十
四
日
ヨ
リ
宗
雨
大
洪
水
ニ
テ
種
籾
ト
可
成
程
実
入
ナ
キ
勿
論
皆
無
ナ
ル
凶
荒
ニ
擢
リ
困
難
至
極
ニ
存
候
、
然
ル
ニ
私

素
ヨ
リ
極
窮
ニ
シ
テ
種
籾
購
求
ス
ル
ノ
資
力
無
之
候
得
ハ
、
来
春
耕
作
ス
ル
ノ
道
無
之
候
問
、
何
卒
特
別
御
偶
察
ヲ
以
テ
備
荒
儲
蓄
救
助
御

規
則
第
拾
条
ニ
ヨ
リ
、
種
籾
代
料
御
救
与
被
成
下
度
、
此
段
奉
願
候
也

明
治
十
七
年
十
二
月

上
北
郡
榎
林
村

木
村
三
治
固

青
森
岡
林
令
福
津
九
成
殿

前
書
願
出
之
趣
相
違
無
之
候
一
一
付
御
間
届
相
成
度
の
テ
奥
印
仕
候
也

上
北
郡
天
間
舘
村
外
六
ヶ
村

明
治
十
七
年
十
二
月
二
日

戸
長

鷹
山
宇
太
郎
国

庶
第
五
千
三
百
六
号

書
面
願
之
通
聞
居
、
金
壱
円
五
銭
壱
厘
給
与
ノ
条
受
取
方
可
申
出
事

明
世
十
八
年
五
月
五
日

青
森
豚
令

福
島
九
成
闘

種
籾
代
料
御
救
与
願

天

間

林

村

史

0 

七
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一O
三
八

て
田
反
別
三
反
三
畝
五
歩

此
種
籾
三
斗
九
升
八
合

ヨ
一
壱
反
ニ
付

自
壱
斗
弐
升

右
ハ
本
年
八
月
二
十
四
日
ヨ
リ
霧
雨
大
洪
水
ニ
テ
種
籾
ト
可
成
程
実
入
ナ
キ
勿
論
皆
無
ナ
ル
凶
荒
ニ
擢
リ
困
難
至
極
-
一
存
候
、
然
ル
ニ
私

素
ヨ
リ
極
窮
ニ
シ
テ
種
籾
購
求
ス
ル
資
力
無
之
候
得
ハ
、
来
春
耕
作
ス
ル
ノ
道
無
之
候
問
、
何
卒
特
別
御
慨
察
ヲ
以
テ
備
荒
儲
蓄
救
助
御
規

則
第
拾
条

ヨ
リ
種
籾
代

料
仰
救
与
被
成
下
度
此
段
奉
願
候
也

明
治
十
七
年
十
二
月

上
北
郡
榎
林
村

木
村
丑
松
⑮

青
森
懸
令
福
津
九
成
殿

前
書
願
出
之
趣
相
違
無
之
候

付

自
届
相
成
度
伯
ア
奥
印
仕
候
也

上
北
郡
天
間
舘
村
外
六
ヶ
村

明
治
十
七
年
十
二
月
二
日

戸
長

鷹
山
宇
太
郎
圃

庶
第
五
千
三
百
五
号

書
面
願
之
趣
聞
届
、
金
八
拾
七
銭
弐
厘
給
与
ノ
条
受
取
方
可
申
出
事

明
治
十
八
年
五
月
五
日

青
森
豚
令

福
島
九
虚
固

(
『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)



(ニ)

大
正
二
年
凶
作
の
実
態
と
そ
の
対
策

大
正
二
年
凶
作
が
い
か
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
か
は
、

ま
ず
は
次
の
表
を
み
れ
ば
概
ね
見
当
が
つ
こ
う
。

第
二
八
表

大
正
二
年
稲
作
作
付
面
積
と
収
量

ム
は
減

青弘三下上北南中西束
A 口 間 郡

津津津津津
森前戸北北

軽軽軽軽軽
計 市

市市郡郡都郡郡部郡郡

平

ヨ/、王、 ヌ可、 ヨ王、 オL、 司ー、 プて、 亡コ、 /'-、
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CコオL プて三三三三三三 4コーー三三フ可巨

大
7ミ 一一一 正亡コ プて、 プて、 亡コ、 一、 六、 口、 八、

Cコ ←ー ヨ王フノ一可、 ブ"L Cコ三三 Cコニ二亡コ

巨フ可耳、
主-t;主 - -t; 三ノ三、 Cコ 三玉 ノ一、 亡コ d 己

年、 フ守、 一一、 、 、 Cコ、 ーー、 にコ、 ヨ玉、 とつ、

プく プく 二 二 ノ ヘ ー ー ナ し ブ " L -1三云三一一 Cつ臣

ム A ム 比 7}1j 
較

ヨプ巴耳王て、
一ー ブ1.. ←→ ヨブ1三d 一一 増

Eヨ、 Cつ、 ブ/、し、 区ノ九ヨ、 ヨ二ニ玉、 仁フコ守、 一七三、 一一、 己ア守コ、 一ノヘ千、 j成
三fi. 区百三三二二ノ一、プてプミ， Cコノ、ノ、ロヨ臣

平

ヨノノヘ九豆 一/一、、 フ一『 ロヨ 三三一一 主主亡コ
主主、 、 "'"、 一一、 一一、 一一、 二二、 -t;、 一一、

/、
""耳A 三C三コ 三二正二 云Cコ三 主フ主可 二亡二コ ーy己， -三-三 二E二E /一I日 年 収
八二八四四九口一一完石

大
正

/'- ノヘ、 ブ1、4 二ブ二し、 三ノEヘL、 二ブ二し、 主三三主L、 -立ー国、

/ブし、 ヨぺ王三 一一 一一 区B ノEノヘE、 - - -七:: A lL9 年
亡コ ヨ王一一ーヒコ三三"'"。夫五宍 四一八九一石

ム ムムムムムムムムムム
比 量

-仁Uコ
較

-t; 3'i.一一寸三/、 cつノ1
増ヨ玉、 三玉、 三三、 二二、 三三、 二二、 三三、 一己、
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一O
四

O

さ
ら
に
明
治
三
九
年
以
降
に
お
け
る
米
作
収
量
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
正
二
年
が
い
か
に
甚
し
い
凶
作
で
あ
っ
た

か
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
凶
作
の
年
、
明
治
三
五
年
と
比
較
し
て
も
、
実
に
三
分
の
一
以
下
の
収
量
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
九
表

明
治
三
九
年
以
降
米
作
収
量

育 弘三下上北南中西束
メ口入 郡

j章 i章 j宰 i章 i章
森前戸北北

軽軽軽軽軽
計 市

市市君s郡郡郡郡郡郡部

二大A 
一ノ、、 7l.、 ニオ二し、 三ノE九、 二/二、、 三王三三、 一E一E 、ヨ

すFLL 三ー亡EヒつEコ - c三E二Lコ ロ耳 ロノ/ヨ、、 一一 一一一ーー 七ーノ1七三2 三7ブ三Tし三 Eロヨヨ 年正ヨノ1王 /EB、 ヨ区王町 ー」 一一石

→FコL →= プてヨ呈ニニー- IZE オL 元大
三三 一一三三一→亡コヨ王ノ'¥.ヨ主一一
、、、、、、、、、

亡コ
三三ノ一三、三 三←三→ 7区可日 二ブ区二しヨ 一-U- F4U三 fー一、 三三三三 ニ豆ブニ三u ーEー耳石 年正ペロヨコ IZE -ー ブし仁コ一一一一

オL

三三、 ノブヘL、 互三、 フフ守可、 三三正三、 ヨ王、 二4二コ、 三ペ三二、三 一フ一守、
四明三E.

四
ブ/、し ア4区可三司 三三 一寸七二三 -t:; '"ヨ 云三 亡つ ァ勺 ゴプ1く4 オププLくく石 年i台三三乙 =二三Eム /'-. ^ ーー

ノ'¥. [L回 ー己 IZE 二二 7l. ノ'¥. Cコ

オL
ノヘ 支王三フ百可LEラヨL ニニヨ王亡つ 四明= 

三E = IZE 二ニヨ王 一一亡コ亡コ
、 、、 、 、 、 、 、 、、

三三 三三 区/ヨ、、 ぺコ 三ノ一、三 ノオブ、しU 二二 寸二2 ノヘぺフ可三石 年治
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Cつ 、、、、、、、、、
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= 士三プて 二二 プミ3'玉亡コー→石
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Eヨ
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特
に
上
北
郡
な
ど
は
平
年
に
比
べ
て
、
作
付
面
積
は
百
町
歩
も
増
加
し
て
い
る
の
に
、
そ
の
収
量
は
五
万
石
以
上
の
減
収
な
の
で

あ
り
、
被
害
の
甚
大
さ
が
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
そ
れ
を
作
況
に
よ
り
区
分
す
れ
ば
次
の
如
く
な
る
。

第
二
一

O
表

君.s
青弘三下上北南中西東

津

軽

津

軽

津

軽

津

軽

津

軽レい
v寸
J
1

レ
し

E
1寸一戸ム則森

A 
口天

大
正
二
年
の
作
況

市間

3U 計林
市市郡郡郡郡郡郡郡郡

村

三

分

作
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下

反

別

庄

七
、
口
九
百
、
五

五
、
六
一
一
一
九
、
七

二
、
口
四
九
、
八

七
、
八
四
一
一
、
七

七
、
三
九
八
、
二

五
、
二
口
九
、
四

六
一
九
、
六

回
、
一
六
六
、
六
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一
一
一
九
、
一
也

四
(
〕
、
一
四
九

史

三
分
作

i
五
分
作

反

別

同
比

六
八
C
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四

=
一
、
ロ
ニ
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ヨ
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、
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二
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八
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平
二
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六
、
一

二
、
六
九
一
一
、
一

一
、
ロ
五
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一、二

一
回
、
二
六
一
且
、

汽
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こ
れ
を
凶
作
反
別
全
体
に
対
す
る
作
況
別
の
割
合
を
求
め
れ
ば
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

第
三
一
表

作
況
状
況
別
の
割
合

青弘三下上北南中西東
iロL 郡

津津津津津
森前戸北上 市

軽軽軽軽軽
計 耳目

市市郡郡郡郡郡郡郡郡

分

作ム 七一八 O 八七六三五八ノ、
九 四八二 0一三八三五七 以. . 

七五四 O 三三九九四五%下

一
分

一 一二二四三
四 五八三 六六八六 O 八 五. .. ...... 
ムノ、 三四九|四七六五四四%分

五

分

五 八三 二九八四 七.. . .... 
10八|三 10一八一%分

七

分

作

一 五 00五 以. . . 
| 一 | !五 五 八 1%上

一

こ
う
し
て
み
る
と
三
分
作
以
下
が
県
全
体
で
は
七
割
近
く
に
及
ぶ
が
、
こ
の
中
で
も
特
に
東
津
軽
郡
と
上
北
・
下
北
・
三
戸
の
南

部
地
方
三
郡
は
さ
ら
に
こ
の
率
が
高
く
、
被
害
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

勿
論
か
か
る
凶
作
は
米
作
に
の
み
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
く
、
畑
作
一
般
に
つ
い
て
も
言
い
う
る
。
以
下
主
要
畑
作
作
物
の
被
害

状
況
を
前
年
と
の
比
較
で
あ
げ
て
お
こ
う
。
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割1君日割1 市 言十 市市郡郡郡郡郡郡郡郡 市

大 三三三 三E玉二 大
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大
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莱
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較
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合|青弘三下上北南
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軽軽 第

言十 市市郡郡君日郡郡
五
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工E
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-tニエ ゴ~ 三三三 7且て 一一一

ム Lo， 2ミLo， i込 上七 どL 2込 正2与 どL ど"
較 ]jlj 

三三三 増亡コ 二二二 ニニ 亡三コ ニ士二 ニニニー 亡コ

四八六七 Cコ、ー、ニ、 ~，f1: j成
黍

三ノ4E、コE ‘ 
三三-EEUEL、 TL  、 一E一E、 -ヒコ、

c:コ /'- ""  三差ζ プ可否 /九

大
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7G ヰ又
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主主主主主、 ""、 -ー一ー、

ナし 亡二コ 三三三 ゴ~ 三三三 日n.
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大
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工E

蕎

一七三 至宝二
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大
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ロ宝司 にこコ

き 九、 三-、5 三三、 一、 1会三、守元、 ヨヨ、 アじ Jf又
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ム L'， L'，込 上I二

一七コ 三を三 較 量
二 、 ー七三 仁二コ 士曽
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較 量

才、回 増

亨壬 会 i 翌 三 主 三 三 会 石 里 石 三 雲rC!滅 巴LL
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l入
口

大
正
二
年
凶
作
は
、
明
治
三
五
年
、
三
九
年
凶
作
、

ま
た
日
露
戦
争
に
よ
る
財
政
窮
迫
と
重
な
り
、
本
県
農
民
な
ら
ず
県
民
生
活

に
重
大
影
響
を
与
え
、
経
済
は
一
層
の
沈
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
凶
作
の
直
接
的
原
因
は
、
主
と
し
て
温
度
の
低
下
に
原
因
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
加
う
る
に
六
月
下
旬
の
水
害
が
あ
り
、
ま

た
八
月
下
旬
の
暴
風
が
加
わ
っ
た
事
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
さ
ら
に
栽
培
上
の
欠
点
も
ま
た
い
く
つ
か
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
凶

作
は
単
に
自
然
条
件
の
み
に
帰
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
人
災
的
側
面
も
あ
る
事
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
人
災
的
側
面
す
な
わ

ち
栽
培
技
術
上
の
欠
点
と
し
て
、
付
稲
の
種
類
選
択
の
問
題

同
苗
の
育
成
法

国
除
草
の
時
期

胸
囲
の
濯
水
・
排
水
の
方
法
の



欠
点
1

1

一
つ
は
習
慣
、

凶
作
の
最
も
甚
し
か
っ
た
の
は
先
述
の
如
く
三
戸
郡
・
上
北
郡
・
下
北
郡
そ
し
て
東
津
軽
郡
で
あ
り
、
収
穫
皆
無
の
と
こ
ろ
も
多

一
つ
は
設
備
の
不
完
全
|
|
同
施
肥
の
不
適
当
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

く
、
翌
年
の
種
籾
さ
え
な
い
町
村
が
五

O
に
達
し
た
と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
前
掲
表
に
で
も
判
明
す
る
知
く
、
各
種
畑
作
も
大
き
な

打
撃
を
う
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
農
産
物
の
減
収
に
よ
る
損
失
は
二
千
万
円
で
あ
り
、
本
県
一
ヶ
年
の
総
生
産
額
の
三
分
の
二
に
達
す

る
損
害
で
あ
っ
た
。

天
間
林
村
で
も
当
然
重
大
な
被
害
を
こ
う
む
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
統
計
資
料
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
明
ら
か
に
出
来
ぬ
の
は
残

念
で
あ
る
が
、
「
各
郡
町
村
別
水
稲
調
」
の
中
で
、
天
間
林
村
に
つ
い
て
は
、

種
類

作
付
反
別

作
柄
歩
合

天
間
林
村

山
代

一三

O
、
八
反

て

O
厘

晴

山

二
四
八
、

。

小
田
代

八
二
、
七

。

早
生
九
平

一
六
五
、
四

。

(
作
付
総
反
別
八
二
七
、

O
反
)

と
な
っ
て
お
り
、
お
お
よ
そ
の
判
断
の
基
準
と
な
り
え
よ
う
。

天

間

林

村

史

一O
四
七
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と
こ
ろ
で
「
大
正
年
間
稲
作
坪
苅
表
・
中
嶋
農
場
』
(
『
中
野
・
中
嶋
家
文
書
』
)
は
、
中
野
地
区
、
中
嶋
農
場
に
限
定
は
さ
れ
る
も
の

の
、
当
時
の
状
況
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
く
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
大
正
元
年
と
一
一
年
の
坪
苅
表
を
比
較
し
て
挙
げ
て

お
こ
う
。
前
掲
第
三
四
表
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
中
嶋
農
場
坪
刈
表
よ
り
、
ま
ず
田
植
時
期
が
大
正
二
年
の
場
合
は
極
め
て
遅
く
、
六
月
に
入
っ
て
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
る
こ

と

(
他
に
三
件
の
例
外
は
あ
る
が
)
が
ま
ず
は
指
摘
さ
れ
う
る
。
こ
れ
は
、

四
月
下
旬

1
六
月
上
句
の
水
温
、
地
温
の
不
足
に
対
応

し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
刈
取
は
ほ
ぼ
例
年
並
み
で
あ
る
。

ま
た
、
第
二
点
と
し
て
籾
量
が
全
般
的
に
前
年
と
比
べ
て
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
特
に
品
種
的
に
は
小
山
種
の
減
少
が
目
立
っ
て

い
る
事
、

ま
た
大
浦
種
は
、
籾
量
自
体
さ
ほ
ど
の
減
少
を
示
し
て
い
な
い
が
、
目
方
に
な
る
と
や
は
り
か
な
り
減
少
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
よ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
事
と
関
連
し
て
か
、
翌
三
年
に
は
北
海
道
早
生
種
が
大
量
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。

県
内
特
に
東
津
軽
郡
と
南
部
地
方
三
郡
の
凶
作
は
、
農
村
社
会
に
重
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。
そ
れ
を
ま
ず
地
租
延
納
・
免
除
申
請

天

間

林

村

史

一
O
四
九
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備
考

天
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不
順
に
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る
も
の
は
延
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、
水
害
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に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
第
三
五
表
の
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
は
県
全
体
の
経
済
へ
の
悪
影
響
を
は
っ
き
り
と
一
示
す
も
の
で
あ
る
。

当
時
県
内
戸
数
は
一
一
四
、
九

O
O戸
余
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
の
三
分
の
一
は
、
窮
民
家
族
と
さ
れ
て
い
る
。
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そ
し
て
そ
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
次
の
如
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。

第
三
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表

窮
民
戸
数
人
員
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大
正
二
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十
二
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二
十
日
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五
三
九
一
一
言
一
一
=
一
九
四
一
六
、
九
一
ニ
一
二
五
、
七
回
三
一
六
、
一
一
一
二
一
六
二
八
九
一
一
三
二
、

E
D
-
-

甘
九
九
九
一
ニ
エ
八
七
四
一
ニ
一
一
、
五
九
(
〕
一
回
豆
、
四
六
回
一
八
、
四
九
一
〕
一
二
四
六
四
九
一
二
回
、
一
=
石
田

二
八
、
九
一
内
一
二
八
二
(
]
七
一
五
七
、
一
二
一
孟
ニ
(
]
、
六
二
十
八
一

E
七
、
話
一
三
豆
七
、
口
同
七
一
一
一
玉
、
七
八
九
一
一
一
五
、
七
八
九
一
主
八
、
四
九
七
一
七
日
且
八
五
円
一
一
一
五
二
、
一
ニ
八
三
三
一
二
六
九
七
百
一
七
八
、
一
八
九
一
色
孟
、
五
口
六

一
一
、
七
喜
一
一
一
一
、
杢
ハ
七
一
二
一
二
一
一
平
一
百
一
七
八
一
八
一
一
七
九
(
〕
七
一
一
昔
、
九
七
一
一
一
重
八
也
八
一
一
三
豆
、
八
七
八
一
二
八
、
五
六
三
一
五

E
九
八
一
一
一
毛
、
一
六
(
)
一
九
一
一
口
口
一
一
一
一
、
一
八
九
一
一
二
、
一
口
五

回
口
‘
六
一
九
一
一
一
完
、
七
七
四
一
八
口
、
四
回
口
一
エ
八
四
四
同
一
七
六
、
六
四
九
一
色
孟
、
口
一
八
一
一
五
一
三
八
七
一
一
三
、
五
八
豆
一
八
豆
、
口
E
九
一
八
回
、
八
四
7

一一

あ
っ
た
。

窮
民
は
日
々
の
食
糧
す
ら
全
く
欠
乏
す
る
も
の
も
多
い
状
況
に
あ
り
、

と
に
か
く
食
せ
る
も
の
は
何
で
も
食
べ
る
と
い
う
状
況
で

0 
五

ニ
、
三
一
宍

一
回
、
七
五
九

二
回
、
八
六
口

一
口
、
六
ニ
四

=
豆
、
四
八
四

3ミスヲモ
七六口

三夫会

四
八
、
三
一
八

七
(
]
五

四
九
、
口
一
一
一
一
司

王
=
一
、
六
八
五

回
二
、
二
九
四

五
九
、
九
七
九

稗
か
ら
粉
、
楢
の
実
、
松
皮
餅
、
藁
木
根
か
ゆ
、
あ
〉
も
(
凶
作
枇
)
、
粟
糠
、
芽
屑
か
ゆ
、
花
草
餅
、
干
菜
か
ゆ
、
藁
コ
!
セ
ン
、

蕗
の
皮
、
第
の
実
、
蕨
の
根
な
ど
が
食
糧
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

し
か
し
こ
れ
ら
で
す
ら
そ
の
量
は
充
分
で
は
な
く
、

一
日
二
食
或
は
一
食
し
か
な
し
得
ざ
る
窮
民
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

翌
三
年
一
、
二
月
頃
に
は
そ
の
食
糧
す
ら
事
欠
く
有
様
で
あ
っ
た
。



か
く
し
て
第
三
八
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
樺
太
・
北
海
道
な
ど
へ
の
出
稼
ぎ
者
あ
る
い
は
移
住
者
は
著
し
い
増
加
を
み
せ
、
女

工
等
に
な
る
女
子
も
増
大
し
た
。
ま
た
栄
養
失
調
と
体
力
衰
弱
、

そ
し
て
不
衛
生
か
ら
く
る
病
人
、
死
者
も
増
大
し
、
天
間
林
村
だ

け
で
も
腸
チ
フ
ス
患
者
八
名
、
パ
ラ
チ
フ
ス
三
八
名
な
ど
を
数
え
て
い
る
。
欠
席
児
童
の
増
加
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ま
た
町
村
税

未
収
に
よ
る
俸
給
等
の
不
払
も
み
る
に
至
っ
た
。

中
流
以
上
に
属
す
る
土
地
所
有
者
、
あ
る
い
は
地
主
も
同
様
に
、
被
害
を
う
け
た
と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
前
者
は
平
年
に
於
て

は
収
穫
米
の
一
部
お
よ
び
大
部
分
を
食
糧
に
供
し
、
残
り
を
売
却
し
て
租
税
や
一
般
生
計
費
に
充
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
年
の
如
き

皆
無
作
に
近
き
状
況
で
は
食
糧
す
ら
他
に
求
め
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
り
、
後
者
に
お
い
て
も
小
作
料
の
収
納
が
殆
ん
ど
皆
無
と
な

り
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
社
会
上
の
地
位
体
面
を
維
持
す
る
た
め
の
経
費
は
か
か
る
と
い
う
具
合
で
あ
っ
た
。
特
に
銀
行
を
始
め
と
す

る
金
融
業
が
一
切
の
貸
出
を
停
止
し
た
状
態
で
あ
り
深
刻
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
大
正
二
年
凶
作
に
対
し
て
は
、
政
府
お
よ
び
県
当
局
は
真
剣
に
そ
の
対
策
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
県
で
は
産
業
資
金
百
万
円
の
県
債
を
起
し
、
又
政
府
よ
り
七
六
万
円
の
提
供
を
受
け
て
、
合
せ
て

ω農
業
改
良
指
導
、

ω各

種
副
業
の
奨
励
、

ω産
業
組
合
の
普
及
発
達
、

ω救
済
土
木
事
業
の
着
手
な
ど
に
か
か
っ
た
。

ま
た
こ
の
大
正
二
年
大
凶
作
は
、

一
人
青
森
県
に
と
ど
ま
ら
ず
東
北
全
域
に
及
ん
だ
こ
と
は
、
「
東
北
を
救
え
」
の
大
合
唱
と
な
っ

て
全
国
よ
り
様
々
な
形
で
援
助
の
手
が
さ
し
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
岩
手
県
出
身
の
原
敬
の
イ
ニ
シ
ャ
チ
プ
の
下
、
溢
沢
栄
一
、

益
田
孝
ら
の
財
界
人
が
中
心
と
な
り
、
「
東
北
振
興
会
」
が
設
立
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
で
あ
っ
た
。
但
し
こ
の
「
東
北
振
興
会
」
は
そ

の
後
何
ら
の
み
る
べ
き
活
動
も
な
く
終
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

天

間

林

村

史

。
五
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五
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第
三
八
表

大
正
二
年
出
稼
先
お
よ
び
人
員

明治 大 1} 青弘三下上北南中西東 郡

四正 森前戸北北 津津津 i章津 市
十元 軽軽軽軽軽

年四 年 計 市市郡都郡郡郡都郡都 Bリ

ー、コ、 一口、 ヨ、ー、ヨ、一、一、一、一、一、 人北

さ三ヨ三 量"" 豆」じ三 面九老ブL 宅7Lささ夫量/~、三ミ歪/、〆A、 員
Cコ亡コ ー→プ， ~ 士主

区'" "" 
実/、 一恒、 三三、 一ブ一し、 孟ノ一三、、 二区二百、 三E三ヨ、 ヨEEE、Z三三三、 5三E三、 CブZし3 、

金 海
-tコ、/、、

三三ろ 子三三己 さ'='歪Cコ 2 男ブし 一 面宅さつ 額道
一イ一コー 士ヲ ニ2 三ブEL五ヨ三三エ ノ一、 =日リ] 

プミ、 プミ、 一己、 人ヵ樺

呂七 空百 夫
一三ロ一三耳 プ/、守 三三寸三己三 C4オコ=e ~示ーuしー /ロ→ヨ、 寸プロヨニし;ヨ一ーE一」 二Jプt二守コ 三ノ一ペ三一、ノλ、 員ブ一

主一主ー、 子プ三て、
オ，. 宜、 二一四三吉 三岡三ゴ 夫士三 一ノ、三一ト?三ヨ 金フ

、、、、、、、、、

プchミ4 →ブーL d ノコ、
5Z12会三突一 実一音=量室一 主一 主一天ー王ヨ三田リ 額ト太

Cコ""

人サ露

CCココ ヨブ兄U プミ き~函量六 I 3'i.;ミ三人 員ガ

立司、 金レ
三三、 寸コ、 仁二コ

主ペコ I フ九aミ 美ノ、 三cコ 孟Cコ I ス一 吾→コ 天ロヨハ田茜才L 宅Cコ ノ、
額ン領

プ亡コ三
ロ""ヨ i l Eヨ三三 三一三ー ヨ三

人ヵ露

員ム
ブ，. "" 四一 五己己主豆五人 チ

巨耳、
金ヤ

、ソ

宅Eヨ 完イ乙2 主才，. 美喜歪 c三重要 蚕 童 五 円
額カ領

人ゥ露

-o一 寸E乙ヨJ I I I I I ー I I I 主人 員三
オ

金ス
、 ト

宝三旦 八 吾才，. I I I I I 実 I I I 呈円 額 J官頁

人事露

毛 I Iー|美 II I I I人 員 7
エ

、
金手

主壬 ~ 
ロ/士ヨ三、 I 1-孟 i買II I I I円 額 ~領

J、、 去し、 立ヨ、 =、 一一、 四、 一、 一、 一、 =、 = 、 人

合実 雲 ノ突、 三弓 詣 会= 宅ブL 毛ペコ 夫三玉毛7L豆cコ芙~八民 員

壬主さヨ ノノ一一、、 金
計

一ー 三在三耳、寸ニコーヒ; 寸ニ; オL 豆五二二三三
、巨ヨ、 C二コ、 プミ、 プミ、 とつ、 ~、 4三、 二二、 二二、 寸コ、 Cコ、

三ニ戸ニ三、ー ープF七、ミ; 
C二コ

三三ロ=三ヨ三 CC/二コ、コ 五ミ区三三ヨ三 三Jy三恒ミ 仁ブ7コ1し4 主ーノ「一ζ、三三ロE三ヨL 主-ーt主ーコ三 二二→二二一 三E区三Bヨm川 額
プ三

な
お
、
東
北
六
県
各
地
に
三
井
家
か
ら
の
慰
問
袋
が
と
ど
け
ら
れ
た
話
は
有
名
で
あ
る
が
、
榎
林
尋
常
小
学
校
で
も
大
正
三
年
二

月
二
六
日
に
、

そ
の
伝
達
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
二
六
日
に
は
、
生
徒
一
同
が
礼
状
を
書
い
て
い
る
(
『
榎
林
尋
常
小
学
校
沿
革
誌
』
)
。

凶
作
対
策
と
し
て
具
体
的
に
い
か
な
る
善
後
策
が
と
ら
れ
た
か
を
、
上
北
郡
に
限
っ
て
み
て
お
こ
う
。

ー
、
麦
作
奨
励



(
そ
の
結
果
と
し
て
大
正
二
年
と
三
年
と
で
は
上
北
郡
、
天
間
林
村
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
次
の
知
く
作
付
が
増
大
し
て
い
る
。
)

上
北
郡
、
天
間
林
村
の
作
付

上
北
郡
全
域

天

間

林

村

2
、
馬
鈴
薯
の
作
什
奨
励

上
北
郡
全
域

天

間

林

村

作

付|大
ノミ |面

主芙匠|積|正

収|二

宍ミ|穫|年
吾皇貫|高

収|三

三空|穫|年
喜言貫|高

3
、
育
種
試
験
|
|
品
種
の
統
一
を
図
る
こ
と
、
郡
内
各
町
村
に
一
ヶ
所
原
種
田
を
設
置
、
技
術
員
を
派
遣
す
る
こ
と
。

4
、
肥
料
の
改
良

5
、
農
業
に
関
す
る
知
識
の
普
及

6
、
農
業
改
良
機
関
の
組
織
奨
励

7
、
副
業
の
奨
励
|
|
養
蚕
、
製
炭
、
経
木
、
藁
細
工
、
養
鶏
、
椎
茸
栽
培
な
ど
、
特
に
養
蚕
に
関
し
て
は
増
進
十
ヶ
年
計
画
が

天

間

林

村

史

一
O
五
五
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五
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代

一O
五
六

樹
立
さ
れ
た
。

8
、
種
籾
給
与
l
l
l
こ
れ
に
よ
り
天
間
林
村
内
で
は
、
三
七
三
戸
の
農
家
が
二
二
五
、
九
二

O
石
の
給
与
を
う
け
て
い
る
。

9
、
立
木
売
却
|
|
l
青
森
大
林
区
署
が
実
施
し
た
も
の

日
、
救
済
土
木
工
事
|
1天
間
林
村
内
に
お
い
て
は
、
天
間
館
で
坪
川
河
岸
修
繕
工
事
(
二
九
一
円
余
)
、

二
ツ
森
で
七
戸
川
河
岸

修
繕
工
事
(
一
六
九
円
余
)
、
川
口
で
七
戸
川
河
岸
修
繕
工
事
(
八
五
六
円
余
)
が
実
施
さ
れ
た
。

日
、
教
育
へ
の
各
種
補
助
対
策

(
ち
な
み
に
大
正
二
年
と
三
年
の
天
間
林
村
税
収
入
と
教
育
費
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
大
正
三
年
の
税
収
減
を
み
よ
。
)

税
収
入
と
教
育
費

村

税

教

育

費

九
、
三
三
一
同
二
九
九

三
、
九
O
九
円
一
二
三
O

三
、
八
三
一
円
七
七
三

一
、
六
三
六
円
二
二
O

(
『
大
正
十
五
年
村
勢
要
覧
』
)

口
、
衛
生
上
の
諸
対
策

こ
う
し
た
対
策
が
ど
の
程
度
ま
で
窮
民
を
救
済
す
る
の
に
役
立
っ
た
の
か
、

ま
た
役
立
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が
一
時
し
の
ぎ
の

も
の
で
あ
り
恒
久
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
湧
く
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
事
と
し
た
い
。

(
以
上
、
こ
の
凶
作
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
「
大
正
二
年
青
森
県
凶
作
救
済
誌
』
に
依
拠
し
た
)



国
大
正
二
年
凶
作
と
天
間
林
村
|
|
中
野
石
蔵
氏
の
日
記
か
ら
|
|

以
上
大
正
二
年
凶
作
の
実
態
を
、
青
森
県
全
体
そ
し
て
上
北
郡
を
中
心
に
み
て
来
た
が
、
こ
こ
で
は
や
〉
角
度
を
変
え
て
当
時
天

間
林
村
坪
に
在
住
し
、
こ
の
凶
作
が
進
行
し
て
い
く
有
様
を
詳
さ
に
見
つ
つ
無
念
の
気
持
を
こ
め
な
が
ら
書
き
つ
づ
ら
れ
た
、
中
野

石
蔵
(
明
治

m
i昭
和
叫
)
氏
の
日
記
を
紹
介
し
た
い
。

(
註
、
氏
は
毎
日
日
記
を
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
聞
く
が
、
残
念
な
が
ら
筆
者
は
そ
の
全
て
を
見
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
。
ま
た
こ
の
大
正
二
年
分
は
、
青
森
県
農
業
試
験
場
の
和
田
純
二
氏
が
借
り
出
さ
れ
、
か
っ
氏
に
よ
り
そ
の
抄
録
の
一

部
が
「
青
森
県
農
業
新
聞
」
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
和
田
氏
よ
り
筆
者
が
拝
借
し
た
抄
録
に
よ
っ
た
。
中
野
氏
の

遺
族
並
び
に
和
田
氏
に
感
謝
す
る
し
だ
い
で
あ
る

六
月
三
十
日

曇

寒

風
吹
き
天
気
曇
り
寒
し

粟
草
取
り

伸
よ
作
物

風
は
寒
い
ぞ
や

天
気
は
曇
る
ぞ
や

毎
日
続
く
宗
雨

汝
も
辛
か
ろ
う

(
中
略
)

天

間

林

村

史

一O
五
七
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五
八

伸
よ
作
物

俺
は
汝
が
待
ち
遠
し
い

七
月
一
日

曇

寒

毎
日
の
粟
草
取
り

毎
日
濠
々
と
降
り
飛
沫
の
霧
雨
の
中
に
、
畑
の
畦
間
畦
聞
を
泥
掴
む
如
く
濡
手
に
掘
返
し
掘
返
し
草
と
り
行
く
。
百
姓

の
臨
調
と
言
わ
ず
、
眉
と
き
口
わ
ず
一
面
小
さ
き
銀
の
玉
綴
た
ら
ん
様
な
る
露
を
宿
す
。

或
は
此
分
な
ら
ば
凶
な
ら
ず
や
と
気
使
わ
る
る
心
配
急
え
て
物
憂
し
き
心
地
す
な
り
。

七
月
八
日

曇

寒

毎
日
の
曇
雨
模
様
、
日
輪
を
拝
す
事
叶
は
ぬ
。
道
路
摺
古
木
持
っ
て
撹
枠
し
た
る
泥
淳
な
り
。

幾
日
日
を
秘
せ
し
ぞ
、
田
植
真
中
頃
よ
り
荒
れ
始
め
た
霧
雨
、
三
十
日
余
り
と
は
掠
も
執
念
深
哉

蕎
麦
畑
和
平
踏
、
午
前
中
に
了
、
午
後
は
本
家
の
分
な
り
。

慣
れ
果
ど
未
だ
日
を
望
む
霧
雨
哉

道
を
行
く
農
夫
の
顔
の

さ
れ
し
禍
年
想
ふ
此
頃
の
雨
。



七
月
九
日

曇

暖

朝
の
中
小
雨
降
り
等
し
た
れ
共
今
日
は
先
で
此
頃
の
中
上
天
気
な
る
べ
し
。
朝
少
々
降
り
て
よ
り
一
滴
も
降
ら
ず
。
本

家
の
翠
踏

七
月
十
日

曇

内
エ
は
渋
り
乍
ら
霧
雨
審
れ
ん
と
す
。
昨
日
は
一
昨
日
よ
り
晴
れ
た
り
。
而
し
て
今
日
は
昨
日
よ
り
能
く
晴
れ
た
り
、
空

は
曇
り
た
れ
ど
も
而
し
て
朝
の
中
昨
朝
の
如
く
小
雨
降
り
出
た
り
し
か
共
、
概
し
て
朝
日
さ
へ
拝
さ
れ
た
げ
に
光
は
雲
間

よ
り
洩
れ
た
り
き
。

今
に
し
て
思
へ
ば
五
月
以
来
の
大
荒
も
麦
秋
を
豊
島
な
ら
し
め
ん
為
の
造
化
妙
な
り
き
。
此
頃
の
雲
天
と
寒
さ
と
は
麦
を

し
て
堅
実
に
結
熟
せ
し
め
た
り
き
。
今
年
の
作
を
し
て
埠
頭
第
一
に
其
豊
さ
を
誇
れ
り
。
余
の
作
は
如
何
な
ら
ん
。

此
墳
の
荒
天
は
一
般
畑
作
は
赤
く
萎
び
た
り
し
か
共
今
後
の
天
気
に
て
如
何
あ
ら
ん
や
。

八
月
一
日

晴
烈
と
し
て
夏
の
太
陽
は
、
弥
照
り
に
照
る
。

八
月
二
日

晴

天

間

林

村

史

一O
五
九
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湧
然
と
し
て
平
の
一
隅
に
浮
び
出
し
た
り
雲
の
峯
。

八
月
十
八
日

晴

暑

午
前
小
麦
刈
、
午
後
其
を
打
つ
。

稲
の
穂
の
見
え
ぬ
悲
し
き
麦
秋
哉

今
年
は
期
節
例
年
に
比
し
て
暑
さ
遅
れ
た
り
。
小
麦
刈
は
昨
年
よ
り
遅
る
る
事
二
十
日
余
り
な
り
、
七
月
盆
前
に
は
稲

の
出
穂
さ
え
見
え
、
早
く
し
て
盆
頃
は
鎌
鳴
り
す
べ
き
迄
結
実
し
、
遅
く
と
も
出
穂
盛
ん
な
る
べ
く
、
例
年
と
し
て
稀
に

出
穂
を
見
る
べ
く
筈
な
る
べ
き
に
今
年
は
上
知
の
期
節
遅
れ
の
為
か
未
だ
一
穂
の
出
で
る
さ
へ
見
え
ぬ
ぞ
恐
し
き
事
の
限

り
な
ら
ず
や
。

八
月
二
十
日

雲

寒

谷
地
の
草
分

稲
の
穂
が
見
え
出
し
て
来
た
。

八
月
二
十
七
日

雨

暖

午
前
し
め
や
か
な
る
雨
粛
々
と
降
り
頻
り
に
風
さ
れ
加
は
り
て
既
に
秋
の
心
地
す
る
。
午
後
に
至
れ
ば
樹
を
折
り
、
家



を
倒
す
の
大
暴
風
吹
き
出
で
、
雨
も
亦
劣
ら
ず
を
、
午
前
よ
り
弥
増
し
て
降
り
注
ぐ
。
近
年
に
な
き
大
暴
風
、
大
一
一
蒙
雨
戸

を
聞
く
べ
か
ら
ず
、
北
東
の
風
な
る
故
。

三
伏
労
々
の
辛
苦
、
今
画
餅
に
帰
せ
ん
と
す
。
粟
、
一
一
一
葉
麦
等
一
切
地
に
委
し
て
、
亦
起
つ
べ
き
気
勢
な
し
。

八
月
三
十
八
日

晴

西
南
風

今
朝
日
出
づ
る
前
出
で
見
し
に
、
昨
夜
の
大
暴
風
雨
は
大
洪
水
を
起
し
て
田
は
一
面
に
洋
々
た
る
濁
浪
の
海
も
化
せ
り
。

雄
麗
な
る
や
。
造
化
の
妙
や
、
び
ょ
う
漫
た
る
沖
合
遣
る
か
に
鴨
鳥
時
に
来
り
て
戯
る
れ
ば
、
僅
か
に
見
え
秘
れ
す
る
稲

の
葉
の
か
ら
と
水
に
戦
け
る
あ
る
。
轟
々
た
る
其
の
水
の
音
、

一
夜
に
し
て
雨
師
風
神
大
海
を
現
出
し
て
今
風
神
口
に
牟

を
西
風
に
転
じ
て
浸
水
せ
ざ
る
出
穂
盛
ん
の
稲
を
強
襲
し
、
以
て
自
殺
し
つ
つ
あ
り
。

九
月
五
日

田
画
に
は
最
も
四
十
日
も
下
っ
た
事
の
な
い
土
黒
く
死
ん
だ
泥
海
の
よ
う
な
図
面
。
茎
陰
か
ら
穂
を
出
し
得
ず
焦
っ
て

い
る
稲
。
行
っ
て
見
る
の
が
厭
は
し
く
て
不
安
で
、
終
行
っ
て
見
る
気
に
な
れ
な
い
の
だ
。
だ
が
未
だ
左
程
凶
作
の
苦
痛
、

不
安
心
を
泌
々
と
感
じ
な
い
人
々
も
左
様
で
あ
る
ら
し
い
。

九
月
七
日

晴

暖

天

間

林

村

史

。
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朝
草
刈
に
行
く
に
大
変
な
案
、
き
で
あ
っ
た
。
露
霜
が
降
っ
た
ら
し
い
。
最
も
秋
だ
も
の
霜
が
降
る
の
も
無
理
が
な
い
。

早
く
出
た
稲
の
穂
は
、
先
日
の
風
で
死
ん
で
、
晩
出
が
宜
し
い
と
猶
未
練
が
ま
し
い
空
想
を
頼
み
き
し
て
居
た
の
が
、
今

朝
の
霜
で
大
概
落
謄
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
早
い
暑
さ
盛
に
出
た
稲
が
悪
く
て
如
何
に
し
て
晩
出
が
宜
い
筈
が
あ
ろ
う
。

霜
を
目
先
に
控
え
て
の
出
穂
は
何
も
目
出
度
い
事
は
な
い
。
斯
う
し
て
銭
鰹
な
し
を
古
来
言
は
れ
た
翌
年
は
大
凶
年
と

な
っ
た
の
だ
。

九
月
九
日

晴

暖

田
中
正
造
翁

齢
七
十
三

去
る
四
日
逝
去

一
日
を
無
意
義
に
暮
す
の
は

一
生
も
然
り
。
私
は
希
望
に
生
き
て
居
る
。
現
実
の
生
活
を
華
に
す
る
。
そ
し
て
一
歩

一
歩
後
へ
後
へ
と
去
っ
て
補
促
す
る
所
が
な
い
。

九
月
一
九
日

半
晴

世
は
凶
作
に
鳴
泣
き

糊
口
に
窮
す
る
の
時
、
苛
税
に
苦
し
め
る
村
民
は
猶
又
烈
し
き
苛
税
の
詠
求
を
蒙
り
て
新
校
(
榎

林
小
学
校
新
校
舎
・
:
引
用
者
注
)
を
建
立
せ
ん
と
す
。

十
二
月
三
日

曇

寒



県
債
一
百
寓
円
起
債
建
議
を
決
議
す
。
本
年
の
大
凶
荒
大
恐
慌
益
々
加
わ
る
。

十
二
月
六
日

何
慮
迄
も
世
は
弱
者
虐
待
、
強
者
擁
護
な
り
。
見
よ
各
都
市
に
は
種
籾
買
上
の
金
下
附
さ
れ
た
る
に
非
ず
や
。
而
し
て

口
い
て
は
一
口
斗
二
円
の
高
価
と
は
法
外
の
高
値
な
る
喫
驚
せ
ざ
る
を
得
ず
。
各
町
村
役
場
は
此
大
凶
荒
の
際
無
理
槍
に

も
村
税
徴
集
し
て
、
此
法
外
な
る
高
価
を
他
方
富
家
に
投
資
し
て
救
済
の
美
名
の
下
に
前
後
憧
着
せ
る
政
略
を
敢
行
せ
ん

と
す
。
吾
人
は
先
す
其
無
情
を
嘆
か
ぜ
る
を
得
す
。

十
二
月
十
六
日

晴

借
金
の
包
囲
攻
撃
、
吾
家
創
立
以
来
未
曽
て
一
度
も
な
き
現
象
な
り
。
石
灰
窒
素
代
今
朝
を
以
て
三
回
の
督
促
を
受
く
。

日
く
放
牧
料
、
日
く
燐
酸
二
俵
代
。
僅
か
に
五
円
足
ら
す
の
金
策
な
れ
ど
も
凶
作
な
る
故
仕
方
な
し
。

旧
暦
十
一
月
三
十
日

英
語
勉
強
日
課
な
り

静
座
敢
行

既
に
一
ヶ
年
を
過
ぐ
。
目
に
付
く
程
の
効
果
不
覚

天

間

林

村

史

。
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以
上
が
中
野
石
蔵
氏
の
大
正
二
年
日
記
よ
り
の
抜
粋
で
あ
る
。
六
月

1
七
月
初
旬
ま
で
の
天
候
不
順
と
作
物
の
生
育
の
遅
れ
へ
の

不
安
。
八
月
初
め
の
一
時
的
な
天
候
回
復
時
の
大
き
な
喜
び
と
期
待
感
、

し
か
し
例
年
に
比
し
て
著
し
い
生
育
の
遅
れ
へ
の
不
安
。

八
月
二
七
日
に
至
り
、
大
水
害
を
蒙
り
、
「
三
伏
労
々
の
辛
苦
、
今
画
餅
に
帰
せ
ん
」
と
し
、
翌
二
八
日
も
ま
た
水
害
の
被
害
が
拡
大
し

て
い
く
の
を
眼
前
に
し
つ
つ
「
今
又
風
神
口
に
牟
を
西
風
に
転
じ
て
浸
水
せ
、
ざ
る
出
穂
盛
ん
の
稲
を
強
襲
し
、
以
て
自
殺
し
つ
つ
あ
」

る
の
を
確
か
め
て
い
る
。
そ
れ
を
、
あ
き
ら
め
や
、
あ
る
い
は
焦
り
を
超
越
し
た
、
あ
た
か
も
一
人
の
詩
人
の
知
く
に
記
述
し
て
い
る

中
に
、
我
々
は
氏
の
百
姓
魂
の
な
ん
た
る
か
を
知
り
得
ょ
う
。

九
月
に
入
る
や
氏
は
も
は
や
大
凶
作
の
確
実
で
あ
る
こ
と
を
予
測
し
て
い
る
。
九
月
下
旬
よ
り
の
記
述
は
、
大
凶
作
に
見
舞
わ
れ

た
農
民
を
、
未
だ
苛
数
諒
求
せ
ん
と
す
る
者
、
あ
る
い
は
貧
農
救
済
の
片
手
落
へ
の
激
し
い
批
判
を
み
せ
て
い
る
。
前
項
に
お
い
て

各
種
救
済
政
策
の
有
効
性
へ
の
疑
問
を
投
げ
か
け
た
が
、

そ
の
事
は
、

か
か
る
事
実
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う
。

大
正
二
年
の
大
凶
作
は
、

お
そ
ら
く
中
野
石
蔵
氏
に
と
っ
て
最
初
の
重
大
な
経
験
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
上
記
の
如
く
冷
静

に
記
述
し
え
る
事
は
並
み
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
大
凶
作
と
直
接
関
係
の
な
い
事
で
あ
る
が
、
田
中
正
造
の

死
の
事
、
英
語
学
習
の
事
が
書
か
れ
て
い
る
の
は
私
達
を
大
い
に
驚
か
せ
る
事
で
あ
る
。
氏
が
田
中
正
造
と
い
う
、
農
民
の
た
め
に
公

害
反
対
闘
争
に
立
ち
あ
が
り
、
農
民
救
済
を
一
生
の
任
務
と
し
た
こ
の
人
物
の
事
を
ど
こ
ま
で
知
っ
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
は
な

ぃ
。
し
か
し
少
な
く
と
も
田
中
正
造
の
死
を
知
り
、
そ
の
事
を
日
記
に
つ
け
て
い
る
事
、
ま
た
同
時
に
「
一
日
を
無
意
義
に
暮
す
者
は
、

一
生
も
然
り
。
私
は
希
望
に
生
き
て
居
る
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
氏
が
田
中
正
造
の
事
蹟
を
知
っ
て
お
り
、

そ
れ
と

オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
た
形
で
自
己
を
見
つ
め
よ
う
と
し
て
い
た
だ
ろ
う
と
、

お
お
よ
そ
推
測
出
来
う
る
。



英
語
の
勉
強
も
然
り
で
あ
る
。
以
上
の
抜
粋
に
は
載
せ
な
か
っ
た
が
、
九
月
一
九
日
に
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。
「
・
:
余
に
取
り
て
読

書
は
誠
に
生
命
の
過
半
数
な
り
き
、
副
食
物
な
り
き
。
副
食
な
く
し
て
飯
の
み
味
な
し
。
吾
生
命
は
食
と
読
書
を
相
侯
ち
栢
助
け
て

始
め
て
完
を
得
べ
か
り
し
:
・
。
」
こ
の
知
識
欲
の
旺
盛
さ
に
我
々
は
ま
た
驚
か
さ
れ
よ
う
。

天
間
林
村
に
は
、
中
野
氏
に
限
ら
ず
、
す
ぐ
れ
た
農
民
群
像
が
多
々
み
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
日
々
の
「
三
伏
労
々
の
辛
苦
」
が

一
夜
に
し
て
水
泡
に
帰
せ
る
事
が
あ
っ
て
も
決
し
て
希
望
を
失
う
こ
と
な
く
、
「
私
は
希
望
に
生
き
て
居
る
」
と
言
い
う
る
人
々
が
多

数
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
な
く
し
て
は
、
幾
度
と
な
く
襲
い
か
か
る
凶
作
を
克
服
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ

う
し
た
い
わ
ば
名
も
な
き
農
民
群
像
の
全
て
を
発
掘
す
べ
き
仕
事
を
、
私
達
は
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

(岡

昭
和
六
年
・
九
年
・
一

O
年
の
凶
作

経
済
恐
慌
(
昭
和
四
年
を
境
と
す
る
世
界
的
大
恐
慌
)
に
よ
っ
て
経
済
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
起
り
、
こ
れ
に
よ
り
苦
悩
に
陥
っ
た

農
村
社
会
に
決
定
的
打
撃
を
与
え
、
困
窮
の
ど
ん
底
へ
と
つ
き
落
し
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
昭
和
六
年
の
冷
害
凶
作
で
あ
っ
た
。

経
済
不
況
下
で
物
価
は
著
し
く
下
落
し
た
が
、

し
か
し
工
業
製
品
、
特
に
大
資
本
が
生
産
す
る
も
の
は
、

カ
ル
テ
ル
を
形
成
、

そ

の
価
格
の
暴
落
を
防
ぐ
こ
と
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
農
産
物
価
格
の
下
落
は
工
業
製
品
の
下
落
率
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
い
も
の
が

あ
っ
た
。
特
に
県
内
に
お
い
て
も
こ
の
噴
よ
う
や
く
普
及
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
化
学
肥
料
は
、

た
し
か
に
そ
の
価
格
下
落
を
示
し
た

も
の
の
、
農
産
物
価
格
の
下
落
に
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
小
さ
い
も
の
で
あ
り
、
農
家
経
済
へ
大
き
な
打
撃
を
与
へ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

天

問

林

村

史

一O
六
五



第39表

全国カルテル非カルテル物価及ぴ農産物価の指数比較
(昭和 5-7年)

カルテノレ 非カルテノレ
農産物物価物 イ面 物 fiffi 

昭和 5年第 1・4半期 100 100 100 
第 2・4半期 94 93 91 
第 3・4半期 87 89 73 
第 4・4半期 86 83 63 

1/ 6年第 1・4半期 87 81 65 
第 2・4半期 86 79 59 
第 3・4半期 85 77 56 
第 4・4半期 87 77 60 

1/ 7年第 1・4半期 91 76 87 
第 2・4半期 88 80 65 
第 3・4半期 93 88 68 
第 4・4半期 104 100 63 

木村清二著「農村変革期の経済J24頁による。

第40表

白、小作別米の反当収支計算
(昭和 5-15年)

自 作 者 作 者

反 当 反 当
差 ヲ| 反 当 反 当

差 ヲi生産額 生産費 生 産 額 生産費

同 同 円 円 円 円

昭和 5年 46.86 78.69 企 31.83
1/ 6年 35.23 58.54 企 23.31 28.91 45.18 ..16.27 
1/ 7年 5.158 58.24 .. 6.66 46.99 47.31 .. 0.32 
1/ 8年 51. 58 65.69 企 14.11 49.46 53.49 企 4.03
1/ 9年 57.41 65.00 .. 7.59 47.69 51.05 企 3.36
1/ 10年 64.94 71. 57 企 6.63 51.66 50.66 1.10 
1/ 11年 76.19 72.40 3.79 
1/ 12年 88.02 74.08 13.94 79.07 69.06 10.01 
1/ 13年 95.01 87.67 7.33 80.04 73.84 6.20 
月 14年 130.35 104.08 26.27 111.97 100.43 11.54 

" 15年 114.74 110.04 4.70 106.21 114.651 企氏 44

青森県農会調査による。 企 =l員失

(両表とも『青森県農地改革史』より引用)
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第41表

米生産費構成要素の割合(昭和 5-11年)

イ.自作者

種苗費 肥料費 諸料材費 具大農費 建物費 雇傭 畜役費
租税

労家族賃 資利本子 その他 合計労賃 公課

同 % % % 也 ラら % 同 % % % % 
昭和 5年 2.06 16.52 2.別 2.50 1.55 13.34 6.68 

9.“ 21.58 23.31 。∞ l∞∞ 
11 6年 1.86 15.94 3.02 2.80 2.ω 11.16 7.31 11回 mω 23.53 0.00 100，ω 

11 7年 2ω 16.78 2.83 2.78 2.羽 9.31 7.23 10.89 24.∞ 21.79 O.∞ lω.00 
11 8年 1.95 15.86 2.57 3.15 2部 12.29 6.10 9.筋 21.日 23.64 0.11 100ω 

11 9年 2.03 17.38 2.76 2，56 2.31 10，26 6.89 10.84 19.39 25.55 0.03 100.00 

11 10年 2.24 14.44 3.27 2.29 2.32 9.71 7.51 11.09 20.ω 27.∞ 0.05 100∞ 
11 11年 2.14 15.36 3.41 2.40 2，89 11.41 6.84 10.04 18.71 26.80 0.03 100ω 

天

林

間

村

史

者

種苗費 肥料費 諸料費材 具大農費 建物費 労雇f賃庸 畜役費
租干見 家族 小作料 その他 合計
公課 労賃

ラ6 % % 拍 % ラら 弘 % % % % % 

昭和 6年 2.68 19.15 2.72 1.70 1.64 9，39 7.41 2.28 31.25 21.78 0.00 100ω 

11 7年 2.64 17，27 2.26 1.23 1.18 8，01 7∞ 1.46 30ω 28.87 。。 100ω 

11 8年 2.36 17.59 2ω 2.20 2.26 7.52 7.10 3.20 27.48 28.29 0.00 100.00 

11 9年 2.31 16.48 1.35 1.98 1.80 7.26 6別 2.87 32.13 27.21 。ω 100ω 

11 10年 2.57 16.18 1.80 2.22 1ω 7.69 6.88 3.20 28.11 29.75 0.00 100.00 

11 11年 一 100ω

作ロ.小

青森県農会の調査に基づいて青森作物報告事務所が作成したもの。

(r青森県農地改革史」より引用)

さ
ら
に
ま
た
農
家
経
営
の
破
綻
を
大
き
く
し
た

の
は
、
こ
う
し
た
価
格
下
落
に
よ
る
生
産
費
と
生

産
額
と
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
生
産
費
(
生

産
に
要
す
る
費
用
)
が
、

そ
の
生
産
額
(
生
産
物

を
売
っ
て
得
る
こ
と
の
出
来
る
金
額
)
を
大
き
く

う
わ
ま
わ
る
状
態
が
、
昭
和
六
年
の
凶
作
以
降
は

つ
づ
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
に
値
い
す
る
こ
と
は
、
小
作
農
に

対
し
て
自
作
農
の
方
が

よ
り
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な

農
業
経
営
を
し
て
い
る
事
で
あ
る

(
第
四

O
表
参

照
)
。
こ
れ
は
小
作
農
は
も
は
や
ギ
リ
ギ
リ
の
所
ま

で
追
い
込
ま
れ
て
お
り
こ
の
為
に
金
肥
使
用
を

極
力
押
え
て
い
る
の
に
対
し
、
自
作
農
の
場
合
は
、

ま
だ
食
い
つ
ぶ
す
資
本
が
あ
り
、

そ
の
食
い
つ
ぶ

し
で
ど
う
や
ら
経
営
を
維
持
し
て
い
る
た
め
で
あ

る
と
さ
れ
る
(
『
青
森
県
農
地
改
革
史
』
)
。
し
か
し
、

一O
六
七
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t大正 8-昭和II年)

智利硝石 石灰宅素 力日 呈 調合肥料 米 糠 その他 その他 備考

貰 貫 質 貫 賀 貰 貫

霊県系事統業調820 17，511 28，265 276，384 
計書

3，630 25，840 49，598 553，334 " 
2，898 21，310 6，926 68，448 424，974 120，220 " 
4，101 37，581 24，647 122，482 626，544 140，264 " 
12，736 40，245 34，831 175，881 600，474 224，817 " 
14，007 49，196 23，808 198，813 608，389 42，215 " 
9，381 59，764 25，413 224，753 630，879 80，193 " 
12，310 51，358 50，781 289，674 579，628 113，676 " 
13，813 70，818 86，714 398，017 594，789 119，155 " 
13，342 179，663 89，379 484，323 688，764 100，664 " 
15，669 446，319 104，732 404，349 56，110 711，016 100，426 " 
20，536 680，888 120，675 402，687 59，169 657，183 222，480 " 
20，707 863，150 105，892 445，694 79，503 777，521 187，565 " 
19，308 1，045，105 151，178 569，807 101，904 872，126 258，031 " 
21，112 1，199，873 141，265 538，692 84，332 914，239 332，063 " 
34，751 1，350，513 159，675 535，768 115，968 952，755 367，235 " 
45，703 1，593，180 188，272 638，486 143，952 906，277 341，037 " 
71，281 1，955，875 246，443 930，287 281，137 901，938 430，087 " 

一O
六
八

か
か
る
自
作
農
の
縮
少
再
生
産
も
長
期
に
わ
た
っ
て
持
続

( r青森県農地改革史』より引用)

し
う
る
は
ず
は
な
く
、
こ
の
こ
と
が
、
昭
和
六
年
凶
作
を

契
機
に
、
自
作
農
の
没
落
に
伴
う
小
作
農
の
増
加
と
い
う

現
象
と
し
て
間
も
な
く
現
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、

小
作
農
も
、

そ
の
不
況
の
中
で
小
作
料
は
確
実
に
上
昇
を

み
せ
た
の
で
あ
り
、

つ
い
に
彼
ら
自
身
の
生
産
活
動
す
ら

不
可
能
な
状
況
に
陥
る
c

当
時
の
恐
慌
は
、
元
来
は
資
本
主
義
的
恐
慌
と
し
て
現

わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

工
業
資
本
へ
の
打
撃
が
大
き
い
は

ず
で
あ
っ
た
が
、
我
国
に
お
い
て
は
、
そ
の
負
債
を
た
く

み
に
回
避
し
つ
つ
、
農
村
社
会
へ
と
肩
代
り
さ
せ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
特
に
我
が
国
が
今
日
に
至
る
ま

で
か
か
え
込
ん
で
い
る
農
業
経
営
の
矛
盾
た
る
多
肥
農
業

の
欠
陥
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
多
肥
農
業
を

金
肥
依
存
農
業
と
し
た
も
の
は
、
明
治
初
期
に
お
け
る
民

有
林
野
減
少
に
伴
う
自
給
肥
料
供
給
源
の
喪
失
に
あ
っ
た



第42表 販売肥料消費額

天

間

林

村

史

総 数 魚肥類 燐酸肥料類 大豆粕 j由粕類 硫酸アン
モニヤ

貫 貫 貫

854，83貫9 
貫 寅

大正 8年 3，441，221 742，104 1，343，014 122，284 6，590 

11 9年 3，557，556 856，013 1，168，910 790，012 111，729 8，490 

11 10年 4，452，931 1，035，650 1，356，191 1，300，369 105，828 10，117 

11 11年 5，196，277 987，495 1，508，146 1，596，294 113，677 34，946 

11 12年 5，987，334 1，129，636 1，614，879 1，971，959 119，773 62，603 

11 13年 5，926，139 1，133，630 1，540，714 2，145，045 105，722 59，550 

11 14年 6，665，067 1，223，180 1，542，002 2，700，161 86，993 62，348 

昭和 1年 6，730，133 1，347，602 1，607，892 2，514，618 64，203 98，391 

11 2年 7，649，982 1，413，527 1，792，665 2，923;141 64，848 172，498 

11 3年 8，151，135 1，475，995 2，458，994 2，482，580 34，225 215，346 

11 4年 8，275，544 1，405，714 2，165，938 2，451，002 33，353 310，766 

11 5年 9，001，575 1，474，352 2，264，865 2，686，706 47，434 364，600 

11 6年 9，939，940 1，627，288 2，527，712 2，833，290 37，577 434，041 

11 7年 11，098，277 1，889，007 2，666，119 2，896，563 64，964 564，435 

11 8年 11，800，427 2，186，488 2，813，484 2，718，484 50，691 799，704 

11 9年 12，064，473 2，250，583 2，847，403 2，509，415 52，270 883，137 

11 10年 12，568，247 2，266，789 3，080，413 2，300，245 47，816 1，016，078 

11 11年 13，599，176 2，325，630 3，434，854 1，757，391 72，776 1，173，477 

高間 あ六県 あ でが か あ心 と
き ー， り 年 る あ あ も カ〉 ナコ と お さ'-

の訟の 凶 も 般
。

り り 凶か た せ V7 れ
み て 年他作様同に 作るとるるる

Iま の県の 明 こ罰口7J は状いそ不(

し平年状気象 はみの治
れ 、況わの況「

て 比は被以 に九こ下な近の同

他に 較的 、害降 ょ芸害のにけ代重大 量
は比況 独をの り 年昭れ化 』

殆し と に草青フりt木 も凶 器雲 、の利ぱ(は
ん五、軽 た作 一み六な 11 、の
ど月稲 い らは 0 な年ら本資主 ーで
低上の害被県し ら凶ぬ つ あ
温旬生 のて森青 は冷水年 ず作 。 に り

なに震況 でみ来 大打 昭が 義は
り万全 あをた県 害和襲 化日ま
し て っ直が以 撃 と 七 しユ )本 ヲ

」ー

。 為僅はた撃、外 を つ年か の の と
ムノ、 ー、 。
九めか「 しこの 蒙づ に ip あ 工 』こ

に苗 たの東 る しミ も る り 業
、

苗気代期 の 昭北 の た水
。

方 を農
の温 で和各 での害 し 中村
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発
育
不
良
に
し
て
挿
棋
著
し
く
遅
延
せ
り
。
六
月
半
ば
本
田
移
植
後
も
低
温
な
り
し
為
め
苗
の
活
着
、
生
産
共
に
著
し
く
遅
延
し
、

引
続
き
七
月
下
旬
に
至
る
期
間
は
低
温
寡
照
の
日
持
続
せ
る
為
め
生
育
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
憂
慮
せ
ら
れ
し
が
、

八
月
上
旬
に
至
り

気
温
急
昇
し
降
雨
多
く
、
特
に
八
月
中
旬
後
半
並
に
下
旬
上
半
は
頗
る
天
気
の
良
く
高
温
多
照
な
り
し
が
為
、
稲
は
急
速
な
る
発
育

を
示
し
、
七
月
下
旬
迄
の
生
育
遅
延
を
快
復
し
、
殊
に
早
稲
の
開
花
授
精
終
了
し
、
中
稲
も
略
良
好
な
り
し
も
、
九
月
に
至
り
再
び

低
温
寡
照
と
な
り
、
中
旬
ま
で
持
続
せ
る
為
め
漸
く
出
穂
終
り
た
る
晩
稲
は
授
精
に
障
害
を
生
育
し
生
育
成
熟
遅
延
し
減
収
を
免
れ

ぎ
り
き
。
」
(
盛
岡
高
等
農
林
学
校
『
東
北
地
方
古
今
凶
鍾
誌
』
)
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
実
に
、
こ
の
年
は
四
月
か
ら
一

O
月
一
五
日

ま
で
の
一
九
八
日
間
に
お
い
て
平
均
気
温
に
達
し
た
日
は
、
僅
か
に
四
月
は
九
日
間
、
五
月
は
八
日
間
、
六
、
七
月
は
皆
無
、

八
月
は

一
六
日
間
、
九
月
以
降
は
一
八
日
間
の
合
計
五
一
日
間
に
す
ぎ
な
か
っ
た
(
内
閣
東
北
局
『
最
近
ニ
蛤
ケ
ル
東
北
地
方
災
害
概
況
調

査
書
』
)
。

大
麦
・
小
麦
も
ま
た
冬
期
積
雪
多
く
、
融
雪
が
お
く
れ
た
た
め
雪
害
を
蒙
り
、

さ
ら
に
気
候
不
順
の
た
め
、
前
者
は
三
割
、
後
者

は
三
割
以
上
の
減
収
を
み
せ
た
の
で
あ
っ
た
(
「
東
北
地
方
古
今
凶
謹
誌
』
)
。
(
第
四
三
表
参
照
)

こ
れ
を
地
域
的
に
見
れ
ば
、
上
北
郡
が
最
も
激
し
い
被
害
を
う
け
て
お
り
、
同
様
に
下
北
郡
が
、
ま
た
こ
れ
ら
に
次
い
で
三
戸
郡

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
南
部
地
方
三
郡
が
、

い
か
に
凶
作
常
習
地
帯
で
あ
っ
た
か
は
も
は
や
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

こ
の
凶
作
に
よ
り
救
助
を
要
す
る
農
家
戸
数
は
第
四
回
表
の
如
く
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
も
上
北
郡
の
被
害
農
家
の
貧
窮
ぶ
り
が
判
明
し
よ
う
。
大
量
の
貧
窮
農
家
は
、

た
ち
ま
ち
食
糧
に
困
る
状
態
と
な

り
、
地
主
な
ど
一
部
を
除
い
て
は
秋
冬
期
か
ら
飯
米
に
窮
し
た
の
は
、
大
正
二
年
大
凶
作
と
同
様
だ
あ
っ
た
。
彼
ら
が
露
命
を
つ
な



い
だ
代
用
食
糧
は
、
旧
藩
政
時
代
同
様
の
救
荒
食
糧
で
あ
っ
た
。
食
糧
欠
乏
以
外
に
も
積
雪
に
よ
る
薪
炭
不
足
の
た
め
の
寒
冷
の
苦

し
み
、
料
金
不
払
い
に
よ
る
電
気
の
差
し
止
め
あ
り
で
、
栄
養
不
良
に
陥
り
、
病
人
が
出
、
ま
た
小
児
の
死
亡
率
は
著
し
く
高
ま
り
、

か
つ
欠
席
す
る
児
童
数
は
う
な
ぎ
昇
り
に
増
大
し
た
。

第
四
三
表

昭
和
六
年
の
被
害
状
況

八 5-'.-青三下上北南中西束 郡

計戸前森戸北北 i軽章津軽津軽軽津津軽 市

市市市郡部郡郡郡郡部郡 思リ

フノ可、、、 寸二2、 一一、 仁ー一コ、 一C一コ、 一←一→、 y可、 一一一一、 ノヘ、

作付

面
ぺ/、二三 二E二R 三三 二ペ二コ ニ寸ニ= ブノ→1l=4 2一王ー オオブLLし 亡Y可コ 三ニ三ニ 主ニ主二 一一一一 積
四-E .八一 子五 七 Cコロ七町

無収

、 作穫皆 被

寸7四句ニ2 三三三三与 I i 二区八二ヨ 一二一一ー ナノ九1L 三D一三一 | 七寸コ 一七フt-a zア七可王町制l

上七

被割 害、 一一、 一一一、 一一、

史命| | 夫フ守 二夫二 先プて C完コ 三オL 五宝玉 童4コ 話仁コ町聞l

害以

上五

Cコ、 云三、 E百、 二二、 云三、 二二、
被害割以 面

一フC一可コ オノヘし I 一cノ一コ、 斗EER2= ヨブフ可L王 /寸オ、コL 二ブフ二可u ノ/位ヘヘ耳 ベ寸ノ1コ二三 三一E三ヨー 7ノノヘt 、町

上三

ゴu、 三正、 主主、 二二、 lI9、 -、 被害l積
Cブコし 三三 ー-u- 4cコ三 一一 ヨノ一E、 一Z二一 ブ一一し 三フ守玉 ー区己ヨ 三ノオ一三、L 害以
四六五ロ ニ克 =E 五口口二町

豆lI9王、 t三、 一一、 -亡-コ、 ナL、 Z五、 主主、 、̂ -t; 、

計ナL 二E二E 三三 二寸ノ1二= 二一二一 ブノ1し 三二九二五 亡寸八コ二~ ~三つ三 C寸九ココ ブ七/し、 寸Eコ盟町
寸コ - ヨ王 ^ -{コ =ー -

ヨヨE玉ヨ王、 区田、 一一、 ーフ口可、 一二一三、 仁ノ、コ、 フYTY、 ヨE王ヨ、 ニブニし、 フ豆可沼、 7恒tヨ、

j戚

ヰ又

三ヨフ守三王 二三2ニ五王 ニ云オニ三L 三ブノ三1、J 三ヨ少三王し 巨Eブ盟E1d 二主亡二主コ 三三E三三ヨ ブオEしRし 二豆ペ二王コ ヨ寸ノ、三王 二一ノヘ二一石 量

4三、 、 一一、 、 、 一一、
被

4Eヨコ 寸三 三三 三Cコ三 二ー-二 三三y三三守 二一二一 三オ三L 一オE己gし 一C一コ 己ブコし

害金三ff.、 -t;、 lI9、 主主、 、̂ 二二、 、 一ヒコ、 ヌ守、 、 二三、 一一、

三4ブ三コ~ c区コヨA 三Cフ三コ守 一寸一→一三 二亡一二コ一 三ノブ三、u 一ヨE一ヨ王 三一/三一、 三ノE一、三B 豆寸フ可王三 一豆/一、三、 寸y可三円 額

『
最
近
ニ
於
ケ
ル
東
北
地
方
災
害
概
況
調
査
報
告
書
』
)

天

間

林

村

史

0 
七
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近

代

。
七

こ
れ
に
対
す
る
救
済
策
も
、
大
正
二
年
大
凶
作
時
と
同
様
、
各
種
機
関
・
団
体
に
よ
り
行
な
わ
れ
て
い
る
。
列
挙
す
れ
ば
、
内
務

金
下
賜
・
種
籾
給
与
・
免
租
地
決
定
・
義
損
金
募
集
・
凶
作
救
済
・
土
木
事
業
の
実
施
・
馬
産
農
家
へ
の
牡
馬
維
持
費
等
助
成
、

そ

し
て
、
昭
和
更
生
部
落
創
設
(
北
津
軽
郡
)
、
郷
倉
設
置
奨
励
と
つ
づ
く
の
で
あ
る
。
最
後
の
二
つ
は
、
こ
の
凶
作
の
時
に
あ
ら
わ
れ

第44表

昭和 6年凶作による救助対象農家戸数

皆無及び七割以上の被害農家
救被る5割助害も以農のを上要家すので郡 別 農家戸数

要軍す災救る助戸主数 室舞長す努華る麗も岩の 委町i警RE
Fヨ Fコ Fコ Fヨ 戸

東津軽郡 7，599 2，546 622 497 2，008 

西津軽郡 8，194 1，449 471 268 2，381 

中津軽郡 8，069 291 90 47 1，296 

南津軽郡 14，020 481 320 146 1，402 

北津軽郡 8，292 1，378 141 56 1，664 

上 北郡 10，819 6，054 4，028 322 228 

下 北郡 3，045 2，330 439 161 77 

三戸郡 12，116 2，509 3，994 677 2，741 

青森市 479 20 106 

弘前市 160 

八戸市 1，060 107 132 34 364 

合 計 73，871 17，165 10，187 2，208 11，876 

た
政
策
で
あ
り
、
こ
れ
以
障
の
農
村
自
力
更
生
運
動
の
先
駆
を
な
す

も
の
で
あ
る
。

次
に
昭
和
九
年
・
一

O
年
の
凶
作
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。

九
年
の
凶
作
は
、
東
北
全
域
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
昭
和
六
年

凶
作
を
上
回
る
被
害
を
出
し
た
。
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
の
は

太
平
洋
側
の
地
域
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
青
森
県
に
松
い
て
は
南

部
地
方
が
甚
大
な
被
害
を
蒙
む
っ
て
い
る
。
県
内
に
お
け
る
水
稲

被
害
状
況
は
第
四
五
表
の
如
く
で
あ
る
。

こ
の
時
は
同
時
に
南
部
地
方
を
中
心
に
畑
作
も
被
害
を
う
け
、

津
軽
地
方
の
リ
ン
ゴ
の
み
は
一
増
収
と
な
っ
た
の
と
好
対
照
で
あ

っ
た
。
結
局
要
救
済
農
家
は
合
計
三
万
三
千
余
に
も
の
ぼ
り
、
醍

府
は
無
償
交
付
米
を
決
定
し
た
。

こ
の
時
の
凶
作
の
原
因
は
、
も
は
や
単
純
に
気
象
条
件
の
如
き



自
然
的
条
件
に
の
み
求
め
る
事
は
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
昭
和
一

O
年
に
発
行
さ
れ
た
帝
国
農
会
編
『
東
北
地
方
農
村
に

関
す
る
調
査
』
で
も
明
確
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
人
為
的
条
件
も
ま
た
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
事

に
つ
い
て
は
今
ま
で
述
べ
て
来
た
凶
作
と
も
関
係
あ
る
の
で
後
述
す
る
事
に
し
て
、

そ
の
自
然
条
件
を
の
み
あ
げ
れ
ば
「
稲
作
期
間

中
、
特
に
夏
期
に
捨
て
千
島
方
面
よ
り
高
気
圧
が
停
滞
し
、
そ
の
方
向
か
ら
吹
き
来
る
低
温
な
る
北
風
又
は
北
東
風
の
直
接
的
な
る

第
四
五
表

昭
和
九
年
水
稲
被
害
状
況

八 青 弘三下上北南中西東

iM 戸森前戸北北 津津津津津
軽軽軽軽軽

市市市郡郡郡郡郡郡郡郡

付作
士三、 二二二、 一一、 一一、 一一、 フ可、 Cつ、 戸、、

面
とEヨっ 二せ7二可コ 主ア主守 三C三三三コ 二豆二三 二ブブ二LL 一7守一 三~五コ 二フ二可 ヨオ王L 4Cヌっ勺三 積
Eヨ~ Tt.. ~二rZB "、町

正文

二二 三ー己三主す主し亡オコ"L _::::主-主オU プて E少Eし三~三
穫皆無

被
四六| 二一口七五九七九町

七

三三、 一一、 ノ司、、 一一、
割 害

減以
二二 亡Cココ 三プEミZ 三7亡三コ可 ヨ三王玉 三Eヨ三 三C三コ 三区ヨ三 三ブ1五4 収上

ペオニしコ Eヨ "、 二二 Cコ ー- cニコ ロヨ /、町

五見

一一 一 一一
割割

、 、、 減 l
一ブEヨ1ー4 一ヨフ可三一 | ヨEフ可三王 二ヨ三三二王 ノ臣ブヘ室Uヨ 区巨7ヨヨ1.. ニEペ二Zコ ニプブしニミ 寸ァノ、可三 CノEヘつH町 少七

込

ー

オL、 一一、 豆五、 二二、
割割
減 1面

/ナ、し ノヘ 三/、三 一 /四、 三一正三四ブEし三C九コ三a 三ー三 少五
一 ぺ三 ヨ王 1 三五二 ノ、 三三町

害l
積

、̂ z王、 王三、
減未

一一 寸三 Cコ ヨプT<三ミ 三E寝三耳E 

| プミ三玉 | 
| 一ノ、二八二寸七二三 町 収j荷

j成

豆玉、 三三、 /区、ヨ、 一/一、、 ブEBL、 フE守ヨ、 4三三コ、 仁区コヨ、 フフ勺zミ、 寸ァ可三、
収

数見
亡亡二ココ 三ヨ主三主王三 二タオ二1L:4L -互亡ヒコ王2 ニノ亡ニコ、ニ 主ー『主a ノオプ可しミ、 ーC七つ三 一c七コ2 亡コ 三ー三己三 量込
プミ 三三 一-ノ子、二二二二町

る平前
i成均五

亡4ココ 亡プつて 三二二三 三寸三コ 寸ナコし 三4三ニ2 三/三、 三亡コ三 三二二三 三/三、 yプ可て町

割合収対すに 年問ケ

帝
国
農
会
『
東
北
地
方
農
村
に
関
す
る
調
査
』

天

間

林

村

史

一O
七
三
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一O
七
四

猛
襲
と
寒
流
に
よ
る
低
温
と
に
よ
り
被
害
を
蒙
り
、
山
間
部
は
そ
の
標
高
の
高
ま
る
に
従
っ
て
低
温
の
影
響
が
甚
し
く
作
用
せ
る
」

に
よ
り
凶
作
と
な
っ
た
の
で
あ
る
(
同
前
書
)
。

次
に
こ
の
凶
作
の
結
果
に
つ
い
て
、
昭
和
九
年
一
一
月
に
県
当
局
が
実
施
し
た
『
青
森
牒
ニ
診
ケ
ル
細
民
ノ
生
活
状
態
ニ
就
テ
』

を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

一
、
窮
民
中
特
ニ
救
済
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ

百
五
十
八
ヶ
市
町
村
ニ
珍
ケ
ル
総
戸
数
十
四
寓
四
千
九
百
三
十
四
戸
ニ
シ
テ
其
ノ
内
極
貧
ニ
シ
テ
特
ニ
救
済
ヲ
為
ス
ニ

非
ラ
サ
レ
ハ
生
活
シ
得
サ
ル
状
態
ニ
ア
ル
モ
ノ
一
高
二
千
百
八
十
七
戸
ニ
シ
テ
今
其
ノ
窮
乏
ヲ
原
因
別
ニ
見
ル
ニ

第46表

昭和 9年冷害凶作による困窮
農家と無償交付米の数量

郡 別 要救済戸数
無 償 交 付 米
交付数量

F 石

東津軽郡 4，691 7，970 

西津軽郡 2，225 2，464 

中津軽郡 1，364 2，042 

南津軽郡 2，296 3，031 

北津軽郡 1，220 1，534 

上北郡 9，189 14，599 

下北郡 3，255 3，690 

三戸郡 8，860 15，620 

青 森市 305 

弘前市

八戸市 374 654 

合 計 33，779 51，874 

「東奥年鑑」昭和10年版凶作小誌による。

註無償交付はさらに880石が追加きれた。

ィ
、
世
帯
主
ノ
病
気
ニ
ヨ
ル
モ
ノ

一
、
二
一
八
戸

口
、
家
族
ノ
病
気
ニ
ヨ
ル
モ
ノ

一
、
九

O
四
戸

ハ
、
不
具
又
ハ
他
ノ
事
由
ニ
ヨ
ル
モ
ノ

九、

O
六
五
戸

二
、
飯
米
自
給
ノ
状
況

総
戸
数
ノ
内
飯
米
窮
乏
シ
ア
ル
モ
ノ

四
高
九
千
四
十
六
戸
ニ
シ
テ
其
ノ
原
因
別
ヲ
見
ル

ィ
、
耕
地
ヲ
有
セ
サ
ル
ニ
ヨ
ル
モ
ノ

一五、

O
八
七
戸

ロ
、
耕
地
不
足
ニ
ヨ
ル
モ
ノ

一
五
、
五
二
九
戸



ハ
、
販
貰
米
ノ
過
キ
タ
ル
ニ
ヨ
ル
モ
ノ

二
、
七

O
五
戸

ニ
、
小
作
料
ノ
取
立
テ
ラ
レ
タ
ル
ニ
ヨ
ル
モ
ノ
三
、
四
七
一
戸

へ
、
其
ノ
他
ノ
事
由
ニ
ヨ
ル
モ
ノ

ホ
、
負
債
ノ
償
還
ニ
ヨ
リ
タ
ル
モ
ノ

七
、
五
六
三
戸

三
、
窮
民
ノ
生
活
状
態

付
窮
民
戸
数

ィ
、
農
家内

小
作
農

ロ
、
漁
家

ハ
、
林
家

ニ
、
白
雇

ホ
、
其
ノ
他

ω窮
民
中
病
人
ア
ル
モ
ノ

ィ
、
戸
数

天

間

林

村

史

四
、
六
九
一
戸

三
O
、
二

O
二
戸

二
ハ
、
九
九
三
戸

三
、
二
四
二
戸

八
一
五
戸

九
、
七
四
七
戸

三
三
四
戸

四
、
九
七
二
戸

一O
七
五
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口
、
診
療
ノ
状
況

完
全
ナ
ル
診
療
ヲ
為
シ
ア
ル
モ
ノ
殆
ン
ト
ナ
シ

同
窮
民
ノ
飯
食
状
況

ィ
、
主
要
物

ー
、
粥
ヲ
常
食
ト
ス
ル
モ
ノ

2
、
白
米
を
常
食
ト
ス
ル
モ
ノ

3
、
混
食
ヲ
為
ス
モ
ノ

4
、
飲
食
ヲ
為
ス
モ
ノ

口
、
副
食
物

ー
、
畑
作
物
(
自
給
)

一
、
五
五
五
戸

一八、

O
八
七
戸

二
二
、
八
五
六
戸

一
、
八
四
三
戸

ヨ
ミ
ヲ
副
食
ト
ス
ル
モ
ノ

2
、
副
食
物
ト
シ
テ
監
、
味
噌
ノ
ミ
ニ
ヨ
ル
モ
ノ

3
、
並
目
通
ノ
モ
ノ

側
入
浴
ノ
状
況

ィ
、
月
-
二
度
入
浴
ス
ル
モ
ノ

四、

O
一
一
二
戸

一O
七
六

。
一O
六
戸

二
、
六
一
三
二
一
戸

二
一
、
六

O
二
戸



ハ
、
年
ニ
一
、
二
度
入
浴
ス
ル
モ
ノ

口
、
二
、
三
ヶ
月
一
二
度
入
浴
ス
ル
モ
ノ

一
七
、
五
三
四
戸

一
、
通
年
入
浴
セ
サ
ル
モ
ノ

四
、
離
村
ノ
状
況

ィ
、
婦
女
子
ノ
離
村
セ
ル
モ
ノ

九
、
四
六
八
戸

二
二
、
三
二
六
一
戸

三
千
七
百
四
十
一
人
(
自
昭
和
八
年
一
月
至
昭
和
九
年
八
月
)
ニ
シ
テ
其
ノ
原
因

、
二
一
八
人

生
活
困
難
ニ
ヨ
ル
モ
ノ

家
族
ノ
病
気
ニ
ヨ
ル
モ
ノ

事
業
失
敗
一
一
ヨ
ル
モ
ノ

其
他
ノ
事
由
ニ
ヨ
ル
モ
ノ

口
、
全
家
離
村
セ
ル
モ
ノ

ー
、
戸
数

豚
内

内

豚
外

天

林

史

村

間

一
三
七
人

四
人

二
六
二
人

七
五
三
戸

二
六
九
戸

二
八
四
戸

一O
七
七
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五
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近

代

一O
七
八

ハ
、
離
村
ノ
原
因

ー
、
窮
乏
ニ
ヨ
ル
モ
ノ

四
四
五
戸

2
、
耕
地
ヲ
失
ヒ
タ
ル
モ
ノ

二
八
戸

3
、
負
債
ニ
ヨ
ル
モ
ノ

一
七
五
戸

4
、
生
計
困
難
ニ
ヨ
ル
モ
ノ

一
O五
戸

か
く
の
如
き
状
態
が
、
青
森
県
全
般
の
状
態
で
あ
る
が
、
先
に
ふ
れ
た
如
く
、
上
北
郡
、
下
北
郡
、

三
戸
郡
は
こ
う
し
た
状
況
が

最
も
鮮
明
に
あ
ち
わ
れ
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

か
か
る
昭
和
九
年
凶
作
の
痛
手
い
ま
だ
さ
め
や
ら
ず
、

し
か
も
凶
作
の
翌
年
は
む
し
ろ
豊
作
が
多
い
と
い
う
測
候
所
を
は
じ
め
と

す
る
楽
観
的
気
分
の
中
で
、
連
続
し
て
昭
和
一

O
年
の
凶
作
が
本
県
を
襲
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
年
は
ま
ず
八
月
に
水
害
に
よ
る
被
害
が
あ
り
、

さ
ら
に
春
以
来
の
低
温
に
よ
る
凶
作
と
二
重
の
打
撃
を
う
け
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
青
森
県
は
平
年
の
半
作
程
度
し
か
収
穫
が
出
来
な
か
っ
た
。

県
下
農
村
に
は
数
々
の
悲
惨
事
が
発
生
し
1

婦
女
子
の
身
売
り
す
ら
殊
更
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、

ま
た
遠
い
北
洋
へ
の
出
稼
ぎ

も
さ
ほ
ど
話
題
と
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。
あ
た
か
も
本
県
農
民
は
す
で
に
凶
作
に
倦
み
つ
か
れ
た
か
の
如
く
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ

れ
に
し
て
も
政
府
を
は
じ
め
と
す
る
東
北
救
済
は
、
ま
こ
と
に
低
調
な
状
態
で
あ
っ
た
。

し
か
し
政
府
も
こ
の
頃
に
な
る
と
、

さ
す
が
に
東
北
の
凶
作
を
単
純
に
は
ほ
お
っ
て
お
け
ぬ
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
当
時
日



本
は
中
国
大
陸
に
お
い
て
戦
争
を
拡
大
し
つ
つ
あ
り
、

そ
の
た
め
に
「
も
の
言
わ
ぬ
強
兵
」
の
補
給
地
た
る
東
北
が
、

か
か
る
状
況

で
あ
る
の
は
日
本
全
体
の
問
題
と
な
っ
て
来
た
か
ら
で
あ
る
。

先
の
帝
国
農
会
の
調
査
書
は
次
の
如
く
の
べ
て
い
る
。

「
昭
和
九
年
の
十
月
頃
か
ら
『
凶
作
哀
話
』
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
東
北
農
民
の
痛
ま
し
い
姿
は
、
必
ず
し
も
凶
作
の
も
た
ら
し

第
四
七
表

昭
和
一

O
年
凶
作
被
害
状
況

八 弘青三下上北南中西東 郡
iロ入

戸前森戸北北 津津 j章 j章津
市

計 軽軽軽軽軽
l:J1j 

市市市 都郡郡郡郡郡郡郡
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収

ヨ王 干葉
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皆
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以

三三宝玉 | 豆王プミ CEコE 区笥 Cコ Cコ ニ ニ 一 一m円T 害上

被五
ーじ 一一 一一 自]
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以
ヨヲ王王 ヨ玉 三玉 三一一三 三三 亡ブつL 2/王、 ニノ1二 三三三玉 -プ-可 cEつE 

八口|ニロロ七七七三二口町 害上
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以
亡七コニ 三三五恒 三二E 五フ守三四三 C八コ八区八ヨ町
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(
『
青
森
県
農
地
改
革
史
』
よ
り
引
用

天

間

林

村

史

一O
七
九
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昭和10年水害及び被害要救済戸数
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た
事
態
で
は
な
い
。
農
村
経
済
の
全
面
的
な
窮
乏
、
下
層
農
民
の

「東奥年鑑』昭和11年版水害小誌による。

貧
困
を
背
景
と
す
る
前
借
に
よ
る
青
年
男
女
の
出
稼
ぎ
、
小
学
校

市町村名 水害によるもの 冷害によるもの

戸 戸

東津軽郡 750 5，188 

西i章軽郡 2，972 1，242 

中津軽郡 989 1，246 

南津軽郡 2，658 3，443 

北津軽郡 4，032 1，503 

上北郡 2，721 7，078 

下北郡 592 2，895 

三戸郡 1，366 7，335 

弘前市 l 

青森市 116 

八戸市 526 749 

合計 16，607 30，795 

児
童
の
欠
食
状
態
等
々
の
事
実
は
、

一
つ
の
『
風
習
』
と
さ
れ
る

ま
で
に
恒
常
的
な
事
態
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
昭
和
五
年
か
ら
の
農

業
恐
慌
に
よ
っ
て
拍
車
を
加
え
ら
れ
、
更
に
凶
作
に
よ
っ
て
深
化

し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
十
二
月
上
旬
に
訟
で

『
凶
作
の
影
響
は

寧
ろ
今
後
だ
』
と
は
東
北
各
地
に
聞
か
さ
れ
た
共
通
の
言
葉
で
あ

っ
た
。
『
凶
作
哀
話
』
に
値
す
る
か
か
る
恒
常
的
な
事
実
は
、
不
思

議
に
も
、

か
つ
て
殆
ど
顧
ら
れ
る
こ
と
な
く
単
な
る
『
風
習
』
と

関
心
も
惹
か
な
け
れ
ば
、
政
策
の
対
象
と
も
な
ら
ず
に
終
っ
て
い
る
。
:
:
:
(
し
か
し
)
昭
和
九
年
の
凶
作
は
、
窮
乏
の
度
を
よ
り

し
て
葬
り
さ
ら
れ
て
い
た
。
:
:
:
今
日
ま
で
社
会
的
に
は
何
等
の

深
刻
な
も
の
た
ら
し
め
、
そ
の
範
囲
を
地
域
的
に
拡
大
せ
し
め
た
の
み
な
ら
ず
、
没
落
し
つ
つ
あ
る
農
村
の
中
産
階
級
に
対
し
て
新

た
な
る
衝
撃
を
与
え
る
に
至
っ
た
。
『
中
小
地
主
や
自
作
農
の
苦
痛
が
最
も
大
き
い
』
と
は
、
各
地
に
お
い
て
耳
に
し
た
事
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
中
産
階
級
は
昭
和
五
年
以
来
農
産
物
の
暴
落
、
土
地
を
担
保
と
す
る
高
利
債
の
累
増
、
或
は
若
干
の
債
権
の
凍
結
な
ど
に

よ
っ
て
満
身
の
傷
手
を
負
い
つ
つ
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
昭
和
九
年
の
大
凶
作
が
あ
る
。
」

昭
和
九
年
の
大
凶
作
に
と
ど
ま
ら
ず
、
翌
一

O
年
に
も
凶
作
が
起
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
す
ま
す
事
態
は
深
刻
に
な
っ
た
の
で



あ
る
。
上
記
の
文
章
に
も
明
ら
か
の
如
く
、
こ
の
時
ま
で
は
、
凶
作
は
、
言
う
な
ら
ば
『
風
習
』
で
し
か
な
く
、

せ
い
ぜ
い
小
作
人

の
生
活
の
窮
乏
を
加
速
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
に
至
り
、
そ
れ
は
彼
ら
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
中
小
地
主
、
自
作
農

の
問
題
と
ま
で
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
低
調
な
が
ら
、
そ
し
て
ま
こ
と
に
遅
ま
き
な
が
ら
東
北
を
救
済
す
べ
く
政
府
が
重
い
腰
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
昭

和
七
年
以
降
の
「
農
村
経
済
更
生
運
動
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
中
で
、
昭
和
九
年
一
二
月
二
六
日
勅
令
第
一
二
一
四
六
号

を
以
っ
て
東
北
振
興
調
査
会
が
樹
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
確
か
に
政
府
が
東
北
振
興
の
た
め
に
始
め
て
実
施
し
よ
う
と
し
た

本
格
的
事
業
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
高
橋
富
雄
氏
が
指
摘
す
る
如
く
、
「
開
発
の
哲
学
」
を
持
ち
え
ず
、
「
東
北
の
特
異
性
」
を
究
明

す
る
こ
と
な
い
も
の
で
あ
り
、
「
国
の
た
め
、
政
治
の
た
め
と
い
う
お
上
の
目
的
が
先
に
あ
り
、
そ
の
お
す
そ
わ
け
と
し
て
東
北
開
発

が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
も
の
で
し
か
な
く
、
し
た
が
っ
て
そ
の
計
画
も
総
花
的
、
羅
列
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
(
高
橋
「
東

北
の
歴
史
と
開
発
』
)
。

そ
し
て
こ
れ
す
ら
も
何
ら
具
体
的
施
策
を
み
る
こ
と
も
な
い
う
ち
に
、
戦
時
体
制
下
へ
と
つ
き
進
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

(五)

昭
和
九
年
・
一

O
年
凶
作
の
実
態
l
1中
嶋
農
場
の
事
例
|
|

昭
和
九
年
、

一
O
年
凶
作
が
、
天
間
林
村
で
は
ど
の
程
度
の
被
害
を
あ
た
え
た
か
を
示
す
公
式
な
統
計
資
料
は
全
く
見
つ
か
ら
ぬ

が
、
そ
の
中
で
、
先
に
も
ふ
れ
た
中
嶋
農
場
の
『
坪
刈
表
』
の
記
述
は
大
い
に
参
考
と
な
る
。
そ
の
昭
和
九
年
の
備
考
ら
ん
に
お
い

て
、
「
こ
の
年
は
冷
害
の
為
め
水
入
周
辺
は
青
立
ち
と
な
り
実
無
稲
が
多
い
の
で
止
む
を
得
、
ず
そ
の
区
の
中
で
最
も
よ
く
稔
っ
た
処
へ

坪
を
入
れ
た
の
で
実
収
は
四
割
引
き
位
の
も
の
と
思
は
れ
る
。
即
ち
平
均
で
六
合
七
勺
八
見
当
と
思
ふ
」
と
あ
り
、

さ
ら
に
昭
和
一

天

間

林

村

史

O 
/¥ 
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0
年
度
に
お
い
て
は
、
「
本
年
は
凶
作
な
れ
ば
、
耕
作
者
一
人
に
つ
き
一
品
種
の
中
最
良
の
個
所
を
選
ん
で
坪
刈
し
た
の
で
も
猶
ほ
前

記
の
成
績
な
り
。
平
均
収
量
は
こ
の
半
分
足
ら
ず
と
見
る
の
は
至
当
と
思
ふ
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
年
の
坪
刈

表
に
よ
れ
ば
そ
の
最
低
は
わ
ず
か
に
二
合
二
勺
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、

ほ
ぼ
皆
無
作
の
状
態
の
田
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
こ
の
備
考
に
は
さ
ら
に
天
間
林
村
に
お
け
る
こ
の
年
の
稲
の
発
育
状
況
が
気
候
と
の
関
連
で
書
か
れ
て
い
る
。

「
本
年
の
気
候
は
苗
代
期
は
悪
く
四
月
二
十
九
日
の
天
長
節
に
は
降
雪
あ
り
。
そ
の
前
後
と
冷
気
甚
し
か
り
し
か
ば
、
五

月
に
入
っ
て
か
ら
首
腐
病
猫
獄
を
極
め
、
早
稲
種
は
被
害
は
少
な
か
り
し
も
陸
羽
二
三
一
号
其
の
他
の
晩
生
は
被
害
が
甚

だ
し
く
当
農
場
の
苗
代
も
被
害
が
日
を
追
っ
て
甚
し
く
な
り
、
苗
不
足
の
対
策
と
し
て
五
月
十
五
日
か
ら
全
十
七
日
ま
で

に
一
町
七
反
歩
に
陸
羽
一
三
二
号
を
直
播
し
た
れ
ど
も
、
夫
れ
で
も
苗
は
不
足
し
た
の
で
植
移
植
田
の
中
僅
か
に
二
畝
歩

の
外
全
部
は
一
本
植
を
断
行
す
る
よ
り
外
に
方
法
は
無
か
っ
た
。

田
植
開
始
の
頃
は
川
水
は
不
足
し
て
甚
だ
し
く
難
儀
し
た
が
、
金
沢
平
耕
地
整
理
地
区
の
植
付
の
始
っ
て
か
ら
用
水
も

次
第
に
多
く
な
り
、
割
合
に
楽
に
植
付
け
た
。

七
月
下
旬
頃
ま
で
に
は
比
較
的
順
調
な
天
候
で
あ
っ
た
が
、
八
月
に
入
っ
て
冷
気
加
は
り
、

八
月
十
八
日
(
簡
閲
点
呼

日
)
か
ら
暑
か
に
な
っ
た
の
で
、
早
稲
種
は
何
う
や
ら
稔
実
し
た
。
八
月
二
十
一
日
の
夜
に
雷
雨
き
て
降
り
出
し
た
雨
は

二
十
三
日
の
夕
方
ま
で
に
約
九
寸
(
即
ち
坪
当
降
雨
量
は
四
石
九
斗
)
に
達
し
て
大
洪
水
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
霧
雨
続

き
、
冷
気
甚
だ
し
く
二
十
八
日
に
は
時
々
太
陽
を
見
た
が
、
二
十
九
日
又
霧
雨
と
な
り
夜
に
入
っ
て
大
雨
と
な
り
、
八
月



三
十
日
に
晴
れ
て
商
の
強
風
と
な
り
、
此
の
風
の
為
め
に
稲
の
花
器
(
未
出
穂
の
)

の
故
障
を
起
し
た
ら
し
く
、
そ
の
後

出
穂
し
た
が
中
々
開
花
し
な
い
の
で
農
民
は
一
般
に
非
常
に
心
配
し
た
。
九
月
四
日
に
至
っ
て
一
斉
に
開
花
し
た
の
で
皆

喜
ん
で
居
っ
た
が
、
九
月
五
日
も
開
花
し
た
の
で
何
う
や
ら
稔
実
す
る
も
の
と
思
っ
て
居
っ
た
処
が
、
待
て
ど
も
/
¥
稔

実
は
進
ま
な
い
、
其
の
中
に
/
¥
ノ
¥
に
と
思
っ
て
待
っ
た
が
遂
に
晩
稲
は
二
分
作
以
下
の
大
凶
作
に
な
っ
た
。

今
年
の
晩
稲
の
一
寸
見
れ
ば
稔
っ
た
様
に
見
え
、
緑
の
粗
粒
を
開
い
て
見
れ
ば
、
玄
米
の
皮
丈
伸
長
し
て
そ
の
中
に
糊

で
な
く
透
明
に
近
い
少
し
く
甘
味
の
あ
る
水
丈
で
あ
っ
て
糊
は
無
い
珍
ら
し
い
様
相
は
始
め
て
見
る
現
象
で
あ
る
。

九
月
初
め
に
露
霜
降
っ
た
為
め
に
凶
作
に
な
っ
た
百
姓
(
才
が
日
っ
て
居
っ
た
。
今
年
そ
の
変
調
な
気
候
の
為
め
六
月
下

句
及
七
月
上
旬
に
手
代
森
佐
太
郎
宅
の
粟
に
小
さ
な
穂
が
出
た
り
、
九
、
十
月
頃
に
つ
つ
一
じ
、
南
天
は
二
回
目
の
花
を
開

い
た
相
だ
。
又
山
の
藤
(
墓
地
の
所
の
)

も
二
房
開
花
し
た
と
日
ふ
。
梨
に
も
秋
花
咲
い
た
と
云
ふ
。
又
ド
ロ
の
木
の
葉

も
秋
に
再
び
葉
を
出
し
て
一
時
青
く
な
っ
た
と
云
は
れ
る
J

以
上
は
、
当
時
中
嶋
農
場
の
当
主
で
あ
り
、
坪
刈
表
を
つ
け
て
い
た
中
嶋
信
氏
の
叙
述
で
あ
る
。
八
月
の
水
害
、

そ
し
て
四
月
以

来
の
低
温
の
た
め
の
冷
害
が
手
に
と
る
よ
う
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
し
て
同
時
に
、
稲
の
状
況
に
一
喜
一
憂
す
る
天
間
林
村
の
農
民

の
姿
も
示
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
一

O
年
の
低
温

l
異
常
気
象
は
、
自
然
界
の
サ
イ
ク
ル
を
ま
た
完
全
に
狂
わ
し
て
い
る
。

(六)

昭
和
九
年
凶
作
へ
の
天
間
林
村
の
対
策

先
に
本
節
第
四
項
に
お
い
て
、
本
県
の
一
般
的
な
凶
作
対
策
に
つ
い
て
は
ご
く
簡
単
に
ふ
れ
た
が
、
天
間
林
村
独
自
で
は
一
体
ど

天

間

林

村

史

。
J¥ 
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の
様
な
対
策
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
然
村
議
会
な
ど
で
も
議
論
さ
れ
た
も
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
今
は
そ

の
議
事
録
す
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
た
ま
た
ま
、
こ
こ
に
『
昭
和
九
年
一

O
月
五
日
臨
時
天
間
林
村
惣
代
人
会
提
出
事
項
・
天
間
林
村

役
場
』
(
中
野
・
中
嶋
信
氏
所
蔵
資
料
)
な
る
謄
写
刷
の
冊
子
が
あ
る
。
こ
の
会
自
体
は
、
天
間
林
村
内
の
各
部
落
総
代
が
出
席
し
、
昭

和
九
年
の
凶
作
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
村
当
局
側
が
、
対
策
を
出
し
、
そ
れ
を
討
議
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
討
議
内
容
自
体
は
不
明
で
あ
る
が
、
村
当
局
が
凶
作
対
策
と
し
て
こ
の
会
に
提
出
し
た
項
目
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

一
、
凶
作
対
策
ニ
関
ス
ル
件

東
北
六
懸
知
事
聯
合
協
議
曾
事
項

甲
、
天
候
不
順
一
一
ヨ
ル
東
北
地
方
災
害
対
策

①
政
府
所
有
米
ノ
梯
下

②
救
済
土
木
工
事
ノ
起
工
(
直
三

③
救
済
土
木
工
事
並
災
害
土
木
復
旧
事
業
ノ
最
高
率
補
助

④
園
営
事
業
ノ
雁
急

⑤
時
局
匡
救
事
業
ノ
昭
和
十
年
度
継
績

⑥
鉄
道
運
賃
ノ
減
免

⑦
低
利
資
金
ノ
融
通



⑧
養
蚕
対
策
ノ
樹
立

⑨
製
炭
業
救
済

⑩
種
苗
等
ノ
購
入
費
補
助

⑪
畜
産
業
ノ
維
持
助
成

⑫
副
業
奨
励
費
補
助
ノ
増
額

⑬
医
療
救
護
費
ノ
増
額

⑭
就
学
奨
励
等
ニ
関
ス
ル
費
用
増
額

乙
、
東
北
地
方
振
興
ノ
為
メ
ノ
根
本
対
策

①
各
種
災
害
ニ
対
臆
ス
ル
様
農
業
其
他
産
業
ノ
改
善

②
↑
定
期
間
特
種
工
事
ノ
施
設

③
備
荒
貯
蓄
制
度
ノ
徹
底

④
雪
害
対
策
及
治
水
計
画

⑤
冬
期
労
力
過
剰
消
化
方
法

⑥
各
種
農
業
土
木
事
業
ノ
促
進

⑦
産
業
開
発
ト
鉄
道
ノ
敷
設

⑧
国
有
林
所
在
市
町
村
交
付
金
増
額
及
所
在
懸
交
付
金
ノ
設
定

天

問

林
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史
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⑨
財
政
調
整
交
付
金
制
度

⑩
負
担
軽
減

⑪
各
種
補
助
金
ノ
高
率
交
付

⑫
各
種
産
業
資
金
ノ
融
通

丙
、
上
北
郡
町
村
長
曾
決
定
事
項

①
地
租
免
租
及
御
料
地
図
有
林
ノ
貸
付
料
ノ
減
免

②
町
村
債
及
町
村
縛
貸
債
ノ
延
納

③
無
料
医
療
施
設

④
勧
銀
ヨ
リ
個
人
借
入
金
ノ
延
納

⑤
農
民
道
場
ノ
設
置

⑥
気
象
観
測
所
ノ
設
置

丁
、
本
村
ト
シ
テ
ノ
救
済
施
設
知
何

二
、
関
西
方
面
義
指
金
二
関
ス
ル
件

過
般
関
西
方
面
ヲ
襲
ヒ
タ
ル
殿
風
被
害
惨
状
実
ニ
甚
シ
ク
誠
二
同
情
ニ
堪
へ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
本
年
又
々
凶
作
ニ
遭
遇
シ
タ
リ
モ
雄
、

過
去
ニ
珍
テ
此
方
面
ヨ
リ
受
ケ
タ
ル
恩
恵
蓋
シ
少
シ
ト
セ
ス
。
此
際
絵
裕
ア
ル
方
々
ノ
義
心
ニ
訴
へ
謄
分
ノ
義
指
金
ヲ
募
集
セ
ン
ト
ス



二
、
納
税
組
合
設
置
ニ
関
ス
ル
件

納
税
組
合
ノ
設
置
ニ
就
イ
テ
ハ
屡
々
指
示
ス
ル
処
ア
リ
タ
ル
モ
、
未
設
置
部
落
ノ
ア
ル
ハ
甚
タ
遺
憾
ト
ス
ル
所
ナ
リ
。
本
組
合
ノ
設
置

ハ
一
ハ
圏
体
ニ
対
ス
ル
奉
公
ト
モ
ナ
リ
二
ハ
各
個
人
ノ
労
力
節
約
ト
モ
ナ
リ
、
相
互
益
ス
ル
所
大
ナ
ル
へ
ケ
レ
ハ
可
成
速
ニ
設
置
セ
ラ

レ
ン
コ
ト
モ
望
ム

四
、
道
路
愛
護
ニ
関
ス
ル
件

五
、
停
染
病
譲
防
ニ
関
ス
ル
件

六
、
早
稲
増
殖
ニ
関
ス
ル
件

連
年
凶
作
ニ
見
舞
ハ
ル
ル
本
村
ト
シ
テ
早
稲
種
ヲ
増
殖
ス
ル
ハ
時
宜
ニ
適
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
ム
。

尚
凶
作
ハ
当
地
方
独
特
ノ
判
叫
剖
ノ
被
害
ニ
因
ル
ヲ
以
テ
之
カ
防
風
林
ニ
就
キ
御
研
究
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
。

七
、
信
用
ノ
維
持
向
上
ニ
関
ス
ル
件

か
か
る
議
案
を
中
心
と
し
て
部
落
代
表
が
い
か
な
る
討
議
を
し
た
か
は
不
明
な
の
で
、
徒
ら
に
断
定
す
る
こ
と
は
差
し
ひ
か
え
る

天

間

林
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が
、
し
か
し
、
こ
れ
が
昭
和
九
年
凶
作
を
蒙
む
っ
た
村
の
代
表
者
の
会
議
の
議
題
な
の
か
と
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
村
独
自
と
し
て

の
対
策
は
、
何
ら
明
確
口
は
提
出
さ
れ
る
事
も
な
く
終
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
「
本
村
ト
シ
テ
ノ
救
済
施
設
如
何
」
と
あ
り
、

こ
こ
に
お
い
で
あ
る
い
は
討
論
が
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
し
か
し
、
本
来
的
に
は
、
村
当
局
か
ら
提
出
さ
れ
て
具
体

的
に
記
述
さ
れ
て
い
て
よ
い
問
題
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
確
た
る
施
策
を
村
当
局
と
し
て
は
持
ち
合
せ
て
い
な
か
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ

つ。
勿
論
だ
か
ら
と
言
っ
て
全
く
皆
無
な
の
で
も
な
い
。
第
六
項
な
ど
は
、
他
村
に
訟
で
も
実
施
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
天
間
林
村
と

し
で
も
本
格
的
に
全
村
的
と
り
組
み
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
し
て
注
目
し
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

同
昭
和
一
六
年
凶
作
時
の
天
間
林
村
に
お
け
る
水
稲
収
穫
量
調
査
表

昭
和
一
六
年
も
ま
た
凶
作
を
経
験
す
る
が
、
当
時
我
国
は
、
太
平
洋
戦
争
へ
と
そ
の
戦
火
を
拡
大
す
る
矢
先
で
あ
り
、
国
民
は
あ

げ
て
戦
争
体
制
へ
一
致
協
力
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
か
く
し
て
食
糧
供
出
こ
そ
が
農
民
の
第
一
義
的
目
的
と
さ
れ
、
凶
作
自
体
を
あ

れ
こ
れ
と
憂
う
る
余
裕
す
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

昭
和
一
六
年
の
凶
作
は
「
時
局
の
進
展
と
共
に
、

ま
す
/
¥
急
務
と
な
っ
た
食
糧
の
増
産
確
保
に
本
膳
も
米
穀
始
め
各
種
重
要
農

産
物
の
増
産
計
画
を
樹
立
し
て
、
こ
の
遂
行
に
努
め
、
官
民
一
体
の
増
産
戦
を
展
開
し
た
」
(
「
東
奥
年
鑑
、
昭
和
十
七
年
版
』
)
そ
の

出
鼻
を
く
じ
く
形
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

水
稲
被
害
状
況
を
、
県
全
体
と
上
北
郡
を
あ
げ
れ
ば
第
四
九
表
の
如
く
で
あ
る
。

か
く
し
て
ま
た
凶
作
対
策
は
各
種
講
ぜ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
基
本
的
に
は
昭
和
六
、
九
、

一
O
年
の
凶
作
の
時
同
様
の
も
の
で



第
四
九
表

昭
和
一
六
年
水
稲
被
害
状
況

あ
る
。
若
干
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
事
は
、
例
え
ば
「
県
冷
害
対
策
要
綱
』
に
も
み
ら
れ
る
如
き
、
「
時
局
の
重
大
性
」
を
前
面
に
打
ち

出
し
て
精
神
的
昂
揚
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
点
、
あ
る
い
は
、
離
村
防
止
対
策
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思

ぅ
。
前
者
は
当
時
の
状
況
か
ら
し
て
ま
こ
と
に
当
然
の
事
で
あ
ろ
う
し
、

ま
た
後
者
は
、
す
で
に
農
村
部
に
お
い
て
徴
兵
等
の
結
果
と

し
て
の
労
働
力
減
少
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
の
現
わ
れ
で
も
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
こ
に
注
目
に
値
す
る
資
料
が
あ
る
。
『
青
森
県
上
北
郡
天
間
林
村
の
昭
和
十
六
年
の
大
凶
作
に
蛤
け
る
各
人
の
収
穫
量

(
水
稲
)

の
各
農
事
実
行
組
合
調
査
報
告
集
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
一
七
年
一
月
に
中
嶋
信
氏
が
「
:
:
:
昔
か
ら
度
々

凶
作
が
あ
っ
た
様
で
す
:
:
:
が
何
時
も
詳
し
い
凶
作
の
統
計
が
残
っ
て
居
り
ま
せ
ん
。
私
は
去
年
の
凶
作
:
:
:
(
を
)
調
べ
て
:
:
:

後
世
の
子
孫
へ
の
贈
物
と
し
て
残
し
度
い
」
と
い
う
目
的
で
、
各
農
事
組
合
長
あ
て
収
穫
量
の
調
査
を
依
頼
し
、

そ
の
解
答
を
中
嶋

氏
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る

(
但
し
ま
と
め
た
の
は
、
昭
和
五
一
年
に
な
っ
て
で
あ
る
)
。
各
人
の
収
穫
量
が
こ
の
よ
う
な
形
で
報

告
さ
れ
た
例
は
稀
で
あ
る
と
思
う
の
で
、
資
料
的
価
値
の
意
味
か
ら
も
こ
こ
に
記
載
し
て
お
こ
う
。

天

間

林

村

史
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坪 忠吉 2.2.0 1.5 

坪 興八 2.1.0 8 

坪 佐太郎 2.5.0 9 

坪 吉三郎 2.2.0 8 

坪 松三郎 2.5.0 1.6 

坪 寅 間 3.7.0 4.4 

坪 得三郎 2.2.0 1.5 

坪 岩之助 2.0.0 1.0 

坪 長之助 1.6.5 1.2 

坪 元八 2.1.0 2 

坪 勝三郎 2.2.0 1.2 

坪 三九郎 2.0.0 2.0 

坪 岩蔵 1.0目。 8 

坪 金蔵 2.0.0 2.4 I 

坪 石松 1.8.0 1.6 

坪 多蔵 1.8.0 4.0 

坪 菊之助 1.4.0 l.6 

坪 善次郎 1.0.0 4 

坪 慶太郎 1.6.8 1.2 

坪 松之助 1. 7.9 1.2 

坪 晋 吉 3.8.0 3.2 

坪 重之助 3.3.0 3 

坪 宇 八 2.6.0 4 

坪 佐之助 8.0 3 

坪 松五郎 3.5.0 2 

坪 立青 2.5.0 3 

坪 千代治 2.8.0 2 

坪 慶蔵 2.1.0 1.4 

主手 福松 1.0.0 l 

主平 三太 2.0.0 2 

第50表

昭和16年天間林村の水稲収穫状況

(1) 坪農事組合
第

五

編

近

耕作者氏名 耕作反5jIJ 籾実収量

坪 末吉
町 反 セ 石斗

1.3.7 3.2 

坪 仁太郎 7.7 6 

坪 種松 1.2.2 9 

坪 健次郎 l. 5.0 7 

坪 興助 7.5 8 

坪 三之助 1.2.0 7 

坪 直吉 2.0.0 3.5 

坪 勇 8.0 1.3 

矢 崎三 太郎 6.0 3 

金 野 徳松 7.0 8 

土平 由太郎 1. 7.0 7 

坪 輿太 1.2.0 2.8 

小又武志 1.4.0 1.2 

坪 由五郎 1.2目。 6 

坪 千太郎 2.6.0 1.2 

坪 福太郎 2.0.0 2.4 

坪 市五郎 2.0.0 1.6 

鳥谷部巳之助 2.0.0 5 

坪 j台三郎 1.5.0 2.7 

坪 春松 1.2.0 7 

坪 治郎 3.4.0 5.2 

坪 壮次郎 1.5.0 1.2 

坪 金之助 2.7.0 2.0 

漆 戸吉 太郎 2.5 1 

日行 福松 1.6.0 6 

柴 崎 権太 2.3.0 8 

柴崎権助 4.0 2 

fて

O
九

O



原子由太郎

天

間

林

村

史

7人の合計

平均反収

「附記」ー()内の数字は脱穀して枇籾を馬

糧にした分の反別で、残りの分は刈った

まま堆積して置き後に集敷草にした、殆

んど皆無作であったと。

(4) 尾山頭農事組合

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

上野由太郎
町反セ 石斗

1.6.0 。
上野福太郎 1.5.0 。
上野福松 1.7.0 。
上野太利 1.0目。 6 

上野宇八郎 1.0.0 。
上野三郎 8.0 8 

上野重太郎 1.0.0 。
上野俊夫 7.0 。
上野辰太郎 1.5.0 8 

上野 定 吉 6.0 。
千曳岩松 1.0.0 。
上野 要 助 6.0 2 

上野重作 2.1.0 1.2 

太田 輿 助 1.0.0 

14人の合計 15.5.0 3.6 

平 均反収 0.02 

0 
九

(5) 白石農事組合

耕作者氏名

坂本佐野

日行 吉太郎

坪 豊次郎 1.4.0 2 

坪 精蔵 1.0.0 5 

坪 千代三郎 3.5 2 

60人の合計 105.7.3 75.3 

平均反収 0.07 

(2) 金 i畢農事組合

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

金 沢 作 兵衛
町反セ 石 斗

2.4.0 1.2 

金 沢 孫吉 1. 7.0 1.0 

金沢久松 3.3.5 9 

金沢鶴治 2.1.0 1.2 

金沢 孫次郎 2.6.0 6 

金沢 吉太郎 2.1.0 9 

金沢竹松 4.4.0 1.2 

金沢健之助 1.1.0 4 

金沢春松 2.2.0 9 

金 沢卯 之松 1.5.7 5 

金沢輿太 1.2.0 2.4 

11人の合計 24.7.0 9.04 

平均反収 0.37 

(3) 柳平農事組合

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

柳 平己之助 (1町8反~8"'í 買

14 

柳 平 孫吉
(1.0.0) 16 3.0.0 

中野渡末吉
( 5.0) 

3 1.5.0 

中野渡長吉 6.0 。
野 田 頭 福治 ( 3.0) 13 1.5.0 

古屋敷助三郎
( 4.0) 3 8.5 
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坂 本 房松 1.0.0 1.2 

八嶋 民次郎 1.6.0 8 

中川原福太郎 1.3.0 8 

白石要助 1.8.0 2.8 

白石松之 助 1.6.0 8 

白石弥之 助 8.0 1.5 

白石長次郎 9.0 8 

白石達太郎 6.0 4 

白石定次郎 1.0.0 9 

白石市太郎 1.8.0 3.0 

白石三九郎 8.0 5 

白石福松 1.5.0 8 

白石喜蔵 2.0.0 1.3 

白石房五郎 2.5.0 1.2 

白石孫助 2.6.0 1.6 

白石勇三 6.0 8 

白石宮次 郎 7.0 1.0 

白石福治 1目2.0 1.2 

白石徳松 3.0 。
松 山 宝治 3.0.0 。
松 山初太郎 2.0.0 8 

坂本五郎 1.7.0 9 

坂 本 由太郎 1.7.0 8 

坂本 三之丞 2.2.0 1.5 

松山岩蔵 2.000 2.0 

坂 本 耕一 3.0.0 2.0 

八嶋丑太郎 1.8.0 1.9 

八嶋 子之松 2.5.0 。
八嶋長太 1.4.0 5 

白石藤松 2.0.0 2.1 

八嶋喜登 1.6.0 8 

白石徳右エ門 1.5.0 1，2 

坂木勝三郎 1.3.0 8 

松山岩之助 2.0.0 2.8 

松山金之助 1.3.0 2.0 

白石三郎 1.1目。 1.7 

白石仁左エ門 2.8.0 4.0 

白石和音 1.6.0 2.0 

40人の合計 63.9.0 51.5 

平均反収 0.08 

上原子農事組合

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

原子藤松 Z1F1手8
ヨrl50 斗

上原子長之助 ワセ 1.0 4 
オク 1.5.0 。

原 子 由 右 門 オク1.8.0 。
上原子定吉 オク 2.0.0 。
上原子先之助 オク 4.0 。
上原子佐太郎 オク 8.0 4 

上原子与之吉 オク 2.8.0 7 

上原子善太郎
ワセ 5.0 1.5 
オク 2.3.0 。

大浦栄次郎 ワセ 1.5 3 
オク 6.5 。

原子晋吉 オク1.5.0 2.0 

鳴海政次郎 ワセ 2.0 6 
オク1.8.0 。

鳴海留蔵 ワセ 2.0 6 
オク 6.0 。

上原子勘次郎 オク 4..0 。
上原子三慶 ワセ 1.0 1.0 

オタ 2.3.0 。
上原子太吉 オク 2.4.0 。
上原子久松 オク1.3.0 1.5 

上原子吉太郎
ワセ 5.0 2.5 
オク 6.0 5 

(6) 
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日行崎正経 3.5.0 

日行崎祢勢 2.5.0 

日行崎弥清 1. 5.0 

H行崎孫助 1.0.0 

日行崎由吉 1.0.0 

十校内市太郎 2.3.0 

十枝内三太 1.3.0 

十校内輿助 6.0 

十校内三之助 3.0.0 

十校内勇次郎 1. 7.0 

十校内竹次郎 1.6.0 

13人の合計 21. 9. 0 

平均反収

(9) 附農事組合

耕作者氏名 耕作反別

兎内市三郎
町民セ

4.5.0 

日行 普 治 4.5.0 

耕一 1.8.0 

日行 孫太郎 2.2.0 

H行 {忠右エ門 2.5.0 

日行 加野 2.0.0 

日行 福松 2.0.0 

町屋駒蔵 1.5.0 

日行 勇次郎 4.0 

E行 丑 蔵 5.0 

E行 茂 5.0 

日行 すわ 6.0 

H行 市五郎 2.5 

E行 由 雄 1.5 

12.0 

4.0 

1.2 

1.2 

6 

8.0 

5.0 

6 

4.0 I 

4.0 

2.8 

45.8 

0.02 

籾実収量

Tiュi
20.2 

18.2 

9.2 

12.0 

13.3 

10.0 

10.0 

5.0 

3.0 

2.5 

2.0 I 

2.0 

0.4 

0.4 

鳴海長福
ワセ 3.0 7 
オク 2.5.0 。

鳴海孫吉 ワセ 5.0 2.5 
オ'12.5.0 。

上原子元吉 オク 3‘0.0 。
鳴海長之丞

ワセ 2.0 1.0 
オク1.8.0 。

上原子ナ ミ
ワセ 1.0 4 
オク1.4.0 。

原 子 種吉 ワセ 4.0 1.2 
オク1.4.0 。

上原 子孫助 オワセク2.8.0 。
上 原子兼松 オク 2.6.0 。
鳴海 治太郎 オク 5.5 5 2 。
上 原子留蔵

ワセ 3.0 1.0 
オク 2.0 。

27人の合計 47.0 19.5 

平 均反収 0.04 

(7) 菜ノ木沢農事組合

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

中野福蔵
町匡セ 石斗

8目。

中 野 松 太郎 1.9.0 4.0 

中野勇八 2目0.0 2.0 

中 野 亥 之松 3.0.0 4.0 

中 野 健 三郎 2.0.0 1.6 

中野ふみ 6.0 1.2 

桧 山 兼蔵 6.0 8 

向 中 野 福治 1.3.0 1.2 

8人の合計 11.4.0 22.8 

平均反収 0.2 

(8) 十校内農事組合

耕作者氏名

十校内 勝 雄

金 沢 勝次郎



田中関松 1.3.0 3.0 

田中藤太郎 1.0.0 2.7 

田中仁三郎 6.0 8 

9人の合計 11.9.0 31.0 

平均反収 0.26 

(12) 手代森農事組合

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

手代森福見
町匡セ 石斗

1.5.0 6.5 

手代森福治 9.5 6.0 

手代森佐太郎 1.4.0 6.0 

手代森三太郎 2.0 2.0 

手代森勝蔵 7.0 3.0 

手代森輿祖吉 9.0 5.0 

手代森市松 6.0 4.0 

手代森石松 9.0 5.0 

工藤由太郎 1.0目。 5.0 

手代森松三郎 9.0 4.0 

10人の合計 9.0.5 46.5 

平均反収 0.51 

附記一、本年の籾は平年作の時なら馬糧

程度のもので誰も桝や秤て計って居りま

せんので大体の見積です。

(13) 中野農事組合

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

中野仁平
町民セ 石斗

1.8.0 3.0 

中 野 由 1. 9.0 4.0 

中野渡長次郎 1.0.0 2.0 

町屋祐司 1. 7.0 4.0 

14人の合計

平均反収 第

五

編
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(10) 市ノ渡農事組合

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

市ノj度惣右エ門
町反セ 石 斗

3.2.0 3.0 

市ノ渡久四郎 3.0.0 3.0 

市 ノ波石松 2.5.0 2.0 

桧 山由太郎 8.0 4 

絵 山 松之助 3.2.0 3.0 

市 ノ 渡健蔵 1.0.0 4 

市ノ渡福助 5.0 。
市 ノ 渡丑松 2.8.0 2.0 

市ノ渡三九郎 1.2.0 1.0 

市ノ 渡三太 2.5.0 2.0 

市ノ渡 酉松 2.0.0 1.0 

絵 山勝太郎 2.3.0 1.0 

市ノj度喜代松 5.0 。
市ノj度佐野 4.0 。

14人の合計 25.9.0 18.8 

平均反収 0.07 

代

(11) 底田農事組合

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

古 内 作 兵エ
町反セ 石斗

2.0.0 6.0 

古内加之 1.6.0 4.5 

古内福治 1.0.0 2.7 

古内五郎 9.0 1.0 

田中松太郎 1.5.0 4.3 

回中千太 郎 2.0.0 6.0 

O
九
四



向中野松太郎 8.0 8 

町 屋安太郎 2.3.0 12.0 

中野由蔵 l.4.0 3.0 

中 野藤 太郎 1.0.0 8.0 

町屋嘉平太 8.0 2.0 

中野仁太 7.0 8 

町屋モン l.3.0 5.0 

中野市太郎 1.2.8 4.0 

東 三十郎 4.0 1.2 

苫米地吉太郎 6.0 3.2 

桧山五郎 7.0 4.0 

町 屋 勝隆 6.0 1 

中 村 福 太郎 1.4.0 Z目。

町屋 営 1.0 。

中 村儀 三郎 1.5.0 1.5 

苫米地一郎 6.0 1.0 

20人の合計 21.8目。 61.6 

平均反収 0.28 I 

竺]平均反収

天

松ヶ沢農事組合

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

鳥谷部輿慶
町民セ 石 l
9.7 2.0 

鳥谷部三太郎 l.4.0 3.5 

十枝内松次郎 3.4 8 

向中野定吉 3.6 1.0 

中野興太郎 9.0 1.8 

5人の合計 3.9.7 9.1 

平均反収 0.23 

(1日
間

林

史

村

原久保農事組合

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

西野久五郎
町反セ 石斗

2.4.0 2.4 

西 野清正 2.1.0 3.5 

西 野 申松 3.0.0 4.0 

西 野勝太郎 l.6.0 2.0 

西野子野 3.0.0 3.2 

西野 申 1.5.0 l.1 

西 野権野 3.1.0 3.5 

西野慶次郎 2.0.0 2.5 

8人の合計 18.7.0 22.2 

)
 
4
 

l
 
(
 

耕作者氏名 耕作反日Ij 籾実収量

鳥谷部栄八
町民セ イi ↓

2.0.0 3.2 

鳥谷部石太郎 1.2.0 2.0 

鳥谷部輿八 1.0.0 8 

鳥谷部五野 4.0 8 

鳥谷部嘉太郎 1.5.0 3.6 

鳥谷部吉松 3.0 l.0 

鳥谷部三平 8.0 2.0 

鳥谷部喜代松 1.0.0 2.0 

鳥谷部勝太郎 6.0 l.0 

鳥谷部敏夫 3.0 。
鳥谷部徳次郎 1.0.0 2.0 

鳥谷部可野 2.4.0 5.0 I 

鳥谷部半右エ門 2.2.0 

鳥谷部長右エ門 2.0.0 

鳥谷部農事組合(16) 

一O
九
五



(17) 天間館第一農事組合

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

工藤市太郎
町反セ 石斗

3.5 4 

天 間 高 蔵 3.0 6.5 

天間 良 吉 l.0.0 5.3.8 

天間福蔵 l.2.0 6.2.3 

端本福太郎 l.2，0 4.2 

逓駅久五郎 l.2.0 7.5 

天間乙松 1.0.0 4.8 

天間園蔵 l.0.0 5.4.2 

天間藤兵衛 2.3.0 8.3 

天間金次郎 l.3.0 4.3.8 

天 間 尾 治 l.0.0 3.6 

端本金蔵 7.0 3.0.4 

天間孫太郎 2.0.0 12.0.3 

天間市郎 l.0.0 5.4.8 

逓駅恵直 l.2目。 7.0.9 

天間よし 4.0 2.8 

天間久太 5.0 l.0 

天間千代吉 2.0 6 

天間敬悦 8.5 4.6.8 

天間松五郎 4目。 2.2 

天間 晋 吉 l.0.0 5.4.8 

天 間 仁 八 2.l.0 12.8.5 

天間 輿 助 8.0 4.8.4 

姥沢市松 3.0 l.8 

天間長松 6.0 4.0.8 

天間茂次郎 5.0 3.6 

天間永次郎 2.8.5 l.2.8 
L一ー一一ー

鳥谷部喜之助 8.0 8 

鳥谷部万九郎 8.0 l.2 

鳥谷部定吉 2.0 4 

鳥谷部ー松 l.0.0 2.0 

鳥谷部福太郎 l.2.0 l.8 

鳥谷部第吉 2.5 6 

鳥谷部松三郎 l.2.0 2.5 

鳥 谷 部 三慶 l.0.0 2.0 

鳥谷部房松 7.0 l.2 

鳥谷部定吉 l.0.0 8 

鳥谷部孫作 l.4.0 l.5 

鳥 谷 部 由松 3.0 7 

鳥谷部定右エ門 l.0.0 l.0 

烏 谷 部 務慶 5.0 2 

鳥 谷 部 石蔵 3.0 4 

鳥谷部清蔵 l.0.0 7 

鳥 谷 部 徳松 l.0.0 1 

烏谷部第助 1.3.0 1.0 

鳥 谷 部 申松 l.3.0 l.0 

鳥 谷 部 酉松 1.5.0 4.0 

鳥谷部三九郎 2.0.0 3.0 

鳥谷部八太郎 l.0.0 1 

鳥谷部三之丞 l.0.0 8 

鳥谷部友次郎 6.0 4 

鳥 谷 部 千太 2.0.0 3目。

鳥谷部仁太郎 3.0目。 2.5 

鳥谷部徳右エ門 3.0.0 2.0 

鳥 谷 部 長野 l.8.0 2.0 

42トの合計 48.8.5 67.3 

平均反収 0.14 
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天

間

林

村

史

天間竹松 2.5.0 2.5 

築田茂兵エ 1.8.0 3.0 

天間福太郎 1.6.0 8 

天間清松 1.0.0 8 

天間勝治 1.2.0 2.0 

天間己之八 5.0 5 

天間安之 7.0 1.0 

佐藤松太郎 2.0.0 5 

天間三四郎 2.0.0 5.0 

築田茂次 3.0 4 

姥名竹蔵 2.5.0 2.4 

千葉軍蔵 1.6.0 3.0 

沢田勇イ乍 1.5.0 1.0 

天間兼松 2.0.0 1.2 

天間長之助 1.5.0 2.0 

天間辰太郎 2.0.0 2.0 

天間徳太郎 2.7.0 2.0 

天間輝利 1.3.0 2.0 

天 間 i原蔵 2.0.0 3.0 

天間福助 9.0 7 

沢田 勇 八 1.5.0 3.0 

佐藤二太郎 1.8.0 4 

小又 松 1.0.0 4 

竹原晋之助 1.0.0 5 

工藤はちゑ 6.0 8 

附回友次郎 3.0.0 。
39人の合計 58.4.0 57.9 

平均反収 0.99 

O
九
七

天聞大之 9.0 2.8.5 

天間吉太郎 2.2.0 14.9目8

沢田和吉 1.3.0 6.8.9 

附田綱吉 7.0 4.2 

沢田宇之 8.5 5.2 

天間定吉 1.3目5 8.6.8 

天間徳 光 1.5.0 1.1.8 

天間政官 8.0 10.0 

天間輿六 2.1.0 15.4.2 

天間孫助 2.0.0 16.0.8 

天 間 まつゑ 3.4 2.0.7 

天 間 敏雄 2.5 9 

39人の合計 41.5.4 223.8.1 

平 均反収 0.54 

(18) 天閉館第二農事組合

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

附 田 鉄蔵
町反セ 石斗

2.5.0 2目。
沢田勇吉 2.0.0 8 

築 団 長吉 1.3.0 4 

築田吉太郎 1.0.0 1.0 

天間市助 1.5.0 2.5 

附 田 福松 1.8.0 1.2 

天間房五郎 1.5.0 8 

米 国 理人 1.0.0 2.0 

天間美智儀 2.0 。

天間勇太郎 1.0.0 1.2 

天間万 四 郎 1.4.0 8 

天間助惣 1.7.0 3.5 

天 間 久助 1.0.0 8 



築田吉五郎 3.0 5.5 

附田佐太郎 1.5.0 1.6 

天間実雄 1.0.0 2.0 

天間喜藤 1.0.0 2.4 

天間喜之助 6.5 1.2 

天間健次郎 5.0 1.2 

天 間 真 吉 1目3，0 3.2 

天間仁太郎 2.0 1.2 

天間 福 松 1.5.5 1.0.0 

工藤 宏 1.4目。 8.8 I 

津田勇之助 8，0 1.2 

38人の合計 37.4.5 12.2.8 

平均反収 0.33 

(20) 天開館第四農事組合

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

田 嶋 松 次 郎
町民セ 石斗

1.8.0 9.8 

天間要助 1.2.0 6.3 

天間宇之吉 3.0 4 

鳥谷部三兵エ 1.4.0 4.0 

工藤由太郎 1目0.0 4.0 

天間伊之松 1.0.0 2.7 

天間菊松 2.1.0 6.8 

天間徳右エ門 5.0 2.2 

天間恵主異 6.0 1.7 

天 間 初 兵 エ 7.0 3.5 

築田勝雄 1.4.0 3.2 

大地辰之助 9.5 1.1 

工藤松五郎 2.2.0 22.0_l 
天間陸蔵 1.5.0 

(19) 天閉館第三農事組合
第
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耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

天 間 作 兵エ
町 反 セ 石斗

1.8.0 8.2 

天間市松 1.6.0 10.0 

天 間善 次郎 7.7.7 2.0 

工 藤藤太郎 1.0.0 2.2 

天 間興 三郎 6.0 2.0 

天間元松 1.8目。 6.0 

天間勇助 1.2.0 2.4 

天間白見 1.2.0 6.0 

天 間 万吉 1.5.0 6.2 

津 田作 太郎 1.5.0 7.0 

工藤 f恵三 7.0 6目。

天間又蔵 1.0.0 1.0 

町屋寿一 4.0 1.2 

附 田吉 五郎 1.0.0 8 

築田信一 1.0.0 2.4 

天間長福 8.0 2.4 

天間友治 8.3 2.4 

工 藤仁太郎 8.0 2.4 

坪 政次郎 5.0 1.0 

天聞大蔵 1.6.0 4.0 

築回与太郎 7.0 3.6 

築田綱吉 8.0 2.4 

小林L 勇詞男 1.6.0 2.3 

天間サミ 1.0.0 2.0 

天 間 勝己 4.0 1.0 

盛田米吉 3.5 8 

築 凹吉 次郎 8.0 1.8 

代
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天

間

林

村

史

天間松太郎 1.3.0 1.6 

工藤ニ之助 8.0 1.6 

築田武田路 2.0.0 3.0 

築田露次郎 8.0 1.2 

天 間 己 之 助 6.0 3.2 

49人の合計 50.9.5 16.9.7 

平均反収 0.33 

(21) 小又農事組合

O
九
九

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

小又保城
町反セ 石斗

1.3.0 5.0 

小又倉松 8.0 6.0 

小又兼松 2.5.0 1.0 

小 又 申 2.2.0 6.0 

小 又 石 1.8.0 10.0 

小又ニ太郎 1.3.0 6.0 

小又由松 1. 7.0 5.3 

小又喜三五郎 5.0 1.2 

松村吉松 4.2 1.4 

松村幸吉 1.0.2 3.0 

中村市太郎 1.6.0 6.2 

小又吉五郎 1.6.5 4.0 

小又三郎 6.2 2.4 

小又輿三郎 1.1目。 3.0 

小又松蔵 1.0.2 2.2 

小又申松 1.5.0 8.0 

小又宇之松 1.6.5 6.5 

小又喜之助 8.0 1.4 

小又長次郎 1.4.0 4.8 

小又武見 1.3.0 5.0 

天間久松 8.0 1.4 

天間兼吉 8.0 4.0 

天間勝太郎 1.6.0 6.4 

天 間石蔵 8.0 3.6 

日行 子之松 9.0 1.2 

千 葉ミサ 1.3.0 2.0 

千葉世志太郎 1.0.0 2.0 

千葉 i原次郎 3目。 1.3 

天 間直太郎 8.5 6.0 

天 間房松 8.5 6.0 

附回由蔵 5.5 8 

附田興三郎 7.0 4 

天 間由松 1由.0 3.0 

天 間吉松 2.0 1.6 

附田由太郎 4.0 1.0 

鮒回五郎松 8.0 2.4 

天間五郎 9.0 1.8 

工 藤仁平 1.5.0 4.8 

中 野興助 7.0 1.4 

天間石之助 1.2.0 1.8 

天間三 太 4.5 1.2 

附田 敏 2.5 5 

工藤長太 2.6.0 10.0 

天 間佐野 1.7.0 。

附 田要助 2.0.0 4.0 

附田 徳福蔵 8.5 2.0 

附田 福徳蔵 1.7.0 2.8 

天 間輿太 2.0 1.2 

天 筒白太郎 8.0 3.6 

天 間石松 1.0.0 2.4 



附 田 土口台 l.4.0 6 

榎林馬之助 l.l.8 l.5 

榎林勇次郎 2目5.8 l.0 

榎 林 勝 治

天間清次郎 9.0 4 

15人の合計 2l.8.1 16.9 

平 均反収 0.08 

(2邸中嶋農事組合

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

中嶋 茂 登
町民セ 石斗

5.0 5.2 

中 嶋 正 二 郎 6.3 5.8 

中嶋亀太郎 6.4 2.4 

中 嶋 {言 4.0.0 44.7 

向中野万太 6.3 6.0 

5人の合計 6.4.0 58.3 

平均反収 0.91 

く参考記録〉

昭和16年に私の回で実施した、坪刈の内

の私の耕作田の 6田区の生籾の収量は下

記の通りでした。

田区 品種名 籾の容量 籾の重量

1 陸羽132号 合勺 匁

9.0 240 

2 " 9.6 260 

3 " 6.9 175 

4 " 6.0 150 

5 " 7.0 175 

6 陸羽 1号 9.2 230 

但し、各国区中で一番稔実の良い場所の

稲を刈ったので各国区毎の平均は此の数

字65%以下の見込と附記してあります。

小又 福五郎 l.2.0 4.2 

小又寅蔵 l.3目。 6.0 

小又六松 l.4.0 6.5 

小又福蔵 l.5.0 4.0 

小又定之助 l.2.0 8.2 

小 又 徳 助 2.2.0 13.4 

小 又石 太郎 8.0 2.0 

小 又 小 吉 l.8.0 7.0 

小又権太 6.5 l.2 

小又 久五郎 1.3.0 8.5 

小 又 三 九郎 4.0 1.1 

小 又 要 助 1.0.5 4.5 

小 又 藤 太郎 1.2.0 3.8 

小又勘助 1.3.0 5.4 

14人の合計 43.4.8 19.4.2 

平均反収
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(22) 寺沢農事組合

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

附田盛直
町反セ 石 斗

3.3.0 4.0 

附 田 熊 吉 2.5.0 3.0 

附田晋七 1.5.0 9 

附 田徳 三郎 8.0 4 

附田由松 1.0目。 4 

附田半左エ門 1.6.0 8 

附 因 子 之松 6.0 2 

附 回 松 太郎 2.5.0 2.5 

附 固 定 吉 1.0.0 8 

附 田 啓 治 2.5 皆無

附田 晋 7.0 4 

。。



天

間

林

村
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高松由太郎

加賀長之助

28人の合計

平均反収

(25) 中山由農事組合

。

耕作者氏名 耕作反}]IJ 籾実収量

中山由徳次郎
町民セ 石十

1.8.0 5.4 

矢崎綱次郎 1.8.0 7.2 

矢崎 慶 治 2.4 4.8 

中崎佐平治 2.8.0 11.2 

中山由健之助 2.0 1.0 

田嶋利見 1.5.0 9.0 

田嶋勝次郎 1.0.0 6.0 

田嶋吉助 1.6.5 6.6 

田嶋乙吉 2.1.0 10.5 

中 崎 徳 定 1.6.0 6.8 

田嶋孫右エ門 2.6.0 7.8 

中山由龍助 1.1.0 4.4 

石橋長七 9目。 4.9 

石橋克雄 2.8.0 3.6 

田嶋徳太郎 1.5.0 8.4 

田嶋 i原之助 1.5.0 6.0 

田 嶋 松 之 助 1.8.5 9.0 

田嶋徳松 1. 7.0 11目1

田嶋定吉 1.3.8 10.2 

田嶋忠蔵 2.6.0 5.5 I 

中山由 達 4.6 10.4 

|中崎七太郎 4.6 1.4 

|田嶋久三郎 2.3.0 6.9 

(幼上野崎農事組合

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

高松 勉
町反セ 石斗

2.8.0 5.6 

高 松茂雄 1.3.0 2.3 

高 松徳三 2.0.0 3.0 

高松健治 5.5 1.1 

高松儀三郎 1.2.0 3.0 

高松朝次郎 1.0.0 2.0 

高松 福次郎 6.0 1.5 

高松丹蔵 6.0 9 

高松徳松 6.0 1.2 

高 松三太郎 1.5目。 4.5 

高松三郎 2.3.0 4.6 

小 林豊吉 5.0 1.0 

加賀兼松

加賀三郎 1.8.0 5.4 

加賀長三郎 1.0.0 1.5 

加賀福蔵 1.5.0 1.5 

加賀利三郎 2.2.0 5.5 

長 j畢亀 吉 5.0 5 

高松宇野 6.0 1.2 

高松 i原治 1.0.0 2.0 

高松時次郎 8.0 1目2

高松吉三 5.0 5 

高 松 三之助 1.1.0 2.2 

高松春治 9.0 2.0 

高松 H青郎 4.0 4 

両松喜代美 3.0 6 

高 松政男 6.0 1.5 
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田嶋吉松 l.9.0 5.7 

田 嶋 攻 郎 l.l.0 3.3 

田嶋五六助 l.5.0 4.5 

田嶋重穂 9.0 3.6 

田嶋馬吉 l.5.0 6.0 

石橋 清 l.5.0 6.0 

中由由仁太 l.6.0 6.4 

中由曲徳 i古 l.l.0 4.4 

長 i畢丹治 2.3.0 13.8 

長 i畢丑造 l.8.0 9.0 

中崎市之助 l目9.3 7.7 

中山由長之丞 9.0 3.6 

中山由興三郎 l.3.0 4.2 

加賀岩志郎 l.l.2 5.6 

長 沢 利 男 9.0 4.5 

中山由ヤソ 2.0 8 

39人の合計 58.5.8 424.2 

平均反収 0.72 

。

下野崎農事組合

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

半 崎恵 主異
町反セ 石斗

l.2.0 12.0 

半崎三郎 l.8.0 18.0 

酒井兼蔵 9.0 9.0 

富田熊蔵 2.3.5 23.5 

荒木市太郎 l.3.0 13.0 

笹 原 徳 治 4.5 4.5 

半崎一秋 7.0 7.0 

田頭三太郎

半崎輿之助 2.0.0 20.0 

(26) 

酒井末三郎 6.0 6.0 

酒井岩之助 9.5 9目5

大鹿福太郎 l.7.0 17.0 

田頭寅助 l.0.0 10.0 

大鹿孫太郎 l.8.7 18.7 

酒 井 吉 之 助 1.3.0 13.0 

富田勇次郎

酒井 重 蔵 2.2.0 22.0 

笹原三郎 2.0.0 20.0 

i畢尾盛雄 3.5 3.5 

酒井訴次郎 5.0 5.0 

i畢尾要助 l.4.0 14.0 

衣川久作 l.5.0 15.0 

j畢 尾 専 太 郎 l.5.0 15.0 

松下市太郎 l.l.5 11.5 

田 頭福蔵 l.0.5 10.5 

i畢尾由蔵 3.0 3.0 

向中野三太郎 4.2 4.2 

山内 f申 l.3 l.3 

笹原徳松 l.2.0 12.0 

津尾吉郎 5.0 5.0 

大鹿金太郎 l.3.0 13.0 

大鹿常吉 l.6.0 16.0 

富田万次郎 l.6.0 

野川佐之吉 2.l.0 2l.0 I 

酒ν 井勝三郎 l.6.0 16.0 

田 頭 仁 太 郎 l.6.0 16.0 

酒 井岩次郎 l.3目。 13目。

酒 井由太郎 l.3.0 13.0 

半崎要助 l.6.0 16.0 



中野駒吉 2.4.0 26.0 i事尾モヨ 4.0 
. 
4.0 

天 花松福間蔵 6.7 6目。 富田平太 4.0 4.0 

間 福田金次郎 3.4 6.0 田 頭円次郎 1.2.0 12.0 

林
中山由吉三郎 1.2.0 7.0 田 頭 熊蔵 1.1.0 11.0 

村
22人の合計 34.8.2 310.5 大鹿孫次郎 1.3.0 13.0 

富 固 定見平均反収 0.89 
史

酒井万之助 1.5.0 15.0 

(28) 附田農事組合
43人の合計 52.2.2 522.2 

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量 平均反収 0.1 

附田 治 郎
町民セ 石ト

2.0.0 7.0 

附田正経 1.9.0 8.0 
(27) 花松農事組合

附田久松 1.2.0 4.8 耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

北 守 太郎
町反セ 右斗

1.3.0 26.0 附田正吉 6.0 2.4 

附 田 磯 吉 1.0.0 4.0 花松健次郎 4.3.0 30.0 

附田兼松 1.5.0 5.5 花松 金之丞 2.0目5 21.0 

附田 Z閏m. 3.0 1.3 中 野 銀蔵 3.4.0 40.0 

附田福松 2.5.0 10.0 中曲由治郎右エ門 1.5.0 10.0 

附田由太郎 l目7.0 6.0 花松円次郎 1.8.0 14.0 

附田正男 7.0 2.1 福田辰三郎 1.8.5 15.0 

附田栄作 1.8.0 11.0 花松政人 1.8.8 30.0 

附 田 俊 東 2.5.0 8.1 福田福太郎 1.3.0 10.0 

12人の合計 17.7.0 70.2 花 松 喜藤 1.7.0 10.0 

平 均反収 0.39 花松 筆次郎 9.8 8.0 

中 的 太蔵 1. 7.0 10.0 

(29) 榎林第三農事組合
中 野 喜代七 1.1.5 10.0 

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量 花 松与太郎 4.0 3.0 

中 崎 兼蔵 1.5.0 10.0 福村助四郎
町反セ :ri斗

1.8.0 2.5 

福村長次郎 1.6.0 2目。 山田 由 1.0.0 6.0 

。榎林儀左エ門 9.0 1.2 花松徳助 7.0 4.5 

榎林平四郎 2.4.0 2.4 中 野 石蔵 1. 7.0 15.0 



高田久之助 2.8.0 3.5 

高田勇右エ門 3.0.0 4.0 

高田 孫 作 2.0.0 3.0 

小坂福四郎 2.1.0 2.5 

高田伝之丞 3.0.5 4.0 

高田輿七 3.9 0.4 

高田春治 8.0 0.8 

高田由太郎 1.5.0 1.2 

大 谷 平 治 7.0 1.0 

高田健次郎 2.1.0 1目5

高田勇太郎 7.0 0.5 

高田五三郎 9.0 0.4 

長久保久次郎 1.0.0 0.9 

高田倉松 1. 7.0 1.4 

小坂福次郎 .1.5.0 1.3 

仁和善次郎 1.5.5 1.0 

高 田 喜 之 助 2.4.0 4.5 

山田五郎 2.0.0 2.5 

高田長喜 1.4.0 1.4 

小坂仁太 7.7 1.0 

54人の合計 78.0.5 91.7 

平均反収 0.12 

側二ツ森農事組合

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量 l

森田長之助
町民セ 1'i牛

2.0.0 4.8 

森田金蔵 2.0.0 4.2 

森田第蔵 8.0 0.6 

森田政吉 1.0.0 1.2 

森岡市松 1.5.0 2.4 

高 回 福 資郎 8.5 0.8 

品 目 助治 1. 7.5 2.0 

中 村 長作 7目。 0.7 

高田申松 8.0 0.8 

小坂三太 1.0.0 l.0 

高田徳蔵 2目0.0 3.0 

高 田 吉 五郎 2.0 0.3 

福士春治 2.0 0.2 

高田 i原次郎 1.4.0 2.5 

高回オ吉 1目8.0 2.5 

高田市松 l.6.0 1.2 

榎林 松太郎 l.6.0 2.0 

高田 亀次郎 1.6.0 2.5 

高田忠吉 1. 7.0 2.3 

福 村長次郎 1.3.0 l.5 

小 坂七 太郎 3.0 0.2 

高田 iJL 4.0 0.3 

高田石松 1.6.0 2.0 

両 国 興 三郎 2.2.0 2.5 

l中村仁太郎 l.3.0 l.3 

中村 由 1.3.0 0.8 

高田三治 1.5.0 l.8 

小坂松五郎 7.0 5 

高田 新三郎 1.6.0 l.3 1.3.0 

高 田 要 助 l.1.0 1.1 

両 国 勝 見 l.1.8 1.2 

両国長治 l.8.0 3.5 

高田乙松 2.3.0 3.2 

高 田 敬 太郎 2.5.0 35 

高 団長 之進 l.0.0 。
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附田嘉太郎 1.3.2 3.0 

二ツ森新太郎 1.2.0 2.0 

二 y森義雄 8.0 1.0 

二 y森松三郎 2.9.0 4.0 

二ツ森重之助 2.4.0 4.0 

二 y森鶴三 6.8 2.0 

附田倉治 1.0.0 3.2 

藤嶋松三郎 1.2.0 2.0 

二ツ森不二男 3.5.3 6.0 

二、ソ森酉松 1.8.0 2.0 

二ソ森勝男 2.1.8 3.0 

二 y森春松 1.6.2 3.5 

二ツ森小末 1.0目。 2.0 

二ツ森カエ 2.0.3 3.0 

二ツ森由松 3.1.5 4.0 

附団長松 6.0 1.5 

宮沢剛克 4.0 1.6 

52人の合計 87.0.7 148目6

平均反収 0.17 

(31) 貝塚農事組合

0 
五

耕者氏名 耕作反別 籾実収量

附田次郎
町反セ 石斗

2.4.0 7.2 

貝塚勝雄 1.1.0 7.2 

員塚兼松 5.0 2.7 

附回松之助 2.5.0 7目5

附田宇八 1.5.0 10.0 

貝塚源次郎 2.4.0 6.7 

貝塚仁太郎 1.6.5 3.3 

北田五郎 2.0.0 7.0 

二 ツ森長蔵 2.1目。 4.0 

二 ツ森金蔵 2.0.0 3.2 

二ツ森福松 2.0.0 2.0 

森田竹松 1.2.0 2.5 

二ツ森由 太郎 1.8.0 2.0 

二ツ森徳松 2.2.0 8.0 

宮 沢 由松 1.0.5 1.6 

宮沢東次郎 1.6.0 1.2 

宮沢勘五郎 2.2.0 1.5 

宮沢要助 2.3.0 2.0 

二ツ森寅蔵 1.8.0 4.0 

二ツ森佐太郎 2.3.0 4.5 

野田頭辰之助 1.3.0 5.0 

宮 沢 健蔵 1.0.0 0.8 

杉 山要之助 2.4.0 1.0 

宮 沢 平蔵 2.6.0 2.0 

二ツ森不二男 2.5.3 6.0 

二 y森寅助 3.1.0 1.2 

二ツ森仁 太郎 2.2.0 4.0 

附回愛一 1.4.0 1.6 

宮 沢 得美 6.0 6 

二ソ森太見次郎 7.0 1.4 

二ツ森定見 1.5.0 1.0 

二ツ 森未吉 2.8.0 5.0 

二 y森鶴松 2.5.0 3.0 

附田又次郎 2.0.0 1.0 

二ツ森吉 三郎 6.3 4.5 

藤 島喜代吉 4.0 0.6 

宮沢武志 7.5 0.6 

宮田佐吉 1.0.0 1.0 



甲田市太郎 3.0.0 3.5 

甲田兼松 2.5.0 2.8 

古屋敷 勇 2.0.0 2.2 

甲田竹次郎 1.3.0 2.5 

甲田佐野 1.3.0 1.2 

甲回佐太郎 1.1.0 1.0 

甲 田 健 太 郎 1.2.0 。
古屋敷勝蔵 1.2.0 1.1 

甲田興之助 5.0 0.5 

甲回勝太郎 5.0 0.6 

甲回さわ 6.0 0.8 

古屋敷寅蔵 1.6.0 1.8 

古屋敷第次郎 1.3.0 1.4 

古屋敷吉之助 7.9 1.0 

甲田与一郎 9.0 9 

甲田市之助 2.0.0 2.0 

35人の合計 53.7.0 

平均反収

(33) 李沢農事組合

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

李沢健三郎
町民セ イj，:1
1. 5.7 2.1 

李沢長福 1.8.0 2.5 

伊賀佐太郎 1.8.0 2目5

伊賀清志 5.3 2.1 

李沢興太郎 9.0 0.7 

伊賀松次郎 2.6.5 3.7 

李沢勝見 2.6.5 3.7 

李沢長盛 3;7.0 5.2 I 

木村{義助 2.9，8 

員塚石松 1.4.6 5.8 

貝 塚 菊治 1.4.8 6.2 

貝 塚 滝 三郎 1.6.5 5.8 

貝塚源之丞 1.6.0 6.4 

長久保房五郎 2.6.0 13.0 I 

中村藤太郎 2.1.0 6.3 

14人の合計 24.9.4 30.2 

平均反収 1.21 
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似) 甲田農事組合

耕作者氏名 耕作反別 籾実収量

甲田庄之助
町反セ ~ï '1 

2.5.0 2.9 

甲田孫吉 5.0 0.6 

甲 田 申松 1.3.0 1.4 

甲 田 福 太郎 2.0.0 1.7 

古 屋 敷 民治 1.3.0 I目1

古屋敷盛蔵 3.3.0 3.5 

古 屋 敷 興助 2.0.0 2.5 

古屋敷鉄之助 2.5.0 2.3 

申 回 久松 1.9.0 2.0 

甲 田 房一 3.5.0 2.8 

甲 田 孟吉 7.0 0.9 

甲田要助 3目8.0 4.0 

甲回五郎松 9.0 0.7 

古屋敷松次郎 3.0.0 3.2 

甲田カヨ 8.0 0.8 

国 高 徳 太郎 5.0 0.5 

甲 田 三 太郎 8.0 0.7 

甲 田 平 次郎 1.2.0 1.2 

甲 田 鶴松 5.0 0.6 

。
ノ、



李沢太三郎 9.0 0.7 

木 村三太郎 1. 7.8 2.5 

小又勝五郎 1.6.8 2目4

木村寅蔵 1.9.0 2.6 

木村ヨシ 8.5 0.6 

木村勇三 6.6 0.5 

木村村吉 2.0.0 2.7 

木村吉三郎 2.9.1 3.8 

李沢長三郎 1.1.8 2.5 

李沢輿吉 1.8.0 2.4 

19人の合計 34.8.4 47.4 

平 均反収 0.14 

(
註
)中

嶋
氏
は
さ
ら
に
こ
の
表
へ
七
項
目
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
い
る
。

「
一
に
は
作
付
け
た
品
種
で
は
早
生
稲
が
良
か
っ
た
。

こ
に
は
田
植
時
期
の
早
か
っ
た
の
は
良
か
っ
た
。

三
に
は
偏
東
風
(
ヤ
マ
セ
)
の
あ
た
ら
な
か
っ
た
処
が
良
か
っ
た
。

四
に
は
土
質
で
は
所
謂
カ
メ
田
は
一
般
に
良
か
っ
た
。

五
に
は
水
管
理
の
行
届
い
た
田
が
良
か
っ
た
。

六
に
は
熱
心
で
誠
実
な
人
の
稲
が
良
か
っ
た
よ
う
だ
。

昭
和
一
六
年
凶
作
は
、
天
間
林
村
全
域
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
事
は
以
上
で
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
反
収
平
均
が
一
斗
未
満
の
地
区

は
寺
沢
を
別
と
す
れ
ば
、
尾
山
頭
、
上
原
子
、
白
石
、
市
ノ
渡
、
十
枝

内
、
坪
、
柳
平
と
、

ほ
ぽ
西
側
山
沿
い
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

冷
害
は
、
天
間
林
村
内
で
も
一
様
で
は
な
く
、
特
に
こ
う
し
た
山
沿
い

地
方
に
大
き
な
被
害
が
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
な

ぉ、

一
部
に
お
い
て
早
稲
と
遅
稲
を
区
分
し
て
あ
げ
で
あ
る
の
を
見
れ

ば
、
早
稲
種
が
冷
害
に
は
強
か
っ
た
こ
と
も
判
明
す
る
。

天

史

七
に
は
濃
減
水
の
水
温
が
河
川
の
別
、
上
流
地
帯
と
下
流
地
帯
と
に
差
が
あ
っ
た
よ
う
だ
o
」

問

林

村

。
七
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こ
の
コ
メ
ン
ト
は
、
最
近
に
な
り
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
島
氏
の
如
く
、
凶
作
の
経
験
を
、
単
に
過
去
の
も
の
と
は
せ
ず
そ
の
後
の
農
業
経
営
の
指

針
と
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
こ
そ
、
今
日
に
お
い
て
最
も
必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

(八)

凶
作
を
め
ぐ
る
問
題
点

以
上
概
略
し
た
如
く
、
青
森
県
特
に
上
北
郡
を
含
む
南
部
地
方
は
度
々
凶
作
の
直
撃
を
う
け
、
た
め
に
農
村
、
農
民
生
活
は
大
き

な
打
撃
を
こ
う
む
り
つ
づ
け
た
。
「
文
明
社
会
に
生
存
し
な
が
ら
封
建
時
代
の
凶
作
時
と
少
し
も
変
ら
な
い
よ
う
な
惨
苦
」
(
『
東
奥
年

鑑
昭
和
七
年
版
』
)
が
、
し
だ
い
に
一
つ
の
「
風
習
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

勿
論
凶
作
の
直
接
的
原
因
は
、
自
然
条
件
の
劣
悪
さ
に
あ
る
こ
と
は
以
上
み
て
来
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
凶
作
を
、

よ
り
深

刻
な
社
会
問
題
、

す
な
わ
ち
凶
作
の
打
撃
が
単
に
そ
の
時
だ
け
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

い
つ
ま
で
も
尾
を
引
く
如
き
状
況
へ
と
し

た
の
は
、
自
然
条
件
の
み
か
ら
は
解
明
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
事
は
い
く
つ
か
指
摘
し
て
来
た
と
こ
ろ
で
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

大
正
二
年
大
凶
作
の
時
、
す
で
に
人
為
的
、
技
術
的
原
因
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
あ
る
い
は
昭
和
九
年
凶
作
の
際
、
時
の
農
相

も
「
従
来
殆
ん
ど
宿
命
的
に
考
え
ら
れ
て
い
た
同
地
方
(
東
北
地
方
:
:
:
筆
者
注
)

の
冷
害
は
何
等
不
可
避
的
な
も
の
で
な
く
、
本

年
の
凶
作
も
大
部
分
は
農
民
の
稲
作
技
術
が
誤
っ
て
い
た
為
に
災
害
が
大
き
く
な
っ
た
も
の
:
:
:
」
(
井
上
晴
丸
『
日
本
経
済
の
構
造

と
農
業
』
よ
り
引
用
)

と
認
め
て
い
る
。

凶
作
は
し
た
が
っ
て
、
自
然
的
条
件
に
加
え
て
科
学
的
技
術
の
無
さ
が
一
層
そ
れ
を
深
刻
化
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
事
は
、
前
掲
の
中
嶋
信
氏
の
分
析
か
ら
も
伺
う
こ
と
の
出
来
る
事
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
科
学
的
技
術
を
と
れ
な
い
の
は
、
何
故
な
の
か
と
言
う
問
題
を
我
々
は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
ぬ
。
農

だ
が
し
か
し
、



民
は
あ
え
て
採
用
し
な
か
っ
た
の
で
は
決
し
て
な
い
か
ら
で
あ
る
。
採
用
し
た
く
と
も
採
用
出
来
ぬ
条
件
下
に
農
民
は
放
置
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
近
代
化
、
工
業
化
政
策
を
大
資
本
中
心
に
進
め
て
来
た
日
本
資
本
主
義
が
、
東
北
を
は
じ
め
と
す
る
農
村
地
帯
を
様
々

な
形
で
犠
牲
に
し
て
来
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
逆
に
「
後
進
的
」
東
北
地
方
の
存
在
と
現
状
維
持
こ
そ
が
資
本
主

義
の
成
立
基
盤
た
り
え
た
の
で
あ
っ
た
と
も
言
い
う
る
。

日
本
資
本
主
義
の
発
展
の
た
め
の
安
価
な
労
働
力
の
供
給
地
、
国
内
商
品
市
場
と
し
て
、

ま
た
食
糧
供
給
墓
地
と
し
て
の
東
北
地

方
は
、
亘
(
の
意
味
で
の
近
代
化
を
と
げ
る
こ
と
を
決
し
て
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
半
封
建
的
と
形
容
さ
れ
る
地
主
小
作
関
係
を
中
心

と
す
る
古
い
農
業
経
営
こ
そ
が
、
東
北
地
方
に
与
え
ら
れ
た
道
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
は
一
部
に
み
ら
れ
る
、

い
わ
ゆ
る

篤
農
家
、
あ
る
い
は
真
剣
に
農
民
の
事
を
思
う
農
業
技
術
者
の
努
力
も
、
時
と
し
て
は
む
な
し
い
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

東
北
地
方
、
青
森
県
、
上
北
郡
そ
し
て
天
間
林
村
を
襲
っ
た
凶
作
は
、
し
た
が
っ
て
独
り
こ
れ
ら
の
問
題
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
が
抜
本
的
政
策
を
と
る
こ
と
も
決
し
て
望
み
え
な
か
っ
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。
昭
和
九
年
の
凶

作
の
結
果
「
軍
隊
構
成
の
基
礎
を
自
作
農
お
よ
び
中
農
上
層
に
侍
む
」
日
本
政
府
が
、
今
や
決
定
的
に
崩
壊
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
れ
ら

の
農
民
層
の
維
持
の
た
め
に
東
北
振
興
調
査
会
を
設
置
し
た
の
は
前
述
の
知
く
で
あ
る
が
、
井
上
氏
は
「
(
こ
の
会
が
行
う
)
い
か
な

る
気
象
の
測
定
も
土
壌
の
検
定
も
現
在
の
み
じ
め
な
半
封
建
的
生
産
関
係
の
上
に
お
い
て
は
一
切
無
駄
で
あ
る
」
と
断
じ
て
い
る
(
井

上
前
掲
書

の
は
、
基
本
的
に
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

天

問

林

村

史

。
九
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第
二
節

農
業
経
営
の
展
開
と
地
主
・
小
作
関
係

(一)

天
間
林
村
に
お
け
る
小
作
慣
行

明
治
一
八
年
の
県
内
の
小
作
慣
行
調
査
を
は
じ
め
と
し
て
、
県
内
全
域
に
わ
た
る
小
作
慣
行
調
査
は
、
戦
前
ま
で
幾
度
か
実
施
さ

れ
て
来
て
い
る
。
し
か
し
多
く
の
場
合
、
県
全
域
の
一
般
的
事
例
の
報
告
で
あ
り
、
あ
る
い
は
精
々
、
郡
単
位
で
の
報
告
で
あ
り
、

各
市
町
村
別
の
小
作
慣
行
と
な
る
と
、
容
易
に
は
判
明
し
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
ま
ず
上
北
郡
の
小
作
慣
行
の
紹
介
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ま
ず
は
明
治
一
八
年
当
時
の
上
北
郡
の

小
作
慣
行
を
『
明
治
十
八
年
・
青
森
瞬
小
作
慣
行
調
査
書
』
よ
り
抜
粋
し
よ
う
。

O

小
作
の
種
類

上
北
郡
・
:
本
郡
は
直
小
作
、
名
田
小
作
、
入
小
作
、
別
小
作
の
五
種
あ
り

O
小
作
の
期
限

上
北
郡
:
・
本
郡
は
小
作
期
限
は
二
、
三
ヶ
年
よ
り
、
二
三
十
ヶ
年
間
の
者
あ
り
と
雄
も
契
約
書
を
交
換

せ
ず
大
抵
無
期
限
の
者
多
し
。

O

小
作
米
金
の
割
合

上
北
郡
:
・
本
郡
は
収
穫
物
の
五
歩
宛
地
主
と
小
作
人
に
分
配
し
、
或
は
地
主
に
四
歩
、
小
作
人

六
歩
な
る
も
あ
り
之
を
毛
別
と
称
す
る
。
其
新
墾
に
係
る
も
の
は
、
地
主
二
、
三
歩
、
小
作
人
七
、
八
歩
を
分
け
取
る
を

通
例
と
す
。
又
金
円
は
一
反
歩
に
つ
き
二
円
五
十
銭
よ
り
三
十
八
銭
位
の
聞
を
以
て
地
所
を
小
作
人
に
貸
付
く
。
又

は
斗
代
に
し
て
一
反
歩
六
、
七
斗
の
小
作
米
を
地
主
に
納
め
し
む
る
も
の
あ
り
、
畑
は
大
豆
二
斗
内
外
な
り
。



O
小
作
米
金
納
付
の
期
限

上
北
郡
:
・
毛
別
の
類
は
収
穫
後
直
に
納
め
、
小
作
米
、
大
豆
、
金
銭
は
十
一
、
十
三
両
月

に
納
む
。

O
豊
田
に
よ
り
小
作
米
金
を
増
減
す
る
事
及
び
天
災
の
為
潰
れ
地
と
な
り
し
と
き
の
所
方

上
北
郡
・
・
・
豊
凶
共
に
増
減

せ
ず
、
潰
地
は
全
免
た
り
。

O

小
作
米
金
怠
納
者
の
所
方

上
北
郡
・
:
怠
納
す
る
者
あ
る
と
き
は
、
翌
年
へ
廻
し
取
立
つ
る
も
の
あ
り
、
稀
に
は
貸
金

と
な
し
他
日
納
め
し
む
る
も
の
あ
れ
ど
も
久
し
く
不
納
な
る
と
き
は
期
限
中
に
拘
ら
ず
小
作
を
解
く
。

O
夫
食
種
類
等
の
貸
否

上
北
郡
・
・
・
貸
付
す
る
事
稀
な
り
。

O
小
作
地
に
係
る
費
用
の
負
担

上
北
郡
・
:
小
作
地
に
よ
る
費
用
は
一
切
小
作
人
の
負
担
と
す
。
然
れ
ど
も
収
穫
不
充

分
の
地
所
は
稀
に
は
地
主
が
負
担
す
。

O
小
作
解
約
の
処
分

上
北
郡
:
・
年
期
限
の
と
き
は
小
作
人
に
通
知
す
る
に
止
ま
り
又
耕
転
方
法
宜
し
か
ら
ず
、
田
園

の
肥
痔
に
関
す
る
時
は
地
主
そ
の
小
作
を
解
く
。

O
田
園
を
質
入
書
入
に
な
せ
し
時
は
地
主
小
作
人
と
金
主
と
の
関
係

上
北
郡
・
・
・
書
入
質
入
な
す
も
小
作
人
に
通
知
せ

ず
。
但
し
流
質
と
な
る
か
又
は
書
入
の
地
所
を
金
主
に
渡
す
と
き
は
之
を
小
作
人
に
通
知
す
る
に
止
む
、
依
っ
て
小

作
人
と
金
主
と
の
談
合
を
以
て
小
作
を
継
続
し
又
は
廃
す
。

O
田
圃
を
売
買
せ
し
と
き
新
旧
地
主
と
の
関
係

上
北
郡
・
・
・
売
買
の
後
は
小
作
人
と
新
地
主
と
相
談
の
上
其
続
否
を
決
す
。

O
耕
作
法
、
作
物
、
肥
料
等
に
就
き
小
作
人
の
制
限

上
北
郡
・
・
・
制
限
な
し
。

天

間

林

村

史
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一
一

O

小
作
証
書
の
種
類
有
無

上
北
郡
:
・
一
定
せ
ず
そ
の
要
領
を
挙
ぐ
れ
ば
何
ヶ
年
小
作
致
し
一
ヶ
年
米
(
金
)
何
程
相

可
納
申
万
一
小
作
米
(
金
)
怠
納
文
は
回
(
畑
)
荒
し
置
く
節
は
小
作
人
取
換
候
と
も
苦
情
不
申
候
一
去
々
。

当
時
の
上
北
郡
に
み
ら
れ
た
四
種
の
小
作
形
態
に
つ
い
て
若
干
説
明
を
あ
げ
れ
ば
、

直
小
作
↓
質
入
れ
さ
れ
た
田
畑
を
そ
の
地
主
に
小
作
に
出
す
形
。
し
た
が
っ
て
小
作
年
期
は
質
地
年
限
と
な
る
。

名
目
小
作
↓
地
主
の
田
畑
を
数
年
小
作
す
る
形
。

入
小
作
↓
他
村
の
者
が
小
作
す
る
形
。

別
小
作
↓
質
に
入
れ
ら
れ
た
田
畑
を
地
主
に
拘
わ
ら
ず
他
人
に
小
作
に
出
す
形

で
あ
る
。

こ
こ
で
は
後
に
問
題
と
す
る
特
殊
小
作
慣
行
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。
ま
た
、
『
青
森
県
農
地
改
革
史
』
も
指
摘
す
る
知
く
、
明

治
初
年
に
あ
っ
て
は
、
権
利
義
務
関
係
は
不
明
確
で
あ
り
、
且
つ
小
作
人
の
地
位
が
確
立
し
て
い
な
い
と
言
い
う
る
。
権
利
義
務
を

明
確
化
す
べ
き
契
約
も
ほ
と
ん
ど
が
口
約
束
で
、
証
書
を
交
す
も
の
は
、
大
正
一

O
年
の
調
査
時
で
す
ら
上
北
郡
で
は
一
割
程
度
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

次
に
大
正
元
年
六
月
、
県
に
よ
る
小
作
慣
行
調
査
(
『
大
正
二
年
青
森
麟
凶
作
救
済
誌
』
収
録
)
及
び
大
正
一

O
年
の
小
作
慣
行
調

査
(
そ
の
一
部
は
『
東
北
地
方
農
村
に
関
す
る
調
査
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
)

で
は
、
小
作
契
約
に
関
し
て
は
先
述
の
如
く
、
証
書

に
よ
る
も
の
が
若
干
増
加
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
伴
い
小
作
期
聞
を
定
め
る
も
の
が
多
く
な
り
、

そ
の
場
合
明



治
期
に
比
べ
て
短
縮
し
て
来
て
い
る
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
大
正
元
年
調
査
で
は
、
特
殊
小
作
と
し
て
、
野
辺
地
町
、

七
戸
町
付
近
に
お
け
る
「
納
子
」
制
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

小
作
料
に
関
し
て
は
、

と
も
に
県
全
域
の
も
の
で
あ
る
が
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
五
一
表

ω
青
森
県
に
お
け
る
大
正
元
年
小
作
料

畑 ;畑 畑 毛 種
作
田

f一一~一一~ r一一一λ一一一~ ，一一一~一一， r一一一A一一一「
下中上下 中上下中上下中上 7}Jj 

畑田回国

" "米" "金" "宣""米
種
数 契

約
上

数
σ〉

三四六、 、 、 、
作二三三六四四二三四五八 O

二 一 九 八二六二二三八五六 量
料

六五九告七三六厘四六八一八七合

" "米 " "金 Yf YY5yf H 米
種
業買 最

近
実五

数
収ケ

三四六 小年、 、
作平二三三六四四二二二五八九

-0八八二六 O 九九三 0 七 量
料均

五五一合七二六厘一二九七四五合

" " 米" "金 ffH51f ff 米
種
実質 最

近
実五

数
収ケ

九三九 一一一一 小年、 、 、 、 、
作平五七 八 七六三六八 00五九

六 O 七四六八七三六四四五 量
料均

二六二合O 九 O厘一七八六八九合

る高料実
割にの収

三四四三三三三三三五五五 合対生小
八三四八二三 O 五七一二 0% す産作
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第
五
一
表
凶

青
森
県
に
お
け
る
水
稲
小
作
料
(
大
正
一

O
年

7]( 
種

" " 回
F一一~一一一、 f 一一一一人一一一ーー町、 f一一~、一一ーーー\

下中上下中上下中上 5.jU 
回

" "稲""籾""支
種
重責 契

約
上

数
σ】

、

作料一一一 0 七七六九一
一四六三 00 0 0 0 量
四三三 000 000合

" "稲""籾""支
種
実質 最

近
実五

数
収ケ
小年

、
作平

一一一一 O 七六九一 料均
一一四六三 0000 量
四四三三 00 0 0 0合

" "稲""籾""菜
種
書買 最

近
実五

数
ケ

二三四一二二 収年
、、、、、、 平

一 二 二 三 二 六五 O 三 高均
九二五 000000 量
000000 0 0 0合

る高料実
割にの収

六 六 六 四 五 六四四四 合対生小
0 五五五五 00五八% す産作

第
五
一
表

ω
青
森
県
に
お
け
る
畑
小
作
料
(
中
畑
程
度
の
も
の

(
大
正
一

O
年
)



小
作
料
納
期
は
明
治
一
八
年
調
査
時
よ
り
基
本
的
に
は
変
化
が
な
い
。

な
お
大
正
一

O
年
調
査
に
は
、
特
殊
小
作
が
詳
し
く
の
べ
ら
れ
て
お
り
、
上
北
郡
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
刈
分
小
作
が
あ
る
。

刈
分
小
作
(
地
方
的
名
称

分
作
・
毛
分
)

刈
分
小
作
の
行
な
わ
れ
て
い
る
場
所

北
津
軽
郡
(
三
ヶ
村
)

上
北
郡
、
野
辺
地
町
、
横
浜
町
、
天
間
林
村
、
甲
地
村
、
七
戸
町
、
浦
野
舘
村
、
大
深
内
村
、
三
本
木
町
、
法
奥
沢
村
、
藤
坂
村
、
四

和
村
、
六
戸
村
、
下
田
村
、
一
二
沢
村
、
六
ケ
所
村

下
北
郡

(
六
ヶ
町
村
)

戸
郡

(
二
九
ヶ
町
村
)

原
因
及
び
沿
革

原
因

一
、
耕
地
中
一
定
の
収
穫
を
認
め
難
き
場
合
若
く
は
小
作
料
の
甚
し
く
低
額
な
る
を
要
す
る
場
合
を
分
作
と
す
。

二
、
古
来
地
味
豊
穣
な
ら
ず
に
耕
地
広
く
人
口
寡
少
な
り
し
が
故
に
之
を
普
通
の
小
作
と
し
て
は
開
墾
耕
作
す
る
者
な
か
り
し
を
以
て

一
面
奨
励
の
意
味
に
診
て
小
作
人
に
有
利
に
耕
作
せ
し
め
た
る
は
今
日
の
分
作
の
始
め
な
り

三
、
旧
来
よ
り
凶
作
又
は
悪
作
に
見
舞
は
れ
る
こ
と
屡
な
り
き
其
の
都
度
小
作
料
を
減
免
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
煩
を
避
け
ん
が
た
め
分

天

間

林

村

史

五
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作
を
な
す
に
至
れ
り
。

沿
革

一
、
旧
幕
時
代
配
地
(
知
行
)
の
百
姓
に
小
作
せ
し
め
た
る
よ
り
始
ま
り
代
々
連
続
的
に
小
作
し
今
日
に
至
れ
り
。

二
、
稲
作
を
始
め
て
栽
培
せ
し
当
初
其
栽
培
法
は
殆
ん
ど
原
始
的
に
し
て
耕
作
法
に
熟
達
せ
ざ
る
た
め
秋
季
に
至
る
も
収
穫
の
自
信
な

き
故
其
の
小
作
料
を
定
む
る
能
は
ず
依
っ
て
秋
季
刈
取
の
際
地
主
の
出
張
を
煩
し
、
刈
り
た
る
毛
作
を
地
主
及
び
小
作
人
に
て
等

分
に
分
配
し
た
る
に
始
り
、
以
来
之
が
慣
行
と
な
り
て
今
日
に
至
れ
り

一
二
、
新
開
墾
地
に
し
て
収
穫
多
か
ら
ざ
る
土
地
は
小
作
料
を
定
む
る
に
困
難
な
る
を
以
て
地
主
小
作
協
議
の
上
刈
分
小
作
を
為
す
に
至

れ
り

地
主
と
小
作
人
数
(
青
森
県
全
体
で

地
主

一
、
三
七
三
一
人

小
作
人

一
一
、
五

O
O人

刈
分
小
作
地
反
別
(
青
森
県
全
体
で
)
五
五
、

O
二
八
町
歩

さ
ら
に
、
昭
和
一

0
年
代
の
小
作
慣
行
(
青
森
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
『
東
北
・
北
海
道
農
山
漁
村
職
業
紹
介
の
問
題
』
に
収
録

さ
れ
て
い
る
)
に
お
い
て
も
、
県
内
の
特
殊
小
作
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
る
と
、

て
夫
役
小
作

三
戸
郡
、
上
北
郡
藤
坂
村
、
四
和
村
、
三
本
木
町
、
七
戸
町
付
近
に
分
布

一
、
刈
分
小
作



O
分
布

二、

0
0
0町
歩
中

上
北
郡

下
北
郡
、
水
田
面
積

JJ 

一
O
、
0
0
0町
歩
中

三
戸
郡

八
戸
市

合
計

O
分
け
作
の
歩
合 JJ 

七、

0
0
0町
歩
中

JJ 

四
O
O町
歩
中

JJ 

一
九
、
四

O
O町
歩
中

上
北
郡
七
戸
町
の
場
合

運
搬
者

と
な
っ
て
い
る
。

地
主
取
分

上
回

五
分

小
作
取
分

五
分

小
作
人

約
五

O
O町
歩

約
四
、

0
0
0町
歩

三、

0
0
0町
歩

一五

O
町
歩

七
、
六
五

O
町
歩

調
製
者

夫
役

中
田

四
分

六
分

JJ 

双
方
に
て

な
し

下
回

分

七
分

JJ 

JJ 

JJ 

JJ 

JJ 

以
上
明
治
以
来
の
小
作
慣
行
を
、
天
間
林
村
に
係
る
上
北
郡
の
事
例
を
中
心
と
し
て
紹
介
し
て
来
た
が
、
我
々
と
し
て
は
、
い
か

な
る
事
実
を
知
り
う
る
で
あ
ろ
う
か
。

天

付
ま
ず
は
、
刈
分
小
作
の
如
き
古
い
小
作
慣
行
が
長
く
存
続
し
て
い
た
事
で
あ
る
。
本
小
作
慣
行
は
、
戦
時
体
制
下
に
お
い
て
は

七

間

林

村

史
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耕
作
者
の
生
産
意
欲
を
そ
こ
な
う
も
の
と
し
て
徐
々
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
昭
一
四

1
五
年
に
上
北
郡
内
の
町
村
は
そ
の
指

定
を
受
け
て
い
る
が
、
天
間
林
村
で
は
昭
和
二
ハ
年
に
至
る
も
、
依
然
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
(
中
嶋
信
氏
日
記
『
昭

和
十
六
年
天
間
林
村
の
銃
後
の
護
』
)
。
刈
分
小
作
は
、
古
く
か
ら
の
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
先
の
説
明
に
も
あ
っ
た
如
く
、
生
産
力

の
低
い
地
方
に
多
く
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
天
間
林
村
に
お
い
て
は
、
昭
和
一
五
年
度
全
小
作
反
別
田
五
三
六
町
余
、
畑
二
九
一
町

田
六
一
町
余
(
日
%
)
が
刈
分
で
あ
り
、
刈
分
歩
合
は
、
地
主
四
・
五
、
小
作
人
五
・
五
と
さ
れ
て
い
る

地
改
革
史
』
参
照
)
。
但
し
こ
の
歩
合
は
五
対
五
で
あ
っ
た
と
い
う
証
言
も
あ
る
。

余
の
う
ち
、

(
『
青
森
県
農

同
契
約
は
口
契
約
が
多
い
事
に
み
ら
れ
る
知
く
、
権
利
義
務
関
係
は
明
確
な
形
で
は
唱
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
事
は
一
般
的
に
は

小
作
人
側
の
耕
作
権
の
未
確
定
と
し
て
現
わ
れ
る
。

国
一
部
で
は
あ
る
が
、
夫
役
小
作
、
「
納
子
」
の
如
き
労
働
力
提
供
を
行
な
う
小
作
制
も
存
在
し
て
い
る
。
天
間
林
村
に
お
い
て
も
、

大
正
一

O
年
調
査
で
は
そ
の
存
在
が
少
数
だ
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(
木
下
彰
『
名
子
遺
制
の
構
造
と
そ
の
崩
壊
』
)
。
こ
れ
は
小
作
権

の
未
確
定
な
状
況
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
聞
き
取
り
(
中
村
専
右
衛
門
氏
)
に
よ
れ
ば
、
在
村
地
主
は
、
自
作
地
の
収
穫
な
ど
に
際
し
て
そ
の
小
作
人
の
労
働
力
提

供
を
期
待
し
た
と
い
う
。
ま
た
不
在
地
主
よ
り
在
村
の
中
小
地
主
の
方
が
は
る
か
に
小
作
料
の
取
り
立
て
な
ど
も
厳
し
か
っ
た
と
も

言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
一
般
常
識
か
ら
す
れ
ば
逆
で
あ
る
が
、
生
産
力
の
低
い
地
帯
に
お
い
て
わ
ず
か
な
土
地
を
小
作
に
出
し

て
い
る
地
主
と
し
て
は
、
取
り
う
る
限
界
ま
で
小
作
料
を
取
ら
ん
と
し
、
不
在
地
主
(
天
間
林
村
で
は
盛
田
喜
平
治
な
ど
)

は
、
広

大
な
耕
地
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら
逆
に
「
寛
容
」
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。



次
に
天
間
林
村
に
お
]
け
る
小
作
証
書
の
一
事
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
先
述
の
如
く
口
約
束
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の
た
め
か
か
る

事
例
は
ほ
と
ん
ど
見
つ
か
ら
ず
、
こ
こ
に
あ
げ
る
も
の
も
実
際
に
取
り
交
わ
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
ヒ
ナ
形
で
あ
る
。

小
作
権
設
定
証
書

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林

字

一
回
反
別

但
壱
夫
歩
ニ
付

此
小
作
種
米

右
者
貴
殿
所
有
地
ノ
処
大
正
八
年
ヨ
リ

年
迄
テ
正
ニ
借
用
致
戻
義
相
違
無
之
候
。
然
ル
上
ハ
小
作
種
米
前
記
ノ
通
リ
毎
年
拾
壱
月
拾
五

日
限
リ
貴
殿
へ
持
参
支
梯
可
申
候
。
若
シ
士
宮
ヶ
年
タ
リ
ト
モ
滞
リ
候
節
ハ
存
所
小
作
権
解
除
致
シ
、
小
作
米
当
時
ノ
相
場
ニ
ヨ
リ
精
算
シ
金

額
ヲ
保
証
人
ヨ
リ
弁
償
可
致
候
。
為
後
日
小
作
権
設
定
証
書
依
而
如
件

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
榎
林

大
正
八
年

借
主

全
郡

全

村

天

間

林

村

史

九
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保
証
人

上
北
郡
天
間
林
村

地
主
木
村
吉
太
郎
殿

(
『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

先
述
の
大
正
一

O
年
小
作
慣
行
調
査
で
は
、

口
約
束
で
の
契
約
に
対
し
、
証
書
で
の
契
約
は
、
①
小
作
期
間
を
定
め
る
②
小
作
料

の
額
、
種
類
、
品
質
が
定
め
ら
れ
る
③
保
証
人
が
付
さ
れ
る
④
小
作
契
約
違
反
に
つ
い
て
の
制
裁
規
定
が
記
載
さ
れ
る
⑤
小
作
料
納
入

に
つ
い
て
の
運
賃
負
担
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
の
点
で
相
異
が
み
ら
れ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
か
か
げ
た
事
例
に
も
こ
れ
ら
①

ー
⑤
の
点
が
ほ
ぼ
記
載
さ
れ
て
い
る
。

同
農
業
経
営
規
模
の
推
移
と
天
間
林
村
の
状
況

ま
ず
天
間
林
村
に
お
け
る
回
、
畑
の
面
積
を
知
り
う
る
限
り
あ
げ
て
お
こ
う
。
第
五
二
表
が
そ
れ
で
あ
る
。

甚
だ
残
念
な
が
ら
数
値
と
し
て
は
五
ヶ
年
し
か
押
え
る
事
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
あ
る
程
度
の
こ
と
は
言

〉えトでつ。
ま
ず
水
田
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
先
述
の
如
く
(
第
五
章
)
、
明
治
二

O
年
以
降
に
お
け
る
開
田
事
業
の
結
果
と
し
て
大
き
な
伸
び
が

み
ら
れ
た
の
で
あ
り
、

つ
い
で
大
正
よ
り
昭
和
に
か
け
て
の
耕
地
整
理
事
業
、
開
墾
助
成
事
業
に
伴
う
増
大
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ

の
表
で
も
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。



天

筒

林

村

史

第52表 天間林村における回・畑の年次別変化

回総面積 畑総面積
内るも、グ他〉町村民同所有せ

田 1回

明治10年代
町反畝事 町 反 畝事 国] 周丁

300.1.8.22 1，130.4.1.29 ? ? 

大正 15年 950.4.6.08 972.4.1. 22 294 113 

昭和 6年 1，297.9.7. 895.3. 298 1日5.4

昭和 10年 1，301.5 950.0 291.4 102.4 

昭和 16年 1，353.0 843.9 292.4 

明治10年代は『上北郡村誌」大正15年、昭和6年は各年度版「天間

林村村勢要覧』、昭和10年は、『郷土調査』、昭和16年は r経済更

生計画書(天間林村)J より。昭和 6年の、他町村民所有耕地内

畑の十の位は判読できず。

戸数

(千戸)

15 

10 

5 

。

第 8図

上北郡における農家戸数と耕地面積の推移

面積

(千田了)

45 

，，，、、，..130
-'、，...-、，

--' ，，-一'-""----.." 面積

日月27 30 43大4 6 14日li5 10 15 22 25 

(;青森県農業の発展過程J ) 
よりヲi用 / 

15 

。
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畑
に
関
し
て
は
、
明
治
後
半
に
は
増
加
を
示
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
明
治

1
大
正
に
か
け
て
は
畑
の
水
由
化
が
進
行
、

そ
の
た
め

減
少
し
た
の
で
あ
り
、
昭
和
恐
慌
後
す
な
わ
ち
昭
和
一

O
年
以
降
に
再
び
増
加
傾
向
を
示
し
つ
つ
あ
っ
た
。

昭
和
ま
で
は
水
由
化
コ

l
ス
が
一
貫
し
て
よ
り
強
く
作
用
し
て
い
る
の
は
、
他
の
上
北
郡
町
村
あ
る
い
は
三
戸
郡
と
同
様
で
あ
り
、

畑
地
開
発
が
問
題
と
さ
れ
る
の
が
遥
か
に
遅
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
地
方
の
後
進
性
を
端
的
に
示
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
(
『
青
森
県

農
業
の
発
展
過
程
』
参
照
)
。

天間林村における人口・戸数・農家戸数

人 口 戸数 農家戸数

明治10年代
人 戸 F' 

3，377 466 ? 

大正元年 6，569 810 ? 

大正 3年 6，630 882 ? 

大正 5年 6，693 905 ? 

大正 7年 6，742 906 ? 

大正 9年 6，583 914 ? 

大正 11年 7，032 930 ? 

大正 13年 7，185 961 ? 

昭和 6年 7，903 1，024 875 

昭和 10年 8，401 1，098 976 

昭和 16年 (11，388) (1，799) 1，013 

昭和 20年 ? ? 1，121 

第53表

備考

明治10年代は r上北郡村誌』

大正年間は「大正15年度村勢要覧」

昭和 6年は rpg和6年度村勢要覧』

昭和10年は r郷土調査』

昭和16年は『経済更生計画書(天間林村)J

但し、人口・戸数は昭和18年のもので r昭和十八年

天間林村事務報告』、昭和20年は、『青森県農地改革

史』より。

耕
地
増
加
に
伴
っ
て
農
家
戸

数
も
急
激
な
増
加
を
み
せ
た
。

上
北
郡
な
は
第
八
図
の
如
き
増

加
率
で
あ
る
。

天
間
林
村
に
捨
て
も
当
然
人

口
二
戸
数
の
増
加
を
み
せ
て
い

る
の
は
第
五
三
表
よ
り
わ
か

る
で
あ
ろ
う
。

明
治
よ
り
大
正
に
か
け
て
の



農
家
戸
数
の
変
化
が
不
明
で
あ
る
が
、
村
内
全
体
の
戸
数
、
人
口
と
も
に
増
加
し
て
い
る
中
で
、
天
間
林
村
の
よ
う
な
農
村
で
は
、

農
家
戸
数
も
そ
れ
に
比
例
し
て
増
加
し
た
と
考
え
て
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
明
治
よ
り
昭
和
に
か
け
て
耕
地
、
農
家
戸
数
と
も
に
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
第
八
図
の
如
く
、
上
北
郡
で

は
農
家
戸
数
の
増
加
率
が
、
耕
地
の
増
加
率
を
上
回
っ
て
お
り
(
こ
の
事
は
天
間
林
村
を
例
外
と
す
る
も
の
で
は
な
い
)
、
農
家
の
経

営
規
模
は
む
し
ろ
減
少
す
る
事
と
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

農
家
ご
戸
当
り
の
経
営
規
模
別
に
つ
い
て
は
、
昭
和
一

0
年
代
に
お
い
て
は
、

年

一
三
年
の
二
ヶ
年
が
判
明
す
る
。

第
五
四
表

昭
和
二
年
当
時
の
経
営
規
模
別
農
家
戸
数
(
『
郷
土
調
査
』
よ
り

畑 7}( 回

自 自 自 自 経

計 計
三邑旦，

作 作 作 作 作 作 規
模

五
九 。五 七 五 反。五

~ 五 八ノ、

五
反

~ 

四 。四 八 五ノ、
五 八 五 九 九 。。町

町
七

九
ム

七 五 四
ム

ノ、 ノ、。五 七 町

町

九 九 七 。五
八 八 。八 五 七 町

町

五
五 五 七 五 町

五
町

四 四

八 四 九 四 計
九 七 八 四 四 九

ム 八 五ノ、

天

間

林

村

史

一
一
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第
五
五
表

昭
和

比
較
で
き
な
い
が
、

近

代

四

昭
和
一
三
年
経
営
規
模
別
農
家
戸
数
(
『
経
済
更
生
計
画
書
』
よ
り
)

ー
五
反一

七

。|計

五
反
1
一
町

二
四
九

町

六|五
01町

一
年
の
統
計
は
水
田
、
畑
を
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
て
あ
げ
で
あ
り
、

ま
た
一
三
年
の
は
一
括
し
て
あ
る
の
で
、
簡
単
に
は

そ
れ
で
も
一
一
年
と
比
べ
て
一
六
年
に
は
、

三
町

1
五
町
以
上
経
営
す
る
農
家
戸
数
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
、

逆
に
二
町
(
)
三
町
経
営
す
る
農
家
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
こ
れ
は
本
章
第
一
節
に
て
詳
説
し
た
よ
う
に
、
昭
和
九
・

か
か
る
中
間
層
の
経
営
維
持
を
困
難
に
し
た
結
果
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

十
年
の
凶
作
が
、

次
に
終
戦
直
後
の
昭
和
二

O
年
一
一
月
当
時
の
経
営
面
積
を
あ
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

第
五
六
表

昭
和
二

O
年
経
営
面
積
(
『
青
森
県
農
地
改
革
史
』
よ
り
引
用
)

以

01上

合

計
一、一一

二
町

1
五
町七

五
町

っ
た
事
、
逆
に
、

こ
の
表
よ
り
五
反
未
満
及
び
三
町
以
上
の
耕
作
経
営
戸
数
が
著
し
く
減
少
し
た
事
と
く
に
五
町
以
上
経
営
す
る
も
の
は
皆
無
に
な

一
町

1
二
町
な
い
し
は
二
町

i
一
二
町
を
経
営
す
る
も
の
が
著
し
く
増
加
し
た
事
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
が
、
昭
和
一

二
年
当
時
と
比
較
し
て
明
白
に
異
な
る
点
で
あ
る
。

こ
の
事
は
、
端
的
に
は
標
準
適
正
規
模
の
経
営
戸
数
が
増
加
し
た
事
に
よ
る
も



の
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
は
、
ハ
け
自
作
農
創
設
政
策
な
い
し
は
自
作
農
維
持
政
策
の
あ
ら
わ
れ
、
同
戦
時
中
で
あ
る
た
め
、
若
年
労

働
力
の
減
少
に
伴
う
二
戸
当
り
経
営
面
積
の
標
準
化
傾
向
、
す
な
わ
ち
大
経
営
の
困
難
に
よ
る
耕
作
の
放
棄
と
逆
に
零
細
農
の
耕
作

拡
充
の
た
め
、
同
さ
ら
に
は
肥
料
そ
の
他
の
農
業
技
術
の
停
滞
に
よ
る
大
経
営
維
持
の
困
難
の
あ
ら
わ
れ
、
な
ど
と
み
ら
れ
る
。
か

か
る
点
に
つ
い
て
は
再
に
戦
時
体
制
下
の
農
村
問
題
を
ふ
れ
る
中
で
今
一
度
ふ
れ
る
と
し
た
い
。

明
治
以
降
に
昨
け
る
耕
地
増
加
と
、
農
家
戸
数
の
増
加
と
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
上
北
郡
全
体
で
は
先
に
示
し
た
第
八
図
の
通
り

で
あ
る
が
、
天
間
林
村
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
仮
に
明
治
一

0
年
代
の
戸
数
全
部
を
農
家
と
仮
定
し
て
、
明
治
一

0
年
代

の
耕
地
面
積
、
農
家
戸
数
を
一

O
Oと
し
た
場
合
次
の
知
き
指
数
が
得
ら
れ
る
。

こ
こ
に
示
さ
れ
る
如
く
、
農
家
戸
数
は
、
明
治
初
年
に
比
べ
昭
和
一

0
年
代
で
は

第57表

耕地面積、農家戸数指数の年次別変化

耕地面 農家戸

積指数 数指数

明治10年代 100 100 

大正15年 134 ? 

昭和 6年 153 187 

昭和10年 157 207 

昭和16年 153 217 

天

林

間

村

史

倍
増
し
て
い
る
の
に
対
し
、
耕
地
面
積
は

一
・
五
倍
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
耕
地
の
量
的
増
大
に
対
す
る
経
営
規
模
の
質
的
側
面
を
我
々
に
示
す

も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
小
作
地
の
増
加
を
示
す
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

上
北
郡
全
体
の
自
作
地
、
小
作
地
の
割
合
を
示
す
の
が
第
五
八
表
で
あ
る
が
、
天
間

林
村
に
お
け
る
小
作
地
な
い
し
小
作
農
家
戸
数
の
変
遷
は
、
残
念
な
が
ら
先
に
示
し

た
昭
和
一
一
年
の
水
田
、
畑
作
の
小
作
戸
数
(
こ
れ
ら
は
兼
ね
て
い
る
場
合
が
多
い
)

と
、
次
に
示
す
、
昭
和
一
三
年
の
統
計
(
「
経
済
更
生
計
画
書
』
)
以
外
に
は
わ
か
ら

な
い
。
第
五
九
表
、
六

O
表
が
そ
れ
で
あ
る
。

五
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一
般
に
小
作
地
の
増
加
は
農
村
へ
の
商
品
経
済
の
浸

透
に
伴
う
農
民
階
層
の
分
解
と
し
て
把
握
さ
れ
る
が
、

た
し
か
に
こ
の
一
般
論
は
原
則
的
に
は
天
間
林
村
に
も

妥
当
性
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
同
時
に
『
青

森
県
農
業
の
発
展
過
程
』
で
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
「
南
部

(r青森県農業の発展過程』より引用)

の
そ
れ
は
、
耕
地
の
開
発
に
深
い
関
係
の
あ
る
こ
と
が

特
徴
」
な
の
で
あ
る
。
明
治
以
降
の
水
田
化
事
業
の
促

進
は
、
直
接
耕
作
農
の
手
に
よ
る
も
の
よ
り
も
、
資
力

あ
る
地
主
、
商
人
等
に
よ
り
行
な
わ
れ
て
来
た
の
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
小
作
地
増
加
を
も
た
ら
し
た
と
言
え

る
。
天
間
林
村
に
診
て
も
同
様
の
こ
と
が
進
行
し
て
来

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
今
一
つ
は
、
前
節
に

近

第58表

自作地・小作地の割合(上北郡、三戸郡)

水 回 r困 計

自作 小作 自作 小作 自作 小作
ラ6 % % % % % 

明治27年 63.0 37.0 73.0 27.0 71.0 29.0 

大正 4 59.0 41.0 66.0 34.0 64.5 35.0 

戸 14 59.0 41.0 70.0 30.0 67.5 32.5 

郡 昭和10 58.0 42.0 69.0 31.0 66.5 33.5 

25 85.0 15.0 91.0 9.0 89.0 11.0 

明治27年 59.0 41.0 68.0 32.0 65.6 34.41 

上 大正 4 50.5 49.5 60.0 40.0 57.0 43.0 

4じ 14 49.0 51.0 48.5 51.5 48.6 51.4 I 

郡 昭和10 48.0 52.0 55.7 44.3 53.0 47.0 I 

25 87.5 12.5 89.6 11.4 88.2 11.8 

明治27年 60.0 40.0 71.0 29.0 65.0 35.0 

大正 4 52.5 47.5 64.5 35.5 58.0 42.0 

県 14 48.0 52.0 63.0 37.0 54.0 46.0 

昭和10 45.0 55.0 63.0 37.0 53.0 47.0 

25 87.8 12.2 91.0 9.0 89.2 10.8 

診
て
み
た
如
く
相
次
ぐ
凶
作
が
自
作
層
、
あ
る
い
は
自

ま
た
先
に
掲
げ
た
中
嶋
信
氏
調
査
に
よ
る
昭
和
一
六
年
凶
作
時
収
穫
調
べ
か
ら
水
田
経
営
規
模
を
整
理
す
る
と
、
第
六
一
表
が

小
作
層
を
小
作
人
へ
と
転
落
さ
せ
て
も
行
っ
た
の
で
あ
る
。



第59表

天間林村の昭和13年経営種別

戸数

戸数 割合 人口

戸 % 人

自 作 304 27.4 2，391 

白小作 398 35.6 3，136 

小作 311 27.6 2.395 

第
六
一
表

第60表

昭和11年における天間林村の

自作地・小作地割合

自 作 小 作

筒丁 町

回 619 672.5 

土問 457.4 492.6 

合計 1，076.4 1，165.1 

割合.(%! 48 52 

得
ら
れ
る
。
残
念
な
が
ら
自
小
作
の
別
は
不
明
で
あ

る
が
、
天
間
林
村
内
の
各
地
区
別
の
差
異
が
読
み
と

れ
よ
う
。

天
間
林
村
に
於
け
る
農
家
一
戸
当
り
経
営
規
模
(
昭
和
十
一
年

!日北)11目 天開館 山沿い

通り地区 地区 地区

6 37 10人

五

8.0 12.4 4.6% 反

63 83 37人
五
反

19.3 27.9 17.2% 町

147 138 85人
町

ー・ーー司田一一品

45.1 46.3 39.4% 町

74 35 64人
町

22.7 11. 7 29.6% 町

16 5 20人
町

五
4.9 1.7 9.2% 町

326 298 216人 i口入

100 100 100ア-り
計

天

林

村

間

史

七
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J¥ 

73 

8.8 

183 

21.8 

370 

44.0 

173 

20.7 

41 

4.9 

840 

100 

※
山
沿
い
地
区

坪
、
金
沢
、
柳
平
、
尾
山
頭
、
白
石
、
上
原
子
、
栗
ノ
木
沢
、
十
校
内
、
崎
、
市
ノ
渡
、
底
田

※
天
間
舘
地
区

手
代
森
、
中
野
、
中
島
、
松
ケ
沢
、
鳥
谷
部
、
天
間
舘
、
小
又
、
寺
沢

※
旧
北
川
目
通
地
区

原
久
保
、
上
野
崎
、
下
野
崎
、
中
岨
、
花
松
、
附
回
、
榎
林
、
二
ツ
森
、
貝
塚
、
甲
田
、
李
沢

こ
の
表
よ
り
以
下
の
知
き
事
実
が
読
み
と
れ
よ
う
。

ω天
間
林
村
に
お
け
る
水
田
経
営
面
積
は
、

ω山
沿
い
地
区
は
、
自
然
条
件
の
劣
悪
な
こ
と
も
あ
り
、
一
戸
当
り
の
経
営
面
積
は
、
他
地
区
よ
り
も
や
〉
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

ω旧
北
川
目
通
地
区
は
、
ほ
ぽ
天
間
林
全
体
の
平
均
的
姿
を
示
し
て
い
る
。

一
戸
平
均
一
町

1
二
町
が
最
大
数
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
天
間
林
村
内
で
も
各
地
区
別
に
そ
の
経
営
規
模
に
か
な
り
の
差
異
が
み
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
地
域
の
農
業
生
産
や

農
業
構
造
の
差
異
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
山
沿
い
地
区
は
、
生
産
性
の
劣
悪
で
あ
る
事
か
ら
経
営
規
模
は
ど
う

し
て
も
大
き
く
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
旧
北
川
目
通
り
地
区
は
、
古
く
か
ら
田
の
聞
け
た
所
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
経
営
の
細
分

化
も
か
な
り
進
ん
で
来
て
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
表
は
田
の
み
に
限
定
さ
れ
る
が
、
畑
経
営
は
特
に
山
沿



い
地
区
で
は
大
き
い
の
で
あ
り
、
山
沿
い
地
区
で
の
二
戸
当
り
農
業
経
営
規
模
は
、
他
地
区
と
比
較
す
れ
ば
か
な
り
大
き
か
っ
た
で

あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

(三)

地
主
制
の
発
展
と
地
主
・
小
作
関
係

(1) 

地
主
制
発
展
の
一
般
的
経
韓
と
青
森
県
の
状
況

本
節
第
一
項
に
齢
て
、
小
作
慣
行
を
、
第
二
項
で
は
、
農
業
経
営
規
模
の
推
移
を
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
つ

っ
、
地
主
制
の
発
展
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

一
体
、
地
主
制
と
は
、
す
で
に
幕
藩
体
制
の
解
体
過
程
で
あ
ら
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
明
治
期
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展

と
そ
れ
に
伴
う
政
治
・
経
済
・
社
会
的
変
革
の
中
で
急
激
に
拡
大
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

我
国
資
本
主
義
発
展
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
は
、
資
本
主
義
的
工
業
の
発
展
の
た
め
に
、
政
府
は
農
業
か
ら
収
奪
し
た
高
額
地
租

を
国
家
資
本
と
し
て
使
用
し
て
い
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
の
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

か
か
る
地
租
徴
収
の
た
め
に
明
治
八

年
地
租
改
正
事
業
を
行
っ
た
の
で
あ
り
、

か
く
し
て
こ
れ
以
降
に
お
い
て
地
主
階
級
層
、
特
に
大
地
主
層
に
対
す
る
保
護
政
策
が
一

貫
し
て
実
施
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
地
租
改
正
事
業
は
従
来
の
小
作
慣
行
の
否
定
で
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
点
は
さ
ら
に
明
治
コ
一

O
年
の

民
法
制
定
に
あ
た
っ
て
は
厳
格
に
実
行
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。

か
か
る
地
主
層
は
ま
た
政
治
上
、
社
会
上
に
お
い
て
も
幾
多
の
特
権

を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

大
地
主
層
の
本
源
的
な
蓄
積
が
始
ま
っ
た
の
は
明
治
一

0
年
代
か
ら
で
あ
っ
た
。
特
に
明
治
一
七
・
八
年
に
お
け
る
我
国
の
幣
制

天

間

林

村

史

九
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改
革
期
に
あ
た
っ
て
は
米
価
が
大
い
に
下
落
し
て
農
村
金
融
の
道
は
閉
塞
、
農
家
は
負
債
の
返
済
が
不
可
能
と
な
り
、

つ
い
に
所
有

。

地
を
売
却
し
て
次
々
と
小
作
農
に
転
落
し
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
土
地
は
よ
り
大
き
な
地
主
、
あ
る
い
は
資
本
家
に

よ
り
購
買
さ
れ
て
い
っ
た
。
青
森
県
に
お
け
る
大
地
主
の
発
生
は
こ
の
時
期
に
み
い
だ
し
う
る
と
言
わ
れ
る
。

凶
作
と
に
よ
り
物
価
の
上
昇
を
み
、

物
価
の
変
動
も
ま
た
大
地
主
に
利
益
を
あ
た
え
た
。
明
治
二

0
年
代
に
入
つ
て
の
資
本
主
義
的
恐
慌
の
到
来
と
、
農
村
に
お
け
る

と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。

ま
た
逆
に
大
豊
作
に
み
ま
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
米
価
の
低
落
は
、
中
小
農
民
へ
の
一
大
打
撃

か
か
る
階
層
は
さ
ら
に
地
価
額
、
戸
数
割
の
諸
税
負
担
に
も
苦
し
め
ら
れ
つ
づ
け
た
。

ら
れ
、
大
量
の
小
作
人
を
誕
生
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
明
治
二
五
、
六
年
頃
か
ら
は
、
大
地
主
さ
ら
に
は
高
利
貸
、
商
人
ら
の
手
に
よ
り
土
地
の
兼
併
・
集
中
化
が
進
行
さ
せ

か
か
る
点
は
、
第
六
一
表
よ
り
数
量
的
に
把
握
さ
れ
よ
う
。

(
以
上
『
青
森
県
農
地
改
革
史
』
参
照

明
治
三

0
年
代
に
は
ほ
ぼ
確
立
し
た
地
主

第61表(1)

白、小作面積の変遷
(明治20-44年)

自作地 小作地|

% 出 l

明治20年 69.6 30.4 

" 25年 65.0 35.0 

" 30年

" 31年

" 32年

" 33年

" 34年 65.1 34.4 

" 35年 64.8 35.8 

" 36年 41.3 58.7 

" 37年 60.5 38.5 

" 38年 60.1 39.9 

" 39年 60.8 39.2 

" 40年 59.2 40.8 

" 41年 55.6 44.4 

" 42年 58.8 41.2 

" 43年 58.3 41. 7 

" 44年 58.3 41. 7 

( r青森県農地改革史』より)

叫
刈
キ
品
、

t
l
 そ
の
後
に
お
い
て
も
一
層
の
発
展
を

と
げ
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
基
本
的
に
は
資

本
主
義
的
商
品
経
済
の
只
中
に
投
げ
込
ま
れ

た
零
細
農
は
、
農
材
販
売
物
の
低
価
傾
向
と
、

購
買
品
物
価
の
高
騰
に
よ
る
シ
ェ

l
レ
状
価

格
差
に
よ
り
益
々
窮
乏
化
し
、

ま
た
前
述
の



(明治35-37年)

明 治 35 年 明治 36 年 明治 37 年

年負末債現額在 五昌義 年負末f貴現在;頁 負債議 主末f責現査在彊 一負 イ戸責 事当頁

東津軽郡 3，524，91同4 20円6 3，770，27円2 21円7 3，919，28円2 22同3 

西 津 軽 郡 895，846 87 968，809 92 999，237 95 

中 津 軽 郡 765，593 52 741，717 50 738，495 50 

南 津 軽 郡 1，158，436 80 1，308，949 90 1，486，066 101 

北津軽郡 645，272 60 695，051 64 651，560 58 

上北郡 407，056 40 408，189 49 403，351 39 

下北郡 54，952 12 156，053 35 127，130 28 

三戸郡 1，055，830 59 1，418，290 79 1，478，551 82 

計又は平均 8，504，618 85 8，944，755 89 9，008，209 89 

第61表(2)

農村負債状況

天

林

史

村

間

( r青森県農地改革史』より引用)

(明治20-40年)

自作農 自小作農 小 作 農 百十

% % % % 

明治20年 37.27 41.45 21. 28 100 

明治30年 37.48 40.41 22.11 100 

明治40年 33.69 32.38 33.93 100 

第61表(3)

農家の階層的分化

如
き
ほ
ぽ
五
年
に
一
度
づ
っ
周
期
的
に
起
る
劣

作
、
こ
と
に
大
正
二
年
の
大
凶
作
、
あ
る
い
は

(向上)

第
一
次
大
戦
に
よ
る
工
鉱
業
の
飛
躍
的
発
展
と

は
対
照
的
な
農
村
経
済
の
遅
滞
は
、
両
者
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
を
一
層
激
化
し

か
く
し
て
農
村

経
済
の
矛
盾
の
深
刻
化
と
階
層
分
化
を
助
長
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
(
『
青
森
県
農
地
改
革
史
』
)
。

(
第
六
二
、
三
表
参
照
せ
よ

農
民
の
階
層
分
化
の
進
行
と
と
も
に
、
農
村
賃

労
働
者
の
創
出
等
が
あ
っ
た
反
面
に
お
い
て
巨

大
な
土
地
所
有
者
も
出
現
し
て
く
る
。

か
か
る

巨
大
地
主
、
特
に
五

O
町
歩
以
上
を
所
有
せ
る

地
主
は
、
大
正
二
ニ
年
の
調
査
に
お
い
て
は
、

本
県
に
お
い
て
一

O
三
人
を
数
え
て
い
る
。
こ

れ
は
全
農
家
戸
数
八

O
、
七
二
ニ
戸
に
対
し
て

は
わ
ず
か

0
・
二
二
%
に
す
ぎ
ぬ
が
、
逆
に
そ

一



第61表 (4)

自作、自小作、小作農家戸数の変遷
(明治30-41年)

第
五
編

近

代

の
所
有
面
積
は
一
一
、

八
七
四
町
歩
で
、
全
耕
地
七

自作 自小作 小作 合計

ラ6 % % % 

明治30年 100 100 100 100 

" 31年 100.8 95.3 98.6 98.1 

" 32年 106.5 101.6 113.3 107.8 

" 33年 111.5 105.1 107.8 108.1 

" 34年 105.6 105.1 117.9 108.1 

" 35年 110.6 104.0 120.8 110.2 

" 36年 106.8 114.5 117.7 112.4 

" 37年 105.6 116.0 126.2 114.4 

" 38年 104.6 112.6 130.5 113.6 

" 39年 102.1 118.2 137.5 116.4 

" 40年 105.3 93.9 179.9 117.2 

" 41年 105.9 92.8 186.9 118.5 

" 42年 104.4 100.6 180.2 119.6 I 

" 43年 100.8 110.8 173.5 120.9 I 

" 44年 103.6 113.3 169.1 

(向上)

た
。
こ
れ
ら
地
主
の
手
作
り
(
自
作
)
地
は
わ
ず
か

九
、
四
六

O
町
歩
の
一
五
%
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ

に
一
六
八
町
歩
で
あ
り
、
残
り
は
全
て
小
作
地
と
し

そ
の
小
作
人
は
一
六
、

て
貸
与
さ
れ
て
お
り
、

九

二
戸
で
あ
っ
た
と
い
う
(
以
上
「
青
森
県
農
地
改
革
史

』
)
。
こ
の
点
を
本
県
各
郡
別
に
示
し
た
の
が
第
六
四

表
で
あ
る
。

さ
ら
に
大
正
年
間
の
耕
地
所
有
面
積
別
農
家
戸
数

の
変
化
は
第
六
五
表
の
知
く
で
あ
る
。

こ
れ
ら
大
地
主
は
、
所
有
面
積
が
広
大
で
あ
っ
た
た
め
、

ほ
と
ん
ど
が
不
在
地
主
化
す
る
の
で
あ
り
、

か
つ
農
業
よ
り
の
収
益
を

農
外
経
営
へ
投
資
す
る
、

い
わ
ば
寄
生
地
主
化
す
る
も
の
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
か
か
る
傾
向
は
、
昭
和
一

O
年
前
後
に

お
け
る
自
作
農
創
設
政
策
あ
る
い
は
戦
時
体
制
下
で
の
自
作
農
増
加
を
別
と
す
れ
ば
、
基
本
的
に
は
戦
後
に
お
け
る
農
地
改
革
に
よ

る
寄
生
地
主
制
の
解
体

l
小
作
人
の
解
放
ま
で
継
続
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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自
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自
小
作

天

農
地
所
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構
造
の
変
化

三大
正

七三
七年
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、
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O
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九
、
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八
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四
九
、
五
七
五

農
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構
造
の
変
化

{乍

コ大
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五年
プ王戸

f乍

二
三
、
四
六

二
六
、
四
五
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九
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O

五
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O
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一て JE 
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二
三
、
一
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五

二
九
、
四
二
一

七
六
、
一
二
三
四

一大
正E

三 四
八町年

一
二
四
、
八
五
三

一
六
、
三
八
五

二
一
、
九
三
八

八
七
、
六
二
四

五
六
、
七
九

三大
---: JE 
五一
六四
九 町 年

二
回
二
二
六
五

三
二
、
七
七
九

問

林

村

(
『
青
森
県
農
地
改
革
史
』
よ
り
)

入

O
、
七
一
三

史

第63表

青森県の自小作農家数の変遷(大正 1-14年)

自作農 小 作 農 自小作農 計

戸数 指数 戸数 指数 戸数 指数 戸数 指数
戸 戸 戸 戸

大:iE1年 23，289 100.0 22，012 100.0 27，692 100.0 72，993 100.0 

" 2年 22，956 98.6 23，463 106.6 26，453 95.5 72，872 99.8 

" 3年 22，853 98.1 23，690 107.6 27，810 100.3 74，353 101.9 

" 4年 22，696 97.4 22，736 103.3 27，437 99.0 72，869 99.8 

" 5年 22，482 96.5 23，324 105.5 28，214 101.9 74，122 101.5 

" 6年 24，114 103.5 24，400 110.8 30，132 108.8 78，646 107.7 

" 7年 23，788 102.1 23，115 105.0 29，421 106.2 76，324 104.6 

" 8年

" 9年 23，490 100.9 22，913 104.1 30，503 110.2 79，906 109.5 

" 10年 23，241 99.8 23，234 105.6 31，112 112.4 77，587 106.3 

"11年 23，247 99.8 23，203 105.4 31，257 112.9 77，707 106.4 

" 12年 23，034 98.9 22，888 104.0 31，850 115.0 77，772 106.5 

" 13年 23，611 101.4 23，070 104.8 32，788 118.4 79，469 108.9 

" 14年 23，569 101.2 24，365 110.7 32，779 118.4 80，713 110.6 

( r青森県農地改革史』より)



第 64表

50町歩以上地主所有地調査

第
五
編

近

代

所有耕地反別総数
地主数

田 畑 計

人 町 町 町

東津軽 郡 1 54.0 4.0 58.0 

西津軽郡 13 1，532.8 87.2 1，620.0 

中津軽郡 4 276.0 20.7 296.7 

南津軽郡 17 1，311.3 192.6 1，503.9 

北津軽郡 19 2，603.9 281.2 2，885.1 

上 4ヒ 郡 18 1，340.5 1，166.7 2，507.2 

下 北 郡

戸 郡 22 815.6 1，239.4 2，054.9 

弘 前 市 3 243.1 8.5 251. 6 

青 森 市 8 642.2 55.3 697.5 

計 105 8，819.3 3，055.6 11 ，874.9 

地耕 1地主当平均
自作反別 小 作 戸 数戸斤 有 反 思Jj

回 土田 計
自千乍反 1地主 小作 1地主
別総数 当平均 総 数 当ヰ三土勾

町 町 町 町 町 戸 戸

54.0 4.0 58.0 3.0 3.0 75 75 

117.7 6.7 124.6 1.4 1.0 1，786 137 

690.0 5.2 74.2 13.3 3.3 日5 126 

71.1 11. 3 88.4 30.9 1.8 2，435 143 

137.0 14.8 151.8 34.9 1.8 3，445 128 
74.4 64.8 139.3 56.0 3.1 4，457 247 

37.1 56.3 93.4 29.2 1.3 2，759 125 

81.0 2.8 83.9 465 155 

80.3 6.9 87.2 1，∞4 125 

84.0 29.1 113.0 168.7 1.6 16，931 161 

四

(W青森県農地改革史』より)



第
六
五
表

青
森
県
に
お
7
る
大
正
年
間
所
有
別
農
家
戸
数

(
『
青
森
県
農
地
改
革
史
』
よ
り
)

大 年
正

三 O 七四元
次

一一一一一
五一一一一一

六六五四四 反、、、、、
歩八二六六四

五八六四 O 未

四一八三九 j前

一一一一一 五
六六六七七 反、、、、、

四七八七 O
五一三三一
五五七三一 町

一一一一一
六六五五六 町、、、、、

六七九九九
六 0三四三
六八 O 四一 町

五五五五四 町、、、、、

一二 00八
三五五九一 五
五七六六七 町

一一一一一 五
一一一一一 町、、、、、

五四一一二
二二七九四 仁コ

四七二二四 町

亡コ
町

九九八八七
五0 四二二 0 ECE コ

六六九五 町

三E
仁コ
町

八八六七五
以

五一八一五 上

(2) 

天
間
林
村
に
お
け
る
地
主
制

本
村
に
お
い
て
ど
の
様
に
地
主
制
が
発
展
し
て
き
た
の
か
、

ま
た
地
主
・
小
作
関
係
が
ど
の
様
に
展
開
し
て
き
た
の
か
は
、

そ
の

統
計
数
値
が
皆
無
な
状
況
に
あ
る
現
在
、
ほ
と
ん
ど
判
明
し
え
な
い
の
で
あ
り
、
以
下
に
お
い
て
は
極
め
て
断
片
的
に
こ
の
問
題
に
ふ

れ
る
に
と
ど
ま
る
。

前
掲
第
五
二
表
の
う
ち
、

「
他
町
村
民
の
所
有
せ
る
」
田
畑
は
、
基
本
的
に
は
不
在
地
主
の
所
有
せ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
う
る
。
そ

の
部
分
だ
げ
を
と
り
だ
す
と
第
六
六
表
の
よ
う
に
な
る
。

さ
ら
に
昭
和
二
二
年
農
地
改
革
に
お
い
て
、
本
村
に
お
け
る
不
在
地
主
所
有

地
と
さ
れ
た
耕
地
は
第
六
七
表
の
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
表
か
ら
次
の
点
が
言
え
よ
う
。

ま
ず
第
一
に
、
他
町
村
民
が
天
間
林
村
内
に
お
い
て
所
有
せ
る
田
・
畑
は
、

そ
の
絶
対
値
が
、
大
正
末
よ
り
昭
和
一
六
年
に
か
け

て
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
が
読
み
と
れ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
、

本
村
に
お
け
る
不
在
地
主
は
、

大
正
末
よ
り
昭
和

天

間

林

村

史

五



第
五
編

村外民所有地

他有せ町村民の所 喜望2喜望台 他有せ町村る民畑面の積所 喜FZ喜望台る図面積

町 % 町 % 
大正15年 294 31 113 11.6 

昭和 6年 298 23 H5.4 ? 

昭和10年 291.4 22 102.4 10.7 

昭和16年 292.4 21.6 101.6 11.9 
近

代X印は不明部分

天間林村における不在地主所有耕地
(昭和22年)

畑一「
6反|

第67表
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史革改地農県森青

田

121町200町 7反

← L 

ノ、

初
期
に
お
い
て
拡
大
を
停
止
し
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
は
、

天間林村における村民，第 66表

こ
れ
ら
の
不
在
地
主
は
、
天
間
林
村
に
お
け
る
所
有
地
の
兼
併
を
、
基
本
的
に

は
昭
和
初
年
ま
で
に
完
了
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
二
に
、
不
在
地
主
所
有
地
は
、
大
正
よ
り
昭
和
に
か
け
て
、

田
畑
と
も
に
そ

の
相
対
的
比
率
を
か
な
り
減
少
せ
し
め
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
は

先
述
の
如
く
(
本
節
第
二
項
)
、

田
畑

と
く
に
田
の
耕
地
整
理
事
業
・
開
墾
助

成
事
業
に
伴
う
増
加
の
結
果
で
も
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
天
間
林
村
に
お

い
て
は
不
在
地
主
の
地
位
は
相
対
的
に
は
低
下
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
不
在
地
主
で
あ
る
が
、
一
体
い
か
な
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

天
間
林
村
に
お
い
て
農
地
を
所
有
せ
る
他
町
村
民
、
す
な
わ
ち
不
在
地
主
が

一
体
ど
れ
ほ
ど
存
在
し
、

い
か
な
る
人
物
で
あ
り
、

ま
た
彼
ら
が
ど
の
程
度
の

所
有
地
を
持
っ
て
い
た
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
不
明
の
部
分
が
多
く
、

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
我
々
と
し
て
は
、

ま
し
て
や
そ
の
年
次
別
変
遷
を
追
う
こ
と
な
ど
全
く
不
可
能

と
り
あ
え
ず
大
正
二
二
年
の
調
査
よ
り
、
上
北
郡
内
に
少
な
く
と
も
二
ヶ
町
村
以
上
に
わ

た
っ
て
所
有
地
を
有
せ
る
大
地
主
(
こ
こ
で
は
五
十
町
歩
以
上
地
主
)
を
ま
ず
は
抜
粋
し
て
み
よ
う
。



上北郡内における巨大不在地主

氏 名 職業 住 所 所合有田畑計 同自左作中反耳Ij
耕地の数主なる所在地及 小作人
び町村 戸数

盛 田喜 平治 農 上北郡七戸町
町丁 宙了

上北郡 9、三戸郡 1 1，144 640.9 29.3 

工藤轍郎 11 11 325.5 1.5 上北郡 3 550 

盛田庄兵衛 11 11 108.0 2.5 上北郡4 234 

浜 中幾 次郎 11 11 94.0 5.5 上北郡4 210 

米沢輿助 商 11 64.0 1.9 上北郡 7 124 

石田善兵衛 農 11 63.1 7.0 上北郡4 209 

松本耐治 11 11 56.8 2目9 上北郡4 76 

川 村作 兵衛 商 11 50.7 1.9 上北郡4 145 

野 村治 三郎 農 上北郡野辺地町 378.0 上東北郡軽12、三戸郡4 486 
津郡5

立五一合名会社
土地建

11 109.9 上北郡 5、東津軽郡 l 159 
物売買

伊藤福平 商 11 60.8 上東北津軽郡郡l 63 
7、三戸郡 l

野村 亀太 郎 農 11 60.4 上北郡 2 70 

中村久治 商 11 59.6 
上北郡4、三戸郡 l 145 
東津軽郡 l

野村勘左衛門 農 11 51.5 上北郡 3、下北郡 1 91 

川口要之助 商 上北郡百石村 173.7 三戸郡軽4、上北郡 5 115 
東津郡 2

中川原貞機 農 三戸郡浅田村 129.6 10.4 上北郡2、三戸郡 3 264 

三浦善蔵 11 三戸郡五戸町 431.4 上北郡 5、三戸郡 l 450 

第 68表

天

林

史

村

間

さ
て
こ
れ
ら
大
地
主
中
、
天
間
林
村
内
に
は
所

有
地
を
持
た
な
い
で
あ
ろ
う
と
ほ
ぽ
考
え
ら
れ

る
の
は
、
中
川
原
、
三
浦
な
ど
で
あ
り
、
あ
る
い

は
米
沢
も
当
時
は
ま
だ
持
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も

知
れ
ぬ
。
と
い
う
の
は
、
昭
和
七
年
現
在
の
「
貴

族
院
多
額
納
税
者
議
員
互
選
人
名
簿
』
(
青
森
県
)

に
よ
れ
ば
こ
れ
も
三
人
は
、
地
租
納
税
地
と
し
て

(W青森県農地改革史~ P175-6より引用)

天
間
林
村
に
所
有
地
を
持
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ

り
、
こ
の
一

0
年
間
に
は
大
き
な
変
化
は
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
、
同
じ
資
料

に
基
づ
い
て
推
定
す
る
に
、
天
間
林
村
内
に
所
有

地
を
持
っ
て
い
た
人
物
は
、
盛
田
喜
平
治
(
昭
和

六
年
六
月
二
日

1
昭
和
六
年
十
二
月
コ
二
日
、
昭

和
七
年
一
月
一
日

1
昭
和
七
年
六
月
一
日
に
お
け

る
天
間
林
村
を
納
税
地
と
す
る
地
租
額
は
そ
れ
ぞ

れ
四
六
七
円
七
五
銭
、
四
四
四
円
六
七
銭
)
、
伊
藤

七



第
五
編

近

代

1¥ 

福
平
(
同
じ
く
一
二
八
円
八
七
銭
、
二
一
二
円
四
三
銭
)
、
盛
田
庄
兵
衛
(
同
じ
く
七
九
円
六
五
銭
、
七
五
円
六
七
銭
)

の
三
名
で
あ

る
。
こ
の
他
工
藤
轍
部
が
天
間
林
村
内
に
耕
地
を
所
有
し
て
い
た
事
は
、
彼
の
開
墾
事
業
の
結
果
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
か

く
し
て
、
大
正
一
三
年
当
時
の
上
北
地
方
に
お
け
る
五

O
町
歩
以
上
所
有
の
巨
大
地
主
中
、
最
低
四
名
の
地
主
は
、
天
間
林
村
に
お

い
て
も
不
在
地
主
と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
当
時
、
浜
中
、
あ
る
い
は
野
村
治
三
郎
ら
も
す
で
に
天

間
林
村
内
に
土
地
.
を
も
っ
て
い
た
事
は
聞
き
取
り
な
ど
か
ら
ほ
ぽ
確
実
な
の
で
あ
る
が
、
資
料
的
に
は
残
念
な
が
ら
押
え
る
事
は
出

来
ぬ
と
こ
ろ
ず
あ
る
。
な
お
、
米
沢
奥
助
は
三
代
目
、
伊
藤
福
平
は
初
代
、
盛
田
庄
兵
衛
は
八
代
目
、
盛
田
喜
平
治
は
二
代
目
が

こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

次
に
こ
の
不
在
地
主
に
つ
い
て
一
定
程
度
推
定
し
う
る
資
料
は
戦
後
の
農
地
改
革
に
際
し
て
の
調
査
で
あ
る
。

先
述
の
如
く
、
農

地
改
革
に
よ
り
天
間
林
村
内
に
存
在
し
た
不
在
地
主
所
有
地
、

回
二

O
O町
余
、
畑
二
二
町
余
が
買
収
に
付
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら

を
所
有
せ
る
地
主
戸
数
は
六

O
に
達
し
て
お
り
、
買
収
規
模
別
戸
数
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た

第
六
九
表

買
収
規
模
別
戸
数

(
『
青
森
県
農
地
改
革
史
』
)



こ
れ
ら
の
不
在
地
主
が
誰
な
の
か
は
、
先
ほ
ど
ふ
れ
た
農
地
改
革
時
の
土
地
移
動
調
査
(
今
便
宜
的
に
『
天
間
林
村
農
地
改
革
土

地
移
動
調
査
綴
』
と
呼
ぴ
、
単
に
『
綴
』
と
し
て
略
称
し
よ
う
)
よ
り
あ
る
程
度
知
り
う
る
。

こ
の
『
綴
』
は
、

ワ
ラ
半
紙
で
お
よ
そ
一
五
四
枚
で
あ
り
、
第
一
次
か
ら
第
一
七
次
ま
で
の
農
地
改
革
に
伴
う
土
地
の
買
収
と
新

規
購
入
者
名
と
が
お
お
よ
そ
書
か
れ
て
い
る
。
「
お
お
よ
そ
」
と
言
う
の
は
、
そ
の
記
載
が
一
定
で
な
く
、
か
つ
後
に
な
っ
て
の
書
き
込

み
が
あ
っ
た
り
し
て
不
明
で
あ
る
部
分
も
多
い
こ
と
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
『
綴
』
か
ら
み
る
と
、
天
間
林
村
に
診
げ
る
最
大
の
不
在
地
主
は
盛
田
喜
平
治
で
あ
る
。
前
表
の
五

O
町
以
上
買
収
を
受
け

た
不
在
地
主
は
お
そ
ら
く
彼
で
あ
ろ
う
。
彼
が
買
収
さ
れ
た
田
畑
を
天
間
林
村
内
の
地
域
毎
に
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
(
こ
の
盛

田
喜
平
治
は
十
二
代
田
で
あ
る
)

田

天
間
舘

二
町
六
反
七
畝

六
歩

二
ツ
森
一
八
町
七
反
一
畝
三
歩

榎
林

二
町
一
反
一
畝
一
一
歩
(
そ
の
他
共
有
地
一
三
町
余
)

附
田

一
町
五
反
三
畝
二
八
歩

中
岨

一
町
四
反
八
畝

野
崎

反

二
O
歩

て
畑天

間

林

村

史

九
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四
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天
間
舘

九
反
五
畝
二
九
歩

ツ

森

八
反
六
畝

六
歩

榎
林

二
町
三
反

六
歩

中
山由

一
町
八
反
六
畝
二
六
歩

野
崎

七
反
二
畝
二
三
歩

花
松

畝

歩

一
、
そ
の
他

宅
地
等

若
干

そ
の
他
、
目
に
つ
く
不
在
地
主
と
し
て
は
、
伊
藤
福
平
(
三
代
目
)
盛
田
庄
兵
衛
(
八
代
田
)
浜
中
幾
次
郎
(
八
代
目
)
、

八
戸
の
猶

舘
な
ど
が
一

O
町
歩
前
後
の
土
地
を
買
収
さ
れ
て
い
る
。
伊
藤
は
全
村
内
に
わ
た
り
田
畑
を
所
有
、
盛
田
庄
兵
衛
は
天
間
舘
、
榎
林
を

中
心
と
し
て
田
畑
を
所
有
、
浜
中
は
特
に
天
間
舘
を
中
心
と
し
て
田
畑
所
有
、
猶
舘
は
、
榎
林
に
お
い
て
田
を
中
心
と
し
て
所
有
し

て
い
る
。
こ
の
時
点
で
の
猶
舘
は
、
昭
和
五
年
に
死
去
す
る
ま
で
八
戸
市
に
お
い
て
銀
行
業
、
商
業
を
営
ん
で
活
躍
し
た
猶
舘
弥
三

郎
の
子
孫
で
あ
ろ
う
。
猶
舘
の
場
合
、
前
掲
の
大
正
一
三
年
当
時
の
五

O
町
歩
以
上
所
有
地
主
と
し
て
は
、
三
戸
郡
内
三
ヶ
村
を
中

心
と
し
て
耕
地
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
上
北
郡
内
で
は
目
立
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
様
で
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
こ

れ
以
隆
、
急
速
に
上
北
郡
に
お
い
て
も
耕
地
の
買
収
兼
併
に
つ
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
地
主
と
言
っ
た
場
合
、
こ
れ
ら
不
在
地
主
さ
ら
に
は
巨
大
な
寄
生
的
地
主
が
ま
ず
は
と
り
あ
げ
ら
れ
る
が
、

そ
の
他
に

も
い
わ
ゆ
る
在
村
地
主
が
多
数
存
在
す
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
一
般
的
に
言
っ
て
不
在
地
主
ほ
ど
そ
の
所
有
耕
地
は
広
大



第70表
第 1回農地委員選挙当選者の所有耕地広狭別・経営耕地広狭別面積

不作耕 未5満反 5反 1 2- 3- 5- 10- 20-30-50-I以曲町上 合 計

所
1町 2町 3町 5町 10町 20町 30町 50町 1曲町

- J 356 356 
有 小作 小作兼自作 一 265 123 60 2 2 l 454 
耕 9 J 39 66 8 J 29 152 

地 純小 作 9 16 J 38 11 15 6 95 

広 f自作兼地主 4 6 J 34 10 J 13 9 77 

狭 8 J 28 70 J 16 87 J 132 56 15 12 4 2 430 

iJlJ 不耕作地主 6 5 8 9 9 16 l 2 56 

ぷロ弘、 計 -1 657 217 276 74 155 158 74 J 16 14 4 211，620 

不作耕 未l満反 1 3 51 町反
1 1.5 2 3- 4- 5- 10- 合計

経
3反 5反 1.5町 2町 3町 4町 5町 10町 以上

61 50 721 110 57 32 29 356 
営 小作 小作兼自作 111 23 107 128 97 66 13 6 l 454 
耕 4 41 23 37 37 30 6 5 3 2 152 

I也 純小作 4 91 17 16 22 16 6 2 3 95 

広 1 6 51 12 17 24 6 3 3 77 

狭 地主地主兼自作 141 48 581 90 60 56 57 24 9 8 6 430 

日Ij 不耕作地主 56 56 

A 口 計 561 23 117 172 352 310 261 222 55 25 18 911，620 

天

間

林

村

史

で
は
な
く
、
多
く
の
場
合
、
自
作
地
以
外
の
耕
地
を
小

作
へ
出
し
て
い
る
、
い
わ
ば
手
作
り
地
主
的
存
在
の
場

合
が
多
い
。
こ
う
し
た
在
村
地
主
が
一
体
ど
の
程
度
存

在
し
た
か
は
、
こ
れ
ま
た
数
量
的
に
は
甚
だ
把
え
に
く
い

と
こ
ろ
で
あ
る
が
二
般
論
と
し
て
は
、
通
常
一
戸
当
り

の
適
正
経
営
面
積
は
五
町
歩
程
度
を
最
高
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
以
上
の
耕
地
を
所
有
す
る

も
の
は
地
主
と
し
て
耕
地
を
小
作
に
出
す
場
合
が
多
い

(r青森県農地改革史~ P431より引用)

で
あ
ろ
う
。
勿
論
そ
れ
以
下
の
耕
地
所
有
者
で
も
小
作

地
と
し
て
耕
地
を
出
す
場
合
も
し
ば
し
ば
存
在
す
る
事

は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
点
を
戦
後
農
地
改
革
に
際
し
て

の
農
地
委
員
選
挙
に
関
す
る
資
料
か
ら
傍
証
的
に
考
え

て
み
よ
う
。
第
一
回
農
地
委
員
選
挙
の
当
選
者
「
所
有

耕
地
広
狭
別
」
「
経
営
耕
地
広
狭
別
」
を
挙
げ
れ
ば
上
表

の
よ
う
に
な
る
。

四
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こ
れ
に
よ
っ
て
も
地
主
と
総
括
さ
れ
る
階
層
も
、
実
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
事
が
判
明
し
よ
う
。

さ
て
天
間
林
村
に
お
け
る
在
村
地
主
で
あ
る
が
、
資
料
不
足
ゆ
え
に
詳
し
く
は
語
り
え
ぬ
が
、
農
地
改
革
時
に
お
い
て
耕
地
買
収

を
受
け
た
数
は
第
七
一
表
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
こ
の
場
合
、
在
村
地
主
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
の
所
有
せ
る
小
作
地
の
平
均
一
町
五

反
歩
を
越
え
る
小
作
地
(
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
第
三
条
第
二
項
)

と
、
地
主
所
有
面
積
が
貸
付
地
及
び
自
作
地
を
合
計
し
て
平

均
四
町
五
反
歩
を
超
え
る
面
積
の
小
作
地
(
同
法
第
三
条
第
三
項
)

と
さ
れ
た
の
で
そ
の
点
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
七
一
表

農
地
改
革
に
よ
り
土
地
買
収
を
う
け
た
在
村
地
主
と
規
模

こ
れ
に
よ
っ
て
も
判
明
す
る
如
く
、
在
村
地
主
の
場
合
、
天
間
林
村
で
は
一

O
町
歩
以
上
買
収
さ
れ
た
者
は
な
く
、
し
た
が
っ
て

単
純
に
見
積
る
な
ら
一
四
町
五
反
以
上
を
所
有
せ
る
在
村
地
主
は
い
な
か
っ
た
と
一
応
は
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ

ぱ
、
天
間
林
村
で
は
不
在
地
主
に
比
し
て
在
村
地
主
は
か
な
り
小
規
模
で
あ
っ
た
事
が
知
り
え
よ
う
。

以
上
、
不
在
地
主
、
在
村
地
主
と
に
わ
け
で
、
主
と
し
て
昭
和
二

O
年
噴
に
至
る
時
期
の
そ
の
所
有
規
模
を
検
討
し
た
わ
け
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
地
主
が
、

一
体
い
か
に
し
て
耕
地
を
所
有
兼
併
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
般
論
と
し
て
は
先
述
の
如
く
資
本
主
義
の
発
展
に
伴
う
様
々
な
要
因
、
あ
る
い
は
農
村
社
会
の
固
有
の
矛
盾

1
1例
え
ば
凶
作
|

ー
な
ど
に
よ
り
農
民
層
の
階
層
分
化
が
進
み
、
零
細
農
の
没
落
に
伴
っ
て
耕
地
が
大
地
主
・
商
人
・
高
利
貸
な
ど
に
集
中
・
集
積
さ



れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
傾
向
は
、
天
間
林
村
に
お
い
て
は
不
在
地
主
の
方
に
顕
著
に
み
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
在

村
地
主
の
場
合
に
も
そ
う
し
た
事
例
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
在
村
地
主
の
場
合
、
例
え
ば
天
間
館
の
中
嶋
家
、
李
沢
の
木
村
家
、

中
崎
の
中
軸
家
に
み
ら
れ
る
如
く
、
彼
ら
の
多
く
は
明
治
以
来
の
開
墾
事
業
の
結
果
と
し
て
の
耕
地
所
有
の
面
が
極
め
て
強
い
の
で

あ
る
。
実
は
そ
の
事
は
、
彼
ら
の
耕
地
所
有
地
域
に
お
い
て
も
明
瞭
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
中
嶋
家
の
場
合
は
、
天
間
舘
字
中
野
、

木
村
家
の
場
合
は
榎
林
字
李
沢
を
中
心
と
す
る
一
帯
に
耕
地
を
所
有
し
て
い
た
。
勿
論
だ
か
ら
と
い
っ
て
全
て
の
所
有
地
が
開
墾
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
零
細
・
没
落
し
た
村
民
の
耕
地
を
買
い
取
り
つ
つ
拡
大
し
て
い
っ
た
耕
地
も
か
な
り
あ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は

推
察
に
か
た
く
な
い
。
そ
う
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
在
村
地
主
の
有
力
層
は
当
然
の
事
な
が
ら
そ
の
地
区
の
有
力
な
家
柄
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
不
在
地
主
の
場
合
は
当
然
の
事
な
が
ら
零
細
・
没
落
農
の
耕
地
を
買
収
し
つ
つ
所
有
耕
地
を
拡
大
し
て
来
た
。
そ

の
場
合
、
彼
ら
の
買
収
地
は
村
内
の
か
な
り
広
い
地
域
に
分
布
し
て
お
り
、

か
つ
ま
た
極
め
て
小
規
模
な
耕
地
を
大
量
に
買
い
集
め

て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る

(
以
上
の
点
は
、
『
綴
』
と
み
ら
れ
る
地
名
、
番
地
よ
り
判
明
す
る
)
。
し
た
が
っ
て
彼
ら
の
場
合
、

そ

の
職
業
は
商
人
層
が
多
く
、

か
っ
そ
の
居
住
地
と
し
て
は
、
七
戸
町
・
野
辺
地
町
あ
る
い
は
八
戸
市
な
ど
の
上
北
地
方
の
中
心
的
都

市
で
あ
る
。
前
掲
の
「
大
正
十
三
年
五
十
町
以
上
所
有
主
調
』
で
は
、
盛
田
喜
平
治
、
盛
田
庄
兵
衛
、
浜
中
幾
次
郎
ら
は
全
て
「
農
」

と
な
っ
て
い
る
が
、

し
か
し
こ
れ
は
彼
ら
が
一
定
程
度
の
手
作
地
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
実
際
に
は
商
人
な
い
し
は
産
業
資

本
家
(
醸
造
業
)
あ
る
い
は
牧
畜
業
家
と
し
て
の
面
が
し
だ
い
に
強
く
な
る
。

か
く
し
て
み
る
に
、
天
間
林
村
に
斡
け
る
地
主
制
は
、
在
村
地
主
は
小
規
模
か
つ
地
域
的
に
集
中
化
し
た
耕
地
を
所
有
、
か
つ
開

墾
事
業
に
基
づ
く
地
主
化
が
多
く
あ
り
、
さ
ら
に
手
作
り
地
主
層
が
多
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
に
対
し
、
不
在
地
主
の
場
合
は
、
大
規

天

問

林

村

史

四
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模
な
所
有
地
を
持
つ
も
の
が
あ
り
、
そ
の
耕
地
も
分
散
的
で
あ
り
、
商
人
層
な
ど
が
零
細
農
の
没
落
に
伴
い
つ
つ
集
中
さ
せ
て
い
っ

た
と
み
ら
れ
る
。

(3) 

地
主
制
の
展
開
と
地
主
・
小
作
関
係

地
主
制
の
発
展
は
、

そ
の
対
極
に
は
耕
作
農
民
の
大
量
の
小
作
農
化
を
進
行
せ
し
め
る
。
地
主
制
は
し
た
が
っ
て
地
主
・
小
作
関

係
で
も
あ
る
。

か
く
す
れ
ば
、
こ
の
両
者
の
社
会
・
経
済
的
関
係
が
一
体
い
か
な
る
も
の
か
は
、
地
主
制
を
知
る
上
で
の
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
こ
の
地
主
・
小
作
関
係
が
、
実
は
小
作
慣
行
そ
の
も
の
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
本
節
第
一
項
に
て

み
た
通
り
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
古
い
地
主
・
小
作
関
係
で
あ
る
刈
分
小
作
制
や
、

さ
ら
に
は
よ
り
「
封
建
的
」
と
さ
れ
る
名
子
小
作
も
一
部
に
お
い
て

は
存
在
せ
し
め
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
場
合
、
地
主
の
権
威
は
極
め
て
強
く
、
小
作
人
の
権
利
は
極
め
て
薄
弱

な
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
小
作
慣
行
が
い
か
に
古
く
「
封
建
的
」
で
あ
っ
た
か
は
、
大
正
二
二
年
当
時
の
次
の
知
き
新
聞
記
事

か
ら
も
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

「
小
作
人
の
納
め
て
い
る
小
作
米
は
一
反
当
り
最
高
一
石
二
斗
、
最
低
六
斗
位
で
平
均
九
斗
が
相
場
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
こ
れ
ら
の
契
約
は
普
通
十
ヶ
年
で
あ
る
が
、
東
津
軽
郡
大
野
村
は
口
約
束
の
ま
〉
期
間
な
し
で
契
約
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
又
南
部
地
方
に
は
特
有
の
小
作
制
度
が
あ
っ
て
刈
分
と
い
う
稲
の
実
っ
た
も
の
を
刈
り
取
ら
ぬ
前
に
地
主
と
小
作

と
が
等
分
に
或
は
六
・
四
又
は
七
・
三
の
割
合
に
実
収
を
み
て
分
配
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
本
蘇
に
見
ら
れ
ぬ
又

小
作
と
い
ふ
一
種
の
周
旋
業
が
多
い
。
即
ち
地
主
か
ら
借
り
た
の
を
更
に
自
分
が
地
主
の
立
場
に
立
っ
て
他
の
小
作
人
に



又
貸
し
す
る
も
の
で
、
地
主
か
ら
言
え
ば
数
人
の
小
作
人
に
貸
し
つ
け
る
よ
り
手
数
が
省
け
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
小
作
人

の
方
か
ら
云
へ
ば
若
干
づ
〉
頭
を
は
ね
ら
れ
る
の
で
直
接
地
主
と
契
約
す
る
よ
り
も
損
失
を
受
け
る
事
が
多
い
と
い
う
事

に
な
る
。
此
の
弊
は
津
軽
地
方
に
多
く
、
そ
の
仲
に
立
つ
人
は
村
で
も
相
当
物
識
り
の
部
に
属
し
て
ゐ
る
か
ら
驚
く
。
」
(
『
東

奥
日
報
』
大
正
一
三
年
一
二
月
三

O
日
付
、
「
青
森
県
農
地
改
革
史
』
一
八
四
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
)

か
か
る
状
況
下
で
は
、
当
然
小
作
料
の
収
奪
も
激
し
く
、
小
作
人
は
そ
の
耕
作
権
す
ら
お
び
や
か
さ
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
地
主
に
対
す
る
小
作
人
の
抵
抗
、
す
な
わ
ち
小
作
争
議
は
、
本
県
に
お
い
て
は
遅
れ
て
い
た
し
、

ま
し
て
や
南
部
地
方

で
は
そ
の
数
す
ら
極
め
て
少
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
先
に
引
用
し
た
『
東
奥
日
報
」
記
事
は
こ
の
原
因
を
「
こ
の
一
つ
は
所
謂
温
情

主
義
で
あ
る
O
i
-
-
-
第
二
は
契
約
書
の
通
り
実
行
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
:
:
:
不
作
の
場
合
は
相
当
に
減
じ
、
常
に
温
情
第
一

主
義
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
為
で
、
第
一
二
は
小
作
人
が
未
だ
無
知
な
る
た
め
親
ゆ
づ
り
の
し
き
た
り
を
堅
く
守
っ
て
ゐ
る
に
他
な
ら

な
い
」
と
し
て
い
る
。

確
か
に
地
主
に
あ
る
種
の
「
温
情
主
義
」
が
あ
り
、
地
主
と
小
作
の
関
係
は
親
子
関
係
の
知
く
語
ら
れ
た
り
、

ま
た
小
作
人
の
「
無

知
」
な
る
故
の
権
利
へ
の
認
識
不
足
な
ど
が
存
在
し
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
う
し
た
理
由
だ
け
で
は
大
正
末
よ
り
昭
和

初
め
に
か
け
て
彰
拝
と
し
て
湧
き
起
っ
た
、
特
に
津
軽
地
方
を
中
心
と
す
る
小
作
争
議
を
見
落
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

問
題
は
、
極
め
て
劣
悪
な
条
件
下
に
置
か
れ
て
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
に
小
作
争
議
が
全
国
的
に
み
た
場
合
に
、
時
期
的

に
遅
れ
た
か
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
津
軽
地
方
に
比
べ
て
南
部
地
方
は
そ
の
発
生
件
数
が
か
な
り
少
な
か
っ
た
の
は
何
故
な
の
か
を
、

我
々
は
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

天

間

林

村

史

一
一
四
五
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(昭和 1-10年)

束郡 西部 中郡 南部 北郡 上北郡 下北郡 三戸郡 合計

昭和 1年 1 1 1 3 

11 2""'手 2 l 1 4 

11 3年 8 1 3 6 1 19 

11 4年 1 13 2 4 12 4 l 37 

11 5年 22 l 3 4 3 l 34 

11 6年 2 19 5 13 21 7 67 

11 7年 10 23 7 20 35 3 98 

11 8年 15 46 16 41 26 9 2 155 

11 9年 38 42 11 57 18 13 2 181 

11 10年 57 37 13 42 115 15 3 282 

第72表

小作争議発生分布状況

一
一
四
六

こ
の
占
…
に
つ
い
て

「
青
森
県
農
民
運
動
史
』
(
法
政
大
、
昭
和
犯
)
lま

農
村
地
帯
に
お
い
て
土
地
移
動
、
人
口
移
動
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
事
、

す
な
わ
ち
結
局
は
商
品
経
済
の
浸
透
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
そ
の
根
本
的

原
因
を
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
南
部
地
方
に
お
い
て
、
三
戸
郡
、
下
北
郡

に
比
べ
て
上
北
郡
の
方
が
や
〉
争
議
の
発
生
件
数
も
多
く
、
時
期
的
に
も

早
い
こ
と
、
か
っ
小
作
組
合
が
多
く
結
成
さ
れ
た
こ
と
の
理
由
と
し
て
は
、

開
墾
地
帯
で
あ
り
新
し
い
形
の
農
場
組
織
が
多
く
、
生
産
力
の
低
い
こ
と

「東奥年鑑」各年版により作成。

と
に
求
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
説
明
は
基
本
的
に
は
承
認
さ
れ
う
る
で
あ

ろ
〉
フ
。し

か
し
と
も
か
く
も
昭
和
年
間
に
入
る
と
青
森
県
の
小
作
争
議
は
急
激

に
増
加
す
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
今
や
全
国
一
の
件
数
と
な
っ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

上
表
の
如
く
、
天
間
林
村
の
位
置
す
る
上
北
郡
に
お
い
て
も
昭
和
期
に
入

る
と
小
作
争
議
は
急
激
に
増
大
し
て
い
る
。

で
は
一
体
天
間
林
村
で
は
ど

う
で
あ
っ
た
の
か
。



「
地
主
封
小
作
関
係

本
村
地
主
封
小
作
人
ト
ノ
間
ニ
於
テ
小
作
争
議
ノ
如
キ
事
ガ
起
ル
マ
デ
行
ッ
テ
ヰ
ナ
イ

何
ゼ
ナ
ラ
ソ
ノ
問
ニ
診
ケ
ル

小
作
権
ノ
法
律
的
関
係
ニ
封
ス
ル
小
作
人
ノ
不
認
ニ
ヨ
リ
絶
対
的
ナ
強
サ
ヲ
地
主
ガ
有
シ
テ
ヰ
ル
カ
ラ
デ
ア
ッ
テ
従
ツ
テ

小
作
ノ
開
始
、
終
末
モ
共
ニ
簡
単
デ
行
ナ
ハ
レ
テ
ヰ
ル
)
(
『
郷
土
調
査
』
」

天
間
林
村
に
お
い
て
は
小
作
争
議
は
一
般
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
理
由
と
し
て
は
小
作
人
の
「
不
認
」
す

な
わ
ち
権
利
意
識
の
欠
如
と
地
主
層
の
権
力
の
絶
大
性
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
皆
無
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
か
ろ

う
し
、
現
実
に
昭
和
一
四
、

五
年
頃
に
な
る
と
地
主
・
小
作
人
間
の
も
め
事
が
あ
っ
た
こ
と
は
『
中
嶋
信
日
記
』
よ
り
わ
か
る
。
こ

の
頃
は
戦
争
の
拡
大
に
伴
う
農
村
部
に
お
け
る
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
し
て
き
た
時
期
で
あ
り
、
こ
う
し
た
有
利
な
状
況
を
背
景
に

小
作
人
側
が
地
主
よ
り
一
定
程
度
の
妥
協
を
勝
ち
と
る
事
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
昭
和
一
四
年
三
月
一
九
日
の
記
述
に
、

「
一
、
小
作
人
地
の
内
十
一
町
余
を
地
主
に
返
し
換
地
を
借
り
る
事
、
二
、
三
年
は
換
地
十
一
町
余
の
小
作
料
を
半
分
に
ま
け
る
事
、

一
二
、
小
作
料
は
以
前
通
り
大
小
豆
半
々
で
四
十
五
斤
と
す
。
四
、
納
期
は
十
一
月
二
十
日
限
り
と
す

五
、
冬
作
の
あ
る
処
は
こ
れ

を
収
穫
後
土
地
を
引
き
渡
す
。
小
作
料
の
七
割
を
支
払
う
こ
と
」
が
「
地
主
、
小
作
人
間
で
円
満
に
決
め
ら
れ
」
た
と
あ
る
。
こ
こ

に
み
ら
れ
る
如
く
、
地
主
は
小
作
地
を
勝
手
に
取
り
上
る
事
は
不
可
能
で
あ
り
、
小
作
料
も
文
書
で
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
小
作
人
の
権
利
の
伸
長
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

天
間
林
村
を
含
む
上
北
地
方
、
さ
ら
に
は
南
部
地
方
は
、
一
般
に
小
作
争
議
の
少
な
い
所
で
あ
っ
た
。
し
か
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
皆

天

間

林

村

史

四
七
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無
で
は
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
り
、

か
つ
激
し
い
争
議
を
伴
な
わ
な
い
ま
で
も
地
主
・
小
作
関
係
は
微
妙
に
揺
れ
て
い
た
と
み
て

差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
小
作
人
は
旧
態
然
と
し
た
無
権
利
状
況
に
い
つ
も
甘
ん
じ
て
い
た
の
で
は
決
し
て
な
か
ろ
う
。

か
か
る
事
を

考
え
る
上
で
興
味
あ
る
資
料
と
し
て
次
の
文
書
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
七
戸
町
工
藤
正
六
家
収
蔵
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に

み
ら
れ
る
如
く
、
地
主
|
小
作
関
係
が
も
は
や
「
温
情
主
義
」
で
は
解
決
し
え
ぬ
も
の
と
な
り
、
小
作
人
の
権
利
が
し
だ
い
に
伸
長

し
て
い
る
の
が
明
確
に
読
み
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
(
本
資
料
の
書
か
れ
た
年
代
と
筆
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
執
筆
さ
れ
た
年
代
は
そ
の

内
容
か
ら
し
て
大
正

1
昭
和
初
と
考
え
ら
れ
る
。
)

上
北
郡
地
主
子
作
人
間
ノ
情
態

(
註
、
子
作
人
は
当
初
、
小
作
人
と
書
か
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
全
て
こ
の
様
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
)

吾
ガ
青
森
蘇
上
北
郡
地
方
ノ
地
主
子
作
人
ノ
関
係
ヲ
考
察
ス
ル
ニ
、
古
来
ヨ
リ
其
ノ
間
頗
ル
融
和
シ
、
殆
ン
ト
主
従
ノ

如
キ
潟
情
ヲ
以
テ
農
事
ノ
進
歩
発
達
ヲ
図
リ
ツ
〉
ア
リ
、
然
ル
ニ
近
年
往
々
ニ
シ
テ
地
主
子
作
人
間
ニ
不
和
ノ
者
ア
リ
、

又
世
間
ノ
風
潮
ニ
感
染
シ
テ
カ
子
作
人
ハ
自
分
ノ
都
合
ノ
ミ
ヲ
主
張
シ
紛
擾
ヲ
重
ヌ
ル
者
ナ
キ
ニ
シ
モ
非
ズ
、
葦
シ
営
地

上
北
郡
内
田
畑
一
反
歩
当
り
子
作
料
調
(
米
及
大
一
旦

田

一一下 中上

11 11 玄 種
米 実頁

子

作
五 八 O
000  料
升升升

均実最近

収五
四七八 子ケ
八 O 五 作年
升升升 料平

畑
(ー
下中上

" "大
種

'il 類

子

作

入 .0玉 料
升升升

均最
実近
収五
子ケ

六七 O 作年
升升升 料平



方
ノ
田
畑
ノ
因
テ
起
ル
所
以
ヲ
能
ク
知
一
フ
ザ
ル
ニ
存
ス
、
如
何
ト
サ
レ
パ
上
北
郡
内
ニ
診
ケ
ル
小
作
地
ノ
大
部
分
ハ
地
主

ノ
自
費
開
墾
ニ
係
リ
、
刻
苦
精
励
賞
ニ
血
液
ノ
結
晶
ナ
リ
、
夫
レ
之
ヲ
子
作
地
ト
ス
、
而
シ
テ
子
作
料
米
ハ
前
表
ノ
如
ク

極
メ
テ
低
率
ナ
リ
。

玄
米
平
均
七
斗
六
升
六
合
六
勺

実
収
子
作
米
六
斗
七
升
六
合
六
勺

大
豆
平
均
弐
斗
壱
升

実
収
子
作
大
豆
一
斗
七
升
六
合
六
勺

是
レ
通
常
豊
作
ノ
年
ニ
診
ケ
ル
子
作
率
ナ
リ
、
尚
不
作
不
況
ニ
際
シ
テ
ハ
検
見
ノ
上
其
ノ
減
収
災
害
ノ
程
度
ニ
因
リ
減

石
ノ
慣
例
ア
リ
、
又
凶
荒
ノ
危
年
ニ
ハ
全
部
ノ
免
料
ニ
浴
セ
シ
ム
ル
事
サ
ヘ
ア
リ
ヌ
リ
、
孫
ニ
分
ケ
作
ト
称
シ
テ
刈
リ
分

ケ
ノ
子
作
法
ア
リ
、
此
ノ
方
法
ハ
多
ク
ハ
一
定
ノ
収
穫
諌
想
ノ
付
ザ
ル
未
熟
也
ニ
依
用
ス
、
例
へ
パ
年
ニ
因
リ
作
付
ケ
地

ト
ス
ル
モ
、
休
閑
地
ト
ナ
ス
モ
子
作
人
ノ
都
合
能
キ
ニ
任
セ
、
而
シ
テ
刈
リ
分
ケ
部
分
ハ
稀
レ
ニ
折
半
、
又
ハ
全
部
子
作

人
ニ
輿
ル
部
分
モ
ア
リ
テ
、
尚
ホ
水
阜
害
ノ
年
ニ
ハ
減
石
ノ
例
ア
リ
、
結
局
地
主
へ
ハ
一
二
分
ノ
収
入
ハ
普
通
ナ
リ
、
之
レ

即
チ
上
北
郡
に
於
ケ
ル
子
作
一
般
ノ
状
況
ナ
リ
、
此
ノ
如
ク
子
作
米
ノ
低
率
且
ツ
寛
容
ア
ル
ハ
他
方
ニ
其
比
ヲ
聞
カ
ザ
ル

ナ
リ
、
然
ル
ニ
モ
拘
ラ
ズ
尚
且
ツ
子
作
料
米
高
率
ナ
ド
〉
云
為
ス
ル
カ
如
キ
ハ
、
恩
ニ
馴
レ
反
テ
我
利
ヲ
逗
ク
セ
ン
ト
ス

ル
モ
ノ
ナ
リ
。

負
ほ
さ
れ
な
抱
す
さ
る
と
す
や
作
り
子
の
い
か
に
せ
よ
と
か

今
の
時
代
ハ

故
ニ
子
作
料
ノ
当
否
ヲ
鑑
別
ス
ル
ニ
ハ
仮
リ
ニ
彼
我
ノ
地
位
ヲ
換
へ
テ
考
フ
レ
パ
時
モ
早
ク
了
解
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
べ

天
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第
五
編

近

代

五。

シ
、
宣
徒
ラ
ニ
隻
方
ノ
不
利
ニ
帰
ス
ル
紛
議
ヲ
弄
ビ

O
へ
土
地
ノ
愛
護
心
込
モ
減
却
セ
シ
ム
ル
ハ
惜
シ
ミ
テ
モ
猶
飴
リ
ア

ル
次
第
ナ
ラ
ズ
ヤ

只
是
ニ
不
可
思
議
ナ
ル
ハ
凡
テ
地
主
ノ
親
作
ニ
係
ズ
耕
転
ハ
収
支
ノ
計
算
償
ハ
ザ
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
、
而
カ
モ
地
主
ノ
中

ニ
ハ
其
家
庭
十
分
親
作
ノ
出
来
得
ル
組
織
ナ
ル
ニ
モ
拘
ハ
ラ
ズ
猶
子
作
ニ
委
ス
ル
ノ
傾
向
ア
リ
、
コ
ハ
自
然
農
業
ヲ
卑
シ

ム
文
化
風
ノ
惰
弊
ナ
ラ
ン
モ
、
亦
農
業
ナ
ル
モ
ノ
ハ
之
来
薄
利
ノ
報
酬
ナ
レ
パ
ナ
リ
、
蓋
シ
地
主
ノ
親
作
シ
テ
間
ニ
合
ス

モ
ノ
ヲ
子
作
シ
テ
間
ニ
合
フ
道
理
ナ
カ
ル
ベ
シ
、
然
ル
ニ
モ
拘
ハ
ラ
ズ
之
レ
-
ヲ
子
作
ス
ル
モ
ノ
ハ
他
ニ
業
ヲ
営
ム
ベ
キ
資

本
モ
ナ
ク
技
術
モ
ナ
ク
、
労
カ
ヲ
唯
一
ノ
資
本
ト
シ
テ
辛
ク
モ
小
作
ニ
従
事
ス
ル
モ
ノ
モ
ア
ラ
ン
、
故
ニ
其
ノ
子
作
地
ヲ

離
レ
テ
ハ
生
活
情
態
容
易
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
雨
ニ
モ
風
一
一
モ
年
中
労
苦
ヲ
厭
ハ
ズ
、
全
力
ヲ
尽
シ
テ
耕
作
ニ
従
事
ス
ル
結

果
薄
利
ナ
ガ
ラ
モ
自
家
ノ
生
活
ヲ
漸
ク
支
工
、
且
ツ
多
少
ノ
子
作
米
ヲ
地
主
ニ
納
入
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
所
以
ナ
リ

併
シ
地
主
ノ
親
作
ハ
不
利
益
ナ
リ
ト
云
フ
所
以
ハ
真
ノ
多
ク
ハ
雇
人
制
ニ
依
レ
パ
ナ
リ
、
苦
シ
夫
レ
カ
為
地
主
親
ラ
我

ガ
土
地
ヲ
我
家
庭
ノ
自
力
ヲ
挙
ケ
以
テ
耕
作
ス
ル
ナ
ラ
パ
、
其
ノ
成
績
ハ
一
展
人
耕
作
ノ
能
率
ト
ハ
大
ニ
異
リ
、
其
責
任
ヲ

重
ン
ズ
ル
結
果
、
子
作
ニ
比
シ
テ
問
ニ
合
ハ
ザ
ル
道
理
ナ
カ
ル
ベ
シ
、

我
物
と
思
へ
ば
軽
き
笠
の
雪

と
い
え
る
古
句
あ
り
、
余
モ
亦
拙
句
ア
リ

借
り
物
と
思
へ
ば
つ
ら
き
子
作
か
な

抑
モ
亦
タ
作
人
ハ
子
作
ヲ
止
メ
、
現
金
取
リ
ノ
臼
雇
稼
キ
ス
ル
モ
、
其
収
入
日
ニ
多
キ
様
ナ
レ
ド
モ
年
ニ
少
ナ
リ
、
農



業
ハ
之
レ
ニ
反
シ
日
ニ
少
ナ
キ
様
ナ
レ
ド
モ
年
ニ
多
キ
モ
ノ
ナ
レ
パ
、
普
通
労
働
者
ノ
竃
樹
テ
ニ
ハ
農
業
ニ
及
フ
モ
ノ
ナ

カ
ル
ベ
シ
、
只
弦
ニ
子
作
人
ノ
中
ニ
ハ
無
理
カ
迷
想
ヵ
、
其
ノ
心
底
ニ
数
年
間
幡
マ
ル
深
キ
内
情
ア
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
、
例

へ
パ
現
在
ノ
子
作
地
ヤ
宅
地
山
林
ハ
遠
ク
我
々
ノ
祖
先
ハ
辛
苦
歎
難
ヲ
嘗
メ
得
タ
ル
、
而
カ
モ
農
家
ノ
生
命
タ
ル
代
々
停

来
ノ
家
畜
ヲ
近
キ
先
代
ニ
珍
テ
仮
リ
ニ
古
借
金
ノ
利
子
ニ
代
フ
ル
土
地
存
ノ
小
作
米
ヲ
充
テ
置
キ
、
而
シ
テ
我
等
家
計
ノ

都
合
ニ
困
リ
何
時
ニ
テ
モ
返
一
戻
ス
レ
キ
従
来
取
引
関
係
ア
ル
徳
義
上
ヨ
リ
成
立
シ
タ
ル
約
束
ノ
下
ニ
権
利
移
縛
ノ
、
所
謂

仮
リ
設
定
ナ
レ
パ
、
其
賞
ハ
一
時
ノ
預
地
ナ
シ
、
夫
レ
是
ヲ
現
地
主
ハ
無
視
シ
テ
良
心
ニ
恥
ル
所
ナ
キ
ヵ
、
永
代
ノ
権
利

移
縛
ノ
手
績
ニ
因
リ
タ
ル
モ
ノ
〉
知
ク
主
張
ス
ル
所
今
日
ニ
至
リ
考
レ
パ
、
己
ニ
其
ノ
約
束
ノ
当
時
二
束
三
文
ノ
償
ヒ
ナ

シ
ニ
、
先
代
ノ
無
筆
文
盲
時
代
ニ
奇
貨
ト
シ
タ
ル
詐
欺
ノ
手
段
二
重
リ
奪
ヒ
取
レ
タ
リ
ト
夫
レ
カ
ワ
ラ
ヌ
ヵ
、
中
カ
ニ
ハ

故
意
ニ
子
作
地
ヲ
劣
等
作
ニ
耕
シ
テ
表
面
地
味
ノ
不
良
ヲ
粧
へ
、
暗
ニ
地
主
ヲ
シ
テ
該
地
執
着
心
ノ
倦
怠
ヲ
起
サ
シ
メ
、

而
シ
テ
買
ヒ
戻
シ
ノ
密
計
サ
へ
試
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
ノ
世
評
ア
リ
、
実
ニ
其
心
情
憎
ク
ベ
キ
モ
亦
憐
レ
ナ
リ
、
若
シ
夫
レ
地

主
ニ
テ
子
作
ノ
中
止
ヲ
要
求
ス
レ
パ
、

ア
ル
ナ
シ
ノ
口
実
ヲ
設
ケ
テ
苦
情
ヲ
申
立
、
且
ツ
新
子
作
人
ノ
希
望
ノ
拒
絶
ノ
手

段
迄
モ
請
ジ
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
ノ
由
、

コ
ハ
其
ノ
責
買
理
由
ハ
一
室
モ
願
ル
所
モ
ナ
ク
単
ニ
今
日
ノ
時
代
思
想
ヨ
リ
打
算
シ

テ
ノ
自
己
本
位
ノ
現
象
ナ
レ
パ
、
是
カ
非
カ
兎
ニ
角
怨
言
ヲ
公
々
然
ト
シ
テ
忌
シ
キ
|
|
ヲ
言
ヒ
、
猶
E
ツ
将
来
地
主
ヲ

廃
シ
自
作
農
法
制
定
ノ
機
舎
迎
キ
ニ
ア
ル
ベ
シ
ナ
ド
ト
云
イ
触
ラ
ス
輩
サ
へ
ア
ル
ト
ヵ
ャ
、
所
謂
一
犬
廉
ヲ
吠
エ
テ
高
犬

賓
ヲ
惇
フ
ル
ト
ハ
個
人
ニ
テ
為
ス
事
ノ
得
ザ
ル
モ
ノ
モ
、
今
ハ
民
衆
的
ニ
傾
キ
ツ
〉
ア
ル
形
勢
ナ
レ
パ
、
多
数
圏
結
ス
レ

パ
子
作
ス
ル
土
地
ノ
性
質
ノ
玉
石
ヲ
モ
問
ハ
ズ
一
般
ニ
其
撃
ノ
高
潮
ス
ル
モ
亦
測
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
而
モ
右
等
ノ
内
情
底
意
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五

コ
ソ
動
モ
タ
レ
パ
表
面
ニ
子
作
米
ノ
口
ヲ
籍
リ
、
年
々
料
率
ノ
協
定
ニ
際
シ
故
ラ
ニ
紛
議
ヲ
醸
ス
ノ
傾
向
ア
ル
カ
如
シ
、

其
結
果
僅
カ
ニ
田
一
反
ト
三
四
升
位
ノ
差
額
二
因
リ
テ
終
一
一
折
合
ハ
ズ
シ
テ
中
カ
ニ
ハ
子
作
地
ヲ
休
閑
セ
シ
メ
、
畑
地
ノ

如
キ
ニ
至
リ
テ
ハ
其
地
籍
殖
林
地
ト
ナ
ル
モ
ノ
ア
レ
パ
、
亦
其
マ
〉
空
間
ノ
久
シ
キ
ニ
渉
リ
一
見
荒
廃
地
ト
モ
見
ラ
ル
〉
カ

如
キ
モ
ノ
ア
リ
、
而
シ
テ
是
ニ
封
ス
ル
地
主
子
作
人
ノ
心
情
ハ
知
何
シ
、
所
謂
ノ
ヤ
セ
我
慢
ヲ
相
共
ニ
忍
ビ
惜
ム
ベ
キ
生

産
ノ
犠
牲
ト
ナ
ル
ヲ
モ
不
顧
、
互
ニ
相
手
ヲ
懲
ラ
サ
シ
メ
ン
ト
ノ
掛
ケ
引
キ
ヲ
試
シ
イ
フ
モ
ノ
サ
へ
ナ
キ
ニ
シ
モ
非
ザ
ル

カ
如
シ
、
宣
思
ハ
ザ
ル
ノ
甚
シ
カ
ラ
ズ
ヤ

も
ろ
と
も
に
心
ハ
関
み
に
あ
ら
ね
と
も
同
じ
慾
目
の

道
に
迷
へ
ば

加
之
、
時
勢
ノ
然
ラ
シ
ム
ル
タ
ラ
ン
ヵ
、
義
務
ハ
不
顧
、
互
ニ
自
己
ノ
都
合
能
キ
権
利
市
己
主
張
ス
ル
傾
キ
ア
レ
パ
、

昔
日
ノ
守
操
ヤ
温
情
ハ
倦
キ
、
今
日
ハ
地
主
封
子
作
人
ノ
態
度
ハ
常
ニ
面
従
腹
背
ノ
有
様
ナ
レ
パ
、
夫
レ
之
ヲ
要
ス
ル
ニ

其
ノ
解
決
ヲ
告
ル
ニ
ハ
単
ニ
権
利
義
務
ヤ
経
済
的
ノ
空
ラ
理
窟
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
或
ハ
難
タ
カ
ラ
ン
、
故
ニ
之
レ
ヲ
超
越
シ
所

謂
農
ハ
国
ノ
本
ナ
レ
パ
、
有
モ
農
家
タ
ル
モ
ノ
ハ
土
地
ヲ
愛
ス
ル
ハ
則
チ
園
ヲ
愛
ス
ル
ノ
始
メ
ナ
リ
、
故
ニ
地
主
子
作
人

(
不
明
)

共
ニ

O
ノ
意
ヲ
鐙
シ
協
力
本
能
ニ
依
リ
尚
ホ
土
中
ニ
埋
没
セ
ル
生
産
ノ
発
達
ニ
努
メ
、
而
シ
テ
双
方
ノ
福
利
ヲ
増
進
セ
シ

メ
テ
之
レ
ヲ
解
決
ノ
要
具
ト
シ
、
又
同
時
ニ
教
育
ヤ
宗
教
ノ
感
化
力
ニ
依
リ
精
神
的
ニ
永
久
実
質
ナ
ル
妥
協
ノ
方
法
ヲ
講

究
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
時
代
ナ
ラ
ズ
ヤ



地
主
1

小
作
関
係
の
矛
盾
の
中
か
ら
発
生
し
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
小
作
争
議
も
、

し
か
し
我
国
が
戦
時
体
制
へ
と
突
入
す
る
中
で

は
、
政
治
的
弾
圧
も
受
け
る
こ
と
に
よ
り
急
速
に
終
意
せ
し
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

第
三
節

出
稼
ぎ
、
離
村
の
実
態

(一)

『
寄
留
者
名
薄
』
分
析
よ
り

1
l
l
明
治
末
よ
り
昭
和
一

0
年
代
に
お
け
る
出
稼
ぎ
・
離
村
の
一
般
的
傾
向
|
|

本
村
は
、
今
日
に
訟
で
も
出
稼
ぎ
の
多
い
村
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

一
体
、
本
村
に
お
い
て
い
つ
噴
か
ら
出
稼
ぎ
が
は
じ
ま
っ
た

か
は
不
明
で
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
す
で
に
江
戸
時
代
末
期
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
出
稼
ぎ
と
並
ん
で
、
故
郷
を
離
れ
他
地
方
へ
と
移
住
し
た
人
々
も
多
数
あ
る
。
明
治
時
代
に
な
り
、
移
動
の
自
由
が
保
証

さ
れ
た
た
め
、
新
し
い
生
活
、
よ
り
良
き
生
活
を
求
め
て
各
地
へ
と
移
住
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

出
稼
ぎ
に
し
ろ
、
移
住
に
し
ろ
、

そ
の
原
因
は
い
く
つ
か
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
う
ち
の
重
要
な
も
の
の
一
つ
と

し
て
、
農
村
の
疲
弊
、
農
民
の
窮
乏
を
挙
げ
る
こ
と
に
は
異
論
な
か
ろ
う
し
、
相
次
ぐ
凶
作
、
経
営
規
模
・
条
件
の
悪
さ
、
人
口
の

増
加
な
ど
が
、
出
稼
、
移
住
の
原
因
で
も
あ
ろ
う
。
勿
論
こ
う
し
た
事
は
独
り
天
間
林
村
に
限
定
さ
れ
る
事
で
は
な
い
の
は
当
然
で

あ
る
。本

節
で
は
、
出
稼
、
移
住
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
考
察
す
る
が
、

そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
本
村
役
場
に
保
管
さ
れ
て
い
る
、
明

治
四
三
年

i
昭
和
二
一
年
の
二
六
年
間
の
『
寄
留
者
名
簿
」
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

こ
の
『
名
簿
』
は
法
令
に
基
づ
き
、
本
籍
地
を
離
れ
て
移
住
、

な
い
し
は
一
時
的
居
住
を
す
る
場
合
、
本
籍
地
所
在
の
行
政
機

天
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一
一
五
回

関
に
と
ど
け
出
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
年
度
別
に
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
必
ず
し
も
居
住
、
移
住
者
の
全
部
が
と
ど

け
て
い
る
と
は
言
い
難
い
し
、

一
時
的
居
住
と
移
住
の
別
が
不
明
の
も
の
、
あ
る
い
は
一
時
的
居
住
で
も
勉
学
そ
の
他
に
よ
る
も
の

も
あ
る
の
で
、
出
稼
ぎ
、
あ
る
い
は
移
住
の
全
体
像
を
正
確
に
つ
か
む
こ
と
は
難
し
い
が
、

お
お
よ
そ
の
見
当
は
つ
く
で
あ
ろ
う
。

O
明
治
四
三
年

漁
業
従
事
者
と
し
て
北
海
道
へ
渡
っ
た
者
が
多
い
。
北
海
道
で
も
日
本
海
側
(
浜
益
郡
、
利
尻
郡
、
岩
内
郡
、
古
平
郡
な
ど
)

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

な
お
農
業
従
事
者
と
し
て
北
海
道
へ
移
っ
た
者
も
あ
り
、

一
家
移
転
も
み
ら
れ
る
。

そ
の
他
県
内
の
周
辺
特
に
海
岸
部
へ
の
移
転
な
い
し
は
居
住
者
も
み
ら
れ
る
。

0
明
治
四
四
年

前
年
度
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
漁
民
と
し
て
宗
谷
郡
稚
内
町
に
ま
と
ま
っ
た
人
数
で
居
住
し
て
い
る
の
が
や
〉
目
立
つ
。

O

明
治
四
五
年

明
治
四
三
年
、

四
四
年
に
比
べ
て
北
海
道
へ
渡
っ
た
者
が
や
〉
減
少
し
て
い
る
よ
う
だ
。
傾
向
と
し
て
は
大
き
な
変
化
は
な
い

が
、
浦
河
郡
へ
牧
夫
と
し
て
居
住
し
た
も
の
も
あ
る
。



O
大
正
二
年

前
年
に
比
べ
て
倍
増
し
て
い
る
。
漁
民
が
多
く
、

と
く
に
集
団
で
北
海
道
へ
渡
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
二
件
あ
る

(
美
国
郡

四
人
、
宗
谷
郡
六
人
)
。

O
大
正
三
年

一
家
あ
げ
て
移
転
す
る
も
の
も
多
い
。
確
認
さ
れ
る
だ
け
で
も
五
件
に
の
ぼ
る
。
農
民
と
し
て
の
移
住
が
多
く
な
っ
て
い
る
の

も
特
徴
的
で
あ
る
。

O
大
正
四
年

北
海
道
へ
移
転
あ
る
い
は
一
時
居
住
し
た
と
思
わ
れ
る
者
は
実
に
三
二
件
、

そ
の
他
樺
太
や
千
島
へ
渡
っ
て
い
る
も
の
が
出
現

し
て
い
る

(
各
二
件
)
。

漁
業
従
事
者
が
多
い
の
は
従
来
同
様
で
あ
る
が
、
柚
夫
、
坑
夫
な
ど
も
み
ら
れ
る
。

な
お
、
東
京
の
鐘
淵
紡
績
阻
へ
女
子
二
名
が
出
稼
し
て
い
る
。

O
大
正
五
年

前
年
よ
り
や
〉
減
少
す
る
も
、
北
海
道
へ
渡
っ
た
者
多
い
。

天

問

林

村

史

一
一
五
五
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五
六

就
業
状
況
は
前
年
と
変
わ
ら
な
い
。

O

大
正
六
年

北
海
道
へ
の
漁
業
・
農
業
従
事
者
多
い
。
大
正
五
年
と
同
じ
程
度
。

出
稼
ぎ
と
は
無
関
係
で
あ
る
が
、
こ
の
年
は
樺
太
へ
予
備
役
兵
が
第
八
師
団
と
し
て
再
百
集
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
数
は
天
間
村

内
か
ら
だ
け
で
も
五
名
確
認
出
来
る
。
こ
れ
は
前
年
の
第
一
次
大
戦
勃
発
に
伴
う
軍
事
的
配
置
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

O
大
正
七
年

特
徴
的
な
こ
と
は
な
い
が
、
樺
太
へ
農
業
従
事
、
あ
る
い
は
製
紙
工
場
従
業
員
と
し
て
渡
る
者
が
二
名
い
る
。

O
大
正
八
年

樺
太
へ
渡
る
も
の
や
〉
増
加
。
職
業
と
し
て
は
農
業
な
い
し
柏
夫
で
あ
る
。
北
海
道
へ
渡
る
も
の
の
職
業
と
し
て
は
漁
業
が
や
〉

減
っ
て
お
り
、
そ
の
分
、
農
業
が
増
加
、
あ
る
い
は
坑
夫
も
あ
る
。

一
家
挙
げ
て
農
民
と
し
て
渡
道
す
る
も
の
が
か
な
り
増
加

し
て
い
る

(
八
件
)
。

大
正
九
年



特
徴
的
な
こ
と
は
特
に
な
し

O
大
正
一

O
年

特
徴
的
な
こ
と
は
見
当
ら
ぬ
が
、
北
海
道
へ
渡
っ
て
か
ら
同
じ
道
内
で
移
転
し
て
い
る
者
が
二
、
三
件
み
う
け
ら
れ
る
。

O
大

正

二

年

神
奈
川
県
の
富
士
瓦
斯
紡
績
へ
二
名
の
女
子
が
出
稼
し
て
い
る
。

O
大
正
二
一
年

紡
績
女
工
と
し
て
の
出
稼
あ
り
。

こ
の
年
は
件
数
的
に
は
少
な
い
方
で
あ
る
。

O
大
正
一
三
年

樺
太
へ
移
住
し
た
者
が
多
い
。
確
認
出
来
る
だ
け
で
九
件
に
の
ぼ
る
。
職
業
は
農
・
漁
・
職
工
・
大
工
な
ど
色
々
で
あ
る
。
ま

た
、
紡
績
女
工
と
し
て
東
京
へ
出
稼
し
た
も
の
も
四
人
確
認
さ
れ
る
。

天

問

林

村

史

一
一
五
七
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O
大
正
一
四
年

絶
対
数
は
少
な
い
と
し
て
も
紡
績
女
工
と
し
て
出
稼
す
る
傾
向
は
定
着
し
て
い
る
。
勤
め
先
は
、
東
洋
モ
ス
リ
1
ン、

フ
ジ

ガ
ス
紡
績
の
二
社
を
中
心
と
し
て
い
る
。
そ
の
他
群
馬
県
内
で
の
紡
績
女
工
出
稼
も
み
ら
れ
る
。

北
海
道
へ
渡
る
者
は
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
特
に
漁
業
従
事
者
は
少
な
い
。
県
内
野
辺
地
町
へ
鉄
道
工
夫
と
し
て
出
向
い
て
い

る
者
が
か
な
り
多
い
。

O
大
正
一
五
年

特
徴
的
な
こ
と
は
な
し

O
昭
和
二
年

1
一一一年

こ
の
頃
は
職
業
的
に
は
様
々
な
も
の
が
各
地
に
移
住
し
て
い
る
。
大
工
、
馬
丁
、
運
送
業
の
鉄
道
工
夫
、
ト
ビ
職
な
ど
も
あ
る
。

数
と
し
て
は
北
海
道
が
依
然
多
い
。

0

昭
和
四
年

樺
太
に
移
住
し
た
者
一

O
件
(
農
業
一
二
、
大
工
一
、
柚
夫
一
、

日
雇
一
、
漁
業
一
、
桶
屋
業
て
酌
婦
一
、
不
明
一
)
。



0
昭
和
五
年

件
数
は
極
め
て
減
少
。
函
館
へ
漁
業
と
し
て
集
団
で
四
件
移
住
し
て
い
る
の
が
目
立
つ
。

O
昭
和
六
年

樺
太
移
住
八
件
で
多
い
。
北
海
道
へ
移
住
し
た
も
の
一
二
件
を
数
え
る
が
、
職
業
的
に
は
様
々
で
あ
る
。

。
昭
和
七
年

数
少
な
い
。
職
業
は
種
々
雑
多
、
樺
太
移
住
な
し
。

O
昭
和
八
年

数
は
や
〉
増
大
す
る
。
昭
六

1
七
年
に
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
、
紡
績
女
工
出
稼
も
再
現
さ
れ
て
い
る
。
神
奈
川
県
へ
六
名

の
出
稼
。

北
海
道
移
住
は
鉱
夫
と
し
て
が
二
件
数
え
る
。
静
岡
県
へ
牧
夫
と
し
て
移
住
し
た
も
の
二
件
あ
り
。

O
昭
和
九
年

柚
夫
と
し
て
北
海
道
・
樺
太
と
渡
る
も
の
四
名
。
神
奈
川
県
の
紡
績
女
主
と
し
て
出
稼
せ
る
も
の
一
四
名
を
数
え
る
。
年
令
的

天

間

林

村

史

五
九
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二
六
O

に
は
二
二

1
一
四
才
と
若
い
。

0
昭
和
一

O
年

北
海
道
へ
は
採
炭
工
、
仙
夫
と
し
て
渡
る
者
が
目
立
つ
(
但
し
数
は
少
な
い
)
。
前
年
同
様
紡
績
女
工
と
し
て
神
奈
川
県
へ
出
稼

し
た
も
の
七
名
。
中
に
は
毎
年
行
く
人
も
い
る
。

O
昭
和
一
一
年

北
海
道
へ
七
名
、
樺
太
へ
一
名
、
福
島
県
岩
城
郡
へ
一
名
、
坑
夫
と
し
て
移
住
。
樺
太
へ
は
そ
の
他
八
名
が
雑
夫
と
し
て
移
住

し
て
い
る
。

紡
績
女
工
と
し
て
は
、
神
奈
川
県
五
名
、
千
葉
県
九
名
、
和
歌
山
県
三
名
を
数
え
る
。

0
昭
和
一
一
年

寄
留
名
簿
そ
の
も
の
が
極
め
て
う
す
い
。

千
葉
県
へ
の
紡
績
女
工
出
稼
六
名
。



以
上
が
『
寄
留
者
名
簿
』

の
各
年
度
の
特
徴
並
に
概
略
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
し
て
も
、

い
く
つ
か
の
傾
向
が
見
い
出
せ
よ
う
。

付
明
治
末
期
は
、
漁
民
出
稼
ぎ
と
し
て
北
海
道
西
海
岸
方
面
へ
行
く
者
が
か
な
り
あ
る
。
当
時
は
北
海
道
西
海
岸
は
ニ
シ
ン
漁
の

最
盛
期
で
あ
り
、
所
謂
「
ヤ
ン
衆
」
は
か
か
る
人
々
で
あ
っ
た
。

同
同
時
に
こ
の
噴
は
何
人
か
の
グ
ル
ー
プ
で
村
内
よ
り
出
稼
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
出
稼
ぎ
者
を
集
め

る
た
め
、
村
内
に
網
元
か
ら
派
遣
さ
れ
た
人
物
の
仲
介
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

日
大
正
三
年
以
隆
、
す
な
わ
ち
大
正
二
年
大
凶
作
以
後
に
お
い
て
は
、
北
海
道
へ
一
家
を
挙
げ
て
移
住
、
農
業
に
従
事
す
る
者
が

増
大
し
て
い
る
。
ま
た
大
正
四
年
に
は
、
樺
太
・
千
島
方
面
へ
の
移
住
も
み
ら
れ
、

か
つ
女
工
と
し
て
首
都
圏
へ
の
出
稼
も
み

ら
れ
る
。
な
お
樺
太
へ
の
移
住
は
こ
れ
以
降
、
年
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
職
種
は
、
漁
民
、
農
民
、

仙
夫
、
坑
夫
な
ど
で
あ
る
。

回
大
正
八
年
頃
よ
り
、
北
海
道
へ
の
漁
業
出
稼
は
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ニ
シ
ン
漁
の
衰
退
と
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
。

国
大
正
四
年
に
始
め
て
み
ら
れ
た
紡
績
工
場
へ
の
女
子
出
稼
が
大
正
一
一
年
以
降
は
毎
年
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
一
工
場
へ

何
年
間
か
必
ず
出
稼
す
る
女
子
も
現
わ
れ
て
い
る
。

同
昭
和
に
入
る
と
、
樺
太
移
住
は
毎
年
み
ら
れ
る
し
、
ま
た
北
海
道
移
住
も
あ
る
。
そ
の
職
業
は
、
採
炭
夫
、
柚
夫
な
ど
が
目
立

つ
よ
う
に
な
る
。

以
上
ま
と
め
る
と
、
天
間
林
村
か
ら
の
出
稼
先
は
、
男
子
の
場
合
、
北
海
道
・
樺
太
方
面
が
、
明
治
末
期
よ
り
昭
和
一
一
一
年
ま
で
一

貫
し
て
中
心
で
あ
り
、

そ
の
場
合
、
漁
夫
、
柏
夫
、
鉱
夫
な
ど
の
職
業
に
従
事
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
両
地
方
は
、
農
業
移
住
な

天

間

林

村

史

~ ノ、
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天間林村からの出稼数と出稼先

青 森 県 全 体 天 間 林 十す

北海道 樺太 露領 北海道 樺 太 露領

昭和 7年 12，274 2，959 4，663 167 10 43 

8 11，790 2，483 5，832 150 30 

9 12，807 2，019 4，939 398 32 

第73表

{~ 

ー」

ノ、

ど
の
わ
た
る
地
方
で
も
あ
り
、
移
住
は
凶
作
な
ど
の
お
こ
っ
た
翌
年
、
翌
々
年
あ
た
り
に
増
加
傾
向

を
み
せ
て
い
る
。

女
子
出
稼
は
、
紡
績
工
場
女
工
と
し
て
で
あ
り
、
大
正
四
年
か
ら
み
ら
れ
、
以
後
は
ほ
ぼ
毎
年
み

ら
れ
て
い
る
。

(ニ)

出
稼
ぎ
の
実
態

一
口
に
出
稼
ぎ
と
言
っ
て
も
、
戦
前
と
戦
後
の
出
稼
ぎ
で
は
、

そ
の
原
因
が
違
う
事
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
す
な
わ
ち
戦
前
に
捨
て
は
、
明
日
の
、
否
今
日
の
食
糧
す
ら
見
通
し
の
立
た
な
い
窮
民
の
出

稼
ぎ
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
に
対
し
、
戦
後
、
特
に
高
度
成
長
期
以
降
の
出
稼
ぎ
は
、
機
械
貧
乏

と
形
容
さ
れ
た
如
く
、
農
業
に
お
け
る
機
械
化
や
新
技
術
の
導
入
に
よ
る
生
産
費
の
上
昇
、

さ
ら
に

商
品
経
済
の
進
展
、
消
費
攻
勢
に
よ
る
生
活
費
の
上
昇
、

ま
た
農
村
の
副
業
の
解
体
に
伴
う
も
の
が

川
し
だ
い
に
主
力
と
な
っ
て
き
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
戦
前
の
出
稼
ぎ
は
、
女
子
は
嫁
入
り
前
の
子

ト。醐
女
、
男
子
は
二
、
三
男
、
貧
し
い
小
作
農
、
貧
農
が
中
心
で
あ
り
、
職
種
も
、
紡
績
女
工
・
大
工
・

枠
左
官
・
漁
業
・
農
業
で
あ
っ
た
。
一
方
戦
後
の
出
稼
ぎ
は
男
子
な
か
ん
ず
く
世
帯
主
、
あ
と
と
り
に

時
多
く
、
上
層
農
民
に
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
業
種
は
土
工
や
建
築
現
場
、
工
場
の
季
節
雇
傭
な

9

-

東
ど
が
中
心
で
あ
る
。

一
体
天
間
林
村
か
ら
毎
年
ど
の
程
度
の
人
々
が
出
稼
ぎ
に
出
た
の
だ
ろ
う
か
。
青
森
県
全
体
の
出



稼
数
は
あ
る
程
度
ま
で
年
次
毎
に
わ
か
る
の
だ
が
、
天
間
林
村
の
み
に
な
る
と
、
第
七
三
表
に
み
ら
れ
る
三
年
間
の
数
字
し
か
わ
か

ら
な
い
。

青
森
県
の
出
稼
総
数
お
よ
び
男
、
女
別
実
数
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
全
国
比
を
あ
げ
れ
ば
第
七
四
表
の
如
く
で
あ
る
。

第74表一 1青森県の出稼者年次別実数

年 次 実数 全国比
大正14年を1冊
とした指数

人 % 
大正14年 20，692 2.63 100 

昭和 3年 17，173 2.11 82 

昭和 5年 22，877 2.94 110 

昭和 7年 21，806 2.41 125 

天

間

林

備考

昭和 5年は全国 9位

昭和 7年は全国第17位

但し、男子のみをあげれば昭和 7年で

全国第 3位

村

史

青森県の男女別出稼者数

年 次 男子実数 全国比 女子実数 全国比

l人 % 人 % 
大正14年 19，582 4.31 1，110 0.34 

昭和 3年 15，764 2.91 1，407 0.39 

昭和 5年 21，834 4.57 1，043 0.35 

第74-2表
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.
女
子
出
稼
が
少
な
い
の
に
対
し
、
男
子
出

稼
が
極
め
て
多
い
の
が
本
県
の
特
徴
の
一
つ

で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
本
県
の
出
稼
先
を
府
県
別
に

示
せ
ば
第
七
五
表
の
如
く
で
あ
る
が
、
す
で
に

指
摘
し
て
あ
る
通
り
、
北
海
道
、
樺
太
、
北
洋

(
露
領
)
が
圧
倒
的
に
多
い
。
(
な
お
、
各
種

統
計
に
よ
り
、
実
数
が
異
な
っ
て
お
り
、
こ

こ
に
あ
げ
た
数
値
は
、
先
の
『
東
奥
年
鑑
』

よ
り
引
用
し
た
数
値
と
は
か
な
り
異
な
っ
て

い
る
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
判
断
す
る
材
料

も
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
あ
げ
て
お
く
)

ムノ、
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第
七
五
表

青
森
県
出
稼
者
の
府
県
別
出
稼
先
(
昭
9
年

男 女

北海道 6，466 138 

東京 16 12 I 
埼玉 2 

千葉 13 

神奈川 153 31 

静岡 11 37 I 

福島 8 

富山 55 

愛知 5 1 

岐阜 12 

滋賀 56 

和歌山 72 I 
奈良 24 

大阪 l 10 I 
樺太 2，683 32 I 

朝鮮 32 

北洋 1，095 

満州l 10 

(
青
森
地
方
職
業
紹
介
事
務
局

前
掲
書
よ
り

表
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
間
林
村
で
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

一
一
六
回

出
稼
者
が
ど
の
程
度
の
収
入
を
得
て
帰
村
す
る
か

は
、
そ
の
職
と
出
稼
先
な
ど
に
よ
り
大
き
く
変
る

で
あ
ろ
う
が
、

一
つ
の
目
安
と
し
て
昭
和
三
年
の
出

稼
人
数
と
収
入
を
県
全
体
と
上
北
郡
と
に
関
し
て
あ

げ
て
お
く
(
第
七
六
表
)
。

出
稼
は
勿
論
、
農
作
業
期
を
は
ず
し
て
行
な
わ
れ

る
の
で
あ
り
、
青
森
県
の
場
合
は
、

一
二
月

1
二
月

ま
で
が
出
稼
期
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
第
七
七

ま
た
天
間
林
村
に
お

出
稼
者
が
出
稼
先
で

い
か
な
る
職
業
に
つ
く
か
は
、

そ
の
出
稼
先
を
み
れ
ば
お
お
よ
そ
判
明
し
よ
う
し
、

そ
の
他

い
て
も
、
特
に
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
出
稼
は
ほ
と
ん
ど
「
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
」
行
き
、
す
な
わ
ち
北
洋
漁
業
従
事
で
あ
り
、

か
で
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
青
森
県
全
体
の
昭
和
三
、

柚
夫
、
炭
鉱
夫
が
こ
れ
に
次
い
だ
と
言
わ
れ
(
中
村
吉
兵
衛
氏
談
て
そ
の
事
は
、
先
の
『
寄
留
者
名
簿
』
の
分
析
に
よ
っ
て
も
明
ら

五
、
九
年
の
就
業
別
出
稼
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
(
第
七
八
表
、
第
七
九
表
)

天
間
林
村
で
も
多
数
の
人
々
が
出
稼
ぎ
を
経
験
し
て
い
る
。
た
だ
天
間
林
村
の
住
民
に
と
っ
て
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
た
の
は
、
軍

馬
補
充
部
、
営
林
署
等
で
の
作
業
も
あ
り
、
現
金
収
入
を
得
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

女
子
の
出
稼
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
様
で
あ
り
、
大
半
は
、
紡
績
工
場
女
工
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
女
達
の
数
は
、
凶
作
の
翌
年



昭和 3年出稼人数・収入

青森県 上北郡

人数 所得額 人数 所得額

人 円 人 円

北海道 13，205 966，427 4，694 3l4，731 

樺太 1，958 211，182 119 16，145 

露領 4，712 458，435 1，486 132，546 

第76表

天

間

林

村

(r東奥年鑑、昭和 5年度版」より)
史

第
七
七
表

青
森
県
出
稼
者
の
月
別
変
化
(
昭
和
9
年

青森県の昭和 3、5年の就業別出稼者数

男 女 男 女|職 種
目白 3 日召 5 昭 3 日召 5

人

人 人 人 人 1月 1，197 
工 業 463 137 467 311 2月 2，831 51 
鉱 業 150 99 27 2 3月 2，145 51 
土木建築 302 440 11 2 4月 522 12 
商 業 66 98 27 23 5月 658 16 
農 業 1，222 618 210 148 6月 305 40 
林 業 1，461 923 8 4 7月 189 29 
水 産業 11，432 18，845 252 195 8月 54 16 
戸内使用人 141 61 153 185 9月 127 24 
雑 業 527 653 258 163 10月 798 22 

11月 1，557 42 

12月 109 48 

第78表

(青森地方職業紹介事務

局前掲書より作成)

88，116 (男)
5，085 (女)

昭和 5年
水産業全国

な
い
し
は
翌
々
年
あ
た
り
に
増

加
を
み
せ
て
い
る
。

女
子
出
稼
と
並
ん
で
よ
く
取

り
あ
げ
ら
れ
る
の
が
婦
女
子
売

買
、
い
わ
ゆ
る
身
売
り
で
あ
る
。

昭
和
六
年
の
凶
作
以
降
、
本
県

に
お
い
て
は
、
こ
の
状
況
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

凶
作
の
苦
し
さ
か
ら
悲
惨

事
の
続
出

娘
を
売
る

夜
逃
げ

強
制
執
行

(
東
奥
日
報
昭
七
・
六
・
二
四
)

こ
の
悲
惨
事
ノ

売
ら
れ
た
娘
千
五
百
名

(
東
奥
日
報
昭
八
・
五
・
一
三
)

一
一
六
五
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第
七
九
表

青
森
県
出
稼
者
の
就
業
別
実
数
(
昭
和
9
年
)

職業 男 女

人 人

製 紙 5 170 

染 色 2 

装身具 35 

機 械 14 

船舶工業 1 

食料品 1 

噌好品 1 

金属治金 3 

その他 3 

大 工 79 

左 ，目，4 5 

土方日雇 207 

庖 員 6 

小庖員 4 

農作業 24 

林 業 985 8 

その他 1，054 10 

漁 業 7，739 139 

その他 312 15 

運輸通信 10 

その他 8 

手L 母 1 

番 人 1 4 

官公吏 8 

事務員 1 

看護人 1 

その他 2 

「
東
奥
田
報
」
紙
々
面
に
は
、
こ
う
し
た
見
出
し
が
よ
く
出
て
い
た
の
で
あ
る
。

県
内
に
お
け
る
状
況
は
第
八

O
表
の
通
り
で
あ
る
。

身
売
り
は
津
軽
地
方
特
に
北
津
軽
郡
方
面
で
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
天
間
林
村
の
状
況
を
示
す
資
料
は
な
い
が
、
中
朴
専
右
衛

門
、
中
村
吉
兵
衛
両
氏
に
よ
る
な
ら
ば
「
ほ
と
ん
ど
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
と
言
う
事
で
あ
り
、
『
郷
土
調
査
』
で
も
「
婦
女
売
買
ノ

状
況

ナ
シ
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
事
は
な
か
ろ
う
。

出
稼
ぎ
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
悲
惨
極
ま
る
身
売
り
も
、
し
か
し
「
借
金
苦
と
飯
米
苦
に
悩
む
貧
農
が
子
女
を
出
晶
体
ぎ
に
出
す
こ



と
は
親
も
子
も
生
き
る
た
め
の
唯
一
の
方
法
」
で
あ
っ
た

(
『
青
森
県
農
地
改
革
史
』
)
。
ま
た
か
か
る
状
況
は
、
も
と
は
と
言
え
ば
、

日
本
資
本
主
義
の
近
代
化
政
策
の
矛
盾
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
の
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。

日
本
資
本
主
義
の
矛
盾
の
中
で
生
み
出
さ
れ
、
同
時
に
そ
れ
を
支
え
る
べ
き
低
賃
金
労
働
者
と
な
っ
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
こ
う
し

た
出
稼
者
で
あ
り
、
女
子
労
働
者
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
労
働
こ
そ
が
、
今
日
の
日
本
を
つ
く
っ
て
き
た
の
で
あ
る
事
は
、

余
り
に
も
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。

凶作による婦女子売買

昭和6年 7年 9年 10年

人 人 人 人

芸 妓 346 475 405 264 

娼妓 259 507 850 250 

酌 婦 425 832 1，024 662 

女 給 ? 919 941 718 

女 王 292 1.118 1，427 532 

合計 1，917 3，851 7，079 3，494 

第80表
天

林

村

間

史

昭和10年は 1月-5月までの 5ヶ月

分である。

( r青森県農地改革史」より)

主主

← L ノ、
古
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一
一
六
八

第
九
章

農
業
に
お
け
る
技
術
的
改
良
と
発
展

第
一
節

肥
料
・
生
産
用
具
の
発
展

第
八
章
第
一
節
、
第
二
節
に
お
い
て
、
明
治
以
降
の
天
間
林
村
に
お
け
る
農
業
の
実
体
と
農
民
の
生
活
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
こ

こ
に
お
い
て
は
主
と
し
て
同
時
期
に
お
け
る
農
業
技
術
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
事
に
し
た
い
。

(→ 

馬
耕
、
農
業
機
器
の
普
及

天
間
林
村
を
含
め
上
北
郡
一
帯
は
、
古
来
よ
り
の
有
数
な
馬
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
第
六
章
に
詳
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
青
森
県

内
に
お
い
て
こ
の
馬
を
農
作
業
に
使
用
す
る
こ
と
は
ご
く
一
部
、
す
な
わ
ち
津
軽
地
方
に
お
い
て
は
、
幕
末
よ
り
お
こ
な
わ
れ
て
い

た
と
い
う
報
告
が
あ
る
(
『
日
本
農
業
発
達
史
巻
I
』
P
四
O
八
)
も
の
の
、
他
地
方
で
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
単
に
上
北
郡
に
限
ら
ず
青
森
県
全
般
、

さ
ら
に
は
上
北
郡
同
様
か
つ
て
は
南
部
藩
の
支
配
下
に
あ
っ
た
岩
手
県
に
訟
で
も
同
様
で

あ
っ
た

(
森
嘉
兵
衛
『
明
治
前
期
岩
手
県
農
業
発
達
史
」
昭
お
年
参
照
)
。

し
か
る
に
明
治
二
ニ
年
、
時
の
青
森
県
令
山
田
秀
典
が
、
馬
耕
の
優
秀
さ
に
注
目
、
熊
本
県
よ
り
馬
耕
熟
達
者
八
名
を
招
請
し
、
本

県
民
に
そ
の
技
術
を
伝
習
せ
し
め
た
こ
と
に
よ
り
馬
耕
は
普
及
を
み
せ
た
の
で
あ
る
。
(
な
お
、
こ
の
当
時
、
全
国
的
に
み
て
も
、
馬
耕

教
師
は
熊
本
、
福
岡
か
ら
招
か
れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
『
日
本
農
業
発
達
史
巻
I
』
参
照
)



牛馬耕面積の推移

明治43年 大正 9年 大正14年 昭和 4年

町 町 町 町

上 北郡i; 260 1，854 3，315 3，863 

1，337 3，432 4，343 4，586 

ふ三 「百 甜仰i{畑田
551 675 1，496 1，664 

415 1;666 2，572 2，827 

6，748 7，877 8，669 9，101 

1，647 1，551 1，662 1，613 

県
21，309 29，633 34，741 37，044 

5，780 9，395 12，045 13，587 

『青森県農業の発展過程』より引用)

第82表牛馬耕による収穫高の増加(青森県)

馬耕実験者数 穫人耕同せじしき時ものと収 劣人耕収せせしし時ものより 多収のもの 一均増反収歩額につき平

119人 7 人 6人 106人
斗

6.6438 

149 4 4 138 8.1456 

し
か
し
そ
の
普
及
度
は
、
明
治
期
に
お
い
て

は
北
津
軽
郡
を
別
と
す
れ
ば
本
県
に
お
い
て
は

さ
し
て
目
立
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
明
治
二
四
年
の
『
青
森
県
農
事
調
査
書
』

に
は
、
「
田
を
耕
起
す
る
に
馬
を
用
ふ
る
の
は
北

(W日本農業発達史巻 1J P 401より引用)

津
軽
郡
の
み
に
し
て
其
割
合
人
耕
八
分
馬
耕

分
な
り
。
田
の
肥
耕
に
は
北
津
軽
郡
は
大
概
馬

耕
と
す
。
其
他
は
上
北
郡
東
津
軽
郡
に
し
て
、

西
津
軽
郡
中
津
軽
郡
南
津
軽
郡
は
僅
か
に
馬
耕

を
用
ふ
る
処
あ
り
。
其
他
下
北
三
戸
郡
等
歪
り

て
は
甚
だ
稀
に
馬
耕
を
見
る
も
概
し
て
人
耕
な

り
」
と
あ
る
。

上
北
郡
に
お
い
て
馬
耕
が
急
速
に
発
展
す
る

の
は
明
治
末
期
よ
り
大
正
年
間
に
か
け
て
で
あ

第81表
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
頃
に
は
我
が
天
間
林
村
で
も
馬
耕
が
か
な
り
み
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
う
る
。
馬
耕
に
よ
り
収
穫
高

の
増
加
を
み
た
と
い
う
報
告
も
あ
る
。

天

林

間

村

史

一
一
六
九
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一
七

O

な
お
こ
の
よ
う
な
急
速
な
普
及
は
、
開
田
と
耕
地
整
理
の
進
行
に
連
動
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
『
青
森
県
農
業

の
発
展
過
程
』
三
七
一
ペ
ー
ジ
)
。

と
こ
ろ
で
天
間
林
村
に
お
け
る
事
情
は
ど
う
か
。

明
治
二
二
年
に
天
間
林
村
あ
る
い
は
上
北
郡
内
に
馬
耕
教
師
が
派
遣
さ
れ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
ほ
ど
な

い
明
治
一
七
年
ま
で
に
は
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
馬
耕
指
導
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
次
の
史
料
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

馬
耕
生
徒
志
願

右
志
願
ニ
付
肥
後
馬
耕
運
用
法
伝
習
受
度
候
間
御
聞
届
被
成
下
度
此
段
奉
願
候
也

上
北
郡
榎
林
村

明
治
十
七
年
三
月
廿
五
日

木
村

三
治
⑮

上
北
郡
第
三
一
組
戸
長

鷹
山
宇
太
郎
殿

(
朱
印
・
割
印
)

第
廿
五
号

書
面
願
之
趣
聞
届
候
事

但
不
日
教
師
巡
回
可
為
致
候
事



明
治
十
七
年
四
月
十
一
日

上
北
郡
第
三
組
戸
長

鷹
山
宇
太
郎
固

(
『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

こ
れ
以
外
に
天
間
林
村
に
お
け
る
馬
耕
の
普
及
に
関
す
る
史
料
は
み
あ
た
ら
な
い
が
、

と
も
か
く
先
述
の
如
く
明
治
末
よ
り
大
正

年
間
に
か
け
て
か
な
り
の
普
及
を
み
せ
た
で
あ
ろ
う
。
馬
耕
に
よ
り
、
労
働
力
の
配
分
上
か
ら
も
農
作
業
は
有
利
と
な
り
、
更
に
深

耕
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
多
肥
性
の
品
種
の
導
入
も
容
易
と
な
り
、
生
産
力
を
高
め
る
事
が
出
来
え
た
。
そ
し
て
こ
の
時
期
は
日
本

の
資
本
主
義
の
上
昇
期
で
あ
り
、
都
市
、

工
業
へ
の
労
働
力
吸
収
が
た
か
ま
る
中
で
、
労
働
力
の
不
足
を
こ
の
馬
耕
に
よ
り
補
う
こ

と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
(
『
青
森
県
農
業
の
発
展
過
程
』
一
二
七
一
ペ
ー
ジ
参
照
)
。
し
か
し
、
牛
馬
耕
の
普
及
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
県

に
お
け
る
牛
馬
頭
数
は
減
少
を
み
せ
て
い
る
が

(
「
青
森
県
総
覧
』

P
四
コ
三
)
、
こ
れ
は
農
家
の
階
層
分
化
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
る
。

馬
耕
の
普
及
に
伴
っ
て
水
田
で
は
正
条
植
が
大
正
末
よ
り
普
及
、
除
草
機
の
導
入
も
こ
の
頃
よ
り
し
だ
い
に
行
な
わ
れ
る
。
天
間

林
村
に
お
い
て
も
こ
の
傾
向
は
み
ら
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、
和
田
純
二
氏
の
研
究
で
は
、
中
嶋
農
場
に
お
け
る
年
々
の
坪
当

り
株
数
の
差
異
が
小
さ
く
な
っ
て
き
た
事
は
こ
の
結
果
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

(
和
田
「
明
治
二
十
四
年
以
降
に
お
け
る
中
島
農
場

の
坪
刈
成
績
に
つ
い
て
」
)
。
そ
の
他
の
農
業
機
器
も
そ
の
後
し
だ
い
に
普
及
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
明
治
初
期
に
お
い
て
す
で
に

中
嶋
勝
次
郎
な
ど
は
か
な
り
の
器
具
の
導
入
を
し
て
い
た
し
、
ま
た
軍
馬
補
充
部
等
で
も
大
型
機
械
を
使
用
し
て
い
た
が
、

そ
れ
ら

は
む
し
ろ
例
外
で
あ
り
、

一
般
に
は
昭
和
以
降
に
よ
う
や
く
普
及
し
て
き
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
に
伴
い
上
北
郡
全

天

間

林

村

史

七

/ 



第
五
編

近

代

体
と
し
て
の
稲
作
反
当
労
働
は
、
明
治
中
期
に
は
=
二
・
五
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
一
六
年
に
は
一
二
・
八
人
に
ま
で
減
少
を

七

み
せ
て
い
る
(
「
青
森
県
農
業
の
発
展
過
程
』
参
照
)
。

第
八
三
表

牛
馬
耕
翠
使
用
反
別

な
お
昭
和
一
一
年
頃
の
天
間
林
村
に
お
け
る
牛
馬
耕
の
一
班
を
次
の
資
料
は
示
し
て
く
れ
る
。

農
家
作
業
戸
数

牛
馬
翠
使
用
戸
数

主存

数

B 牛総

/ 馬

A 翠

× {史反

100 用

% 
戸

数別
(8) (N 

九三
七 -0  回。
% 町

五

六九
~ 五五 土田ノ、
八 。。
% 町

、、

五二 i口入

~ 六五ノ、
九 五十
% -町

0五

『
郷
土
調
査
』
よ
り
引
用

こ
う
し
て
み
る
と
、
昭
和
一

0
年
代
に
は
牛
馬
耕
は
全
耕
地
の
七

O
%
に
ま
で
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
が
、

し
か
し

(ニ)

肥
料
の
普
及

反
面
、
翠
は
全
農
家
に
は
お
ろ
か
、
牛
馬
耕
を
行
っ
て
い
る
農
家
に
し
て
も
所
有
し
て
い
な
い
も
の
が
か
な
り
あ
っ
た
。

耕
作
法
の
進
歩
に
従
い
肥
料
を
合
理
的
に
使
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
県
に
胎
て
も
技
術
員
の
設
置
や
、
あ
る
い
は
農
事
試
験
場
な

ど
の
諸
機
関
に
よ
る
施
肥
の
研
究
、
指
導
も
あ
り
、

そ
の
結
果
、
人
糞
尿
、
厩
肥
及
び
堆
肥
な
ど
で
は
満
足
で
き
な
く
な
り
、

し
だ

い
に
い
わ
ゆ
る
金
肥
の
使
用
が
増
大
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
堆
肥
等
が
作
り
づ
ら
く
な
っ
た
面
も
あ
る
こ
と
は
、
入
会
権
の

喪
失
に
伴
っ
て
お
こ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

上
北
郡
に
お
い
て
は
、
県
内
の
ど
の
地
方
よ
り
も
早
い
時
期
か
ら
過
燐
酸
石
灰
の
使
用
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
特
に
そ



の
場
合
、
大
農
場
の
開
墾
地
、
例
え
ば
工
藤
農
場
な
ど
は
そ
の
先
駆
的
役
割
を
果
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
先
述
の
第
五
章
第
二

節
で
ふ
れ
た
中
嶋
勝
次
郎
氏
に
よ
る
中
野
の
開
墾
地
に
於
て
も
同
様
に
化
学
肥
料
、
す
な
わ
ち
お
そ
ら
く
は
過
燐
酸
石
灰
の
使
用
が
明
治

中
期
に
は
行
な
わ
れ
て
い
た
。
後
に
詳
し
く
紹
介
す
る
「
中
嶋
家
坪
刈
資
料
」
の
明
治
二
五
年
の
項
で
は
そ
の
使
用
が
は
っ
き
り
認

め
ら
れ
る
し
、
ま
た
、
先
に
ふ
れ
た
田
畑
開
墾
に
お
い
て
も
、
そ
の
田
畑
で
は
化
学
肥
料
を
使
用
す
る
こ
と
を
の
べ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
開
墾
大
農
場
に
お
け
る
化
学
肥
料
の
使
用
は
、
当
然
な
が
ら
周
辺
の
一
般
農
家
へ
の
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら

れ
う
る
の
で
あ
り
、

か
く
し
て
明
治
二
七
年
の
県
統
計
書
に
よ
る
な
ら
ば
、
当
時
上
北
郡
で
は
過
燐
酸
石
灰
一
、
五

O
O買
を
使
用

し
て
お
り
、

し
か
も
こ
の
使
用
は
県
内
他
地
方
で
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
(
『
青
森
県
農
業
の
発
展
過
程
』
参
照
)

0

天
間
林
村
に
お
い
て
は
、

お
そ
ら
く
工
藤
農
場
あ
る
い
は
中
嶋
勝
次
郎
氏
な
ど
に
よ
る
化
学
肥
料
の
使
用
が
最
も
初
期
の
も
の

で
あ
る
事
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
ほ
ど
な
く
し
て
一
般
農
家
な
ど
も
使
用
し
た
こ
と
を
示
す
の
が
次
の
資
料
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
直
接
的
に
は
借
金
の
借
用
証
書
で
あ
る
が
、
こ
の
借
金
が
化
学
肥
料
購
入
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
な
お
つ
い
で
に
述

べ
れ
ば
化
学
肥
料
を
中
心
と
す
る
多
肥
農
業
は
、
生
産
力
を
高
め
、
農
家
に
現
金
収
入
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
の
反
面
多
肥
投
入
は

農
家
の
現
金
の
需
要
を
益
々
増
大
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、

か
く
し
て
農
業
恐
慌
に
見
舞
わ
れ
た
際
に
は
、
中
小
農
を
中
心
と
し
て
農

村
社
会
の
疲
弊
を
大
き
く
し
た
こ
と
は
、
先
の
第
八
章
第
一
節
に
お
い
て
も
み
た
通
り
で
あ
る
。
特
に
こ
の
証
書
の
書
か
れ
た
明
治

後
期
に
お
い
て
は
、
上
北
郡
は
未
だ
に
本
格
的
な
商
品
経
済
(
あ
る
い
は
農
業
の
商
品
経
済
化
)
に
ま
き
込
ま
れ
て
は
お
ら
ず
、
し

た
が
っ
て
現
金
収
入
の
乏
し
き
中
で
は
金
肥
購
入
は
大
変
な
苦
労
が
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

天

間

林

村

史

七



第
五
編

近

代

七
四

閣
刷
出

借

用

証

一
金
四
拾
参
円
四
拾
銭
也

日
疋
レ
ハ
過
燐
酸
石
灰
弐
拾
八
臥
壱
臥
ニ
付
代
金
壱
円
五
拾
銭
ツ
ノ
金
拾
円
ニ
付
壱
ヶ
月
金
拾
銭
ノ
割
ヲ
以
テ
利
子
ヲ
付
ス
ル
定
メ

右
借
用
仕
度

(
以
下
略
)

天
間
林
村
大
字
榎
林

明
治
参
拾
九
年
四
月
廿
八
日

木
村

吉
太
郎

⑮ 

李
沢

孫

士
口

⑮ 

以
下
六
名
連
署
捺
印
)

天
間
林
村
農
会
長
小
又
嘉
三
郎
殿

(
『
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

も
っ
と
も
先
の
中
嶋
家
も
、
こ
の
木
村
家
も
共
に
村
内
の
有
力
手
作
り
地
主
の
一
人
で
あ
り
、

よ
り
一
般
的
な
中
農
あ
る
い
は



氏 つ ツ り でか小
談て ソ 行 も に作
τ か lま な魚な人
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間
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史
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第84表大正14年、生産肥料消費量

(天間林村)
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第
五
編

近

代

七

こ
こ
で
大
正
一
四
年
度
の
生
産
肥
料
消
費
高
と
、
昭
和
一

O
年
頃
の
生
産
肥
料
、
金
肥
の
消
費
高
を
挙
げ
よ
う
(
第
八
四
、

五
表
)
。

こ
れ
以
外
の
年
次
の
肥
料
消
費
量
は
不
明
な
の
で
詳
細
に
は
検
討
で
き
え
ぬ
が
、
少
な
く
と
も
大
正
末
に
比
べ
て
昭
和
一

O
年
頃

で
は
天
間
林
村
に
お
け
る
肥
料
消
費
量
は
著
し
い
増
大
を
み
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
大
正
一
四
年
の
統
計
に
は
金
肥

に
関
し
て
は
全
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
事
は
当
時
の
天
間
林
村
で
の
金
肥
消
費
は
と
る
に
足
ら
ぬ
量
で
あ
っ
た
と
も
推
測

さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
先
の
中
村
氏
ら
の
証
言
と
一
致
し
よ
う
。

昭
和
一

O
年
頃
の
天
間
林
村
に
お
け
る
金
肥
使
用
は
、
生
産
肥
料
に
比
べ
、

一
三
対
一
の
割
合
で
し
か
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
昭

和
初
年
時
か
ら
の
一
般
的
傾
向
な
の
か
、
そ
れ
と
も
す
で
に
戦
時
色
濃
く
、
徐
々
に
堆
厩
肥
な
ど
に
再
び
重
点
が
お
か
れ
て
い
く
時
期
の

状
況
な
の
か
、
あ
る
い
は
凶
作
に
よ
る
現
金
収
入
減
少
に
伴
う
金
肥
消
費
の
減
少
な
の
か
、

い
ず
れ
と
も
断
定
し
が
た
い
。
し
か
し

い
ず
れ
に
し
て
も
金
肥
使
用
は
全
体
と
し
て
は
少
量
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
言
い
う
る
だ
ろ
う
。
但
し
価
格
は
高
い
こ
と
に
同
時
に

注
目
し
た
い
。

(三)

土
地
改
良

土
地
改
良
の
歴
史
は
我
国
に
お
い
て
は
古
い
歴
史
を
有
す
る
が
、
そ
れ
が
本
格
化
す
る
の
は
明
治
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
特
に
濯

甑
排
水
事
業
を
主
体
と
し
て
展
開
す
る
。
明
治
三
二
年
の
「
耕
地
整
理
法
」
(
旧
)
の
成
立
は
、
近
代
土
地
改
良
の
第
一
歩
で
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る

(
詳
し
く
は
、
今
村
奈
良
臣
他
著
『
土
地
改
良
百
年
史
』
昭
臼
を
参
照
の
こ
と
)
。

と
こ
ろ
で
本
県
に
お
い
て
も
明
治
以
降
土
地
改
良
が
進
展
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
場
合
津
軽
地
方
に
お
い
て
は
主
と
し
て

既
耕
地
の
耕
地
改
良
を
中
心
と
し
た
の
に
対
し
、
南
部
地
方
は
狭
義
の
耕
地
改
良
で
は
な
く
、
常
に
開
墾
を
主
体
と
し
、

む
し
ろ
開



墾
に
付
随
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る

(
『
青
森
県
農
業
の
発
展
過
程
』
一
二
六
ペ
ー
ジ
)
。
し
た
が
っ
て
、

す
で
に
第
八
章
第
二
節
に
て
詳
述
し
た
よ
う
に
、
南
部
地
方
で
も
主
と
し
て
上
北
郡
を
中
心
し
て
こ
の
事
業
は
推
進
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
耕
地
改
良
と
、
耕
地
の
外
延
的
拡
大
と
い
う
こ
側
面
、
す
な
わ
ち
耕
地
に
対
す
る
質
的
、
量
的
改
良
を
意
味
し
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
こ
れ
ら
の
事
業
の
主
体
は
、
主
と
し
て
地
主
層
を
中
心
と
し
て
い
た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

天
間
林
村
に
お
い
て
も
、
中
嶋
勝
次
郎
・
工
藤
轍
郎
両
氏
ら
の
田
畑
開
墾
事
業
は
ま
さ
に
こ
れ
に
該
当
す
る
わ
け
で
あ
り
、

そ
の

場
合
彼
ら
は
極
め
て
早
い
時
期
に
土
地
改
良
の
た
め
に
化
学
肥
料
を
用
い
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。

水
利
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
部
地
方
に
お
い
て
も
小
規
模
な
用
排
水
事
業
は
、
河
川
を
中
心
と
し
て
古
く
よ
り
行
な
わ
れ
て
き
て
い

る
。
明
治
期
に
入
っ
て
か
ら
は
、
こ
れ
ま
た
中
嶋
、

工
藤
、
早
川
氏
ら
の
開
墾
事
業
と
と
も
に
行
な
わ
れ
て
来
て
い
る
事
は
、
先
に

み
た
通
り
で
あ
る
。
彼
ら
の
場
合
、
特
に
水
利
事
業
を
中
心
と
し
て
開
田
・
開
畑
が
実
施
さ
れ
て
来
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

し
か
し
大
規
模
な
形
で
施
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
大
正
一
二
年
以
降
と
さ
れ
て
い
る
。
天
間
林
村
に
関
連
す
る
事
業
と
し
て
は
、

昭
和
七
年
よ
り
一

O
年
の
歳
月
を
か
け
て
行
な
わ
れ
た
七
戸
川
流
域
の
改
修
工
事
が
あ
る
。
こ
の
工
事
に
よ
り
一
町
二
一
ヶ
村
一
、
五

O

O
町
歩
の
田
畑
が
水
害
よ
り
守
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

耕
地
改
良
は
水
利
と
結
び
つ
い
て
進
め
ら
れ
た
が
、

し
か
し
南
部
地
方
は
全
般
的
に
み
て
津
軽
地
方
よ
り
耕
地
状
態
は
必
ず
し
も

よ
く
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
改
良
事
業
の
進
展
に
よ
っ
て
も
依
然
と
し
て
排
水
不
良
地
が
か
な
り
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
例
え
ば
か

な
り
後
の
こ
と
だ
が
昭
和
三

O
年
頃
に
お
い
て
も
上
北
郡
で
は
か
か
る
耕
地
は
二

O
%を
占
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
(
『
青
森
県
農
業

の
発
展
過
程
』
二
一
六
ペ
ー
ジ
)
。
し
た
が
っ
て
時
代
が
さ
か
の
ぼ
る
ほ
ど
、
特
に
明
治
時
代
な
ど
に
お
い
て
は
湿
田
・
過
湿
田
等
の
排

天

間

林

村

史

七
七
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水
不
良
地
は
か
な
り
多
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
う
る
。
こ
こ
で
ち
な
み
に
、

興
味
あ
る
資
料
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

い
わ
ゆ
る
ダ
ル
マ
船
建
造
に
対
す
る
免
税
措
置
を
請
求
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
耕
作
状
況
の
一
斑
を
示
す
も

の
と
し
て
興
味
あ
る
。
『
上
北
郡
村
誌
」
に
お
け
る
耕
作
船
の
記
述
も
こ
れ
で
あ
り
、
北
川
目
地
区
が
い
か
に
湿
田
で
あ
っ
た
か
の
証

本
資
料
は
、

拠
で
も
あ
る
。耕

作
船
新
造
之
義
ニ
付
願

船

長

間

壱
般

右
ハ
耕
作
一
般
ニ
相
用
度
ニ
付

新
造
仕
候
間

船
税
免
除
之
御
検
討
被
成
下
度

尤
其
外
稼
業
ニ
ハ
一
切
用
申
間
敷
候

此
段
奉
願
候
也

上
北
郡
榎
林
村
字
李
沢
家
前
十
番
地

明
治
十
九
年
四
月
十
四
日

木
村
吉
太
郎
⑮

上
北
郡
長

小
林
歳
重
殿

前
書
之
通
願
出
ニ
付
奥
印
候
也

上
北
郡
天
間
舘
村
六
ヶ
村



戸
長
鷹
山
宇
太
郎
代
理

明
治
十
九
年
四
月
十
一
日

(
朱
印
)

郡
収
第
二
百
十
九
号

割
印

筆
生

田
中
藤
太
郎
⑫

明
治
十
九
年
四
月
十
九
日

書
面
願
之
趣
聞
届
。
郡
吏
出
張
ノ
上
検
印
熔
記
可
為
致
候
事

青
森
豚
上
北
郡
長

昭和初期における

耕地整理地積

年 次 上北郡 青森県

町 町

大正14年 83 1，360 

昭和 l 4，213 10，870 

2 841 2，088 

3 513 535 

4 421 80の

5 340 423 

6 804 1，200 

7 566 1，380 

8 214 999 

9 65 1，143 

10 231 248 

11 29 359 

12 498 822 

第86表

天

林

史

村

間

小
林
歳
重
⑮

(
「
李
沢
・
木
村
家
文
書
』
)

耕
地
整
理
事
業
は
、
田
畑
を
問
わ
ず
こ
れ
ま
た
大
正
年
間

以
降
か
な
り
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
上
北
郡
と
青
森

( r東奥年鑑』より)

県
全
体
の
昭
和
初
期
に
お
け
る
耕
地
整
理
地
積
は
上
表
の
通

り
で
あ
る
。

但
し
こ
れ
ら
の
耕
地
整
理
事
業
は
、
原
野
か
ら
畑
、
あ
る
い

は
田
畑
か
ら
田
へ
な
ど
各
種
が
含
ま
れ
て
い
る
。

天
間
林
村
内
に
お
い
て
昭
和
二
一
年
当
時
に
お
い
て
完
了

七
九
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な
い
し
実
施
中
の
耕
地
整
理
事
業
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

組
合
施
行

O
榎
林
連
合
耕
地
整
理
組
合

大
正
六
年
開
始
・
継
続
中

畑 田
一
一
四
町
八
一
一
八
)

γι
田、

二
三
町
三

O
O
一
)

一
六
五
町
七
一
一
八

O
金
沢
平
耕
地
整
理
組
合

大
正
一
四
年
開
始
・
継
続
中

原
野
五
一
町
一
九

O
五
日
+

田
五
三
町
八
三
一

O

O
坪
耕
地
整
理
組
合

昭
和
六
年
開
始
・
継
続
中

田
二
八
町
九
五
一
八
)
田
七
四
町
九
四
二
ハ

γ
n
i
v
 

畑
五
八
町
四
七
二
二
」
畑
一
九
町
七
四
二
三

共
同
施
行

0
寺
島
第
一
耕
地
整
理

昭
和
一
一
年
開
始
、
継
続
中

原
野
二
六
町
七
八

O
八
ふ
畑
二
八
町
三
コ
一

O
六

O
寺
島
第
二
耕
地
整
理

原
野
一
七
町
一
九
一
七
日
+
畑
一
六
町
八
二
一

O

同

右



一
人
施
行

O

二
ツ
森

大
正
九
年
開
始

工
事
完
了

労
舟
場
向
川
久
保

大
正
七
年
開
始

継
続
中

原
野
九
町
七
五
一
八
&
田
八
町
五
六

O
樫
原
第
一
耕
地
整
理
一
人
施
行

大
正
一

0
年
開
始
・
継
続
中

原
野
六
三
町
三
四

0
0
4畑
六
三
町
一

O
一
六

O
樫
原
第
二

/J 

大
正
九
年
開
始
・
継
続
中

原
野
三

O
町

O
O二
0
4畑
二
八
町
六
九

0
山
七
第
一
耕
地
整
理
一
人
施
行

大
正
九
年
開
始
・
完
了

原
野
二
八
町
八
一
一
八
み
畑
二
四
町
二
四

O
五

O
家
ノ
志
茂

大
正
一
五
年
開
始
・
継
続
中

田
O
町
一
八

O
八

畑

O
町
八
七
二
四

そ
の
他
/、

町
四
J¥ 

、ー一一一~ー----

..!J，. 

田
六
町

O
三
一
九

(
『
東
奥
年
鑑
』
昭
一
二
年
版
)

天

間

林

村

史

/¥ 
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耕
地
整
理
は
、
先
に
も
の
べ
た
如
く
量
的
拡
大
と
質
的
向
上
の
両
側
面
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
大
正
年
間
以
降
の
耕
地
整

理
事
業
は
、
主
と
し
て
耕
地
の
量
的
拡
大
を
中
心
と
し
て
き
た
の
で
あ
り
、

そ
れ
も
田
を
主
体
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、

日
本
の
資
本
主
義
発
展
の
中
で
食
糧
問
題
と
密
接
な
関
係
を
と
っ
て
行
な
わ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
逆
に
み
れ
ば
、
畑
地

の
軽
視
と
言
っ
た
側
面
を
生
む
こ
と
に
な
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
日
本
の
農
業
の
悲
劇
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

耕
地
整
理
の
推
進
主
体
は
、
主
と
し
て
稲
作
技
術
の
改
良
に
強
い
関
心
を
よ
せ
る
耕
作
地
主
層
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
こ
れ
に
対

し
不
在
地
主
、
商
人
地
主
は
、
逆
に
こ
の
事
業
に
反
対
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る

(
『
土
地
改
良
百
年
史
』
参
照
)
。
こ
の
こ
と
は
天
間
林

村
に
お
い
て
も
基
本
的
に
該
当
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
組
合
施
行
は
ま
さ
に
中
小
地
主
の
連
合
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

一
人
施
行

も
さ
ほ
ど
大
規
模
で
は
な
い
地
主
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

土
地
改
良
、
水
利
事
業
、
耕
地
整
理
車
業
は
、

い
ず
れ
に
し
て
も
農
業
上
の
技
術
的
改
良
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
増
産
、
多
収
、

品
質
向
上
さ
ら
に
は
農
作
業
の
能
率
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

(四)

そ
の
他
の
技
術
改
良

明
治
時
代
に
お
け
る
技
術
改
良
に
お
い
て
特
筆
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
し
て
は
、
摂
虫
駆
除
が
あ
る
。
こ
れ
は
未
だ
品
種
改
良
な
ど

の
行
な
わ
れ
て
お
ら
ぬ
時
代
に
お
い
て
は
、
極
め
て
重
要
な
収
穫
安
定
の
た
め
の
技
術
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
虫
害
の
発
生
を
災

害
と
あ
き
ら
め
て
い
た
農
村
に
対
し
、
青
森
県
当
局
は
、
県
宮
を
各
地
に
派
遣
し
て
そ
の
駆
除
対
策
に
あ
た
ら
せ
た
と
い
う
。

今
一
つ
は
種
籾
の
塩
水
選
法
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
方
法
は
明
治
一
五
年
に
発
明
さ
れ
、
二

O
年
よ
り
本
県
で
も
指
導
が
お
こ
な

わ
れ
た
。



こ
う
し
た
技
術
が
、
郡
役
所
・
村
役
場
な
ど
を
通
し
て
天
間
林
村
に
も
伝
え
ら
れ
て
来
た
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
そ
の
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。
た
だ
第
四
章
に
て
紹
介
し
た
『
明
治
一
四
年
度
榎
林
・
附
田
・
二
ツ
森
戸
長
役
場
会
議
資
料
』
に
お
い
て
も
、
稲
虫

駆
除
係
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
天
間
林
村
で
も
早
く
よ
り
こ
の
問
題
に
は
取
り
組
ん
で
い
た
こ

と
は
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
節

中
嶋
家
坪
刈
表
の
紹
介
・
分
析

|
|
天
間
林
村
に
お
け
る
稲
作
技
術
発
展
の
事
例
研
究
|
|

(ー)
序

言

天
間
林
村
中
野
の
中
嶋
家
に
は
、
中
嶋
勝
次
郎
、
信
(
当
主
)
親
子
二
代
に
わ
た
っ
て
記
録
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
『
中
嶋
農
場
坪

刈
表
』
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
年
代
的
に
は
、
明
治
二
四
年
よ
り
(
但
し
、
資
料
を
紛
失
し
た
明
治
二
七
年
と
、
大
凶
作
の
た
め

収
穫
皆
無
の
た
め
坪
刈
を
行
な
わ
な
か
っ
た
明
治
三
五
年
の
二
ヶ
年
を
除
い
て
)
今
日
に
至
る
。
但
し
、
昭
和
二
二
年
以
降
に
お

い
て
は
農
地
改
革
に
よ
る
土
地
解
放
も
あ
り
、
坪
刈
表
は
中
嶋
信
氏
個
人
の
耕
作
地
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
坪
刈
表
は
、

五
O
年

間
以
上
に
わ
た
り
自
作
田
と
小
作
田
の
坪
刈
結
果
を
記
録
し
つ
づ
け
た
も
の
で
あ
り
、
単
に
天
間
林
村
の
み
な
ら
ず
本
県
南
部
地
方

に
お
げ
る
稲
作
の
発
展
過
程
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
の
で
あ
り
、
す
で
に
こ
の
資
料
の
重
要

性
を
認
め
ら
れ
た
和
田
純
二
氏
(
青
森
県
農
業
試
験
場
)
に
よ
り
、
二
度
に
わ
た
り
本
資
料
の
紹
介
と
分
析
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

「
明
治
二
十
四
年
以
降
に
お
け
る
中
島
農
場
の
坪
刈
成
績
に
つ
い
て
|
」
『
東
北
の
農
業
気
象
第
一
九
号
(
昭
四
十
九
年
八
月
)
」

「
明
治
二
十
四
年
以
降
に
お
け
る
中
島
農
場
の
坪
刈
成
績
に
つ
い
て
|
第
二
報
耕
種
関
係
記
録
の
解
析
|
|
」
『
青
農
史
談
第
六
号

天

問

林

村

史

1¥ 



第
五
編

近

代

;¥ 
四

(
昭
五
十
四
年
)
』
)

以
下
我
々
は
、
和
田
純
二
氏
の
こ
の
こ
つ
の
労
作
に
依
拠
し
つ
つ
、
『
中
嶋
家
坪
刈
表
』
を
紹
介
、
天
間
林
村
に
お
け
る
稲
作
技
術

の
発
展
の
一
斑
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
(
な
お
、
労
作
の
別
刷
を
下
さ
っ
た
和
田
氏
、
そ
し
て
資
料
を
提
供
下
さ
っ
た
中
嶋
氏

へ
厚
く
感
謝
申
し
ま
す
)

と
こ
ろ
で
、
坪
刈
と
は
何
か
を
、
ま
ず
簡
単
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
そ
も
そ
も
坪
刈
と
は
、
幕
藩
体
制
社
会
に
お
い
て
年
貢
米
を
納

め
さ
せ
る
た
め
の
、
領
主
側
に
よ
る
一
村
一
ヶ
年
聞
の
貢
租
決
定
の
た
め
に
行
な
わ
れ
る
米
穀
生
産
量
の
秤
量
な
の
で
あ
る
。

般

的
に
は
、
検
見
の
と
き
行
な
わ
れ
る
調
査
で
あ
り
、
検
地
役
人
が
村
内
の
上
中
下
の
各
団
地
一
坪
の
稲
を
刈
り
、

そ
の
収
穫
を
検
査

し
、
こ
れ
を
標
準
と
し
て
全
収
穫
を
見
積
り
、
年
貢
額
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
初
期
に
お
け
る
地
租
改
正
事

業
に
よ
り
、
地
価
を
基
準
と
し
た
金
納
地
租
が
実
現
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
少
な
く
と
も
坪
刈
は
、
地
租
改
正
以
降
に

お
い
て
は
そ
の
歴
史
的
役
割
を
終
え
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
こ
の
中
嶋
農
場
に
お
け
る
坪
刈
は
、
明
治
二
二
年
以
降
、
す
な
わ
ち
中
嶋
勝
次
郎
氏
が
七
戸
村
よ
り
天
間
林
村
に
移

住
し
、
開
墾
作
業
の
結
果
と
し
て
獲
得
さ
れ
た
耕
地
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
に
お
い
て
、

ま
ず
は

一
般
に
お
け
る
坪
刈
と
、
中
嶋
農
場
に
お
け
る
坪
刈
と
は
、

そ
の
歴
史
的
背
景
が
基
本
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
全
国

的
に
み
た
場
合
、
明
治
以
降
あ
る
い
は
地
租
改
正
以
降
に
お
い
て
も
、
何
ら
か
の
形
で
坪
刈
が
行
な
わ
れ
て
い
た
事
例
は
、

い
く
つ

か
報
告
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
管
見
の
限
り
で
も
、
佐
賀
県
東
松
浦
郡
厳
木
村
、
相
和
町
に
お
け
る
事
例
の
報
告
(
早
川
孝
太
郎

(
校
)
「
佐
賀
県
稲
作
坪
刈
の
研
究
』
(
昭
二
五
年
て
あ
る
い
は
山
梨
県
北
巨
摩
郡
長
坂
町
に
お
け
る
事
例
(
佐
藤
常
雄
「
村
落
共
同



作
業
と
し
て
の
『
坪
刈
」
と
そ
の
内
容
」
『
農
業
経
済
研
究
第
四
九
巻
l
第
一
号
』
)
な
ど
が
存
在
す
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
い
ず
れ

の
事
例
も
、

い
く
つ
か
の
集
落
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
中
嶋
農
場
の
よ
う
に
極
め
て
限
定
さ
れ
た
地
区
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の

点
に
お
い
て
中
嶋
家
の
報
告
は
こ
れ
ら
の
事
例
と
も
や
や
異
質
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

そ
の
歴
史
的
役
割
・
使
命
を
基
本
的
に
は
失
っ
た
坪
刈
が
、
何
故
に
明
治
以
降
今
日
に
至
る
ま
で

(
但
し
、
先
述
の

山
梨
県
の
場
合
は
昭
和
五

O
年
を
以
っ
て
終
了
し
て
い
る
)
、
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
山
梨
県
の

事
例
の
場
合
に
お
い
て
は
、
小
作
料
が
旧
態
依
然
と
し
た
現
物
形
態
を
と
っ
た
こ
と
、

ま
た
「
戦
時
中
か
ら
占
領
下
に
お
け
る
供
出

米
割
当
制
度
に
関
し
て
も
、
坪
刈
を
参
考
と
し
て
:
:
:
生
産
者
へ
の
割
当
に
利
用
さ
れ
た
」
こ
と
な
ど
の
理
由
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
「
い
ず
れ
に
せ
よ
寄
生
地
主
制
展
開
の
も
と
で
の
坪
刈
は
、
幕
藩
体
制
社
会
で
の
歴
史
的
意
義
を
修
正
し
な
が
ら
も
、

農
地
改
革
に
よ
っ
て
そ
の
根
幹
が
解
体
さ
れ
る
ま
で
、
地
主
制
村
落
に
お
け
る
村
仕
事
と
し
て
継
続
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
戦
後
に
お
い
て
は
、

か
か
る
必
要
も
な
く
な
り
、

つ
い
に
は
村
の
稲
作
儀
礼
と
し
て
の
性
格
を
も
ち
つ
つ
存
続

し
つ
づ
け
て
き
た
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
中
嶋
家
に
お
け
る
坪
刈
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
中
嶋
家
は
手
作
地
主
で
あ
り
、
単
に
小
作
地
に
お
け
る

坪
刈
の
み
で
は
な
く
、
自
作
地
に
お
い
て
も
率
先
し
て
行
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
寄
生
地
主
が
小
作
料
徴
収
の
た
め
に

行
っ
た
山
梨
県
の
事
例
と
は
性
格
上
異
な
っ
て
い
る
。
戦
後
に
お
い
て
も
、
独
り
中
嶋
信
氏
の
自
作
地
に
お
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る

に
す
ぎ
ぬ
の
で
あ
り
、
こ
の
事
は
村
(
集
落
)

の
稲
作
儀
式
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
事
は
一
一
=
口
う
ま
で
も
な
い
。

か
く
し
て
こ

の
中
嶋
家
の
稲
作
に
対
す
る
熱
い
情
熱
1
1
1
稲
作
経
営
と
技
術
向
上
ー
ー
こ
そ
が
、
坪
刈
を
必
要
と
さ
せ
て
き
た
と
言
う
事
実
が
確

天

間

林
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一
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一
一
八
六

か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
中
嶋
信
氏
の
話
に
よ
る
な
ら
ば
、
七
戸
町
を
中
心
と
す
る
大
地
主
層
が
、
彼
ら
の
所
有

に
な
る
米
穀
を
販
売
す
る
時
、
大
国
一
一
塁
か
つ
安
く
売
る
こ
と
に
な
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
中
嶋
家
の
如
き
手
作
地
主
層
に
と
っ
て
は
不
利

に
な
る
の
で
、
予
め
毎
年
の
収
量
を
予
想
し
、
ま
ず
自
分
達
の
米
穀
の
販
売
可
能
量
を
把
握
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
大
地
主
層
に
彼
ら

の
販
売
時
期
な
ど
を
ず
ら
す
こ
と
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
、

し
た
が
っ
て
坪
刈
は
、
手
作
地
主
経
営
の
安
定
を
図
っ
て

い
く
手
段
と
も
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
後
者
の
理
由
は
、
農
地
改
革
後
に
お
け
る
坪
刈
に
は
あ
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
く
、

し
た
が
っ
て
今
日
ま
で
一
貫
し
て
存
在
す
る
最
大
の
理
由
は
、
第
一
に
あ
げ
た
技
術
向
上
、
経
営
向
上
へ
の
情
熱
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
ま
た
、
戦
時
中
に
は
供
出
米
の
割
り
当
て

(
自
作
地
と
小
作
地
に
対
す
る
)

の
た
め
に
も
利
用
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。

中
嶋
家
の
水
田
経
営
の
推
移
を
み
る
と
、
明
治
二
四
年
当
時
、
自
作
地
面
積
は
不
明
だ
が
、
小
作
地
一

O
町
六
反
、
小
作
人
二
三

人
。
大
正
八
年
自
作
地
四
町
九
皮
、
小
作
地
二
一
町
、
小
作
人
二
五
人
。
昭
和
二
二
年
自
作
地
三
町
七
皮
、
小
作
地
一
一
町
六
反
四

畝
、
小
作
人
二
二
名
と
な
っ
て
い
る
。
坪
刈
表
の
記
載
項
目
は
年
に
よ
り
若
干
異
な
る
が
、
氏
名
、
番
地
、
面
積
、

一
筆
枚
数
、
品

種
名
、
坪
当
り
株
数
、

田
植
期
、
刈
取
期
、
坪
当
り
籾
容
量
と
重
量
な
ど
で
あ
る
。

(ニ)

耕
種
期
日
の
変
遷

(1) 

田
植
期

田
植
の
時
期
は
、
時
代
が
さ
か
の
ぼ
る
ほ
ど
に
苗
代
気
象
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
事
が
判
明
す
る
。
五
月
の
平
均
気
温
と
平
均
田

植
月
日
と
の
聞
に
は
明
ら
か
に
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
う
る
。
年
代
別
に
は
、
明
治
は
一
一
・
五
度

1
六
月
一
八
・
三
日
、
大
正
は



一
一
・
七
度

1
六
月
一
二
・
七
日
、
昭
和
は
一
一
・
七
度

1
六
月
八
・
六
日
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
大
正
期
と
昭
和
期
に
お

い
て
平
均
気
温
が
同
一
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
期
の
方
が
大
正
期
よ
り
も
平
均
し
て
五
、
六
日
早
く
田
植
が
行
な
わ
れ
て
い
る
事

実
が
注
目
に
値
い
し
よ
う
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
品
種
改
良
の
結
果
や
苗
代
の
改
善
等
の
技
術
的
進
歩
の
結
果
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ

う
る
。中

嶋
家
に
お
い
て
は
、
不
安
定
な
水
苗
代
を
解
消
す
る
た
め
に
明
治
二
六
年
に
は
外
国
播
き
と
称
す
る
乾
田
直
播
、
寒
中
播
き
、

塩
水
選
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
湛
水
直
播
は
、
明
治
三
六
年
よ
り
昭
和
一

O
年
ま
で
の
聞
に
一
七
年
間
に
わ
た
り
行
な
わ

れ
て
い
る
。
明
治
三
六
年
に
は
乾
田
直
播
(
米
国
テ
キ
サ
ス
式
直
播
)

も
行
っ
て
い
る
。
但
し
こ
れ
は
発
芽
不
良
の
た
め
一
年
の
み

で
中
止
さ
れ
た
。
な
お
、
湛
水
直
播
が
実
施
さ
れ
た
理
由
は
、
第
一
に
は
水
古
代
で
の
育
苗
が
失
敗
し
た
際
に
植
付
不
能
田
を
出
さ

な
い
よ
う
に
す
る
当
時
唯
一
の
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
第
二
に
農
繁
期
に
お
け
る
労
力
の
分
散
と
に
あ
っ
た
と
い
う
。
直
播
の
適

期
は
五
月
十
日
前
後
で
あ
り
、
直
播
器
は
大
正
一

O
年
迄
は
「
タ
コ
脚
式
直
播
器
」
(
一
日
五
反
歩
程
度
の
能
率
)
で
、

そ
の
翌
年
か

ら
は
「
植
木
式
直
播
器
」
(
能
力
は
一
日
一
町
歩
)
が
使
用
さ
れ
た
。
但
し
こ
の
直
播
稲
は
、
根
が
浅
く
過
分
棄
に
な
り
倒
伏
し
や
す

か
っ
た
と
も
い
う
。

直
播
が
必
要
な
く
な
っ
た
の
は
、
寒
冷
地
に
お
け
る
稲
作
の
研
究
の
進
展
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
藤
坂
五
号
の
改
良
、
ま
た
県
農

業
試
験
場
に
よ
り
「
深
層
追
肥
稲
作
」
が
研
究
開
発
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
。
(
以
上
、
中
嶋
信
「
水
稲
湛
水
直
播
十

七
ヶ
年
」
も
参
照
し
た
)

(2) 

稲
作
期
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f古

田
植
期
の
場
合
同
様
に
認
め
ら
れ
う
る
。
平
均
気
温
二

O
度
以
上
の
高
温
年
は
九
月

一
九
度
以
下
で
は
一

O
月
二

O
日
以
後
の
刈
取
り

ムハ

1
九
月
平
均
気
温
と
刈
取
期
の
関
係
は
、

末
よ
り
一

O
月
一

O
日
頃
ま
で
、

J¥ 
J¥ 

一
九
(
)
二

O
度
で
は
一

O
月
五
日

1
一
五
日
、

信)

品
種
の
変
遷

と
な
っ
て
い
る
。
但
し
田
植
期
の
場
合
と
異
な
り
年
代
に
よ
る
異
動
は
認
め
ら
れ
な
い
。

中
嶋
勝
次
郎
氏
な
ど
は
、
早
く
よ
り
全
国
の
情
報
を
集
め
研
究
し
、
各
地
よ
り
様
々
な
品
種
が
導
入
試
作
さ
れ
、
ま
た
農
家
へ
優

良
種
を
配
布
し
て
い
る
。

一
般
農
家
に
比
べ
て
数
ヶ
年
先
に
試
作
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
当
地
に
お
け
る
品
種
導
入
上
に
果
し
た
役

割
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

中
嶋
家
が
他
地
所
よ
り
と
り
ょ
せ
た
代
表
的
品
種
名
、
導
入
年
次
、

に
な
る
。

第
八
七
表

中
嶋
家
に
お
け
る
品
種
導
入
年
と
最
普
及
年

農陸豊仙亀大冷

林一羽 4口A 

口仁3口

グコ
坊

千重
号号国主尾 j甫水

昭大大明大明 明
和正正治正治治 導

入

九四元五元二四 年
年年年年年年年

昭昭昭大大明明
手口和和正正 治治

最普

一 一 四三 及

三六六 O 八 00 年
年年年年年 年 年

そ
の
後
最
も
普
及
レ
た
年
次
を
あ
げ
る
と
第
八
七
表
の
よ
う

次
に
最
普
及
品
種
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

明
治
二
二
年

1
二
八
年

山
代

(
明
治
二
四
年
頃
は
全
体
の
九

O
%
)

‘一一

明
治
二
九
年
(
)
二
ご
年

冷
水

明
治
三

O
年
は
六

O
%

‘一一

明
治
三
二
年

1
二
一
八
年

山
代



‘一一

明
治
三
九
年

i
大
正
四
年

大
浦

(
大
正
三
年
は
、
北
海
道
早
生
、
北
海
道
鎌
、
早
稲
が
急
伸
、

四
一
%
を
占
る
)

‘一一

大
正
五
年

1
昭
和
六
年

仙
台
坊
主
な
ど
の
晩
稲
多
収
品
種

舎一一

こ
の
間
大
正
二
年

1
昭
和
五
年

豊
国

昭
和
七
年

1
昭
和
一

O
年

陸
羽
二
三
一
号

‘ー←

昭
和
一
一
年

山
代

4一一

昭
和
一
二
年

1

陸
羽
一
三
二
号

こ
の
よ
う
に
品
種
の
変
遷
に
お
い
て
も
、
寒
冷
地
稲
作
に
対
す
る
絶
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
跡
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
青
森

県
に
お
け
る
作
付
面
積
最
大
の
品
種
を
年
次
別
に
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

明
治
三
二

1
大
正
五
年

細
稗

(
次
位
、
相
馬
)

大
正
六
年
(
)
昭
和
七
年

亀
の
尾
(
か
細
梓
、
豊
田
)

昭
和
八
年

1
一
ニ
年

陸
羽
二
二
二
号

(
N
亀
の
尾
、
農
林
一
号
)

天

間

林
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一
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昭
和
二
子
}
一
七
年

農
林
一
号
(
万
陸
羽
二
三
一
号
)

昭
和
一
八

1
二
三
年

陸
羽
二
一
三
号
(
万
農
林
一
号
)

大
正
一
年

ま
た
、
本
県
に
お
い
て
品
種
改
良
が
進
ん
だ
時
期
と
さ
れ
る
大
正
年
間
に
つ
い
て
参
考
ま
で
に
み
て
お
こ
う
。

(
『
十
和
田
市
史
・
下
』

細
梓
・
相
馬
が
全
体
の
二
四
%
を
占
め
る
が
他
に
約
三

O
O種
混
渚
。

二
年

大
凶
作
を
契
機
に
亀
の
尾
の
優
秀
さ
認
め
ら
れ
る
。

四
年

亀
の
尾
一
号
優
秀
品
種
に
選
定
。

五
年

相
馬
が
姿
を
消
し
細
梓
は
一
四
%
で
首
位

豊
国
が
本
県
に
入
る
。

白
稲
一
口
方
、
細
樟
二
号
、
亀
の
尾
一
、
三
、
五
号

仙
台
坊
主
一
号
が
奨
励
品
種
に
採
用
さ
れ
る
。

六
年

亀
ノ
尾
が
首
位
に
な
り
以
後
昭
和
七
年
ま
で
亀
の
尾
時
代

小
田
代
一
号
、
嘉
瀬
早
生
を
奨
励
品
種
に
採
用

七
年

地
種
一
一
号
、
九
年
二
号
、
亀
の
尾
一

O
号
を
奨
励
品
種
に
採
用

八
年

近
成
一
号
、
津
軽
白
、
鶴
亀
を
奨
励
品
種
に
採
用

九
年

豊
国
一
号
を
奨
励
品
種
に
採
用

一
O
年

豊
国
三
一
号
を
奨
励
品
種
に
採
用

九
0 

一六

0
ペ
ー
ジ
)



二
年

陸
奥
光
を
奨
励
品
種
に
採
用

年

陸
奥
光
一
号
を

!! 

一
四
年

亀
ノ
尾
、
全
作
付
面
積
の
六
九
%

一
五
年

陸
羽
嬬
一
号
を
奨
励
品
種
に
採
用

(
『
青
森
県
農
地
改
革
史
』

一
一
三
一
了
五
)

次
に
中
嶋
農
場
に
お
け
る
明
治
三
四
年
よ
り
昭
和
二

O
年
の
品
種
の
変
遷
を
図
示
す
れ
ば
第
九
図
の
よ
う
に
な
る
。

本
県
全
体
に
お
け
る
品
種
の
普
及
(
率
)
と
、
中
嶋
農
場
に
お
け
る
そ
れ
と
で
は
、
若
干
の
差
異
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ

が
い
か
な
る
条
件
に
由
来
す
る
か
は
目
下
不
明
で
あ
る
が
、
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
般
に
品
種
の
消
長
は
、
冷
害
気
象
、
高
温
年
の
継
続
、

い
も
ち
病
の
発
生
、
耕
種
法
の
変
革
な
ど
に
よ
り
説
明
さ
れ
る
が
、
中

嶋
農
場
に
お
い
て
作
付
さ
れ
た
稲
品
種
は
ざ
っ
と
八

O
種
を
数
え
る
。
こ
れ
ら
の
三
分
の
二
は
、

一
年
あ
る
い
は
二
年
程
度
の
作
付

で
し
か
な
い
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
中
嶋
家
の
品
種
改
良
の
努
力
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
る
。

天

間

林

村

史

九
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九

和
田
氏
の
整
理
に
従
っ
て
、
中
嶋
農
場
の
主
要
品
種
の
交
替
期
に
お
け
る
収
量
を
示
す
と
第
八
八
表
の
如
く
で
あ
る
。

(四)

収
量
の
推
移

中嶋農場の主要品種の交替期における収量

交換品種 年次 品種名 収量g/m' 品種名 収量g/m'

明治42年 395 375 

山 43 351 大 333 
代
台、 44 449 401 

句 45 
山

420 384 
大

大正 2 代 238 浦 278 
浦
"- 3 478 494 

仙 大正 9年 678 675 

4Eλ ヨ 10 仙 439 503 

坊 11 559 豊 590 
主 12 

4Eヨ， 
467 540 

1J' 
13 

ら 坊
441 510 

豊
14 516 国 548 

国 15 主 597 570 

"- 昭和 2年 473 515 

豊陸一 昭和 5年
豊

625 陸

国羽一 羽

かコ 6 336 
ー-

ら 7 551 
号 国
，、、 8 534 号

小陸一 昭和 9年 陸 339 

山羽= :J2 283 
代 コ 10 372 

山
か 亨 11 431 585 

代
ら "- 12 510 号 627 

'--

第88表

そ
れ
ぞ
れ
の
交
換
要
因

は
、
小
山
代
↓
大
浦
は
明
ら

か
で
は
な
く
、
仙
台
坊
主
↓

豊
田
で
は
、
豊
国
の
多
収
性
、

豊
国
↓
陸
羽
一
三
二
号
で

は
、
後
者
の
多
収
性
、
小
山

代
↓
陸
羽
二
ニ
二
号
で
は
小

山
代
が
再
度
登
場
し
た
の
は

耐
冷
性
ゆ
え
で
あ
っ
た
の
に

対
し
平
年
の
気
象
条
件
下
で

は
陸
羽
二
ニ
二
号
が
す
ぐ
れ

て
い
る
た
め
だ
と
さ
れ
る
。

な
お
、
全
体
的
な
収
量
を

み
る
と
、
明
治
期
は
三

O
O
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九
図

中
嶋
農
場
に
お
け
る
年
度
別
作
付
品
種
(
明
治
二
四

1
昭
和
二

O
年
)

昭大 明

げ和正 治
2019181716151413121110 9 8 7 6 5 4 3 2 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 元 "~Gßw~æ~~~M~~nw~~uw~~

年年 I 年

。山一一-0 。 一一一一一-() 小山代

0 養 産

。 0一一一一一一0 甲 回

0-0 。 赤坊主

。 黒坊主

0-0 近 成

。 白坊主

0一一一一ー0 才市回

。 。 大 浦

。 。 ひ一一一一--0 仙台坊主

。 高 宮
。 軽 石

。 。 j骨 水

。 柱 坊 主

。 テウ糠

。 豊後(七戸)

--D 。 。 。 黒 毛 餅

助 七
。 。 0-0 白 宮井

0-0 0-0 秋田白

。一一+一一----4) 。 。 。 。 0-0 赤 餅

。 。 ，鳥 海

ー一一ーも 長 首 代

。 。 。 O一一一0 。一一一一0 新 堀

。 高田早稲

。 役場種

。 九兵衛

。 申
。 Cト。 。 会 津

。 0-0 十校内

--0 H青 山

。ベコ 0-。 。 (早 稲)

。 北海道早稲

。 北海道餅

。 丑 松 種
。 坂本種

一ー0 大池種

。 根摩種
。 一 疫 稲

。 。 関 山

。 亀ノ尾

豊国
。 。 。 金子

0-0 五郎兵エ
。 。 赤 糠

0-0 。 九 平

。ベコ 。 津 軽 糠

0-0 津 軽 餅

0-0 大 羽

赤 橋
。 坂 ノ 上

。 金 峰
。 クロ 1号
。 鶴 亀

0-0 秋田豊国

陸羽 132号

O一一-0 陸羽 102号
。 亀ノ屋 3号
。 イ 号
。 早生大野
。 豊 国 一 号

。 陸奥 1号
。 陸奥 2号

。 。 豊国 3号
。 ()-ーーベコ 陸 羽 橋

。 奥羽 1号
。 衣笠早生

陸羽嬬 l号

農林 1号
。 青森 5号

。ベコ 農林 4号
亡トC 奥羽 172号
。目。 早生銀坊主

。 半坊主
。 日 出早生

0 0-0 八戸坊主
。。 八 州、|

-0 八島千本

ーーー--0 藤坂 1号

--0 青森嬬14号
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坪当り株数の推移

40 35 30 

70 
明治25年

ー
四

O
O
g
、
大
正
前
半
は
四

0
0
1五
O
O
g
、
後
半
は
五

0
0
1六
O
O
g

と
上
昇
す
る
が
、
昭
和
期
は
変
動
大
き
く
、
六

1
九
月
の
平
均
気
温
一
九
度
以
下

で
は
減
収
大
き
く
、

二
O
度
以
上
で
は
六

O
O
g
台
と
な
っ
て
い
る
。

(五)

坪
当
り
株
数
の
推
移

各
年
次
毎
の
坪
当
り
株
数
の
推
移
を
示
す
の
が
第
一

O
図
で
あ
る
。

ま
た
、
明
治
中
期
、
末
期
、
大
正
中
期
、
昭
和
初
期
の
各
期
に
お
け
る
坪
当
り

株
数
の
分
布
を
示
す
の
が
第
一
一
図
で
あ
る
。

こ
の
二
図
か
ら
す
れ
ば
、
各
時
代
と
も
平
均
株
数
は
坪
当
り
八

0
1九
O
株
で

あ
る
が
、
し
か
し
昭
和
期
に
な
る
と
、
坪
当
り
株
数
の
変
異
度
は
極
め
て
小
さ
く

な
っ
て
来
て
い
る
。
こ
れ
は
、
田
植
作
業
上
の
改
革
が
進
ん
だ
事
の
あ
ら
わ
れ
で

第10図

あ
り
、
す
な
わ
ち
従
来
の
乱
雑
植
か
ら
縄
張
り
片
玉
条
植
、
型
付
正
条
植
へ
と
進

み
、
か
つ
除
草
機
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
変
異
は
小
さ
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
く
な

っ
た
結
果
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

(六)

一
区
画
水
田
面
積

和
田
氏
に
よ
り
、
明
治
三
一
年
、
三
九
年
、
大
正
一

O
年
、
昭
和
五
年
の
四
ヶ

年
が
比
較
的
検
討
さ
れ
て
い
る
(
第
八
九
・
九

O
表
参
照
)
。
そ
れ
に
よ
る
と
明
治
三

一
一
九
五
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水田 1区画平均面積

年 次 調査総面積 左の水田枚数 J;，j 

l 怪:111i干~(

明治31年 7町 O反 7畝 400枚 1畝 23歩

明治39年 11 3 。 597 1 27 

大正10年 9 2 l 445 2 2 

昭和 5年 11 2 1 518 2 5 

第89表

天

林

村

間

史

水田 l区画面積分布

45~ 50~ 55~ 60~ 65~ 70~ 80~ lOO~ 1日 ~2ω~ 加。 ~350~400

27 

26 

4 

第90表

一
年
に
は
一
区
画
一
畝
二
三
歩
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
五
年
に
は
、

二
畝
五
歩
と
な
り
、

さ
ら
に
一
筆
毎
の
平
均
一
区
面
積
の
分
布
を
み

る
と
、
明
治
コ
二
年
に
は
八
六
%
が
五

O
坪
の
狭
い
区
画
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
昭
和
五
年
に
は
二
畝
以
下
の
水
田
が
六
五
%
以
下
に
減

少、

一
枚
一
反
歩
の
水
田
も
出
現
す
る
な
ど
、
耕
地
改
良
、
整
理
が

進
ん
で
来
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
れ
は
、

一
つ
に
は
馬
耕
導

入
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

同
お
わ
り
に

以
上
、
中
嶋
家
の
坪
刈
資
料
を
、
和
田
純
二
氏
の
研
究
に
主
と
し

て
依
拠
し
つ
つ
紹
介
・
分
析
し
て
き
た
。

全
国
的
に
み
て
も
明
治
以
降
に
お
け
る
坪
刈
の
記
録
は
決
し
て
多

い
も
の
で
は
な
く
、

ま
し
て
や
青
森
県
上
北
郡
に
お
け
る
記
録
と
な

る
と
ほ
と
ん
ど
こ
れ
が
唯
一
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
資

料
は
、
明
治
以
降
に
お
け
る
我
国
の
稲
作
技
術
を
知
る
上
で
、

ま
た

特
に
青
森
県
上
北
郡
と
い
う
冷
害
常
習
地
帯
で
の
技
術
改
良
と
そ
の

努
力
を
知
る
上
で
も
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
い
え
よ
う
。

九
七



第
五
編

近

代

九
;¥ 

そ
し
て
天
間
林
村
、
否
、
上
北
郡
、
あ
る
い
は
同
じ
よ
う
な
自
然
条
件
下
に
お
か
れ
て
い
る
地
帯
で
の
今
後
の
稲
作
進
展
の
た
め

に
、
興
味
あ
る
素
材
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
本
資
料
は
、
単
に
中
嶋
家
一
人
の
も
の
で
は
な
く
、

広
く
村
民
あ
る
い
は
上
北
地
方
の
人
々
の
共
有
の
財
産
と
な
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。



第
十
章

諸
産
業
の
発
展
と
新
し
い
産
業
の
開
始

本
章
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
明
治
以
降
に
お
い
て
、
新
た
に
発
展
を
み
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
農
業
の
い
く
つ
か
の
分
野
、
あ
る
い

は
鉱
山
、
電
気
、
通
信
な
ど
の
如
き
近
代
産
業
を
ま
と
め
て
と
り
あ
っ
か
う
こ
と
に
す
る
。

第
一
節

明
治
以
降
の
商
品
作
物
の
発
展

(ー)

「
明
治
三
年
産
業
興
隆
令
」
に
つ
い
て

明
治
二
年
に
創
設
さ
れ
た
七
戸
藩
は
、

そ
の
経
済
的
基
盤
の
確
立
の
た
め
に
も
支
配
下
諸
村
に
お
け
る
産
業
振
興
を
図
か
ろ
う
と

し
た
。
そ
れ
は
単
に
米
作
の
み
に
限
ら
ず
、
園
芸
、
畜
産
、
鉱
業
、
林
業
な
ど
に
及
ぶ
巾
広
い
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
に
示
す
資
料

は
、
明
治
三
年
二
月
に
七
戸
藩
南
部
信
民
が
各
村
々
へ
発
し
た
文
章
で
あ
る
。

一
、
米
作
ハ
大
ニ
利
ア
ル
ト
云
ト
モ
、
当
地
ハ
寒
気
強
ク
其
上
広
野
多
ク
、
樹
木
少
ク
風
ア
ラ
ク
シ
テ
度
々
不
作
ア
リ
、

ヂ
ャ
ガ
薯
、
赤
蕪
ハ
土
中
ニ
生
ズ
ル
モ
ノ
ニ
テ
時
候
ニ
負
ル

b
云
フ
コ
ト
稀
ナ
ル
故
不
作
ト
云
フ
コ
ト
少
シ
、
又
大
麦
小

麦
ハ
冬
作
ニ
テ
四
五
月
ミ
ノ
ル
モ
ノ
故
是
亦
不
作
稀
也
、
右
故
専
ラ
此
四
種
ノ
植
付
一
一
年
々
骨
折
、
年
々
フ
エ
ル
様
一
一

イ
タ
ス
ベ
キ
事

天

間

林

村

史

九
九



第
五
編

近

代

一
二

0
0

一
、
米
作
ハ
利
ノ
ア
ル
モ
ノ
ナ
レ
パ
地
低
ニ
シ
テ
風
ア
テ
少
ク
水
利
ア
ル
所
ハ
何
分
田
作
ヲ
心
懸
、
骨
折
申
ス
ベ
キ
事
、

但
三
本
木
ハ
新
渡
戸
伝
数
年
ノ
大
切
ニ
テ
今
ハ
水
利
ヲ
得
タ
ル
コ
ト
故
是
ハ
何
分
田
作
ニ
心
懸
ケ
ベ
キ
事

一
、
当
地
ハ
多
ク
高
台
ニ
テ
広
野
ナ
ル
故
、
烈
風
ヲ
防
グ
為
旦
材
木
薪
ノ
用
ニ
備
ル
為
、
土
地
ノ
都
合
ニ
ヨ
リ
所
々
ニ
松
・

杉
・
或
ハ
楢
・
ク
ヌ
ギ
・
雑
木
等
農
風
ノ
隙
ア
ル
節
山
野
ヨ
リ
若
木
ヲ
取
集
メ
植
付
申
ス
ベ
キ
事
、
但
畑
ヲ
作
リ
実
ヲ

蒔
キ
育
テ
ル
モ
宜
シ
キ
事

一
、
桑
木
ノ
木
・
漆
ノ
木
モ
志
之
ア
ル
者
ハ
申
合
植
付
申
ス
ベ
キ
事
、
紫
根
或
ハ
紅
花
・
藍
・
煙
草
・
諸
薬
草
等
モ
見
込

ア
ル
者
ハ
骨
折
植
立
申
ス
ベ
キ
事

一
、
凡
ソ
蚕
・
漆
・
臓
・
紫
根
・
薬
草
・
牛
馬
等
ノ
類
ハ
、
専
ラ
他
国
エ
出
ス
ノ
品
ナ
レ
パ
、
追
々
生
ズ
ル
ニ
従
ヒ
他
国

エ
出
ス
ノ
法
ヲ
立
ベ
シ
、
去
ナ
ガ
ラ
多
ク
生
ズ
ル
ト
キ
ハ
必
ズ
他
国
ヨ
リ
買
入
ニ
来
ル
モ
ノ
ナ
レ
パ
、
只
盛
ニ
多
ク
生

ズ
ル
様
一
一
骨
折
ル
コ
ト
第
一
肝
要
也
、
右
ノ
外
畑
作
物
諸
植
付
、
漁
猟
・
鶏
・
豚
飼
付
等
・
或
ハ
金
銀
銅
鉄
錫
鉛
・
石

炭
・
薪
炭
等
、
或
ハ
水
車
・
蒸
気
機
等
ノ
利
甚
ダ
多
キ
モ
ノ
ア
ル
べ
シ
、
然
レ
ド
モ
当
地
ハ
不
毛
ノ
広
原
多
キ
故
、
第

一
回
畑
諸
植
付
ヲ
骨
折
ル
コ
ト
専
要
也
、
且
右
ニ
云
所
ノ
モ
ノ
ニ
限
ラ
ズ
、
何
也
共
銘
々
見
込
次
第
広
ク
植
付
ス
ル
ト

キ
ハ
、
必
ズ
国
家
ノ
タ
メ
益
ア
ル
也
、
又
銘
々
ノ
為
ニ
モ
ナ
ル
ベ
キ
也
、
若
シ
ア
ル
者
ア
ラ
パ
、
我
等
自
ラ
相
談
イ
タ

シ
、
元
種
物
ハ
勿
論
ノ
コ
ト
其
他
国
エ
出
ス
ノ
法
則
迄
尽
力
周
旋
世
話
イ
タ
シ
申
ス
ベ
キ
也
、
今
皇
国
開
拓
第
一
ノ
折

柄
当
地
ノ
如
キ
不
毛
ノ
地
多
ク
シ
テ
ハ
実
ニ
済
ザ
ル
コ
ト
ナ
レ
パ
、
能
々
心
懸
ケ
怠
ラ
ズ
日
々
出
精
尽
力
イ
タ
シ
、
子

供
ノ
有
ル
者
ハ
年
頃
ニ
至
ラ
パ
田
畑
ヲ
分
ケ
別
家
ニ
イ
タ
シ
、
何
分
子
々
孫
々
多
ク
土
地
盛
ン
ニ
開
拓
ニ
至
ル
精
々
心



ガ
ケ
申
ス
ベ
キ
事
。

村
々
肝
入
共
え

月

イ言

民
『
明
治
三
年
知
藩
庁
日
記
』
『
甲
地
村
史
』
よ
り
引
用
)

か
か
る
「
達
し
」
が
ど
の
様
に
村
民
に
伝
え
ら
れ
、

ま
た
認
識
さ
れ
た
か
は
残
念
な
が
ら
わ
か
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
達
し
を
発

し
た
七
戸
藩
自
体
が
間
も
な
く
消
え
て
ゆ
く
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
達
し
が
ど
れ
ほ
ど
実
行
さ
れ
た
か
は
勿
論
否
定
的
に
み
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
し
か
し
こ
の
内
容
は
、
実
に
豊
富
な
も
の
が
あ
り
、

そ
の
地
域
の
特
性
の
認
識
、
近
代
的
農
業
の
あ
り
方
に
も
一
応
お
よ

ぶ
も
の
で
あ
る
。
盛
田
稔
氏
は
こ
れ
を
評
し
て
「
こ
れ
ら
す
べ
て
、
農
民
の
心
を
心
と
し
、

そ
の
生
活
の
向
上
発
展
に
つ
く
そ
う
と

す
る
心
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た
。
其
の
後
幾
何
も
な
く
し
て
廃
藩
置
県
と
な
っ
た
が
、
明
治
・
大
正
時
代
を
通
じ
、
こ
の
地
方
が
前
記

諸
産
業
の
中
心
地
と
な
り
(
え
た
の
は
)
実
に
こ
の
信
民
、
信
方
父
子
に
よ
っ
て
播
か
れ
た
も
の
」
で
あ
る
(
「
明
治
三
年
七
戸
通
百
姓

一
授
に
つ
い
て
」
『
盛
田
稔
学
長
選
暦
記
念
論
文
集
』
所
収
)
、

と
さ
れ
て
い
る
。

(二)

商
品
作
物
栽
培
の
一
般
的
傾
向
と
そ
の
変
遷

明
治
以
降
の
商
品
経
済
の
発
展
に
伴
っ
て
、
南
部
地
方
に
お
け
る
畑
作
も
、
従
来
の
自
給
的
作
物
栽
培
か
ら
し
だ
い
に
商
品
性
の

天

間

林

村

史

。
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高
い
作
物
の
栽
培
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
前
項
で
あ
げ
た
資
料
に
も
か
か
る
商
品
作
物
の
名
称
が
か
な
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

し
か

L
先
に
も
み
た
如
く
、
明
治
中
期
か
ら
後
期
に
お
い
て
は
畑
作
面
積
は
増
加
し
た
も
の
の
、
そ
れ
以
降
は
全
く
停
滞
し
て
お
り
、

昭
和
初
期
の
農
業
恐
慌
頃
ま
で
は
主
と
し
て
稲
作
拡
充
期
で
あ
り
、

一
部
に
み
ら
れ
た
養
蚕
の
発
達
を
別
と
す
れ
ば
、
畑
作
に

は
著
し
い
変
化
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
確
か
に
明
治
初
年
の
「
勧
農
政
策
」
に
基
い
て
南
部
地
方
に
も
か
な
り
の
新
し
い
畑
作
物
の

導
入
が
あ
り
、
即
ち
西
洋
果
樹
一
二
種
、
読
菜
品
種
一

O
数
種
を
数
え
た
が
、

し
か
し
当
時
の
技
術
水
準
の
下
で
は
栽
培
も
困
難
で

あ
り
、
さ
ら
に
市
場
の
条
件
も
整
わ
ず
、
一
般
に
普
及
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
(
『
青
森
県
農
業
の
発
展
過
程
』
)
。

し
た
が
っ
て
こ
う
し
た
条
件
下
で
は
上
北
郡
に
お
け
る
商
品
作
物
と
し
て
}
は
、
明
治
期
よ
り
昭
和
前
期
ま
で
の
養
蚕
、
そ
し
て
昭

和
初
期
の
農
業
恐
慌
・
凶
作
を
契
機
と
し
て
伸
長
し
た
小
麦
・
馬
鈴
薯
な
ど
を
あ
げ
う
る
の
み
で
あ
ろ
う
。
第
九
一
表
は
、
土
北
郡

に
お
け
る
畑
作
物
作
付
面
積
推
移
で
あ
る
。
次
に
こ
れ
を
グ
ラ
フ
に
し
て
示
じ
た
の
が
第
一
ご
図
で
あ
る
。

明
治
三

0
年
代
ま
で
は
、
全
国
的
に
み
た
場
合
、
海
外
貿
易
を
通
じ
て
在
来
の
棉
・
藍
等
の
工
業
原
料
作
物
が
衰
退
じ
、
稲
作
と

養
蚕
に
集
中
化
し
て
ゆ
く
傾
向
を
一
不
し
、
こ
れ
に
伴
い
、

い
も
類
・
疏
菜
・
工
芸
作
物
等
か
ら
集
約
的
作
物
へ
の
転
換
が
み
ら
れ
た

と
い
わ
れ
る
。
南
部
地
方
に
お
い
て
も
こ
の
傾
向
は
弱
い
と
は
言
え
見
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
じ
か

L
全
般
的
に
は
こ
の
時
期
は
未
だ

自
給
性
の
強
い
粗
放
作
物
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
(
同
前
書
参
照
)
。

明
治
末
期
よ
り
大
正
年
代
に
か
け
て
は
、
全
国
的
傾
向
と
し
て
は
、
麦
・
雑
穀
・
棉
等
の
著
し
い
減
少
、
甘
藷
・
馬
鈴
薯
・
玉
ネ

ギ
の
増
加
(
大
正
八
年
ま
で
)

と
そ
の
後
の
減
少
、
煙
車
・
読
菜
・
薄
荷
・
除
虫
菊
の
増
加
、
桑
・
読
菜
の
絶
対
的
比
重
の
高
ま
り

が
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
上
北
郡
で
は
大
一
旦
等
の
豆
類
、

い
も
類
、
疏
菜
が
依
然
増
加
し
て
い
る
。
た
だ
し
相
変
わ
ら
ず
雑



第91表上北郡における畑作物作付面積の推移
(単位:町)

明治27 34 38 43 大正 4 9 14 昭和 5 10 12 22 25 

陸 12 199 7 3 6 

麦 重責
487 509 1，084 1，077 1，353 1，225 888 814 1，763 2，083 1，765 2，435 

(3.4) (3..8 ) (7，7) (7.4) (8目 7) (6.9 ) (5.3) (5.0) (8.9) (9.8) (11.7) (13.1 ) 

藷 類
489 636 670 775 953 1，144 1，137 2，017 3，064 3，418 2，040 2，546 

(3.7) (4.8) (4.8) (5.3) (5.7) (6.4) (6.7) (12.5) (15.5) (16.0) (13.6 i (13.7) 

旦 主買
3，753 4，250 3，596 3，916 4，233 4，783 4，954 4，648 4，721 4，992 3，583 4，587 
(28.1) (33.0) (25.8) (27.0) (25.0) (27.0) (29.2) 

一 (28.6) ( 23.8) (23.4) (23.8) (24.6) 

雑 穀
8，.117 7，509 7，874 7，818 9，122 8，281 7，792 6，109 6，429 6，128 5，073 6，196 
(61:0) (54.5) (56.5) (54，0) (54.2) (46.8) (46.4) (39.4) (32.4) (29.0) (27.3) (33.8) 

説 菜
242 

不明 385 620 790 1，015 908 1，152 1，411 1，745 2，095 1，973 
('). .8) (2.8) (4.3) (4.7) (5.7) (5.4) (7.1) (7.1) (8.2) (13.9) ( 10.6) 

工芸 作 物
246 291 213 209 182 421 186 401 1，757 2，234 116 401 

(1. 9) (2.2) (1.5) ( 1.5) (1.1 ) (2.4) (Ln (2.5 ) (8.8) (10.5) (7.8) (2.1) 

l 緑 肥作物 48 38 
(0.3) (0.1 ) 

果 樹
8 102 119 75 59 72 106 92 175 224 265 369 I (0) (1.3) (0.9) (0.5) (0.3) (0.4) (0.6) (0.6) (0.9) (1.0 ) (1. 7) (2.0) 

桑 19 48 
不明 不明 有o明

782 905 694 522 425 
(0.233 ) 

16 
(0.1) (0.4) (4.4) {5.3) (4.3) (2.6) (2.0 (0.1) 

合計 13，361 13，345 13，941 14，490 16，740 17，723 16，876 15，927 19，842 21，287 14，970 18，523 
(100) (100) (100) (100 ) (100) (100) (100) (100) (100) (100) 100) (100 

畑利用率抑 102 不明 107 I 99.5 116 117 110 98 114 116 94 101 

( ~青森県農業の発展過程』より引用j

縦・岡県Q嬰事当社主主るくO訳~.1.[[玉きい二時 EHJ~D' -Ql1回以ま~_)ドE保Q罷額要~~記事E2ミ組会 Ç\，f.! ト j 心 ~~m@;\長

いの。 0~D~J~寄択さ~"キ毛田0l判監4年!嗣v田星空様相~記者EZミヰ担1::(組V"~ぎわい靖tJトJ ユt.:!~手J~ の(Illi:ì~制m) 。
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第12図畑作高品作物の平次別変遷
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22 24 54 28 

0 
四

昭
和
期
に
入
っ
て
こ
の
地
方
は

同前書)

始
め
て
商
品
作
物
・
集
約
的
作
物

の
増
大
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

菜疏

.，，， 

(出典

と
同
時
に
、
上
北
郡
の
小
麦
・
馬

鈴
薯
な
ど
の
地
域
的
特
化
が
は
っ

き
り
し
て
く
る
(
同
前
室
百
)
。

か
く
し
て
、
我
が
天
間
林
村

を
含
む
上
北
郡
に
お
い
て
は
、
明

治
以
降
一
貫
し
て
時
代
的
に
即
応

す
べ
き
商
品
作
物
の
栽
培
は
み
ら

れ
た
も
の
の
、
全
国
に
比
す
る
な

干
叩

く
、
む
し
ろ
旧
来
か
ら
の
組
放
的
雑
穀
栽
培
が
、
特
に
水
田
米
作
の
許
容
し
う
る
範
囲
内
で
の
み
追
求
さ
れ
て
き
た
と
い
い
う
る
。

し
か
し
勿
論
、

ら
ば
極
め
て
低
い
水
準
で
し
か
な

を
見
せ
た
養
蚕
、

か
か
る
商
品
作
物
栽
培
は
皆
無
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
以
下
、
こ
う
し
た
中
で
は
唯
一
か
つ
比
較
的
順
調
な
発
展

か
な
り
の
試
作
の

そ
し
て
明
治
二

0
年
代
、
天
間
林
村
を
中
心
と
し
て
上
北
郡
で
も
、
失
敗
に
終
っ
た
も
の
の
、

あ
っ
た
リ
ン
ゴ
栽
培
を
中
心
と
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。



国
養
蚕
の
推
移

我
国
に
お
い
て
は
明
治
以
降
海
外
貿
易
の
進
展
に
伴
い
、
多
く
の
原
料
畑
作
物
が
衰
退
し
、
つ
い
に
は
稲
作
と
養
蚕
と
に
農
業
は
集

中
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
養
蚕
の
北
限
地
と
言
わ
れ
る
本
県
で
も
養
蚕
は
し
だ
い
に
発
展
を
み
せ
る
。
明
治
一
九
年
県
蚕
糸

業
組
合
準
則
の
制
定
、
五
戸
の
製
糸
場
設
置
、
蚕
業
組
合
の
結
成
は
、
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
あ
ら
わ
れ
て
く
る
(
『
青
森
県
農
業
の
発

展
過
程
』
)
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
上
北
郡
に
お
い
て
は
、
す
で
に
明
治
三
年
に
、
時
の
七
戸
藩
が
こ
の
養
蚕
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
は
次
の
文
章
よ

り
判
明
し
う
る
。七

戸
藩
支
配
所
、
自
生
の
桑
山
間
谷
川
筋
川
々
の
両
岸
な
ど
に
繁
茂
之
有
り
、
三
四
尺
廻
り
の
大
木
よ
り
以
下
一
二
年
の

若
木
ま
で
移
し
く
之
有
候
の
風
土
に
御
座
候
え
ば
、
別
段
桑
畑
植
立
ま
で
に
も
及
び
申
さ
ざ
る
次
第
に
御
座
候
、
然
る
に

養
蚕
執
り
行
ひ
候
者
一
円
之
無
く
、
歎
か
は
し
く
、
色
々
教
え
諭
せ
ど
も
頑
愚
の
土
民
不
馴
の
わ
ざ
を
せ
ざ
る
風
に
て
、

残
念
に
罷
り
在
り
候
故
、
文
久
元
年
陸
中
の
囲
気
仙
郡
の
男
女
十
人
相
雇
ひ
、
本
郡
五
十
枚
の
種
紙
、
養
蚕
の
所
業
、
近

村
の
男
女
一
雇
ひ
入
れ
、
日
々
教
諭
仕
候
所
、
相
応
の
利
潤
あ
る
と
こ
ろ
を
見
聞
仕
候
よ
り
、
追
々
少
々
宛
成
養
ひ
候
様
に

相
成
り
、
去
る
辰
の
年
初
め
て
肥
州
長
崎
の
者
越
前
屋
慶
之
助
、
蚕
卵
種
紙
を
仕
立
て
、
八
百
枚
程
生
糸
と
も
に
持
参
申

し
候
、
巳
の
年
は
武
州
横
浜
の
も
の
兼
次
郎
、
蚕
卵
種
仕
立
て
千
枚
絵
持
参
申
し
候
、
尚
午
の
年
に
至
り
、
養
蚕
の
者
相

増
し
候
問
、
支
配
所
三
本
木
稲
生
町
の
藤
次
郎
、
東
京
通
商
司
に
珍
て
御
鑑
札
頂
戴
仕
り
罷
り
下
り
候
え
ど
も
、
入
費
行

天

間

林

村

史

。
五
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き
届
か
ざ
る
に
も
候
や
横
浜
商
人
鈴
木
安
兵
工
代
道
次
郎
、
同
所
高
嶋
屋
嘉
右
エ
門
代
源
十
、
東
京
人
大
美
津
惣
助
、
右

等
藤
次
郎
合
併
の
儀
申
出
で
候
、
其
外
岩
代
田
伊
達
郡
茂
右
エ
門
な
、
ど
入
込
み
、
種
紙
仕
立
て
持
参
の
事
候
、
支
配
所
者
、

蚕
卵
種
紙
仕
立
て
候
も
の
は
両
コ
一
人
、
右
種
は
多
分
自
用
の
品
に
し
、
他
出
は
柳
か
な
る
こ
と
に
御
座
候

一
繭
の
品
、
善
悪
も
弁
へ
が
た
く
候
、
生
糸
取
立
て
候
え
ば
、
帰
一
升
よ
り
十
一
二
匁
よ
り
七
八
匁
程
出
来
に
御
座
候
由
、

蝶
の
出
生
極
く
宜
し
き
事
由
さ
れ
候
、
当
年
諸
国
蝶
出
分
方
、
二
一
分
四
分
こ
れ
た
る
の
処
、
七
戸
産
は
九
分
十
分
の
由
申

さ
る
。
此
段
愚
考
す
る
に
、
四
五
月
頃
大
霜
降
り
、
桑
の
萌
出
を
枯
し
、
再
生
の
桑
に
て
棺
養
ひ
候
こ
と
に
も
こ
れ
あ
る

べ
く
や
、
当
支
配
所
の
桑
は
、
前
頭
申
上
候
通
り
、
谷
川
、
川
々
の
辺
に
相
育
ち
候
故
川
霧
に
て
霜
を
除
く
故
枯
る
〉
こ

と
な
く
戦
前
の
萌
出
に
て
相
育
ち
候
ゆ
え
に
も
あ
る
べ
く
や
、
右
様
の
次
第
な
れ
ば
、
是
れ
ま
で
は
ひ
た
す
ら
物
産
相
増

し
候
様
に
教
諭
し
、
税
金
も
一
切
取
立
て
候
き
の
図
座
な
く
候
、
養
蚕
の
種
紙
仕
立
て
の
者
も
い
ま
だ
試
し
同
様
の
所
置

に
て
、
熟
練
と
申
す
者
も
な
く
、
毎
年
初
め
て
養
蚕
の
者
も
増
し
、
見
聞
書
き
木
の
外
、
自
得
の
業
に
て
執
り
行
う
こ
と

に
て
、
自
得
を
相
伝
へ
候
と
も
不
行
届
に
も
至
り
銘
々
自
得
の
様
申
出
し
、
世
話
方
相
立
て
候
と
も
御
規
則
の
次
第
諭
達

仕
る
べ
く
候
、
熟
練
の
事
に
は
至
り
申
さ
ず
、
積
年
し
な
れ
し
場
所
と
は
相
違
し
て
、
事
柄
不
行
届
の
と
こ
ろ
聞
き
お
き

下
さ
れ
た
く
願
ひ
奉
り
候

一
種
紙
漉
方
職
人
の
儀
御
布
告
御
座
候
、
御
支
配
所
に
紙
漉
の
者
、
椿
共
な
く
候
、
岩
代
国
福
嶋
県
よ
り
買
入
れ
相
用
い

申
候
事

一
当
年
の
出
産
の
品
、
横
浜
に
於
て
撃
定
評
論
に
七
戸
産
の
こ
と
は
未
だ
養
蚕
未
熟
、
養
ひ
方
不
案
内
、
殊
に
桑
生
も
柔



葉
を
用
ふ
る
故
下
口
聞
の
事
に
申
さ
れ
候
よ
し
、
前
顕
の
ご
と
く
試
し
同
様
の
事
に
て
馴
れ
ざ
る
わ
ざ
不
行
届
は
、
ょ
ん

ど
こ
ろ
な
き
事
に
御
座
候

(
『
明
治
三
年
知
藩
庁
日
記
』
、
但
し
『
甲
地
村
史
』
二
三
八
1
二
五

O
よ
り
引
用
)

こ
こ
に
み
ら
れ
る
通
り
、
明
治
三
年
当
時
の
上
北
郡
の
養
蚕
は
、
全
ゆ
る
面
に
お
い
て
甚
だ
未
熟
、
未
発
達
な
状
況
に
あ
っ
た
。
し

か
し
す
で
に
横
浜
の
生
糸
商
な
ど
と
も
連
絡
あ
り
、

か
っ
こ
の
方
面
で
の
知
識
を
積
極
的
に
と
り
い
れ
る
な
ど
し
て
ゆ
こ
う
と
し
て

い
る
点
な
ど
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
本
県
に
お
け
る
養
蚕
業
将
励
の
開
始
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
上
北
郡
に
お
け
る
そ
の
後

の
養
蚕
の
発
展
の
礎
石
と
も
な
ろ
う
。

本
県
全
体
で
み
れ
ば
、
先
述
の
如
き
動
向
の
中
で
、
明
治
一
二
年
頃
に
は
養
蚕
戸
数
二
、

一
七
八
戸
、
蚕
種
掃
立
枚
数
三
、

枚

ま
ゆ
産
額
一
、
九

O
七
石
、
製
糸
業
戸
数
三
三
七
戸
、
製
糸
釜
数
三
三
七
、
生
糸
産
額
八
七
五
貫
と
さ
れ
て
い
る
。
特
に
明
治

三
O
年
以
後
に
お
い
て
は
、
県
が
養
蚕
将
励
に
本
腰
を
入
れ
た
結
果
と
し
て
急
速
な
発
展
を
示
し
て
い
る
(
第
九
二
表
参
照
)
。
明
治

三
一
年
に
は
蚕
種
検
査
令
施
行
に
よ
り
、

七
戸
町
を
始
め
と
し
て
県
内
四
ヶ
所
に
蚕
種
検
査
所
が
増
設
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
養
蚕
経
営
は
、
桑
園
の
仕
立
、
蚕
室
・
蚕
昌
一
(
等
に
か
な
り
多
額
の
資
金
を
要
し
、
か
つ
労
力
に
お
い
て
も
飼
育
の

多
忙
期
に
賃
労
働
者
を
傭
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
な
ど
の
条
件
を
要
し
た
た
め
、
当
初
は
貧
農
層
ま
で
に
は
充
分
に
普
及
し
な
か
っ
た
の

で
あ
り
、
逆
に
こ
れ
ら
貧
農
層
を
雇
傭
し
つ
つ
発
展
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
点
は
特
に
南
部
地
方
広
顕
著
な
る
傾
向

で
あ
っ
た
(
「
青
森
県
農
地
改
革
史
』
)
と
さ
れ
て
い
る
。

天

間

林

村

史

0 
七
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明
治
末
期
に
お
い
て

は
、
上
北
郡
農
会
は
養
蚕

業
を
大
い
に
将
励
、
発
展

さ
せ
、
明
治
四
五
年
よ
り

六
ヶ
年
計
画
で
事
業
の
拡

大
を
図
る
計
画
を
も
ち
、

(r青森県農地改革史』より引用)

ま
た
、
明
治
四
三
年
に
は

群
馬
県
主
催
で
行
な
わ
れ

た
一
府
一
四
県
連
合
共
進

会
に
捨
て
上
北
郡
の
出
品

し
た
産
品
は
優
等
賞
に
な

り
、
さ
ら
に
明
治
四
四
年

養蚕状況(明治25~44年)

桑 国 飼養 ヰ又 豆回E 

反別 株 数 戸数 数量 償額

町 株 戸 石 円

明治25年 61.4 114，874 1，239 868 16，068 

" 26年 60.3 152，172 1，441 1，215 28，000 

" 27年 86.6 253，904 1，598 1，308 25，610 

" 28年 106.1 342，481 1，784 1，488 38，250 

" 29年 110.7 372，146 2，001 1，941 53，465 

" 30年 119.0 347，736 1，790 1，313 35，209 

" 31年 119.0 347，736 1，827 1，168 87，004 

" 32年 125.6 420，763 1，649 1，449 99，266 

" 33年 127.6 448，805 2，152 2，433 116，780 

" 34年 154.0 568，046 2，404 3，907 114，989 

" 35年 178.2 693，709 3，910 3，378 120，629 

" 36年 239.5 869，045 3，910 3，120 126，438 

" 37年 314.7 1，241，797 4，191 3，731 156，021 

" 38年 376.2 1，291，182 3，971 3，395 274，926 

" 39年 497.7 1，776，034 4，188 3，677 156，021 

" 40年 700.1 1，988，551 4，643 5，090 274，926 

" 41年 838.5 2，541，294 4，600 4，569 178，670 

" 42年 1，079.0 3，111，654 3，232 166，021 

" 43年 1，065.4 3，232，625 4，640 5，104 185，534 

" 44年 1，083.0I 3，464，316 5，002 5，143 206，041 

評
会
に
捨
て
は
、
「
一
等
賞
全
部
二
等
賞
八
十
ベ
ロ
セ
ン
ト
九
十
ベ
ロ
セ
ン
ト
三
四
等
賞
〆
九
百

O
以
上
」
と
い
う
好
成
績
を
あ
げ
て

青
森
県
東
部
連
合
物
産
品

第92表
い
た
(
『
上
北
郡
の
某
』
二
七

i
三
八
ペ
ー
ジ
)
。
明
治
初
め
に
は
甚
だ
未
熟
で
あ
っ
た
養
蚕
が
、
今
や
全
国
的
に
も
す
ぐ
れ
た
も
の
と

な
り
、
本
県
全
体
の
中
で
も
上
北
郡
は
養
蚕
の
最
先
進
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。



南部地方の養蚕戸数・繭産額・桑園面積

養蚕戸数 掃立枚数 まゆ産額 桑園反別 見積反別

P 枚 石 町 町 町

明治 30年 1，790 2，228 1，314 8383 41.8 125.6 

40 4，643 6，602 5，091 533.1 167.0 700.1 

大正 1 4，267 5，080 4，482 797.3 352.9 1，150.2 

5 6，932 7，763 7，767 880.8 412.5 1，293.3 
貫

10 3，831 16，756 70，075 1，276.7 376.7 1，653.5 
貫

13 5，706 27，384 106，870 1，263.0 348.9 1，611.9 

第93表

天

林

村

問

史

( r青森県農地改革史』より引用)

養蚕戸数と収繭高

養 蚕 戸 数 収 繭 同

春蚕 夏秋蚕 言十 春蚕 夏秋蚕 計

戸 戸 戸 貫 貫 貫

2，169 2，108 4，277 44，238 22，873 67，111 
大正14年

三戸郡 2，418 2，377 4，795 42，258 24，410 66，668 

1，371 979 2，350 22，151 11 ，424 33，575 
昭和10年

三戸郡 1，567 1，171 2，738 27，933 9，089 37，022 

869 769 1，638 17，699 8，723 26，422 

昭和15年 三戸郡
734 503 1，237 18，131 5，648 23，779 

670 556 1，226 1，845 1，171 3，016 

昭和22年 三戸郡
415 136 551 3，059 427 3，486 

第94表

( r青森県農業の発展過程』による)
一
二

O
九
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大
正
期
に
入
り
諸
外
国
へ
の
生
糸
輸
出
の
増
大
と
と
も
に
養
蚕
業
、
製
糸
業
は
極
め
て
隆
盛
を
迎
え
る
。
南
部
地
方
で
も
特
に
そ

れ
は
め
ざ
ま
し
く
、
先
述
の
如
き
畑
作
に
お
け
る
組
放
栽
培
よ
り
集
約
的
商
品
作
物
栽
培
へ
の
転
換
は
、
ま
さ
に
こ
の
養
蚕
業
を
中

心
と
し
て
い
た
し
、
ま
た
こ
う
し
た
中
で
そ
の
栽
培
農
家
も
、
よ
り
広
い
一
般
農
家
へ
と
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
弓
青
森
県
農
業
の
発

達
過
程
」
)
。
大
正
七
年
の
七
戸
町
の
原
蚕
種
製
造
所
の
関
所
、
三
本
木
農
学
校
で
の
養
蚕
科
設
置
は
、
こ
う
し
た
こ
と
の
現
わ
れ
で

あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
以
前
に
も
ま
し
て
上
北
郡
の
養
蚕
が
発
展
し
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

だ
が
昭
和
初
め
の
恐
慌
に
よ
る
繭
価
の
暴
落
以
後
は
急
速
な
衰
退
を
み
せ
る
の
で
あ
る
。

わ
が
天
間
林
村
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
中
嶋
勝
次
郎
は
、
!
す
で
に
明
治
中
期
よ
り
農
家
の
副
業
と
し
て

こ
れ
を
広
め
る
べ
ふ
努
力
し
、
「
夏
秋
蚕
飼
育
の
将
励
に
努
め
、
桑
園
を
設
置
し
て
飼
育
者
に
供
給
し
」
、
村
蚕
糸
会
長
と
し
て
活
躍
し

た
と
い
わ
れ
て
い
る
(
『
青
森
勝
篤
農
家
列
俸
』
)

0

か
く
し
て
か
か
る
人
物
ら
の
活
躍
も
あ
り
、
天
間
林
村
も
上
北
郡
あ
る
い
は
南
部
地
方

第
回
表

1
1

大
正
日
年
繭
収
量
}

屑玉上 種
繭繭繭 類

数
量

、(

一ーム 貫一一ー ー- /、

一九八
V 

ームー 一一 ーー・
./、一~..，-

『
天
間
林
村
村
勢
要
覧
』

第
何
表

1
2

昭
和

5
年
養
蚕
戸
数
・
収
繭
量

(
『
天
間
林
村
村
勢
一
覧
』
よ
り
引
用
)

(
『
郷
土
調
査
』
よ
り
引
用
)



と
同
様
な
発
展
を
み
せ
た
と
推
定
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
こ
れ
を
数
量
的
に
示
す
こ
と
は
出
来
ず
、
わ
ず
か
に
前

掲
の
三
ヶ
年
の
み
の
統
計
が
得
ら
れ
る
の
み
で
あ
る

(
第
九
五
表
)
。

こ
れ
ら
三
ヶ
年
の
統
計
も
項
目
が
一
致
す
る
の
は
、
収
繭
量
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
み
て
も
大
正
一
五
年
か
ら
昭
和
一

O
年
へ

と
急
速
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
だ
け
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

個)

り
ん
ご
栽
培

本
県
に
お
け
る
り
ん
ご
栽
培
は
、
周
知
の
如
く
津
軽
地
方
を
中
心
と
し
て
旧
弘
前
藩
士
ら
の
手
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

明
治
二
一
年
に
よ
う
や
く
そ
の
努
力
が
結
実
し
、
そ
れ
に
よ
り
り
ん
ご
熱
は
広
く
一
般
農
家
を
も
刺
激
し
、
各
地
に
り
ん
ご
園
が
出

現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
二
四
年
の
東
北
線
開
通
に
よ
り
、
東
北
地
方
さ
ら
に
は
東
京
市
場
へ
も
進
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
り
ん
ご
の
経
済
的
価
値
が
高
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
病
害
虫
の
発
生
な
ど
も
あ
り
、

一
時
期
大
き
な
被
害
を
う
け
る
が

そ
の
後

の
技
術
革
新

r

袋
掛
法
・
勇
定
法
の
改
良
な
ど
)
に
よ
り
こ
れ
を
克
服
し
、

つ
い
に
明
治
四

O
年
噴
に
は
商
品
的
地
位
を
確
立
し
う

る
ま
で
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
か
か
る
り
ん
ご
の
興
隆
を
中
心
と
し
て
、
本
県
の
農
民
は
商
品
生
産
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
、
自

然
経
済
的
領
域
か
ら
資
本
主
義
的
経
済
領
域
へ
と
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
(
『
青
森
県
農
地
改
革
史
』
『
弘
前
市
史
・
下
』
な
ど
)
。

り
ん
ご
栽
培
は
、
主
と
し
て
津
軽
地
方
を
中
心
と
し
て
進
め
ら
れ
た
が
、
南
部
地
方
で
は
三
戸
郡
が
こ
れ
に
つ
い
だ
。
こ
れ
に
対

し
て
上
北
郡
に
お
い
て
は
、

つ
い
に
そ
の
産
地
形
成
は
、
明
治
二

0
1三
0
年
代
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
基
本
的
に
は
行
な
わ
れ

る
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

上
北
郡
、
特
に
七
戸
地
方
を
中
心
と
し
て
、
こ
の
り
ん
ご
栽
培
は
早
く
も
明
治
二

O
年
前
後
よ
り
試
み
ら
れ
て
来
た
。
す
な
わ
ち

天

間

林

村

史

一
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旧
七
戸
藩
御
給
人
で
あ
っ
た
盛
田
広
精
、
町
屋
賢
治
、
河
島
直
矢
、

工
藤
市
郎
、
豪
商
盛
田
喜
兵
治
ら
が
、
明
治
一
九
(
)
一
一
一
二
年
に

か
け
て
か
な
り
手
広
く
栽
培
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
様
々
な
ル

l
ト
を
通
じ
て
、
例
え
ば
盛
田
広
精
は
、
五
戸
の
金
沢

金
三
郎
、
盛
岡
の
小
野
良
謙
、
向
井
田
安
之
助
、
弘
前
の
菊
池
楯
衛
な
ど
の
個
人
、
あ
る
い
は
県
庁
、
上
北
郡
役
所
な
ど
の
公
機
関

な
ど
か
ら
有
償
・
無
償
で
総
数
八
五
七
本
の
古
木
を
入
手
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
明
治
二
四
年
の
「
東
奥
日
報
」
で
は
、
七
戸
村

の
こ
と
と
し
て
、
「
当
村
に
平
果
栽
培
家
十
二
、
三
人
あ
り
、
遠
き
は
四
、
五
年
前
よ
り
、
近
き
は
昨
年
よ
り
栽
培
せ
し
が
、
ま
た
当

年
は
早
々
総
計
数
千
本
の
苗
木
を
植
付
く
る
な
ら
ん
」
と
伝
え
て
い
る

(
「
青
森
県
り
ん
ご
百
年
史
』
)
。

こ
の
よ
う
に
七
戸
を
中
心
と
し
て
明
治
二

O
年
前
後
に
導
入
さ
れ
た
り
ん
ご
栽
培
は
、
当
然
そ
の
周
辺
に
も
及
ん
で
い
っ
た
。
か
く

し
て
天
間
林
村
に
お
い
て
も
明
治
二
三
年
に
お
い
て
、
野
崎
の
高
松
轍
三
、
中
野
の
町
屋
勝
太
郎
、
榎
林
の
安
藤
義
衛
、
花
松
福
太

郎
、
高
田
孫
右
衛
門
が
栽
培
を
行
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
は
七
戸
村
の
住
民
で
あ
る
河
島
直
矢
、
佐
野
克
定
が
天
間
林
村
長
下

内
に
明
治
二
九
年
り
ん
ご
園
を
開
い
た
と
さ
れ
、

そ
し
て
何
よ
り
も
、
本
県
に
お
け
る
り
ん
ご
栽
培
の
功
績
者
で
あ
る
弘
前
の
菊
池

楯
衛
が
明
治
二
九
年
に
長
下
内
に
り
ん
ご
園
を
開
き
、
三
年
間
の
聞
に
六
、
五

O
O本
の
栽
植
を
し
た
と
い
わ
れ
る
。
特
に
菊
池
は
、

上
北
郡
内
の
り
ん
ご
栽
培
家
を
指
導
し
、

か
つ
苗
木
等
を
分
与
す
る
な
ど
し
て
、
こ
の
地
方
の
り
ん
ご
栽
培
普
及
に
大
き
な
貢
献
を

し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
明
治
二

O
年

1
三
O
年
に
か
け
て
は
、
七
戸
を
中
心
と
し
て
多
く
の
り
ん
ご
栽
培
者
が
輩
出
し
た

の
で
あ
る
が
、
次
表
は
、
当
時
の
七
戸
付
近
の
主
た
る
り
ん
ご
栽
培
者
を
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。



天 第96表 七戸付近の主なりんご栽培者

間 姓 名 身分・職業 住 所 園 t也 栽年M次I 栽植反別

林 七戸町 明治 町

村 盛田広精 土 族 七戸町 宅地・十三森平 22 1.0-4.0 

米内山勘三郎 大 肝 入 七戸町 22 2.0-4.0 

盛田喜平治 呉酒造服業 七戸町 七戸町膝森 23 1.0-3.0 
史

町屋賢治 士 族 七戸町 七戸町川向槻ノ木 23 1.0 

諏訪藤太 会津士族 七戸町舘野 七戸町蒼前 23 2.0 

戸舘善十郎 呉 服 商 七戸町七戸 七戸町蔭津内 22 0.8 

西田嘉十郎 土 族 七戸町 宅地 22 0.9 

三浦定鏡 11 七戸町七戸 七戸町の南部

河島直矢 11 七戸町 天間林村長下内

佐野克定 農 業 七戸町 天間林村長下内 29 0.5 

成田村太 11 七戸町大池 宅地 25 (18本)

山本 勇 吉 11 七戸町 七戸城跡 23 1.0 

工藤市郎

浦野舘村(上北町)

藤島常太郎 農 業 八幡村 22 0.2 

八森卯之松 11 大浦村 27 (20本)

天間林村

日行崎熊吉 地 主 十枝内 天間林村長下内 30 (20本)

高松轍三 11 上北郡天間林村野崎 23 (30本)

町屋勝太郎 農 業 上北郡天間林村中野 23 (少数)

安藤 義 衛 会津士族 上北郡天間林村榎林 左同 23 

花松福太郎 農 業 上北郡天間林村榎林 友同 23 

高田孫右衛門 11 上北郡天間林村榎林 左同 23 

菊池楯衛 弘前士族 弘前 天間林村長下内 29 (年500

大深内村(十和田市)

佐藤鼎三 農 業 上北郡大深内村 天間林村 30 1.0 

(r青森県りんこ'百年史」より引用)

一
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天
間
林
村
内
に
お
い
て
は
、
こ
の
他
に
も
明
治
三
一
年
以
来
長
下
内
に
入
植
し
た
長
谷
川
が
、
明
治
三
一
年
二
四

O
本
(
三
七
円

四

近

五
O
銭
)
、
明
治
三
二
年
三
五

O
本
(
一
七
円
五

O
銭
)
ず
つ
の
り
ん
ご
の
苗
木
を
購
入
(
明
治
三
二
年
時
は
藤
崎
村
か
ら
)
し
、
自

己
の
開
墾
地
に
植
付
け
て
い
る
(
長
谷
川
仁
也
『
吾
が
家
の
歴
史
』
よ
り
)
。

七戸町盛田広精園のりんご品種(明治25年)

二回
本数 津軽名称 本数 盛岡名称 本数

番号

1 l 菊池早生 6 甘 牙日三 l 

3 1 大導寺早生 10 晩香紋 1 

6 3 大導寺中生 13 fよミ円満最工 5 

17 l 金 時 10 日 の出 3 

19 1 オートレー 6 黄楕円 5 

21 1 蔓 長 5 日 免 成 子 30 

30 1 松 井 20 相P 王 25 

31 l 1星 々 8 

33 l 干 成 10 

41 l 葉 縮 l 

47 1 芹 )[1 15 

56 2 雪 ノ 下 10 

57 1 岡 本 5 

59 3 極惇 型 3 

62 1 童市 2 

71 1 

89 2 

97 1 

99 2 

106 2 

言十 28 百十 124 計 70 

第97表

「盛田家記録」による。他に品種不明178株。

(F青森県りんご百年史』より引用)

こ
の
よ
う
に
比
較
的
順
調

に
発
展
す
る
か
に
み
え
た
上

北
郡
、
特
に
七
戸
町
付
近
の

り
ん
ご
栽
培
で
あ
る
が
、
こ

れ
よ
り
程
な
く
し
て
衰
退
し

て
ゆ
く
。
例
え
ば
、
先
に
あ

げ
た
盛
田
広
精
の
場
合
で

は
、
明
治
四

O
年
|
|
す
な

わ
ち
、
津
軽
地
方
に
お
い
て

は
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
っ
た

噴
ー
ー
に
は
桑
園
へ
と
転
換

を
図
っ
て
い
る
。
同
じ
南
部

地
方
で
も
三
戸
地
方
は
集
約



第13図上北郡における作付面積の推移

(明治27年=100)
天

問

林

村

史

日月27 34 43大4 14日B5 10 12 2225 

(W青森県農業の発展過程』より)

第98表 上北郡における主要農産物作付割合の推移

司月t台27与三
大正 9年 昭和10年 昭和25年 B - A 仏j (B) 

% % % % 

水 布百 24.5 29.9 36.1 37.4 十 12.9

麦 類 2.8 4.8 5.7 8.2 + 5.4 
雑 穀 46.0 32.7 20.7 20.9 25.1 

疏 菜 1.4 4.0 4.5 6.7 + 4.3 
ん

_.' 0.04 0.05 0.2 1.1 + 1.1 } 

五 桑 0.1 3.1 1.3 0.1 

( ~県統計書」より、但しここでは『青森県農業発展過程」より引用)
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化
を
は
か
り
つ
つ
発
展
を
み
せ
て
い
っ
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

結
局
七
戸
地
方
そ
し
て
天
間
林
村
に
お
い
て
は
、

り
ん
ご
栽
培
が
ご
く
一
部
の
継
承
者
を
残
し
た
だ
け
で
産
地
形
成
を
み
る
に
は

至
ら
な
か
っ
た
の
は
、
盛
田
達
三
氏
の
指
摘
す
る
通
り
、
ハ
門
土
地
が
や
せ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
肥
料
不
十
分
、

ω綿
虫
の
発
生

が
激
甚
で
あ
っ
た
こ
と
、
国
品
種
雑
多
(
第
九
七
表
参
照
)
で
、
経
済
性
に
乏
し
か
っ
た
こ
と
、
四
養
蚕
が
有
利
と
な
り
し
だ
い
に
そ

れ
に
転
換
し
た
こ
と
、
同
旧
士
族
の
資
金
不
足
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
(
『
青
森
県
リ
ン
ゴ
百
年
史
」
)
。

こ
の
よ
う
に
し
て
南
部
地
方
で
は
三
戸
地
方
を
除
け
ば
り
ん
ご
は
商
品
作
物
と
し
て
発
展
し
て
ゆ
く
事
は
な
く
、
前
項
に
て
み
た

通
り
明
治

1
大
正
年
間
は
、
こ
の
地
方
の
主
た
る
商
品
作
物
は
養
歪
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
そ
の
後
大
正
末
期
に
至
り
養
蚕
は
大
き

な
打
撃
を
こ
う
む
っ
た
の
は
先
述
の
如
く
で
あ
る
。

か
く
し
て
上
北
郡
に
お
い
て
は
、

そ
の
絶
対
数
は
少
な
い
も
の
の
、
し
か
し
相

対
的
に
み
て
急
速
に
り
ん
ご
栽
培
が
再
び
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
。

天
間
林
村
に
お
い
て
は
、
果
実
類
但
し
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
が
り
ん
ご
と
思
わ
れ
る
が
ー
ー
と
し
て
昭
和
六
年
の
生
産
価
格
一
、

一
五

O
円
、
同
一

O
年
作
付
面
積
八
町
歩
、
収
穫
高
価
格
二
、
二
六
一
円
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
は
い
く
つ
か
の
農
家
に
お
い
て

副
業
的
に
り
ん
ご
栽
培
を
行
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
昭
和
一
六
年
に
は
、
天
間
林
村
り
ん
ご
生
産
組
合
も
結
成
さ
れ
て
い

る

(五)

そ
の
他
の
農
林
畜
産
業

農
業
に
お
け
る
主
要
作
物
た
る
米
、
あ
る
い
は
明
治
以
降
換
金
作
物
と
し
て
成
長
し
て
き
た
養
蚕
、
あ
る
い
は
一
時
期
の
り
ん
ご

の
他
に
も
、
様
々
な
畑
作
作
物
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
の
は
当
然
で
あ
る
し
、

ま
た
畜
産
に
お
い
て
も
、
単
に
馬
産
の
み
な
ら
ず
牛
、



豚
、
鶏
な
ど
が
飼
育
さ
れ
、
特
に
天
間
林
村
で
は
養
鶏
は
か
な
り
発
達
し
て
き
た
。
さ
ら
に
は

木
炭
製
造
ゃ
あ
る
い
は
少
数
で
は
あ
る
が
水
産
業
に
従
事
す
る
者
も
あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
こ

れ
ら
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
今
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
参
考
ま
で
昭
和
一

O
年
頃
の

い
く
つ
か
の
デ
ー
タ
を
次
に
あ
げ
て
お
こ
う
。
(
な
お
第
二
二
園
、
第
九
八
表
も
参
照
)

第99表ー l

農産物の作付面積と収穫高

作付面積
ヰ又干隻 I司

( iiffi1名)

回J 1'1 

米 1，301.5 97，287 

麦 58.0 7，608 

食用農産物 57.0 88，066 

果 実 8.0 2，261 

73 .0 23，453 

工芸作物 22.0 7，625 

天

林

史

村

問

況l

飼育戸数 飼育頭数 年間生産価格

r' iltt 円

牛 14 17 80 

，馬 729 1，588 32，008 

豚 27 32 105 

兎 620 2.280 1，430 

山 羊 4 6 40 

英高 591 6，221 4，757 

蜜 蜂 12 30有i 400 
」

第99表 2
畜産 状

I兄
第99表 3
林産状

第99表 4

水産業の状況

数 量
年 1 回
生産価格

平I 円

用 材 1，000 3，500 
車澗

1薪炭材 200 1，200 

木炭
〆

44，000 5，280 I 

『
郷
土
調
査
』
よ
り
引
用七
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第
二
節

鉱
山
業
の
発
展

(一)

上
北
鉱
山
の
創
立
と
発
展

上
北
鉱
山
正
式
名
称
は
日
本
鉱
業
側
上
北
鉱
業
所
ー
ー
は
、
昭
和

一
年
に
本
格
的
操
業
に
入
り
、
戦
中
、
戦
後
を
通
し
て
我

固
有
数
の
銅
鉱
山
と
し
て
そ
の
名
を
高
め
た
が
、
目
下
は
休
山
状
況
に
あ
る
。

本
鉱
山
の
位
置
す
る
と
こ
ろ
は
、
本
村
大
字
天
間
舘
で
、
青
森
市
と
天
間
林
村
と
の
境
に
位
置
す
る
通
称
東
岳
山
中
に
あ
る
。
元

来
、
青
森
市
田
代
平
方
面
か
ら
の
連
絡
の
方
が
容
易
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
本
村
と
の
交
流
は
、
比
較
的
う
す
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
上
北
鉱
山
の
歴
史
、
時
に
そ
の
戦
前
に
つ
い
て
は
、
本
鉱
山
が
休
山
状
況
に
入
っ
た
時
に
書
類
が
焼
却
な
い
し
は
東
京
の
本
社
へ

の
移
管
が
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
我
々
が
入
手
出
来
う
る
も
の
は
皆
無
の
状
況
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
残
念
な
が
ら
、
本
鉱
山
の
歴

史
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
検
討
は
後
日
を
期
す
る
以
外
は
な
い
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
日
本
鉱
業
阻
五
十
年
史
編
集
委
員
会
『
五
十

年
史
』
(
昭
三
二
年
)

よ
り
、
関
連
部
分
を
抜
粋
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

さ
て
ま
ず
、
「
上
北
鉱
業
所
」
略
史
編
に
よ
れ
ば
、

そ
の
沿
革
は
「
大
正
の
初
年
、
二
、
三
の
業
者
に
よ
り
採
鉱
さ
れ
た
が
、
本
格

的
な
開
発
は
昭
和
十
年
三
井
栄
一
氏
の
所
有
と
な
り
現
在
の
本
坑
硫
化
鉱
床
を
発
見
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
当
社
は
昭
和
十
一
年
十

月
、
三
井
氏
の
委
任
に
よ
り
そ
の
経
営
に
当
り
、
既
知
の
本
坑
鉱
床
を
発
見
し
た
。
さ
ら
に
同
年
十
五
年
五
月
に
は
鉱
区
の
譲
渡
を

受
け
硫
化
鉱
山
と
し
て
本
格
的
操
業
に
入
っ
た
。
翌
十
六
年
、
奥
の
沢
硫
化
鉱
床
に
接
し
て
高
品
位
銅
鉱
床
を
発
見
し
、
以
後
産
銅



量
は
逐
次
増
加
し
て
、
十
九
年
九
月
に
は
月
産
銅
量
、

一
、
四

0
0ト
ン
を
こ
え
、
当
時
本
邦
最
大
の
銅
山
と
な
っ
た
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

な
お
、
こ
の
間
に
あ
っ
て
、
昭
一
三
年
五
月
三

O
日
に
は
上
北
本
山
と
野
内
浜
間
の
単
線
式
索
道
が
完
成
、
同
七
月
に
は
、
月
間

九、

0
0
0ト
ン
の
処
理
能
力
を
有
す
る
第
一
選
鉱
場
完
成
、
同
一
七
年
五
月
に
は
、
月
間
一
一
、

0
0
0ト
ン
の
第
二
選
鉱
場
が

完
成
し
た
こ
と
が
『
五
十
年
史
』
付
録
の
「
年
表
」
よ
り
判
明
す
る
。

鉱
区
も
年
々
拡
張
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
昭
和
一
五
年
に
は
、
採
掘
一
区
、
試
掘
二
区
、
面
積
は
合
計
二
二
三
万
坪
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
(
ち
な
み
に
昭
和
三
六
年
に
は
、
採
掘
七
区
試
掘
六
区
、
面
積
一
、

O
一
四
万
坪
を
数
え
て
い
る
)
従
業
員
数
も

操
業
開
始
時
は
五

O
名
で
あ
っ
た
の
が
、
昭
和
二

O
年
に
は
、

一
、
四
八
五
名
を
数
え
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る

(
但
し
、
こ
れ
以
後

は
年
々
縮
少
傾
向
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
三
六
年
は
八
六
二
名
で
あ
る
)
。

従
業
員
の
組
織
は
、
昭
和
一
九
年
六
月
頃
は
次
の
知
く
で
あ
っ
た

(
但
し
こ
れ
は
上
北
鉱
山
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

日

本
鉱
業
の
全
鉱
山
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
)
。

従

業

員

鉱 社
工
員

傭
員
見
習

員

-m準
日

天

間

林

村

史

九
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さ
ら
に
こ
の
鉱
工
員
が
、
職
夫
頭
小
頭
準
小
頭
そ
の
他
一
般
鉱
夫
と
い
う
職
制
を
と
っ
て
い
た
。

上
北
鉱
山
は
、
前
述
の
如
く
、
昭
和
一
九
年
当
時
は
日
本
最
大
の
銅
産
出
量
を
誇
り
「
神
風
鉱
山
」
の
異
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し

て
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
一
一
年
の
操
業
よ
り
わ
ず
か
に
八
、
九
年
間
に
お
い
て
か
か
る
規
模
に
ま
で
発
展
し
た
の
は
、

そ

の
背
景
と
し
て
、
当
時
の
日
本
の
戦
時
体
制
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
上
北
鉱
山
の
発
展
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
初
期
に
お
い
て
は
、

戦
争
へ
の
協
力
と
い
う
形
で
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
勿
論
こ
の
こ
と
は
独
り
上
北
鉱
山
の
み
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
戦
前
・
戦
中
に
お
け
る
日
本
の
鉱
山
に
は
必
ず
や
朝
鮮
人
(
い
わ
ゆ
る
半
島
人
)
、
中
国
人
の
強
制
労
働
と
そ
の
悲
劇
と

が
見
う
け
ら
れ
る
。
上
北
鉱
山
も
ま
た
そ
の
例
外
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
前
掲
『
五
十
年
史
』
で
は
、

日
本
鉱
業
鉱
山
の
こ
と
と

し
て
で
は
あ
る
が
、
太
平
洋
戦
争
の
深
刻
化
に
伴
う
労
務
人
員
の
不
況
と
そ
の
充
足
と
し
て
「
労
務
人
員
充
足
対
策
と
し
て
は
、
縁

故
紹
介
所
(
の
ち
の
国
民
職
業
指
導
所
)

に
よ
る
斡
旋
、
募
集
員
に
よ
る
募
集
等
諸
般
の
手
段
が
講
ぜ
ら
れ
た
が
、
こ
の
ほ
か
報
国

隊
に
よ
る
協
力
、
朝
鮮
人
の
移
入
等
も
行
な
わ
れ
た
」
と
し
て
い
る
。

我
が
国
に
よ
る
朝
鮮
支
配
以
来
、
朝
鮮
民
族
を
め
ぐ
る
悲
劇
は
余
り
に
も
多
く
聞
か
さ
れ
て
来
た
が
、
特
に
我
が
国
が
、

そ
の
侵

略
的
意
図
を
露
骨
に
し
て
満
州
事
変
、

日
華
事
変
そ
し
て
太
平
洋
戦
争
へ
と
そ
の
戦
線
を
拡
大
し
て
ゆ
く
過
程
に
あ
っ
て
は
、

日
本

国
民
も
ま
た
多
く
の
悲
劇
を
蒙
む
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
以
上
に
朝
鮮
民
族
の
悲
劇
は
一
層
深
刻
で
あ
っ
た
。
あ
る
者
は
前
線
へ

ま
た
あ
る
者
は
軍
需
工
場
や
鉱
山
の
従
業
員
と
し
て
半
ば
強
制
的
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。
大
日
本
帝
国
が
、
そ
の

帝
国
主
義
的
侵
略
を
行
な
う
な
か
で
、
朝
鮮
民
族
も
強
制
的
に
そ
の
一
端
を
担
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
か
に
ウ
ソ
で
は
あ
れ
、
「
国

家
の
た
め
」
「
民
族
の
た
め
」
と
い
う
大
義
名
分
す
ら
な
い
ま
ま
に
で
あ
る
。

と
狩
り
出
さ
れ
、



上
北
鉱
山
に
果
し
て
ど
の
程
度
の
朝
鮮
人
労
働
者
が
就
業
さ
せ
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
っ
た
こ

と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
昭
和
一
八
年
度
に
お
い
て
、
朝
鮮
人
労
務
者
の
指
導
・
管
理
・
教
育
の
中
央
機
関
で
あ
っ

た
中
央
協
和
会
が

東
北
地
方
の
主
要
鉱
山
に
対
し
て
「
移
入
労
務
者
定
着
指
導
並
ニ
労
務
管
理
刷
新
」

の
た
め
に
指
導
班
を
派
遣

し
た
際
、
本
上
北
鉱
山
は

花
岡
鉱
山
、
細
倉
鉱
山
と
と
も
に
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
も
類
推
さ
れ
う
る
(
『
在

日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
・
第
五
巻
』
所
収
「
昭
和
一
八
年
度
事
業
現
況
・
昭
和
十
九
年
三
月
中
央
協
和
会
」
参
照
)
。

か
か
る
朝
鮮
人
労
働
者
が
上
北
鉱
山
に
お
い
て
い
か
な
る
取
扱
い
を
受
け
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
資
料
が
そ
の

端
を

示
し
て
く
れ
よ
う
。

⑫ 

昭
和
十
六
年
度

所
長
会
議
資
料

(三)

内
地
鉱
山
ニ
が
ケ
ル
半
島
労
務
員
管
理
ニ
就
テ

半
島
鉱
山
ニ
珍
ケ
ル
満
支
人
労
務
管
理
ニ
就
テ

上
北
鉱
山
(
青
森
)

ω技
術
上
ノ
対
策

川
半
島
人
ノ
ミ
ニ
依
ル
作
業
系
統
確
立

天

間

林

村

史
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半
島
人
中
ヨ
リ
役
付
鉱
員
候
補
者
ヲ
選
択
シ
、
技
術
的
教
育
ヲ
徹
底
シ
内
地
人
ノ
作
業
系
統
ニ
診
ケ
ル
が
如
ク
、
半

島
人
ノ
ミ
ヲ
以
テ
作
業
系
統
ヲ
確
立
シ
、
各
職
場
ニ
珍
テ
独
立
作
業
ヲ
ナ
サ
シ
ム

同
半
島
役
付
鉱
員
ノ
養
成

白
山
ニ
テ
職
長
教
育
ヲ
施
ス
カ
又
ハ
特
定
ノ
鉱
山
ニ
養
成
所
ヲ
設
ケ
、

一
定
期
間
ノ
教
育
ヲ
施
シ
、
然
ル
後
登
用
資

格
ヲ
与
へ
一
般
鉱
員
ノ
指
導
ノ
任
ニ
当
ラ
シ
ム

ω当
務
管
理
上
ノ
対
策

判
自
治
的
統
治
組
織
ノ
編
成

報
国
会
ニ
珍
ケ
ル
勤
労
作
業
部
隊
編
成
ノ
如
ク
、
部
隊
組
織
ト
ナ
シ
、
指
導
命
令
ノ
系
統
ヲ
明
カ
ニ
シ
、
同
時
ニ
情

報
ノ
蒐
集
ニ
便
ナ
ラ
シ
ム

幹
部
ノ
給
与
ハ
奨
励
ノ
為
メ
部
下
鉱
員
ノ
作
業
能
率
及
出
勤
率
等
ニ
応
ジ
増
減
ヲ
生
ズ
ル
ガ
知
ク
、
部
下
収
得
金
ノ

平
均
額
ニ
幹
部
手
当
ヲ
加
算
ス

刷
協
和
会
ノ
利
用
ニ
依
ル
統
制
強
化

警
察
ヲ
母
体
ト
セ
ル
協
和
会
ヲ
高
度
ニ
利
用
シ
、
労
務
管
理
統
制
ノ
強
化
ヲ
計
ラ
ン
ト
ス

(
朴
慶
植
『
朝
鮮
人
強
制
連
行
の
記
録
』
二
五
九

1
二
六

O
よ
り
引
用
)

こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
、
朝
鮮
人
労
働
者
に
対
す
る
徹
底
し
た
管
理
・
統
制
で
あ
る
。
協
和
会
・
警
察
な
ど
の
公
権
力
を
も
利
用

し
つ
つ
、

か
っ
朝
鮮
人
労
働
者
聞
に
格
差
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
彼
ら
の
団
結
、

一
致
を
抑
制
し
、
朝
鮮
人
同
士
の
ス
パ
イ
活
動
を



行
な
わ
し
め
る
と
い
う
方
式
で
あ
る
。

か
く
し
て
朝
鮮
人
労
働
者
の
反
抗
を
極
力
押
え
つ
け
な
が
ら
、
厳
し
い
労
働
へ
と
か
り
た
て

た
の
で
あ
ろ
う
。

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
日
本
各
地
の
鉱
山
で
朝
鮮
人
あ
る
い
は
中
国
人
労
働
者
が
、
余
り
に
も
苛
酷
な
労
働
に
対
し
て
様
々
な

手
段
・
方
法
で
抵
抗
運
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
上
北
鉱
山
に
お
け
る
そ
れ
に
つ
い
て
は
資
料
は
な
い
。
し

か
し
、
昭
和
一
六
年
頃
、
朝
鮮
人
労
働
者
が
集
団
で
「
あ
ば
れ
」
、
一
部
は
逃
亡
す
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
と
い
う
証
言
が
あ
る
(
田

島
重
穂
氏
談
)
。

お
そ
ら
く
苛
酷
な
労
働
条
件
、
厳
し
い
労
務
管
理
に
対
す
る
何
ら
か
の
組
織
的
抵
抗
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。上

北
鉱
山
は
今
日
事
実
上
の
閉
山
(
法
的
に
は
休
山
)
状
況
に
あ
り
、
採
掘
な
ど
は
全
く
行
な
わ
れ
ず
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
従
業

員
が
鉱
毒
処
理
作
業
に
あ
た
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
鉱
毒
事
件
は
、
特
に
近
年
に
な
り
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
感
が
あ

る
が
、
実
は
問
題
は
す
で
に
操
業
と
同
時
に
起
っ
て
い
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
中
嶋
信
氏
の
日
記
の
昭
和
一
五
年
四
月
二
五

日
の
記
事
の
と
こ
ろ
に
「
上
北
鉱
山
坂
田
所
長
が
鉱
毒
問
題
に
て
懇
談
す
る
た
め
に
役
場
に
来
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
に
昭
和
一
五
年
と
い
う
早
い
時
期
に
す
で
に
鉱
毒
事
件
が
起
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
鉱
毒
事
件
な
る
も
の
の
全
貌
は
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
上
北
鉱
山
よ
り
流
れ
出
た
鉱
毒
の
た
め
に
、
坪
川
の
下
流
域
に
あ
る
原
子
部
落
そ
の
他
で
は
稲
な
ど
に
か
な
り
の
被

害
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
鉱
毒
事
件
は
単
に
こ
の
年
に
止
ま
ら
ず
、
毎
年
の
よ
う
に
く
り
か
え
さ
れ
、
時
に
は
、
藤
坂
農
事

試
験
場
よ
り
調
査
官
が
派
せ
ら
れ
た
り
も
し
た
。
ま
た
、
若
干
の
補
償
も
あ
っ
た
と
も
い
う
。
し
か
し
、

か
か
る
事
件
も
当
時
に
あ

つ
て
は
、
「
お
国
の
た
め
」

の
鉱
山
と
い
う
こ
と
で
結
局
う
や
む
や
の
う
ち
に
終
ら
さ
れ
た
と
い
う
(
田
嶋
重
穂
氏
・
中
嶋
信
氏

天

間

林

村

史
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四

談)。上
耽
鉱
山
は
、
天
間
林
村
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
義
を
持
っ
た
の
か
は
、
戦
後
に
お
け
る
本
鉱
山
の
位
置
付
け
の
中
か
ら
で
は
じ

め
て
確
定
出
来
よ
う
(
戦
後
編
参
照
)
。
た
だ
こ
こ
で
は
、
こ
の
上
北
鉱
山
の
戦
前
わ
ず
か
一

O
年
足
ら
ず
の
歴
史
の
中
に
お
い
て
も
、

「
神
風
鉱
山
」
と
し
て
日
本
の
軍
事
体
制
を
補
完
し
、
朝
鮮
人
労
働
者
を
使
役
せ
し
め
た
と
い
う
事
実
が
あ
り
、

そ
れ
が
日
本
資
本

主
義
の
展
開
と
矛
盾
の
表
現
な
の
で
あ
り
、
上
北
鉱
山
の
歴
史
は
、

そ
の
一
端
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
事
実
こ
そ
を
指
摘
し
て
お

こをつ。
(ニ)

そ
の
他
の
各
種
鉱
山

以
下
、
戦
前
に
お
い
て
本
村
に
存
在
し
た
鉱
山
に
つ
い
て
挙
げ
て
み
よ
う

0

1
i
 

高
森
鉱
山
、
こ
の
鉱
山
に
つ
い
て
は
何
一
つ
資
料
が
な
く
不
明
で
あ
る
が
、

一
説
に
は
大
正
年
聞
か
ら
操
業
し
て
い
た
と
の

事
で
あ
る
。
な
お
『
東
奥
年
鑑
、
昭
和
一
四
年
度
版
』
に
よ
る
と
、
鉱
業
権
者
は
高
森
鉱
業
株
式
会
社
、
産
出
鉱
物
は
、
金
・

銀
・
銅
と
な
っ
て
い
る
。
今
日
に
お
い
て
も
青
森
市
内
に
事
務
所
は
存
在
す
る
が
そ
の
実
体
は
不
明
で
あ
る
o

n
L
 

底
田
鉱
山
、
本
鉱
山
は
、
特
に
戦
後
の
砂
鉄
プ

l
ム
の
中
で
名
を
知
ら
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
戦
前
の
一
時
期
(
昭
和
一
二

年
頃
か
ら
一
五
年
噴
ま
で
)
に
お
い
て
も
天
満
鉱
業
所
底
田
鉱
山
と
し
て
砂
鉄
の
採
掘
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
東
京
で
呉
服

商
を
営
ん
で
い
た
前
川
道
平
氏
が
諏
訪
牧
場
社
長
ら
の
紹
介
で
は
じ
め
た
と
い
う
。
採
掘
方
法
は
至
っ
て
原
始
的
な
も
の
で
あ

り
、
タ
ガ
ネ
を
使
用
し
て
い
た
と
い
う
。
鉱
夫
は
、
専
ら
底
田
部
落
の
人
々
の
日
傭
い
作
業
で
あ
り
、
部
落
の
男
子
が
こ
れ
に

出
か
け
た
。
三

O
名
前
後
の
人
が
就
業
し
て
い
た
。
採
掘
さ
れ
た
砂
鉄
は
、
乙
供
ま
で
運
搬
さ
れ
た
が
、
夏
は
貨
物
'
自
動
車
、



冬
は
馬
ソ
リ
が
利
用
さ
れ
た
と
い
う

(
道
ノ
上
、
田
中
貞
雄
氏
談
)
。

そ
の
他
亜
炭
田
が
戦
時
中
各
所
に
み
ら
れ
た
。
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
亜
炭
が
採
掘
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
実

(3) 
~g 

は
不
明
で
あ
る

第
三
節

七
戸
水
電
株
式
会
社
の
創
設

天
間
林
村
に
「
文
明
の
灯
」
電
気
の
灯
が
と
も
っ
た
の
は
大
正
三
年
の
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
電
気
は
前
年
大
正
二
年
に
創
立
さ
れ

た
七
戸
水
電
株
式
会
社
に
よ
り
供
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
水
電
会
社
は
、
そ
の
設
置
さ
れ
た
場
所
は
本
村
大
字
天
間
舘
内
で
あ
り
、
大
坪
川
の
豊
か
な
水
力
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

古
く
よ
り
豊
か
な
水
量
で
天
間
林
村
内
の
田
畑
を
う
る
お
し
て
来
た
坪
川
が
、
こ
こ
で
は
形
を
変
え
て
天
間
林
村
の
文
化
の
発
展
へ

寄
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
大
正
三
年
七
月
一
日
に
業
務
を
開
始
し
た
本
会
社
の
電
力
供
給
地
域
は
、
勿
論
天
間
林
村
に

の
み
限
定
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
当
初
は
七
戸
、
三
本
木
、
天
間
林
の
コ
一
ヶ
町
村
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
三
ヶ
町
村
を
通
じ
て
の
需
用

は
、
電
灯
五
七

O
戸、

一
、
七
二
三
灯
、
電
力
三
戸
、
三
八
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
本
会
社
の
創
立
を
計
画
し
、

そ
の
調
査
を
開
始
し
た
の
は
明
治
四
五
年
四
月
で
あ
り
、
当
時
の
発
起
人
は
盛
田
喜
平

治
、
盛
田
庄
兵
衛
、
浜
中
幾
次
郎
、
小
原
平
右
衛
門
、
石
田
善
太
郎
、
山
本
勇
吉
、
川
村
作
兵
衛
、
盛
田
徳
太
郎
の
八
名
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
人
々
は
い
ず
れ
も
七
戸
町
の
有
力
者
で
あ
り
、
地
主
、
大
商
人
な
ど
と
し
て
活
躍
し
て
来
た
人
物
で
あ
る
。

七
戸
町
在
住
の
彼
ら
は
当
初
よ
り
天
間
林
村
内
坪
川
に
水
力
発
電
所
を
建
設
す
る
考
え
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
天
間
林
村
当
局
に
そ

天

間

林

村

史

五
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ムノ、

の
意
向
を
伝
え
て
い
る
事
か
ら
も
判
明
す
る
。
明
治
四
五
年
天
間
林
村
議
会
議
案
は
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

第
三
二
号

水
力
使
用
発
電
所
設
置
ニ
関
ス
ル
意
見
案

上
北
郡
天
間
林
村
大
字
天
間
舘
地
内

一
、
水
力
委
電
所
設
置
ノ
個
所
大
坪
川
小
坪
川
ニ
至
ル
間
右
上
北
郡
七
戸
町
盛
田
喜
平
治
外
七
名
ヨ
リ
水
力
電
気
事
業
経
営
致
度
旨
ヲ
以

テ
水
力
使
用
出
願
ニ
付
右
使
用
ニ
対
シ
差
支
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス

明
治
四
十
五
年
七
月
二
十
三
日
提
出

天
間
林
村
長

星
松
太
郎

盛
田
ら
七
戸
町
有
力
者
は
発
電
所
を
坪
川
に
設
置
し
、
そ
れ
を
彼
ら
だ
け
の
力
で
や
っ
て
ゆ
く
方
針
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
こ
の

件
に
つ
き
当
時
の
監
督
官
庁
た
る
逓
信
省
は
や
や
違
っ
た
意
見
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
本
会
社
の
開
業
式
席
上
で
の
盛
田
喜
平
治
に
よ

る
「
事
業
報
告
」
か
ら
読
み
と
れ
る
。

7
一
昨
年
五
月
天
間
林
村
坪
川
に
診
て
水
利
を
発
見
し
ま
し
て
八
ハ
一
円
)
水
利
使
用
を
出
願
し
周
年
十
月
二
十
一
日
電

気
事
業
経
営
の
出
願
し
ま
し
た
が
同
月
二
十
九
日
逓
信
大
臣
よ
り
電
気
事
業
に
就
て
御
懇
談
に
預
り
ま
し
て
野
辺
地
七
戸



三
本
木
と
三
ヶ
所
聯
合
経
営
電
気
事
業
の
有
利
な
る
御
説
を
承
り
ま
し
た
最
も
水
利
は
三
本
木
堰
を
利
用
す
る
計
画
で
御

座
い
ま
す
る
が
当
地
有
志
者
に
診
て
其
計
画
の
有
利
な
る
も
の
な
れ
ば
当
地
に
於
て
最
初
目
論
見
ま
し
た
者
も
変
更
す
る

は
敢
て
惜
む
と
こ
ろ
に
は
無
い
訳
で
あ
り
ま
す
る
が
故
に
一
度
は
三
ヶ
町
共
同
に
て
経
営
す
る
事
に
決
定
し
ま
し
た
然
れ

ど
も
三
本
木
堰
の
水
力
利
用
は
少
し
く
考
究
を
要
す
べ
き
も
の
な
る
を
以
て
県
の
技
術
官
を
し
て
調
査
す
る
事
に
願
い
ま

し
た
斯
く
共
同
経
営
は
賛
成
も
し
決
定
も
し
ま
し
た
が
当
会
社
創
立
の
計
画
は
中
止
す
る
事
な
く
進
歩
し
ま
し
て
四
月
廿

日
創
立
総
会
の
運
に
相
成
り
ま
し
た
」
(
『
東
奥
日
報
』
大
正
三
年
七
月
二
八
日
号
)

逓
信
省
と
し
て
は
上
北
地
方
の
有
力
三
ヶ
町
の
共
同
経
営
を
推
め
、

か
っ
三
本
木
堰
(
奥
入
瀬
川
の
こ
と
か
?
)

に
発
電
所
を
建

設
す
る
方
の
有
利
を
の
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
結
局
は
七
戸
町
在
住
有
力
者
に
よ
り
、
当
初
計
画
通
り
に
事
が
進
め
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
何
故
三
ヶ
町
の
共
同
経
営
の
方
向
に
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
は
上
北
郡
の
経
済
界
に
お
い

て
そ
の
支
配
権
を
争
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
三
本
木
・
七
戸
・
野
辺
地
聞
で
は
話
合
の
一
致
が
難
し
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
も

推
測
さ
れ
う
る
。
野
辺
地
町
は
、
七
戸
水
電
会
社
の
開
業
よ
り
一
ヶ
月
遅
れ
の
大
正
三
年
八
月
二
日
に
野
辺
地
電
気
会
社
(
社
長
野

村
新
八
郎
)

を
開
業
、

七
戸
水
電
会
社
よ
り
電
力
供
給
を
う
け
て
い
る
事
を
考
え
れ
ば
な
お
さ
ら
そ
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
う
る
。

発
電
所
は
そ
の
取
水
口
を
大
坪
・
小
坪
の
合
流
点
に
求
め
、
水
路
総
延
長
六
六
七
間
(
内
開
渠
三
九
六
問
、
木
樋
六
五
問
、
隊
道

二
O
六
間
)
、
水
量
は
毎
秒
五
十
立
方
尺
、
落
差
四
五
尺
、
発
力
二

O
O馬
力
の
規
模
で
あ
り
、
水
車
は
ド
イ
ツ
製
、
発
電
機
も
同
じ

く
ド
イ
ツ
製
で
あ
っ
た
。
工
事
を
請
負
っ
た
の
は
天
間
林
村
中
島
友
治
之
で
あ
り
、
大
正
二
年
七
月
起
工
、
大
正
三
年
六
月
に
完
成

し
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
に
附
随
し
て
の
配
電
工
事
は
仙
台
市
の
業
者
が
請
負
い
、

三
相
平
線
式
の
架
空
電
線
路
、
総
豆
長
八
里
三
八

天

問

林

村

史

七
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丁
、
電
柱
七
八
九
本
で
、
三
一
本
木
町
ま
で
引
か
れ
た
の
で
あ
る
(
「
工
事
報
告
書
」
前
掲
東
奥
日
報
紙
)
。

大
正
二
年
四
月
二

O
日
に
会
社
が
創
立
さ
れ
、
資
本
金
は
八
万
円
で
、
盛
田
喜
平
治
が
社
長
、
専
務
取
締
役
と
し
て
盛
田
徳
太
郎
、

主
任
技
術
者
大
伴
惣
次
郎
ら
が
就
任
す
る
。
か
く
し
て
前
述
の
通
り
大
正
三
年
六
月
に
発
電
所
、
配
電
工
事
と
も
に
竣
工
、
同
七
月

一
日
開
業
し
た
。
開
業
式
典
は
七
月
二
六
日
、
七
戸
尋
常
高
等
小
学
校
で
聞
か
れ
て
い
る
。
こ
の
式
典
は
電
気
の
す
ば
ら
し
さ
を
み

せ
る
も
の
で
あ
り
「
普
通
の
装
飾
以
外
中
央
に
は
二
千
燭
光
の
電
燈
一
個
及
び
場
の
四
隅
に
は
白
燭
光
の
電
燈
四
個
を
点
じ
他
に
据

付
け
ら
れ
た
る
三
個
の
旋
風
器
は
絶
へ
ず
回
転
し
て
場
に
涼
風
を
送
る
等
総
て
電
燈
応
用
し
た
る
設
備
の
ベ
ス
ト
は
尽
さ
れ
た
り

き
」
(
前
掲
東
奥
日
報
)

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

な
お
開
業
時
の
料
金
は
、
電
灯
は
一

O
燭
光
六
一
銭
、
電
力
は
一
馬
力
(
昼
間
)
五
円
で
あ
っ
た
(
『
東
北
地
方
電
気
事
業
史
』
)
。

青
森
県
内
に
斡
け
る
電
気
事
業
は
、
明
治
二
八
年
四
月
一
日
創
業
許
可
(
開
業
は
同
三

O
年
三
月
)

の
青
森
電
燈
会
社
を
晴
矢
と

し

つ
い
で
弘
前
電
灯
会
社
(
明
治
=
一
四
年
)
、

八
戸
水
力
電
気
(
明
治
四
四
年
)
の
開
業
が
あ
り
、
こ
れ
に
て
県
内
三
主
要
地
域
は

文
明
の
恩
恵
に
浴
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
や
〉
遅
れ
て
こ
の
七
戸
水
力
電
気
が
開
業
し
た
の
で
あ
っ
た
。

七
戸
水
電
会
社
は
、

そ
の
後
前
述
の
通
り
大
正
二
年
開
業
の
野
辺
地
電
気
会
社
に
対
し
て
電
力
を
供
給
(
大
正
三
年
八
月
二
日
よ

り
て
さ
ら
に
大
正
五
年
資
本
金
二
万
円
増
資
し
、
同
年
末
期
に
は
取
付
数
三
、
五

O
O余
と
な
り
、
大
正
八
年
五
月
更
に
金
一
二
万

円
の
増
資
を
行
な
い
、
大
正
一
一
年
現
在
に
て
資
本
金
五

O
万
円
の
水
電
会
社
と
し
て
上
北
地
方
二
一
ヶ
町
村
と
二
会
社
に
対
し
て

電
力
を
供
給
、
そ
の
供
給
燈
数
は
一
七
、
七

O
O灯
、
電
力
四
=
一
六
馬
力
、
電
線
延
長
二
二
二
哩
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
当
時
の
重
役

は
、
社
長
盛
田
喜
平
治
、
専
務
取
締
役
盛
田
徳
太
郎
、
取
締
役
野
村
治
三
郎
、
小
原
平
右
衛
門
、
石
田
善
兵
衛
、
監
査
役
山
本
勇
吉
、



小
笠
原
奥
治
、
支
配
人
小
原
第
吉
、
主
任
技
術
者
大
伴
惣
次
郎
で
あ
る
(
『
上
北
郡
新
誌
』
)

O

こ
の
七
戸
水
力
電
気
会
社
は
、
そ
の
後
昭
和
一

O
年
に
な
り
県
営
移
管
と
な
る
。
す
な
わ
ち
県
当
局
は
、
電
気
事
業
の
効
率
化
促

進
と
発
展
を
う
た
い
、
県
内
の
各
電
気
会
社
の
県
営
化
を
図
り
、

一
部
の
反
対
を
押
し
切
り
つ
つ
、
昭
和
九
年
三
月
の
第
一
次
県
営

化
で
は
、
青
森
・
八
戸
・
弘
前
の
三
大
会
社
を
、

つ
い
で
翌
年
三
月
の
第
二
次
で
は
、
大
湊
・
川
内
・
奥
入
瀬
と
並
ん
で
七
戸
水
電

会
社
を
県
営
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
七
戸
水
電
会
社
の
規
模
は
、
次
の
知
き
で
あ
っ
た
。

固
定
資
産
一
、

O
二
四
、
九
O
O円

供
給
区
域

上
北
郡
七
戸
町
外
二
町
九
ヶ
村

供
給
力

坪
川

七
kW 

田
茂
木
一
四
二
附

受
電
(
陸
奥
電
力
会
社
)

昼
間
二

O
O閥
、
夜
間
四
八
O
悶

設
備

送
電

線
路
亘
長

九
・
七
回

配
電

線
路
豆
長

コ
一
二
二
・

O
M

需
用
状
況

電
灯

九
、
三
五
一
二
戸

二
五
、
三
六
七
灯

電
力

O 

F 

三
七
二
・
五
同

電
気
料
金

電
灯

一
O燭
光

七
四
銭

電
力

一
馬
力
(
昼
間
)

七
円
一

O
銭

「
東
北
地
方
電
気
事
業
史
』
よ
り

天

間

林

村

史

↓
二
二
九
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運
輸
・
通
信
の
状
況

(ー)

運
輸
・
交
通
の
発
展

前
述
の
如
く
東
北
本
線
の
開
通
は
青
森
県
に
多
大
の
利
益
を
も
た
ら
し
、
沿
線
住
民
は
し
だ
い
に
そ
の
利
便
性
を
受
容
す
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、

そ
の
東
北
本
線
が
通
過
す
る
こ
と
に
は
な
っ
た
も
の
の
、

わ
ず
か
に
東
端
を
か
す
め
る
か
の
如
く
で
あ
り
、

か
つ
駅

舎
の
設
置
さ
れ
る
事
の
な
か
っ
た
天
間
林
村
は
、
東
北
本
線
通
過
に
由
来
す
る
思
恵
を
直
接
に
蒙
む
る
こ
と
は
極
め
て
小
さ
か
っ
た

と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
「
鉄
道
ト
シ
テ
ハ
本
村
ノ
東
端
一
一
ソ
ノ
路
線
ヲ
見
ル
モ
利
用
出
来
ズ
」
(
『
郷
土
調
査
』
)

と
い
う
の
が
、
明

治
以
来
、
昭
和
に
至
る
ま
で
の
村
民
の
率
直
な
感
想
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

現
在
の
国
道
四
号
線
は
、

し
た
が
っ
て
明
治
期
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
天
間
林
村
に
お
い
て
は
最
も
重
要
な
交
通
路
で

あ
っ
た
。
こ
の
国
道
を
七
戸
町
よ
り
千
曳
に
至
る
定
期
乗
合
自
動
車
が
、
大
正
末
期
よ
り
営
業
を
開
始
し
て
い
る
。
し
か
し
、
貨
物

運
搬
は
な
く
、
故
に
貨
物
は
全
て
荷
馬
車
で
運
ば
れ
る
状
況
が
戦
前
ま
で
つ
づ
い
て
い
る
。
他
に
主
要
な
道
路
と
し
て
は
本
村
中
野

よ
り
甲
地
村
乙
供
駅
に
通
ず
る
県
道
が
あ
っ
た
。
こ
れ
以
外
は
全
て
村
内
の
各
部
落
聞
を
結
び
、

ま
た
千
曳
、
乙
供
へ
通
ず
る
里
道

で
あ
り
、
巾
も
せ
ま
く
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
昭
和
一

0
年
代
に
至
る
も
自
動
車
の
通
り
う
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て

「
(
荷
物
の
運
搬
は
)
夏
期
中
ハ
不
便
ヲ
感
ゼ
ズ
ト
雄
モ
冬
期
ハ
積
雪
ノ
為
メ
ソ
ノ
困
難
一
方
ナ
ラ
ズ
初
春
ハ
又
甚
」
(
『
郷
土
調
査
』
)

し
い
も
の
で
あ
っ
た
。



大
正
一
五
年
現
在
で
の
本
村
の
運
搬
・
交
通
機
関
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

(
『
大
正
一
五
年
度
村
勢
要
覧
』
)

荷
車

-L.. 
/、

荷
積
馬
車

一
一
六

自
転
車

(二三

「
南
部
鉄
道
」
建
設
を
め
ぐ
っ
て

先
述
の
知
く
日
本
鉄
道
東
京
・
青
森
問
、
す
な
わ
ち
今
日
の
東
北
本
線
の
全
線
開
通
は
明
治
二
四
年
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
の

我
が
国
で
は
あ
る
種
の
鉄
道
プ

l
ム
を
出
現
さ
せ
た
。
そ
れ
は
我
が
国
の
資
本
主
義
的
発
展
で
し
だ
い
に
軌
道
に
乗
り
、
そ
う
し
た

中
で
鉄
道
営
業
成
績
が
好
成
績
を
上
げ
た
こ
と
、
政
府
保
護
の
下
に
民
営
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
明
治
二

O
年
一
月
私
設
鉄
道
条
令

が
公
布
さ
れ
た
事
な
ど
と
相
ま
っ
て
、
投
資
の
対
象
と
し
て
鉄
道
企
業
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

か
か
る
鉄
道
熱
は
本
県
を
も
ま
き
込
み
、
黒
石

1
鯵
ヶ
沢
間
の
津
軽
鉄
道
の
敷
設
免
許
、
尻
内

1
五
戸
{
}
三
本
木

1
七
戸

1
野
辺

地
聞
の
南
部
鉄
道
の
発
起
人
会
開
催
、
野
辺
地

1
佐
井
聞
の
大
湊
鉄
道
の
鉄
道
会
議
で
の
許
可
、
上
磯
鉄
道
敷
設
計
画
な
ど
は
、
全

て
明
治
二
九
年
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

さ
て
我
が
天
間
林
村
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
の
「
南
部
鉄
道
」
は
、
今
日
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の
一
部
が
戦
後
よ
う
や
く
実
現
さ

れ
た
南
部
縦
貫
鉄
道
と
符
合
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
時
の
「
南
部
鉄
道
」
計
画
は
、
具
体
的
に
は
何
ら
進
展
な
く
終
つ

て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
計
画
は
、
大
正
三
年
に
ふ
た
た
び
形
を
変
え
て
現
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
頃
、
す
な
わ
ち
大
正
初
期
は
本
県
に
胎
て
は
第
二
の
私
設
鉄
道
プ

l
ム
で
あ
っ
た
。
特
に
水
力
電
気
の
開
発
か
ら
電
気
鉄
道

天

問

林

村

史

一一
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の
計
画
に
関
心
が
集
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
鉄
道
事
業
が
資
本
家
の
投
資
の
対
象
と
し
て
も
十
分
採
算
に
乗
る
と
い
う

点
及
び
水
力
電
気
会
社
自
体
が
売
電
の
た
め
に
計
画
」
(
『
青
森
県
議
会
史
・
大
正
編
』
)

さ
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
本
章
第
三
節
で

ふ
れ
た
七
戸
水
力
電
気
会
社
の
開
業
を
機
に
、
こ
れ
を
青
森
ま
で
引
き
青
森
市
合
浦
公
園

1
油
川
聞
の
電
気
鉄
道
も
計
画
さ
れ
た
と

も
い
う
。

こ
の
よ
う
に
県
内
各
地
に
お
い
て
私
設
鉄
道
建
設
ブ

l
ム
が
あ
っ
た
が
、
「
南
部
鉄
道
」
計
画
は
、
こ
れ
と
は
や
〉
本
質
を
異
に
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
大
正
三
年
三
月
一
一
日
付
『
東
奥
日
報
』
紙
に
は
、
「
下
田
駅
よ
り
三
本
木
を
経
て
七
戸
に
達
す
る

軽
便
線
は
一
昨
年
鉄
道
院
の
議
定
線
に
入
れ
る
:
:
:
五
戸
地
方
の
請
願
に
て
鉄
道
院
に
て
は
、
同
地
方
を
昨
年
踏
査
の
結
果
、
尻
内

よ
り
五
戸
、
藤
坂
、
三
本
木
、
七
戸
を
経
て
千
曳
に
至
る
一
線
を
議
定
線
に
決
し
、
鉄
道
網
に
編
入
し
た
り
と
:
:
:
」
と
あ
り
、
「
南

部
鉄
道
」
に
関
し
て
は
鉄
道
院
が
そ
の
敷
設
計
画
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
に
あ
り
、
上
北
地
方
有
志
は
、

大
正
三
年
三
一
月
九
日
「
南
部
鉄
道
敷
設
請
願
書
」
を
国
会
に
提
出
し
、
こ
の
請
願
は
、
同
三
月
一
一
一
一
日
衆
議
院
委
員
会
を
通
過
し
て

い
る
(
但
し
こ
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
『
青
森
県
近
代
史
年
表
』
に
よ
っ
た
。
当
時
の
新
聞
紙
上
な
ど
か
ら
は
確
認
さ
れ
な
い
。
)
。

思
う
に
、
今
回
の
こ
の
計
画
は
、
明
治
二
九
年
当
時
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
該
地
方
の
人
々
に
は
期
待
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
鉄
道
の
利
便
性
が
広
く
人
々
に
認
識
さ
れ
て
き
た
時
で
あ
り
、
第
二
に
鉄
道
院
に
よ
る
調
査
が

あ
り
、

か
っ
請
願
が
衆
議
院
委
員
会
を
通
過
し
た
の
で
あ
る
か
ら
。

だ
が
こ
の
計
画
も
や
は
り
陽
の
目
を
み
る
事
は
な
く
終
っ
た
の
は
今
日
み
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
の
大

正
七
年
に
本
計
画
は
県
議
会
で
取
り
あ
げ
ら
れ
、
満
場
一
致
、
政
府
へ
の
建
議
書
提
出
と
な
る
。
す
な
わ
ち
大
正
七
年
の
第
二

O
回



通
常
県
会
に
お
い
て
今
泉
秀
雄
は
「
三
本
木
、
七
戸
、

五
戸
三
ヶ
所
連
絡
の
鉄
道
敷
設
促
進
を
政
府
に
建
議
し
た
い
。
こ
の
三
か
所

は
国
道
に
沿
い
な
が
ら
鉄
道
に
遠
い
た
め
、
数
十
年
間
不
便
を
忍
ん
で
き
て
い
る
。
こ
の
三
地
方
は
人
口
多
く
、
産
物
多
額
、
敷
設

さ
れ
る
と
十
和
田
遊
覧
の
便
利
は
非
常
に
促
進
さ
れ
る
と
思
う
。
今
日
ま
で
鉄
道
の
敷
設
を
見
ず
、
関
係
地
方
人
は
等
し
く
遺
憾
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
満
場
各
位
の
賛
成
を
希
望
す
る
。
」
と
提
案
し
、
異
議
な
く
成
立
し
た
の
で
あ
る
(
『
青
森
県
議
会
史
・
大

正
年
間
編
』
)
。
そ
し
て
次
の
如
き
意
見
書
が
政
府
あ
て
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

南
部
鉄
道
速
成
の
意
見
書

本
県
南
部
地
方
に
現
在
す
る
鉄
道
線
路
は
、
同
地
方
の
中
心
市
場
た
る
七
戸
、
三
本
木
、
五
戸
の
各
町
を
連
絡
す
る
国

道
路
線
よ
り
遠
ざ
か
り
、
荒
涼
寂
実
た
る
南
部
平
野
を
迂
回
せ
る
が
為
、
国
道
沿
線
の
人
家
樹
密
せ
る
各
部
落
は
物
資
の

輸
送
交
通
の
便
益
に
多
大
の
苦
痛
を
感
じ
つ
つ
あ
り
。

今
国
道
沿
線
の
状
態
を
見
る
に
、
畜
産
事
業
は
古
来
本
邦
の
膜
北
と
し
て
、
其
発
達
益
旺
盛
を
極
め
、
産
牛
馬
組
合
の

設
置
各
地
に
普
く
、
最
近
に
が
て
産
出
牛
馬
の
数
一
ヶ
年
七
千
頭
の
多
き
に
上
り
、
加
ふ
る
に
政
府
事
業
た
る
三
本
木
、

七
戸
の
両
軍
馬
補
充
部
及
七
戸
種
馬
牧
場
の
加
き
事
業
の
規
模
頗
る
壮
大
に
し
て
運
輸
馬
匹
の
数
年
々
上
れ
り
。
又
同
地

方
に
珍
て
は
近
来
鉱
山
の
発
見
せ
ら
る
る
も
の
陸
続
と
し
て
相
次
ぎ
、
鉱
区
の
出
願
件
数
多
大
な
り
と
錐
も
採
掘
に
着
手

せ
る
も
の
極
め
て
稀
な
る
は
交
通
機
関
の
頼
る
べ
き
も
の
無
き
に
由
来
し
、
其
他
山
林
原
野
の
面
積
広
大
に
し
て
単
に

国
有
林
野
の
み
を
以
て
す
る
も
六
万
余
町
歩
に
上
り
、
年
々
伐
採
せ
ら
る
る
木
材
数
量
も
極
め
て
多
き
が
如
き
、
又
或
は

天

問

林
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本
邦
唯
一
の
勝
地
た
る
十
和
田
湖
は
其
名
声
今
や
天
下
に
普
く
、
探
勝
の
旅
客
年
々
五
万
を
算
す
る
の
み
な
ら
ず
、
山
中

欝
蒼
た
る
森
林
を
蔵
し
、
木
材
乾
溜
工
場
を
は
じ
め
幾
多
木
材
利
用
に
関
す
る
工
業
の
勃
興
を
見
ん
と
す
る
が
知
き
、

と
し
て
運
輸
機
関
の
設
備
を
急
要
と
せ
ざ
る
も
の
な
き
に
拘
は
ら
ず
、
未
だ
其
施
設
を
欠
く
が
為
当
然
発
達
す
べ
き
諸
企

業
に
し
て
其
発
達
振
興
に
累
せ
る
幾
許
な
る
を
知
ら
ず
。

此
故
に
南
部
鉄
道
の
速
成
は
単
馬
の
輸
送
は
勿
論
之
に
伴
う
馬
匹
の
改
良
、
木
材
の
運
搬
、
農
鉱
山
の
発
達
等
蓋
し
人

日
を
驚
か
す
も
の
あ
る
べ
く
又
以
て
東
北
の
富
源
開
発
上
緊
急
要
の
事
た
る
の
み
な
ら
ず
、
国
益
増
進
の
捷
径
な
ら
と
信

ず
る
に
依
り
、
本
県
会
は
愛
に
満
場
一
致
の
決
議
を
以
て
閣
下
に
菓
議
し
、
速
に
之
が
施
設
の
途
を
講
ぜ
ら
れ
ん
こ
と
を

懇
請
す
。

右
府
県
制
第
四
十
四
条
に
依
り
意
見
書
提
出
候
也

大
正
七
年
十
二
月
六
日

青
森
県
会
議
長

北

山

良H

内
務
大
臣

床

次

竹

郎

殿

(
『
青
森
県
議
会
史
・
大
正
編
』
よ
り
引
用
)

か
く
し
て
「
南
部
鉄
道
」
計
画
は
、
今
や
南
部
地
方
人
士
の
運
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
県
下
全
体
の
運
動
と
な
っ
た
か
の
如
く
で
あ



っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
ま
で
盛
り
上
が
っ
た
運
動
と
は
裏
は
ら
に
、
「
南
部
鉄
道
」
は
官
有
鉄
道
と
し
て
は
お
ろ
か
、
民
有
鉄

道
と
し
て
も
敷
設
さ
れ
る
事
な
く
戦
後
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

(三)

通

信

「
通
信
機
関
ノ
発
達
未
ダ
幼
稚
ニ
シ
テ
電
信
、
電
話
ノ
施
設
モ
無
ク

〔
郵
便
〕
配
達
モ
一
回
ニ
シ
テ
不
便
多
シ
、
ラ
ヂ
オ
ノ
設
置

ハ
十
四
ナ
リ
」
(
『
郷
土
調
査
』
)

こ
れ
が
昭
和
一

O
年
噴
の
有
様
で
あ
る
。
今
日
か
ら
見
て
隔
世
の
感
が
あ
る
。

郵
便
局
(
天
間
林
村
郵
便
局
)
は
、
明
治
四
三
年
三
月
、
中
野
に
創
設
さ
れ
て
い
る
。
村
内
全
域
を
配
達
区
域
と
し
、
普
通
郵
便
、

小
包
、
為
替
、
貯
金
の
事
務
を
取
扱
っ
て
い
た
。
ち
な
み
に
大
正
一
三
年
度
の
取
扱
い
件
数
は
左
の
通
り
で
あ
る
(
「
大
正
十
五
年
度
村

勢
要
覧
』
)
。

貯
金預

入
口
数

六
、
五
二
七
件

預
入
金
額

二
七
、
六
三
三
円

払
出
口
数

七
三
七
月

払
出
M
H

二
O
、
六
七
五
円

為
替振

出
口
数

一、

O
五
三
月

振
出

M

二
O
、
六
六
六
円

払
渡
口
数

四
四
四
万

払
渡

H

一
て
七
四
五
円

振
替
貯
金

天

間

林

村

史

五



払
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口
数

払
渡
口
数

郵
便
物

引
受
数
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受
数 第

五
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一
、
三
七
六
月

!¥ 
!/ 

六
二
、
一
二
三
三
件

六
O
二
件

代

払
込
金
額

払
渡
H
H

配
達
数

配
達
数

て

O
コ
一
二
円

一
四
、
四
三

O
円

一
八
六
、
三
七
八
件

二、

O
O八
件

一
二
三
六

マ，



第
十
一
章

戦
争
と
統
制
時
代
の
天
間
林
村

第
一
節

戦
争
と
統
制
の
時
代

(一)

昭
和
初
期
の
不
景
気
と
軍
部
の
台
頭

先
述
の
如
く
、
青
森
県
を
始
め
東
北
地
方
に
幾
度
と
な
く
襲
い
か
か
る
凶
作
に
よ
り
、
農
村
社
会
・
農
民
生
活
が
日
増
し
に
悪
化

し
つ
つ
あ
る
頃
、
日
本
経
済
全
体
も
ま
た
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
。
日
本
経
済
は
、
第
一
次
大
戦
直
後
に
お
い
て
史
上
か
っ

て
な
い
ほ
ど
の
繁
栄
を
見
せ
た
も
の
の
、
し
か
し
そ
の
繁
栄
は
底
の
浅
い
日
本
経
済
に
と
っ
て
は
一
時
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

昭
和
三
年
一

O
月
一

O
日
に
は
今
上
天
皇
の
即
位
大
典
が
挙
行
さ
れ
全
国
は
祝
典
ム

l
ド
で
一
杯
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
こ
の
噴
に

な
る
と
、
第
一
次
大
戦
以
来
の
日
本
経
済
の
矛
盾
が
露
呈
し
、
経
済
界
は
絶
え
ざ
る
不
況
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
昭
和
二

年
に
は
全
融
恐
慌
激
発
の
中
で
若
槻
内
閣
は
退
陣
、
次
の
田
中
内
閣
の
時
は
一
時
的
小
康
は
保
っ
た
も
の
の
、
昭
和
四
年
秋
に
は
ア

メ
リ
カ
に
は
じ
ま
る
あ
の
大
恐
慌
が
、

つ
い
に
日
本
に
ま
で
及
び
、
経
済
危
機
は
深
刻
さ
を
増
す
だ
け
で
あ
っ
た
。

こ
の
世
界
的
な
不
況
の
中
で
、
我
国
に
お
い
て
は
、
特
に
昭
和
六
年
よ
り
急
速
に
軍
部
・
右
翼
勢
力
の
台
頭
が
み
ら
れ
は
じ
め
る
。

昭
和
六
年
と
言
え
ば
東
北
地
方
で
は
大
凶
作
の
年
で
あ
り
、
幾
多
の
悲
劇
の
起
っ
た
年
で
あ
っ
た
事
は
先
述
の
如
く
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
年
九
月
一
八
日
、
奉
天
郊
外
の
満
鉄
路
線
爆
破
を
口
実
に
満
州
事
変
の
勃
発
を
み
、
こ
の
戦
争
は
一
層
の
拡
大
が
つ
づ
げ
ら
れ
、

天

間

林

村

史

七
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翌
年
に
は
上
海
事
変
へ
と
飛
火
し
て
ゆ
く
。
日
本
は
国
際
的
に
も
孤
立
化
し
て
い
く
時
で
あ
り
、
政
治
・
外
交
は
全
て
軍
部
と
こ
れ

に
便
乗
す
る
勢
力
に
よ
り
指
導
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

昭
和
一
一
年
二
月
の
総
選
挙
に
お
い
て
は
、
無
産
政
党
が
二
一
名
と
い
う
大
量
の
議
員
を
当
選
さ
せ
た
こ
と
は
、
危
機
が
一
層
深
刻

化
し
て
い
る
事
の
裏
返
し
の
表
現
で
あ
っ
た
。

同
年
二
月
二
六
日
、

い
わ
ゆ
る
皇
道
派
将
校
に
率
い
ら
れ
た
一
、

四
O
O名
の
軍
隊
が
反
乱
を
お
こ
し
た
。
世
に
言
〉

2

7
二
六

事
件
で
あ
る
。
こ
の
反
乱
は
、

ク
ー
デ
タ
ー
と
し
て
は
失
敗
し
た
も
の
の
、
結
果
的
に
は
軍
の
政
治
支
配
を
一
層
強
固
の
も
の
に
し

て
い
っ
た
。
広
田
内
閣
は
、
実
質
的
に
は
軍
部
追
随
の
他
に
は
何
も
出
来
、
ず
、

メ
ー
デ
ー
禁
止
、
思
想
犯
保
護
観
察
法
な
ど
民
衆
運

動
へ
の
弾
圧
を
強
化
す
る
反
面
、
軍
備
拡
大
、
経
済
の
全
面
的
軍
事
化
、
国
民
生
活
の
戦
争
動
員
な
ど
を
積
極
化
し
て
い
っ
た
。
広

田
内
閣
以
降
に
お
い
て
は
、
も
は
や
軍
部
の
協
力
な
し
に
は
組
閣
す
ら
出
来
ぬ
状
況
と
な
っ
て
し
ま
う
。

昭
和
一
二
年
七
月
七
日
、
北
京
郊
外
に
お
い
て
日
本
の
駐
屯
軍
と
中
国
軍
と
の
聞
に
衝
突
が
お
こ
り
、
こ
れ
が
日
華
事
変
の
発
端

と
な
り
、

つ
い
に
我
国
は
中
華
民
国
と
の
全
面
的
戦
争
へ
と
突
っ
走
っ
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
こ
の
戦
争
は
そ
の
ま
ま
昭
和
一
六
年

一
二
月
八
日
太
平
洋
戦
争
へ
と
連
な
り
国
民
は
等
し
く
苦
難
な
時
代
を
迎
え
る
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

日
華
事
変
の
勃
発
に
よ
り
戦
時
体
制
の
一
層
の
強
化
が
さ
れ
る
中
で
、
統
制
経
済
も
一
層
強
く
か
っ
全
面
的
に
展
開
し
て
い
く
。

昭
和
一
三
年
四
月
「
国
家
総
動
員
法
」
が
公
布
さ
れ
、
同
年
に
は
「
物
資
動
員
計
画
」
が
発
足
、
あ
る
い
は
「
生
産
力
拡
充
計
画
」

も
設
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
よ
り
戦
争
遂
行
の
た
め
に
全
経
済
活
動
が
統
制
・
支
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
統
制
経
済
は

単
に
工
業
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
全
ゆ
る
産
業
全
て
に
亘
る
も
の
で
あ
り
、

そ
し
て
生
産
か
ら
流
通
さ
ら
に
需
要
ま
で
の
全



て
を
支
配
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
般
市
民
生
活
の
生
活
必
需
物
資
も
し
だ
い
に
大
き
く
統
制
を
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
昭
和
一
四

年
、
糸
、
米
、
木
炭
、
昭
和
一
五
年
、
繊
維
製
品
、
青
果
物
、
鶏
卵
、
昭
和
一
六
年
、
鮮
魚
介
、
薯
類
、
麦
類
、
藷
類
、
食
肉
、
昭

和
一
七
年
、
味
噌
醤
油
、
藁
工
品
、
昭
和
一
九
年
、
木
材
、
と
い
う
具
合
に
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
と
平
行
す
る
形
で
各
種
の
統
制
組

ム
口
が
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
。

昭
和
一
四
年
四
月
に
国
民
精
神
総
動
員
本
部
が
結
成
さ
れ
た
。
会
長
は
総
理
大
臣
で
あ
り
、

そ
の
目
的
は
、
総
力
戦
へ
の
物
心
両

面
で
の
挙
国
一
致
の
推
進
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
政
党
の
存
続
は
も
は
や
困
難
な
状
況
と
な
り
、

つ
い
に
こ
れ
に
代
っ
て
昭
和

一
五
年
か
か
る
運
動
を
背
景
と
し
て
大
政
翼
賛
会
を
設
立
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

青
森
県
支
部
は
昭
和
一
五
年
二
一
月
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

(ニ)

天
間
林
村
に
お
け
る
状
況
|
|
「
中
嶋
信
日
記
」
よ
り
|
|

昭
和
初
期
よ
り
一

0
年
代
に
か
け
て
の
日
本
の
政
治
、
経
済
の
概
略
は
お
よ
そ
以
上
の
如
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
言
で
言
う
な

ら
ば
、
政
治
が
し
だ
い
に
軍
部
の
動
か
す
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
う
戦
争
の
危
機
と
現
実
化
、
そ
し
て
圏
内
の
政
治
、
経
済
の
全

ゆ
る
面
で
の
戦
時
体
制
化
の
進
行
、

つ
い
に
は
国
民
の
精
神
を
す
ら
戦
争
へ
向
け
て
動
か
し
て
い
こ
う
と
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
か

か
る
状
況
は
、
勿
論
天
間
林
村
に
お
い
て
も
同
様
に
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
だ
が
こ
う
し
た
状
況
を
天
間
林
村
に

つ
い
て
明
ら
か
に
す
べ
き
資
料
は
乏
し
い
。
そ
う
し
た
中
で
幸
い
に
も
、
当
時
本
村
の
在
郷
軍
人
会
分
会
長
な
ど
を
歴
任
、
村
の
指

導
的
立
場
に
あ
っ
た
中
嶋
信
氏
よ
り
当
時
の
「
日
記
」
の
コ
ピ
ー
を
見
せ
て
い
た
だ
け
た
の
で
、
こ
の
「
日
記
」
を
中
心
と
し
て
当

時
の
状
況
を
紹
介
す
る
事
に
し
よ
う
。
(
中
嶋
氏
よ
り
見
せ
て
も
ら
っ
た
「
日
記
」
は
昭
和
一
二
年

1
二
O
年
の
九
年
間
分
で
あ
る
)

天

間

林

村

史

九



第
五
編

近

代

四
0 

(1) 

日
華
事
変
勃
発
の
頃

先
述
の
如
く
昭
和
二
一
年
七
月
七
日
、
日
華
事
変
が
勃
発
、
日
中
両
国
は
全
面
的
戦
争
へ
と
突
入
し
た
。
そ
れ
と
連
動
す
る
形
で
、

七
月
二
一
日
、
「
連
隊
司
令
部
(
第
五
連
隊
の
こ
と
で
あ
ろ
う
:
:
:
筆
者
注
)
か
ら
緊
急
分
会
長
会
議
を
聞
く
(
と
の
)
招
集
状
が
来

た
」
と
あ
り
、

さ
ら
に
七
月
二
五
日
「
在
郷
軍
人
分
会
役
員
会
」
が
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
戦
争
拡
大
に
伴
う
予
備
役
、
新

規
徴
兵
の
た
め
の
連
絡
、
情
報
交
換
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
七
月
二
七
日
以
降
、
天
間
林
村
内
よ
り
、
陸

続
と
し
て
出
征
兵
士
が
出
発
し
て
い
る
。
七
月
二
七
日
七
名
、

八
月
一
五
日
七
名
、
七
月
二
五
日
三
九
名
、
九
月
二
日
二
名
、
九
月

二
八
日
一
七
名
、

一
O
月
一
五
日
一
一
一
一
名
。
同
時
に
こ
れ
ら
出
征
兵
士
へ
の
壮
行
会
開
催
、
あ
る
い
は
村
当
局
と
在
郷
軍
人
会
と
に

よ
る
武
運
長
久
祈
願
祭
、
さ
ら
に
は
戦
勝
祝
賀
の
提
灯
行
列
な
ど
の
開
催
。
あ
る
い
は
銃
後
の
護
と
し
て
の
国
防
婦
人
会
、
村
防
護

団
、
軍
友
会
な
ど
の
組
織
化
、
ま
た
灯
火
管
制
、
焼
夷
弾
演
習
の
実
施
、
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
同
時
に
村
内
出
身
兵
士
の
戦

死
報
も
い
く
つ
か
伝
わ
っ
て
く
る
。

当
時
県
内
の
都
市
に
捨
て
は
、
時
局
生
活
の
日
、
非
常
時
経
済
の
日
、
非
常
時
一
心
身
鍛
錬
の
目
、
銃
後
の
護
り
の
日
、
戦
勝
祈
願

祭
、
講
演
の
目
、
勤
労
報
国
の
日
が
定
め
ら
れ
た
と
い
う
(
西
村
嘉
『
八
戸
の
歴
史
」
)
が
、
天
間
林
村
で
こ
れ
ら
全
て
が
同
様
に
定

め
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
大
略
同
様
な
日
々
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
「
中
嶋
日
記
」
よ
り
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
る
。

勺
/
』

昭
和
二
二
年
「
国
家
総
動
員
法
」
に
基
づ
く
各
種
の
総
動
員
運
動
が
お
こ
な
わ
れ
、
本
県
に
お
い
て
も
県
、
郡
、
あ
る
い
は
市
町

経
済
統
制
の
強
化



村
単
位
で
い
く
つ
も
の
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
昭
和
一
三
年
の
天
間
林
村
の
状
況
は
、
戦
争
の
深
刻
化
に
伴
い
、
出
征
兵
士
の
増

加
が
あ
り
、
同
時
に
戦
死
者
の
増
大
と
そ
の
遺
骨
の
帰
還
、
武
運
長
久
を
祈
る
村
民
達
、
と
あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ
て
ゆ
く
。
昭
和
一
四

年
に
は
、

つ
い
に
経
済
は
統
制
経
済
へ
と
向
う
の
で
あ
り
、
「
中
嶋
日
記
」
に
も
、
米
・
木
炭
・
肥
料
な
ど
の
統
制
委
員
会
が
ひ
ら
か

れ
て
い
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
米
の
供
出
な
ど
に
対
し
て
は
、
在
郷
軍
人
会
分
会
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
中
嶋
氏

す
ら
が
「
県
の
や
り
方
の
生
産
者
に
対
し
て
不
誠
意
な
処
を
強
く
論
難
し
た
」
と
書
く
如
く
で
あ
り
、

か
か
る
統
制
経
済
は
早
く
よ

り
民
衆
の
支
持
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

一
般
民
衆
は
、
兵
士
と
し
て
戦
場
に
て
苦

し
む
の
は
勿
論
、
「
銃
後
」
の
人
々
の
生
活
も
ま
た
し
だ
い
に
苦
し
い
も
の
と
な
り
始
め
た
の
で
あ
る
。

(3) 

大
政
翼
賛
会
運
動

大
政
翼
賛
会
が
昭
和
一
五
年
一

O
月
に
発
足
し
、
以
後
各
県
に
支
部
が
お
か
れ
、
さ
ら
に
郡
市
単
位
で
支
部
が
結
成
さ
れ
て
い
く
。

こ
の
年
は
、
皇
紀
二
千
六
百
年
に
も
当
り
、
大
い
に
国
威
発
揚
が
叫
ば
れ
て
い
た
。
天
間
林
村
を
含
む
上
北
郡
に
お
い
て
は
、
同
年

一
二
月
に
三
本
木
に
お
い
て
そ
の
結
成
準
備
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
「
中
嶋
田
記
」
よ
り
わ
か
る
が
、
正
式
に
発
足
し
た
の
は
翌

一
六
年
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
支
部
長
は
七
戸
町
の
小
原
平
右
ェ
円
で
あ
っ
た
。

大
政
翼
賛
会
青
森
県
支
部
上
北
部
支
部
規
定
に
よ
る
な
ら
ば
、
役
員
と
し
て
支
部
長
一
、
理
事
一

O
、
顧
問
一

O
以
内
、
参
与
一

O
以
内
が
置
か
れ
る
事
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
上
北
郡
内
各
町
村
よ
り
在
郷
軍
人
会
役
員
、
大
商
人
、
地
主
な
ど
が
選
ば

れ
て
お
り
、

さ
ら
に
協
力
会
議
が
置
か
れ
、

そ
の
議
員
は
、
各
町
村
常
会
(
協
力
会
議
)
よ
り
一
名
、
各
種
の
団
体
代
表
者
若
干
名
と

其
の
他
若
干
名
か
ら
な
る
。
天
間
林
村
か
ら
は
、
こ
の
協
力
議
員
と
し
て
、
木
村
吉
雄
、
千
葉
喜
代
美
の
両
氏
、
理
事
と
し
て
中
嶋

天

問

林

村

史

四
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信
氏
が
選
ば
れ
て
い
る
。
木
村
・
千
葉
両
氏
は
村
長
経
験
者
で
あ
り
か
つ
村
内
各
種
団
体
の
長
を
勤
め
る
人
で
あ
り
、
中
嶋
氏
は
在

郷
軍
人
会
分
会
長
で
あ
る
。

」
う
し
て
各
町
村
の
主
だ
っ
た
指
導
者
を
組
織
し
た
大
政
翼
賛
会
は
、

一
致
し
て
当
時
の
国
家
体
制
の
維
持
、
戦
争
遂
行
へ
の
支

援
体
制
を
推
進
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
昭
和
一
六
年
噴
と
思
わ
れ
る
大
政
翼
賛
会
上
北
支
部
の
協
議
事
項
を
挙
げ
る
と
、

一
、
解
支
部
ニ
青
年
部
ヲ
速
カ
ニ
設
置
ス
ベ
シ

一
、
青
年
ニ
剛
健
ナ
ル
気
風
ヲ
作
興
セ
シ
メ
タ
イ

一
、
隣
組
、
部
落
曾
ニ
和
楽
班
ヲ
設
置
ス
ル
事

一
、
婦
人
常
舎
、
子
供
常
曾
ノ
設
置

一
、
僻
村
ニ
珍
ケ
ル
分
教
場
職
員
ノ
待
遇
向
上

一
、
百
三
十
五
億
貯
蓄
運
動
ト
園
債
消
化

一
、
革
新
体
制
ニ
基
キ
結
成
サ
レ
タ
各
種
団
体
ニ
積
極
的
活
動
ヲ
促
ス
事

一
、
郡
下
ニ
診
ケ
ル
逓
送
ル

l
ト
簡
略
化

と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
昭
和
一
七
年
一
月
、
大
政
翼
賛
会
の
外
郭
団
体
と
し
て
大
日
本
翼
賛
壮
年
団
が
結
成
さ
れ
た
が
、
同
様
に
天
間
林
村
に
お

い
て
も
そ
の
支
部
の
結
成
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
基
本
的
に
大
政
翼
賛
会
運
動
と
同
一
で
あ
ろ
う

が
、
特
に
翼
賛
会
が
そ
の
活
動
が
停
滞
し
つ
つ
あ
る
時
に
、
こ
れ
に
活
力
を
与
え
る
べ
く
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
天
間
林
村
支



部
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
団
則
第
三
条
に
い
わ
く
、

一
、
園
民
精
神
ノ
昂
揚

二
、
時
局
認
識
ノ
徹
底

二
、
興
亜
運
動
ノ
推
進

四
、
園
策
遂
行
へ
ノ
挺
身

五
、
地
域
的
、
職
域
的
翼
賛
体
制
ノ
促
進
強
化

六
、
戦
時
生
活
体
制
の
建
設

七
、
圏
防
思
想
ノ
普
及
、
銃
後
奉
公
活
動
ノ
強
化

八
、
其
ノ
他
翼
賛
奉
公
ノ
実
践
ニ
必
要
ナ
ル
事
項

で
あ
っ
た
。

な
お
大
政
翼
賛
会
は
農
村
部
に
お
い
て
は
基
本
的
に
は
地
主
層
の
味
方
と
し
て
小
作
争
議
へ
介
入
し
た
り
、

あ
る
い
は
日
常
生

活
の
合
理
化
、
例
え
ば
結
婚
式
の
簡
素
化
な
ど
の
指
導
に
あ
た
る
な
ど
、

か
な
り
巾
広
い
活
動
を
も
含
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

(4) 

戦
時
体
制
下
の
各
種
団
体

警
防
団
は
、
消
防
組
と
防
衛
団
の
改
組
統
合
の
結
果
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
昭
和
一
四
年
一
月
に
勅
令
第
二
四
号
で
警
防

団
令
が
発
せ
ら
れ
、

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
青
森
県
内
で
は
全
市
町
村
に
各

(
但
し
青
森
市
の
み
ニ
団
)
合
計
一
六
七
団
体

が
発
足
し
た
。
天
間
林
村
で
も
四
月
に
な
り
そ
の
結
成
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

天

間

林

村

史

四
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婦
人
団
体
と
し
て
は
従
来
よ
り
存
在
し
た
愛
国
婦
人
会
の
他
に
、

さ
ら
に
広
汎
な
婦
人
を
組
織
す
る
目
的
を
持
っ
て
昭
和
九
年
に
大
日

本
国
防
婦
人
会
が
発
足
し
、
こ
れ
に
伴
い
天
間
林
村
に
お
い
て
も
昭

和
一
二
年
三
月
一
九
日
天
間
林
村
国
防
婦
人
会
が
組
織
さ
れ

A
C
A
り

に
村
内
の
学
区
毎
に
班
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
婦
人
達
は

「
銃
後
の
護
り
」
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
る
が
、
例
え
ば
天
間
林

動一
一
村
国
防
婦
人
会
天
間
舘
班
の
昭
和
一
四
年
度
計
画
は
、
付
軍
馬
補
充

一
一
部
へ
二
日
間
働
き
に
い
き
、
そ
の
賃
金
を
会
に
出
す
事
、

ω寄
付
金

L
J
-紅

を
出
す
事
、
日
髪
の
抜
け
毛
を
三
月
と
九
月
に
集
め
て
出
す
事
、
四

私
大
麻
を
会
員
一
人
当
り
三
坪
位
の
割
合
で
共
同
耕
作
し
売
っ
た
代
金

闘
を
会
に
出
す
、
国
慰
問
袋
を
春
秋
二
回
送
る
事
、
同
慰
問
状
を
年
四

回
出
す
事
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
う
し
た
団
体
は
、
在
郷
軍
人
会

の
指
導
を
直
接
・
間
接
に
受
け
つ
つ
戦
時
体
制
下
の
一
翼
と
な
っ
て

い
る
。国

防
婦
人
会
あ
る
い
は
愛
国
婦
人
会
等
は
、
日
華
事
変
の
長
期
化

の
中
で
さ
ら
に
挙
国
一
致
の
た
め
に
統
合
さ
れ
、
昭
和
一
七
年
二
月



大
日
本
婦
人
会
と
な
り
、

一
層
戦
時
色
を
強
め
て
い
く
。
天
間
林
村
で
は
昭
和
一
七
年
七
月
二
六
日
に
そ
の
結
成
式
が
挙
行
さ
れ
て

い
る
。

在
郷
軍
人
会
の
活
動
は
先
に
も
ふ
れ
た
如
く
戦
時
体
制
下
で
は
ひ
と
き
わ
目
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
天
間
林
村
に
お
い
て
は
天
間

林
村
分
会
の
他
に
上
北
鉱
山
、
高
森
鉱
山
の
両
鉱
山
に
も
分
会
が
お
か
れ
て
い
た
。
天
間
林
村
分
会
の
分
会
長
は
長
年
に
わ
た
り
中

嶋
信
氏
が
勤
め
て
い
る
。
こ
の
団
体
は
村
当
局
と
密
接
な
連
絡
を
保
ち
な
が
ら
徴
兵
・
出
征
あ
る
い
は
未
入
営
兵
な
ど
の
訓
練
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、
戦
時
体
制
下
の
各
市
町
村
の
戦
意
昂
揚
を
第
一
義
的
目
的
と
し
て
い
た
。

そ
の
他
の
団
体
と
し
て
は
、
軍
友
会
、
銃
後
奉
公
会
な
ど
が
あ
り
、

さ
ら
に
各
部
落
常
会
あ
る
い
は
学
区
な
い
し
部
落
単
位
で
構

成
さ
れ
た
農
事
組
合
な
ど
も
戦
時
下
で
は
食
糧
増
産
、
供
出
な
ど
の
役
割
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

(5) 

戦
線
の
拡
大
と
戦
死
者
の
増
大

先
に
も
ふ
れ
た
如
く
、
特
に
日
華
事
変
以
降
日
本
軍
の
戦
死
者
は
増
大
し
、
そ
れ
は
天
間
林
村
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
戦
死

公
報
が
伝
え
ら
れ
、

そ
し
て
遺
骨
が
と
ど
く
時
、
村
で
は
村
葬
を
催
し
て
い
る
。

葬
儀
委
員
長
は
時
の
村
長
が
こ
れ
を
担
当
し
、
会
場
は
国
民
学
校
な
ど
公
的
機
関
に
設
け
ら
れ
、
在
郷
軍
人
会
関
係
者
が
決
り
文

句
の
弔
詞
を
の
べ
る
。

「
謹
ミ
テ
故

0
0
0
0君
ノ
英
霊
ヲ
祭
ル
。
惟
フ
ニ
君
ハ
先
ニ
大
命
ヲ
奉
シ
・
:
:
征
途
ニ
上
リ
、
高
里
ノ
異
境
ニ
炎
暑
酷

寒
ヲ
冒
シ
勇
戦
奮
闘
、
赫
々
タ
ル
武
功
ヲ
樹
テ
、
皇
威
ヲ
中
外
ニ
宣
揚
セ
リ
、
然
ル
ニ
今
弦
ニ
護
国
ノ
神
卜
ナ
リ
無
言
ノ
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凱
旋
ヲ
ナ
シ
復
タ
見
ル
ヘ
カ
ラ
ス

(
以
下
敵
と
ど
の
よ
う
に
戦
い
果
て
た
か
が
の
べ
ら
れ
る
)
然
ト
雛
モ
君
ノ
犠
牲
ハ
極

東
平
和
ノ
基
タ
ル
ベ
シ
、
今
ヤ
皇
軍
ノ
威
武
ハ
禰
々
振
ヒ
興
亜
ノ
大
業
益
々
進
ミ
聖
戦
ノ
目
的
着
々
達
成
シ
ツ
〉
ア
リ
、

君
以
テ
膜
ス
ヘ
キ
ナ
リ
、
糞
ク
ハ
忠
魂
永
世
ニ
護
国
ノ
神
ト
ナ
リ
皇
運
加
護
一
一
神
意
ヲ
乗
シ
給
ハ
ン
コ
ト
ヲ
在
天
ノ
英
霊

髪
索
ト
シ
テ
来
リ
享
ケ
ヨ
:
:
:
」

か
か
る
最
大
級
の
弔
詞
に
よ
っ
て
も
、
勿
論
若
く
し
て
死
ん
だ
兵
士
達
あ
る
い
は
そ
の
家
族
は
決
し
て
救
わ
れ
は
し
な
い
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
否
そ
れ
以
上
に
戦
死
し
た
る
兵
士
へ
の
村
葬
は
、

さ
ら
に
軍
事
体
制
下
へ
と
村
民
を
追
い
や
り
、
戦
意
を
昂
揚
さ
せ
る

た
め
の
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
一
大
儀
式
で
あ
っ
た
。

だ
が
こ
の
種
の
村
葬
が
行
な
わ
れ
る
う
ち
は
、
ま
だ
幸
い
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ぬ
。
太
平
洋
戦
争
へ
突
入
す
る
や
戦
死
公
報
は

相
次
ぎ
、
あ
る
い
は
遺
骨
す
ら
も
は
や
届
か
ぬ
場
合
の
多
か
っ
た
の
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
太
平
洋
戦
争
の
最
大
の
激
戦
地

の
一
つ
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
レ
イ
テ
島
カ
レ
ボ
ギ
ッ
ト
山
の
名
は
、
お
そ
ら
く
未
だ
青
森
県
民
そ
し
て
天
間
林
村
民
の
多
く
の
人
々

に
記
憶
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
も
は
や
日
本
の
勝
利
の
望
み
全
く
な
く
、
か
っ
全
ゆ
る
戦
線
に
お
い
て
物
資
・
弾
薬
の
欠
乏
し
た

昭
和
二

O
年
六
月
三

O
日
、
ヵ
レ
ボ
ギ
ッ
ト
山
を
め
ぐ
る
米
軍
と
の
死
闘
が
く
り
か
え
さ
れ
、
青
森
県
出
身
者
を
主
体
す
る
部
隊
は
玉

砕
し
た
の
で
あ
る
。
村
役
場
厚
生
課
文
書
『
戦
没
関
係
綴
』
に
よ
る
と
、
昭
和
二

O
年
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
線
で
の
天
間
林
村
出
身
兵
の

戦
死
者
は
約
四

O
名
、
う
ち
一
二
名
余
が
こ
の
カ
レ
ボ
ギ
ッ
ト
山
戦
闘
で
の
戦
死
者
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
戦
死
告
知
書
も
、
戦
闘

後
四
ヶ
月
す
ぎ
た
、

す
な
わ
ち
敗
戦
か
ら
二
ヶ
月
後
の
昭
和
二

O
年
一

O
月
に
県
知
事
よ
り
よ
う
や
く
発
送
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も



は
や
村
葬
も
な
く
、

そ
し
て
「
護
国
の
神
」
と
な
る
こ
と
も
な
く
で
あ
る
。

第
二
節

昭
和
十
年
代
の
農
村
社
会

(→ 

昭
和
十
年
代
の
農
村
社
会
の
展
開

明
治
よ
り
昭
和
に
か
け
て
の
青
森
県
、

そ
し
て
天
間
林
村
の
農
業
と
農
村
社
会
の
問
題
は
、
す
で
に
第
八
章
に
お
い
て
凶
作
を
中

心
と
し
つ
つ
分
析
、
検
討
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
特
に
昭
和
一

0
年
代
、
す
な
わ
ち
戦
時
体
制
下
に
組
み
込
ま
れ
つ
つ

あ
る
時
代
に
お
け
る
農
村
社
会
の
状
況
に
関
す
る
検
討
を
中
心
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
経
済
恐
慌
に
よ
る
重
圧
と
凶
作
に
よ
る
窮
乏
に
悩
む
青
森
県
、

さ
ら
に
東
北
地
方
の
農
村
を
救
済
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い

う
声
は
、
す
で
に
大
正
年
聞
に
も
部
分
的
に
は
み
ら
れ
た
が
(
す
な
わ
ち
東
北
振
興
会
の
設
立
と
活
動
)
、
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
が
「
か

け
声
」
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
自
体
も
「
ノ
ド
元
す
ぎ
れ
ば
:
:
:
」
の
た
と
え
通
り
、

一
時
的
な
も
の
で
し
か
な
く
、
東
北
地
方

農
村
の
貧
困
の
解
決
に
な
る
も
の
は
何
一
つ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
う
し
た
中
で
大
正
一
五
年
以
降
進
め
ら
れ
て
き
た

自
作
農
創
設
・
維
持
政
策
は
戦
後
に
お
け
る
農
地
改
革
に
連
ら
な
る
も
の
と
し
て
注
目
し
て
よ
か
ろ
う
。
勿
論
大
正
一
五
年
に
「
自

作
農
創
設
維
持
補
助
規
則
」
が
出
さ
れ
た
の
は
、

日
本
資
本
主
義
の
要
請
す
な
わ
ち
農
村
市
場
と
強
兵
の
供
給
地
と
し
て
の
農
村
地

帯
が
問
題
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
し
、
当
時
急
速
に
拡
大
し
て
い
た
小
作
争
議
防
止
と
い
う
意
味
も
含
め
ら
れ
て
い
た
の
は
事
実
で

あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
抜
本
的
土
地
制
度
の
改
革
で
は
な
く
、
糊
塗
的
手
段
で
は
あ
っ
た
と
し
て
も
で
あ
る
。

青
森
県
で
は
大
正
一
五
年
八
月
三
日
県
令
に
よ
り
青
森
県
自
作
農
創
設
維
持
資
金
貸
付
規
程
が
公
布
さ
れ
、
自
作
農
創
設
維
持
審

天

間
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査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
昭
和
元
年
よ
り
貸
付
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
資
金
に
対
し
て
貸
付
申
請
額
が
年
々
三
、

四
倍
以
上
も

あ
り
決
し
て
十
分
な
も
の
で
は
な
く
、

か
っ
自
作
農
の
没
落
の
方
が
、

そ
の
維
持
・
創
設
を
上
回
る
勢
い
で
あ
り
、
本
県
に
お
い
て

は
決
し
て
満
足
す
べ
き
成
果
を
あ
げ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
農
村
社
会
は
先
述
の
如
く
益
々
疲
弊
の
度
を
強
め
る
の
で
あ
る
が
、
昭
和
六
年
頃
よ
り
「
東
北
を
救
え
」
の
声
は

一
段
と
大
き
く
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
昭
和
六
年
に
は
じ
ま
っ
た
満
州
事
変
と
の
関
わ
り
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
争
は
、

しミ

わ

ゆ
る
「
強
兵
」
を
要
求
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
母
体
た
る
農
村
の
窮
乏
は
軍
事
的
に
み
て
も
当
然
問
題
視
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
昭
和
七
年
の
議
会
は
「
救
農
議
会
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
「
救
農
」
が
問
題
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
一
に
と
り
あ
げ
ら

れ
た
の
は
救
農
土
木
事
業
で
あ
り
、
つ
い
で
農
家
負
担
の
軽
減
、
農
家
負
債
の
整
理
そ
し
て
政
府
に
よ
る
金
融
打
開
政
策
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
も
の
を
前
提
と
し
て
昭
和
七
年
一

O
月
「
農
村
経
済
更
生
運
動
」
の
大
綱
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
運
動
は
し
か
し
、
農
家
の

自
力
に
よ
る
農
村
経
済
復
興
を
は
か
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
自
力
更
生
運
動
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

青
森
県
に
お
け
る
経
済
更
生
運
動
は
昭
和
七
年
頃
よ
り
開
始
さ
れ
る
。
農
林
省
で
は
全
国
の
町
村
の
約
半
数
を
経
済
更
生
計
画
樹

立
指
定
町
村
と
し
て
そ
の
運
動
を
行
な
わ
し
め
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
受
け
て
青
森
県
で
は
昭
和
七
年
よ
り
一
三
年
ま
で
の

問
、
三
市
を
除
く
一
六
三
一
町
村
全
部
を
指
定
し
て
そ
れ
ぞ
れ
更
生
計
画
を
樹
立
し
て
い
る
。

一
般
に
こ
の
運
動
は
一
種
の
精
神
運
動
で
も
あ
り
、
折
か
ら
の
軍
国
主
義
の
支
配
体
制
固
め
の
流
れ
の
中
で
、
農
民
を
「
挙
国
一
致
・

困
難
打
開
」
の
戦
争
体
制
に
組
み
込
ん
で
ゆ
く
運
動
へ
と
し
だ
い
に
か
え
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
農
事
の
改
良
、
協
同

作
業
の
推
進
、
副
業
の
奨
励
、

さ
ら
に
は
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
生
活
改
善
、
教
育
改
善
な
ど
の
全
般
に
及
ん
で
い
る
。



し
か
じ
こ
う
し
た
農
村
救
済
策
が
実
効
性
を
有
し
な
い
ま
ま
に
終
始
す
る
中
で
、
我
国
は
益
々
戦
争
を
拡
大
し
て
い
た
。
戦
争
は

農
村
社
会
に
二
つ
の
も
の
を
求
め
て
い
た
。
「
一
つ
は
食
糧
の
増
産
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
人
的
資
源
の
培
養
と
供
給
で
あ
っ
た
」
(
『
青

森
県
農
地
改
革
史
』
二
六
三
ペ
ー
ジ
)
。
食
糧
増
産
は
、
直
接
軍
需
品
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
国
民
生
活
安
定
、
低
物
価
政
策
遂
行
上
か

ら
も
戦
時
農
業
政
策
の
中
心
的
課
題
で
あ
っ
た
が
、
現
実
に
は
幾
つ
も
の
矛
盾
の
中
で
極
め
て
困
難
な
課
題
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
矛

盾
と
は
第
一
に
農
村
か
ら
の
労
働
力
の
移
動
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
兵
員
と
し
て
の
徴
発
、
軍
需
工
業
へ
の
動
員
、
大
陸
建
設
の
た
め
の

離
村
、
国
策
と
し
て
の
満
州
移
民
が
あ
っ
た
。

満
州
移
民
な
ど
は
、
初
め
は
過
剰
人
口
の
送
出
と
い
う
事
か
ら
農
村
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
も
は
や
そ
の
必
要

性
の
無
く
な
っ
た
時
期
に
お
い
て
さ
え
国
策
と
し
て
強
行
さ
れ
、

か
つ
農
村
更
生
運
動
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
か

く
し
て
農
村
の
人
口
は
中
堅
労
力
を
失
な
い
、
残
さ
れ
た
も
の
は
当
然
に
女
子
と
老
幼
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
か
く
し
て
こ
の
よ
う
な

労
働
力
の
減
少
は
、
農
業
経
営
の
弱
体
化
、
耕
地
の
過
剰
と
い
う
現
象
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
農
村
の
「
自
己
崩
壊
」
の
危

機
が
急
速
に
深
刻
化
し
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
う
し
た
背
景
の
中
で
従
来
の
地
主
・
小
作
関
係
は
そ
の
ま
ま
で
は
維
持
出
来

、
ず
、
幾
分
は
小
作
人
の
主
張
の
通
る
も
の
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
さ
ら
に
昭
和
一
六
年
に
食
糧
統
制
・
確
保
上
か
ら
小
作
料
が
金

納
制
に
改
め
ら
れ
、

し
か
も
そ
の
価
格
が
公
定
制
に
切
り
か
え
ら
れ
る
と
い
う
一
大
変
革
に
よ
り
一
層
強
め
ら
れ
て
ゆ
き
、
あ
の
強

固
な
地
主
制
度
は
徐
々
ー
に
解
体
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
戦
後
に
お
け
る
農
地
改
革
の
実
質
的
準
備
は
じ
つ
は
こ
う
し
た
戦
争
体
制

の
中
で
な
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
歴
史
の
皮
肉
と
い
う
ほ
か
は
な
い
」
(
『
近
代
秋
田
の
歴
史
と
民
衆
』
二

O
六
ペ
ー
ジ
)
と

い
い
う
る
の
で
あ
る
。
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第
二
の
矛
盾
は
、
肥
料
と
農
耕
馬
の
不
足
で
あ
ろ
う
。
農
耕
馬
の
減
少
は
軍
馬
と
し
て
の
徴
発
の
結
果
、
あ
る
い
は
飼
料
不
足
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
肥
料
不
足
は
化
学
肥
料
、
大
豆
粕
な
ど
の
輪
入
の
減
少
と
国
内
肥
料
工
業
の
軍
需
工
業
へ
の
転
換
、
家
畜
及

び
労
力
不
足
に
よ
る
堆
厩
肥
の
減
少
、
漁
獲
高
減
少
に
よ
る
魚
肥
不
足
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
肥
料
、
特
に
金
肥
不
足
は
農
業

生
産
の
低
下
を
大
き
く
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
第
三
に
、

そ
の
他
生
産
資
材
の
入
手
難
、
第
四
に
低
物
価
価
格
政
策
か
ら
農
産
物
価
は
抑
制
さ
れ
か
っ
供
出
対
象
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
生
産
減
少
、
第
五
に
は
耕
地
自
体
が
軍
事
関
係
施
設
の
た
め
に
潰
さ
れ
た
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。

か
く
し
て
こ
こ
に
昭
和
一
六
年
二
一
月
農
業
生
産
統
制
令
が
公
布
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
各
農
家
の
作
付
並
び
に
労
力
が
一
定
の
計

画
に
従
っ
て
国
家
統
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
同
時
に
「
皇
国
農
民
ノ
維
持
培
養
ガ
不
動
ノ
国
策
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
の

下
に
、
「
農
村
が
最
も
優
秀
な
る
兵
力
及
び
労
力
の
供
給
源
た
る
現
状
に
鑑
み
、
内
地
人
口
の
一
定
数
の
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、
日
・

満
・
支
を
通
じ
内
地
人
口
の
四
割
は
こ
れ
を
農
業
に
確
保
す
る
知
く
措
置
す
る
」
目
的
を
も
っ
た
皇
国
農
村
確
立
運
動
が
、
昭
和
一

六
年
以
降
促
進
さ
れ
て
い
く
事
に
な
っ
た
。
こ
の
運
動
の
中
心
は
、
標
準
農
村
設
定
、
修
練
農
場
組
織
そ
し
て
自
作
農
創
設
で
あ
り
、

農
本
主
義
的
精
神
運
動
と
安
定
せ
る
小
農
経
営
の
創
設
を
め
ざ
し
つ
つ
、
食
糧
増
産
と
「
健
民
健
兵
の
培
養
地
」
農
村
を
創
り
出
そ

う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
運
動
の
中
心
課
題
は
当
然
自
作
農
創
設
に
こ
そ
あ
っ
た
。
こ
の
作
業
は
、
国
内
に
お
け
る
自
作
農
創
設
だ
け
で
は
な
く
、
国

内
に
お
い
て
は
自
作
化
の
道
を
断
た
れ
て
い
る
小
作
農
に
対
し
て
は
、
中
国
か
ら
略
取
し
た
「
満
州
及
内
地
開
発
農
地
へ
ノ
分
村
」

計
画
が
用
意
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
内
地
で
は
自
作
農
へ
の
道
を
絶
た
れ
た
こ
れ
ら
小
作
人
が
、
満
州
の
地
で
「
晴
れ
て
」
自
作
農



と
な
り
、
「
民
族
協
和
の
確
立
達
成
」
「
東
亜
防
衛
ニ
オ
ケ
ル
北
方
拠
点
ノ
強
化
」
「
日
満
ヲ
通
ズ
ル
主
要
食
糧
自
給
力
ノ
充
実
確
保
」

を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る

(
瞳
峻
衆
三
「
皇
国
農
村
確
立
と
自
作
農
創
設
政
策
」
『
一
橋
論
叢
』
所
収
)
。
こ
う
し
た
移
民
の

人
々
が
敗
戦
と
と
も
に
悲
惨
な
生
活
に
つ
き
お
と
さ
れ
た
事
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
先
述
の
如
く
軍
事
動
員
、
労
務
動
員
や
満
州
開
拓
移
民
等
に
よ
り
農
村
か
ら
人
口
が
流
出
し
、

そ
の
結
果
農
業
人
口
は

減
少
し
た
が
、
農
家
戸
数
そ
の
も
の
は
依
然
増
加
傾
向
を
示
し
た
。
そ
の
よ
う
な
人
口
減
と
戸
数
増
と
い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、
農

業
そ
の
も
の
は
放
棄
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
残
っ
た
家
族
で
経
営
さ
れ
た
こ
と
、
第
二
に
食
糧
難
に
よ
る
耕
地
の
確
保
、
第
三
に
統
制
経

済
に
よ
る
転
廃
業
や
戦
災
・
疎
開
に
よ
る
帰
農
増
が
原
因
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
農
業
に
お
け
る
兼
業
化
と
零
細
経
営
化

を
も
た
ら
し
た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
か
く
し
て
皇
国
農
村
確
立
運
動
は
挫
折
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
い
わ
ゆ
る
新
体
制
運
動
が
進
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
政
治
面
で
は
大
政
翼
賛
運
動
で
あ
り
、
経
済
面
で

は
東
亜
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
経
済
の
編
成
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
農
業
の
再
編
成
が
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
上
述
の
如
き
事

情
の
下
で
は
声
の
み
高
く
結
実
を
み
な
い
ま
ま
で
終
戦
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。
唯
一
、
農
業
団
体
の
統
合
の
み
は
進
展
し
た
。
中
央

に
お
い
て
は
、
昭
和
一
八
年
三
月
に
農
業
団
体
法
が
公
布
さ
れ
、
中
央
農
業
会
、
全
国
農
業
経
済
会
、
農
林
中
央
金
庫
の
三
本
建
て

と
さ
れ
、
地
方
は
市
町
村
農
会
、
道
府
県
農
会
に
夫
々
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
青
森
県
で
も
昭
和
一
九
年
二
月
以
降
九
月
末

ま
で
に
一
六
三
市
町
村
で
農
会
の
設
立
が
あ
っ
た
。

戦
争
の
深
刻
化
は
必
然
的
に
イ
ン
フ
レ
を
招
く
も
の
で
あ
っ
た
。
政
府
の
諸
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
イ
ン
フ
レ
は
日
増
に
悪
化
し

て
い
っ
た
。
農
業
生
産
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
昭
和
二
ハ
年
の
凶
作
、
二

O
年
凶
作
に
よ
り
大
打
撃
を
う
け
た
。
し
か
し
農
家
経

天

間

林

村

史

五



第
五
編

近

代

一
二
五

済
は
こ
れ
と
は
逆
比
例
し
て
好
転
、
昭
和
初
期
以
来
の
負
債
の
重
圧
か
ら
脱
却
を
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
農
家
の
繁
栄
は

農
業
生
産
力
増
大
の
結
果
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
結
局
は
農
業
自
体
の
崩
壊
の
途
で
も
あ
っ
た
。

(ニ)

天
間
林
村
に
お
け
る
農
村
経
済
更
生
運
動

-
|
天
間
林
村
の
昭
和
十
年
代
の
状
況
(
I
V
|
|

本
節
第
一
項
に
お
い
て
は
昭
和
一

0
年
代
の
全
国
的
な
い
し
は
青
森
県
の
農
村
社
会
の
動
向
を
概
観
し
て
き
た
が
、
以
下
で
は
天

間
林
村
に
お
け
る
状
況
を
具
体
的
に
検
討
し
よ
う
。
但
し
」
あ
く
ま
で
も
資
料
的
に
許
さ
れ
う
る
範
囲
内
に
お
い
て
で
あ
り
、
全
面
的

な
検
討
は
後
日
に
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
最
初
に
農
村
経
済
更
生
運
動
に
つ
い
て
み
よ
う
。

先
述
の
知
く
農
村
経
済
更
生
運
動
は
、
昭
和
七
年
以
降
本
格
的
に
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
青
森
県
で
も
昭
和
七
年
よ
り
二
二
年

に
か
け
て
県
内
各
町
村
を
指
定
し
運
動
の
遂
行
を
は
か
っ
て
い
た
。
天
間
林
村
は
昭
和
一
一
年
に
県
に
よ
り
指
定
村
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
天
間
林
村
の
場
合
、
こ
の
指
定
を
受
け
る
以
前
よ
り
経
済
更
生
運
動
の
計
画
は
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
経
済
更
生
計
画
書
」
(
謄
写
刷
、
年
月
日
不
明
だ
が
、
記
載
事
項
よ
り
昭
和
一
一
年
頃
の
印
刷
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
)
に
「
本
村

ハ
始
メ
昭
和
七
年
経
済
更
生
計
画
ヲ
樹
立
シ
統
制
ア
ル
組
織
ノ
下
ニ
計
画
ノ
実
行
ニ
努
力
セ
シ
モ
打
続
ク
凶
作
ノ
タ
メ
一
頓
座
ヲ
来

シ
タ
ル
所
偶
々
県
ノ
勧
奨
ト
相
倹
ッ
テ
計
画
ニ
再
検
討
ヲ
加
へ
時
難
ニ
即
応
セ
ル
計
画
ノ
樹
立
ヲ
見
ル
ト
同
時
二
県
ノ
経
済
更
生
指

定
村
ト
ナ
り
:
・
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
県
の
指
定
村
と
な
っ
た
天
間
林
村
は
同
年
経
済
更
生
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

さ
ら
に
こ
れ
は
日
華
事
変
の
深
刻
化
の
中



で
一
層
の
拡
充
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
委
員
会
は
、
経
済
更
生
運
動
推
進
の
主
体
で
あ
る
が
、

そ
の
権
限
、
組
織
に
つ
い
て

『
委
員
会
規
程
』

よ
り
み
て
お
こ
う
。

第
一
候

省
略

第
二
候

本
曾
ハ
本
村
ノ
経
済
更
生
並
二
重
要
産
業
政
策
ノ
賓
行
ノ
徹
底
ヲ
国
ル
タ
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

て
経
済
更
生
ニ
関
ス
ル
事
項

以
下
四
項
目
列
挙
さ
れ
て
い
る

二
、
重
要
産
業
政
策
ニ
関
ス
ル
事
項

付
重
要
農
林
水
産
物
ノ
生
産
維
持
増
進
ニ
関
ス
ル
綜
合
計
画
農
林
水
産
業
ノ
経
営
ニ
必
要
ナ
ル
物
資
ノ
配
給
及
労
力
ノ
需
給
調
整
計

商
ノ
調
査
審
議

ω前
項
ノ
賓
行
ニ
関
ス
ル
指
導
督
励

同
其
ノ
地
重
要
産
業
政
策
ニ
関
ス
ル
事
項

第

{条

本
曾
ニ
左
ノ
部
門
ア
置
ク

統
制
部

教
化
部

経
済
部

経
営
部

天

間

林

キす

史

五



第
五
編

近

代

第
四
傑

(
略
)

舎
長
ハ
本
村
長
ヲ
以
テ
之
ニ
充
テ
、
委
員
及
専
門
委
員
ハ
左
ノ
者
ノ
内
ヨ
リ
曾
長
之
ヲ
委
嘱
ス

第
五
篠

五
四

二
、
村
舎
議
員
及
吏
員

一
、
農
舎
、
産
業
組
合
、
漁
業
組
合
、
農
事
責
行
組
合
、
其
他
産
業
及
教
化
各
種
圏
体
ノ
関
係
者

三
、
同
学
校
教
職
員

四
、
其
ノ
他
適
当
ナ
ル
者

第
六

1
十
傑

略

さ
ら
に
指
導
お
よ
び
実
行
統
制
組
織
図
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

各

種

団

体

農
事
実
行
改
良
組
合

村

会

議

員

村

農

会

村

役

場

産

業

組

合

学

校

在

郷

軍

人

会

青

年

団

神

社

・

寺

院

経

済

部(
産
業
組
合

経

営

教

化

主部

校

長部
会



こ
う
し
て
み
る
と
こ
の
農
村
経
済
更
生
運
動
は
、
村
全
体
の
あ
ら
ゆ
る
指
導
部
を
ま
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
単
に
経
済
的
、
産

業
的
運
動
に
と
ど
ま
ら
ず
政
治
的
、
思
想
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
に
読
み
取
り
う
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
体

制
が
広
汎
に
樹
立
さ
れ
、

そ
れ
を
上
部
機
関
、
権
力
が
に
ぎ
る
な
ら
ば
、

一
元
的
な
全
国
的
農
山
漁
民
支
配
体
制
と
し
て
結
実
す
る

こ
と
に
な
る
こ
と
は
先
述
の
如
く
で
あ
る
。

計
画
実
行
の
場
合
に
お
い
て
、
天
間
林
村
に
お
い
て
比
較
的
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の
が
「
一
族
組
合
」
で
あ
る
。
「
更
ニ
本
村
独
特

ノ
計
画
タ
ル
村
内
各
部
落
二
十
人
程
度
ノ
一
族
ヲ
以
テ
組
合
ヲ
組
織
セ
シ
介
農
産
業
ハ
勿
論
各
般
三
臼
一
リ
活
躍
セ
シ
ム
ル
:
・
」
と
あ

る
。
但
し
お
そ
ら
く
昭
和
一
三
年
の
印
刷
と
思
わ
れ
る
『
経
済
更
生
計
画
及
其
実
行
費
調
』
で
は
こ
の
「
一
族
組
合
」
は
な
く
、
代

っ
て
「
三
十
名
程
度
ノ
連
帯
責
任
ヲ
負
フ
実
行
組
合
ヲ
設
置
シ
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
実
行
組
合
」
は
先
の
「
一
族
組
合
」
と
同
一

的
発
想
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
経
済
更
生
運
動
は
、
こ
う
し
て
血
縁
的
関
係
に
基
づ
く
「
協
同
体
」
を
、
末
端
の
実
行
組

織
と
位
置
づ
け
つ
つ
統
制
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
そ
れ
で
は
い
か
な
る
計
画
を
以
て
実
行
し
て
ゆ
こ
う
と
し
て
い
た
の
か
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
前
掲
『
計
画
書
』
と
『
実
行

費
調
』
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
後
者
の
方
が
極
め
て
一
般
的
で
あ
り
、

お
そ
ら
く
他
の
町
村
同
様
の
計
画
を
中
心
と
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
の
に
対
し
、
前
者
は
や
〉
趣
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
も
見
う
け
ら
れ
る
。
以
下
そ
の
点
を
中
心
と
し
て
紹
介
し
よ
う
。

ま
ず
計
画
の
中
で
「
天
間
林
村
更
生
計
画
ノ
特
色
」
な
る
項
目
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
は
、
付
耕
種
法
ノ
改
善
ニ
依
リ
農
作
物
ノ

増
収
、
増
収
ニ
依
ル
収
入
金
ヲ
土
地
引
戻
費
ニ
充
当
セ
シ
ム

セ
シ
メ
保
健
費
ニ
充
当
セ
シ
ム

同
化
学
肥
料
ノ
駆
逐
徹
底
ヲ
期
ス
、
従
来
ノ
化
学
肥
料
代
金
ヲ
貯
蓄

同
副
業
ノ
奨
励
徹
底
ヲ
期
ス
、
副
業
ニ
依
ル
収
入
金
一
ヲ
負
債
整
理
費
ニ
充
当
セ
シ
ム

と
あ
り
、

天

間

林

村

史

一
一
一
五
五



第
五
編

近

代

一
二
五
六

こ
れ
ら
を
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
計
画
は
貧
農
小
作
人
か
ら
の
脱
却
を
、
白
か
ら
の
努
力
の
中
で
行
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
姿
が
読

み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
は
、
経
済
更
生
運
動
を
考
え
て
ゆ
く
時
重
要
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
皇
国
精
神
・
建
国
の
大
義

に
す
り
換
え
ら
れ
て
ゆ
く
こ
の
運
動
は
、
初
発
に
あ
っ
て
は
必
ず
し
も
そ
う
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
(
寺
島

六
郎
「
北
海
道
に
お
け
る
経
済
更
生
計
画
」
『
史
流
』

一
五
号
参
照
せ
よ
)
。

か
か
る
計
画
も
昭
和
二
二
年
に
な
る
と
他
町
村
と
比
較
し
て
差
し
た
る
特
徴
な
き
も
の
と
変
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
実

行
費
調
」
に
よ
る
な
ら
ば

一
、
適
正
規
模
経
営
実
験
農
場
設
置

二
、
作
物
増
産
施
設

三
、
畜
産
改
良
施
設

四
、
耕
地
改
良
施
設

五
、
販
売
統
制
施
設

六
、
農
道
改
修

七
、
負
債
整
理
組
合
設
置

八
、
満
州
移
民
奨
励

の
八
項
目
が
計
画
大
綱
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
天
間
林
村
の
経
済
更
生
を
図
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
昭
和
一
一
年
当
時
の
も
の
に

比
べ
て
具
体
性
に
欠
け
る
き
ら
い
が
強
い
も
の
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。



満州開拓民及ぴ青少年義勇軍送出調(昭和 9一17年)

日召平日 9 11 11 H 
言十

H召手口18
-14年 1 15-4'- 16年 17年 年計画

Fコ F' F' 戸 F' 戸

427 63 77 75 642 255 

一般開拓民 集計合 58 186 139 151 534 152 

485 249 216 226 1，176 407 

林業開拓民 ... ... ... ... 153 .... 
人 人 人 人 人 人

青少年義勇箪 476 179 233 240 1，128 350 

第100表

天

林

間

村

県調査「一般開拓民青少年義勇軍送出統計表」により作成。

註林業開拓民の年度別内訳は判明しない。義勇軍送出数は13年度からで13年371、14
年105である。 (W青森県農地改革史』より引用)

史

こ
う
し
て
昭
和
一
三
年
に
は
お
そ
ら
く
最
終
的
計
画
が
決
定
し
、
経
済
更
生
計
画

の
目
標
年
度
す
な
わ
ち
五
年
後
の
昭
和
一
八
年
を
め
ざ
し
て
具
体
的
に
動
き
は
じ
め

ょ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
先
述
の
如
く
、
時
す
で
に
戦
争
は
深
刻
化
す
る

の
み
で
、

か
か
る
計
画
も
、

ひ
た
す
ら
精
神
運
動
へ
と
傾
斜
さ
せ
ら
れ
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(司

天
間
林
村
か
ら
の
満
州
移
民
の
実
態

-
|
天
間
林
村
の
昭
和
十
年
代
の
状
況

(
H
)
I
l

(1) 

満
州
農
業
移
民

満
州
移
民
計
画
は
、
当
初
は
専
ら
農
村
部
に
お
け
る
二
、
三
男
対
策
で
あ
り
、

し五

わ
ば
過
剰
人
口
の
は
け
口
と
、
満
州
に
お
け
る
自
作
農
創
設
と
い
う
経
済
上
の
理
由

を
背
景
に
推
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
東
北
地
方
や
長
野
県
な
ど
の
農
山
村
か

ら
の
移
民
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
戦
線
拡
大
の
中
で
は
、
対
ソ
連
戦
へ
の
い
わ
ば
「
屯

田
兵
」
と
し
て
の
役
割
を
担
な
わ
さ
れ
つ
つ
、
さ
ら
に
も
は
や
労
働
力
が
不
足
し
つ
つ

あ
る
農
村
で
は
国
策
的
観
点
か
ら
の
み
強
行
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

青
森
県
か
ら
の
満
州
移
民
の
数
を
あ
げ
れ
ば
上
表
の
如
く
で
あ
る
。

一
二
五
七
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第101表ー 1
引揚者の世帯数

世帯

j前 チトl 63 

樺 太 32 

中 国 3 

朝 鮮 2 

よ仁λヨ 湾 2 

不 明 2 

ま
た
こ
れ
ら
移
民
は
そ
れ
ぞ
れ
団
体
を
つ
く
っ
て
入
植
し
た
が
青
森
県

※中国とは 'j前州」を

除く、現中華人民共

和国の地である。

関
係
は
、
合
計
五
四
団
体
、
戸
数
一
、
五
一
一
一
戸
、
七
、
三

O
七
人
と
な

っ
て
い
る
(
『
青
森
県
農
地
改
革
史
』
)
。

さ
て
こ
れ
ら
の
中
で
天
間
林
村
に
関
係
す
る
も
の
に
つ
い
て
述
べ
て
お

こ〉つ。

一
体
ど
の
程
度
の
人
々
が
、
満
州
へ
移
民
、
移
住
し
た
の
か
を
正

確
に
知
る
べ
き
資
料
は
な
い
。
こ
う
し
た
中
で

『
引
揚
者
事
実
調
査
綴
』
は
、
幸
い
に
も
帰
還
し
え
た
人
々
の
み
に
関
し
て
で
は
あ

る
が
、
そ
の
一
端
を
示
し
て
く
れ
よ
う
。

天
間
林
村
役
場
所
蔵
の

『
引
揚
者
事
実
調
査
綴
』
に
よ
る
な
ら
ば
、
本
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
昭
和
三
一
年
度
に
お
い
て
天
間
林

村
内
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
外
地
か
ら
の
引
揚
者
(
家
族
)
は
、
合
計
一

O
四
世
帯
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
第
一

O
一
表
(
一
)
の

通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
全
て
が
天
間
林
村
出
身
で
あ
っ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
大
半
は
そ
う
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

こ
れ
ら
引
揚
者
の
う
ち
満
州
以
外
の
人
々
を
簡
単
に
追
っ
て
み
る
と
、
中
国
か
ら
の
三
名
は
官
吏
、
会
社
員
、
自
動
車
修
理
工
、

朝
鮮
か
ら
の
二
名
は
会
社
員
未
亡
人
、
公
吏
、
台
湾
か
ら
の
二
名
は
、
鉱
山
技
師
(
一
九
年
徴
兵
)
未
亡
人
、
鉱
山
技
師
で
あ
っ
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
樺
太
か
ら
の
引
揚
者
は
、
農
業
、
林
業
、
鉱
業
な
ど
へ
の
従
事
者
が
多
い
が
、
こ
れ
は
大
正
よ
り
昭
和
に
か
け

て
渡
っ
た
人
々
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
引
揚
者
が
、
途
中
で
夫
、
妻
あ
る
い
は
子
供
を
失
い
つ
つ
よ
う
や
く
本
国

に
帰
り
つ
い
て
い
る
こ
と
は
、
満
州
か
ら
の
引
揚
者
と
同
様
で
あ
る
。

さ
て
満
州
か
ら
の
引
揚
者
六
三
世
帯
に
つ
い
て
ま
ず
現
地
で
の
職
業
を
示
そ
う
。
(
第
一

O
一
表
三
)



こ
の
う
ち
農
業
関
係
者
の
大
半
が
、

い
わ
ゆ
る
満
州
開
拓
移
民
で
あ
る
。
所
属
団
体
名
と
人
数
を
列
挙
し
た
の
が
第
一

O
一
!
二

表
で
あ
る
。

第101表-2 
満州開拓移民団

開 拓 団 世帯数

日の出開拓団 6 

東北開拓国 3 

古城鎮開拓国 3 

長英屯開拓国 4 

上学回開拓団 l 

太平川開拓団 l 

大八洲開拓国 1 

二流開拓国 1 

西弥栄開拓団 1 

大東開拓団 1 

大民開拓国 2 

青 森 開拓団 1 

老虎開拓国 1 

北勇開拓国 1 

その他、不詳 6 

(合計) 33 

次
に
農
業
開
拓
団
の
渡
満
(
移
民
)

第101表一 3
引揚者(現地)の職業

職 業 世帯数

農 業 関 係者 33(5) 

j前鉄関係者 5 

1"， ふー， 吏 8(1) 

~ぇ、 ネ土 員 7 

軍 関 係 6 

その他、不明 4(1) 

し
た
年
代
は
第
一

O
一Il--
四
表
の
通
り
で
あ
る
。

但し、世帯主が死亡してそ

の家族のみの引f持者は、現

地での世帯主の職業をあげ

る。また()内は、徴兵され

ていった数である。

註 官吏とは満州国関係を含む。

先
述
の
如
く
青
森
県
関
係
者
の
移
民
は
合
計
五
四
団
体
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
少

第101表-4

年別渡満世帯数

移民年 世帯数

昭和12年

13 

14 5 

15 8 

16 4 

17 l 

18 3 

開
拓
団
の
苦
労

天
間
林
村
出
身
者
が
最
も
多
く
参
加
し
て
い
る
の
は
日
の
出
開
拓
団
で
あ
る
が
、
こ

士
的
ヲ
匂
。

な
く
と
も
一
四
団
体
に
は
天
間
林
村
出
身
者
と
思
わ
れ
る
人
々
が
参
加
し
て
い
た
の
で

(2) 

|
|
日
の
出
開
拓
団
の
場
合
|
|

れ
に
関
し
て
は
、
こ
の
開
拓
団
の
団
長
で
あ
っ
た
月
館
勝
蔵
氏
に
よ
り
『
満
州
開
拓
誌
ー
ー
ム
一
円
森
日
之
出
開
拓
国
」
(
昭
五
三
年
)
と

天

史

し
て
編
集
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
詳
し
く
は
そ
れ
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
極
く
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
本
開
拓
団
は
満
州
(
現

一
二
五
九

林

問

村
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中
国
東
北
区
)
吉
林
省
懐
徳
県
響
水
村
田
家
窪
屯
に
あ
り
、

そ
の
位
置
は
ハ
ル
ピ
ン
と
奉
天
の
中
間
に
位
置
す
る
鉄
道
・
道
路
の
便

の
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
青
森
県
内
一
円
か
ら
移
民
を
募
り
、
昭
和
一
五
年
入
植
、
計
画
で
は
五

O
戸
の
と
こ
ろ
実
際
は
二
八
戸

し
か
な
く
、

そ
の
た
め
二
戸
あ
た
り
六
町
の
予
定
が
十
町
歩
の
割
り
当
て
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
意
味
で
は
入
植
条
件
は
極

め
て
恵
ま
れ
た
方
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
「
恵
ま
れ
」
た
土
地
も
実
は
満
州
人
の
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
を
日
本
が
略
奪
し
、

日
本
人
農
民
へ
と
割
り
当
て
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
「
満
農
よ
り
既
懇
地
三
百
町
歩
を
強
制
買
収
、

其
処
に
開
拓
者
を
入
植
さ
せ
た
。
苦
力
達
が
良
く
、
此
の
畑
は
我
の
畑
で
あ
っ
た
と
洩
ら
し
て
い
た
。
」
(
月
館
・
前
掲
書
六
五
ぺ
!

ジ
)
と
あ
る
の
は
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
入
植
し
て
五
年
、
比
較
的
め
ぐ
ま
れ
て
い
た
こ
の
開
拓
団
も
日
本
の
敗
戦
に
よ
り
思
い
も

か
け
ぬ
苦
労
に
み
ま
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ソ
連
軍
の
進
駐
、

日
本
政
府
・
軍
の
無
責
任
な
撤
収
の
中
で
、

よ
う
や
く
日
本
へ
の
引
揚

げ
は
昭
和
二

O
年
八
月
で
あ
っ
た
。
昭
和
一
五
年
、
自
作
農
に
な
れ
る
と
い
う
期
待
の
中
で
、
は
る
ば
る
満
州
へ
渡
っ
た
人
々
の
夢
は

こ
う
し
て
あ
え
な
く
つ
い
え
た
の
で
あ
っ
た
。
満
州
の
地
へ
「
王
道
楽
土
」
を
求
め
た
人
々
は
、
戦
後
、
再
度
故
国
日
本
に
お
い
て
新

し
い
土
地
へ
開
拓
者
と
し
て
入
植
す
る
事
に
な
る
。
(
戦
後
編
参
照
)

(3) 

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍

満
州
開
拓
移
民
と
言
え
ば
、
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
も
の
と
し
て
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
が
あ
っ
た
。
前
掲
開
拓
団
の
う
ち
長
英
屯
開

拓
国
と
あ
る
の
は
、
実
は
こ
の
青
少
年
義
勇
軍
出
身
の
人
々
の
開
拓
団
に
他
な
ら
な
い
。

一
体
こ
の
青
少
年
義
勇
軍
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
今
こ
こ
は
詳
し
く
の
べ
る
場
で
も
な
い
の
で
、
例
え
ば
上
笠
一
郎
『
満
蒙
開

拓
青
少
年
義
勇
軍
』
(
昭
川
崎
)
な
ど
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

一
言
で
言
う
な
ら
ば
そ
れ
は
日
本
の
侵
略
戦
争
の
拡
大
の
中
で
、
新



た
に
獲
得
し
た
治
安
不
良
の
植
民
地
へ
、
ま
だ
幼
い
少
年
を
武
装
さ
せ
、
送
り
出
す
こ
と
に
よ
り
戦
線
の
一
翼
を
担
わ
そ
う
と
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
前
掲
書
著
者
は
、
「
世
界
史
上
ま
れ
な
る
児
童
残
酷
事
件
」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
青
少
年
義
勇
軍
の
発
足
は
、
昭
和

一
二
年
一
一
月
三
日
の
「
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
に
関
す
る
建
白
書
」
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
文
書
の
提
出
者
は
、

農
村
更
生
協
会
理
事
長
石
黒
忠
篤
、
満
州
移
住
協
会
の
理
事
長
と
理
事
(
そ
の
一
人
が
か
の
加
藤
完
治
)
他
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受

け
そ
の
年
一
一
一
月
に
は
「
満
州
青
少
年
移
民
実
施
要
綱
」
が
作
成
さ
れ
、
翌
昭
和
一
三
年
一
月
に
は
そ
れ
を
修
正
し
た
「
満
蒙
開
拓

青
少
年
義
勇
軍
募
集
要
綱
」
が
つ
く
ら
れ
、
直
ち
に
募
集
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。
青
少
年
義
勇
軍
の
目
的
は
、
「
(
そ
の
)
為
さ
ん

と
す
る
と
こ
ろ
は
、
わ
が
青
少
年
を
編
成
し
て
勤
労
報
国
の
一
大
義
勇
軍
た
ら
し
め
ん
が
た
め
に
、
全
満
数
ヶ
所
の
重
要
地
点
に
大

訓
練
所
を
設
け
て
こ
こ
に
入
所
せ
し
め
、
開
拓
訓
練
即
教
育
、
軍
事
教
練
即
警
備
な
る
現
地
の
環
境
に
即
せ
る
方
法
に
よ
り
て
、

日

満
を
貫
く
雄
大
な
皇
国
精
神
を
錬
磨
せ
し
め
、
こ
れ
を
も
っ
て
他
日
堅
実
な
る
農
村
建
設
の
指
導
精
神
た
ら
し
め
、
併
せ
て
満
州
農

業
経
営
に
必
要
な
る
知
識
技
能
を
修
練
せ
し
む
る
」
こ
と
で
あ
り
、
否
そ
れ
以
上
に
「
あ
る
い
は
将
来
の
移
民
地
を
確
保
し
、
あ
る

一
朝
有
事
の
際
に
は
、
現
地
後
方
兵
姑
の
万
全
に
資
す
る
」
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

い
は
交
通
路
を
確
保
し
、

昭
和
一
三
年
に
第
一
次
の
募
集
が
開
始
さ
れ
る
と
マ
ス
コ
ミ
も
こ
れ
を
大
々
的
に
宣
伝
し
、
ま
た
青
少
年
も
「
内
地
よ
り
は
良
い

か
も
知
れ
ぬ
」
と
思
い
、

ま
た
一
種
の
ヒ
ロ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
感
情
も
手
伝
っ
て
続
々
と
応
募
し
た
の
で
あ
っ
た
。
第
一
次
募
集
の

場
合
は
予
定
人
員
以
上
の
応
募
が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
も
当
初
だ
け
で
あ
り
、

そ
の
応
募
は
し
だ
い
に
減
少
し
、
主
管
官
庁
た
る

拓
務
省
は
、
文
部
省
を
通
し
て
地
方
長
官
、
学
務
部
長
に
通
達
を
出
し
、
小
学
校
・
青
年
学
校
な
ど
か
ら
志
願
を
勧
誘
さ
せ
た
の
で

あ
っ
た
。

天

ヰ
1
1
4

日
作

林

村

史

ーム/、
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さ
て
こ
う
し
た
中
で
昭
和
二
二
年
の
第
一
次
募
集
に
応
募
、
青
少
年
義
勇
軍
と
し
て
渡
満
し
た
青
少
年
の
中
に
は
青
森
県
出
身
者

工
藤
政
太
郎
、
沢
田
真
男
、
西
野
信
治
、
府
勇

ま
た
そ
の
中
に
は
天
間
林
村
出
身
者
が
五
名
ほ
ど
い
た
の
で
あ
る
。

次
郎
、
市
ノ
渡
鶴
松
の
五
名
で
あ
る
。

彼
ら
は
昭
和
一
三
年
三
月
半
ば
に
三
本
木
町
で
の
試
験
(
身
体
検
査
な
ど
が
主
)

壮
行
会
を
受
け
、
四
月
二
八
日
他
の
青
森
県
出
身
者
に
合
流
、
青
森
市
を
出
発
、
翌
二
九
日
、
茨
城
県
東
茨
城
郡
下
中
妻
村
字
内
原
の
内

を
う
け
て
合
格
、
一
二
月
三
一

O
日
天
間
林
村
で
の

原
訓
練
所
に
入
所
す
る
。
県
内
出
身
者
、

五
才
か
ら
一
七
、 ま

た
天
間
林
村
出
身
者
も
他
県
出
身
者
同
様
多
く
は
農
民
、
特
に
小
作
農
の
二
、
三
男
で
あ

り
、
ま
た
年
令
も
一
四
、

で
あ
る
。

八
才
と
若
か
っ
た
の
で
あ
る
。
左
表
は
義
勇
隊
員
の
年
令
、
学
歴
、
家
の
職
業
の
割
合

第102表
義勇軍の年令・学歴・家の職業

(昭14年 2月)

年令(数え年) % 学 歴 % 

15 i 1 尋常小卒 4 

16 10 高 等 小 卒 47 

17 30 " 中 退 3 

18 19 青年学校卒 4 

19 17 " 中退 34 

20 19 中等学校卒 2 

21 3 " 中退 4 

22 l そ の他 l 

家の職業 % 
しミ

農 業 77 土
商 業 8 地

工 業 5 
よ
り

1"， ιー， 吏 2 新

~ ミ ネ土 員 2 し
v) 

教 員 1 土
漁業、その他 4 地

不 明 1 
行

者
中
の
一
人
、

工
藤
政
太
郎
氏
は
、
当
時
満
一
四

長
男
で
あ
る
た
め
親
は
志
願
を
反
対
し
た
が
、
「
狭

き
生
活
す
る
方
が
視
野
も
広
ま
る
」
と
考
え
志
願

前長j書P.49
より引用)

す
る
が
、
そ
の
場
合
、
当
時
の
天
間
館

小
学
校
校
長
白
浜
末
吉
氏
の
勧
め
も
大

い
に
働
い
た
と
い
う
(
工
藤
氏
談
)
。

(上笠一郎

と
こ
ろ
で
こ
の
内
原
訓
練
所
と
は
か

の
加
藤
完
治
が
所
長
を
す
る
満
蒙
義
勇



軍
の
唯
一
の
内
地
訓
練
所
で
あ
っ
た
。
組
織
は
全
て
軍
隊
に
な
ら
っ
て
編
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
訓
練
・
生
活
も
ま
た
同

様
に
軍
隊
式
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
約
三
ヶ
月
の
訓
練
を
青
少
年
は
受
け
る
の
で
あ
っ
た
。
青
森
県
出
身
者
は
第
一
大
隊
第
四
中
隊
に

所
属
し
た
。

さ
て
内
原
で
の
訓
練
が
終
り
、
彼
ら
は
昭
和
二
二
年
六
月
三

O
日
内
原
を
出
発
、
七
月
七
日
神
戸
港
よ
り
渡
満
す
る
。
七
月
五
日

に
は
大
連
に
上
陸
、
七
日
に
吉
林
省
永
吉
県
双
河
鎮
取
柴
河
の
訓
練
所
に
入
所
す
る
。
以
後
仮
設
の
ア
ン
ペ
ラ
小
屋
を
宿
舎
と
し
な

が
ら
本
宿
舎
建
設
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
食
生
活
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
病
死
者
が
し
ば
し
ば
出
る
有
様

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
時
に
は
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
た
め
ソ
満
国
境
警
備
に
も
派
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
所
内
で
の
生
活
改

善
を
め
ぐ
る
イ
ザ
コ
ザ
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
中
で
昭
和
二
ハ
年
に
は
北
安
省
綬
稜
県
双
泉
鎮
村
長
英
屯
に
入
植
が
行

な
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
頃
よ
り
団
員
は
入
隊
・
応
召
の
た
め
次
第
に
そ
の
数
を
減
少
さ
せ
て
い
っ
た
。
昭
和
二

O
年
七
月
下
旬
に

な
る
と
男
子
は
殆
ん
ど
応
召
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

(
以
上
の
記
述
は
、
工
藤
政
太
郎
氏
よ
り
の
聞
き
取
り
と
、
氏
よ
り
拝
借
し
た
『
取
柴
河
拓
友
会
々
員
名
簿
』
中
の
年
表
に
よ
っ
た
)

青
少
年
の
夢
l
新
天
地
で
地
主
に
な
れ
る
事
、
あ
る
い
は
視
野
を
大
き
く
持
て
る
事
は
こ
う
し
て
あ
え
な
く
つ
い
え
去
っ
た
の
で

あ
っ
た
。
な
お
、
昭
和
二
二
年
の
第
一
次
青
少
年
義
勇
軍
に
つ
づ
い
て
、
昭
和
一
四
年
の
第
二
次
隊
に
も
天
間
林
村
か
ら
は
四
名
(
天

間
盛
蔵
、
築
田
七
郎
、
天
間
松
男
、
鳥
谷
部
等
)
が
参
加
し
た
こ
と
が
「
中
嶋
信
日
記
』
よ
り
判
明
す
る
。
(
但
し
『
引
揚
者
事
実
調

査
票
」
に
は
、
う
の
う
ち
築
田
氏
の
み
が
あ
り
他
三
名
は
な
い
。
あ
る
い
は
再
び
故
国
に
帰
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
)
こ

の
様
に
天
間
林
村
か
ら
も
年
々
何
名
か
の
青
少
年
が
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。

天

間

林

村

史

一」
ノ、
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白
浜
末
吉
氏
と
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍

さ
て
我
々
は
本
項
の
最
後
に
白
浜
末
吉
氏
の
人
と
思
想
な
り
を
若
干
と
も
取
り
あ
げ
て
お
こ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
氏
の
思
想
や
そ

の
行
動
の
中
に
、
当
時
の
満
蒙
開
拓
に
寄
せ
る
日
本
人
の
意
識
・
考
え
方
を
探
り
あ
て
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、

ま
た
氏
の
感
化
の
下
、

少
な
く
と
も
第
一
次
青
少
年
義
勇
軍
に
応
募
し
た
青
少
年
が
い
る
か
ら
で
あ
る
。

白
浜
末
吉
氏
は
大
正
一

O
年
三
月
青
森
師
範
学
校
卒
業
、
そ
の
後
広
島
高
等
師
範
に
入
学
す
る
も
間
も
な
く
中
退
、
大
正
一
一
年
一

月
上
北
郡
域
内
尋
常
小
学
校
訓
導
に
な
り
、
以
後
上
北
郡
内
の
小
学
校
に
勤
務
、
昭
和
七
年
三
月
=
二
日
付
に
て
天
間
館
尋
常
高
等

小
学
校
校
長
と
し
て
就
任
す
る
。
以
後
満
六
年
こ
の
職
に
あ
り
、
昭
和
一
三
年
三
月
県
社
会
教
育
主
事
補
と
な
り
、

一
四
年
四
月
こ

れ
を
退
職
、
翌
一
五
年
四
月
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
内
原
訓
練
所
入
所
、
同
六
月
ハ
ル
ピ
ン
幹
部
訓
練
所
入
所
、
同
一

O
月
満
州

開
拓
青
少
年
義
勇
隊
寧
安
訓
練
所
大
隊
長
と
し
て
赴
任
、
昭
和
二

O
年
一
一
月
八
日
留
守
部
隊
長
と
し
て
小
ハ
ン
ド
ル
に
て
病
死
し

た
白
浜
末
吉
氏
の
教
育
(
論
)
lま

一
般
に
は
「
農
業
重
視
の
労
作
教
育
」
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
当
時
か
ら
有
名
で
あ
り
、

県
下
は
も
と
よ
り
県
外
か
ら
も
多
く
の
人
々
が
視
察
に
訪
ず
れ
、

そ
の
中
に
は
小
原
因
芳
も
い
た
と
い
う
。

こ
の
労
作
教
育
と
は
一
体
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
、
白
浜
氏
自
身
の
述
べ
る
と
こ
ろ
か
ら
紹
介
し
て
お
こ
う
。

白
浜
氏
は
ま
ず
当
時
の
教
育
の
あ
り
方
が
「
知
情
意
の
円
満
に
発
達
し
た
、
形
式
的
自
由
人
の
養
成
に
あ
り
」
し
た
が
っ
て
「
教
育

は
甚
し
く
現
実
の
生
活
を
軽
視
し
或
は
無
視
し
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
教
養
を
尊
重
し
て
、
之
に
終
始
し
た
傾
向
が
あ
っ
た
。
其
結
果

形
式
的
な
、
知
識
が
徒
ら
に
博
く
、
市
も
実
際
的
に
は
、
何
等
の
仕
事
も
出
来
な
い
有
閑
階
級
的
人
間
の
養
成
に
終
っ
た
」
と
し
て



批
判
し
、
今
や
そ
の
時
代
の
要
請
す
る
教
育
は
、
「
有
為
有
能
な
実
際
的
人
材
の
養
成
」
で
あ
る
べ
き
で
、
そ
の
方
法
は
「
王
陽
明
の

事
上
磨
練
の
原
理
に
多
大
の
共
鳴
点
を
有
し
、
:
:
:
知
行
合
一
の
動
的
体
験
的
教
授
」
に
あ
る
べ
き
だ
と
し
、
そ
の
場
合
具
体
的
に
は

「
農
業
的
作
業
又
は
行
動
程
其
の
教
育
的
価
値
が
、
現
代
的
に
も
将
又
本
来
的
に
も
高
い
教
育
は
他
に
な
い
と
思
ふ
」
と
主
張
す
る
。

か
く
し
て
旧
来
の
教
育
(
方
法

)
l有
閑
階
級
的
人
間
養
成
か
ら
、
新
時
代
の
要
請
す
る
教
育

l
農
業
的
作
業
又
は
行
動
を
基
底

と
す
る
教
育
へ
の
転
換
を
主
張
す
る
白
浜
氏
は
、
以
下
さ
ら
に
こ
の
農
業
の
教
育
的
価
値
に
つ
い
て
各
論
的
に
展
開
す
る
。
ま
ず
小
学

校
教
育
に
お
け
る
農
業
の
意
義
と
し
て
「
農
業
程
、
抱
括
的
で
あ
っ
て
、
然
も
多
趣
な
る
仕
事
は
な
い
。
人
間
意
識
の
多
方
面
を
包

含
し
、
之
を
充
足
さ
せ
る
仕
事
と
し
て
は
、
農
業
は
郁
ゆ
る
仕
事
の
最
上
位
に
あ
る
も
の
と
言
い
得
る
。
此
の
意
味
に
捨
て
、
農
業

は
多
方
面
に
し
て
、
然
も
豊
潤
な
る
直
観
を
輿
へ
る
も
の
」
で
あ
り
、
「
小
学
校
教
育
は
、
人
開
発
展
の
基
礎
的
な
部
門
を
授
輿
し
、

育
成
す
る
に
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
豊
富
な
る
直
観
を
与
へ
る
事
が
、
此
の
教
育
の
重
要
な
一
部
門
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
し
、
:
:
:
総

合
的
有
機
的
な
生
活
に
依
っ
て
、
児
童
の
生
活
を
、
陶
冶
す
る
様
に
組
織
立
て
ら
れ
る
事
が
、
必
要
で
あ
る
」
こ
と
か
ら
、
「
小
学
校

教
育
の
中
に
、
多
分
に
作
業
的
、
行
動
的
な
市
も
豊
富
な
直
観
と
、
健
全
な
経
験
を
輿
ふ
る
農
業
生
活
を
、
採
入
る
こ
と
が
要
請
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
す
る
。

第
二
に
宗
教
教
育
と
農
業
の
関
連
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
白
浜
に
と
っ
て
神
が
絶
対
的
、
全
的
存
在
で
あ
り
、
有
限
、
相
対
的
で

あ
る
個
と
し
て
の
人
聞
が
、
こ
れ
を
対
象
的
に
肯
定
し
、
渇
仰
し
、
こ
れ
と
一
致
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
宗
教
が
考
え
ら
れ
る
と

し
て
い
る
。
か
か
る
「
神
」
の
存
在
を
感
得
せ
し
め
る
と
こ
ろ
に
宗
教
教
育
が
あ
る
と
し
、

そ
れ
に
対
し
農
業
は
大
自
然
と
い
う
偉

大
な
る
神
秘
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
此
の
超
科
学
的
世
界
の
認
識
、
及
び
そ
れ
に
依
っ
て
生
ず
る
神
秘
的
驚
異
」
、
に
「
宗

天

問

林

村

史

一
二
六
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教
心
の
萌
芽
を
見
得
る
」
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
神
の
存
在
の
感
得
と
い
う
宗
教
教
育
は
ま
た
農
業
を
通
じ
て
こ
そ
深
め
ら
れ
る

と
し
て
い
る
。

第
三
に
道
徳
教
育
と
農
業
に
お
い
て
は
、
先
に
み
た
当
時
の
教
育
へ
の
批
判
の
中
か
ら
、
「
人
格
修
養
を
な
す
べ
き
道
場
」
と
し
て

の
学
校
を
提
唱
、
「
農
業
的
作
業
行
動
に
は
修
養
の
道
場
と
し
て
の
学
校
に
胎
て
、
其
の
道
徳
教
育
上
に
、
重
大
な
る
価
値
が
あ
る
」

と
し
た
。
農
業
こ
そ
が
、
「
愛
と
同
情
の
心
」
を
自
然
に
養
成
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
「
愛
と
同
情
の
心
」
こ
そ
が
道
徳
の

根
源
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第
四
に
、
作
業
教
育
と
農
業
に
お
い
て
は
、
作
業
教
育
と
は
、
手
工
的
労
作

l
製
作
を
目
的
と
し
た
機
械
的
労
作
と
、
農
業
的
労

作
l
育
成
を
目
的
と
し
た
愛
の
労
作
と
が
あ
る
と
し
、
従
来
の
主
張
か
ら
も
、
特
に
後
者
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
農
村
教
育
と
農
業
に
お
い
て
は
、
農
村
と
い
う
具
体
的
な
地
域
社
会
に
お
け
る
学
校
教
育
の
在
り
方
を
論
じ
て
お
り
、

学
校
教
育
を
通
じ
て
い
か
に
農
村
社
会
、
あ
る
い
は
そ
の
生
活
基
盤
た
る
農
業
を
尊
重
す
る
人
聞
を
養
成
す
る
の
か
と
い
う
問
題
で

あ
り
、
結
局
は
学
校
教
育
(
宗
教
教
育
、
道
徳
教
育
を
含
め
て
の
)
を
農
業
を
基
底
に
す
え
た
教
育
様
式
に
編
成
す
る
こ
と
に
よ
り

そ
の
解
答
を
得
る
こ
と
に
な
り
、

と
同
時
に
農
村
教
育
者
自
身
が
、
農
村
の
全
ゆ
る
側
面
に
精
通
ず
べ
き
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る

と
し
て
、
「
国
家
社
会
の
健
全
な
る
発
達
は
、
農
村
の
充
実
と
振
興
の
基
礎
の
上
に
の
み
可
能
」
で
あ
り
、
農
村
教
育
者
は
、
「
日
本

教
育
の
建
直
の
使
命
を
担
ふ
も
の
で
あ
り
、
現
代
社
会
〈
蛇
管
解
決
の
唯
一
の
真
の
鍵
は
、
農
村
教
育
者
に
依
っ
て
握
ら
れ
て
ゐ
る

-
:
」
と
述
べ
る
の
で
あ
っ
た
。

以
上
が
白
浜
氏
自
身
の
口
述
せ
る
彼
の
教
育
(
方
法
)
論
の
要
約
的
紹
介
で
あ
る
。



こ
こ
に
は
今
日
に
も
通
じ
る
教
育
上
の
問
題
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
徒
ら
に
「
知
情
意
」
す
な
わ
ち
学
力
上

の
優
秀
さ
の
み
を
追
う
教
育
へ
の
批
判
が
あ
り
、
労
働
、
地
域
社
会
に
対
す
る
尊
重
を
教
育
を
通
じ
て
行
な
う
こ
と
の
必
要
性
が
主

張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
「
知
情
意
」
の
発
達
を
「
形
式
的
自
由
人
」
と
し
て
退
り
ぞ
け
、
王
陽
明
的
知
行
合
一
を
以
っ
て

一
つ
の
教
育
の
目
的
と
す
る
事
な
ど
に
は
や
は
り
大
き
な
疑
問
が
湧
く
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
当
時
の
社
会
状
況
か
ら
し
て
農

村
の
尊
重
を
主
張
、
た
め
に
教
育
へ
の
農
業
の
採
用
は
一
面
の
正
し
さ
を
有
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
農
業
が
、
「
全
ゆ
る
仕
事
の
最
上

位
に
あ
る
」
と
か
「
没
我
的
犠
牲
的
愛
」
を
進
め
る
も
の
だ
と
か
、
「
神
」
の
存
在
へ
の
感
得
へ
の
導
入
で
あ
る
と
か
、
「
愛
の
行
為
」

で
あ
る
と
か
主
張
す
る
の
に
は
問
題
が
な
く
は
な
か
ろ
う
。
こ
こ
に
は
あ
る
種
の
「
農
本
主
義
的
教
育
論
」
を
み
ざ
る
を
え
な
い
の

で
あ
る
。

で
は
白
浜
氏
の
教
育
論
が
当
時
の
天
間
林
村
に
お
い
て
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
力
を
持
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
全
体
を
知
る
こ
と
は
今

出
来
ぬ
が
、
当
時
の
生
徒
、
あ
る
い
は
部
下
教
師
の
想
い
出
な
ど
か
ら
判
断
す
る
と
、
か
な
り
の
影
響
を
持
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

し
て
ま
た
白
浜
の
教
育
実
践
の
場
が
、
学
校
と
い
う
狭
い
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、
青
年
固
な
ど
の
教
育
を
行
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
村

内
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
よ
う
で
も
あ
る
。
彼
が
天
間
林
村
を
去
る
こ
と
を
決
定
し
た
時
、
村
人
達
が
毎
日
の
よ
う
に
村
に

留
る
こ
と
を
請
願
に
来
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
勿
論
し
か
し
こ
の
事
を
以
っ
て
白
浜
氏
の
教
育
(
方
法
)
が
村
民
に
理
解
さ
れ
て
い

た
と
は
言
い
え
ぬ
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
。

と
こ
ろ
で
、
我
々
と
し
て
は
、
何
故
に
白
浜
氏
が
満
蒙
青
少
年
義
勇
軍
へ
の
参
加
を
生
徒
に
推
め
、
さ
ら
に
後
に
は
自
か
ら
が
そ
の

幹
部
指
導
者
と
し
て
参
加
し
た
の
か
と
い
う
問
題
を
若
干
な
り
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
つ
ま
り
白
浜
氏
へ
の
弔
調
に
お
い
て
大

天

間

林

村

史

一
二
六
七
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一
二
六
八

井
晴
雄
が
「
君
が
青
年
立
志
時
代
か
ら
思
索
し
哲
学
し
た
、
日
本
精
神
東
洋
倫
理
の
実
践
は
、
大
陸
発
展
満
蒙
開
拓
に
恰
好
の
舞
台

を
発
見
し
た
」
の
は
何
故
な
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
点
を
考
え
る
時
、
あ
る
程
度
参
考
に
な
る
の
は
、
加
藤
完
治
す
な
わ
ち
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
の
創
案
者
で
あ
り
、

か
っ
そ

の
訓
練
所
た
る
内
原
訓
練
所
の
所
長
で
あ
っ
た
人
物
の
思
想
で
あ
る
。
加
藤
は
、
農
業
こ
そ
が
人
間
生
命
の
根
本
と
信
じ
、

そ
の
曲
辰

業
の
発
展
の
た
め
に
、
特
に
土
地
を
所
有
せ
ぬ
農
村
の
二
、
三
男
の
身
の
立
て
方
と
し
て
、
広
大
な
土
地
を
も
っ
中
国
大
陸
へ
の
移

民
を
考
え
、

か
く
し
て
「
(
中
国
大
陸
へ
)
日
本
人
が
乗
り
込
ん
で
日
本
農
民
の
本
分
を
尽
す
こ
と
は
、
堂
々
と
や
っ
て
よ
い
」
と
し

て、

つ
い
に
輩
固
な
植
民
論
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
(
上
笠
一
郎
前
掲
書
)
。

白
浜
氏
が
加
藤
と
全
く
同
一
の
思
想
を
持
っ
て
い
た
か
否
か
は
、
今
直
ち
に
は
断
定
出
来
え
ぬ
。
特
に
加
藤
と
同
じ
く
大
陸
移
民

ー
植
民
論
者
と
な
っ
た
か
ど
う
か
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
少
な
く
と
も
白
浜
氏
の
農
業
を
し
て
教
育
の
要
め
と
す
る
発
想
と
、

加
藤
の
農
業
は
善
な
り
と
い
う
思
想
と
に
は
基
本
的
同
一
性
が
あ
る
こ
と
だ
け
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
一
つ
の
解
答
が
あ

り
そ
う
で
あ
る
。

白
浜
氏
の
天
間
林
村
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
労
作
教
育
は
、
例
え
ば
保
育
所
の
開
設
に
よ
り
児
童
の
勉
学
へ
の
集
中
を
助
け
、
青
少
年

の
社
会
教
育
を
通
じ
て
健
全
な
る
発
展
を
図
る
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
今
日
か
ら
し
て
も
賞
讃
す
べ

き
も
の
も
多
く
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
白
浜
の
様
々
な
業
績
と
思
想
を
、
今
日
の
我
々
は
継
承
す
べ
き
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の

と
に
峻
別
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

(
以
上
の
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
白
浜
達
也
編
『
偲
ぶ
|
|
白
浜
末
吉
三
三
回
忌
記
A
や
|
|
』
(
昭
五
二
年
)
、
天
間
館
小
『
百
年
の



歩
み
|
|
天
間
館
小
創
立
百
周
年
・
閉
校
記
念
誌
』
(
昭
五
二
年
)

を
参
考
に
し
た
)

な
お
白
浜
氏
が
天
間
館
小
学
校
在
職
中
に
そ
の
部
下
教
員
の
一
人
で
あ
っ
た
中
野
茂
治
氏
も
、

ま
た
同
じ
く
開
拓
青
年
義
勇
隊
の

指
導
員
と
し
て
渡
満
し
て
い
る
。
彼
が
中
嶋
信
氏
に
あ
て
た
手
紙
で
、
義
勇
隊
は
「
生
活
即
教
育
、
教
育
即
勤
労
」
を
実
施
す
る
と

こ
ろ
だ
と
述
べ
て
い
る
の
と
こ
ろ
に
、
白
浜
氏
の
思
想
と
満
蒙
開
拓
義
勇
軍
の
も
つ
思
想
性
の
一
斑
と
の
一
致
を
見
い
出
す
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

(同

そ
の
他
戦
時
下
で
の
農
業
問
題

山
『
昭
和
十
九
年
度
上
北
郡
農
作
物
綜
合
生
産
計
画
』
の
紹
介
・
分
析

戦
時
下
に
お
け
る
農
業
は
、
全
て
統
制
下
の
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
県
農
会
村
農
会
|
農
事
実
行
組
合
1

各
農
家
と
い
う

順
序
に
て
上
意
下
達
的
に
そ
の
計
画
が
命
令
、
実
行
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
一
例
と
し
て
の
、
昭
和
一
九
年
度
に
お
け
る
上
北

郡
の
総
合
農
業
計
画
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
問
題
点
を
探
り
あ
て
よ
う
。

一
、
昭
和
一
九
年
度
農
作
物
綜
合
生
産
計
画
樹
立
方
針

付
食
糧
ノ
自
給
自
足
態
勢
確
立

付
円
前
項
ノ
目
的
達
成
ノ
為
適
地
適
産

日
生
産
ノ
完
遂
ハ
農
民
精
神
ノ
昂
揚
ト
耕
種
改
善

二
、
生
産
計
画
内
容

天

間

林

村

史

一
二
六
九



第
五
編

近

1~ 

付
米
穀

伸
昭
和
一
八
年
作
付
面
積
ノ
確
保
ハ
勿
論
極
力
不
耕
作
田
ノ
解
消
開
田
ノ
完
遂

制
耕
種
改
善
ノ
徹
底

付
土
地
改
良
事
業

仲
通
商
代
ノ
全
面
的
跡
作
励
行

同
〔
:
:
:
前
年
以
上
の
増
産
〕

同
畑
作

一
、
総
括

的
主
要
食
糧
作
物
軍
需
作
物
並
ニ
生
活
必
需
競
菜
ノ
生
産
確
保
ヲ
図
ル
タ
メ
土
地
利
用
ノ
高
度
化
ヲ
期
ス
ル
様
作

物
配
置
ヲ
行
フ
コ
ト

帥
土
地
利
用
ノ
高
度
化
ヲ
図
ル
タ
メ
既
耕
地
ノ
作
付
ハ
モ
ト
ヨ
リ
凡
ユ
ル
空
荒
地
ヲ
開
発
利
用
セ
シ
ム
ル
ト
共
ニ

果
樹
園
等
ノ
間
作
輪
作
法
ノ
改
善
等
ニ
依
リ
寸
土
ト
雄
モ
休
閑
セ
シ
メ
ザ
ル
コ
ト

川
門
耕
種
改
善
ノ
徹
底
化

内
誇

-
甘
藷
、
馬
鈴
薯

的
食
糧
ノ
確
保
喫
緊
ノ
現
状
ニ
鑑
ミ
馬
鈴
薯
ハ
・
:
増
殖
シ

七
O 



制
増
殖
ハ
:
・
新
産
地
開
拓
ニ
努
ム
ル
ノ
外
特
ニ
果
樹
園
ノ
下
作
等
ヲ
実
施
ス

け
管
理
ハ
周
到
ヲ
期
ス

M
H
甘
藷
ハ
生
産
力
高
位
ナ
ル
適
地
二
割
当
ヲ
多
ク
ス

2
大
豆

川
前
年
計
画
面
積
ニ
比
シ
:
・
増
殖
シ

同
土
地
利
用
率
ノ
向
上
ヲ
図
ル
タ
メ
間
作
大
豆
ノ
普
及

3
大
麻

制
労
力
需
給
事
情
ヲ
考
慮
シ
前
年
度
計
画
面
積
ニ
比
シ
減
反
ス
ル
モ
軍
需
重
要
資
材
ノ
重
要
性
タ
ル
ニ
鑑
ミ
耕
種

法
ノ
改
善
実
施
励
行
反
当
収
量
ノ
向
上
ヲ
期
ス
ル
コ
ト

4
必
需
競
菜

川
刊
読
菜
ノ
生
産
ハ
貯
蔵
性
ヲ
有
ス
ル
大
衆
的
議
菜
ニ
主
力
ヲ
注
グ
|
|

同
軍
需
疏
菜
ノ
生
産
二
重
点
ヲ
置
キ

付
農
商
省
割
当
海
軍
部
隊
納
入
疏
菜
ニ
付
テ
ハ
特
ニ
供
出
ノ
円
滑
確
実
ヲ
期
ス

的
勝
内
軍
需
競
菜
ノ
供
出
ヲ
円
滑
化
セ
シ
ム
ル

5
飼
料
作
物

的
玉
萄
黍
ニ
付
テ
ハ
・
:
増
殖
シ

天

林

村

史

問

七
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H
W
燕
麦
ニ
付
テ
ハ
・
:
増
殖
シ

6
緑
肥
作
物

的
化
学
肥
料
用
量
逼
迫
ニ
対
シ
青
刈
大
豆
ヲ
作
付
シ
地
力
ノ
維
持
増
進
ニ
努
メ
・
:

同
反
当
三

O
Oメ
ノ
生
産
量
ヲ
絶
対
的
ニ
確
保
ス
ル
コ
ト

昭
和
一
九
年
度
農
作
物
綜
合
生
産
計
繭
実
施
方
法

一
計
画
樹
立
ノ
適
確
徹
底
ヲ
期
ス
ル
ー
ー

(
県
、
県
農
会
の
指
導
を
受
け
、
各
市
町
村
農
会
さ
ら
に
部
落
団
体
に
お
い
て
生
産
計
画
を
二
月
中
に
樹
立
す
る
こ
と
)

二
農
民
精
神
ノ
昂
揚
ヲ
図
ル
コ
ト

付
(
決
戦
下
食
糧
増
産
ノ
重
大
使
命
ヲ
自
覚
)

り
部
落
ヲ
単
位
ト
シ
テ
連
帯
責
任

国
(
精
神
昂
揚
は
特
に
収
穫
量
の
引
揚
げ
に
集
中
す
べ
き

回
自
作
農
ノ
創
設
小
作
料
ノ
適
正
化
ヲ
図
リ
増
産
熱
意
ノ
向
上
ニ
努
ム
ル
|
|

三
耕
種
改
善
ノ
微
底

付
1
帥
(
計
画
の
樹
立
、
指
導
の
徹
底
、
講
習
会
、
共
進
会
、
品
評
会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
)

的
労
力
需
給
調
整

七



的
共
同
作
業
・
共
同
炊
事

同
畜
力
・
機
械
力
ノ
利
用
・
共
同
利
用

付
労
働
力
ノ
調
整

川
門
学
徒
・
非
農
家
等
ノ
勤
労
奉
仕
強
化

制
集
団
移
動
労
働

付
婦
人
ニ
対
ス
ル
農
業
技
術
ノ
普
及
向
上

同
生
産
資
材
ノ
適
正
円
滑
ナ
ル
配
給

制
水
利
ノ
改
善

的
農
業
統
制
等
ノ
適
正
ナ
ル
運
営

四
指
導
組
織
ノ
運
営
ニ
万
全
ヲ
期
ス
;
|
|

五
成
績
優
良
ナ
ル
市
町
村
、
部
落
表
彰
ス
ル
ー
ー

さ
て
以
上
の
概
略
紹
介
よ
り
我
々
は
何
を
知
り
う
る
か
。

第
一
に
は
労
働
力
の
決
定
的
不
足
の
中
で
、
食
糧
、
軍
需
品
の
増
産
に
当
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
農
家
の
姿
で
あ
り
、
第
二
に
は
生

産
物
に
対
す
る
統
制
の
強
化
で
あ
り
、
第
三
に
は
そ
の
た
め
の
指
導
の
強
化
の
実
態
で
あ
る
。

だ
が
労
働
力
不
足
、
金
肥
不
足
、
そ
の
他
生
産
資
材
の
如
何
と
も
し
が
た
き
不
足
の
状
況
に
お
い
て
、
増
産
第
一
主
義
の
追
求
の
た

天

問

林

村

史

七
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め
に
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
農
民
精
神
昂
揚
」
を
第
一
に
か
か
げ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、

さ
ら
に
は
部
落
な
ど
の
「
協
同
体
」
的
組
織
の
再

生
と
そ
の
利
用
、
運
用
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

7ご

が
同
時
に
か
か
る
精
神
主
義
の
限
界
か
ら
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る

青森県知事より各農家へあてた撤文

政
策

l
自
作
農
化
、
小
作
料
の
適
正
化
な
ど
も
か
か
げ
ざ
る
を
え
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
い
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(2) 

農
村
労
働
力
の
減
少
と
そ
れ
に
伴
う
問
題

先
述
の
如
く
、
戦
争
の
拡
大
の
中
で
農
村
に
お
け
る
労
働
人
口
は

急
速
な
減
少
を
み
せ
た
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
満
州
移
民
政
策
な

ど
は
、
矛
盾
を
含
む
政
策
で
あ
り
、
結
局
は
国
策
と
し
て
強
行
さ
れ

た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
天
間
林
村
か
ら
も
多
く
の
出
征
兵
士
が
送
り

出
さ
れ

ま
た
満
州
移
民
も
さ
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
送
り
出

さ
れ
つ
づ
け
た
。
そ
れ
は
天
間
林
村
に
お
け
る
農
村
労
働
人
口
の
減

少
を
引
き
起
す
事
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
長
野
県
下
な

ど
で
は
よ
く
み
ら
れ
た

い
わ
ゆ
る
満
州
分
村
計
画
は
、
天
間
林
村

に
お
い
て
も
同
様
に
計
画
さ
れ
、

そ
の
事
は
農
村
経
済
更
生
計
画
の



天

林

村

史

間

一
っ
と
も
な
り
、

か
っ
昭
和
一
四
年
頃
に
は
か
な
り
具
体
的
な
計
画

す
ら
み
ら
れ
た
ら
し
い
弓
中
嶋
信
日
記
号
が
、
し
か
し
具
体
的
に
進

展
し
な
か
っ
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
か
か
る
事
情
の
た
め
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
村
内
の
地
主
層
も
日
常
的
に
小
作
人
の
減
少
に
お
び
や

か
さ
れ
て
く
る
。
『
中
嶋
信
日
記
』
に
も
毎
年
の
よ
う
に
中
嶋
氏
の
所

勤労奉仕による田植え作業

有
地
の
小
作
人
よ
り
、
そ
の
小
作
地
返
還
を
申
し
出
る
者
が
い
る
事

が
記
さ
れ
て
い
る
の
も
か
か
る
事
情
か
ら
で
あ
っ
た
。

労
働
力
の
減
少
は
第
一
に
は
農
村
の
男
子
労
働
力
の
減
少
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
次
に
は
農
村
労
働
力
と
し
て
の

女
子
労
働
力
の
需
要
を
増
大
さ
せ
る
の
も
必
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ

た
。
か
く
し
て
女
子
は
、
不
慣
れ
な
重
労
働
に
も
従
事
す
る
こ
と
に

な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
農
作
業
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
な
る
た
め
の
訓

練
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

か
く
し
て
女
子
馬
耕
大
会
の
開
催
、

女
子
農
事
訓
練
所
の
開
所
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
い
わ
ゆ
る
勤
労
奉
仕
隊
が
結
成
さ
れ
、
児
童
、
生
徒
に

よ
る
労
働
奉
仕
、
あ
る
い
は
様
々
な
報
国
隊
、
食
糧
増
産
推
進
隊
な
ど

一
二
七
五
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が
農
業
労
働
に
従
事
せ
し
め
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
村
内
の
各
部
落
毎
で
出
征
兵
士
の
留
守
家
族
へ
の
労
働
奉
仕
を
行
っ
た
り
、
ま

た
出
征
遺
族
援
護
地
主
会
な
ど
も
結
成
さ
れ
た
。
し
か
し
労
働
力
の
不
足
は
如
何
と
も
し
が
た
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
た
の
で
あ
る
。

(3) 

供
出
制
度
の
厳
し
さ

戦
争
の
長
期
化
と
と
も
に
多
く
の
国
民
は
生
活
の
困
難
に
あ
え
ぐ
事
に
な
る
が
、
農
民
は
、

か
か
る
国
民
一
般
の
食
糧
を
担
い
、

か
つ
軍
需
品
の
生
産
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
れ
も
毎
年
い
わ
ば
一
方
的
に
押
し
つ
け
ら
れ
る
量
を
供
出
と
い
う
形
で
生
産
、

出
荷
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

米
穀
を
始
め
と
し
て
ほ
と
ん
ど
全
ゆ
る
作
物
を
家
族
消
費
量
を
除
い
て
全
て
供
出
せ
ね
ば
な
ら
ず
、

そ
の
量
の
確
保
の
た
め
に
農

民
は
全
力
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
取
り
立
て
は
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
榎
林
の
中
村
専
右
衛
門
氏
ら
は
「
ま
る
で
昔
の
悪
代
官
の
取
り
立

て
の
よ
う
だ
つ
た
」
と
そ
の
厳
し
さ
を
語
っ
て
い
る
。
供
出
の
促
進
を
図
る
目
的
を
持
っ
て
農
民
は
小
学
校
な
ど
の
建
物
に
あ
つ
め

ら
れ
て
は
精
神
訓
話
を
聞
か
‘
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
天
間
林
村
に
は
七
戸
警
察
署
々
長
が
や
っ
て
来
て
、
供
出
促
進
・
拡
大

を
主
張
し
た
と
い
う
。
あ
る
時
に
は
「
百
姓
は
豆
カ
ス
を
食
え
/
・
に
ん
じ
ん
、
ご
ぼ
う
の
葉
を
食
え
ノ
」
と
ま
で
言
っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
態
度
に
は
、
村
内
の
供
出
促
進
に
は
在
郷
軍
人
分
会
長
と
し
て
先
頭
を
き
っ
て
協
力
し
て
い
た
中
嶋
信
氏
す
ら
「
大
き
な

怒
り
を
感
じ
た
」
と
、
そ
の
日
記
に
記
し
て
い
る
。

増
産
増
産
の
大
合
唱
、

し
か
し
そ
の
た
め
の
生
産
手
段
は
満
足
で
は
な
く
、
専
ら
結
局
は
精
神
力
の
問
題
と
さ
れ
、
苦
労
の
末
の

生
産
物
も
、
時
に
は
自
分
た
ち
の
消
費
分
す
ら
供
出
と
し
て
没
収
さ
れ
か
ね
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。



ち
な
み
に
昭
和
一
五
、

一
六
年
の
供
出
高
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

各
農
家
は
こ
う
し
た
供
出
目
標
を
た
て
て
努
力
し
た

昭
一
五
年

昭
和
二
ハ
年

管
理
米

。
一
O
O俵

一
O
、

O
一
五
俵

大
麻
(
精
麻
・
皮
麻
)
五
、

五

O
Oメ

五
、
五

O
Oメ

ナ
タ
ネ

三、

O
五

O
俵

二一、

O
一ニ

O
俵

麦

俵

二一

O
俵

北
に
終
っ
た
。
我
国
は
こ
れ
以
後
新
し
い
日
本
、

こ
の
よ
う
な
多
く
の
矛
盾
・
困
難
を
民
衆
に
強
制
し
つ
つ
遂
行
さ
れ
た
戦
争
も
、
昭
和
二

O
年
八
月
一
五
日
を
も
っ
て
日
本
の
敗

す
な
わ
ち
自
由
と
民
主
主
義
の
国
づ
く
り
へ
と
進
む
の
で
あ
る
。

天

日
I
J:
 

H
'
f
 

林

村

史

七
七
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第
十
二
章

戦
前
の
教
育

第
一
節

幕
末
期
の
教
育

幕
府
や
諸
藩
は
、
当
初
支
配
階
級
の
政
治
的
、
経
済
的
地
位
を
保
持
す
る
た
め
に
、
庶
民
に
対
し
て
文
盲
政
策
を
と
っ
た
が
、
国

内
経
済
が
発
達
し
、
町
人
階
級
が
経
済
上
の
実
質
的
権
力
を
も
つ
よ
う
に
な
る
と
、
庶
民
の
側
か
ら
の
教
育
に
対
す
る
要
求
が
高
ま

っ
て
き
た
。

庶
民
の
教
育
機
関
の
う
ち
、

も
っ
と
も
普
及
し
た
も
の
は
私
塾
と
寺
小
屋
で
あ
る
。
私
塾
は
諸
学
派
に
属
し
た
学
者
が
門
戸
を
構

え
て
士
庶
に
専
門
の
教
育
を
施
す
た
め
に
私
宅
等
を
開
放
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
寺
小
屋
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
、
学
問

を
修
業
す
る
場
所
が
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
寺
は
学
校
の
俗
称
と
な
り
、
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
は
い
る
と
、
僧
侶
の
ほ
か
に
武
士
・

浪
人
・
医
師
・
庶
民
ら
が
自
宅
で
庶
民
生
活
に
必
要
な
読
み
・
書
き
・
算
盤
等
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
寺

小
屋
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
本
県
の
場
合
は
、
僧
侶
や
修
験
者
(
神
宮
)
・
医
師
ら
が
地
域
社
会
に
奉
仕
の
意
味
で
開
設
し
た
も
の

が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

寺
小
屋
の
全
盛
期
は
天
保
年
聞
か
ら
慶
応
年
間
に
か
け
て
で
あ
り
、
本
県
に
お
い
て
も
多
く
の
寺
小
屋
が
設
立
さ
れ
て
ほ
と
ん
ど

全
村
に
普
及
し
、
大
字
に
数
カ
所
設
置
さ
れ
た
地
域
も
稀
で
は
な
か
っ
た
。
寺
小
屋
の
ほ
と
ん
ど
が
一
教
室
、

一
教
師
制
で
あ
り
普



通
、
二

1
三

O
人
か
ら
四

1
五
O
人
の
児
童
を
擁
し
て
い
た
。
入
退
学
は
全
く
自
由
で
、
年
齢
も
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
男
女

と
も
五
、
六
才
で
入
門
し
、

四
、
五
年
間
通
学
し
た
。
(
『
青
森
県
教
育
史
』
よ
り
)

本
村
に
お
け
る
寺
小
屋
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

-
榎
林
村
塾

中
林
専
右
ェ
門
(
儀
コ
一
治
氏
の
祖
父
)
旧
幕
時
代
村
童
を
集
め
て
家
塾
を
聞
き
子
弟
を
教
育
す
る
こ
と
二
十
余

年
間
、
氏
の
門
弟
に
し
て
当
時
の
有
識
者
と
し
て
知
ら
れ
た
も
の
多
数
な
り
。
(
榎
林
小
百
年
誌
)

-
荒
木
田
塾

荒
木
田
政
吉
先
生
前
者
の
後
を
引
継
、
ぎ
て
村
塾
を
聞
き
、
学
制
領
布
の
時
ま
で
十
四

1
十
五
年
間
郷
童
を
教
育

す
。
先
生
残
後
そ
の
徳
を
表
彰
し
て
門
弟
一
同
百
余
名
相
謀
り
、
榎
林
橋
畔
に
「
敬
神
石
」
な
る
碑
を
建
て
た
る
も
の
な
り
。
(
同
)

荒
木
田
政
吉
(
敬
一
ニ
)
先
生

旧
幕
末
時
代
荒
木
田
先
生
行
脚
し
て
来
り
、
家
塾
を
花
松
に
聞
き
し
が
、
幾
年
な
ら
ず
し
て
、

榎
林
に
転
居
、
村
塾
を
聞
き
た
り
。
先
生
故
あ
り
て
や
生
国
及
本
名
を
明
か
さ
ず
と
云
ふ
。
(
向
)
明
治
五
年
学
制
発
布
の
際
、
小
学

校
教
員
た
る
べ
き
を
つ
よ
く
勧
め
ら
れ
た
る
も
、
老
年
の
故
を
次
っ
て
応
ぜ
ず
。
(
同
)

-
花
松
村
塾

旧
幕
末
時
代
荒
木
田
先
生
行
脚
シ
テ
来
リ
家
塾
ヲ
同
村
ニ
開
キ
シ
が
、
幾
年
ナ
ラ
ズ
シ
テ
榎
林
ニ
転
居
村
塾
ヲ

開
キ
タ
リ
。
(
花
松
小
沿
革
誌
)

こ
れ
ら
の
記
録
に
よ
る
と
荒
木
田
政
吉
は
は
じ
め
花
松
に
て
塾
を
開
催
し
、
数
年
後
榎
林
に
て
再
び
塾
を
聞
き
、

そ
の
ま
〉
榎
林

に
定
住
し
た
も
よ
う
で
、
そ
の
子
孫
が
榎
林
で
生
活
を
続
け
て
い
る
。

-
野
崎
村
塾

旧
幕
末
時
代
に
大
字
野
崎
富
田
与
四
郎
氏
家
塾
ヲ
開
キ
子
弟
ヲ
教
育
ス
ル
コ
卜
数
年
ナ
リ
ト
イ
ウ
。
(
同
)

天

間

林

村

史

一
二
七
九
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そ
の
他
、
「
青
森
県
教
育
史
』
に
よ
る
と

-
明
治
初
年
頃
、
現
在
の
坪
部
落
の
中
央
に
当
る
四

O
坪
ば
か
り
の
建
物
が
あ
り
、
こ
こ
に
寺
の
和
尚
が
来
て
十
数
名
の
子
弟
に
読

書
、
算
盤
を
指
導
し
た
。
和
尚
は
毎
日
指
導
す
る
と
は
限
ら
ず
、
半
ば
自
学
的
な
教
場
で
あ
っ
た
。
生
徒
は
数
日
来
て
去
る
者
も
あ

り
、
二
、
三
年
継
続
す
る
者
も
あ
っ
た
が
、
女
子
は
終
始
一
名
も
お
ら
な
か
っ
た
。

-
二
ツ
森
村
塾

旧
幕
末
時
代
宮
沢
仁
左
ェ
門
(
金
之
丞
氏
の
父
)
家
塾
を
聞
き
、
子
弟
を
教
育
す
る
こ
と
数
年
、
残
後
子
弟

栢
謀
り
碑
を
建
て
其
の
徳
を
表
彰
せ
り

(
郷
土
誌
)

-
天
間
舘
村
塾

維
新
前
沢
田
勇
司
氏
(
現
主
和
吉
)
家
塾
を
聞
き
、
拾
数
年
間
は
村
童
を
教
育
せ
り

郷
土
誌
)

第
二
節

明
治
の
教
育

(一)

文
部
省
の
設
置
と
教
育
方
針

明
治
四
年
七
月
一
回
目
、
明
治
政
府
に
文
部
省
が
創
設
さ
れ
た
。
文
部
省
は
「
全
国
の
人
民
を
教
育
し
其
道
を
得
せ
し
む
る
」
こ

と
を
基
本
的
任
務
と
し
た
。

明
治
五
年
、
学
制
が
発
布
さ
れ
、
学
校
が
設
置
さ
れ
、
学
校
教
育
が
は
じ
ま
る
こ
と
に
な
る
。
「
自
今
次
後
一
般
の
人
民
華
士
族
農

れ
U
P
り

工
商
及
婦
女
子
必
ず
邑
に
不
学
の
戸
な
く
家
に
不
学
の
人
な
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
期
す
L

ょ
う
、
国
民
皆
学
、
教
育
の
機
会
均
等
に

よ
り
、
国
家
の
富
強
安
康
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。

明
治
の
教
育
は
前
期
(
一
九
年
噴
ま
で
)

は
軒
余
曲
折
は
あ
り
な
が
ら
も
教
育
制
度
の
発
足
の
時
代
、
後
期
は
確
立
の
時
代
と
み



な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。

学
制
発
布
に
よ
る
学
校
設
置
の
計
画

(ニ)
学
制
制
定
後
の
学
校
設
置
計
画
は
、
学
区
制
を
採
用
し
、
各
学
区
毎
に
一
つ
の
学
校
を
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
先
ず
全
国
を

八
大
学
区
に
わ
け
(
の
ち
七
大
学
区
に
変
更
し
、
青
森
に
大
学
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
)
一
中
学
区
に
二
一

O
の
小
学
区
を
お
き
、

各
小
学
区
に
小
学
校
を
一
校
置
く
よ
う
に
計
画
し
た
。
然
し
実
際
に
は
そ
の
よ
う
に
も
い
か
ず
、
原
野
噴
漠
人
畑
稀
陳
に
し
て
相
距

る
多
く
は
三
四
里
と
い
う
実
情
か
ら
「
御
規
則
通
り
に
は
設
立
難
相
成
」

い
の
で
、
当
地
方
北
郡
(
現
在
の
上
北
・
下
北
郡
)

ヲ
」
斗
J

品、

』

J

七
戸
、
野
辺
地
・
三
本
木
・
田
名
部
・
大
畑
・
川
内
・
大
聞
の
七
校
が
誕
生
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
実
際
の
は
じ
め
て
の
学
校
は

六
年
三
一
月
以
降
に
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。

但
し
、
七
戸
小
学
校
は

『
青
森
県
近
代
史
年
表
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
五
年
八
月
一
五
日
創
立
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
当
時
は
、
野
辺
地
小
学
校
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
旧
代
官
所
を
「
仮
校
舎
ニ
充
テ
ル
第
十
六
中
学
区
野
辺
地
小
学
校
ト

明
治
六
年
設
立
公
立
小
学
校
一
覧
(
上
北
地
方
の
み
)

称
」
し
、
小

第
中

十

99ハ
ヲ叫ー番

小中
学 学

区校)区

三野七 公
'JL 

ヱド辺
四 学
校 木地戸 tレ:ョ昇1、

教

:h. 員
四 三七五

生
五
五 五 00 徒。000  
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十K
J人

八 』力

六八八
J多に，ニ
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円

澄旧旧 校

月代城内

官建
合

寺所物

学
校
と
い
わ

ず
小
学
と
称

し
て
い
た
。

ハ
年
十
二
月
文
部
省
へ
の
開
申
分

天

問

林

村

史
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村
内
小
学
校
の
誕
生

以
上
の
よ
う
な
背
景
の
中
に
あ
っ
て
、
本
村
の
小
学
校
の
創
立
に
つ
い
て
、
何
時
ど
の
よ
う
に
創

そ
の
中
か
ら

立
さ
れ
、
変
っ
て
い
っ
た
か
、
各
小
学
校
の
記
録
に
よ
り
な
が
ら
順
を
追
っ
て
記
し
、

明
治
の
教
育
の
一
部
を
記
し
て
み
た
い
。

(1) 

榎
林
小
学
校

天
間
林
村
で
最
も
早
く
創
立
さ
れ
た
小
学
校
で
あ
る
。
明
六
・
九
・
二
ハ

榎
林
小
学
校
と
し
て
創
立
民
家
を
転
々
借
用
し
、
寺
小
屋
風
の
教
授
を
な
す
。

榎林小学校

明
六
・
九
・
二
ハ

明一

0
・
八

明
一
八
・
五

な
る
。

明
二

0
・一

明
二
一
・
四

明
二
五
・
五

明
二
二
・
六

明
三
四
・
四

榎
林
小
学
校
と
し
て

家
の
後
一
、
榎
林
源
治
氏
宅
三
畝
借
用
、
古
材
に
て
校
舎
建
築

花
松
小
と
合
併
、
附
田
白
川
月
畑
一
反
歩
借
地
校
舎
新
築
。
や
〉
、
完
全
の
校
舎
と

教
育
令
改
正
の
結
果
、
簡
易
小
学
校
と
改
称
す
。

再
び
尋
常
小
学
校
に
変
更
す

花
松
小
学
校
と
分
離

校
舎
新
築

二
学
級



明
四

0
・
四

修
業
年
限
二
ヶ
年
の
高
等
科
を
併
置
、
榎
林
尋
常
高
等
小
学
校
と
称
す
。

明
四
一
・
四

尋
常
科
六
ヶ
年
、
高
等
科
二
ヶ
年

明
四
二
・
四

三
学
級
編
成
と
な
り
中
村
儀
三
治
氏
宅
の
一
聞
を
借
用
す
る
。

ま
た
、
『
沿
革
誌
』
に
よ
る
と

一
、
明
治
六
年
九
月
本
校
創
立
ノ
時
ハ
榎
林
小
学
校
ト
称
ス
。
明
治
五
年
七
月
勅
令
第
二
百
十
四
号
ニ
テ
頒
布
セ
ラ
レ
シ
学
制
ニ
ヨ

リ
下
等
小
学
科
ヲ
教
授
セ
リ
。

下
等
小
学
科
ハ
児
童
六
年
ヨ
リ
九
年
マ
デ
四
ヶ
年
ニ
シ
テ
毎
級
六
ヶ
月
間
ニ
テ
進
級
セ
シ
メ
タ
リ
。
即
下
級
八
級
ヨ
ク
順
次
進

ン
デ
一
級
ニ
至
ル
。
コ
レ
ヲ
四
年
間
ニ
修
了
セ
シ
メ
タ
リ
。

カ

ナ

ヅ

カ

イ

テ

ナ

ラ

イ

コ

ト

ハ

コ

ト

ハ

ッ

カ

イ

学
科
ハ
綴
字
、
習
字
、
単
語
、
会
話
、

読
本
、

修
身
、

国
体
、
書
読
、

サ
ン
ヨ
ウ

文
法
、
算
術
、

養
生
法
、

地
理
大
意
、

物
理
学
大
意
、

体
操
、
十
四
科
目
ナ
リ
シ
モ
本
校
ハ
変
則
ニ
ヨ
リ
習
字
、
単
語
、
読
本
、
修
身
、
書
読
、
綴
字
ノ
六
科
目
ヲ
教
授
ス
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
李
沢
小
学
校
を
除
い
て
は
記
録
に
見
え
な
い
。
進
級
、
学
習
内
容
等
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
こ
と
と
す
る
。

(2) 

坪
小
学
校

明

七

坪
倉
助
氏
、
坪
小
学
校
設
立
に
付
き
学
資
と
し
て
金
二
円
を
県
へ
寄
付

円
刀

E
L
 

J¥ 

坪
倉
助
氏
、
坪
小
学
校
設
立
に
付
き
学
資
と
し
て
金
三
円
を
県
へ
寄
付

明

九

坪
小
学
校
開
校
(
県
学
事
年
報
に
よ
る
)

天

間

林

村

史

!¥ 



第
五
編

近
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明明一

O

明

五

明
一
八

明
二
五

明
二
八

明明
四
四

明
四
五

(3) 

J¥ 
四

坪
小
学
校
を
白
石
小
学
校
と
改
め
る

坪
小
学
首
座
教
員
藤
田
雄
次
郎

坪
小
学
校
天
間
舘
小
学
校
の
分
校
と
な
る

坪
・
中
野
・
天
間
舘
の
三
小
学
校
を
併
合
し
、
天
間
舘
尋
常
小
学
校
と
す
る

坪
・
中
野
・
花
松
・
天
間
舘
小
よ
り
独
立
し
て
簡
易
小
学
校
と
な
る

本
村
学
務
委
員
に
坪
沢
兵
衛
氏
就
職
せ
り

白
石
分
教
場
坪
小
学
校
よ
り
分
離
創
立

新
校
舎
落
成
(
坪
市
五
郎
氏
宅
地
)
二
学
級

坪
小
学
校
明
治
四
十
四
年
度
の
就
学
出
席
率
住
良
に
つ
き
金
十
円
郡
役
所
よ

り
授
与
さ
れ
る
。

中
野
小
学
校

明一

0
・
四
・
三

O

旧
七
戸
藩
士
高
田
則
恒
氏
を
教
員
と
し
て
開
校

明

創
立
、
向
中
野
村
惣
枠
情
向
中
野
吉
太
郎
氏
の
倉
庫
を
教
室
に

移
転
、
中
野
村
、
苫
米
地
隆
八
氏
の
住
宅
裏
二
階
を
借
入
し
て
、
教
室
と
し
、

寺
小
屋
式
教
育
を
行
う
。

(
当
時
の
農
村
経
済
で
は
、
数
多
い
学
校
を
維
持
管
理
す
る
こ
と
の
困
難
は
一
方



天

林

村

間

史

明

J¥ な
ら
ず
学
校
併
合
が
与
論
と
な
る

天
間
館
、
中
野
、
坪
の
三
小
学
校
を
併
合
、
場
所
は
現
在
道
ノ

三
一
校
併
合

上
町
屋
重
雄
氏
宅
地

明明
二
五
・
五

天
間
館
簡
易
小
学
校
と
改
称
す
る
。

町
屋
翠
氏
、
私
塾
を
聞
く
。

学
校
に
分
離
す
る
。

天
間
館
簡
易
小
学
校
通
学
不
便
の
た
め
、
天
間
館
、
中
野
、
坪
の
三
小

天間舘小学校

明
二
六 中

野
小
学
校
設
立

校
舎
新
築

明
二
八
・
四

明
三
九
・
五

明
四
一
・
六

(4) 

校
舎
新
築

初
代
校
長

相
米
寅
次
郎

学
務
委
員

向
中
野
徳
太
郎

附
分
教
場
創
立

天
間
館
小
学
校

天
間
館
尋
常
小
学
校
と
し
て
長
下
平
野
の
民
家
を
借
り
、
単
級
で

明
一
一
・
五
・
一

開
校
創
立
す
。

一
二
八
五
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一
二
八
六

明

/¥ 

坪
、
中
野
と
合
併
し
て
三
学
級
編
成
長
下
平
野
に
校
舎
を
建
て
、
天
間
館
小

学
校
と
称
す
。

明
二
一
・
一

分
離
し
て
単
級
と
な
る
。
天
間
館
簡
易
小
学
校

明
二
五

天
間
館
に
移
る
。

明

四

二
学
級

明
四

0
・
五

高
等
科
併
置
し
三
学
級
編
成

天
間
館
尋
常
高
等
小
学
校
と
称
す

花松小学校

(5) 

花
松
小
学
校

明一

O

十
年
噴
、
創
立
年
月
日
不
詳

明
二
三
了
五
・
一

榎
林
小
学
校
よ
り
分
離
し
花
松
小
学
校
と
称
す
。

明
四
一
・
二
一
・
二
八

Aムゐ

子

市投

大
正
七
年
に
校
舎
を
全
焼
し
て
い
る
の
で
資
料
は
残
ら
な
か
っ
た
も
よ
う
で
あ

る



天

間

林

村

史

李沢小学校

(6) 

李
沢
小
学
校

明
六
・
九
・
二
ハ

榎
林
小
学
村
創
立

教
科
は
、
習
字
・
単
語
・
読
本
・
修
身
・
読
み
書
き

綴
方
の
六
科
目
で
あ
っ
た
。

明
一
二
・
九
・
二
六

教
科
目
の
変
更

教
育
令
四

O
号
に
よ
り
、
読
み
書
き
・
習
字
・
算
術
・

地
理
・
歴
史
・
修
身
の
六
科
目
に
な
っ
た
。

明
一
八
・
五

花
松
小
学
校
合
併
。
ガ
ラ
ス
窓
を
つ
け
た
り
、

机
や
椅
子
を
備
え
る
な
ど
よ
う
や
く
学
校
ら
し
い
体
裁

を
整
え
た
。

明
二

0
・
一
・
二
五

榎
林
簡
易
小
学
校
と
な
る
。
教
科

は
、
読
み
書
き
・
作
文
・
算
術
・
習
字
の
四
科
目
で
あ
っ
た
。

明
二
一
・
四
・
一

榎
林
尋
常
小
学
校
と
な
る
。
簡
易
科
廃

止教
科
は
、
修
身
・
読
み
書
き
・
作
文
・
習
字
・
算
術

/¥ 
七



第
五
編

近

1-¥ 

J¥ 
J¥ 

体
操
な
ど
の
六
科
目
で
あ
っ
た
。

李
沢
分
教
室
を
開
設
。
榎
林
小
学
校
が
狭
く
な
り
過
ぎ
た
こ
と
、
通
学
距
離
が
遠
過
ぎ
る
こ
と
な
ど
の
理
由

明
コ
二
・
四

明
三
二
・
四
・
一

五
部
落
。

明
三
四

分
教
室
二
ツ
森
に
移
転
、
二
ツ
森
分
教
場
と
し
た
。
通
学
区
域
は
、
二
ツ
森
・
員
塚
・
赤
川
・
李
沢
・
甲
田
の

小
学
校
令
改
正
。
尋
常
科
の
教
科
を
修
身
・
国
語
・
算
術
の
三
科
目
と
し
た
。
た
だ
し
国
語
に
は
読
方
・
書
方
・
綴
方
を

含
む
も
の
で
あ
っ
た
。

尋
常
科
は
義
務
制
と
な
り
年
限
六
ヶ
年
と
な
っ
た
。
ま
た
高
等
科
は
修
業
年
限
二
年
制
を

明
四
一
・
七
・
一

李
沢
派
出
所
創
設

お
い
た
。
李
沢
倉
松
氏
の
一
室
を
借
用
。

分
教
場
と
な
る
。

明
四
四
・
四
・
一

昭
四
・
四
・
一

(7) 

二
ツ
森
小
学
校

明
三
二
・
四
・
一

榎
林
尋
常
高
等
小
学
校
よ
り
独
立
し
、
天
間
林
村
立
李
沢
尋
常
小
学
校
と
な
る
。

李
沢
分
教
場
を
二
ツ
森
に
移
し
、
二
ツ
森
分
教
場
と
改
称
。
野
田
頭
文
作
氏
の
家
屋
を
一
部
使
用
。

二
ツ
森
・
貝
塚
・
赤
川
・
甲
田
・
李
沢
の
五
部
落
が
通
学
区
域
で
あ
っ
た
。

二
ツ
森
尋
常
小
学
校
と
改
称
す
る
。

大
四
・
六
・
一
九



天

間

林
二ツ森小学校

村

史

(8) 

白
石
小
学
校

明

白
石
に
私
塾
開
設

明
二
六

白
石
に
寺
小
屋
式
の
私
立
学
校
開
設
さ
れ

る

明

私
塾
中
絶
。

明
三
三
・
七
・
一
七

白
石
分
教
場
開
校
。
白
石
春

松
氏
宅
の
一
部
を
校
舎
に
あ
て
る
。

白石小学校

初
代
教
員

和
田
藤
治
郎
氏

明

五

分
教
場
移
転

明

七

本
村
学
務
委
員

漆
沢
吉
太
郎
氏

大
一

0
・
四
・
一

白
石
分
教
場
よ
り
白
石
尋
常
小

学
校
と
な
る
。

一
二
八
九
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九
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(9) 

時
小
学
校

明
四
一
・
六
・
六

中
野
小
学
校
分
校

校
舎
一
棟

学
区

十
枝
内
・
卿
・
市
ノ
渡
・
底
田
・

古
和
備

大
一

O

校
舎
新
築
並
び
に
移
転
す

昭
四
・
四
・
一

独
立

天
間
林
村
立
附
尋
常
小
学
校

O
上
北
鉱
山
小
学
校
並
び
に
道
ノ
上
小
学
校
の
創
立
に
つ
い
て
は
後
で
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

(四)

近
代
教
育
の
展
開

日行小学校

(1) 

学
資
金
募
集
の
告
諭
と
献
納
者
褒
賞

当
初
、
小
学
校
の
経
費
は
、
ま
ず
生
徒
が
負
担
し
、
そ
の
足
ら
な
い
と
こ
ろ
を
学
区
が
負
担
し
、

さ
ら
に
不
足
す
る
と
こ
ろ
を
国
が
補
助
す
る
と
い
う
三
段
階
方
式
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
県
で

は
小
学
校
設
置
の
た
め
の
学
資
金
募
集
の
告
諭
を
管
内
に
布
達
し
て
い
る
。
告
諭
に
、

ま
ず
維
新

以
来
四
民
平
等
の
新
し
い
時
代
が
到
来
し
、
「
唯
学
ニ
テ
才
智
ア
ル
者
ハ
農
商
モ
貴
官
ト
ナ
リ
富
人

ト
ナ
リ
学
ハ
シ
テ
才
智
ナ
キ
者
ハ
士
モ
賎
奴
ト
ナ
リ
負
者
ト
ナ
ル
鳴
呼
人
々
学
ノ
勤
メ
ス
ン
パ
ア

ル
可
ラ
ス
」
と
し
て
学
校
教
育
の
急
務
な
る
所
以
を
説
き
、
次
い
で
学
制
の
画
期
的
な
文
教
刷
新

を
唱
え
て
い
る
。
そ
の
費
用
は
立
身
・
開
智
の
た
め
の
学
問
で
あ
る
か
ら
「
官
ニ
仰
ク
ヘ
カ
ラ
サ

ル
論
ヲ
倹
タ
ス
』
と
し
て
学
校
経
営
の
受
益
者
負
担
主
義
の
立
場
を
誤
り
な
く
伝
え
て
い
る
。
人



民
皆
学
の
立
場
か
ら
、
す
べ
て
官
費
負
担
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
全
租
税
を
も
っ
て
し
で
も
不
足
を
来
た
す
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
本

県
へ
の
小
学
扶
助
委
託
金
は
二
、

0
0
0円
弱
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
い
ま
仮
に
本
県
設
立
の
二
四
校
に
分
け
る
と
一
校
あ
た
り
八

三
円
余
に
す
ぎ
ず
、
教
員
の
給
与
さ
え
支
障
を
来
た
す
状
況
か
ら
、
学
資
金
募
集
の
趣
旨
を
相
互
扶
助
精
神
に
よ
る
と
結
ん
で
い
る
。

本
県
の

明
治
六
年
中
の
学
資
金
献
納
者

四
二
六
名

学
資
金
総
額

一
万
九
二
一
円
五
七
銭
五
厘

明
治
七
年
中
の
学
資
金
献
納
者

九

名

学
資
金
総
額

一
万
二
三
五
二
円
二
六
銭
で
あ
る
。

本
村
で
は
坪
学
区
の
坪
倉
助
氏
が
明
治
七
年
に
坪
小
学
校
設
立
に
付
き
学
資
と
し
て
金
二
円
を
、
明
治
八
年
に
三
円
を
県
へ
寄
付

し
て
い
る
の
が
、
坪
小
学
校
の
記
録
に
残
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
県
で
は
献
納
金
の
多
寡
に
困
っ
て
五
段
階
で
褒
賞
し
て
い
る
。

明
治
六
年

明
治
七
年

-
銀
盃
三
ツ
組
合
一
百
円
献
納
者
)

名

2
銀
盃
一
個

(
百
円
以
上
献
納
者
)

四
名

七
名

3
木
盃
三
つ
組
(
七
十
円
以
上
献
納
者
)

名

四
名

4
木
盃
一
個

(
十
円
以
上
献
納
者
)

一
八
七
名

一
八
一
名

天

問

林

村

史

九
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褒

置

(
十
円
未
満
献
納
者
)

。
名

二

O
八

O
名

(2) 

授
業
料

前
述
の
よ
う
に
学
校
経
費
の
一
部
と
し
て
授
業
料
(
当
時
の
記
録
に
よ
る
と
授
業
料
を
納
入
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
本
県
の
実
情

は
0
・
八
%
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
は
じ
め
五

O
銭
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
納
め
ら
れ
る
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
六

銭
、
三
銭
程
度
が
そ
の
実
情
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
記
録
に
よ
る
と
、
野
辺
地
コ

7
0
1
一・

O
銭
、
七
戸
六
・
五
(
)
一
・

O
銭、

二
本
木
一
・

O
銭
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
明
治
三
三
一
年
に
は
義
務
制
が
し
か
れ
、
授
業
料
は
廃
止
と
な
っ
た
。

(3) 

明
治
初
期
の
学
習
内
容

榎
林
小
の
記
録
に
よ
れ
ば
、

カ

ナ

ツ

カ

イ

テ

ナ

ラ

イ

コ

ト

ハ

コ

卜

ハ

ッ

カ

イ

学
科
は
綴
字
・
習
字
・
単
語
・
会
話
・
読
本
・
修
身
・
国
体
・
書
読
・
文
法
・
算
術
・
養
生
法
・
地

理
大
意
・
物
理
学
大
意
・
体
操
の
十
四
科
目
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
学
制
の
規
定
し
た
学
科
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
榎
林
で
は
こ
れ
を

変
則
に
よ
っ
て
習
字
・
単
語
・
読
本
・
修
身
・
書
読
・
綴
字
の
六
科
目
を
教
授
し
て
い
る
。

明
治
一

O
年
小
学
校
教
則
が
成
立
し
、
教
科
も
再
び
訂
正
さ
れ
た
が
そ
れ
で
も
な
お
地
方
の
実
状
に
そ
ぐ
わ
ぬ
た
め
、
更
に
一
ケ

月
後
の
一

O
年
三
月
に
村
落
教
則
が
布
達
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

「
此
ノ
教
則
ハ
村
落
ノ
童
子
農
隙
ニ
酢
テ
学
習
ス
ベ
キ
為
メ
簡
易
ノ
法
ヲ
用
ヒ
極
メ
テ
小
部
ノ
書
ニ
ヨ
リ
全
備
ノ
知
識
ヲ
得
セ
シ
メ

ン
コ
ト
ヲ
目
的
ト
ナ
シ
定
メ
タ
ル
者
ナ
リ
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
小
学
教
則
は
教
則
採
用
実
施
が
困
難
な
農
山
漁
村
の
村
落

地
域
に
お
け
る
学
業
向
上
を
め
ざ
し
、
県
民
の
民
度
、
生
活
実
態
に
即
応
し
よ
う
と
し
て
と
ら
れ
た
教
育
方
策
の
一
つ
で
あ
っ
た
。



教
科
は
、
読
学
・
書
取
・
問
答
・
口
授
・
算
術
・
習
字
・
体
操
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
村
落
地
域
の
実
情
に
即
応
し
よ
う
と
し
て
制
定
し
た
村
落
小
学
教
則
で
さ
え
も
な
お
そ
の
実
施
は
不
可
能
だ
っ
た

と
し
て
あ
る
。
読
本
は
読
め
て
も
近
隣
の
人
名
、
村
名
す
ら
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
一
二
年
に

は
よ
り
簡
単
な
簡
易
小
学
教
則
の
制
定
へ
進
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
内
容
は
小
学
生
が
一
・
二
年
で
大
半
が
退
学
し

て
い
る
実
情
か
ら
、

四
年
で
卒
業
す
る
者
を
二
年
で
卒
業
を
認
め
よ
う
と
い
う
大
担
な
も
の
だ
っ
た
。
教
科
も
読
物
・
書
取
・
習
字
・

算
術
・
口
授
の
五
科
目
と
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

然
し
、
こ
の
教
則
も
一
二
年
に
な
る
と
尋
常
小
学
教
則
へ
の
布
達
と
変
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
十
級
五
年
制
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ

も
一
五
年
に
は
廃
止
し
て
い
る
。

(4) 

進
級
制
度

学
制
下
の
本
県
進
級
制
度
は
九
年
に
布
達
さ
れ
て
い
る
。
試
験
の
結
果
、
優
秀
な
者
に
は
褒
賞
と
し
て
書
籍
ま
た
は
筆
墨
紙
を
与

え
て
奨
学
の
方
策
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
守
業
の
修
了
認
定
に
あ
た
っ
て
は
一
級
ご
と
に
試
験
を
行
な
い
。
こ
れ
に
合
格
し
な
い
者

は
進
級
を
認
め
て
い
な
い
。
こ
れ
を
規
定
し
た
の
が
、
試
業
規
則
十
一
ヶ
条
で
あ
る
。
試
業
は
什
小
試
業
、

ω定
期
試
業
、
日
大
試

業
の
三
一
種
に
区
別
さ
れ
る
。

付
小
試
業
不
|
|
月
末
毎
に
実
施
し
て
級
内
の
生
徒
の
席
次
を
昇
降
す
る
も
の
。

同
定
期
試
業
!
!
l
一
級
毎
の
終
り
に
実
施
し
て
試
業
の
結
果
を
甲
科
、
乙
科
、
丙
科
、
劣
科
、
落
第
の
五
等
に
分
け
、
甲
、

乙、

丙
科
に
は
進
級
を
許
し
、
劣
科
の
者
は
「
平
生
ノ
点
数
ヲ
熟
考
シ
然
後
進
級
ヲ
許
シ
」
落
第
の
者
は
、
「
元
級
一
一
置
ク
」
も
の
で

天

間

林

村

史

九
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あ
っ
た
。

毎
年
六
月
と
一
二
月
の
二
回
行
わ
れ
た
。

国
大
試
造
不
|
|
下
等
小
学
お
よ
び
上
等
小
学
卒
業
の
時
に
実
施
す
る
も
の
。

何
れ
の
試
験
も
小
学
教
師
が
行
っ
た
が
、
定
期
試
業
は
区
戸
長
、
大
試
業
の
場
合
は
師
範
校
訓
導
の
臨
席
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
父
母
等
が
望
め
ば
何
時
で
も
参
観
で
き
る
公
開
制
で
も
あ
っ
た
。

(5) 

学
務
委
員

明
治
一
二
年
、
学
制
に
か
か
わ
り
教
育
令
が
布
達
さ
れ
、
学
区
取
締
制
度
が
学
務
委
員
制
度
に
な
る
。
こ
れ
は
幾
度
か
の
改
正
を

経
な
が
ら
現
在
の
教
育
委
員
会
制
度
に
つ
な
が
る
と
み
て
よ
い
。

は
じ
め
は
町
村
民
の
選
挙
に
よ
り
各
町
か
ら
一
名
ず
つ
選
出
さ
れ
て
い
た
。

学
務
委
員
の
心
得
は
川
就
学
の
こ
と
、

ω学
校
設
置
及
廃
止
の
こ
と
、

ω学
校
保
護
の
こ
と
、
凶
教
則
編
成
の
こ
と
、
同
校
則
の

こ
と
、
削
教
員
関
係
の
こ
と
、
間
学
校
建
築
の
こ
と
、
附
学
令
簿
の
こ
と
、
問
学
事
年
報
の
こ
と
、
側
数
町
村
連
合
会
学
務
弁
理
の

こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
度
々
改
正
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
一
七
年
廃
止
と
な
り
戸
長
が
そ
の
職
務
を
管
理
す
る
こ
と
と
な
る
。
当
時
は
、
県
知
事

部
長
学
務
係
学
務
委
員
教
員
の
指
揮
系
列
で
あ
っ
た
。
明
治
二
三
年
に
な
り
、
再
び
戸
長
に
代
り
、
学
務
委
員
が
設
置
さ

れ
長
く
継
続
さ
れ
る
。
坪
小
学
校
の
記
録
に
よ
れ
ば

明
二
八
年

坪

佐
次
兵
衛
氏

明
治
三
四
年

坪

長
松
氏



明
コ
一
七
年

漆
戸
吉
太
郎
氏

明
四
二
年

Fr 

41砕

勝
太
郎
氏

大

年

坪

吉
兵
衛
氏

大
九
年

上
野
重
之
助
氏

中
野
小
の
記
録
に
よ
る
と

明
三
九
年

向
中
野
徳
太
郎
氏

と
な
っ
て
い
る
。

任
期
は
二
年

1
四
年
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

(6) 

郡
視
学

明
二
五
年
一
ニ
月
、
県
の
定
め
た
郡
視
学
職
務
要
項
の
概
要
に
よ
る
と
、

第

条

郡
視
学
の
監
督
す
べ
き
教
育
事
務
の
要
項
(
略
)

第

条

郡
視
学
は
、
毎
年
少
く
と
も
二
回
以
上
各
校
を
巡
視
す
べ
し

第
三
条

郡
視
学
は
、
視
察
の
状
況
を
郡
長
に
報
告
し
、
意
見
あ
る
と
き
は
之
を
具
申
す
べ
し
。

第
四
条

郡
視
学
は
、
教
育
上
の
利
害
に
関
し
必
要
あ
り
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
者
に
対
し
意
見
を
陳
ぶ
る
こ
と
を
得
。
但
し

重
要
な
事
件
に
関
し
て
は
、
予
め
郡
長
に
具
申
し
指
揮
を
受
く
べ
し
。

郡
視
学
が
郡
内
各
校
に
巡
回
視
察
し
、
指
導
監
督
す
る
制
度
は
大
正
の
末
、
廃
止
さ
れ
る
ま
で
続
い
た
。

(7) 

首
座
教
員

学
制
発
布
後
、
明
治
一
四
年
ま
で
は
ま
だ
校
長
は
お
か
れ
ず
、
首
座
教
員
が
そ
の
職
務
を
も
っ
て
い
た
。
や
が
て
そ
れ
が
教
員
長

と
改
称
さ
れ
、
明
治
一
四
年
職
員
の
名
称
が
校
長
・
訓
導
等
と
定
め
ら
れ
た
。

天

問

林

中す

史

一
二
九
五
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(8) 

義
務
教
育
年
限

明
治
五
年
の
学
制
に
は
「
尋
常
小
学
を
分
け
て
上
下
等
と
す
。
こ
の
下
等
は
男
女
共
必
ず
卒
業
す
べ
き
も
の
と
す
」
と
あ
っ
た
。

保
護
者
が
そ
の
子
弟
を
就
学
さ
せ
る
義
務
が
確
立
さ
れ
た
の
は
明
治
十
九
年
の
小
学
校
令
か
ら
で
あ
っ
た
。
義
務
教
育
の
年
限
は
四

年
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、

一
時
三
年
で
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
た
。
然
し
、
コ
一
三
年
の
新
小
学
校
令
で
は
三
年
を
認
め
ず
、
全
員
四

年
を
義
務
教
育
の
年
限
と
し
た
。
そ
し
て
四
一
年
に
は
、

四
年
か
ら
六
年
に
延
長
さ
れ
、
兵
役
、
納
税
と
と
も
に
国
民
の
三
大
義
務

と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
六
ヶ
年
は
大
正
か
ら
昭
和
に
な
り
新
制
中
学
が
誕
生
す
る
ま
で
続
く
。

明
治
三
三
年
の
義
務
教
育
四
年
の
年
限
と
共
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
公
立
小
学
校
に
お
い
て
は
授
業
料
を
廃
止
し

無
償
制
を
確
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。

(9) 

明
治
の
就
学
の
よ
う
す

当
時
の
学
籍
簿
の
中
に
、
当
村
の
教
育
と
当
時
の
教
育
の
よ
う
す
が
伺
え
れ
る
。
そ
れ
に
は
、
士
族
と
か
平
民
と
か
の
肩
書
き
で

書
か
れ
た
氏
名
が
載
っ
て
い
る
。
成
績
は
四
教
科
が
一

O
段
階
で
記
さ
れ
、
操
行
の
み
が
甲
乙
丙
で
評
価
さ
れ
て
い
る
。
出
席
日
数

は
二
三
九
日
も
あ
っ
た
。
明
治
二
九
年
前
後
生
れ
の
女
子
の
部
を
み
る
と
、
明
治
も
後
半
と
は
言
え
、
「
百
姓
に
学
問
な
ん
て
い
ら
な

い
」
と
い
う
考
え
も
強
か
っ
た
ろ
う
し
、
特
に
女
子
は
そ
う
だ
つ
た
よ
う
で
、

四
五
人
載
っ
て
い
る
名
簿
の
う
ち
、
名
前
だ
け
の

も
の
が
二
一
十
四
人
と
い
る
。
そ
の
ほ
か
の
人
も
一
年
か
二
年
在
学
だ
し
、
六
十
日
、
七
十
日
の
欠
席
は
ざ
ら
で
あ
る
。
備
考
欄
に
は

「
四
十
年
度
欠
席
多
キ
タ
メ
未
修
了
」
あ
る
い
は
「
一
二
十
九
年
度
、
無
出
席
ノ
タ
メ
未
修
了
」
と
あ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、

卒
業
者
数
が
二
六
年
度
か
ら
順
に
一
、
七
、
七
、

四
、
三
、

五
、
十
二
名
:
:
:
と
い
う
具
合
で
あ
り
、
明
治
四
五
年
の
入
学
者
が
四



O
名
な
の
に
そ
の
数
年
後
の
卒
業
生
が
や
は
り
こ

O
名
前
後
で
あ
る
。

を
得
な
か
っ
た
も
の
が
多
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
特
別
教
授
に
よ
り
卒
業
認
定
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
女
子
に
多
い
。

つ
ま
り
就
学
日
数
が
少
な
い
が
小
学
校
卒
業
を
認
め
ざ
る

李
沢
勝
見
氏
は
当
時
の
就
学
の
よ
う
す
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
お
ら
れ
る
。

本
を
大
き
な
ふ
ろ
し
き
に
包
み
、
片
た
す
き
に
背
負
い
、

「
学
校
は
、
今
の
よ
う
に
独
立
し
た
建
て
物
で
は
な
く
民
家
で
し
た
j
i
-
-
:
・
:
:
入
学
の
日
あ
や

お
よ

そ
学
校
ら
し
く
な
い
建
物
(
四
聞
に
五
間
位
の
平
家
の
家
)

父

か
ら
買
っ
て
も
ら
っ
た

た
っ
ば
(
母
)
に
連
れ
ら
れ
て
は
り
き
っ
て
行
っ
た
の
で
し
た
が
、

に
少
し
が
っ
か
り
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

運
動
場
は
李
沢
さ
て
さ
ん
の
畑
で
、
現
在
の
木
村
ふ
じ
え
さ
ん
の
家
が
建
っ
て
い
る
あ
た
り
約
二
畝
(
六

O
坪
)

つ
か
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
遊
び
は
今
の
子
ど
も
た
ち
の

天

院E

't 

林

村

ほ
ど
の
広
さ
を

よ
う
に
種
類
が
多
い
わ
け
で
は
な
く
、
縄
と
び
と
ブ
ラ
ン
コ
が
主

な
も
の
で
し
た
。
ま
た
近
く
に
雑
木
林
が
多
か
っ
た
の
で
、
休
み

時
間
や
休
み
の
日
な
ど
に
は
、
あ
け
ぴ
と
り
、
栗
拾
い
な
ど
に
夢

中
で
し
た
。
時
に
は
勉
強
の
時
間
に
遅
れ
て
、
奥
さ
ん
先
生
に
ず

い
分
叱
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

高
田
キ
セ
先
生
は
き
び
し
い
方
で
し
た
が
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の

子
ど
も
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
教
え
る
立
派
な
先
生
で
し
た
。

九
七
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郷
土
の
教
育
者

和
田
藤
治
郎
は
白
石
小
学
校
創
立
か
ら
三
七
年
間
白
石
の
人
と
な
っ
て
白
石
を
育
て
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

和
田
藤
治
郎
は
七
戸
町
蒼
前
の
和
田
藤
右
ェ
門
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、
同
町
の
瑞
龍
寺
住
職
に
師
事
し
幅
広
い
教
養
と
謹
蓄
を

身
に
修
め
、

一
八
才
の
若
年
を
も
っ
て
白
石
小
に
迎
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
氏
は
詩
歌
の
道
に
も
勝
れ
、
時
に
ふ
れ
折
に
ふ
れ
詠
ま

れ
た
詩
歌
俳
句
等
は
数
百
に
も
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
部
落
に
紛
争
が
起
き
た
時
は
相
談
役
に
入
り
、
円
満
解
決
に
努
力
し

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
杉
山
助
左
ェ
門
氏
は
和
田
藤
治
郎
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
お
ら
れ
る
。

「
朝
の
会
と
い
う
名
称
で
、
修
身
の
時
間
の
前
に
廊
下
の
前
に
整
列
し
て
私
の
書
い
た
作
文
を
元
に
し
た
も
の
を
朗
読
し
ま
し
た
。

『
我
々
は
、
毎
朝
、
朝
の
会
に
捨
て
お
互
い
の
行
い
を
直
す
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
」

『
学
校
に
あ
っ
て
は
、
先
生
の
教
え
を
守
り
良
い
生
徒
に
な
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
』

『
家
に
あ
り
て
は
、
親
の
言
い
付
け
を
守
り
親
孝
行
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
』

こ
の
会
は
、
和
田
先
生
時
代
ず
っ
と
続
け
ら
れ
た
の
で
礼
儀
作
法
は
勿
論
の
こ
と
で
そ
の
外
生
徒
の
言
葉
が
よ
い
の
で
青
森
県
中

は
申
す
に
及
ば
ず
他
県
の
方
々
に
ま
で
褒
め
ら
れ
ま
し
た
。

奥
様
の
出
身
地
は
上
北
郡
百
石
町
で
、
連
れ
は
以
合
う
と
い
う
諺
通
り
お
似
合
い
の
御
夫
婦
で
し
た
。
人
柄
が
良
く
、
婦
人
や
子

ど
も
達
に
礼
儀
作
法
や
裁
縫
を
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
」
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大
正
の
教
育

(一)

大
正
期
に
お
け
る
教
育
の
概
要

(1) 

凶
作
の
頃
の
教
育

大
正
二
年
本
県
を
襲
っ
た
凶
作
は
未
曽
有
の
も
の
で
あ
っ
た
。
気
候
不
順
、
早
冷
の
た
め
で
あ
り
、
本
県
産
米
実
収
は
平
年
の
二

分
作
に
過
ぎ
ぬ
ひ
ど
き
で
あ
っ
た
。
損
害
額
は
千
五
百
万
円
で
天
明
の
飢
謹
に
次
ぐ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

事
実
、
凶
作
で
生
活
困
窮
し
た
戸
数
三
七
、

五
O
O余
戸
に
達
し
総
戸
数
の
三
分
の
一
を
越
え
、
北
海
道
や
サ
ガ
レ
ン
、

ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ッ
ク
に
出
稼
ぎ
す
る
も
の
二
五
、

0
0
0人
に
近
く
、
栄
養
不
足
で
死
亡
し
た
も
の
は
大
正
三
年
一
月
か
ら
一

O
月
ま
で
の

十
ヶ
月
間
に
二
、
二

O
O人
を
越
す
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

こ
の
大
凶
作
は
教
育
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
事
と
な
っ
た
。
学
級
、
学
校
の
併
合
、
廃
止
や
二
部
授
業
の
実
施
、
午
前
授
業

や
臨
時
休
校
の
措
置
、
果
て
は
生
活
費
を
補
う
た
め
の
生
産
作
業
の
採
用
、
教
員
俸
給
支
払
延
滞
等
で
あ
る
。

凶
作
に
よ
り
欠
席
の
お
そ
れ
の
あ
る
児
童
に
は
適
切
な
生
産
作
業
を
さ
せ
一
般
生
活
の
資
に
充
て
る
と
同
時
に
、
自
分
の
学
用
品

を
買
う
際
の
用
に
あ
て
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
、

マ
ニ
ラ
麻
織
の
伝
習
を
し
、
学
校
に
捨
て
一
定
の
時
間
従
事
さ
せ
る
他
、
家
庭
で
も

行
わ
せ
る
よ
う
に
し
た
り
、
り
ん
ご
の
袋
貼
り
を
奨
励
す
る
た
め
に
原
料
を
購
入
し
、
糊
を
与
え
、

で
き
た
製
品
は
学
校
で
買
い
上

げ
て
売
っ
て
や
っ
た
り
し
た
。
そ
の
収
入
は
一
日
一
銭
か
ら
多
い
の
で
五
銭
で
あ
っ
た
。

大
正
二
年
一
二
月
の
実
施
校
は
、

わ
ら
細
工
九
五
校
、

マ
ニ
ラ
麻
紡
二
二
校
、
り
ん
ご
袋
貼
一
八
校
、
海
草
採
取
五
校
、
製
綱
一

天

間

林

村

史

九
九
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校
、
状
袋
一
校
、
計
一
二
四
校
に
お
よ
ん
で
い
た
。

大
正
三
年
一
月
に
は
全
く
俸
給
支
払
い
の
停
滞
町
村
が
四
一
に
も
達
し
て
い
る
。
上
北
郡
で
は
七
町
村
、
教
員
八

O
名
分
一
一

O

三
円
で
西
郡
、
コ
一
戸
郡
に
次
い
で
三
番
目
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

(2) 

大
正
初
期
の
児
童
心
得

大
正
元
年
九
月
一
日
榎
林
小
学
校
宮
沢
剛
克
校
長
は
校
則
を
定
め
た
。

ω校
務
分
掌

ω児
童
管
理

ω児
童
心
得

凶
教
授
細

目

同
時
間
割

山
間
衛
生

的
儀
式
等
々
、
三
三
項
目
で
あ
る
。

こ
こ
で
は

ωの
児
童
心
得
の
一
部
を
の
せ
て
み
た
い
。

児
童
心
得

第
一
条

児
童
ニ
ハ
常
二
右
ノ
事
ヲ
守
ラ
シ
ム
ル
ベ
シ

一
、
身
体
ヲ
清
潔
ニ
シ
衣
服
ヲ
正
シ
ク
着
ル
ベ
キ
コ
ト

二
、
正
シ
キ
言
語
ヲ
使
用
シ
方
言
説
言
ヲ
サ
ク
ル
コ
ト

ニ
、
卑
シ
キ
歌
ヲ
歌
フ
ベ
可
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト

四
、
教
師
、
親
戚
、
朋
友
及
目
上
ノ
人
ニ
遇
ヒ
タ
ル
ト
キ
ハ
相
当
ノ
敬
礼
ヲ
ナ
ス
ベ
キ
コ
ト

五
、
途
中
ニ
テ
菓
子
其
ノ
他
ノ
物
ヲ
食
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト

六
、
危
険
ナ
ル
コ
ト
賭
博
ニ
類
ス
ル
遊
戯
ヲ
ナ
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト

七
、
社
寺
ヲ
汚
損
シ
又
ハ
草
木
等
ヲ
害
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト



八
、
公
私
ノ
建
物
ヲ
汚
損
シ
又
ハ
楽
書
ヲ
ナ
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト

(3) 

諸
研
究
会

大
正
期
の
教
育
会
は
、
維
新
の
開
国
期
に
つ
い
で
西
洋
教
育
思
想
の
輸
入
時
代
で
も
あ
っ
た
。

先
ず
lレ
ソ

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
教
育
思
想
か
ら
、
二

O
世
紀
は
児
童
の
世
紀
で
あ
る
と
提
唱
し
た
エ
レ
ン
ケ
イ
の
児
童
中
心
主

義
の
教
育
観
等
が
あ
る
。
ま
た
国
内
で
は
、
篠
原
助
市
の
「
批
判
的
教
育
学
」
長
田
新
の
「
文
化
教
育
学
」
等
が
全
国
を
か
け
め
ぐ

っ
た
。
大
正
九
年
に
は
全
人
教
育
、
労
作
教
育
、
個
性
尊
重
の
教
育
を
唱
え
た
自
由
主
義
新
教
育
指
導
者
小
厚
芳
国
が
、
成
城
小
学
校

の
児
童
を
伴
っ
て
本
県
に
き
た
り
し
た
。
野
辺
地
小
学
校
で
は
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
の
流
れ
を
汲
む
自
律
創
造
教
育
の
実
践
研

究
が
な
さ
れ
た
。

本
村
で
は
李
沢
小
学
校
の
記
録
に
よ
る
と
、
明
治
四
五
年
の
五
月
九
日
に
教
育
研
究
会
を
開
催
し
て
い
る
。

主
任
二
ツ
森
松
三
郎
先
生
が
修
身
科
の
研
究
授
業
を
行
な
い
、
本
校
、
二
ツ
森
教
場
合
同
の
研
究
会
を
催
し
た
。
こ
れ
が
下
通
り

の
研
究
会
の
は
じ
め
で
あ
る
、

と
い
っ
て
い
る
。

大
正
二
年
五
月
一
六
日

村
学
事
会
開
催

本
分
教
場
で
天
間
林
村
学
事
会
を
開
催
。
郡
視
学
島
脇
徳
松
氏
村
長
星
太
郎
氏
ほ
か
村
内
の
先
生
方
多
数
参
集
。

大
正
三
年
六
月
二
四
日

研
究
会
開
催

天
間
林
村
教
育
研
究
会
を
開
催
。
村
長
漆
戸
潔
は
じ
め
村
内
の
先
生
方
全
員
参
加
。

天

間

林

村

史

。
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本
郡
の
み
な
ら
ず
本
県
の
大
教
育
者
で
あ
り
、
哲
学
者
で
あ
り
政
治
家
で
あ
っ
た
森
田
重
次
郎
氏
は
、
天
小
時
代
(
大
五

1
九
)

の
思
い
出
と
し
て

「
当
時
天
間
舘
小
学
校
は
五
学
級
で
郡
下
で
も
中
位
の
地
位
に
あ
っ
た
の
で
し
た
。
同
職
の
先
生
方
は
東
野
岩
次
郎
氏
、
相
崎
謙

吾
氏
、
向
中
野
則
光
氏
(
後
の
村
長
)
秋
元
三
蔵
氏
等
々
で
し
た
。

当
時
は
血
気
盛
り
の
時
で
何
か
新
機
軸
を
出
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
明
石
校
の
及
川
氏
の
創
始
に
か
か
る
全
団
式
教
育
を
実
施

し
、
柏
崎
氏
、
東
野
氏
の
学
級
を
中
心
に
研
究
会
を
開
催
し
り
し
て
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
」

と
記
し
て
い
る
。

(4) 

通
学
の
よ
う
す

大
正
の
頃
に
は
本
村
も
十
和
田
市
あ
た
り
も
そ
ん
な
に
違
い
が
な
い
と
思
う
の
で
、
或
る
程
度
ま
と
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
、
『
十
和
田
市
史
』
の
も
の
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

各
地
域
の
古
老
の
語
る
と
こ
ろ
を
総
合
す
れ
ば
、
概
ね
明
治
三
十
年
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
よ
う
す
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

先
ず
服
装
に
つ
い
て
い
え
ば
、
大
正
末
期
ま
で
は
学
生
服
な
ど
は
な
く
、
大
方
は
筒
袖
ま
た
は
袖
口
の
広
い
着
物
に
股
引
き
と
い

う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
儀
式
や
修
学
旅
行
な
ど
の
際
に
は
、
耕
の
着
物
に
羽
織
袴
を
着
用
し
た
。
か
ぶ
り
も
の
は
赤
ケ
ッ
ト
に
タ
コ

ボ
ツ
チ
と
い
う
顔
だ
け
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
帽
子
を
は
じ
め
、
学
生
帽
も
あ
り
、
女
子
は
ふ
ろ
し
き
様
の
も
の
を
た
た
ん
で
か

ぶ
っ
た
。
履
き
物
は
、
普
通
の
草
履
の
ほ
か
結
び
草
履
を
履
い
た
が
、
盆
に
は
新
し
い
下
駄
を
買
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。

よ
そ
行
き
に
は
麻
裏
草
履
な
ど
も
用
い
ら
れ
た
し
足
駄
も
あ
っ
た
。
ワ
ラ
ジ
は
通
学
に
は
は
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
冬
は
ワ
ラ



天

間

林

村

史

グ
ツ
や
ツ
マ
ゴ
を
は
い
た
が
、
学
校
で
は
そ
れ
ら
の
扱
い
に
苦
労
し
た
よ
う

で
あ
る
。
ゴ
ム
靴
は
多
少
の
地
域
差
は
あ
っ
た
が
、
概
ね
大
正
八
年
前
後
か

ら
は
き
は
じ
め
ら
れ
、
同
一
四
年
に
は
ゴ
ム
短
靴
が
大
方
で
あ
っ
た
。

次
に
学
習
道
具
で
あ
る
が
、
教
科
書
は
、
明
治
初
期
、
中
期
、
末
期
と
改

訂
さ
れ
た
が
、
入
学
当
初
は
読
方
の
本
一
冊
と
、
石
盤
ま
た
は
紙
石
盤
に
、

石
筆
、
石
盤
ふ
き
ぐ
ら
い
で
、
掛
図
を
用
い
た
授
業
が
多
か
っ
た
。
算
術
の

教
科
書
は
、

一
、
二
年
で
は
使
用
し
な
か
っ
た
。
大
正
近
く
な
っ
て
一
年
生

か
ら
書
方
が
課
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
手
本
・
硯
・
墨
・
筆
が
必
要
に
な

っ
た
が
硯
は
重
く
し
か
も
欠
け
る
心
配
が
あ
っ
た
た
め
、
学
校
の
机
の
中
に

お
い
た
。
鉛
筆
や
ノ
!
ト
は
三
・
四
年
頃
か
ら
使
用
し
た
。
道
具
は
ウ
チ
ガ

イ
に
入
れ
た
り
ふ
ろ
し
き
に
包
ん
で
背
負
っ
て
歩
い
た
。
図
画
は
明
治
二
十

年
代
ま
で
は
毛
筆
画
で
あ
っ
た
が
、
一
二
十
年
代
に
は
水
彩
画
に
な
り
、
筆
洗
、

菊
皿
等
の
容
器
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ク
レ
ヨ
ン
画
は
大
正
末
期

に
入
っ
て
き
た
。

教
室
の
よ
う
す
も
今
と
大
分
ち
が
っ
て
い
た
。
机
や
椅
子
も
二
人
用
が
普

通
で
、
暖
房
は
明
治
時
代
は
大
火
鉢
に
炭
火
、
大
正
に
な
っ
て
薪
ス
ト
ー
ブ

。
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が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
教
室
の
前
方
正
面
に
は
、
黒
板
・
教
壇
・
教
卓
等
教
師
の
城
と
も
い
う
べ
き
所
が
あ
っ
て
、

そ
の

あ
た
り
に
鞭
が
お
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
掛
図
や
黒
板
を
さ
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
時
に
は
児
童
を
い
ま
し
め
る
役
に
も

用
い
ら
れ
た
。
唱
歌
指
導
に
用
い
る
オ
ル
ガ
ン
は
、
明
治
三
十
年
代
か
ら
大
正
の
は
じ
め
に
か
け
て
教
室
に
姿
を
見
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
。最

後
に
遊
び
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
学
校
内
で
は
禁
止
さ
れ
た
遊
び
も
あ
っ
た
と
思
う
が
、
男
子
は
固
と
り
・
相
撲
・
鬼
ご
っ
こ
・

陣
取
り
・
パ
ン
パ
ン
う
ち
・
ハ
ン
マ
ま
わ
し
・
コ
ウ
ガ
イ
ウ
チ
等
、
女
子
は
お
手
玉
・
あ
や
と
り
な
ど
を
し
て
遊
ん
だ
。
遊
び
に
入

れ
る
に
は
、

い
さ
さ
か
た
め
ら
い
も
感
ず
る
が
、
何
処
で
も
古
老
の
話
題
に
の
ぼ
る
も
の
に
山
学
校
が
あ
っ
た
。
弁
当
を
持
ち
道
具

を
背
負
っ
て
家
は
出
る
が
、
ボ
ス
や
仲
間
と
山
へ
行
つ
て
は
遊
び
く
ら
し
、
下
校
時
に
は
何
く
わ
ぬ
顔
で
帰
宅
す
る
と
い
う
の
が
そ

れ
で
あ
っ
た
。
二
週
間
も
す
れ
ば
わ
か
ら
れ
た
と
い
う
が
、

ス
リ
ル
に
富
ん
だ
楽
し
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

(5) 

修
学
旅
行
の
は
し
り
(
天
間
舘
小
学
校
)

大
正
末
期
の
頃
、
青
森
市
に
戦
艦
「
む
つ
」
が
入
港
し
、

そ
れ
を
見
学
に
出
か
け
た
。
高
学
年
が
中
心
の
団
体
だ
が
、
そ
れ
か
ら

恐
山
見
学
を
し
た
り
、
青
森
市
見
学
を
す
る
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
修
学
旅
行
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
野
小
卒
業
生
の
町
屋
利
夫
氏
(
元
中
野
小
学
校
長
)
も
思
い
出
の
な
か
に
、
耕
の
着
物
に
袴
を
つ
け
て
戦
艦
「
む
つ
」
を
見
学

し
た
こ
と
、
青
森
ま
で
の
修
学
旅
行
等
々
:
:
:
と
記
録
し
て
い
る
。
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昭
和
の
教
育

(ー)

戦
前
の
教
育

戦
前
の
教
育
は
、
第
一
次
大
戦
を
契
機
に
資
本
主
義
の
目
ざ
ま

し
い
発
展
と
共
に
、
国
際
的
地
位
も
高
ま
っ
て
き
た
我
が
国
の
教

育
界
で
も
、
諸
外
団
か
ら
の
教
育
思
潮
の
影
響
を
受
け
て
、
自
律

補
導
の
教
育
・
労
作
教
育
・
合
科
教
授
法
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
大
正

新
教
育
が
花
開
き
、

そ
れ
が
守
り
続
け
ら
れ
て
い
た
が
、
満
州
事

変
、
支
那
事
変
と
続
く
か
た
わ
ら
、
教
育
も
ま
た
戦
時
色
を
強
く
し
、
軍
国
主
義
・
全
体
主
義
・
超
国
家
主
義
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト

(1) 

白
浜
末
吉
氏
の
教
育

し
て
い
っ
た
。
続
い
て
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
に
よ
っ
て
軍
国
主
義
教
育
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

大
正
の
余
波
は
各
地
に
新
教
育
の
実
践
化
を
促
し
て
い
る
が
、
天
間
舘
小
学
校
で
も
立
派
な
実
践
教
育
を
残
し
て
い
る
。
当
時
(
昭

和
九
年
頃
)
学
校
長
で
あ
っ
た
白
浜
末
吉
氏
は
天
聞
に
教
育
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
画
い
て
全
身
全
霊
を
農
業
重
視
の
労
作
教
育
に
打
ち

こ
ん
だ
。
氏
は
哲
学
者
で
あ
り
然
も
偉
大
な
愛
育
者
で
も
あ
っ
た
。
何
事
も
納
得
の
い
く
ま
で
追
求
し
、
毎
日
の
よ
う
に
カ
ン
ト
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

ペ
ス
タ
ロ
ツ
チ
を
論
じ
、
理
論
か
ら
実
践
へ
と
多
く
の
人
々
を
導
い
た
。
元
七
戸
小
学
校
長
で
あ
っ
た
沼
崎
栄
一
氏
は
白
浜
教
育
を

天

林

干す

史

間

。
五



第
五
編

近

1i; 

。

古
色
蒼
然
た
る
校
舎
の
西
側
の
窓
辺
に
は
、
色
と
り
ど
り
の
奇
麗

な
草
花
が
あ
り
、
す
ぐ
隣
り
の
果
樹
園
に
は
林
檎
の
実
も
は
や
色
づ

い
て
い
た
。
点
在
す
る
家
畜
舎
の
方
か
ら
鶏
や
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
声
が

聞
え
る
。
そ
の
一
棟
に
入
っ
て
見
る
と
数
十
匹
の
兎
が
い
る
。
豚
の

親
子
も
い
る
。
師
弟
共
々
嬉
々
と
し
て
作
業
に
余
念
が
な
い
。

白浜末吉氏(中央)とその教え子達

共
同
区
、
個
人
区
に
整
然
と
区
別
さ
れ
た
農
場
で
は
高
等
科
生
が

除
草
・
追
肥
に
い
そ
が
し
い
。

か
と
思
う
と
池
の
鯉
に
餌
を
や
っ
て

い
る
子
も
あ
れ
ば
養
蜂
の
採
鳴
を
し
て
い
る
子
も
い
る
。
全
校
あ
げ

て
、
燃
え
る
よ
う
な
目
つ
き
で
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
さ
な
か
、

校
庭
の
一
隅
で
は
、
す
で
に
搾
乳
を
終
え
た
山
羊
が
悠
然
と
牧
草
に

ね
こ
ろ
ん
で
い
る
。
静
・
動
入
り
ま
じ
っ
た
一
新
面
に
も
、
こ
の
教

育
に
対
す
る
し
ゃ
く
熱
の
追
求
心
と

た
く
ま
し
い
実
践
力
が
秘
め

ら
れ
て
い
た
。

研
究
に
実
践
に
あ
け
く
れ
る
こ
の
学
園
に
は
、
夏
休
み
も
冬
休
み

も
な
か
っ
た
。
夏
休
み
は
キ
ャ
ン
プ
も
登
山
・
林
間
学
校
等
多
彩
な

行
事
が
計
画
さ
れ
、
冬
休
み
は
生
き
物
の
世
話
や
、
青
年
団
活
動
等



で
多
忙
を
き
わ
め
た
。
休
み
が
な
く
て
も
一
日
一
日
に
充
実
感
を
覚
え
た
ま
ら
な
く
楽
し
か
っ
た
。

天
間
教
育
の
反
響
は
意
外
な
程
大
き
か
っ
た
と
み
え
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
他
県
か
ら
も
参
観
者
が
絶
え
な
か
っ
た
。
そ
の
方
々

の
た
め
、
労
作
学
習
な
る
も
の
を
度
々
公
開
し
た
事
を
記
憶
し
て
い
る
。
県
知
事
・
学
務
部
長
・
県
視
学
・
文
部
省
視
学
官
の
視
察

が
あ
り
、

そ
の
都
度
、
賞
賛
と
激
励
の
言
葉
を
受
け
、
我
々
の
意
気
、

ま
さ
に
天
を
つ
く
の
感
さ
え
あ
っ
た
。

(2) 

二
ツ
森
貝
塚
保
存
会
の
設
立

昭
和
六
年
に
二
ツ
森
員
塚
を
永
久
に
保
存
す
る
目
的
で
遺
跡
保
存
会
が
設
立
さ
れ
た
。
森
田
金
蔵
氏
に
よ
れ
ば
、
設
立
の
経
緯
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

私
達
は
幼
少
時
代
よ
り
脚
下
に
埋
没
存
在
せ
る
白
骨
、
魚
貝
類
及
鹿
、

い
の
し
し
等
の
獣
骨
並
に
先
住
民
族
の
人
骨
及
生
活
器
具

即
ち
石
斧
な
ど
見
ら
れ
榎
林
平
及
天
間
平
に
残
存
せ
る
先
民
族
の
居
住
せ
る
竪
穴
等
を
探
見
し
非
常
な
る
興
味
を
も
っ
て
お
り
ま
し

た
。
幸
い
去
る
昭
和
六
年
の
凶
作
救
済
事
業
と
し
て
の
員
塚
の
員
が
ら
を
道
路
に
敷
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
青
年
団
員
を
動
員
し
て

作
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
た
く
さ
ん
の
遺
跡
物
品
を
発
掘
し
て
二
ツ
森
小
学
校
に
遺
跡
保
存
会
を
設
立
し
、
永

久
に
保
存
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
会
長
に
は
校
長
が
あ
た
る
こ
と
を
遺
跡
保
存
会
の
規
約
に
も
う
け
、
当
時
の
小
学
校
長
石
原
敬

輔
氏
を
会
長
と
し
、
書
記
長
に
は
向
中
野
秀
男
氏
に
委
託
し
、
設
立
委
員
長
に
は
森
田
金
蔵
、
委
員
に
は
附
田
又
次
郡
、
附
田
宇
八
、

貝
塚
仁
太
郎
、
貝
塚
滝
三
郎
氏
の
組
織
に
よ
っ
て
発
足
し
た
。

ゆ
郷
土
教
育
の
振
興

教
育
の
地
方
化
・
実
際
化
の
方
針
が
県
か
ら
打
出
さ
れ
る
と
、

そ
の
具
体
的
方
策
と
し
て
、
郷
土
教
育
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。

天

問

林

村

史

一
三

O
七
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昭
和
五
年
に
青
森
県
師
範
学
校
に
郷
土
室
が
設
け
ら
れ
、
同
年
、
中
道
等
の
『
郷
土
読
本
』
が
発
刊
さ
れ
た
が
、
七
年
七
月
か
ら
各

地
区
で
、
郷
土
教
育
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。

県
は
各
学
校
に
対
し
、
「
郷
土
誌
」
を
公
薄
と
し
て
備
付
け
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。

坪
尋
常
小
学
校
に
は
大
正
五
年
に
既
に
当
時
の
校
長
照
井
寿
雄
氏
に
よ
る
『
郷
土
誌
」
が
編
纂
さ
れ
て
い
た
。
然
も
こ
れ
は
榎
林

尋
常
小
学
校
の
も
の
を
参
考
に
し
た
と
あ
る
か
ら
、
榎
林
尋
常
高
等
小
学
校
に
は
当
時
の
校
長
宮
沢
剛
克
氏
編
纂
の
『
郷
土
誌
』
が
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

坪
尋
常
小
学
校
の
「
郷
土
誌
」

の
目
次
を
み
る
と

第

編

自
然
界

第
一
章

郷
土
の
形
勢

第
二
章

気
象

第
三
章

動
植
鉱
物

第
三
編

人
文
界

第
一
章

人
口

第
二
章

教
化

第
一
節

神
社

第
二
節

寺
院



第
三
節

第
四
節

第
五
節

第
三
章

第
四
章

第
五
章

控
訴
工
ハ
章
・

第
七
章

第
八
章

学
校
施
設
及
沿
革

青
年
会

夜
学
会

郷
土
の
沿
革

官
公
署

風
俗
習
慣

村
是
条
例
規
約

経
済

郷
土
の
公
経
済

と
な
っ
て
い
て
、
榎
林
尋
常
高
等
小
学
校
で
大
正
元
年
一

O
月一

O
日
編
纂
の
『
郷
土
誌
』
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
『
十
和

田
史
』
に
よ
る
、
『
大
不
動
郷
土
誌
』
の
目
次
も
大
体
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
明
治
の
末
期
に
郡
街
あ

(4) 

不
況
下
の
教
育

た
り
か
ら
こ
れ
ら
の
要
領
で
郷
土
誌
を
編
纂
す
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

凶
作
・
不
況
と
続
い
た
昭
和
の
初
期
は
、
世
界
的
恐
慌
と
相
ま
っ
て
飯
米
に
も
窮
す
る
農
民
が
続
出
し
、

い
わ
ゆ
る
欠
食
児
童
が

次
第
に
ふ
え
、
そ
れ
に
よ
る
欠
席
者
も
ま
た
数
を
増
し
た
。
特
に
冷
害
多
発
の
上
北
地
方
に
つ
い
て
は
、
昭
和
八
年
欠
食
児
童
数
が

天

林

村

問

史

0 
九
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県
全
体
の
一
割
強
四
百
九
六
名
に
及
び
、

一
一
年
に
は
こ
、
五
四
九
名
と
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
た
め
、
各
町
村

で
は
こ
れ
が
対
象
と
し
て
学
校
給
食
を
実
施
す
る
に
至
っ
た
。
坪
小
学
校
の
記
録
に
よ
る
と
、
昭
和
六
年
、
凶
作
の
た
め
昼
食
を
持

っ
て
こ
ら
れ
な
い
欠
食
児
童
が
多
く
て
、
三
学
期
は
午
前
授
業
を
し
、
昭
和
七
年
に
は
、
貧
困
に
よ
る
欠
食
児
童
を
対
象
に
学
校
給

食
を
始
め
、
昭
和
八
年
に
も
貧
困
に
よ
る
欠
食
児
童
に
給
食
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
時
は
一
食
四
銭
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
九
年

に
は
、
貧
困
に
よ
る
欠
食
児
童
の
た
め
給
食
を
実
施
し
て
い
る
が
、
校
長
夫
人
が
準
備
を
し
て
図
書
室
に
児
童
を
集
め
て
食
事
を
さ

せ
て
い
る
。
献
立
は
ご
は
ん
に
塩
鱒
、
ご
は
ん
に
味
噌
大
根
等
で
あ
っ
た
。
こ
の
給
食
は
昭
和
一

O
年
ま
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。

白
石
小
の
記
録
を
み
る
と
、
昭
和
八
年
に
、
貧
困
、
欠
食
児
童
に
給
食
を
実
施
。
(
一
食
四
銭
)

と
あ
る
。

こ
れ
は
、
昭
和
七
年
、
「
学
校
給
食
臨
時
施
設
方
法
」
及
び
、
「
学
校
給
食
実
施
要
領
」
に
基
づ
い
て
、
学
校
給
食
が
な
さ
れ
た
。

給
食
内
容
の
ご
は
ん
、
塩
鱒
を
み
る
と
、
当
時
の
一
般
家
庭
の
食
生
活
に
て
ら
し
た
場
合
、

上
記
の
献
立
は
豪
華
と
も
い
う
べ
き
内

容
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
一
二
年
に
「
給
食
恒
久
策
研
究
指
定
校
」
が
設
け
ら
れ
、
費
用
の
一
部
を
県
が
補
助
し
て
い
る
。
上
北
地
方
に
お

い
て
は
、
城
内
小
、
甲
地
小
、
天
間
舘
小
、
榎
林
小
、
七
戸
小
、
大
浦
小
、
上
野
小
、
法
奥
小
、
百
石
小
、
三
本
木
小
、
藤
坂
小
、

大
不
動
小
等
が
指
定
を
う
け
て
い
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

(5) 

戦
時
体
制
の
確
立

昭
和
一

O
年
四
月
、

そ
れ
ま
で
併
立
の
形
に
な
っ
て
い
た
実
業
補
習
学
校
と
青
年
訓
練
所
が
統
合
さ
れ
て
、
新
た
に
青
年
学
校
が

誕
生
す
る
と
、
本
来
実
業
教
育
・
補
習
教
育
・
軍
事
教
育
機
関
的
性
格
を
有
し
て
い
た
だ
け
に
、
時
局
の
進
展
に
つ
れ
、
ま
す
ま
す



そ
の
教
練
科
が
重
要
視
さ
れ
る
に
至
り
、
次
第
に
超
国
家
主
義
・
軍
国
主
義
的
思
想
が
教
育
界
を
も
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
二
一
年
七
月
七
日
支
那
事
変
勃
発
を
機
に
、
国
民
生
活
は
す
べ
て
戦
時
体
制
と
な
っ
た
。
先
ず
同
年
一

O
月
、
国
民
精
神
総
動

員
運
動
と
し
て
、
官
民
合
同
の
大
国
民
運
動
が
展
開
さ
れ
た
が
、
こ
れ
が
わ
が
国
戦
時
体
制
確
立
の
出
発
点
と
な
っ
た
。

生
活
様
式
は
、
新
調
の
見
合
せ
、
贈
答
の
廃
止
、
服
装
の
質
素
、
宴
会
の
制
限
等
国
民
の
実
践
事
項
と
し
て
公
示
さ
れ
た
。
さ
ら

に
副
次
的
事
項
と
し
て
集
団
行
動
の
規
律
化
、
儀
礼
の
改
善
、
酒
煙
草
の
節
制
、
体
位
の
向
上
、
物
資
の
節
約
な
ど
細
々
と
指
示
さ

れ
た
。教

育
面
に
お
い
て
も
融
和
教
育
の
徹
底
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
時
間
の
励
行
、
小
学
校
に
お
け
る
勤
労
奉
仕
、
格
技
教
育
の
実
施
、

平
常
日
の
映
画
演
劇
観
覧
の
禁
止
、
修
学
旅
行
の
制
限
な
ど
皇
国
民
練
成
と
戦
時
体
制
は
い
よ
い
よ
強
化
さ
れ
た
。

昭
和
一
五
年
、
皇
紀
二
、
六

O
O年
を
迎
え
る
と
、
紀
元
を
皇
紀
、
国
を
皇
園
、
冨
民
を
皇
国
民
、
国
軍
を
皇
軍
、
戦
争
を
聖
戦

と
呼
び
、
天
皇
を
神
格
化
し
て
い
っ
た
。

po 明
治
一
九
年
公
布
施
行
さ
れ
た
小
学
校
令
は
、
昭
和
一
六
年
三
月
、
国
民
学
校
令
の
公
布
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

国
民
学
校
の
誕
生

が
、
国
民
学
校
の
誕
生
に
よ
っ
て
国
民
教
育
は
名
実
と
も
に
一
新
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
国
民
学
校
は
第
一
条
に
あ
る
よ
う
に
、

「
皇
国
ノ
道
ニ
則
リ
テ
初
等
普
通
教
育
ヲ
施
シ
、
国
民
ノ
基
礎
的
練
成
ヲ
ナ
ス
」
と
あ
り
、
基
礎
的
な
教
育
を
行
な
う
場
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
主
な
内
容
は
、
国
民
学
校
の
課
程
を
初
等
科
六
年
、
高
等
科
二
年
、
教
科
は
、
国
民
科
、
理
数
科
、
体

練
科
、
芸
能
科
、
実
業
科
(
高
等
科
)

と
な
っ
た
。

天

間

林

村

史

一
一
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一
方
、
教
育
の
方
法
も

ω単
な
る
知
識
の
教
授
に
終
る
方
法
を
批
判
し
、
心
身
一
体
と
し

て
の
教
育
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。

ωこ
の
た
め
、
教
授
、
訓
練
、
養
護
の
分
離
を
さ
け
て
、
国
民
と

し
て
の
統
一
し
た
人
格
を
育
成
す
べ
き
で
あ
る
。

ω学
校
で
行
な
わ
れ
る
儀
式
、
学
校
行
事
の
教
育
的
意
義
を
重
ん

じ
、
こ
れ
を
教
科
と
合
わ
せ
て
一
体
と
し
、
学
校
全
体
を
国
民

凶
学
校
と
家
庭
と
社
会
と
が
一
体
と
な
っ
て
互
い
に
連
絡
し
て
児
童
の
教
育
を
全
う
す
る
方
法
を
た
て
る
。

の
練
成
の
道
揚
と
な
る
よ
う
に
経
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

っ
て
き
た
。

と
、
さ
れ
た
が
、
戦
況
が
次
第
に
き
び
し
く
な
る
に
つ
れ
て
、
団
体
訓
練
が
重
視
さ
れ
、
従
来
の
教
授
学
校
か
ら
練
成
学
校
と
な

(7) 

戦
時
下
の
教
育

昭
和
一
六
年
二
一
月
八
日
、
大
東
亜
戦
争
(
太
平
洋
戦
争
)
に
突
入
す
る
や
、
学
校
に
お
い
て
も
必
勝
の
信
念
を
甑
養
す
る
教
育

が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
。
翌
一
七
年
一
月
一
日
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
興
亜
奉
公
日
を
廃
じ
、
新
た
に
大
詔
奉
戴
日
を
設
け
、

毎
月
八
日
、
神
社
の
奉
拝
並
び
に
清
掃
、
各
種
勤
労
作
業
等
一
段
と
奉
仕
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

村
の
神
社
に
も
毎
月
一
回
は
参
拝
し
、
宮
城
遥
拝
、
宣
戦
の
詔
書
奉
読
を
行
な
い
、
ま
た
清
掃
作
業
、
遺
家
族
へ
の
援
助
活
動
等
を



少
年
団
、
青
年
団
は
い
う
に
及
ば
ず
、
町
、
村
を
あ
げ
、
大
政
翼
賛
の
も
と
に
、
こ
れ
ら
を
強
力
に
実
施
し
た
。

少
年
団
は
学
校
長
を
団
長
に
こ
れ
を
結
成
し
た
。
各
少
年
団
は
戦
死
者
墓
地
の
清
掃
、
神
社
の
清
掃
、
出
征
家
族
へ
の
援
助
活
動

な
ど
を
行
っ
て
、
学
校
教
育
と
不
離
一
体
と
な
っ
て
国
防
国
家
体
制
の
一
翼
を
に
な
っ
た
。

食
糧
難
、
物
資
欠
乏
の
深
刻
化
す
る
中
で
、
連
日
の
よ
う
に
応
召
兵
の
見
送
り
、
銃
後
の
奉
仕
活
動
等
の
集
団
作
業
が
奨
励
さ
れ

た
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
戦
時
下
の
実
践
的
精
神
教
育
の
一
方
法
で
も
あ
っ
た
。

一
五
年
、
小
学
校
高
等
科
児
童
の
勤
労
奉
仕
に
関
す

る
通
達
が
出
さ
れ
た
。
応
召
家
族
や
戦
死
者
家
族
へ
の
農
作
業
の
手
伝
い
の
こ
と
、
食
糧
増
産
の
た
め
に
は
必
要
に
よ
っ
て
三

O
日

以
内
の
授
業
振
り
替
え
を
認
め
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
、
勤
労
教
育
が
正
課
に
準
じ
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

空
地
は
す
べ
て
南
瓜
や
馬
鈴
薯
づ
く
り
に
当
て
ら
れ
、
校
庭
の
一
部
も
学
校
農
園
の
た
め
掘
り
起
こ
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
学
校

田
の
耕
作
、
堆
肥
づ
く
り
、
落
穂
拾
い
、
芋
虫
取
り
、
松
根
掘
り
、
学
校
林
の
下
刈
り
等
、
授
業
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
作
業
の
日
が

続
い
た
。

更
に
、
軍
事
訓
練
と
勤
労
動
員
が
徹
底
し
、
学
校
が
兵
舎
の
一
部
化
し
て
い
く
中
で
、
戦
局
利
あ
ら
ず
、
遂
に
二

O
年
、
破
局
を

迎
え
る
に
至
る
。

戦
時
中
の
思
い
出
を
、
李
沢
小
の
昭
和
一
六
年
度
卒
業
、
木
村
竜
雄
氏
は
「
日
の
丸
の
鉢
巻
き
に
武
運
長
久
の
た
す
き
を
か
け
た

出
征
兵
士
を
、
上
級
生
の
軍
楽
隊
と
校
長
先
生
を
先
頭
に
、
部
落
の
人
々
は
乙
供
駅
ま
で
見
送
る
。

考
え
て
い
る
と
、
私
た
ち
の
小
学
校
時
代
は
、
物
資
不
足
で
恵
ま
れ
な
い
戦
時
体
制
下
で
あ
っ
た
。
工
作
の
時
間
に
は
わ
ら
じ
ゃ
っ

く
り
を
し
て
そ
れ
を
は
い
て
過
ご
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
六
年
に
な
っ
て
大
東
亜
戦
争
に
突
入
す
る
や
、
物
資
不
足
が
一
層
深
刻

天

問

林

村

史

一



第
五
編

近

代

四

に
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
農
家
で
さ
え
米
の
御
飯
を
喰
う
こ
と
が
出
来
な
い
時
代
と
な
っ
た
。
そ
し
て
「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ

ま
で
は
』
の
耐
乏
生
活
の
中
で
、
子
守
り
を
し
な
が
ら
の
勉
強
で
あ
っ
た
。
ま
る
で
教
室
も
廊
下
も
保
育
所
同
様
で
あ
っ
た
己

ま
た
、
坪
小
学
校
の
昭
和
二
十
年
度
卒
業
、
佐
々
木
光
子
氏
は
、
「
来
る
日
も
来
る
日
も
、
小
さ
な
手
に
日
の
丸
の
小
旗
を
持
っ
て

出
征
兵
士
を
送
っ
て
遠
い
道
の
り
を
歩
い
た
り
、
戦
死
を
な
さ
っ
た
方
々
を
出
迎
え
た
り
な
ど
で
学
習
も
思
い
の
ま
ま
に
な
ら
な
か

っ
た
時
代
で
は
あ
り
ま
し
た
」
。

と
そ
れ
ぞ
れ
苦
し
か
っ
た
時
代
を
ふ
り
返
っ
て
い
る
。

(8) 

高
森
鉱
山
分
教
場
と
上
北
鉱
山
分
教
場
の
誕
生
と
廃
校

日
華
事
変
の
拡
大
に
伴
い
全
国
的
に
鉱
山
の
開
発
が
進
め
ら
れ
た
が
、
高
森
鉱
山
、
上
北
鉱
山
も
規
模
が
大
き
く
な
り
、
従
業
員

も
増
え
て
き
た
。
従
っ
て
そ
の
子
弟
も
次
第
に
増
え
、

そ
れ
ぞ
れ
分
教
場
が
誕
生
し
た
。
高
森
分
教
場
は
坪
小
学
校
の
分
教
場
と
し

て
、
昭
和
一
五
年
に
生
ま
れ
、
上
北
鉱
山
分
教
場
は
白
石
小
学
校
の
分
教
場
と
し
て
、
昭
和
一
四
年
に
誕
生
し
た
。

然
し
、
高
森
分
教
場
は
昭
和
一
九
年
四
月
よ
り
、
上
北
鉱
山
国
民
学
校
に
統
合
さ
れ
た
。

上
北
鉱
山
(
日
本
鉱
業
K
K
上
北
鉱
業
所
)

は
戦
中
、
戦
後
を
通
じ
て
大
い
に
国
の
役
に
た
っ
た
が
、
昭
和
三

0
年
代
を
境
に
急

激
に
業
績
が
落
ち
、
遂
に
廃
鉱
と
な
る
。
上
北
鉱
山
小
・
中
も
会
社
と
同
じ
運
命
を
辿
り
、
昭
和
四
六
年
一

O
月
一
五
日
廃
校
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。


